














DOS/V の 最初 の バー ジョ ン で ある 、「IBM DOS バー ジョ ン J4.0/V」 が 
発売 され た の は 1990 年 暮れ の こと 。 そ れ ま で は NEC PC-9800 シリ ー ズ の 天 
下 で あり 、 日 本 語 が 使え な い IBM PC 互換 機 は 一 部 の マニ ア や 研究 者 だ けが 
使っ て いる よう な 状況 で し た 。 国 内 で マシ ン は な か な か 売っ て いな いし 、 情 報 
も 少な く 、 わ ざわ ぎ ざ CompuServe に アク セス し た り 、 洋 書 を 取り 寄せ な けれ 
ば な り ま せん で し た 。 

と ころ が 、DOS/V の 登場 に より 日 本 語 が 使え を る よう に な っ た この 数 年 で 、 
続々 と 海外 の 互換 機 メ ー カ が 参入 し 、 ほ ぼ す べ て の コン ピュ ー タ メー カ が DOS 
/V マシ ン を リリ ー ス する よう に な り ま し た 。 各地 に DOS/V 専門 ショ ッ プ が 
続々 と オー プン し 、 雑 誌 や 単行 本 も な ら び 、BBS の DOS/V 関係 ボー ド は 多く 
の 書き 込み で に ぎわ っ て いま す 。 

DOS/V に よっ て も た ら さ れ た 「 高 性 能 ・ 低 価格 ・ オ ー プ ン 」 の 波 は NEC 
PC-9800 シリ ー ズ や Apple Macintosh シリ ー ズ を も 巻き 込み 、 国 内 の コン 
ピュ ー タ 市 場 に 大 き な 地 殻 変動 を 巻き 起こ し まし た 。 

き て 、 そ うし た 中 で DOS/V は 、 デ ィ ス ク 圧 縮 機 能 や マル チ CONFIG 機能 、 
各種 スー ティ リティ な ど を 満載 し た 、 バ バージョ ン 6 に 生ま れ か わり まし た 。 日 
本 アイ ・ ビ ー・ エ ム か ら 発 売 さ れる 「PC DOS バー ジョ ン 1J6.3/V」 と マイ 
クロ ソフ ト か ら 発 売 さ れる 「Microsoft MS-DOS Version 6.2/V」 で す 。 

DOS/V は 、 英 語 DOS に 修正 を 加 そ を た も の で 、 バ パー ジョ ン 5.02 まで は 日 本 
アイ ・ ビ ー・ エ ム 版 し か 発売 され ませ ん で し た が 、 元 に な っ た 米 IBM 版 の 
DOS と 米 Microsoft 版 の DOS が ほとん ど 同 じ 内 容 だ どっ た の で 問題 は あり ませ 
ん で し た 。 今回 の バー ジョ ン ア ッ プ か ら そ れ ぞ ね れ 独自 開発 の 機能 が 増え 、 DOS 
/V も 異な っ た 製品 と し て 別々 に 発売 され て いま す 。 

2 つの DOS の どちら も 優れ た 製品 で す が 、 本 書 は 5.02/V で 好評 だ っ た 「DOS 
/V ハン ドブ ッ ク 」 を ベー ス に 大 幅 に 加筆 修正 し た 、 狭 義 の 意味 で DOS/V と 
いえ そる 日 本 アデ イ ・ ビ ー・ エ ム 版 PC-DOS に つい て の リフ ァ レ ンス で す 。 ユ ー 
ザ が パソ コン の 脇 に 置い て お き 、 わ か ら な い 点 を すぐ に 調べ る こと が で きる よ 
うに 構成 し まし た 。 ま た 、 付 録 と し て 掲載 し て いる 、 メ モリ 管理 プロ グラ ム の 
べ ベス ト セ ラー、QEMM386 の 使い 方 に つい て も 、 新 た に バー ジョ ン ア ッ プ し 
た 7.0 に 沿っ て 改訂 し て いま す 。 

1994 年 春 


本 書 に つい で て で 





本 書 の 構成 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


【 第 1 章 DOS/V の 基礎 】 
DOS/V と IBM PC/AT と その 互換 機 の 基本 的 な こと が 
ら に つい て 解説 し て あり ます 。 


【 第 2 章 DDS コマ ンド リフ ァ レ ンス 】 
DOS コマ ンド の リフ ァ レ ンス で す 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 
誠 な っ て いま す 。 


【 第 3 章 DODS シェ ル 】 
DOS シェ ル の 特徴 と 使い 方 、 コ マン ド に つい て 解説 し 
て あり ます 。 


【 第 4 章 DOS/V の 活用 】 
デバ イス ドラ イ バ 、CONFIG.SYS コマ ンド 、 バ ッ チ ファ 
イル コマ ンド の リフ ァ レ ンス と 、 メ モリ に つい て 解説 し 
て あり ます 。 


【 第 5 章 PC DOS ユー ティ リティ 】 
フル スク リー ン 画 面 や ファ イル 管理 な ど DOS コマ ンド 
ライ ン か ら 起 動 す る ユー ティ リティ と 、Windows 上 で 
動作 する ユー ティ リティ に つい て 解説 し て あり ます 。 


【 付 録 UEMM の 使い 方 】 
DOS/V に 付属 する ソフ トウ ェ ア で は な いも の の 、 高 度 
な メモ リ 管 理 を 実現 で きる 人 気 の デ バイ ス ド ラ イ バ 、 
QEMM の 使い 方 に つい て 解説 し て あり ます 。 


@ 本 書 は 、PC DOS バー ジョ ン J6.3/V に 基づい て 解説 し まし た 。 

@⑯ 上 記 バ バー ジョ ン で ファ イル と し て 供給 され て いて も 、 一 般 ユ ー ザ 向 
け で な いも の に つい て は 本 書 で は 記述 し て お り ま せん 。 

@ か な 漢字 変換 に つい て は 記述 し て あり ませ ん 。 付属 の 専用 マニ ュ ア 
ル を ご 参照 くだ さい 。 




















本 書 の 表記 こつ いで て 


コマ ンド リフ ァ レ ンス に つい て 





マコ マン ド 名 (拡張 子 は 省略 ) 
い 








ー 宇 コ マン ド 種 別 
内 部 / 外 部 コマ ンド の 表示 。 分類 は 次 の と お り 
・ 内 部 コマ ンド : COMMAND.COM に 内 蔵 き れ て いる も の 
・ 外 部 コマ ンド : 別 フ ァイル と し て 用 意 き れ て いる も の 














内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 
/ 英 語 モ ー ド の み 





ーーーー ーー 


| マネ ットワーク 対応 
| ネッ トワ ー ク 上 の 別 の パソ コン に 





対し て 動作 する コマ ンド 








コマ ンド の な か で 、 特 定 の 環境 で な けれ ば 動作 し 
な いも の に つい て は 、 次 の よう に 表示 (特に 表示 
が な い 場 合 に は 両方 の モー ド で 使用 可能 ) 

・ 日 本 語 モ ー ド の み : 日 本 語 モ ー ド の み 使 用 可 

・ 英 語 モ ー ド の み  : 英語 モー ド の み 使 用 可 








潮 書 式 に つい て 
コマ ンド 書式 で は 、 次 の 表記 を 使用 し て いる 








1 ※ 相 還 
どちら か を 選択 (パラ メー ー タ が 3 つの 場合 は どれ か を 選択 ) 





rー コマ ンド 名 
拡張 子 は 省略 


1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 





し ーー 


処理 する ファ イル 名 人 


剖 / ア パラ メー タ に つい て 

コマ ンド に /? を 付け る こと で 、 簡 単 な ヘ ルプ を 表示 させ る こと が で きる 。 
これ は すべ て の DOS コマ ンド 、 バ ッ チ ファ イル コマ ンド に つい て 共通 な こと 
な の で 、 本 文中 で の 説明 は 省略 し て いる 。 


潮 用 語 に つい て 


| ディ スク ハードディスク 、 デ ィ ス ケッ ト の 両方 を 示す | 
| ディ スケ ッ ト | フロッピー ディ スク と 同意 












































日 本 語 モ ー ド 


起動 時 に 日 本 語 フ ォ ン ト の “$FONT.SYS" と 日 本 語 表示 ドラ イ 
バ の “SDISP.SYS” を メモ リ に 読み 込ん だ 


モー ド 。 日 本 語 環境 と 
英語 環境 を も ち 、CHEV コマ ンド で 相互 に 切り 替え る こと が で 
きる 








日 本 語 環 境 


、 画面 に 日 本 語 が 表示 で きる 環境 。DOS/V 用 アプ リケーション が 
. 実行 可能 。IBM PC 用 の アプ リケーション の 多く は 正常 に 動作 し 


な い 





英語 環境 


日 本 語 モ ー ド に お いて 、 画 面 だ け を IBM PC の VGA モー ド に 
変更 し た 環境 。 日 本 語 を 表示 する こと は で き な い 。 IBM PC 用 の 
多く の アプ リケーション の 多く が 実行 で きる 








英語 モー ド ー 


PS2 用 アプ リケーション の ほぼ 100%6 が 実行 可能 


起動 時 に *SFONT.SYS” と “SDISP.SYS” を メモ リ に 読み 込ま 
な い モ ー ド 。 完全 に IBM PC/PS2 互換 の 環境 と な り 、LIBM PC/ 





当 キー ボー ド 上 の キー 記号 


一 部 の 機種 の キー ボー ド で は 、 次 の よう に 日 本 語 で の 表記 に な っ て いる 場合 
が ある 。 

前 面 キー 央 キー 
削除 | 回 キー 


寺 基 本 的 な キー 操作 



































コマ ンド の 実行 | 回 キー 

コマ ンド の 実行 中 止 。 le キー 
賠 上 回 + 果 キー 

同 上 lewl [CcC] キー 

表示 の 一 時 停止 了 央 キー 

同 上 leWl +[S) キー 
画面 上 の デー タ の 印刷 皿 | キ ー 

パソ コン の 再起 動 | 男 | +  + 正 キー 
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四 第 2 章 5 コマ ン ュー 





APPEND デー ジン 
ASSIGN 7 
ATTRIB ) ” 
BREAK に よる 
CHCP ーー 
CHDIR (CD) ) カ | 
CHEV | 3 寺 モ ー 


CHKDSK ) ーー チエ し 50 





CELS 52 
COMMAND く り の 再起 ー- ジ コン 表示 ・*eeeeeeeeeeee 53 
COMP 1 単 1 入 容 時 本 で oe 55 
COPY ) の 軍 呈 / 結 凌 syrssgzsorsayesgessesSoesvsixsasSsictsos&teeiaes 57 
CPBACKUP 。  --- や 0 も DPy に seosscsessscsies 60 
CPBDIR デイ の ディ レク フト リ 表 

CPSCHED 

CTTY【DO 

DATAMON ョ 8 

DATE 1 1 67 
DEBUG ) ーー の aa なの ee る 68 な 6SeiaSSaiSesseaiasal 68 
DEFRAG リー 75 
DEL (ERASE) し の 削除 eeeeeeeeooo 7 
DELTREE 法 2 ) SIIIEOCCLCLLLLUULUKLKKXXKXXXXAXKXKXKXKKYIKXXXKXKXKKLYU 79 
DIR 1 リス | ERRCCCLCLCLLLLLLLLLLLLLLLLULLLLLCLLLLLLCLLLCLLLLLLLLLL 81 
DISKCOMP 84 
DISKCOPY | ディ スケ ッ ト の メ 複写 mo で oo 87 
DOSKEY ド ヒ スト リ の 嘩 び 時 編集 人 En で ye 89 
DOSSHELL ドド 93 
DRVLOCK 2 前 NikainsdeSeagrdeieik な sicleSSSiSs3599 94 
DSPX 95 
DSPXVGA | イ パ の 組み 込み で eoooooo 97 
E) フル スク フ ! EEBOBRBEIIPCCCCLLLLLLCLCLLCCCCCCLCCCCLCCCCLCCCCCCLLLLLD 98 
EDLN リリ 99 
EJECT ) 前 旨 引 時 較 PCTCLCLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLCLLLLLLLCOLLLLL) 102 
EMM386 | ロー ャ ヤセ の オ オー ee 103 
EPCLESCP リン 々 で の ESC/P 日 本 語 プ リン タダ の エミ ュ レ ー ト ・105 
EPCLIBM ) 英語 PCL プリ ンマ で の IBM 日 本 語 プ リン タ の エミ ュ 葉 。 Mass 106 
EPRNESCP ーー 々 で の ESC/P 日 本 語 プ ? の エミ ュ レ ー ト 、 <…*cssy 107 
EPRNIBM の IBM 日 本 語 ジロ エミコ レー トー eee 108 
EXE2BIN ィ ル の .COM EGG 間 還 YTPPPPCLCLCCLLLCLCLLCLD 109 
EXIT ) COMMAND.COM を 起動 し だ アニ の ) 竹 放 < で oo 110 
EXPAND コミ ロニ ーー し で に 111 
FASTOPEN ジィ t 還 本 EE 還 EPCCCCCPLCCCCCCCLCCLCLCCCCLLLLIL 112 
FC 隔 語 日 IIEBINIBBEEEHHBENBNESHSSRI 間 還 CLLLLCLLLLLLLLLLLCCLLLLLCCLLL 114 
FDISK 。 ココ ーー ミー 半 導 115 
FIND |) ロロ ロー ミイ ビニ トド ドド ドド 117 





FOR ) 疫 IRISE ヨ 還 症 CCLCLLLCLLCLCLCCLCLCCLCLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLL 119 


FORMAT | : 処 誠 ntsieagsizseiosoisSaeizesectiske3e が SS 120 
FORMAT12 1.2M バイ に ト フォ ー マ ツ ト ssssesee 124 
GRAPHICS | 画 宙 の 印刷 で ee 125 
HELP b 志 二 EICLCCLLLLLLLLLLLLLLLCLLLCULLLCLCCKCCCLLLLLLLLLLLCL い 7 
IBMAVD ) チ ウ イル ス (フル ス フ リ ー ン コー テイ リ テ イ ) ceceeeeeeee 128 
IBMAVSP が - イ Piecenss 130 
INTERLNK 芝 人 EoS95 は Poco3332 ま Go 132 
INTERSRV 設定 eeeeoeeoseeoeeeeeeeoeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 133 
JOIN | 仮想 ラ 用 隊 :wkezaeasvosswesss28 あ 02655 135 
KEYB ! キー ポー ド 配 列 / バ < 旨 的 cecovocoesesoeszssseso5SsAaessss 138 
LABEL 作成 / 変 更 / 削 除 ccceeeeeeesesesesesssseosos 141 
LOADFIX IEERGEEEECCCCLLLLLCLCLLLLLLLLLCLLLLLLLCLLLLLLLLLLLL 142 
LOADHIGH (LH) フリ フジ 組み 込み ct333ses 143 
MEM ドー コジ 144 
MKDIR (MD) ) 作 及 eeeeo eo 146 
MODE@ っ ト 間 6 の も. も 9 ああ な asae さ る 3988 も 9629669wd 147 
MODE@ ポー ト の 設定 <<oeeeeoooeosoeeoeooosoeeeeeeeeeeaoeepeeg 148 
MODE@ イス の 状態 の 表示 ・<*sssssscsessssssesosssosieogoeeeessos 150 
MODE⑨9 IEIIECCCCEEPCCCCCTEPCCTYTTETPPLCTLLKCLLTTCCLLLL 151 
MODE@ 4 コ 上 SmoseoSseeisexesetse23sSwoGieoess 152 
MODE ⑲⑱ ! ディ スプ レイ モー ド の 設定 の ぐ eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeooeeee 154 
MODE9 速度 の 設定 eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeoeoeseo 156 
MORE イル の 画面 単 開 (eRk6oscesngngeesikrrsatikdgstse 156 
MOUNT | 王 答 ディ フフ ロマ セント ドド 158 
MOUSE ) マウ ス ド ラ ィ 欄 有 孤 、 seeneSe2aezseienek29x3c 和 so 159 
MOVE 移動 EDEGGEEEECPCCPCLPCDOTTCTCCLLLLCLLLCOD 160 
MSCDEX ーー 所 本 YYCYTYYYYUUYYYLYKLLLLYLLLKLL 162 
NLSFUNC EEHEIEEEIOBEHIEEETCCCCLLLLKLEKLLLLLLLLLLLLLULLLLLLLLLLLLL 163 
PATH ) 実行 可能 ファ イル 検索 パス の 設定 / 解 除 / 表 示 … ぐ eeeeeeeeeeeeeeee 164 
PCFORMAT et 165 
PCMCS ESECPLYCYLYLLLLYLLLLLLLLLTLLCLLCOCCCCLLLLLLL て TL 166 
PCMFDD ! PCMCIA カー ド で の ディ スケ ッ ト ド ライ ブ エ ミ ュ レ ーション ………・ 167 
PCMINFO 』 PCMCIA カッ ルト ジロー ドロ 寺 二 < 168 
PCMMTD 168 
PCMSCD 1 ミュー ( 2 169 
PENDOS | 170 


POWER | ニー ドド ドド 171 





PRINT は の め 詳 03cooeSssosscseessestcesSseieesseeeike 172 


PRNESCP ) CE 陸 寺 actteoseesra5sss wcoaesossss3 174 
PRNIBM ) IBM プリ ンタ ドラ イド ee 175 
PROMPT ! コマ ンド ブ プロンプト の 設定 oooeoeeooeeeeeee 176 
QCONFIG ) ! 細 情報 の 表示 eeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 177 
RAMSETUP 1 隊 frodcoseitctTordceSeestfoSaeenso 179 
RECOVER 訟 ksmessserkessessesseeedioseinescaxesd 181 
RENAME (REN) の 183 
REPLACE 置き 換え oooeeekeoeeeeeeeesoeeeseeaseneocseeoesitos 185 
RESTORE 開 essessesssseseszessessxseesee< 187 
RMDIR (RD) | 1 ・* で で 189 
SCHEDULE 取 wcessssesoss2ssosscesssd 191 
GET | 環 塊 変数 の 設定 / 削 除 / 表 示 eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 192 
SETUPIIDGSL の イツ スズ ドール 。 ecoososooeeacssoe3c4Saoxsssaeooisavssa 194 
SETUPMKK 較 衣 2clvssskocdpzokesyecseszsSwe3sceaewepeii 195 
SETUPV ! 日 本 語 関連 ドラ ィ 人 昌 evexeeeeeeeesseeeeeesocseeeeesso 196 
SETVER ) 折 の D05 バー ジヨン の 設定 / 削 除 / 表 eee 197 
SHARE 国 な eigowwsmenseSireeededlkag9sRyaesSeGediiese 200 
SORT 記 間 生 CYYYPPCOOLLPCCCCCLPCCCOOCCLCCCCCLLYL て てい 201 
SSTOR ) SupetSt 和 86 204 
SSUNCOMP | |: F 縮 解除 eeeeeeeeeeeeee 205 
SSUTIL 似 で 66 な Yooceeso3cooess ossosesesgesenscossd 205 
SUBST 仮想 ドラ イナ 化 。 eeeeeeeeeeeeeeee 206 
SWITCH 英語 + 回 EE お 症 CCCUOUULUULUULLLLCLLCKTKKKKKYKYYLD 208 
SYS ) 隊 oonrosooessoeosSsssosscreazvecruetsneos 210 
TIME 」 時 計 の 表示 / 設 定 = ecxeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseeessoeeseees 211 
TREE ) 構成 了 牧 示 <eeswessesvcseseossvzoesessoeeoeoe 212 
TYPE ) テキ フ 料 隊 表示 | eeeketcsscdeoeciesensonkdes32ee8ca 213 
UNDELETE 陣 25 Svsroes5SseS5etPeS25Swewt90896366 215 
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[第 1 草 | 
DOS/V の 基礎 





境 唱 らく へ ヽ 0DO0D 


DOS/V っ て な な に 





現在 販売 され て いる IBM 版 DOS/V は 、 フ ルネ ー ム を 「PC DOS J6.3/V」 
と いい 、「 ド ス ヴ イ 」 と 読む 。MS-DOS の 一 種 で あり 、 基 本 的 な 操作 は 他 の パ 
ソコ ン 用 MS-DOS と ほぼ 共通 し て いる 。 

DOS/V の 最大 の 特徴 は 、 


日 本 語 表示 の た め の 専 用 の 回 路 を も っ て いな い IBM PC 互換 機 上 で 、 日 本 
語 を 利用 で きる よう に する 


シス テム ソフ トウ ェ ア で ある 、 と いう こと だ 。 
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1 メス 


IBM PC と 日 本 語 表示 


も と も と アメ リカ で 誕生 し た パソ コン は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト や 数 字 、 記 号 を 扱 
うこ と は で きた が 、 日 本 語 を 表示 する 能力 は も っ て いな い 。 これ で は 日 本 で は 
実用 に な ら な い の で 、NEC や 富士 通 、 日 本 アイ ・ ビ ー・ エ ム を は じ め 、 国 内 
の メー カ は それ ぞ れ 専用 の 日 本 語 表示 機能 を も っ た パソ コン を 開発 し た 。 そ れ 
が 、PC-9800 シリ ー ズ や FMR シリ ー ズ 、 マ ル チ ス テー ショ ン 5550 シリ ー ズ 
な ど で あ る 。 

一 方 、 日 本 以外 の ほとん どの 国 に お いて 、 パ ソコ ン と いえ ば 、IBM PC か 
その 互換 機 と いう 状況 に な っ て いる 。 す で に 全 世 界 で 8000 万 台 以 上 が 生産 さ 
れ た と も いわ れ て いる 。NEC すら 海外 向け に は IBM 互換 機 を 輸出 し て いる は ほ 
ど で あ る 。 

一 時 期 は 、 国 内 で 各社 が 独自 に 日 本 語 化 を 実現 し た た め 、 同 じ MS-DOS マ 
シン で あっ て も メー カ や 機種 が 違う と 互換 性 が な く な り 、 プ ログ ラム が 動か な 
いと いう 状況 に あっ た 。 ま た 、 ハ ー ド ウェ ア も ソフ トウ ェ ア も 少量 生産 で 競争 
が な いた め に 高値 安定 が 続い た 。 

ここ に 日 本 アイ ・ ビ ー・ エ ム が 提唱 し 、 広 く 利 用 する こと を 他 の メー カ に 呼 
び か けた の が DOS/V な の で ある 。DOS/V は IBM PC 互換 機 に ンス トー ル 
する こと で 、 他 に な ん ら 付 加 装 置 な し で 日 本 語 が 利用 で きる よう に な る 。 こ の 
規格 に 賛同 する 企業 が OADG (Open Architecture Developers Group) を 作り 、 
普及 を 進め て いる 。 
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DOS/V の 動く 環境 


DOS/V で 日 本 語 表示 が 可能 な パソ コン は 、 次 の 条件 を 満た す も の で ある 。 
・286 以上 の CPU 
・VGA 以上 の ビデ オア ダ プ タ 
・640K バイ ト の メイ ン メ モリ と 256K バイ ト 以 上 の 拡張 メモ リ 


キー ボー ド 
・I01 キー キー ボー ド (米国 英語 ) 
・I06 キー キー ボー ド (日 本 語 ) 
・AX キー ボー ド 
・J3100 キー ボー ド 


@ ブ プリ ンタ 
・5575、5577 系 日 本 語 プ リン タ 
・ESC/P J84 日 本 語 プ リン タ 
・IBM Personal Printer 


・IBM Proprinter 
・ESC/P 24 ドッ ト 英 語 プ リン タ 


パソコン 本 体 

ハー ドウ ェ ア は 、 サ プ ノ ー ト PC か ら デ スク トッ プ 、 タ ワー 型 まで 上 記 の 条 
件 を 満た す も の で あれ ば どれ で も よい 。 た と えば 、 日 本 アイ ・ ビ ー・ エ ム の PS 
/V シリ ー ズ や 東芝 の DynaBook V シリ ー ズ な ど OADG 参加 企業 の 製品 、 そ 
し て 秋葉 原 な どの ショ ッ プ に 並ぶ 輸入 品 、 海 外 の 通販 店 の 広告 に 登場 する 互換 
機 な ど が 相当 する 。 ア メリ カ ぐ や 香港 、 台 湾 な どか ら 輸 入 され た 互換 機 は きわ め 
て 安価 で ある 。 

た だ し 、OADG 参加 企業 以外 の IBM PC 互換 機 で DOS/V を 動か す 場 合 、 
特に 海外 か ら 個 人 輸入 し た 互換 機 を 使 お うと する と 、 い ろ い ろ な トラ ブル に 出 
会 う 可 能 性 も 高い 。 あ る 程度 の 知識 や 経験 、 そ し て 自分 で リス ク を 克服 し よう 
と する 気構え が 必要 だ ろう 。 





20 


14 


IBM PC と 互換 機 


目 PC 

パソ コン が 大 きく 変わ っ て いっ た 1970 年 代 、 こ の ブー ム を 無視 し て きた コ 
ンピュータ 界 の 巨人 IBM 社 は 、1981 年 に よう や く 「The Personal Computer」、 
つま り PC を も っ て 市 場 に 参入 し た 。 こ の マシ ン は CPU に クロ ッ ク 4.77MHz 
の Itel 社 製 8088 を 採用 、 実 装 き され て いた RAM は わずか に 16K バイ ト し か 
な か っ た 。 同 時 に OS と し て Microsoft 社 に 開発 を 依頼 し て いた MS-DOS の 
最初 の バー ジョ ン 、MS-DOS Ver.1 が リリ ー ス され た 。 

IBM PC の 特徴 は 、 従 来 す べ て の 部 品 か ら ソ フト ウェ ア ま で 自社 製品 で 固 
め て いた IBM 社 が 方 針 を 一 転 し 、 ほ と ん ど 市 販 品 で 組み 上 げた こと 、BIOS や 
回 路 図 まで 公開 し て サー ド パ ー テ ィ の 参入 を 促す オー プン アー キテ クチ ャ を 採 
用 し た こと に ある 。 特 に オー プン ポリ シー は 徹底 し て お り 、 マ ザー ボー ド 上 に 
は CPU と メモ リ 、 基 本 1/O 回 路 し か 乗っ て いな い 。 それ 以外 の ビデ オ 回 路 、 
ディ スケ ッ ト コ ント ロー ラ 回 路 、 プ リン タ ポ ー ト 、 シ リア ルポ ー ト な ど は オプ 
ショ ン の 拡張 アダ プ タ で 構成 し て いる 。 

この と き 、IBM が 用 意 し た ビデ オア ダ プ タ は 最大 80 文字 X25 行 の モノ クロ 
テキ スト 表示 が 可能 な MDA(Monocrome Display Adapter) と 、640X200 ドッ 
ト で 2 色 、320X200 ドッ ト で 4 色 の グラ フィ ッ ク 表 示 が 可能 な CGA (Color 
Graphics Adapter) の 2 種類 で あっ た 。 


洋 PC/XT 

翌 1982 年 、PC は 「eXTended」 と いう 意味 を も つ 「PC/XT」 に モデ ル チ ェ 
ンジ する 。 拡張 スロ ッ ト の 数 が 増え 、 そ れ ま で オプ ショ ン で あっ た ディ スケ ッ 
トド ライ ブ は 5 イン チ 320K バイ ト の も の が 標準 装備 され た 。 わ ず か 10M バ 
イト で は ある が 、 ハ ー ド ディ スク も 内 蔵 で きる 世に な っ た 。 

この XT は 、 当 時 の ビジ ネス 用 に は 十分 な 機能 を 備え と て お り 、IBM の ブラ 
ンド 力も あっ て 、 ア メリ カ 中 の ビジ ネス 用 パソ コン 市 場 を ほぼ 制圧 する こと に 
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な る 。 他 の パソ コン メー カ は 撤退 する か 、IBM PC 互換 機 を 製造 し て 生き 延 
びる か 、 い ずれ か の 選択 を 迫 ら れ た 。IBM PC は オー プン 路線 で あっ た た め 、 
互換 機 を 製造 する こと も それ ほど 困難 で は な か っ た の で ある 。 か くし て 、 完 全 
に 独自 の 路線 を 歩ん だ Apple Computer 社 な ど を 除け ば 、 ほ ぼ す べ て の コン 
ピュ ー タ メー カ は IBM PC 互換 機 メー カ と な っ た 。 


当 PC/AT 
1984 年 、TBM 社 は PC/XT か ら 大 幅 に グレ ー ド アッ プ し た 「PC/AT」 を 発 
表し た 。 CPU に は 6MHz クロ ッ ク の 80286 を 採用 、 メ イン メモ リ は 標準 で 512 
K バイ ト 搭 載 し 、 最 大 16M バイ ト ま で 拡張 で きる 。 デ ィ ス ケッ トド ライ ブ は 
$ イ ンチ 1.2M バイ ト の 2HD タイ プ と な っ た 。 拡張 バス も XT ま で の 8 ビッ 
ト 幅 の も の に 加え 、16 ビッ ト 幅 の も の が 組み 込ま れ た 。 

この AT は 、 今 で も IBM PC 互換 機 の 標準 と な っ て いる 。 バ ス も 、MCA 
や EISA、VL、PCI な ど 高 速 CPU 対応 ・32 ビッ ト 幅 の も の が 出 て きた が 、 
依然 と し て 16 ビッ ト 幅 の AT 用 バス が 主流 で ある 。 こ の バス を 業界 標準 規格 
と いう こと で ISA (Industrial Standard Architecture) バス と も 呼ん で いる 。 
AT で は ビデ オア ダ プ ブタ と し て 、 最 大 640X350 ドッ ト 、16 色 の 表現 が 可能 
な EGA (Ehnhanced Graphics Adapter) が 用 意 さ れ た 。 


応 PS/2 と VGA 

1986 年 、 膨 大 な 互換 機 に 手 を 焼い た IBM 社 は 、 大 幅 な 方 針 の 転換 を 図っ た 。 
従来 の オー プン アー キテ クチ ャ 路線 、ISA バス を 捨て 、MCA バス を 採用 し た 
クロ ー ズ ド な PS/2 シリ ー ズ へ の 移行 で ある 。 ディスケット ドラ イブ も 3.5 イ 
ンチ 1.44M バイ ト に 統一 され た 。 た だ し 、 従 来 の PC/AT 用 アプ リ ケ ー シ ョ 
ン の 互換 性 は 保持 し た 。 

この MCA は 高速 な デー タ 転 送 、 イ ン テ リ ジェ ント な 自動 設定 機能 、 安 定性 
な どす ぐれ た 能力 を も っ て いる が 、 こ れ ま で の AT バス と まっ た く 互 換 性 が な 
いこ と 、 コ スト が 高く 付く こと か ら ほ と ん と ど と 普及 し て いな い 。 

最近 で は IBM 社 自身 、 サ ー バ 用 な ど 特 殊 な シス テム を 除け ば MCA マシ ン 
の 製造 を や め て し まい 、 む し ろ 積 極 的 に ISA バス や VL バス を 採用 し た 「IBM 
PC 互換 機 」 路 線 に 走っ て いる 。 
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PS/2 で は ビデ オ 回 路 は マザー ボー ド 上 に 組み 込ま れ 、 名 前 も Adapter か ら 
回 路 を 意味 する Array が 付い た VGA (Video Graphics Array) と な っ た 。 
DOS/V の V は VGA か ら 来 て いる 。VGA は 640X480 ドッ ト で は 16 色 表示 、 
320X200 ドッ ト で は 256 色 表 示 が 可能 で ある 。 

VGA も すぐ に サー ド パ ペー ティ か ら TISA で 動く 互換 製品 が 発売 され 、IBM 
PC 互換 機 用 標準 の ド デ オ アダ プ タ と な っ た 。 ま た 、 サ ー ド パー ティ が 独自 に 
解像度 や 色 数 を 増やし た SVGA (Super VGA) 製品 も 登場 し た 。 

現在 で は ビデ オア ダ プ タグ の 業界 団体 で ある VESA (Video Electronics 
Standard Association) が 標準 規格 制定 を 進め て いる 。 
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1.5 
日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド 、 日 本 語 環境 と 英語 環境 


IBM PC 互換 機 上 で 動く DOS/V に は 、 日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド と いう 2 
つの 動作 モー ド が ある 。 さらに 日 本 語 モ ー ド に は 日 本 語 環境 と 英語 環境 と が あ 
る の で や や こ し い 。 日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド は 、 マ シン を リプ ブー ト (再起 動 ) 
する こと に よっ て 完全 に 動作 状態 を 切り 替え た た も の で あり 、 日 本 語 環境 と 英語 
環境 は 画面 の 状態 だ け を 切り 替え た た も の で ある 。 

マシ ン を 日 本 語 モ ー ド で 起動 する と 、 日 本 語 表示 に 必要 な 日 本 語 フ ォ ン トシ 
ステ ム $FONT.SYS と 日 本 語 表 示 ド ライ バ の $DISP.SYS が メモ リ に 組み 込ま 
れる 。 こ の 2 つの ドラ イ バ が ロー ド さ れる と 、 以 降 は 日 本 語 が 表示 で きる よう 
に な る 。 

日 本 語 モ ー ド で CHEV US コマ ンド を 実行 すれ ば 、$DISP.SYS が 活動 を 停 
止 し 、 画 面 は 英語 表示 の 英語 環境 に な る 。 日 本 語 環 境 で 英語 用 アプ リ ケ ー シ ョ 
ン を 実行 し よう と し て も 画面 制御 の 違い に よっ て うま く 動 作 し な い が 、 英語 環 
境 に 切り 替え た れ ば 、 ほ と ん どの 英語 用 アプ リケーション が 実行 可能 に な る 。 

し か し 、 日 本 語 モ ー ド で は メモ リ に S$FONT.SYS や $DISP.SYS が 組み 込ま 
れ て いる の で 、 そ の 分 、 ど うし て も フリ ー メ モリ が 狭く な っ て し まう 。 日 本 語 
モー ド で 、 画 面 を 英語 環境 に 切り 替え て も 、 起 動 で き な い アプ リケーション や 
ゲー ム も 存在 する 。 

この よう な 場合 は 、 英 語 モ ー ド に 切り 替え を て や ら な けれ ば な ら な い 。 モ ー ド 
を 切り 替え る SWITCH コマ ンド は SWITCH.BAT と いう バッ チ フ ァイル で あ 
り 、 現 在 の 動作 モー ド を 調べ て CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 別 モー 
ド 用 の も の に 書き 換え 、 リ ブー ト す る 。 

つま り 、 日 本 語 モ ー ド か ら 英 語 モ ー ド に 移行 する と き に は 、 そ れ ま で の 
CONFIG.SYS を CONFIG.PSS へ 、AUTOEXEC.BAT を AUTOEXEC.PS$ 
と リネ ー ム し 、 英 語 モ ー ド 用 の CONFIG.PS2 を CONFIG.SYS へ 、 
AUTOEXEC.PS2 を AUTOEXEC.BAT に リネ ー ム し て か ら リ ブー トコ マン 
ド を 実行 する 。 

動作 の 基本 と な る DOS は どちら も 同じ も の だ が 、CONFIG.SYS と 
AUTOEXEC.BAT が それ ぞ れ の モー ド に 応じ た 内 容 に な っ て いる わけ で ある 。 
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日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド 、 日 本 語 環境 と 英語 環境 


CONFIG.PS5 CONFIG.PS ど 
AUTOEXEC.PS5 AUTOEXEC.PS ら 


SWITCH コマ ン 


メモ リ に $FONT.SYS 
$DISP.SYS を 組み 込む 


IBM PC 用 アプ リケーション 
が 動作 (100%) 


CHEV US 


CHEV JP 


メモ リ 内 容 は その まま 
リプ ー ト し な い 
画面 モー ド の み 変 更 


DOS/V 用 日 本 語 ア プリ ケー IBM PC 用 アプ リケーション が 動 
ショ ン が 動作 作 (メモ リ 不 足 な ど で 動か な いこ 
と も ある ) 
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DOS/YV の 日 本 語 環境 で は 、DOS/V 用 の アプ リケーション が 動作 する 。 
本 語 表 示 の 方 法 が 異な る の で NEC PC-9800 用 、IBM 日 本 語 DOS 用 、 」-3100 
用 、AX 用 の 各 ア プリ ケー ショ ン は 基本 的 に は 動か な い 。 た だ し 、 ア プリ ケー 
ショ ン に よっ て は DOS/V 用 と 日 本 語 DOS 用 や PC-9800 用 、 』-3100 用 な ど 
を ワン パッ ケー ジ に 納め て 供給 し て いる も の も ある 。 イ ンス トー ル 時 に 機種 を 
選択 し た り 、 プ ログ ラム が 多 機種 対応 に な っ て いた りす る 。 

英語 モー ド で は 、IBM PC 用 の アプ リケーション は 問題 な く 動 作 す る は ず 
で ある 。 動作 し な いと し た ら 、 そ の DOS/V マシ ン が IBM PC 互換 機 と し て 
は 失格 だ か ら だ 。 日 本 語 モ ー ド で 画面 だ け 英 語 表示 に し た 英語 環境 で は 、 一 部 
動作 し な い IBM PC 用 アプ リケーション も 存在 する 。 こ れ は 主 に 日 本 語 ド ラ 
ィ バ が 組み 込ま れ て いる た め に メモ リ が 不足 し て いる た めで ある 。 こ の よう な 
アプ リケーション を 実行 する に は 、 面 倒 で も 英語 モー ド に 切り 替え る 必要 が あ 
る 。 

日 本 語 モ ー ド で IBM PC 用 アプ リケーション を 動作 させ る こと は 難しい 。 
画面 表示 方 法 の 違い に より 、 実 際 に 起動 し て いて も 画面 に 何 も 表 示さ れ な いこ 
と が 多い 。 一 部 に は 、 英 語 環境 で も 日 本 語 環境 で も 正常 に 画面 に 表示 する アプ 
リケーション も ある 。 た だ し 、 こ の 場合 で も 英語 環境 で は 有野 線 に な っ て いる 部 
分 が 、 日 本 語 環境 で は 半角 カタ カナ と し て 表示 され る こと が ある 。 英語 環境 で 
野 線 に 割り 当て られ て いる 文字 コー ド が 、JIS コー ド で は 半角 カタ カナ に 割り 
当て られ て いる た めで ある 。 

DOS/V は バー ジョ ン 5.02 か ら 、 全 世界 の IBM が サポ ー ト する よう に な っ 
た 。 イ ンス トー ル マ ニ ュ ア ル に は 英文 の 説明 が 入り 、 プ リン タ や キー ボー ド な 
ども これ まで の PS/35 中 心から PC/AT 互換 機 を も 対象 と し た も の に 広げ ら 
れ て いる 。 日 本 で の DOS/V の 普及 し た こと に よっ て 、、 今 後 、 海 外 の ソフ ト ハ 
ウス も 日 本 語 ・ 英 語 共 通 ア プリ ケー ショ ン の 開発 に 力 を 入れ て くれ る こと を 期 
待 し た い 。 
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DOS/V マシ ン と 他 機 種 こ の デー タ 交 換 





DOS/V は 基本 が MS-DOS だ か ら 、 多 く の マ シン と の デー タ 交 換 は 基本 的 
に 簡単 に 行 を る 。 た だ し 、DOS/V の 特性 で は な く 、IBM PC 互換 機 の 特性 と 
し て PC-9800 シリ ー ズ や FMR シリ ー ズ 、 』J-3100 シリ ー ズ な ど と の デー タ 交 
換 に お いて ディ スケ ッ ト フ ォ ー マ ッ ト の 違い が 障害 と な る 。 

IBM PC 互換 機 と PC-9800 レシ リー ズ の ディ スケ ッ ト フ ォ ー マ ッ ト は 、 次 の 
よう に な っ て いる 。 


IBM PC PC-9800O 
320K バイ ト 640K バイ ト 
| 360K バイ ト 720K バイ ト 
| 4 交 チ 
1.2M バイ ト 1.2M バイ ト 
(512 バイ ト / セ クタ ) (1024 バイ ト / セ クタ ) 
ーー 640K バイ ト 
720K バイ ト 720K バイ ト 
3j5 イ ンチ 
= 1.2M バイ ト 
1.44M バイ ト 還 


$ イ ンチ 2HD で は 比較 的 障害 が 少な い の だ が 、 そ れ で も PC-9800 シリ ー ズ 
で 1024 バイ ト / セ クタ フォ ー マ ッ ト し た 2HD ディ スケ ッ ト は IBM PC で は 読 
み 書 き で き な い 。 そ の 逆 に 512 バイ ト / セ クタ で フォ ー マ ッ ト し た ディ スケ ッ 
ト は PC-9800 で 使用 可能 。PC-9800 で 512 バイ ト / セ クタ フォ ー マ ッ ト す る に 
は 、FORMAT コマ ンド に /$ オプ ショ ン を 付け て 実行 する 。 

3.5 イ ンチ ディ スケ ッ ト で は 、 共 通し て 読み 書き で きる の は 720K バイ ト 
フォ ー マ ッ ト だ け で ある 。PC-9800 シリ ー ズ の FORMAT コマ ンド は 、2DD 
ディ スケ ッ ト を 普通 に フォ ー マ ッ ト す る と 640K バイ ト で フォ ー マ ッ ト し て し 
まう 。720K バイ ト で フォ ー マ ッ ト す る に は 、FORMAT コマ ンド に /6 オプ ショ 
ン を 付け て 実行 し な けれ ば な ら な い 。 

た だ し 、 最近 の PC-9800 シリ ー ズ や 大 手 メ ー カ の DOS/V マシ ン で は 、 1.2M 


第 1 章 DOS/ ソ の 基礎 の ア 


人 叶 ー 届 SrTi 
cvSNBB 


寺 忠 S ぐ ヽ へ 0 の DO ロ 


バイ ト と 1.44M バイ ト の 両方 を 読み 書き で きる 3 モー ドド ライ ブ を 装備 し て 
いる も の が 多い 。DOS J6.1/V か ら は 、1.2M バイ ト の ディ スケ ッ ト も 1.44M 
バイ トディ スケ ッ ト と 同じ ドラ イブ 名 で 読み 書き で きる よう に な っ た し 、 1.2M 
バイ ト フ ォ ー マ ッ ト す る た め の FORMAT12 コマ ンド が 用 意 さ れ た 。 

その 他 の コン ピュ ー タ 、Macintosh や UNIX ワ ー ク ステ ーション で DOS 
フォ ー マ ッ ト の ディ スケ ッ ト を 読み 書き で きる も の は 、 通常 、3.5 イン チ 1.44M 
バイ ト お よび 720K バイ ト フ ォ ー マ ッ ト に 対応 し て いる 。 
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DOS/V の イン スト ー ル 





DOS J6.3/V を IBM PC 互換 機 に ンス トー ル す る 際 に 注意 すべ きこ と は 、 
次 の と お り で ある 。 


(1) 日 本 アイ ・ ビ ー・ エ ム か ら は 、3.5 イン チ 1.44M バイ トディ スケ ッ ト で 
の み 供 給 さ れる 

(2D0S/V イン スト ー ル プロ グラ ム は 、 ド ライ ブ A か らし か 自動 起動 で き 
な い 


(1) は 、DOS J6.3/V シス テム ディ スケ ッ ト に 限ら ず 、OADG で アプ リ ケ ー 
ショ ン 供 給 メ ディ ア と し て 720K バイ ト か 1.44M バイ ト の どちら か を 使用 し 、 
1.2M バイ ト は 供給 メデ ィ ア と し な いよ うに 提唱 し て いる の で 、 当 然 の こと で 
ある 。 

3.5 イン チ 1.2M バイ ト や 5 インチ 1.2M バイ ト フ ォ ー マ ッ ト の DOS J6.3/V 
イン スト ー ル ディ スケ ッ ト か 必要 で あれ ば 、 ユ ー ザ が 自分 で コピ ー し な けれ ば 
な ら な い 。 

(2) は 、$ イン チ と 3.5 イン チ の 2 台 の ディ スケ ッ ト ド ライ ブ が 組み 込ま れ て 
いる マシ ン へ の イン スト ー ル 時 に 問題 に な る 。 と いう の は 、1BM PC 互換 機 
で は ドラ イブ A と ドラ イブ C (ハー ド デ ィ スク ) か らし か シス テム を 起動 で き 
な いか ら だ 。 そ し て 海外 か ら 直 輸 入 し た 互換 機 だ と 、$5 イン チ ド ラ イブ が ドラ 
イブ A、3.5 イン チ ド ラ イブ が ドラ イブ B に 設定 され て いる こと が ある 。 つ ま 
り 、 こ の よう な 設定 の マシ ン の 3.5 イン チ ド ラ イブ に DOS J6.3/V イン スト ー 
ルディ スケ ッ ト を 挿入 し て リブ プー ト し て も 、DOS J6.3/V イン スト ー ル プログ 
ラム は 起動 し な い 。 

これ まで だ と 、$5 イン チ デ ィ ス ケッ ト に DOS/V イン スト ー ル ディ スケ ッ ト 
の 内 容 を コピ ー し た り 、5 イ ンチ ドラ イブ と 3.5 イン チ ド ラ イブ の 設定 を 変更 
し な けれ ば な ら な か っ た 。DOS J6.3/V に な っ て イン スト ー ル プロ グラ ム 
(SETUP.EXE) は どの ドラ イブ か ら で も 、 英 語 モ ー ド か ら で も 起動 で きる よ 
う に 修正 きれ た 。 つ まり 、 ド ライ ブ A か ドラ イブ C か ら 英 語 で DOS の シス 
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テム を 起動 し 、 ド ライ ブ B に イン スト ー ル ディ スケ ッ ト を 挿入 し て SETUP コ 
マン ド を 実行 すれ ば よい 。 

た だ し 、 海 外 で 購入 し た り 、 個 人 輸入 する よう な 場合 で も 3.5 イン チ ド ラ イ 
プ ブ を ドラ イブ A に モッ ト す る よう 指示 すれ ば 、 ち ゃ ん と 販売 店 が 対応 し て く 
れる は ず 。 
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DOS JG.1/V の 新 機能 





IBM DOS J5.0/V か ら PC DOS J6.1/V に な っ て 新た に 加わ っ た 機能 と コ 
マン ド は 次 の と お り で ある 。 


s マル チ CONFIG 機能 

sw クリ ー ン ブー ト 機 能 、 ス テッ プ ブ ー ト 機能 
eV-Text 機能 DSPX 

m PenDOS 機能 PenDOS 

W PCMCIA/JEIDA カー ドサ ポー ト 


















































mw メモ リ 最 適 化 機能 RAMBOOST 

w ディ スク 圧縮 機能 SuperStor/DS 

s バッ クア ッ プ 機能 CPBACKUP 

sw アンデ リー ト 機 能 UNDELETE 

s ウィ ルス 監視 機能 IBMAV 

mw ファ イル 転送 機能 INTERLNK、INTERSRV 
W 対話 型 環境 設定 機能 SETUPV 

sw ドラ イブ ロッ ク 機 能 DRVLOCK 

Ww ソフ トウ ェ ア イ ジェ クト 機能 EJECT 

き 節電 機能 POWER 

sw ディ レク トリ ツリ ー 削 除 DELTREE 

Ww ファ イル 移動 MOVE 

sw ファ イル 配置 最適 化 DEFRAG 

e フル スク リー ン エ ディ タ E 

sw コン ピュ ー タ の 動作 状況 確認 0CONFIG 





@ スケジュ ー ラ 一 一 SCHEDULE 
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PC DOS J6.1/V と MS-DOS 6.2/V の 違い 





MS-DOS は IBM 社 が IBM PC で パソ コン 市 場 に 参入 する に 当たり 、 
Microsoft 社 に 開発 を 依頼 し て 誕生 し た 。 両社 は MS-DOS に 関し て クロ スラ 
イセ ンス 契約 を 結ん で いた た め 、IBM 社 か ら は PC DOS ある い は IBM DOS 
と いう 名 前 で 提供 きれ 、 Microsoft 社 や その 他 の コン ピュ ー タ メー カ か ら は MS 
-DOS と いう 名 前 で 提供 きれ て きた 。 

と ころ が ここ 数 年 の 、OS/2 と Windows を めぐ る 確執 な どか ら 1BM 社 と 
Microsoft 社 の 関係 は 悪化 し 、 ク ロス ライ セン ス 契 約 は 1993 年 9 月 の 期限 切れ 
を も っ て 和 失効 し た 。 そ の た め 、DOS 6 以降 は 両社 の 製品 は か な り 異 な っ た も 
の と な っ て きた 。 た と えば MS-DOS 6.0/V で 新た に 追加 され た ディ スク 有 圧縮 
機能 、 メ モリ 最適 化 機能 、 ウ ィ ル ス 監 視 機能 な ど は Microsoft 社 か ら IBM 社 
に は 供給 され な か っ た た め 、PC DOS J6.1/V で は IBM 社 の 独自 開発 や サー 
ド パ ー テ ィ か ら の OEM と な っ て いる 。 

この こと に より 、“" サ ー ド パー ティ や ユー ザ に 混乱 を も た ら す " と の 声 も あ 
る が 、 競 争 に よっ て 進歩 する こと も ある だ ろう し 、 ユ ー ザ に 選択 の 自由 が 与え 
られ た わけ で も ある 。 

MS-DOS 6.2/V と PC DOS J6.1/V と で 異な る 機能 は 、 次 の と お り で ある 。 
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MS-DOS 








機能 
| 還 ィ ス ク 圧 縮 - _SuperStor/DS 本 DoubleSpace - 
メモ リ 最 適 化 RAMBOOST MS Memmaker 
ウィ ルス 監視 IBM Anti-Virus MS Anti- Virus 
| パッ クチ テッ ジ グ 、 Cp Backup MS Backup 
| PCMCIA サポ ー ト 、 ぁ り な し ー 
CD-ROM ドラ イ バ な し 、 MSCDEX 
PenDOS サポ ー ト あぁ り な し 
| V-Text あぁ リ | な し 
| デパ イス ドラ イ バ 管 理 な し 、 ADDDRV/DELDRV 
ドラ イブ ロッ ク DRVLOCK な し 
ソフ トウ ェ ア イ ジェ クト EJECT な し 
| ファ イル 移動 MOVE | な し 
| スク リー シェ ア ィ タ E 、EDIT 
BASIC イン タプ リタ な し (前 バージョン に は | QBASIC 
付属 ) 
| ディ スク 保守 ツー ル な し SCANDISK 


た だ し 、MS-DOS の ディ スク 圧縮 ツー ル DoubleSpace は Stac 社 か ら 特 許 侵 


害 で 訴え を られ て 敗訴 し た た め 、 今 後 の バ パー ジョン か ら は 付属 し な く な る 。 

オン ライ ン ヘ ルプ に つい て は 、PC DOS は 従来 の ヘル プ と さほど 変わ ら な 
ぃ 単純 な も の し か な い が 、MS-DOS は Windows の ヘル プ の よう に フル スク 
リー ン 表 示 で 関連 項目 に ジャ ンプ で きる 高度 な も の に な っ て いる 。 


また 、 日 本 語 フォ ント ドラ イ バ 、 デ ィ ス プレ イド ライ バ な ども PC DOS が 
$FONT.SYS、$DISP.SYS で ある の に 対し 、MS-DOS で は JFONT.SYS、JDISP. 


SYS と 変更 きれ て いる 。 
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DOS J6.3/V の 変更 点 


1994 年 $ 月 に 日 本 アイ ・ ビ ー・ エ ム か ら PC DOS J6.3/V が リリ ー ス され 
た 。DOS J6.1/V か ら の 変更 点 は 次 の と お り で ある 。 
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W AUTOEXEC.BAT を | 行 ご と に ステ ッ プ 実行 で きる 

Ww バッ チ フ ァイル ファ イル を ステ ッ プ 実行 で きる 

W COPY、XCOPY、MOVE コマ ンド で コピ ー お よび 移動 時 の 上 書き 警告 

W SMARTDRV の CD-ROM キャ ッ シ ン グ 対 応 

WCD-ROM の ドラ イ バ 、MSCDEX コマ ンド 追加 

mwIBM アン チ ウ ィ ル ス で 新しい ウィ ルス に 対応 

sm RAMBOOST 機能 で DOS= ニ UMB の ビル トイ ン サ ポー ト 、 複 数 シス テム 構 
成 の サポ ー ト 

mwE エディ タ に ALL コマ ンド を 追加 。QDATE、QTIME コマ ンド は 削除 

W CHKDSK、DIR、FORMAT、MEM コマ ンド で 数 値 を 3 桁 ご と に カン マ で 
区 切っ て 表示 で きる 

W DEFRAG コマ ンド で 最適 化 で きる ハー ド デ ィ スク の 容量 が 増え た 

W DISKCOPY コマ ンド で ディ スケ ッ ト | 枚 を 1 度 に コピ ー で きる 

W SuperStor/DS の 機能 強化 

WCPBAKCUP で 8mm、DAT な ど サ ポー ト 装 置 を 追加 

WV-Text で 拡大 テキ スト モー ド を サポ ー ト 

sm セット アッ プ で 1.2M バイ トディ スケ ッ ト サ ポー ト 

mw セット アッ プ で 複数 シス テム 構成 を サポ ー ト 

mw セッ ト ア ッ プ で 導入 先 ド ライ ブ の フォ ー マ ッ ト を 選択 で きる 

mw OQCONFIG の 拡張 

mW 英語 モー ド で マケドニア と セル ビア の キー ボー ド 配 列 に 対応 


E ア た 
DOS コ マン ド 
リ ァ ウン < 








APPEND 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 





人 デー タフ ァイル 検索 パス の 設定 





カレ ント ディ レク トリ 以外 に ある デー タフ ァイル を 検索 する た め の パ ス を 登 

録 す る 。 

登録 し こ あ る デー タフ ァイル 検索 パス を 無効 に する 。 

登録 し てこ ある デー タフ ァイル 検索 パス を 表示 させ る 。 

ふだん よく 使う ファ イル に 対し て デー タフ ァイル 検索 パス を 設定 する こ 

と に より 、 任意 の ディ レク トリ で アプ リケーション ソフ ト を 起動 し た 場 
合 、 い ちい ち デ ー タ ファ イル を 検索 し な く て も デー タフ ァイル を 開く こ 
と が で きる 。 


六 注 意 

⑱ こ こ で いう パス と は 、PATH コマ ンド で 設定 する 実行 可能 ファ イル 検索 パ 
ス の こと で は な い ( ペ マス と は 、 あ る ファ イル が どの ディ レク トリ 下 に ある の 
か を 示す 道筋 を いう )。 

信 APPEND コマ ンド と ASSIGN コマ ンド の 両方 を 実行 する と き は 、 ど の よ 
うな 場合 も まず APPEND コマ ンド か ら 実 行 し な けれ ば いけ な い 。 ASSIGN 
コマ ンド で 指定 し た ドラ イブ を デー タフ ァイル 検索 パス に 登録 する こと は で 
き な い 。 


QdN ヨ ddV 


APPEND [[ ド ライ ブ :] パ ス [:.…]] 
[/X [:ON | :OFF]] [/PATH:ON | /PATH:OFF] [/E] 


APPEND [:] 
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[ドラ イブ] パス | カレ ント ディ レク トリ に デー タフ ァイル 検索 パス を 登録 
する ドラ イブ と ディ レク トリ 
| 人 デ ィ レ クト リ 指 定 で は 、 次 の よう に し て 複数 の も の 
を セミ コロ ン (:) で 区 切っ て 指定 する こと が で きる 
APPEND C:\DOC:C:\TXT 
人 ネットワーク 環境 で は 、 リ モー トド ライ プ ブ (ネットワ 
ー ク 上 の 自分 の マシ ン 以 外 の ドラ イブ ) 上 の ディ レク 
トリ を 、 デ ー タ ファ イル 検索 パス に 登録 する こと が 
| で きる | 
/X [:ON|:OFF] プロ グラ ム 起 動 時 、 デ ー タ ファ イル 検索 パス に 登録 され 
た ディ レク トリ を 検索 する か どう か 指定 する 。/X を 指定 
し た 場合 、/XION と みな され る 。 AUTOEXEC.BAT な ど 
、 で あら か じ め /X:ON を 指定 し て 起動 し て お か な いと 、 後 
で /X:OFF と する こと は で き な い 。 既定 値 は OFF 
| 。 今 /X:ON を 指定 する こと で PATH コマ ンド と 同様 の 働 
| き を させ る 。 プ ログ ラム 、 デ ー タ と も 共通 の パス の 
場合 や 、PATH コマ ンド の 文字 数 制限 を 越え た 設定 
(た だ し APPEND コマ ンド 優先 ) が で きる 
。/PATH:ONI プログラム 実行 中 、 検 索 対 象 と を る デー タフ ァイル の パ 
。 /PATH:OFF 、 ス 設 定 が デー タフ ァイル 検索 パス 以外 の と き 、 デ ー タ フ 
ァイル 検索 パス に 登録 され た ディ レク トリ か ら も その フ 
ァイル を 探す か どう か 指定 する 。 既定 値 は /PATH:ON 
/E 、 環境 変数 APPEND に デー タフ ァイル 検索 パス と し て 登 
| | 録 き まれ た アディ レク トリ 一 覧 を 設定 する 。 た だ し 、 こ の ス 
| イッ チ を 使用 する 場合 は 、 シ ステ ム を 起動 後 、 は じ め て 
APPEND コマ ンド を 実行 する と き に 指定 し な けれ ば な ら 
な い 
人 すこ の スイ ッ チ は 、“APPEND [ドラ イブ :] パ ス … 
| | …” と と も に 設定 で き な い 。 最 初 に 実行 し 、 次 に ま 
| コー コト を 順 まこ コー 





3 
8 














の 一 覧 を 表示 する 


ーー に 還 還 還 ーー 


| デー タフ ァイル 検索 パス に 登 録 さ れ て いる ディ レク トリ 
| を すべ て 無効 に する 
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QN ヨ ddV 








C:\>DIR C:\TEST 


ドラ イブ C の ボリ ュー ム は PCDOS_J6V で す 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C57-9189 で す 
ディ レク トリ ー は C:WTEST 


<DIR> 94-92-25 17:35 
1 <DIR> 94-92-25 17:35 
CONFIG 1 976 94-2-23 18:43 
3 個 976 バイ ト の ファ イル が あり ます 
29573128 バイ ト が 使用 可能 で す 


C:\>DIR C:\DOSV 


ドラ イブ C の ボリ ュー ム は PCDOS_J6V で す 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C57-9189 で す 
ディ レク トリ ー は C:\DOSV 


<DIR> 94-92-25 17:35 
上 <DIR> 94-2-25 17:35 
CONFIG 2 975 94-92-25 17:36 
3 個 975 バイ ト の ファ イル が あり ます 
29573128 バイ ト が 使用 可能 で す 


Ci:\>APPEND C:\TEST:C:\DOSV /X:ON 


C:\>APPEND 
APPEND=C:\TEST:C:WDOSV 


C:\>FC CONFIG.1 CONFIG.2 
ファ イル の 比較 中 で す CONFIG. 1 と CONFIG.2 


*** ネ ** (CONF1G. 1 
BUFFERS=29 
FILEBS=39 
DOS=HIGH, UMB 
***** CONFIG.2 
BUFFERS=2g 
FILES=59 
DOS=HIGH, UMB 
ネネ 


C:\>APPEND: 


C:\>APPEND 
APPEND は あり ませ ん 
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レル ペー ジル 
@ 開 きた だ たい デー タフ ァイル 名 が デー タフ ァイル 検索 パ マス の ディ レク トリ 内 と カ 
レン トディ レク トリ 内 の 両方 に ある 場合 、 カ レン トディ レク トリ 内 に ある デ 
ー タ ファ イル が 開か れる 。 
@ APPEND コマ ンド を 実行 し た 後 の 実 行 フ ァイル の 検索 順 座 は 、 次 の と お り 。 
クレ ント ディ レク トリ 
デー タフ ァイル 検索 パス に 登録 きれ た ディ レク トリ 
実行 可能 ファ イル 検索 パス 


ASSIGN 特定 の ドラ イブ に 対す る 操作 の 他 の ドラ イブ へ の 割り 当て 
PATH 実行 可能 ファ イル 検索 パス の 設定 / 解 除 / 表 示 

人 PATH コマ ンド で 設定 する の は 実行 ファ イル 検索 パス で あり 、APPEND 
コマ ンド で 設定 する の は デー タフ ァイル 検索 パス で ある こと を 間違え て は な 


ら な い 。 





ASSIGN 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 





の ドラ イブ に 対す る 操作 の 他 の ドラ イブ へ の 割り 当て 





② あ る ドラ イブ が 何ら か の 原因 で 使用 で き な い 場合 、 そ の ドラ イブ に 対す る デ 
ィ ス ク 操 作 を 別 の ドラ イブ に 振り 替え て 行わ せる 。 
た と えば 、 デ ィ ス ケッ トド ライ ブ が 2 台 必 要 だ が 、 現 実に は 1 台 し か な 
いよ うな 場合 に 、1 台 の 方 の 内 容 を ドラ イブ C に 複写 し 、ASSIGN コ 
マン ド で ドラ イブ B を ドラ イブ C に 割り 当て る こと に よっ て 、 こ の 要 
求 を 満た すこ と が で きる 。 
⑫ ASSIGN コマ ンド で 操作 が 割り 当て られ て いる ドラ イブ を 表示 する 。 
⑫ ASSIGN コマ ンド で 操作 が 割り 当て られ て いる ドラ イブ を 解除 する 。 
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NDISSV・QN ヨ ddV 


NDISSV 


藻 注 意 


信 ASSIGN コマ ンド を 使う 場合 は 、 プ ログ ラム の 必要 と する ファ イル が ドラ 
イブ A や B に し か 存在 せ ず 、 ド ライ ブ 変 更 の 手段 を プロ グラ ム が も っ て い 


な いと きのみ で な けれ ば いけ な い 。 
人 @ NEC 版 MS-DOS の ASSIGN コマ ンド と は 別 の も の で ある 。 


_XE] | ディ スク 操作 の 対象 と な る 元 の ドラ イブ 名 
Y[ ドラ イブ X を 参照 し た と き に 実際 に 参照 され る ドラ イブ 名 





人 ハードディスク の ドラ イブ 名 を 別 の ドラ イブ 名 に 割り 当 | 


て て は いけ な い 


| 

| ASSIGN コマ ンド を 実行 し て は いけ な い 

| 

| て いな い ハ ー ド ディ スク の ドラ イブ 名 を 指定 し て は いけ 





な い 
| /s [TATUS] l 現在 操作 が 割り 当て られ て いる ドラ イブ の リス ト を 表示 する 
な し 」 以前 に ASSIGN コマ ンド に より ) 設定 され た 内 容 を 削除 する 





C:\>ASSIGN A=C B=C 

C:\>ASSIGN /STATUS 
ドラ イブ A: は C: に 割り 当て 変更 され まし た 
ドラ イブ B: は C: に 割り 当て 変更 され まし た 


(0 


HK 


ノ 
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金 別 の プロ グラ ム で 使用 され て いる ドラ イブ 名 に 対し て 


パラ メー タ の X や Y に 、 シ ステ ム に 物理 的 に 接続 され 








EE も uu.u2NY く ざく っ つ ち ま コ 5 つ RSRSESES5SESES5Em 電 TREE 


信 こ の コマ ンド は I 旧 バー ジョ ン と の 互換 性 を 確保 する た め の も の 。SUBST コ 
マン ド が 同様 の 機能 を も ち 、 今 後 の バ パー ジョン で は ASSIGN コマ ンド が な 
く な る 可能 性 が ある の で 、 新 規 に この 操作 を 行う 場合 は SUBST コマ ンド を 
使用 する 方 が 望ま しい 。 

@ ASSIGN コマ ンド で 割り 当て られ た ドラ イブ に 対し て 、CPBACKUP、 
JOIN、LABEL、RESTORE、SUBST の 各 コ マン ド を 使用 し て は いけ な い 。 

⑯ DISKCOPY と FORMAT コマ ンド を 実行 する 場合 は 無効 な の で 、 
ASSIGN コマ ンド で 割り 当て られ た ドラ イブ 名 を 使用 し て は いけ な い 。 

@ ド ライ ブ C を 使っ て ファ イル の 読み 書き を し た い が 、 プ ログ ラム ディ スク 
を ドラ イブ A に 、 デ ー タ ディ スク を ドラ イブ B に 入れ る よう 指定 され て い 
る よう な 場合 、 次 の よう に ASSIGN コマ ンド を 使用 すれ ば 動作 する 。 

C:\>ASSIGN A=C B=C[ 





関連 コマ ンド 
SUBST 特定 ディ レク トリ の 仮想 ドラ イプ 化 


ATTRIB ”" 


倫 ファ イル に 設定 され た 属性 の 表示 / 変 更 











② フ ァイル に 設定 され た 各種 属性 を 表示 する 。 
② フ ァイル に 設定 され た 各種 属性 を 変更 する 。 
多読 み 取り 専用 属性 の ファ イル を 削除 し た い 場 合 に は 、ATTRIB コマ ン 
ド で 読み 取り 専用 属性 を オフ に し て か ら 、 ま た 、 シ ステ ム フ ァ イル を 削 
除 す る 場合 は 、 シ ステ ム フ ァ イル 属性 と 隠し ファ イル 属性 の 両方 を オフ 
に し て か ら で な いと 削除 で き な い 。 


第 己 章 DD0S コマ ンド リフ ァ レ ンス 27 


IdLIV・NDISSV 


ld11V 


ATTHIB [+R| -H] [+A| -A] [+S| -S] [+H | -H 


[[ ド ライ ブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 ] [/$] 





HR 。 | 読み 取り 専用 属性 を オン に する | 
金 読み 取り 専用 属性 (R) を オン に 設定 する と 、 そ の フ 
| ァイル に は 書き 込み や 変更 お よび 削除 を 行う こと が 


| で き な く な る 
| -R 読み 取り 専用 属性 を オフ に する 
+A | 保存 属性 を オン に する 


保存 属性 (A) は ファ イル の 変更 が 行わ れ た か どう か 
を 示す も の で あり 、 こ の 属性 が 付い て いる こと は 、 
まだ バッ クア ッ プ され て いな いか 、 あ る い は バッ ク 
アッ プ 後 に 変更 が あっ た こと を 示す 。CPBACKUP 
コマ ンド な ど は この 属性 に より 操作 対象 の ファ イル 
に する か どう か を 判断 する の で 、 保 存 属性 の 変更 を 

| 行う 場合 に は 注意 が 必要 で ある 

-A 、 | 保存 属性 を オフ に する 





+S シス テム ファ イル 属性 を オン に する 。 

| シス テム ファ イル 属性 (S) を オン に 設定 する と 、 そ の | 
ファ イル に は 書き 込み や 変更 お よび 削除 を 行う こと 
が で き な く な る 





























| -s | シス テム ファ イル 属性 を オフ に する 
| + | 隠し ファ イル 属性 を オン に する 。 
多 雪 し ファ イル 属性 (H) を オン に 設定 する と 、 そ の フ ' 

ァイル に は 書き 込み や 変更 お よび 削除 を 行う こと が 

で き な く な る 
| - | 隠し ファ イル 属性 を オフ に する ーー 
| [ドラ イプ :] | 指定 する ファ イル 名 
[パス ] フ ァイル 名 | 金 ファ イル 名 だ け の 場合 、 そ の 属性 を 表示 する 
|7/s 。 | 現在 の デア ィ レク トリ と その サブ ディレク トリ に ある ファ 

、 イル を 処理 対象 に する ーー 
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C:\>ATTRIB +R TEST1.TXT 





C:\>ATTRIB TESTM1.TXT 
人 C:\TESTI.TT 





C:\>DEL TESTM1.TXT 
アク セス で きま せん 


C:\>ATTRIB -R TEST91.TXT 


E 


C:ATTRIB TEST 外 .TXT 
A C:\TBST91.TXT 


C:\>DEL TESTM1.TXT 
0 











信 艇 数 の ファ イル 属性 の 表示 また は 設定 を 行う た め に 、 ワ イル ドカ ー ド を 使用 
する こと が で きる 。 
C:\>ATTRIB TEST?2.* | 骨 


RESTORE バッ クア ッ プ ファ イル の 復元 

XCOPY ディ レク トリ 単位 や 条件 付き の 複写 

これ ら の コマ ンド は いずれ も 、 保 存 属性 (A) に より 操作 対象 と する か 判断 を 
行っ た り 、 操 作 後 に 保存 属性 (A) の 状態 の 変更 を 行う 


第 己 章 DDS コマ ンド リフ ァ レ ンス 423 





BREAK“" 








、 人 @ キー に よる 処理 の 中 断 に 関す る 設定 / 表 示 





② wl キー に よる プロ グラ ム 中 止 機能 を 拡張 する か どう か の 設定 を 行う 。 
通常 の キー が 有効 な 範囲 (キー ボー ド か ら の 入力 、 画 面 ま た は プリ 
ンタ な ど へ の 出力 ) を ON に する と 、 拡 張 す る こと が で きる 。 
Fl 二 [C|] キー、 あ る い は | 十 em キー の 操作 で も 同様 の 結果 と な る 。 
② BREAK コマ ンド の 設定 が 、 現 在 ど うな っ て いる か 表示 する 。 


BREAK [ON | OFF] 





ON | 還 キ ー の プロ グラ ム 中 止 機能 を 拡張 する 


@ ON に する と 、 常 に 了 e| キー を 監視 する た め に 、 シ ステ ム の 実行 


| 速度 が わずか に 下がる 
| OFF 還 キ ー の プロ グラ ム 中 止 機能 を 拡張 し な い 
人 OFF が 既定 値 
な し | 現在 の BREAK コマ ンド の 設定 状態 を 表示 する 
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CHCP 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 / 英 語 モ ー ド の み 


倫 コー ド ペ ー ジ の 切り 葵 え / 表 示 








⑬ CONFIG.SYS の COUNTRY コマ ンド の 番号 に よっ て 指定 され る 2 種類 
の コー ド ペ ー ジ で 、 現 在 使用 し て いる コー ド ペ ー ジ か ら 他 方 の コー ド ペ ー ジ 
へ 変更 する 。 こ の 場合 、 コード ペー ジ の 切り 替え を サポ ー ト する すべ て の デ 
バイ ス ( プ リン タ や ディ スプ レイ な ど ) に 対し て コー ド ペ ー ジ を 変更 する 。 

⑫ 現 在 の コー ド ペ ー ジ (使用 する 言語 の 文字 ) 番 号 を 表示 する 。 


排 注意 


信 2 種類 の コー ド ペ ー ジ の 組み 合わ せ は 、 国 別に 情報 が 設定 され て いる た め 、 
CHCP コマ ンド を 使用 する 前 に 、CONFIG.SYS で COUNTRY コマ ンド を 
設定 し な けれ ば な ら な い 。 また 、 拡 天 国 別 情 報 が 必要 に な る た め 
NLSFUNC コマ ンド を 実行 し な けれ ば な ら な い 。 


書 式 


叶 
2 


この 3 桁 の 数 字 に は 、CONFIG.SYS 内 の COUNTRY コマ ンド で 設 
定 さ れ た 国 コ ー ド が も つ コ ー ド ペー ジ 番 号 を 指定 する 。 国 コー ド や 
コー ド ペ ー ジ 番号 に つい て は 、4.2 節 コン フィ グ デ バイ ス の 
COUNTRY コマ ンド の 項 (p.313) を 参照 | 
た と えば 、COUNTRY=081( 日 本 ) に 設定 され て いる 場合 、 使 用 | 
可能 な コー ド ペ ー ジ は 932 また は 437 


現在 の コー ド ペ ー ジ 番号 を 表示 する 
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(qO)dIdHO・dOHO 


65 品 か 


0-26HCP 
Active code page: 437 





C:U>CHCP 932 
NLSFUNC not installed 














0 

関連 コマ ンド 
COUNTRY 国 別 情報 の 設定 
DEVICE デバ イス ドラ イ バ の 組み 込み 
KEYB キー ボー ド 配 列 パ ター ン の 選択 
MODE @ デバ イス コー ド ペ ー ジ の 設定 


NLSFUNC 拡張 国 別 情報 の 利用 


CHDIR (CD) た 4 
倫 カレ ント ディ レク トリ の 変更 ワ 


ト 機 代 / 
現在 の ディ レク トリ か ら 他 の ディ レク トリ へ 、 カ レン トディ レク トリ を 移す 。 
② カ レン トディ レク トリ 名 を 表示 する 。 


CHDIR(CD) [ドラ イブ :][ パ ス ] | [.…」 
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| [ドラ イブ :] [パス ] | 移動 先 の ドラ イプ と ディ レク トリ ah 
カレ ント ディ レク トリ の 親 デ ィ レ クト リ に 移動 する 





| を し )。。 カレ ント ディ レク トリ 名 を 表示 する 
実行 例 

C:\>CD 

C ぽ 


C:\>CD BINWAP 
C:\BINWAP>CD\ 


0:\>OD 
(人 





(キッ > 








信 現 在 ど の ディ レク トリ に いて も 、 次 の コマ ンド を 用 いれ ば 、 ル ー ト ディ レク 


トリ に 移動 で きる 。 
C:\BIN\AP>CD \ 
C: ぎ > 


カレ ント ドラ イブ 以外 の ドラ イブ 名 と ディ レク トリ を 指定 する こと に より 、 
次 の よう に その ドラ イブ に 移動 し た と き に カレ ント ディ レク トリ に な る べき 


ディ レク トリ を 変更 する こと が 可能 。 
C:\>CD A:\TESTJ 
C: ぎ >A: 
A:\TEST> 
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(qo)alaHo 





/CHEV 2 


人 @ 昌 mtー ド で の 日 本 と 英語 の 切 り 痢 え 











2 日 本 語 モ ー ド 内 で 、 日 本 語 環境 と 英語 環境 の 切り 替え を 行う 。 
シス テム を 再起 動 せ ず に 英語 環境 を 実現 で きる の で 、 日 本 語 環境 で は 表 
示 で き な か っ た り 、 野 線 文字 が 文字 化け し た りす る 英語 版 の アプ リ ケ ー 
ショ ン ソ フト を 正常 に 動作 させ る こと が で きる 。 た だ し 、 英 語 環境 で は 
日 本 語 を 入力 で き な い 。 
⑫ 現 在 、 日 本 語 環境 か 英語 環境 か を 表示 する 。 


凍 注意 

⑯ CHEV コマ ンド の 日 本 語 モ ー ド (日 本 語 環境 、 英 語 環境 を 問わ な い ) で し か 
動作 し な い 。SWITCH コマ ンド (p.208 を 参照 ) で 英語 モー ド に 移っ た 場合 は 
CHEV コマ ンド で 日 本 語 環境 に する こと は で き な い 


CHEV [JP | US] [/F] 


| JP | 日 本 語 環境 に 切り 替え る 
| US | 英語 環境 に 切り 替え る 
| /F | 切り 替え 時 に 異常 が 生じ た 場合 も 、 問 い 合わ せ の メッ セー ジ を 表示 し 
| な いで 続行 する 

現在 の 環境 を 表示 する 





9 
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実行 例 
C:\>CHEV 
現在 、 日 本 語 環境 で す 。 








C:\>CHEV US /『 
C:NCHBV 


This is the US environment. 8 


C:UCHBV JP /F 
Ci 











信 プ リン タ の 接続 の 状態 な ど で 、 処 理 を 続行 する か どう か 聞い て くる こと が あ 
る 。 これ を 無視 し た い 場 合 は 、/F スイ ッ チ を 付け て CHEV コマ ンド を 実行 
すれ ば 問い 合わ せ に 答え な く て も 環境 を 切り 替え る こと が で きる 。 

@ PRINTICOM な ど で バ ッ ク グ ラン ド 印 刷 を 行っ て いる と き に CHEV コマ ン 
ド を 実行 し た 場合 、 プ リン ト 処 理 の 継続 を 選択 する と 、 モ ー ド 変更 後 も プリ 
ンタ は モー ド 変 更 前 の 環境 の まま と な る 。 プ リン タ の モー ド を 変更 する 場合 
は も う 一 度 CHEV コマ ンド を 実行 すれ ば よい 。 

@ CHEV コマ ンド は 終了 コー ド を 返す の で 、 バ ッ チ ファ イル 中 で 、IE 
ERRORLEVEL コマ ンド な ど を 使用 する こと に より 制御 する こと が 可能 。 
終了 コー ド は 次 の と お り 。 

【 パ ラメ ー タ を 指定 し な か っ た 場合 】 
| o 現在 の 環境 が 英語 環境 で ある 
| 1 現在 の 環境 が 日 本 語 環境 で ある 
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回 
- 


天 
の 
に 


【 パ ラメ ー タ を 指定 し た 場合 】 





| 0 | 正二 終了 
| 1 | 切り 替え 時 に 異常 が 生じ た が 、 処 理 が 続行 され た (/F スイ ッ チ を 使用 
| し た 場合 

切り 替え 時 に 異常 が 生じ し た が 、 ユ ー ザ に より 処理 が 中 止 さ れ た 
| DOS バー ジョ ン が 古い か 、 環 境 を 切り 替え を ら れ な い モ ー ド (SWITCH 
コマ ンド で の 英語 モー ド ) の いずれ か 

[ 4 パラ メー タ に 誤り が ある 

関連 コマ ンド 

SWITCH 日 本 語 / 英 語 モ ー ド の 切り 替え 





/《 CHKDSK 
、 人 @ テ ィ スク の チェ ッ ク / 修 復 


指定 し た ドラ イブ また は カ レン トド ライ ブ 上 の ディ レク トリ 数 、 フ ァイル 数 、 
FAT 解析 内 容 の 報告 を 行い 、 同 時 に ディ スク と メモ リ の 状況 を 表示 する 。 
コマ ンド プロ ンプ ト か ら set no_sep 三 on を 入力 する と 、 3 桁 ご と の 区 切 
り カ ンマ を 付け な く で きる 。 
② ス イッ チ 指 定 に より 、 デ ィ ス ク の チェ ッ ク て で 検出 され た エラ ー を 修復 する 。 


茹 注 意 


人 @ フ ァイル が オー プン され て いる 場合 、CHKDSK コマ ンド を 使用 する と エラ 
ー が 発生 する 場合 が ある 。Windows や 他 の プロ グラ ム 、 あ る い は DOS コマ 
ンド イン タプ リタ か ら CHKDSK コマ ンド を 実行 し て は いけ な い 。 

人 @ SUBST、JOIN、ASSIGN な どの コマ ンド に より 割り 当て られ た ドラ イブ 
上 で CHKDSK コマ ンド を 実行 する こと は で き な い 。 ま だ た 、 ネ ットワーク 
上 の リモ ー ト ドラ イブ に 対し て も この コマ ンド を 使用 する こと は で き な い 
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| ドラ イブ : 
| [パス] ファ イル 名 


チェ ッ ク を 行う ディ スク ドラ イブ 


| チェ ッ ク を 行う ファ イル 名 





/F 検出 され た ディ スク の エラ ー を 修復 する 
ディ スク チェ ッ ク 終 了 時 に 、 発 見 され た 破損 部 分 
| | を 修復 する 
/V | チェ ッ ク 中 の ファ イル 名 を 表示 する に 
な し カレ ント ドラ イブ を チェ ッ ク し 、 結 果 を 報告 する 
実行 例 
C:\>CHKDSK 


34, 746,249 バイ ト 
21, 2 672 バイ ト 
2, 94 926 バイ ト 
287, 293, 449 バイ ト 
29, 491,2 劉 バイ ト 


8.192 : 
3.6 釣 : 


655,369 バイ ト 
526, 249 バイ ト 





(:\> 


ボリ ュー ム PCDOS_J6V は 1994- 町 -4 19: 所 に 作ら れ ま し た 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C57-9189 で す 

エラ ー が 見 つか り ま し た 。/F パラ メー ター が 指定 され て いな い の で 
ディ スク の 修復 は 行わ れ ま せん 


3 チェ ー ン 中 4 個 の 脱落 クラ スタ ー が 発見 され まし た 
16,384 バイ ト の ディ スク 空間 が 解放 可能 で す 


クラ スタ ー 当 り の バイ ト 数 
41,595 : ディ スク 当り の クラ スタ ー 数 
ディ スク 中 の 使用 可能 クラ スタ ー 数 


: 全 デ ィ ス ク 空 間 

・6 個 の 隠し ファ イル 

:355 個 の ディ レク トリ ー 
・6959 個 の ユー ザー・ フ ァイル 
・ 使用 可能 ディ スク 空間 


・ 全 メモ リー 
・ 使 用 可能 メモ リー 
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9 
大 





/CLS 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 
人 本 の 


機 能 】 
② 表 示 画 面 を 消去 する 。 消 去 され た 後 の 画面 に は 、 プ ロン プ ト と カー ソル だ け 
が 表示 され る 。 








実行 例 
C:WTEST>DIE 





ドラ イブ C の ボリ ュー ム は PCDOS_J6V で す 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C57-9189 で す 
ディ レク トリ ー は C:WTEST 


<DIR> 94-2-25 17:35 
<DIR> 94-2-25 17:35 
CONFIG 1 976 94-2-23 18:43 
976 バイ ト の ファ イル が あり ます 
29483 信 8 バイ ト が 使用 可能 で す 


C:\WTEST>CLS 











C:WTBST> 
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COMMAND 


、《 コマ ンド イン タプ リタ の 再起 動 / バ ー ジ ョ ン 表 示 








② あ る プロ グラ ム を 実行 中 に COMMAND.COM を 新た に 起動 する 。EXIT コ 
マン ド で 元 の プロ グラ ム に 戻る こと が 可能 。 
② バ ー ジ ョ ン を 表示 する 。 


OMMAND [[ ド ライ ブ :] パ ス ] [デバ イス ] [/E:mmnm] 
[/P] [/Y] [/[C 1 KJ 文字 列 ] [/MSG] 


【CONFIG.SYS の 場合 】 


SHELL=[ [Os ドラ イブ :]dns パス ] じ OMMAND.COM 
[[ ド ドラ イブ :] パ ス ] [デバ イス ] /E:nmnmn /P 





[ドラ イブ :] パ ス  。 COMMAND.COM の ある ドラ イブ と ディ レク トリ | 
人 COMMAND.COM が カレ ント ディ レク トリ の ルー ト 
ディ レク トリ に ある 場合 は 指定 し な く て も よい 。 指定 
され た 場合 は 、 あ ら た め て 環境 変数 COMSPEC を 設 
定 する た め に 使用 され る 


デバ イス コマ ンド 入出 力 の た め に 、 キ ー ポ ボー ド と ディ スプ レイ 
(CON) の 代わ り に 使用 きれ る キャ ラク タデ バイ ス (AUX 
、 や COMI な ど ) 
/E:nnnnn 環境 変数 領域 の 初期 サイ ズ ( バ イト 単位 ) 


念 nnnnn に 指定 され た 値 が 160 より 小さ い 値 で ある か 
また は 32768 より 大 きい 値 で ある 場合 、DOS は 既定 
値 の 256 バイ ト を 使う 
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QNVWMWOO 


/P | COMMAND.COM の コピ ー を メモ リ 内 に 常駐 きせ る 。 そ 
の た め 、EXIT コマ ンド が 動作 し な く な る 。 こ の スイ ッ チ 
が 指定 され る と COMMAND.COM が 再起 動 し 、AUTO 
EXEC.BAT が 実行 され る 
| 人 CONFIG.SYS の SHELL コマ ンド で COMMAND. 
| | COM を 指定 し た 場合 に 必要 | 


/Y /C また は /K スイ ッ チ と と も に 指定 する と バッ チ フ ァイル 
を 1 行 ずつ 実行 する 
人 こ の スイ ッ チ は 、 /C また は /K スイ ッ チ の 前 に 指定 する 
| /C 文字 列 | 文字 列 で 指定 さん た コマ ンド な ど を 実行 後 、 復 帰す る 
| /K 文字 列 | 文字 列 で 指定 され た コマ ンド な ど を 実行 する 
人 EXIT コマ ンド で 復帰 する 
_/Mso | ディ スク に ある も の を 含め 、 す べ て の エラ ー メ ッ セ ー ジ を | 


メモ リ 内 に 常駐 させ る よう に する 
この スイ ッ チ は 、/P スイ ッ チ と 併用 する 場合 だ け 使用 
| で き 、 デ ィ ス ケッ ト 起 動 時 の み 使 用 可能 
が し _ | DOS の バー ジョ ン を 表示 する 
[dos ドラ イブ :] 
、 dos パス | ィ レ クト リ 


品 ) 


ン 














C: ま COMMAND 


PC DOS Version J6.39/V 
(C)Copyright International Business Machines Corp 1981-1994. 
(C)Copyright Microsoft Corp 1981-1993. 


C:\> 














CTTY DOS 上 の 入出 力 装置 の 変更 
SET 環境 変数 の 設定 / 削 除 / 表 示 
SHELL コマ ンド イン タプ リタ の 設定 
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COMP 外部 コマ ンド 


、K 複数 ファ イル の 1 バイ ト 単 位 の 内 容 比較 








② 複 数 の ファ イル の 内 容 を 1 バイ ト ず つ 比 較 す る 。 


dAOO 


間 了 し デー タ | [デー タ 〆( /0 人 M 間 則 


[/N= 数 字 ] [/【] 





デー タ 1 比較 する 最初 の ファ イル の 場所 と ファ イル 名 
データ 1 の ファ イル 名 を 省略 し た 場合 、 デ ー タ 名 は *.* と し て | 
扱わ れる | 
ぐ デー タ 」 が 省略 され た 場合 また は デー タ 1 に ワイ ルド カー ド 
が 指定 され た 場合 、COMP コマ ンド は 一 致す る ファ イル を デ 
ー タ 2 か ら 探 し 出し 、 比 較 を 繰り 返し 行う 
デー タ 2 データ 1 と 比較 する 2 番目 の ファ イル の 場所 と ファ イル 名 
人 データ 1、 デ ー タ 2 と も ワイ ルド カー ド (*/?) が 使用 で きる | 
人 データ 2 の ファ イル 名 は ドラ イブ 名 か ディ レク トリ 名 を 指定 
し て いる 場合 は 省略 する こと が で き 、 そ の ドラ イブ の カレ ン 
トディ レク トリ また は 指定 され た ディ レク トリ 内 の 全 フ ァ イ 
ル が 対象 と な る ーー 


| /D ” 比較 の 違い を 10 進 数 で 表示 する | 
/A 比較 の 違い を 文字 と し て 表示 する | 
| | 違い の あっ た 文字 の 場所 を オフ セッ ト 値 で は な く 行 番号 で 表示 す 
る 
/N 双方 の ファ イル の 先頭 の 行 を 指定 し た 行 数 だ け 比 較 す る 
= 数 字 ぐに の スイ ッ チ を 使用 し な けれ ば 、 大 きき の 違う ファ イル を 比 


暫 す る こ と が で き な い 
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/C | 大 文字 / 小 文字 を 区 別 し な いで 比較 する 。 
な し | 対話 形式 で 、 フ ァイル 名 や 上 記 の オプ ショ ン を 入力 可能 に する 





1 C:\>TYPE TEST1.TXT 


This is a pen. 





C:\>TYPE TEST2.TXT 
this is a pen. 


dOS 


C:\>TYPE TEST3.TXT 
This is a pen. 


C:\>COMP TEST1.TXT TEST2.TXT /A 
比較 中 で す TEST1.TXT と TEST2.TXT... 
比較 エラ ー で す 。 オフ セッ ト 六 

ファ イル 」 = IM 

ウ ァ イル 2 =t 


別 の ファ イル を 比較 し ます か (/N) ? N 
C:\>COMP TEST1.TXT TEST3.TXT /A 
比較 中 で す TEST1.TXT と TEST3.TXT... 
違い は あり ませ ん 


別 の ファ イル を 比較 し ます か (⑪/N) ? N 











DISKCOMP ディ スケ ッ ト 内 容 比較 
FC 2 つの ファ イル の 行 単位 の 詳細 な 内 容 比 較 
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COPY 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 





倫 ファ イル の 複写 / 結 合 





② 1 つま た は 複数 の ファ イル を 複写 する 。 
人 ② 複 数 の ファ イル を 1 つの ファ イル に 結合 する 。 


COPY [/』 | /B] 擬 号 [/A | /B] [+ 複写 [/A| /B] 


[+ …]][ 欄 時 [/A 178]] [/V] [/Y | /-Y] 





複写 元 、 複写 元 フ ァイル の パス と ファ イ ル 名 
| /A |【 複 写 元 ファ イル 名 の 前 に /A スイ ッ チ を 指定 し た 場合 】 
複写 元 フ ァイル が ASCII テキ スト で ある と いう こと を 指定 する 
【 複 写 先 ファ イル 名 の 後に /A スイ ッ チ を 指定 し た 場合 】 
ファ イル の 最後 に EOF 記号 を 追加 する 
| /B 。 【 複 写 元 ファ イル 名 の 前 に /B スイ ッ チ を 指定 し た 場合 】 
| 複写 元 フ ァイル が バイ ナリ ファ イル で ある と いう こと を 指定 する 
バイ ナリ ファ イル を 結合 し て 得 ち られ る ファ イル は 、 内 部 的 な 形 
式 の 違い に より 使え な く な る こと も ある 
【 複 写 先 ファ イル 名 の 後に /B スイ ッ チ を 指定 し た 場合 】 
ファ イル の 最後 に EOF 記号 を 追加 し な い 
複写 先 、 複写 先 の パス と ファ イル 名 
バス が 、 複 写 元 と 同じ E 場 合 は 、 パ ス の 省略 が 可能 
ファ イル 名 を 変更 し な い 場 合 は 、 フ ァイル 名 の 省略 が 可能 


| /V 複写 先 の ファ イル が 正しく 書き 込ま れ た か を 確認 する 
| /Y 。 コピー 先 に 同名 ファ イル が 存在 し て も 確認 を 求め ず に 上 書き する 
ん ツマ コピ ー 先 に 同名 ファ イル が 存在 し た 場合 、 上 書き する か 確認 を 求め 


る 。 省 略 時 の 設定 
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AdOO 


AdO う 





C:\>TYPE TEST1.TXT 
This 1iS a Deh. 


C:\>TYPE TEST2.TXT 
this is a Deh. 


C:\>COPY TEST1.TXT \TMP 
] 個 の ファ イル を 複写 し まし た 


C:\>COPY *.TXT 町 MP 
TEST1.TXT 
TEST2.1XT 
TEST3. TXT 
3 個 の ファ イル を 複写 し まし た 


C:\>COPY TEST1.TXT TMP\FO0.TT 
] 個 の ファ イル を 複写 し まし た 


C:\>COPY TEST1.TXT + TEST2.TXT WTMP\BAR.TXT 
TEST1.TXT 
TEST2.TXT 

] 個 の ファ イル を 複写 し まし た 


C:\>TYPE \TMP\FO0.TXT 
This is a pen. 


C:\>TYPE \TMP\BAR.TXT 
This is a pen. 
this is a pen. 
C:\>COPY TEST1.TXT 親 MP 
1 個 の ファ イル を 複写 し まし た 


(Oi\> 





MG 


既存 の ファ イル C:\TEMP\TEST1.TXT を 置き 換え ます か (Yes/No/All 


)%Y 
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ニー ツン 
@ プ ラス 記号 (+) を 使用 し て 、 複 写 元 ファ イル に ファ イル を 複数 並べ る と 、 そ 
れ ら の ファ イル を 1 つの ファ イル に 結合 する こと が 可能 。 
手紙 の テキ スト ファ イル で ある LETTERI.TXT と LETTER2.TXT お よび 
LETTER3.TXT を 結合 し て 、LETTER.TXT を 作成 する に は 、 次 の よう に 
入力 する 。 
C:\>COPY LETTERI.TXT † LETTER2.TXT + LETTER3.TXT 
LETTER.TXT Jl 
信 フ ァイル を 結合 する と き 、 複 写 元 ファ イル に ワイ ルド カー ド を 指定 し 、 複 写 
先 に 1 つの ファ イル 名 を 指定 し た 場合 は 、 複 写 元 の ファ イル 名 と 合う 全 フ ァ 
イル が 結合 され 、 複 写 先 に 指定 され た ファ イル を 作成 する こと が 可能 。 
手紙 の 宛先 を 書い た テキ スト ファ イル で ある LETTER1I.ADR と LETTER2. 
ADR お よび LETTER3.ADR を 、 先 の LETTERI.TXT、LETTER2.TXT、 
LETTER3.TXT に 結合 し 、 手 紙 の デー タベース ファ イル で ある LETTER1. 
DB2、LETTER2.DB2、LETTER3.DB2 を 作成 する に は 、 次 の よう に 入力 す 
の 
C:\>COPY *.ADR + *TXT *.DB2 | 骨 
代 フ ァイル を 結合 させ た も の を さら に 結合 させ て ファ イル を 作成 する こと も 可 
能 。 
手紙 の ファ イル は 、 手 紙 の ファ イル だ け で 結合 させ 、 宛 先 は 宛先 の ファ イル 
だ け で 結合 させ 、 さ ら に それ を 結合 させ LETTERS.TXT と いう ファ イル 名 
で 保存 し た い 場 合 、 次 の よう に 入力 する 。 
C:\>COPY *.ADR + *.TXT LETTERS.TXT |J| 
信 フ ァイル の 内 容 を 変更 せ ず に 、 そ の ファ イル の 時 刻 と 日 付 を 現在 の 時 刻 と 日 
付 に 変更 する 場合 は 、 次 の よう な 形式 の コマ ンド を 使う 。 
C:\>COPY /B 複写 元 +[ 過 


DISKCOPY ディ スケ ッ ト の 丸ごと 複写 
XCOPY ディ レク トリ 単位 や 条件 付き の 複写 
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AdOO 





CPBACKUP “ 





、 の ーー ド デ ィ スク 内 の ファ イル の バッ クア ッ プ ソ 


② あ 
ウ 
② バ 


drnOV ヨ do 





る ディ スク 内 の ファ イル を ディ スケ ッ ト 、 テ ー プ ある い は ドラ イブ に バッ 

アッ プ す る 。 

ッ ク ア ッ プ し た ファ イル を 復元 する 。 

例 複 写 元 の ドラ イブ に ある ファ イル お よび その ルー トディ レク トリ に 存在 
する サブ ディ レク トリ (複写 し な いこ と も 可能 ) を 、 他 の ハー ド デ ィ スク 
や ディ スケ ッ ト 、 テ ー プ へ 複写 する た め の フ ルス クリ ー ン ユー ティ リ テ 
ィ 。 全 バ パック アッ プ 、 追 加 バ ッ ク ア ッ プ 、 差 分 バッ クア ッ プ の いずれ か 
を 指定 で きる 。 フ ァイル の 保存 属性 、 拡 張子 、 日 時 に よっ て 複写 ファ イ 
ル の 対象 を 選択 する こと も 可能 。 バ バックアップ する 時 に ファ イル の 圧縮 、 
暗号 化 、 ウ ィ ル ス を チェ ッ ク す る こと が で きる 。 ス ケ ジ ュ ー ラ コマ ンド 
と 併用 する こと で 、 ユ ー ザ が 不在 で も 、 指 定 さ れ た 日 時 に 自動 的 に バッ 
クア ッ プ を 実行 する こと も で きる 。 


PBACKUP 複写 元 ド ライ ブ : [設定 名 ] [ファ イル 名 .…] 


[/DATE=] [/EXATTR= | /HULL | /COPY] 
[/FULLERASE] [/INE | /SEP | /F] [DRIVE=] 
[/ADDR=] [/RATE=] [/N0] [/H] 
[/SAUE | /N0SAVE] [/ECC | /NOECC] 


[/SF | /NONSF] [/MTASK] [/VIDEO] 

[/25 | /28 | /43 | /50 | /60] 

[/IN | /BW| /MON0 | /LED] [/FF] [/BF] [/NF] 
[/N6eM] [/LE] [/IM] [/PS2] 
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設定 名 


拡張 子 な し の 設定 ファ イル 名 を 指定 する 





| ファ イル 名 


| パック アッ プ す る ファ イル を 指定 する 。 ワ イル ドカ ー 
ド 使用 可能 





| /DATE= 
yymmdd_yymmdd 


/EXATTR=HSR 


_/CoOPY 


] 


_/ADDR= 
閣 か H 





/FULLERASE 


7Nc 
/SEP 
/DIF_ 


| /DRIVE= 


_ る (た と えば Bi1440) 





| 設定 し た 期間 の タイ ム ス タ ン プ を も つ フ ァイル を バッ ー 

クア ッ プ する 

隠し ファ イル (H) 、 シ ステ ム フ ァ イル (S) 、 
用 ファ イル (R) を 除外 する 

| 複写 元 の ディ レク トリ の 下 の 全 サ プ デ ィ レ クト リ の フ 





読み 取り 専 





ァイル を 実行 対象 と する 。 バ ッ ク ア ッ プ 後に は 保存 属 | 


」 人 性 CA」 で 示さ れる ) が と られ る 

」 複写 元 の ディ レク トリ の 下 の 全 サ プ デ ィ レ クト リ の フ 

ァイル を 実行 対象 と する 。 保 存 属 性 (A) は 変更 され な い 
」 テー プ の 内 容 を 消去 し て か ら バ パッ クア ッ プ する 。 複写 
元 の ディ レク トリ の 下 の 全 サブ ディ レク トリ の ファ イ 
_ ル を 実行 対象 と する | 


- 全 バックアップ へ 追加 バックアップ する 


分 割 追加 バッ クア ッ プ する | 
| 差分 バッ クア ッ プ する 
| バック アッ プ 先 の メデ ィ ア また は ドラ イブ を 指定 する 。 
、 テー プ の 場合 は TAPE、 デ ィ ス ケッ ト の 場合 は ドラ イ 


、 プ と メデ ィ ア サイ ズ (360、720、1200、1400) を 指定 す 














テー プ ド ライ ブ の 入出 力 ア ドレ ス を 指定 する 
base 一 - 16 進 ア ドレ ス 
































anxoyado 








dーーー DMA チャ ネル 
_/RATE= デー タ 転 送 レー ト (IMB、300KB、230KB) を 設定 する 
7/No オー バー ラッ プ し た 1/O を 使用 し な い 
7/R 。 | 自動 的 に 復元 モー ド に な る 
/SAVE 履歴 を ハー ド デ ィ スク に 保管 する _ 
-/NosAVE 、 履歴 を ハー ド デ ィ スク に 保管 し ない 。 剖 
_/Ecc エラー 修正 機能 を 使用 する ] 
/NoECC エラ ー 修 正 機能 を 使用 し な い 。 
_/SEF ーー 標準 フォ ー マ ッ ト を 合用 する 
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_/NONSF 
| /MTASK 


。/VIDEo 
7/25 
|/28 
|/43 


/50 
/60 


/IN 
。/BW 
/MONO 
。/LCD 
/FF 

| /BF 
/NE 
/NGM 


/LE 


2M 
/PS2 





| 非 標準 フォ ー マ ッ ト を 使用 する 


マル チタ スク モー ド で 他 の プロ グラ ム か ら フ ァイル が 


| 変更 きれ な いよ うに する 


ビデ オ お よび マウ ス の 選択 に 関す る ヘル プ を 表示 する 


| 画面 を 25 行 表示 に する (既定 値 ) 


引 較 58 条 寺 58 太 ずる 5 半 本 用 ー ド 、 VGA の み ) 
画面 を 43 行 表 示 に する (英語 モー ド 、VGA お よび 
EGA の み ) 


画面 を 50 行 表示 に する (英語 モー ド 、VGA の み ) 


画面 を 60 行 表示 に する (英語 モー ド 、Video7 搭載 時 の 


み ) 


1 


省略 時 の 設定 色 を 使う 

モノ クロ 表示 

モノ クロ (IMB モノ クロ ) 表示 
モノ クロ LCD 用 表示 

高速 表示 する (CGA の み ) 





下 


_BIOS フォ ント を 使っ て 表示 する (英語 モー ド の み ) 
グラ フィ ッ ク 文 字 を 使わ な い (日 本 語 モー ド ) 

グラ フィ ッ ク マ ウス ポイ ンタ を 使わ な い ( 日 本 語 モー 
ド ) 

左利き 用 マウ ス の 設定 。 マ ウス の 左右 ポタ ン の 機能 を 
入れ 替え る 








| マウ ス を 使わ な い 
マウ ス を リセ ッ ト す る 


| 





CPBDIR 
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バッ クア ッ プ ディ スク の ディ レク トリ 表示 








.CPBDIR 了 の 
ア 


、、 倫 パッ クア ッ プ ディ スク の ディ レク トリ 表示 





② CPBACKUP し た バッ クア ッ プ ディ スク の ディ レク トリ を 表示 する 。 デ ィ 
スケ ッ ト の 数 と 順番 、 バ ッ ク ア ッ プ 方 式 を 見 る こと が で きる 。 


CPBUIR ドラ イブ : [/X] [/V] 





ドラ イブ : | 表示 し た い CPBACKUP ディ スケ ッ ト が 入っ て いる ドラ イブ 
| /X | 拡 情 報 を 表示 する 

/V ディ スク を 確認 する 

関連 コマ ンド 





CPBACKUP ハー ド デ ィ スク 内 の ファ イル の バッ クア ッ プ 


/CPSCHED ““ 
、、 信 スケ ジュ ー ラ を メモ リ に 湯 駐 


② ス ケ ジ ュ ー ラ ブ プログラム SCHEDULE の メモ リ 常 駐 部 を 組み 込み 、 ス ケ ジ 
ュー ラ を 自動 実行 させ る 。 
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ー 


3 


書 式 


PSCHED [/U] [/L0W] 





/U 現在 常駐 し て いる CPSCHED を メモ リ か ら 削 除 する 
/LOw CPSCHED を UMB に ロー ド し な い 
し ロゴ を 表示 し た り メ モリ に 常駐 する 


SCHEDULE スケ ジュ ー ル プロ グラ ム の 設定 


CTTY 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


② DOS の 入出 力 用 に 使用 する 装置 (キー ボー ド と ディ スプ レイ な ど ) を 他 の キ 
ャ ラク タデ バイ ス ( シ リア ルポ ー ト な ど ) に 変更 し た り 、 元 に 戻し た りす る 。 
金 何らかの 理由 で シリ アル ポー ト に 端末 を 接続 し 、 そ こ か ら DOS を 操作 

し な けれ ば な ら な い 場 合 な ど に 使用 する 。 


湖 注 意 


⑯ CTTY コマ ンド で 入出 力 装置 を 変更 し て も 、 影 響 を 受け る の は DOS を 介 
し て 入出 力 を 行っ て いる プロ グラ ム だ け で ある 。 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 
多く は キー ボー ド と ディ スプ レイ の ハー ドウ ェ ア を 直接 操作 し て いる た め 、 
入出 力 装置 が 変更 きれ な いこ と が ある 。 

人 @ CTTY コマ ンド を 使う 前 に は 、MODE コマ ンド を 使い シリ アル ポー ト の ボ 
ー レ ー ト な ど を 設定 し て お か な けれ ば な ら な い 。 
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CTTY デバ イス 


デバ イス 出力 装置 と し て 使用 する キャ ラク タデ バイ ス 
多 デバ イス と し て 指定 で きる も の は 次 の と お り 
PRN、LPTI、LPT2、LPT3、CON、AUX 
COM1、COM2、COM3、COM4 


C:\TMPWTEST>CTTY AUX 





NOWV1IVQ・ 和 11 つ 


C:\TMPWTEST>CTTY CON 
(C:WTMPWTEST> 


























関連 コマ ンド 
COMMAND コマ ンド イン タプ リタ の 再起 動 / バ パー ジョ ン 表 示 
MODE @ シリ アル ポー ト の 設定 
DATAMON 
人 ファ イル 削除 の 追跡 


削除 追跡 また は 削除 セン トリ ー に よっ て 削除 ずみ の ファ イル を 追跡 し 、 
UNDELETE コマ ンド に よる 削除 ファ イル 回 復 の 信頼 度 を 向上 させ る 。 
た だ し 、 両 方 の オプ ショ ン を 同時 に 使用 する こと は で き な い 。 
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NOWVIVQ 


② 削 除 追 跡 で は 、 削 除 ず み フ ァイル の ファ イル 名 と クラ スタ 番号 の リス ト を 


PCTRACKR 


.DEL と いう 隠し ファ イル に 保管 する 。 


削除 セン トリ ー は 、 削 除 ず み の フ ァイル を \SENTRY と いう 隠し ディ レク 
トリ に 保管 する 。 


DATAMON [/LOAD] [/LOW] [/U] [/$] 


[/SENTRY+ | /SENTRY- | /TRACKER+ | /TRACKER-] 





/LOAD 


/LOW 

/U 

/S ・ 
/SENTRY+ 
/SENTRY- 
/TRACKER+ 
/TRACKER- 


DATAMON.INI ファ イル の オプ ショ ン を 用 いて メモ リ に 常 
駐 す る 
UMB メモ リ を 使わ な い 
メモ リ か ら DATAMON を 取り 除く 
DATAMON の 追跡 状態 を 表示 する 
、 削除 モン トリ ー を 有効 に する 
削除 モン トリ ー を 無効 に する 
、 削除 追跡 を 有効 に する 
削除 追跡 を 無効 に する 





活動 状況 : 





対象 ドラ イ 


C:\>DATAMON /SENTRY+ 


Data Monitor (c)1992-1993 Central Point Software, Inc. 


削除 保護 方 式 ..…… 削除 セン トリ ー 


プ /,C 








UNDELETE 
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削除 ファ イル の 復元 





DATE 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 








人 日付 の 表示 / 設 定 


パソ コン が 内 蔵 す る カレ ンダ ー の 日 付 (DATE) を 表示 し 、 入 力 を 促す 。 
パソ コン が 内 蔵 す る カレ ンダ ー ク ロッ ク の 電池 が 切れ た 場合 や 、 何 ら か 
の 原因 で 日 付 が 変わ っ て し まっ た 場合 、 ま た は 故意 に 日 付 を 操作 し た い 
場合 な ど に 使用 する 。 
変更 し な い 場 合 は キー を 押す 。 


ロ 
に 
mm 


【 日 本 語 モ ー ド の 場合 】 


DATE [WW-mm- 則 ] 


【 英 語 モ ー ド の 場合 】 


DATE [mm- 員 -VV] 





yy 年 号 (80 一 99、 あ る い は 1980 一 2099) 
mm 月 (1 一 12) 
dd 日 (1 一 31) 


例年 月 日 の 区 切り に は 、 マ イナ ス 記 号 (-)、 ピ リオ ド (.) また は スラ 
| ッシュ (/) を 使用 する こと が 可能 
現在 の 日 付 を 表示 し 、 新 し い 日付 の 入力 を 促す 


AM 
ご 
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Dr ヨロ ・ ヨ 1VQ 


C:\>DATE 
現在 の 日 付 は 1994-92-28 (月 ) で す 
新しい 日 付 を 入力 し て くだ さい (yy-mm-dd) : 1994-93- 中 





C:\>DATE 
現在 の 日 付 は 1994-93- ( 火 ) で す 
新しい 日 付 を 入力 し て くだ さい (yy-mm-dd) : 


(1 











テク ニッ ク 

@ シ ステ ム 起 動 ド ライ ブ の ルー トディ レク トリ に AUTOEXEC.BAT が な い 場 
合 、 シ ステ ム は DATE と TIME コマ ンド を 実行 する が 、AUTOEXEC.BAT 
が あれ ば その 中 で DATE コマ ンド を 実行 し な いか ぎり 日 付 の 入力 は 要求 さ 
れ な い 。 

⑱ も し 、 日 付 の 形式 を 日 本 式 (yy-mm-dd) 以外 に する 必要 が ある と き は 、 
CONFIG.SYS で COUNTRY コマ ンド を 使っ て 適当 な 形式 に 変更 する 。 





関連 コマ ンド 
COUNTRY 国 別 情報 の 設定 
TIME シス テム 時 計 の 表示 / 設 定 





/DEBUG” まい 、 
W プロ グラ ム の テス ト / デ バッ グ ノ 


実行 可能 ファ イル の テス ト と デバ ッ グ を 行う 。 
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人 この コマ ンド は プロ グラ マ の た め の も の で ある 。 ア プリ ケー ショ ン ソ フ 
ト の み を 利用 する ユー ザ は この コマ ンド を 使用 する 必要 は な い ( 本 書 で 
は 、 ア セン ブリ 言語 や プロ グラ ム の 構造 、 ま た は それ ら の 用 語 に 関す る 
解説 は 行わ な い )。 


書 式 


DEBUG [[ ド ライ ブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 [パラ メー タ ]] 


[ドラ イブ :] レバ ス ] テス ト し た い 実 行 フ ァイル の パス と ファ イル 名 
ファ イル 名 | 
パラ メー タ テス ト し た い 実 行 可能 ファ イル に 必要 な パラ メー タ 





@ DEBUG コマ ンド の 一 覧 


肛 DEBUG コマ ンド の 一 覧 を 表示 する ー 
A 、 8086/8087/8088 の アセ モン ブリ 言語 の ニー モニ ッ ク を 入力 可能 な 
、 状態 に し 、 入 力 さ れ た も の を 実行 可能 な マシ ンコ ー ド に 変換 す 
| 
| る 
A 開始 アド レス 


ニー モニ ッ ク を 入力 し 始め る アド レス を 指定 する | 

| ニー モニ ッ ク の 入力 を 終了 する と き は 、 ア ドレ ス で 何 も 入 
| | カカ せ ず に [ 過 キ ー を 押せ ば よい | 
茜 > メモ リ 内 の 指定 され た 2 つの 領域 の 内 容 を 比較 し 、 相 違 点 を 表 
(Compare) 示す る | 
、C 比較 元 ア ドレ ス , 範囲 比較 先 ア ドレ ス | 
C 比較 元 アド レス し L 範 囲 比較 先 ア ドレ ス | 


| ーー 比較 先 プ ロック の 開始 アド レス 
| を 指定 する 








範囲 に は 比較 元 プ ブロック の 最終 アド レス を 指定 する 

L が ある 場合 は 比較 する 長 さ を 指定 する 

比較 され る 側 の ブロ ッ ク の 開始 アド レス を 指定 する 
出力 粘 果 と し て 、 内 容 が 異な る アデ ドレ ス の み が 表 示さ れる 
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メモ リ 内 の 指定 され た 領域 の 内 容 を 16 進数 形式 と ASCI 形式 

(Dump) で ダン プ 表 示す る 

、 D 開始 アド レス 範囲 

D 開始 アド レス L 範囲 

ー 範囲 に は 開始 アド レス か ら の 最終 アド レス で 指定 する 
L が ある 場合 に は 比較 する 長 さ を 指定 する 


ワー 








レーー メモ リ 内 容 を 表示 し た い ブ ロッ ク の 開始 アド レス を 指定 する 
E 指定 し た アド レス か ら 始 まる メモ リ に デー タ を 入力 する 
(Enter) | E 開始 アド レス リス ト 





開始 アド レス か ら 入 力 する 文字 列 
ー デー タ 入 力 を 開始 する アド レス 
、 念 現在 アド レス に 入力 する 必要 が な い 場 合 や 、 ス キッ プ さ せ 
| た い 場 合 は スペ ー ス キー を 押す 。1 バ イト 戻し た い 場 合 は 
-] (ハイ フン ) キー を 押す 。 終 了 は [| キー を 押す 
指定 し た アド レス か ら 始 まる メモ リ 範 囲 を 指定 され た 値 で 埋め 
(Fill) る 
F 開始 アド レス L 範 囲 リス ト 

| 埋め る 値 の リス ト を 指定 する 
値 を 埋め る 範囲 を 長 さ で 指定 する 

値 を 埋め る ブロ ッ ク の 開始 アド レス を 指定 する 
G | 現在 メモ リ 上 に ある 実行 可能 プロ グラ ム を 実行 する 
(Go) 、G = 開始 アド レス プレ ー ク ポイ ント 
プロ グラ ム を 一 時 停止 させ る アド レス を 
指定 する 











メモ リ 上 に ある プロ グラ ム を 実行 する 開始 アド レス を 
指定 する 

。 人 移 プ レー クボ イン ト は 最高 で 10 個 まで 設定 する こと が 可能 
H 2 つの 16 進数 に よる 和 差 の 計算 を 行う 

(Hex.) H 値 1 値 2 

















Oh FFFFh の 範囲 内 に ある 16 進数 
殺 値 | と 値 2 の 和 、 値 1 か ら 値 2 の 差 を 表示 する 
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De 指定 され た ポー ト か ら の 1 バイ ト の 値 を 読み 取っ て 表示 する 
(Input) 1I ポー ト ア ドレ ス | 
0h て FFFFh の 範囲 内 に ある |/O ポー ト ア ドレ ス の 値 を 
指定 する 
L ファ イル また は 指定 され た セク タ の 内 容 を 、 デ ィ ス ク か ら メ ズ モ 
(Load) リ 内 に 読み 込む 1 
【BX:CX レジ スタ に 指定 する バイ ト の 内 容 を 、 フ ァイル か ら メ モ 
リ に 読み 込む 場合 
L アド レス 
ファ イル の 内 容 を ロー ド す る 先 の メモ リア ドレ ス を 指定 する 
【 デ ィ ス ク の 論理 セク タ か ら 直 接 読み 込む 場合 】 
| L アド レス ドラ イブ 開始 セク タ セク タ 数 
| | 連続 し て ロー ド す る 
| 


Dr ヨロ 





セク タ 数 を 16 進数 で 
指定 する 
ロー ド す る 論理 セク タ 番 号 を 16 進数 で 
指定 する 


デー タ を 読み 出す ドラ イブ 番号 (0= ド ライ ブ A、 
1= ド ライ ブ B……) を 指定 する 





| ーー セク タ の 内 容 を ロー ド す る 先 の メモ リア ドレ ス を 指定 する 
M 指定 し た メモ リ 領 域 に ある 内 容 を 別に 指定 する メモ リ 領 域 に 複 
(Move) | 写す る | 
| メモ リ 内 容 を 複写 する 最後 の アド レス 
| を 指定 する 
M 複写 元 開始 アド レス 終了 アド レス 複写 先 ア ドレ ス 
| M 複写 元 開始 アド レス 範囲 複写 先 ア ドレ ス 
| に ニー 複写 先 の アド レス を 
| 指定 する 





メモ リ 内 容 を 複写 する 範囲 を 指定 する 
L が ある 場合 に は 複写 する 長 さ を 指定 する 





複写 元 の メモ リ 領 域 の 開始 アド レス を 指定 する 
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N 
(Name) 


還 | 
肖 


(Output) 


P 
(Proceed) 





(Register) 
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QQu0 
R 








| DEBUG プロ グラ ム を 終了 する 


エコ マン ド あ る い は W コマ ンド で 使用 する ファ イル 名 を 指定 す 
る 。 ま た は テス ト し て いる ファ イル の パラ メー タ を 指定 する 
【 フ ァイル 名 を 指定 する 場合 】 
N ドラ イブ : パス ファ イル 名 
L また は W コマ ンド に より 使用 され る ファ イル 名 
また は テス ト し た い フ ァイル 名 を 指定 する 
【 テ スト 中 の ファ イル パラ メー タ を 指定 する 場合 】 
N ファ イル パラ メー タ 
テス ト 中 の ファ イル パラ メー タ と スイ ッ チ を 指定 する 
【 現 在 の 指定 を 解除 し た い 場 合 】 
N 
1 バイ ト の 値 を 出力 ポー ト へ 書き 込む 
O ポー ト ア ドレ ス バイ ト 値 


| j/O ポ ー ト に 書き 込ま れる 0h 人 人 h の 部 囲 
の 値 を 指定 する 








0h ~FFFFh の 範囲 内 に ある |/O ポー ト ア ドレ ス の 値 を 
指定 する 


| ルー プ 、 繰 り 返 し 文字 列 命令 / ソ フト ウェ ア 割 り 込み / サ ブル ー 


チン コー ル を 最後 まで 実行 し て 、 次 の 命令 の 直前 で 停止 させ る 
P = アド レス 命令 数 
実行 する 命令 の 数 を 指定 する 
実行 する 命令 の ある アド レス を 指定 する 
1 つ あ る い は 複数 の レジ スタ の 内 容 を 表示 また は 変更 を 行う 
R レジ スタ 名 
内 容 を 表示 し た い レ ジス タ 名 を 指定 する 
人 使用 で きる レジ スタ 名 は 次 の と お り 
為 災 、 有 B 災 。 で 災 、 ID 天 、SP。BP、 SIL DK 8 BS 
88。 GS、 PE。 まま 


ーー 





L 


ト に ーー 





(Search) 


Ri 
(Trace) 


U 


(Unassemble) 


W 
(Write) 


」 命令 実行 後 の 全 レ ジス タ の 内 容 、 全 フラ グ の 状況 、 次 に 実行 す 








| メモ リ 内 に ある 指定 され た メモ リ 領 域 か らち 、1 バ イト ある い は 


複数 バイ ト か ら な る デー タ を 検索 する 

S 開始 アド レス 終了 アド レス リス ト 

S 開始 アド レス L 範 囲 リス ト 検索 を 行う メモ リ 領 域 の 

終了 アド レス を 指定 する 

検索 し た い 複 数 の 連続 し た 16 進数 の 

バイ ト 値 、 ま た は 文字 列 ま た は その 
両方 を 指定 する 

検索 を 行う メモ リ 領 域 の 開始 アド レス か ら の 

長 さ を 指定 する | 

ーー 検索 を 行う メモ リ 領 域 の 開始 アド レス を 指定 する 








る 命令 を 表示 する 
T = 開始 アド レス 数 字 
追跡 する コマ ンド の 個数 を 指定 する 
プロ グラ ム の 実行 を 追跡 する 開始 アド レス を 指定 する | 
マシ ン 語 を 逆 ア セン ブル し 、 対 応 す る アセ ンプ リ 言語 の ニー モ 
ニッ ク を 表示 する 
U 開始 アド レス 
プロ グラ ム を 逆 ア セン ブル する 開始 アド レス を 指定 する 
人 32 バイ ト 分 の リス ト を 表示 する 
テス ト 中 の ファ イル を ディ スク に 書き 込む 
【BX:CX レジ スタ で 指定 され た バイ ト 数 の 内 容 を ファ イル に 書き 
込む 場合 】 | 
W 開始 アド レス 
【 デ ィ ス ク の 論理 セク タ に 直接 書き 込む 場合 】 
W 開始 アド レス ドラ イブ 開始 セク タ セク タ 数 
書き 込ま れる デー タ 
の 連続 する セク タ 数 


を Oh ~ fffh で 指定 
する 


デー タ を 書き 込む 最初 の 論理 セク タ 
を Oh ~ ffh で 指定 する 
デー タ を 書き 込む ディ スク の 番号 
(0=A ドラ イブ 、1=B ドラ イブ プ ……) を 指定 する 
ーー- ディ スク に 書き 込ま れる ファ イル の 先頭 の メモ リア ドレ ス を 
指定 する 
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XA 
(Allocate 
Expanded 
Memory) 
XD 
(Deallocate 
Expanded 
Memory) 
XxM 
(Map 
Expanded 
Memory 


Pages) 


| XS 

| (Display 

| Expanded 
Memory 


status) 


指定 され た 数 の EMS メモ リ ペ ー ジ を ハン ドル に 割り 当て る 
XA カウ ント 
割り 当て る EMS メモ リ の ペー ジ 数 を 指定 する 


、 ハン ドル を 解放 する 


XD ハン ドル 
し 解放 し た い ハ ンド ル を 指定 する 


、EMS メモ リ の 物理 ペー ジ に EMS 論理 ペー ジ を マッ ピン グ す る 


XM lpage ppage ハン ドル 
ーー ハン ドル を 指定 する 
Ipage の マッ ピン グ 先 の 物理 ペー ジ を 指定 する 
する 


物理 ペー ジ に マッ ピン グ し た い EMS メモ リ の 論理 ペー ジ 番 号 を 
EMS メモ リ の 状況 を 表示 する 





指定 





13CC: 外 劉 
13CC: 四 19 
13CC: 四 29 
13CC: 胃 39 
13CC: 四 49 
13CC: 四 59 
13CC: 四 6 
13CC: 四 79 


0 か 





C:\>DEBUG C:\COMMAND.COM 
人 





E98D1F69A3IF 時 1719 厄 劉 D517 角 隠 上.……………………….. 
殺 1C 明 吸 明 角 劉 留 - 角 角 錆 留 劉 胡 角 吸 6... 

劉 角 吸 級 角 劉 胡 劉 明 留 限 劉 角 久 劉 

劉 留 留 叶 劉 FBE864- 角 1E 久 2EFF2E 明 胃 .………… 

FBE859 明 1B 久 2EFF-2E8 四 FBE84E 厄 1B .…Y.………….…. Li 
名 2EFF2E 菅 四 FBE8-43 釣 1B 久 2EFF2E1B .……………… 0 
外 B839 角 1E 久 2EFF-2E14 四 RE82 胡 1E 氏 .9..………………. 人 
2EFF2E18 罰 B825 契 -1E 名 2EFF2B1C 四 RE8 …………… し 
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DEFRAG ” 


ディ スク の 最適 人 











ディ スク 上 の ファ イル 配置 を 最適 化し 、 デ ィ ス クア クセ ス を 高速 に する 。 
ロ 
潮 注 意 
人 @ Windows や OS/2 な ど 、 マ ル チ タ スク 環境 で DEFRAG コマ ンド を 実行 し の 
て は な ら な い 。 データ が 失わ れる 危険 が ある 。 
信 3270PC、5250PC、52S50WS プロ グラ ム の 実行 中 に DEFRAG コマ ンド は 使 
用 で き な い 。 
@⑱ ネ ットワーク ドラ イブ 、 あ る い は INTERLNK コマ ンド に よっ て 作成 し た 
ドラ イブ を 最適 化す る こと は で き な い 。 


DEFRAR [ドラ イブ :] [/F] [/Sorder] [/B] [/SKIPHIGH] 
[/LCD | /BW | /60] [/H] 


DEFRAG [ドラ イブ :] [/U] [/B] [/SKIPHIGH] 
[/LCD | /BW | /60] [/H] 





| [ドラ イブ:] | 最適 化す る ドラ イブ 名 


/F | 完全 最適 化 を 行う | 
/U 不 連続 ファ イル の 調整 の み で 、 フ ァイル 間 の 空き スペ ー ス は 
残す 
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/Sorder 


/B 
/SKIPHIGH 
/LCD 

/BW 

/GO 

/H 

が し 
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order の 指定 に 従っ て 並べ 替え を 行う 。order は 次 の と お り 








N 一 名 前 順 ( ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 ) 

N- 一 一 名 前 降順 ( 逆 アル ファ ベッ ト 順 ) 
E 拡張 子 順 (アル ファ ベッ ト 順 ) 

Eー 拡張 子 降順 ( 逆 ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 ) 
D 一 - 日 付 、 時 間 順 (古い 順 ) 

D- 一 日 付 、 時 間 降順 (新しい 順 ) 

S 一 一 サイ ズ 順 (小さ い 順 ) 

S- 一 一 サイ ズ 降 順 ( 大 きい 順 ) 


最適 化 後 リブ プー ト す る 

メイ ン メ モリ 上 に ロー ド す る 

モノ クロ 階 調 液晶 パネ ル 用 

モノ クロ 用 

グラ フィ ッ ク マ ウス と グラ フィ ッ ク 文 字 セ モット を 無効 に する 
隠し レフ ァイル も 移動 する 

ディ スク 最適 化 ーー テ ィ リ ティ を 起動 する 











OH = 





/DEL(ERASE) 2。 
、 電 ファ イル の 削除 ソ 


②③ 指定 され た ファ イル を 削除 する 。 
例 ERASE コマ ンド も 同じ 機能 。 
類 注 意 
@ デ ィ ス ク か ら フ ァイル を 削除 し た 場合 、UNDELETE コマ ンド は 直後 に 実 
行 し な いと 復元 で き な く な る こと が ある 。 











( ヨ SVva ヨ )] ヨ q og 


DEL [ドラ イブ :][ バ パス] ファ イル 名 [/P] 


ERASE [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 [/P] 





[ドラ イブ :] [パス ] | 削除 する ファ イル の 場所 と ファ イル 名 


| ファ イル 名 ワイ ルド カー ド (*/?) を 使用 し て 、 複 数 ファ イル を 
| | 指定 で きる 
/P 指定 され た ファ イル を 削除 する 前 に 確認 の た な め の メ ッ 
セー ジ を 表示 する 
実行 例 





A:\>DEL TEXT91.TXT /P 
A:\TEXTM1. TXT, 削除 し ます か (⑪/N)?N 
A:\>DIR 

ドラ イブ 』A の ボリ ュー ム は DOSVM1 で す 


ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 2C5B-18CB で す 
ディ レク トリ ー は AWTEST 
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<DIR> 94- 的 - 外 18:13 
<DIR> 94-93- 四 18:13 


MEMO TXT 7 94-8- 胃 11:12 
SET 8 六 94-3- 外 148 
SHIKEN TXT 25 94-92-28 14:42 
TEST1 TXT 99 94-2-28 14:29 
TESI2 1T 39 94-92-28 14:22 
TEST3 TXT 36 94-92-28 14:23 
メモ 帳 TXT 7 94-92-28 17:33 
9 個 1 吸 4 バイ ト の ファ イル が あり ます 


637952 バイ ト が 使用 可能 で す 


Ai\>DEL *.* 
ディ レク トリ ー 内 の ファ イル は すべ て 削除 され ます ! 
大 丈夫 で すね (Y/N)?Y 


A:\>DIE 


ドラ イブ A の ボリ ュー ム は DOSV91 思 CE 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 2C5B-18CB で す 
ディ レク トリ ー は  A:WTEST 


<DIR> 94- 的 - 角 18:13 
<DIR> 94-93- 四 18:13 
2 個 ! バイ ト の ファ イル が あり ます 
64512! バイ ト が 使用 可能 で す 











人 @ DEL コマ ンド に [ドラ イブ :] パ ス を 指定 し 、 フ ァイル 名 を 指定 し な いと 、 
その ディ レク トリ 内 に ある サブ ディ レク トリ を 除く 全 フ ァイル が 削除 され る 
(ルー トディ レク トリ の 場合 は 、\\ を 付け て パス を 指定 する )。 た だ し 、 フ 
ァイル に 読み 取り 属性 / シ ステ ム フ ァ イル 属性 / 隠 し 属性 が 設定 され て いる も 
の は 削除 され な い 。 ATTRIB コマ ンド で 属性 を 変更 する こと で 削除 する こ 
と が で きる 。 

食後 の ファ イル を 一 度 に 削除 する 場合 は 、 ワ イル ドカ ー ド を 使う こと も 可能 。 
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」 





関連 コマ ント 

DELTREE ディ レク トリ ツリ ー の 全 前 除 
RMDIR ディ レク トリ の 削除 
UNDELETE 削除 ファ イル の 復元 


DELTREE ” 


倫 ディ レク トリ ツリ ー の 全 削 除 











【 議 代 / 
指定 し た ディ レク トリ の 下 に ある すべ て の サブ ディ レク トリ お よび その 中 の 
ファ イル を 削除 する 。 


皇 注 意 
信 選 し 属性 の ファ イル を 含め 、 す べ て の ファ イル を 削除 し て し まう の で 、 実 行 
に は 十分 な 注意 が 必要 で ある 。 


G 要 3 


DELTREE [/Y] [ドラ イブ :] バ パス [[ ド ライ ブ :] パ ス [.…] 





/Y サ プ デ ィ レ クト リ 削 除 の 確認 を 行わ な い 
[ドラ イブ :] パ ス 削除 し た い デ ィ レ クト リ の 名 前 
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ヨ ヨ 1 1 ヨロ 


Ai\>TREE /A /『 
ボリ ュー ム PCDOSV1 の ディ レク トリ ー・ パ ス ・ リ スト 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 756-1AEC で す 





Ai、 
| COMMAND.TXT 
| 


+---PCDOSV 
| | KOO 
| | BAW 


Il 
| nrdEST 
キー-TBST2 


Ai:\>DELTREE A\ 

ファ イル a:\command.txt を 削除 し ます か ? (Y/N) 
a:\command.txt を 削除 中 で す ..… 

ディ レク トリ ー a:\pcdosv 以下 の すべ て の ファ イル を 削除 し ます か ? (Y/N) 
a:\pcdosv を 削除 中 で す 

ディ レク トリ ー ai :Wtest2 2 は 下 の すべ て の ファ イル を 削除 ます か ? (Y/N) 
a:\test2 を 削除 中 で す 


Ai\>TREE /A /F 
ボリ ュー ム PCDOSV1 の ディ レク トリ ー・ パ ス ・ リ スト 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 釘 56-1ABC で す 


誠 。 
サブ ディ レク トリ ー は あり ませ ん 











DEL ファ イル の 削除 
RMDIR ディ レク トリ の 削除 
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DIR 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 








_ 倫 ファ イル リス ト の 表示 
旨 


ディレク トリ 内 の ファ イル と サブ ディ レク トリ の リス ト を 表示 する 。 
ディ レク トリ に どの よう な ファ イル が 入っ て いる か を 確認 し た い 場 合 に 
使う 。 


IQ 


DIR [ドラ イブ :][ パ ス ][ フ ァイル 名 ] [/P] [/W] 


[/AL[:] 属 性 ]] [/0[[:] 分 類 順 ]] [/S] [/B] 
[/L] L/C[H]] 





| ド テ オア 由 IZ98] | 表示 し た い ド ライ ブ 名 と その ディ レク トリ 


ファ イル 名 表示 し た い 1 つま た は 複数 の ファ イル 名 
| /P | 画面 が いっ ぱい に な っ た ら 表 示 を 一 時 停止 する 
7/w | 1 行 に 複数 個 の デー タ を 表示 する 
/A[[] 属 性 ] | 指定 し た 属性 を もち つ フ ァイル 名 と ディ レク トリ 名 だ け 


を 表示 する 。 属 性 は 一 度 に 複数 設定 で きる 
H 一 隠し ファ イル 属性 が 設定 され た ファ イル 
S 一 シス テム ファ イル 属性 が 設定 され た ファ イル 
D 一 ディ レク トリ 
A 一 保護 属性 の 設定 され た ファ イル 
R 一 読み 取り 専用 属性 が 設定 され た ファ イル 
この スイ ッ チ の 各種 属性 の 頭 に マイ ナス 記号 (-) を 
付け る こと に より 、 各 種 属性 を も た な い フ ァイル 
| が 表示 され る 
| 念 属 性 を 省略 し た 場合 は 、HS 属性 を も つも の を 含め 
| た 全 フ ァイル 名 と ディ レク トリ 名 を 表示 する 
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/O[[:] 分 類 順 ] 


表示 する と き の デ ィ レ クト リ 名 と ファ イル 名 を 分 類 す 
る 順序 を 指定 する 
N 一 ファ イル 名 の 英字 順 
E 一 拡張 子 の 英字 順 
D 一 日 付 と 時 刻 の 古い も の 順 
S 一 サイ ズ の 小さ いも の 順 
G 一 ディ レク トリ を ファ イル の 前 に 表示 
・ー ファ イル 圧縮 率 ( 昇 順 ) 
この スイ ッ チ の 各種 属性 の 頭 に マイ ナス 記号 (-) を 
付け る こと に より 、 各 種 属性 と 逆 の 順番 で ファ イ 
ル が 表示 され る 
【 例 】 /O:-N ファ イル 名 の 英字 逆順 
指定 ディ レク トリ 下 に ある すべ て の サブ ディレク トリ 
内 の ファ イル を 表示 する 
ファ イル 名 の み を 表示 する 
小文字 で 表示 する 
ファ イル お よび ディ レク トリ の 圧縮 率 を 表示 する 
H 一 ホス ト の クラ スタ ー 単 位 で 換算 
/W また は /B スイ ッ チ を 指定 し た 場合 に は 、/C ス 
イッ チ は 無視 され る 
カレ ント ディ レク トリ の ファ イル を 表示 する 


の 





C:\DOS\PS2>dir 


<DIR> 
MM <DIR> 
DATA <DIR> 
SYSTEM <DIR> 


Cpsched. exe 4, 946 
defrag. exe 210 
defrag.hlp 9,947 
doshelp.hlp 7,436 
ramboost.exe 161,472 
ramsetup.exe 85,516 





Volume in driveC is PCDOS_J6V Serial number is 1CB3:6924 
Directory of c:\dos\ps2\*.* 


94- 釧 - 失 7: 胃 7p 
9 本 - 四 -94 7:7p 
94- 四 - 明 7: 包 p 
94- 外 - 時 7:7p 
94-94-15 6:39a 
94- 昭 -15 6: 
94-94-15 6: 
94- 昭 -15 6: 
94-4-15 6: 
94-94-15 6: 


は まま 





82 











readme. txt 
schedule. exe 
undelete. exe 
587.111 bytes in 13 file(S) 
8, 486, 912 bytes free 


C:\DOS\PS2>dir /w 


Volume in drive C is PCDOS_J6V 
Directory of C:\dos\Ds2\*.* 


DATA 
doshelp.hlp 
undelete.exe 


defrag. exe defrag.hlp 
readme. txt schedule. exe 
587,111 bytes in 13 file(s) 
8,. 478,.729 bytes free 


C:\DOS\PS2>dir /o:n 


Volume in drive C is PCDOS_J6V 
Directory of c:\dos\ps2\*.* 


<DIR> 94-1-94 
0 <DIR> 94- 外 -4 
DATA <DIR> 94- 釧 -94 
SYSTEM <DIR> 94- 外 -94 
cpSched. exe 4.946 94-M4-15 
defrag. exe 77,577 94- 角 -15 
defrag.hlp 9,947 94-94-15 
doshelp.hlp 7,436 94- 明 -15 
ramboost.exe 161,472 94-4-15 
ramsetup.exe 85,516 94- 昭 -15 
readme. txt 26,899 94- 吸 -15 
schedule. exe 1,498 94- 時 -15 
undelete.exe 212,819 94- 角 15 


587,111 bytes in 13 file(s) 
8, 478,729 bytes free 


C:\DOS\PS2>dir data /s 
Volume in drive C is PCDOS_J6V 


Directory of c:Ydos\ps2\data\*. 


<DIR> 94- 町 -94 
SA <DIR> 94- 町 -94 
ramboost. ini 3.371 94- 吸 -15 
ramSetup. ini 1.253 94- 昭 -15 
4,624 bytes in 4 file(s) 
8, 478.729 bytes free 


Total: 
4,624 bytes in 4 file(s) 


26.899 94- 吸 -15 6:39a 
1,498 94- 昭 -15 6:39a 
212,819 94-4-15 6:39a 


7:7p 
7: 罰 7p 
7:7p 
7:7p 
6:39a 
6:39a 
6:3a 
6:39a 
6:39a 
6:39a 
6:3a 
6:39a 
6:39a 


革 


622.592 bytes allocated 


Serial number is 1CB3:6924 


SYSTEM 
ramboost. exe 


cpsched. exe 
TamSetup. eXe 


622.592 bytes allocated 


Serial number is 1CB3:6924 


622,592 bytes allocated 


Serial number is 1CB3:6924 


7:7p 
7:97p 
6:3a 
6:3 明 
16, 384 bytes allocated 


16, 384 bytes allocated 
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選 
ヌ 


dAOO メ SIQ・dIQ 


⑱ DIR コマ ンド の パラ メー タ と スイ ッ チ を 、 環 境 変 数 DIRCMD に 登録 し て 


お く こ と が で きる 。 こ れ に より 、DIR コマ ンド を 実行 する と 登録 し た スイ 
ッ チ な ど が 付加 され る (登録 され た スイ ッ チ を 一 時 的 に 無効 に する た め に は 、 
DIR コマ ンド 実行 時 に 何 か ス イッ チ を 指定 すれ ば よい )。 


@ コ マン ド プ ロン プ ト か ら set no_sep 三 on を 実行 する と 、 表示 する 数 値 の カ 
ンマ 区 切り を 付け な くす る こと が で きる 。 


TREE ディ レク トリ 構成 の ツリ ー 型 表示 


DISKCOMP 








倫 ディ スケ ッ ト の 内 容 比較 





② 2 つの ディ スケ ッ ト の 内 容 を 比較 し 、 内 容 の 相違 点 を 示す 。 


精 注 意 

人 @ DISKCOMP コマ ンド は ディ スケ ッ ト ど うし を 比較 する 場合 に し か 使用 で 
き な い 。 

人 @ DISKCOMP コマ ンド で は メデ ィ ア タイ プ の 異な る ディ スケ ッ ト ど うし を 
比較 する こと が で き な い 。 

信 DISKCOPY コマ ンド で は な く 、COPY コマ ンド で 全 フ ァイル を コピ ー し 
た よう な 場合 は 、 元 の ディ スケ ッ ト と は ファ イル の 位置 が 異な る 場合 が あり 、 
その と き は エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され る こと が ある 。 
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ドラ イブ 1: | 比較 元 の ディス ケッ ト を 挿入 する ドラ イブ 名 。 拓 
人 1 つの ドラ イブ で 比較 する に は 、 パ ラメ ー タ の ドラ イブ 1 
と ドラ イブ 2 を 同じ に する 。 こ の と き 、 交 換 を 促す メッ セ 
ー ジ を 表示 する の で 、 そ れ に 従っ て 交換 し 、 比 較 を 行え ば 財 
よい 8 
ドラ イブ 2: | 比較 先 の ディ スケ ッ ト を 挿入 する ドラ イブ 名 | 
省略 する と 、 カ レン トド ライ ブ が 使用 され る | 


7 | ドラ イブ も ディ スケ ッ ト も 両面 の フォ ー マ ッ ト 形 式 を サポ ー ト 
し て いる 場合 で も 最初 の 面 だ け を 比較 する | 

/8 各 ト ラッ ク の 最初 の 8 セク タ だ け を 比較 する 

実行 例 





C:\>DISKCOMP AE A: 

第 1 の ディ スケ ッ ト を ドラ イブ A: に 入れ て くだ さい 
準備 が で きた ら キ ー を どれ か 押し て くだ さい . . . 

89 トラ ッ ク , 18 セク ター トラ ッ ク , 2 面 で 比較 中 で す 
第 2 の ディ スケ ッ ト を ドラ イブ A: に 入れ て くだ さい 
準備 が で きた ら キ ー を どれ か 押し て くだ さい . . . 

第 1 の ディ スケ ッ ト を ドラ イブ A: に 入れ て くだ さい 
準備 が で きた ら キ ー を どれ か 押し て くだ さい . . . 

第 2 の ディ スケ ッ ト を ドラ イブ A: に 入れ て くだ さい 
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dWOO>SIQ 








準備 が で きた ら キ ー を どれ か 押し て くだ さい . . . 
第 1 の ディ スケ ッ ト を ドラ イブ A: に 入れ て くだ さい 
準備 が で きた ら キ ー を どれ か 押し て くだ さい . . . 
ディ スケ ッ ト は 一 致し て いま す 

別 の ディ スケ ッ ト を 比較 し ます か (/N) ?N 

上 R あ 








@ DISKCOMP コマ ンド は 終了 コー ド を 返す の で 、 バ ッ チ ファ イル 中 で 、IF 
ERRORLEVEL コマ ンド な ど を 使用 する こと に より 制御 する こと が 可能 。 
終了 コー ド は 次 の と お り 。 


0 
1 
2 
3 


比較 し た ディ スケ ッ ト の 内 容 が 一 致し た 
比較 し た ディ スケ ッ ト の 内 容 が 異な っ て いた 

、 陣 | キー が 押さ きれ た た め 処 理 が 中 止 さ れ た 

| 入出 力 エ ラー( 保 留 セク タ が 発見 され た な ど ) が 発生 し た た め 処理 が 中 
止 さ きれ た 
メモ リ 不 足 、 パ ラメ ー タ の 誤 リ な ど に より エラ ー が 生 し たため 処理 が 
中 止 さ まれ た 


COMP 徐 数 ファ イル の 1 バイ ト 単 位 の 内 容 比較 


FC 
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2 つの ファ イル の 行 単位 の 詳細 な 内 容 比 較 





/DISKCOPY 


還 ディ スケ ッ ト の 丸ごと 複写 











複写 元 デ ィ ス ケッ ト の 内 容 を 複写 先 デ イィ スケ ッ ト へ 複写 する 。 
ディスケット の バッ クア ッ プ を と る た め に 使用 する 。 隠 し 属性 、 シ ステ 
ム フ ァ イル 属性 な ど が 設定 され て いる ファ イル で も 複写 で きる 。 
人 デフォルト の 設定 で は 、 ハ ー ド ディ スク を 一 時 記憶 域 と し て 作業 ファ イル 
を 作成 する た め 、1 枚 の ディ スケ ッ ト を 1 回 の 操作 で 丸ごと コピ ー で きる 。 


AdOOSIQ 


DISKCOPY [ドラ イブ 1: [ドラ イブ 2:]] [/1] [/V] [/M] 





ドラ イブ 1: 複写 元 の ディ スク が 入っ て いる ディ スケ ッ ト ド ライ ブ 
人 1 つの ドラ イブ で 複写 する に は 、 パ ラメ ー タ の ドラ イブ 1 
と ドラ イブ 2 を 同じ に する 。 こ の と き 、 交 換 を 促す メッ セ 
ー ジ が 表示 され る の で 、 そ れ に 従っ て 交換 し 、 複 写 を 行え 

ば よい 

ドラ イブ 2: 複写 先 の ディ スク が 入っ て いる ディ スケ ッ ト ド ライ ブ 

人 DISKCOPY コマ ンド は ディ スケ ッ ト の み を 複写 する の で 、 
ハー ド デ ィ スク に は 使用 で き な い 


/1 、 ディ スク の 片面 だ け を 複写 する 

/V デー タ が 正確 に 複写 され て いる か を チェ ッ ク す る 

/M ハー ド デ ィ スク を 一 時 記憶 域 と し て 使わ な いよ うに する 
実行 例 





C:\>DISKCOPY A: A: 
元 デ ィ ス ケッ ト を ドラ イブ A: に 入れ て くだ さい 


準備 が で きた ら キ ー を どれ か 押し て くだ さい . . 
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89 トラ ッ ク , 9 セク ター トラ ッ ク , 2 面 で 複写 中 で す 
複写 元 デ ィ ス ク を 作業 ファ イル に 読み 込み 中 で す . . . 
宛先 ディ スケ ッ ト を ドラ イブ A: に 入れ て くだ さい 
準備 が で きた ら キ ー を どれ か 押し て くだ さい . . . 
作業 ファ イル を 複写 先 デ ィ ス ク へ 書き 込み 中 で す . . . 
同一 の ディ スク を も う 一 杉 コ ピー し ます か (Y/N) ?N 

ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 16D6-1E56 で す 

別 の ディ スケ ッ ト を 複写 し ます か (Y/N)?N 





@ DISKCOPY コマ ンド は 終了 コー ド を 返す の で 、 バ ッ チ ファ イル 中 で 、IF 
ERRORLEVEL コマ ンド な ど を 使用 する こと に より 制御 する こと が 可能 。 


ト 


終了 コー ド は 次 の と お り 。 


| ディ スケ ッ ト の 複写 が 正常 終了 し た 

| 処理 が 続行 で き な い エラ ー が 発生 し た ー 
| mw キー が 押さ れ た た め 処 理 が 中 止 さ れ た 

| 止 さ れ た 


| 中 止 き れ た 


COPY ファ イル の 複写 / 結 合 
XCOPY ディ レク トリ 単位 や 条件 付き の 複写 


8g8 





入出 力 エラ ー( 保 留 セ クタ が 発見 され た な を ど ) が 発生 し た た め 処 理 が 中 


メモ リ 不足 、 パ ラメ ー タ の 誤り な ど に より エラ ー が 生じ た た め 処 理 が 





DOSKEY ” 


、、 信 コマ ンド ヒス トリ の 呼び 出し / 編 集 / マ クロ 作成 








ト 機 7 に 
② DOSKEY の 機能 を 有効 に する 。 

② こ れ ま で に 入力 し た DOS コマ ンド を 呼び 出す 。 

実行 ずみ コマ ンド ライ ン の 編集 を 行う 。 

② コ マン ドラ イン か ら 実 行 す る コマ ンド の マク ロ を 作成 する 。 


A ヨ SOQq 


DOSKEY [/HEINSTALL] [/BUFSIZE= サ イズ [/MACROS] 


[/HISTORY] [/INSERT | /0VERSTRIKE] 
[マク ロ 名 =[ テ キス ト ]] 





/REINSTALL DOSKEY プロ グラ ム を 新た に 導入 する 場合 に 指定 する 。 
| すでに 導入 し て いた 場合 、 今 まで の 記録 は 消 を えて し まう 
/BUFSIZE= DOSKEY が コマ ンド と DOSKEY マク ロ を 記録 する バッ 
サイ ズ 」 ファ の サイ ズ を 指定 する 。 既 定 値 は 512 バイ ト 
/M[ACROS] 」 DOSKEY マク ロ を すべ て 表示 する 
| /HHSTORY] メモ リ 中 に ある 実行 ずみ コマ ンド の 一 覧 を 表示 する 
。/INSERTI 実行 ずみ コマ ンド を 、 挿 入 モ ー ド か 上 書 モ ー ド の どちら 「 
/OVERSTRIKE で も 編集 する か 指定 する 
/INSERT 挿入 モー ド に な る 





了 回 キー を 押し て も よい | 
/OVERSTRIKE 一 上 書き モー ド に な る 。 既 定 値 


マク ロ 名 = | 複数 の DOS コマ ンド を 一 度 に 実行 する マク ロ を 作成 する 
[テキ スト ] マク ロ 名 一 マク ロ に 割り 当て た い 名 前 
_ テキ スト 一 文字 列 (記録 し た い コ マン ド ) 
| な し 。 | DOSKEY プロ グラ ム を 常駐 させ る 
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【 キ ー ボ ー ド 上 の 操作 】 
コマ ンド ヒス トリ の 呼び 出し 

コマ ンド ヒス トリ の 呼び 出し を 行う 場合 は 、DOSKEY プロ グラ ム を メモ リ 
に 組み 込ん で か ら 次 の キー の いずれ か を 近 す 。 


| | 前 回 実行 さ れ た コマ ンド を 呼び 出す | 
| 。 | DOS コマ ンド ヒス トリ の 中 で 現在 表示 され て いる DOS コマ ンド 
の 後に 実行 され た コマ ンド を 呼び 出す 

コマ ンド ヒス ト リ 一 覧 の 中 で 最も 古い コマ ンド を 呼び 出す 
陣 | コマ ンド ヒス トリ 一 覧 の 中 で 最も 新しい コマ ンド を 呼び 出す | 


コマ ンド 行 の 編集 
現行 コマ ンド の 編集 を 行う 場合 の DOSKEY プロ グラ ム の 編集 キー は 、 次 の 
と お り で ある 。 


カー ソル を 1 文字 戻す 
、 カー ソル を 1 文字 進め る 
十 [上 ] 、 カー ソル を 1 語 戻す 
は ) 」 カー ソル を 1 語 進め る 
カー ソル を 行頭 に 移動 する 
カー ソル を 行末 に 移動 する 
カー ソル の 直前 の 文字 を 削除 する 
。 カー ソル の 文字 を 削除 する 
十 人 em =。 カー ソル グ の 文字 か ら 行 の 先頭 まで を 削除 する 
二 還 』 。 カー ソル の 文字 か ら 行 の 終わ り ま で を 削除 する 
_ | 表示 され た コマ ンド を 画面 か ら 削除 する 
| | 挿入 モー ド と 上 書き モー ド を 切り 替え る 
| | テン プレ ー ト (最後 に 入力 し た コマ ンド を 保持 する メモ リ ) か ら 
| DOS コマ ンド 行 に 1 文字 複写 する 
| | キー を 押し た 後 で 、 続 け て 押し た キー を テン プレ ー ト 中 で 検 
索 し 、 指 定 文字 の 手前 まで の テキ スト を 複写 する 
テン プレ ー ト の 残り の 部 分 を コマ ンド 行 に 複写 する 
| テン プレ ー ト の 最初 の 文字 か ら 指 定 し た 文字 まで を 削除 する 





国 国 還 還 還 還 同国 硬 還 圏 ① 


| "mm 
に 】 








に 





現行 の コマ ンド を テン プレ ー ト に 複写 し 、 コ マン ド 行 を クリ ア す 





る 
F6 | 現行 コマ ンド 行 の 終わ り に EOF 文字 (I| + [Z] キー の 出力 コ 
ド ) を 置く 
、 同 メモ リ 内 に ある すべ て の コマ ンド ヒス トリ を その 番号 と と も に 表 
、 | 示す る 
叱 メモリ 中 に 保存 きれ て いる コマ ンド ヒス トリ を すべ て 削除 する 
較 ロ 表示 し た い コ マン ド を メモ リ 上 で 検索 する 。 検 索 し た い コ マン ド 


、 の 最初 の 文字 を 入力 し て か ら 『『B| キー を 押す 

コマ ンド ヒス トリ の 番号 を 入力 する よう 要求 きれ 、 そ の 番号 に 対 
」 応 し た コマ ンド が 表示 され る 
AM 十 FU すべ て の マク ロロ 定義 を 削除 する 


El 








実行 例 


一 





C:\>DOSKEY /H 
doskey 

OHS 

djr 

cd usr\natsume\pcdosv 
dir 

dir /w 

chkdsk 

chkdsk /f 
ll 

dir h:\users 
em 

OC: 








WE 





【 マ クロ の 作成 】 

@ DOSKEY プロ グラ ム で は 、 ひ と つま た は 複数 の DOS コマ ンド を 実行 する 
マク ロ を 作成 する こと が 可能 。 次 の よう な 定義 文字 を 使用 する 。 基 本 的 に 
DOSKEY の マク ロ に は 、 手 元 か ら 簡単 に 操作 で きる コマ ンド 和 群 を 登録 する 
よう に な っ て いる 。 
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SG | 出力 の リダイレクト を 行う 。 こ れ は 画面 以外 へ の 出力 、 つ まり デ 」 





| バイ ス や ファ イル に 出力 を 転送 する 場合 に 使用 する ーー 

| GSG 。 既存 ファ イル の 終り に リダイレクト 出力 を 追加 する 

| sL | 入力 を リダイレクト する 。 た だ し 、 キ ー ポ ボー ド か ら で は な く 、 デ ー 

| バイ ス や ファ イル か ら の 入力 を 読み 取る 場合 に も に 使用 する 

| sB | マクロ 出力 を コマ ンド に 転送 する 

| ST 。 連続 実行 させ る コマ ンド を 区 切る ” 

_$S | ドル 記号 ($) を 指定 する E ーー | 

本 マク ロ 実 行 中 に 指定 し た い コ マン ド 行 パラ メー タ を 表す 。 こ れ は 

| バッ チ パ ラメ ー タ の %%1 と 同じ 意味 を も つ 

$* | 定義 され た マク ロ に 、 コ マン ドラ イン か ら 入 力 す る 複数 の スイ ッ 

チ な どの 文字 列 を 引き 渡す 。 適当 な スイ ッ チ な ど を 付け 加え た い 
と き に 使用 する 








@ [e| キー を 挿入 モー ド に し て も 、| 記 キー を 押す た びに 上 書 モ ー ド に 戻っ て 
し まう 。 ま た 、 コ マン ドラ イン か ら /INSERT スイ ッ チ を 指定 し た 場合 も 、 
再起 動 す る と 無効 に な っ て し まう 。DOSKEY コマ ンド を 、 常 に 挿入 モー ド 
で 使い た い 場合 は 、AUTOEXEC.BAT に /INSERT スイ ッ チ を 書き 込ん で 
お く 方 が よい 。 

@ DOSKEY の マク ロ で は 、 バ パッ チ フ ァイル と 同じ よう な こと を 行え る が 、 バ 
ッ チ ファ イル の よう に 条件 分 岐 な ど を 行う こと は で き な い 。 し か し 、 リ ダイ 
レク ト に より 、 あ る ファ イル を 既存 の ファ イル に 追記 し た りす る こと が 可能 
に な る 。 
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DOSSHELL 








DOS シェ ル の 起動 





②DOS シェ ル (第 3 章 を 参照 ) を 起動 し 、 フ ァイル 管理 、 タ スク 切り 替え 、 
プロ グラ ム 管 理 な ど を 簡単 に 行う こと が で きる 。 


【 日 本 語 モ ー ド の 場合 】 


OSSHELL [/T] [/B] テキ スト =- ト で の 中 動 
00SSHELL [/] [/B] クラ ラ ィ ッ ク モー ド て の 起動 


/T 
/G 
/B 





、 テキ スト モー ド で DOS シェ ル を 起動 する 
グラ フィ ッ ク モ ー ド で DOS シェ ル を 起動 する 


モノ クロ 画面 用 の DOS シェ ル を 起動 する 


【 英 語 モ ー ド の 場合 】 


DOSSHELL [/T[:res [m]]] [/B] テキ メト モー- ド て の 


00SSHELL [/ 是 :res [m]]] [/B] タラ フィ イッ クモ ミード で の 四 動 


/T 


TCS 


| 7G 
/B 





テキ スト モー ド で DOS シェ ル を 起動 する 


、 画面 の 解像度 の 種類 を 指定 。H、M、L が あり 、 解 像 度 の 高 、 中 、 低 を 


表し て いる 


画面 解像度 に 関し て 1 つの 種類 の 中 に 選択 肢 が ある 場合 の 数 値 
、 グラ フィ ッ ク モ ー ド で DOS シェ ル を 起動 する 


モノ クロ 画面 用 の DOS シェ ル を 起動 する 
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上 ヨ HSSOQ |o | 


J901AdQq・T1 ヨ HSSOQq 19 | 


ンド ~ 皇 ン 
ド へ 切り 替え 
も 4 タン 
Pojint 人 ジュ ー ラ ー 
al Point ア ン デ リー ト 
スグ ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー] 
in バックアップ 











DRVLOCK N 
W ドラ イフ / ソ ケッ ト の ロッ ク ソ 


② 取 り 外 し 可能 な メデ ィ ア や IC カー ド が 抜か れ な いよ うに 、 ド ライ ブ や ソ ケ 
ッ ト を ロッ ク し た り 、 ロ ッ ク 解 除 す る 。 


凍 注意 
念 自 動 ロ ッ ク 機 構 に 対応 し て いる ハー ドウ ェ ア で な けれ ば 使用 で き な い 。 
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DRVLOEK [ドラ イブ : | ソケット :] [/ON | /0OFF] 





ドラ イブ : 。 ロッ ク ま た は ロッ ク 解 除 す る ドラ イブ 
ソケット : 。 ロッ ク ま た は ロッ ク 解 除 す る PCMCIA ソケット 
| /ON | ロッ ク を 設定 する 
。/OFF | ロッ ク を 解除 する 


@ パ ラメ ー タ な し で 実行 する と 、 現 在 の ドラ イブ の ロッ ク 状 態 を 報告 する 。 





関連 コマ ンド 
EJECT メデ ィ ア の 取り 出し 


DSPX% 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


介 い -Text 画 面 の 設定 











機 代 7 


Q 画 面 に 表示 され る 文字 数 や 文字 サイ ズ を 設定 する 。 
i 式 / 
DSPX 9 ILIW [/EXT]] 


DSPX 





テキ スト モー ド (80 桁 X23 行 ) に 設定 する 
中 縦長 テキ スト モー ド (80 桁 メ 多 行 ) に 設定 する 


の 


第 ら 章 DDS コマ ンド リフ ァ レ ンス 95 


XdSQd・JOO1AdQ | | 


XdSQ 


W ワイ ド テ キス トモ ー ド ( 多 桁 X 多 行 ) に 設定 する (日 本 語 モ ー ド の 
み ) 

/EXT S、L、W の スイ ッ チ と 共有 し 、 区 線 / 下 線 付き の テキ スト モー ド 
に 設定 する 


な し フル スク リー ン ユ ー テ ィ リ ティ と し て 起動 する 。 
D 基本 テキ スト モー ド (80 桁 X25 行 、16 ドッ ト フ ォ ン ト ) に 設定 する 


実行 例 





DSPXVGA V-Text ドラ イ バ の 組み 込み 
SETUPV 日 本 語 関連 ドラ イ バ の 設定 変更 
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DSPXVGA 外部 コマ ンド / 日 本 語 モー 環 


、@ V-Text ドラ イ バ の 組み 込み 








② VGA 用 ビデ オ 拡 張 ドラ イ バ を 導入 する 。 


注意 

人 @ DSPXVGA は ハー ドウ ェ ア の スク ロー ル の 機能 を 自動 判定 する た め 、 通 常 
は /HS= の パラ メー タ は 必要 な い 。 画面 スク ロー ル が 正常 に 行わ れ な い 場 合 
に の み /HS=LC また は /HS=OFF の パラ メー タ を 指定 する 。 


DSPXVGA [/HS=LC | OFF | ON] 


DSPXVGA [/H] 





/HS=LC ライ ンコ ン ペ ア に よる ハー ドウ ェ ア ス クロ ー ル を 行う 。 高速 だ 
が 、 多少 画面 が ちら つく 
/HS=OFF "ソフ トウ ェ ア ス クロ ー ル を 行う 。 画 面 は ちら つか な い が 、/HS= 
LC に 比べ て スク ロー ル が 遅く な る 
/HS=ON  。 ハー ドウ ェ ア ス クロ ー ル を 行う 。 一 番 高速 だ が 、 多 少 画面 が ち 
| らち つく 
/R 常駐 し て いる DSPXVGA.EXE を メモ リ か ら 除 去 す る 


DSPX V-Text 画面 の 設定 
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VDAXdSQq 





世 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


( 
TK フル スク リー ン エ ディ タ の 起動 、/ 
山 


② テ キス ト フ ァイル の 作成 / 編 集 / 保 存 / 印 刷 を 行え る フル スク リー ン エ ディ タ 
を 起動 する 。 


了 
E [/0][=] [ドラ イブ :][ パ ス ][ フ ァイル 名 ] 








/Q 「 読 み 込み 中 」 と いう メッ セー ジ を 表示 し な い 
前 回 指定 し た の と 同じ パス を 使用 する 
[ドラ イブ :] [パス ] [ファ イル 名 ] テキ スト ファ イル の 場所 と ファ イル 名 
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EDLIN ライ ン エ ディ タ の 起動 





所 DLIN 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 








倫 ライ ン エ ディ タ の 起動 





② テ キス ト フ ァイル を 行 単位 で 作成 / 変 更 す る ライ ン エ ディ タ を 起動 する 。 
アプ リケーション ソフ ト の み を 使用 する ユー ザ に は 、 使 う 必 要 が な い コ 
マン ド 。EDLIN は 文章 を 書く た め の エ ディ タ で は な く 、 簡 単 な カテ キス 
ト フ ァイル を 作成 する た め の ラ イン エディ タ で ある 。 


EDLIN [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 [/B] 


[ドラ イブ :] [パス ] テキ スト ファ イル の 場所 と ファ イル 名 





ファ イル 名 
/B ファ イル 終了 記号 (Iml 二 [Z] キー の 出力 コー ド ) を 無視 
する 
@ EDLIN の コマ ンド 一 覧 
[ 行 番号 旨 定 され た 番号 の 行 を 表示 する 
? EDLIN コマ ンド の 一 覧 を 表示 する 
A ファ イル 全体 を 読み 込め な い 場 合 、 一 部 分 の み を 読み 込む 


(Append) [n]A 

ーー ファ イル か ら 編 集 バ ッ フ ァ に 読み 込む 行 数 

nn が 省略 され た 場合 は 編集 バッ ファ の 75% 程度 まで 読み 込 
む 
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m 
ロ 
ヒ 
に コ 


NI1q ヨ 


# C ド 
(Copy) 


D 
(Delete) 


、E(End) 
(Insert) 


(List) 


(Move) 


(Page) 


Q(Qi0 


700 


| 指定 され た 範囲 の 行 を 指定 され た 番号 の 行 へ 複写 する 


[開始 行 ] 、 [終了 行 ] , 出力 行 [, 回 数 ]C 
L__ 指定 され た 範囲 の 行 を 
複写 する 回 数 





指定 され た 男 囲 の 行 を 挿入 する 
複写 先 の 行 番 号 


複写 し た い 範 囲 の 最後 の 行 番号 
複写 し た い 範 囲 の 最初 の 行 番 号 


、 指定 され た 範囲 の 行 を 削除 する 


[開始 行 ] [, 終了 行 ]D 
削除 し た い 範囲 の 最後 の 行 番号 
削除 し た い 範 囲 の 最初 の 行 番号 


編集 内 容 を ファ イル へ 保存 し 、 編 集 を 終了 する 


行 を 挿入 する 
[ 行 番号 ]I 
行 を 挿入 し た い 場 所 の 直後 に ある 行 番号 


、 指定 され た 範囲 の 行 を 表示 する 


[開始 行 ] [, 終了 行 ]L 
表示 し た い 範囲 の 最後 の 行 番号 
表示 し た い 範 囲 の 最初 の 行 番号 
指定 され た 範囲 の 行 を 移動 する 
移動 し た い 範囲 の 最後 の 行 番号 
[開始 行 ] , [終了 行 ] 出 力行 M 
[開始 行 ],+n, 出力 行 M 
指定 され た 範囲 の 行 を 移動 する 移動 先 の 行 番号 
[開始 行 ] に 続け る 行 数 
移動 し た い 範 囲 の 最初 の 行 番号 
ペー ジ 単 位 で ファ イル を 表示 する 。 
[開始 行 ] [終了 行 ]P 
ーー 表示 し た い 範 囲 の 最後 の 行 番号 
表示 し た い 範 囲 の 最初 の 行 番号 
編集 内 容 を 保存 せ ず に 編集 を 終了 する 





R _ 文字 列 を 検索 し 、 置 換 す る | 
(Replace) [開始 行 ] [, 終了 行 ] [?] R [文字 列 1] [~ Z 文字 列 2] 


L_ 文字 列 1 と 置き 換 
える 文字 列 





文字 列 1 と 文字 列 2 の 区 切り 
( 細 +[ 妃 キー の) 還 
置換 すべ き 文 字 列 
置換 する と き に 確認 の メッ セー ジ を 表示 する 
ーー 置換 すべ き 文 字 列 を 検索 する 最後 の 行 番 号 
| ーー 置換 すべ き 文 字 列 を 検索 する 最初 の 行 番号 
$ 、 文字 列 を 検索 する 
(Sesrch) [開始 行 ] [, 終了 行 ] | S 


し 検索 対象 と な る 文字 列 
人 
確認 の メッ セー ジ を 表示 する 

[文字 列 ] で 指定 され た 文字 列 を 検索 する 範囲 の 











NI1Q ヨ 


最後 の 行 


[文字 列 ] で 指定 され た 文字 列 を 検索 する 範囲 の 最初 の 行 
い 、 」 別 の ファ イル の 内 容 を 編集 中 の ファ イル に 読み 込む 
(Transfer) [出力 行 ] T[ ド ライ ブ :] [パス ] フ ァイル 名 
読み 込み た い フ ァイル 名 
| 読み 込ん だ ファ イル を 挿入 する 行 番号 
w 指定 され た 範囲 の 行 を ディ スク へ 書き 込む 
(Write) 。 [nm]w 
ファ イル へ 書き 出す 行 数 
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own 








C:\DOSWPS2>EDLIN C:\CONFIG. SYS 
ファ イル を すべ て 転送 し まし た 
# 

1:*BUFFERS=29 

2: FILES=39 
3: devicesc:\dos\himem.sys 
4: device=c:\dos\Yemm386.exe 1924 ram 
5: DOS=HIGH, UMB 
6: COUNTRY=881, 932.C:\DOSYCOUNTRY.SYS 
7: SHELL=C:\DOS\COMMAND.COM /P /E:1924 
8: DEVICE=C:\DOSYSFONT.SYS 

9: DEVICE=C:\DOS\SETVER.EXE 

1g: DEVICE=C:\DOS\$DISP.SYS 

11: DEVICE=C:YDOSYANSI.SYS /X 

12: DEVICE=C:YSYSYVJEYVJEB.DRV /J /L /K, /K. /K/ /K- /K[ /KX /K=US /TBL=C:YSYSYVJEY181KE 
Y.TBL /D4 /Y96 

13: STACKS=9, 256 

14: LASTDRIVE=g 


1: BUFFERS=2g 
2: FILES=39 
3: device=c:\dos\himem. sys 
4: device=c:\dos\emm386.exe 1924 ram 
5:*COUNTRY=981,932.C:\DOS\COUNTRY.SYS 
6: SHELL:C:YDOSYCOMMAND.COM /P /B:1924 
7: DEVICE=C:YDOSYSFONT.SYS 
8: DOS=HIGH, UMB 
9: DEVICE=C:\DOSYSETVER.EXE 

19: DEVICE=C:YDOSYSDISP.SYS 

11: DEVICE=C:YDOSYANSI.SYS /X 

12: DEVICE=C:YSYSYVJEYVJEB.DRV /J /L /K, /K、/K/ /K- /K[ /KX /K:US /TBL=C:YSYSYVJEY1gIKE 
Y.TBL /D4 /Y96 

13: STACKS=9, 256 

14: LASTDRIVE=g 
に り 














関連 コマ ント 
E フル スク リー ン エ ディ タ の 起動 


EJECT 外部 コマ ンド 


ディ ア の 取り 出し 











② ド ライ ブ か ら メ ディ ア を イジ ェクト する 。 
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湖 注意 


信 自 動 イ ジェ クト 機能 に 対応 し た ドラ イブ で の み ゐ 動 作 す る 。 
⑱@ ロ ッ ク さ れ て いる ドラ イブ か ら は イジ ェクト で き な い 。 


EJECT [ドラ イブ :] 


ドラ イプ: メデ ィ ア を 取り 出す ドラ イブ 


DRVLOCK ドラ イブ / ソ ケッ ト の ロッ ク 


EMM386 ” 


人 抜 雪 EMS メモ リマ ネー ジャ の オン / オ フ 














② 80386 以上 の CPU が 搭載 され て いる パソ コン で 、CONFIG.SYS で 設定 
され た EMS メモ リ を 有効 に し た り 無 効 に し た りす る 。 


凍 注 意 


信 CONFIG.SYS の DEVICE コマ ンド で デバ イス ドラ イ バ EMM386.EXE を 
組み 込ん で お か な いと 、EMM386 コマ ンド を 使用 する こと が で き な い 。 
念 使 用 し て いる パソ コン に 80386 以上 の CPU が 搭載 され て いな けれ ば 、 

EMM386 コマ ンド を 使う こと が で き な い 。 


EMM386 [ON | OFF | AT0] [W=ON | W=0OFF] 
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98 を WW ヨ ・19 ヨ 『 ヨ 


98 を WW ヨ 


ON 
OFF 
AUTO 
W=ON 
W=OFF 
が し 


EMM386.EXE を オン に する 
EMM386.EXE を 一 時 停止 する 


、 アプ リケーション が EMS メモ リ を 呼び 出し た と きだ け オ ン に する 


Weitek 社 製 数 値 演算 プロ セッ サ を 利用 可能 に する 


、 Weitek 社 製 数 値 演算 プロ モッ サ を 利用 し な い 


EMM386 の 現在 の EMS メモ リ の 利用 状況 を 表示 する 





加 ) 





Total upper memory available . . . ... ! KB 
Largest Upper Memory Block available . . ! KB 
Upper memory starting address . . . . . . 釧 A8 H 


EMM386 Active. 


C・ ま > 


C:\>EMM386 


MICROSOFT Expanded Memory Manager 386 Version 4.44 
Copyright Microsoft Corporation 1986, 1991 


Expanded memory Services unavailable. 








LOADHIGH 
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常駐 プロ グラ ム の UMB メ モリ へ の 組み 込み 





外部 コマ ンド 
EPCLESCP ネッ トワ ー ク 対応 


謎 上 PCL ブリ ンタ で の ESC/P 日 本 語 リ ンタ の エミ ュ レー ト 








朋 

② 英 語 PCL プリ ンタ (HP LaserJet お よび その 互換 製品 ) で 、ESC/P(J84) 
プリ ンタ を エミ ュ レ ー ト する プリ ンタ ドラ イ バ 。 

⑫ 日 本 語 フ ォ ン ト を 搭載 し て いな い 英 語 プ リン タ で も 、ESC/P プリ ンタ と し 
て 日 本 語 が 印刷 で きる よう に な る 。 


doS ヨ 1Od ヨ 


EPCLESEP [S=A4 | LTR] [/LPTx] [/R] 


[/IMl=[ ド ライ ブ :][ パ ス ]] 





S=A4|LTR 用 紙 サ イズ を 指定 する 。A4 また は レタ ー サ イズ (LTR) 
を 指定 で きる 。 省 略 時 の 設定 は レタ ー サ イズ 

/LPTx | 出力 する プリ ンタ ポー ト を 指定 する 。x は 1 3 の 数 字 。 
省略 時 の 設定 は 1 

/R 、 常駐 し て いる EPCLESCP.COM を メモ リ か ら 除 去 す る 

/INI= 指定 し た ドラ イブ と パス に ある DOSV.INI ファ イル 


[ドラ イブ :] [パス ] (DOS/Y 初期 設定 情報 ファ イル ) を 参照 する 
バス は 必ず 半 記号 で 終わ る こと 


湖 注意 

⑱ こ の ドラ イ バ を 導入 する 前 に 、SETUPV コマ ンド で 24 ドッ ト フ ォ ン ト を 使 
用 可能 に し て お か な けれ ば な ら な い 。 ま た 、24 ドッ ト 全 角 フ ォ ン ト フ ァ イ 
ル 名 は $JPNZN24.FNT で ある こと 。 

人 字体 変 更 、 外 字 定 義 、 縦 倍角 印字 コマ ンド は 無視 され る 。 

@ 文 字 ピ ッ チ 、 行 ピッ チ に 誤差 が 生じ る 場合 が ある 。 
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EPCLIBM 


、@ 和 PCL ブリ ンタ で の IBM 日 本 語 リ ンタ の エミ ュ レ ー ト 








英語 PCL プリ ンタ で IBM5575/5577 系 ブリ ンタ を エミ ュ レ ー ト する プ 
リン タ ド ライ バ 。 


2 日 本 語 フ ォ ン ト を 搭載 し て いな い 英 語 プ リン タ で も 、IBM5575/5577 系 
プリ ンタ と し て 日 本 語 が 印刷 で きる よう に な る 。 


WI1Od ヨ 


EPCLIBM [S=A4 | LTR] [/LPTx] [/R] 


[/IMI=[ ド ライ ブ :][ パ ス ]] 





S=A4|ILTR 用 紙 サ イズ を 指定 する 。A4 また は レタ ー サ イズ (LTR) 
を 指定 で きる 。 省 略 時 の 設定 は レタ ー サ イズ 

/LPTx 出力 先 の プリ ンタ ポー ト を 指定 する 。x は 1 一 3 の 数 字 。 
省略 時 の 設定 は 1 

/R 常駐 し て いる EPCLIBM.COM を メモ リ か ら 除 去 する 

/INI= 指定 し た ドラ イブ と パス に ある DOSV.INI ファ イル 


[ドラ イブ :] [パス ] (DOS/Y 初期 設定 情報 ファ イル ) を 参照 する 
全 バ ス は 必ず \ 記号 で 終わ る こと 


六 注 意 

この ドラ イ バ を 導入 する 前 に 、SETUPV コマ ンド で 24 ド ッ ト フ ォ ン ト を 使 
用 可能 に し て お か な けれ ば な ら な い 。 ま た 、24 ドッ ト 全 角 フ ォ ン ト フ ァ イ 
ル 名 は $JPNZN24.FNT で ある こと 。 

信 字 体 変 更 、 外 字 定 義 、 縦 倍角 印字 コマ ンド は 無視 され る 。 

@ 文 字 ピ ッ チ 、 行 ピッ チ に 誤差 が 生じ る 場合 が ある 。 
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外部 コマ ンド 
EPRNESCP ネッ トワ ー ク 対応 


、、 倫 * 細 ンタ co ESC/P 昌男 ブン タ の エミ ュ レー ト 








英語 プ リン タ で ESC/P(J84) プリ ンタ を エミ ュ レ ー ト する プリ ンタ ドラ イ 
人 バ 。 

日 本 語 フ ォ ント を 搭載 し て いな い 英語 プリ ンタ で も 、ESC/P プリ ンタ と し 
て 日 本 語 が 印刷 で きる よう に な る 。 


EPRNESEP [S=LTR | MMX] [P=PRO | LIU] [/LPTx] [/R] 


[/INI=[ ド ライ ブ :][ バ パス ]] 





S=LTRIMAX 用 紙 サ イズ を 指定 する 。 省 略 時 の 設定 は LTR 
LTR 一 レタ ー サ イズ 
MAX 一 最大 印字 幅 が 13.5 イン チ 


P=PROILQ プリ ンタ の タイ プ を 指定 する 。 省 略 時 の 設定 は PRO 
PRO 一 IBM Personal Printer Series II(24 ド ッ 
ト ) また は ProprinterX24E/XL24E 
LO 一 Epson 社 製 LO1050(ESC/P 24 ド ッ ト 英 
語 プ リン シタ) 
/LPTx 出力 先 の プリ ンタ ポー ト を 指定 する 。x は 1 一 3 の 数 字 。 
省略 時 の 設定 は 1 
/R 常駐 し て いる EPRNESCP.COM を メモ リ か ら 除 去 する 
/INI= 指定 し た ドラ イブ と パス に ある DOSV.INI ファ イル 


[ドラ イブ :] レ パ ス ] (DOS/YV 初期 設定 情報 ファ イル ) を 参照 する 
パス は 必ず 半 記 号 で 終わ る こと 
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dOS ヨ Ndd ヨ 


警 注意 
信 こ の ドラ イ バ を 導入 する 前 に 、SETUPV コマ ンド で 24 ド ッ ト フ ォ ン ト を 使 
用 可能 に し て お か な けれ ば な ら な い 。 ま た 、24 ドッ ト 全 角 フ ォ ン ト フ ァ イ 
ル 名 は $JPNZN24.FNT で ある こと 。 
字体 変 更 、 外 字 定 義 、 縦 倍角 印字 コマ ンド は 無視 され る 。 
回 信 文 字 ピ ッ チ 、 行 ピッ チ に 誤差 が 生じ る 場合 が ある 。 
四 
四 
四 





EPRNIBIM 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


人 和 還 ブリ ンタ で の IBM 日 本 語 プ リン タ の エミ ュ レー ト 








② 英 語 プ リン タ で IBM5575/5577 系 プリ ンタ を エミ ュ レ ー ト する プリ ンタ 
ドラ イ バ 。 

日 本 語 フ ォ ン ト を 搭載 し て いな い 英 語 プ リン タ で も 、IBM5575/5577 系 
プリ ンタ と し て 日 本 語 が 印刷 で きる よう に な る 。 


EPRNIBM [S=LTR | MAX] [P=PRO | LU] [/LPTx] [/R] 


[/ll=[ ド ライ ブ :][ パ ス ]] 





S=LTR IMAX 用 紙 サ イズ を 指定 する 。 省 略 時 の 設定 は LTR 
ETR 一 レダ ター サザ イズ 
MAX 一 最大 印字 幅 が 13.5 イン チ 
P=PROILQ プリ ンタ の タイ プ を 指定 する 。 省 略 時 の 設定 は PRO 
PRO 一 IBM Personal Printer Series II(24 ド ッ 
ト ) ま た は ProprinterX24E/XL24E 
LO 一 Epson 社 製 LO1050(ESC/P 24 ドッ ト 英 
語 プ リン タ ) 


/LPTx 出力 先 の プリ ンタ ポー ト を 指定 する 。x は 1 一 3 の 数 字 。 
、 省略 時 の 設定 は 1 
/R 常駐 し て いる EPRNIBM.COM を メモ リ か ら 除 去 する 
/INI= 指定 し た ドラ イブ と パス に ある DOSV.INI ファ イル 
[ドラ イブ :] [パス ] (DOS/Y 初期 設定 情報 ファ イル ) を 参照 する 
パス は 必ず \ 記 号 で 終わ る こと 


排 注 意 

この ドラ イ バ を 導入 する 前 に 、SETUPV コマ ンド で 24 ドッ ト フ ォ ン ト を 使 
用 可能 に し て お か な けれ ば な ら な い 。 ま た 、24 ドッ ト 全 角 フ ォ ン ト フ ァ イ 
ル 名 は $JPNZN24.FNT で ある こと 。 

人 字体 変更 、 外 字 定 義 、 縦 倍角 印字 コマ ンド は 無視 され る 。 

⑯ 文 字 ピ ッ チ 、 行 ピッ チ に 誤差 が 生じ る 場合 が ある 。 


EXE2BIN ”"。。 


工 .EXE ファ イル の .COM ファ イル へ の 変換 

















② フ ァイル の 先頭 に セグ メン ト の リロ ケー ショ ン 情 報 / 開 始 ア ドレ ス / ス タッ ク 
の セグ メン ト や オフ セッ ト な どの 情報 を も っ て いる .EXE( 実 行 可 能 ) フ ァ イ 
ル を 、 マ シン 語 の 命令 た と デー タ だ け を も つ .COM ファ イル に 変換 する 。 

この コマ ンド は プロ グラ マ 以 外 は 使う 必要 が な い 。 


EXE2BIN [ドラ イブ 1:][ パ ス 1] 入 力 フ ァイル 名 


[[ ド ライ ブ 2:][ パ ス 2] 出 力 ファ イル 名 」 
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NI ヨ Z ヨ X ヨ ・IMINdd ヨ | 


IX ヨ ・NI ヨ BZ ヨ X ヨ 


[ドラ イブ 1:] [パス 1] | 変換 前 の .EXE ファ イル の 場所 と ファ イル 名 
入力 ファ イル 名 全 入 力 ファ イル は MS-C な どの リン カ ( オ ブ ジ ェ ク 
ト フ ァイル 結合 プロ グラ ム ) に よっ て 生成 され 
た .EXE ファ イル で な けれ ば いけ な い 
全 入 力 フ ァイル (.EXE ファ イル ) の コー ド と デー タ 
の 大 き さ が 合計 で 48K バイ ト 未 満 で な けれ ば い 
け な い 
入力 ファ イル と な る .EXE ファ イル は 、.COM モ 
デル で コン パイ ル ま た は アセ ンプ ブル さ れ た も の 
で な けれ ば いけ な い 
[ドラ イブ 2:] [レバ ス 2] 変換 後 の バ イナ リ 形 式 フ ァイル の 場所 と ファ イル 名 
出力 ファ イル 名 


記 XIT 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


② 親 プロ セス (ある プロ グラ ム を 実行 し て いる 状態 ) か ら COMMAND.COM 
を 実行 し て 子 プ ロ セ ス を 起動 (DOS に 戻っ て 別 の プロ グラ ム を 実行 ) し て い 
る と き に 、 子 プロ セス を 終了 し て 親 プ ロ セ ス に 戻る 。 


排 注 意 
信 COMMAND.COM に /P スイ ッ チ を 付け て 起動 し た 場合 、EXIT コマ ンド 
は 使用 で き な い 。 


EAIT 
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実行 例 


EXIT で エディ タ へ 戻り ます 





PC DOS Version J6.3/V 
(C)Copyright International Business Machines Corp 1981-1994. 
(C)Copyright Microsoft Corp 1981-1993. 








C:\DOS\PS2>EXIT 








/ 世 XPAND 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


、 電 圧縮 され た ファ イル の 復元 








⑫ DOS の オリ ジ ナ ルディ スケ ッ ト に 入っ て いる 圧縮 され た ファ イル を 元 に 戻 
す 。 
オリジ ナル ディ スケ ッ ト に 入っ て いる 外部 コマ ンド の ほとん ど が 圧縮 さき 
れ て いる 。 こ れ は 圧 縮 し な いと ディ スケ ッ ト の 枚数 が 増え て し まう か ら 
で ある 。 こ の EXPAND コマ ンド は イン スト ー ル 時 に 圧 締 さ れ た ファ 
イル を 元 に 戻す た め に 使用 きれ る が 、 も し 誤っ て ハー ド デ ィ スク に イン 
スト ー ル し た 外部 コマ ンド な ど を 削除 し て し まっ た 場合 は 、EXPAND 
コマ ンド で 1 つ ず つ コ マン ド を 復元 すれ ば よい 。 


EMPAND [ドラ イプ 1:][ パ ス 1] フ ァイル 名 1 





[[ ド ライ ブ 2:][ パ ス 2] フ ァイル 名 2[ …]] 転送 
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dNVdX ヨ ・1IX ヨ | | 


日 
| 


[ドラ イブ ni] 圧縮 ファ イル の 場所 と ファ イル 名 


[パス n] 殺 複 数 指定 で きる 。 た だ し 、 ワ イル ドカ ー ド (*/?) は 使 
ファ イル 名 n 用 で き な い 
転送 先 【 圧 縮 す る ファ イル が 1 つの 場合 】 

元 に 戻さ れる ファ イル が 転送 され る 場所 と ファ イル 名 

【 圧 縮 す る ファ イル が 複数 の 場合 】 


元 に 戻さ れる ファ イル が 転送 され る 場所 
ファ イル 名 は その まま と な る 


C:\>EXPAND A:CPBACKUP.EX_ C:\DOS\CPBACKUP. EXE 
Microsoft (R) ファ イル 展開 スー ティ リティ バー ジョ ン 2. 多 
Copyright (C) Microsoft Corp 1999-1992. All rights reserved. 





A:\CPBACKUP.EX_ を C:\DOSWCPBACKUP.EXE に コピ ー し て いま す 。 
A:\CPBACKUP.BEX_: 219979 バイ ト を コピ ー し まし た 。 














FASTOPEN ” 


倫 ファ イル アク セス の 高速 化 








②③ 頻繁 に 使用 する ドラ イブ 専用 の バッ ファ を 作成 し 、 そ の ドラ イブ 上 の ファ イ 
ル を より 速く 開く こと が で きる よう に する 。 
バッ ファ に アク セス し た ファ イル の 情報 が 書き 込ま れる こと に より 、 同 
じ フ ァイル を 何 度 か オー プン する 場合 、 オ ー プ ン に 要する 時 間 を 短縮 す 
る こと が で きる 。 


開 注意 


@ FASTOPEN コマ ンド は ハー ド デ ィ スク で の 使用 が 前 提 と な る 。 
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書 RM 


FASTOPEN ドラ イブ :[[=]m] [ドラ イブ :[[=]m][…]] [/X] 


【CONFIG.SYS の 場合 】 


INSTALL=[[d0S ドラ イブ :]0s パス ]FASTOPEN.EXE 
ドラ イブ :[[=]m] [ドラ イプ :[[=] 叶 …]] [/X] 





ドラ イブ : FASTOPEN コマ ンド を 稼働 きせ た い デ ィ ス ク の ドラ イブ 
名 
人 FASTOPEN コマ ンド は 一 度 に 最大 で ハー ド デ ィ スク 
24 ドラ イブ まで 使用 で きる 
金 FASTOPEN コマ ンド は ネッ トワ ー ク 上 の ドラ イブ へ 


N ヨ dO1SV オ 


は 作用 し な い 
[=]n | 指定 ドラ イブ 用 に 割り 当て られ た 入力 バッ ファ の 数 (10- 
999 で 、 既 定 値 は 48) 
/X 、 拡張 メモ リ に キャ ッシュ を 作成 する 
[dos ドラ イブ :] FASTOPEN.EXE の 場所 
dos パス 


念 長期 的 に ディ スク バッ ファ を 使用 する 場合 、FASTOPEN コマ ンド で は ディ 
スク バッ ファ を メイ ン メ モリ また は EMS メ モリ に 作成 する た め 、 キ ャ ッ シ 
ュ プ ログ ラム (SMARTDRV.EXE の 項 (p.296) を 参照 ) を 使用 し て 拡張 メモ 
リ に キャ ッシュ バッ ファ を 作成 し た 方 が 処理 速度 が 速い b。、FASTOPEN は 一 
時 的 に 使う コマ ンド で ある 。 
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FC 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 





人 W 2 つの ファ イル の 行 単位 の 詳細 な 内 容 比 較 





② 2 つの ファ イル の 内 容 を 比較 し 、 そ の 相違 を 表示 する 。 


【 テ キス ト フ ァイル の 比較 】 


FC [/A] [/C【] [/L] [/LBm] [/N] [/T] [/W] [/mmm] 
[ ドラ イブ 1:][ パ ス 1] フ ァイル 名 1 


[ ドラ イブ 2:][ パ ス 2] フ ァイル 名 2 

【 バ イナ リフ ァイル の 比較 】 

FC /B [ドラ イブ 1:][ パ ス 1] フ ァイル 名 1 
[ ドラ イブ 2:][ パ ス 2] フ ァイル 名 2 





/A テキ スト ファ イル の 比較 結果 を 簡略 化し て 出力 する 

/C テキ スト ファ イル の 中 の 大 文字 と 小文字 の 区 別 を し 
な いで 比較 する 

/L テキ スト ファ イル を テキ スト モー ド で 比較 する 

/LBn 相違 が あっ た 行 を 保管 する た め の バ ッ フ ァ サ イズ を 
設定 する 

/N 比較 中 の テキ スト ファ イル の 行 番号 を 表示 する 

/T テキ スト ファ イル 内 の タブ を 8 文字 分 の スペ ー ス に 
変換 せ ず 、 そ の まま タプ ブ と し て 比較 する 

/W 比較 の と き に 連続 し た 複数 の タブ や スペ ー ス を 1 つ 
の スペ ー ス と し て 圧縮 し て 比較 する 

/nnnn 行 の 不一致 検出 後 、 再 び 比 較 を 始め る 前 に 、 一 致し 


て いる 必要 が ある 連続 する 行 数 を 指定 する 
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[ドラ イブ 1:] レス 1] 比較 する 1 つ 目 の ファ イル の 場所 と ファ イル 名 


ファ イル 名 1 

[ドラ イブ 2:] レバ ス 2] 比較 する 2 つ 目 の ファ イル の 場所 と ファ イル 名 

ファ イル 名 2 人 フ ァイル 名 に は ワイ ルド カー ド を 使用 する こと 
が で きる 

/B ファ イル を バイ ナリ モー ド で 北 較 する 





C:\>FC CONFIG.1 CONFIG.2 


***※** CONFIG. 1 
device=c:\dos\himem.SyS 
device=c:\dos\emm386.exe 1924 
device=c:\dos\ramboost.exe load 
*****※ (CONFIG.2 
device=c:\dos\himem. SyS 
device=c:\dos\emm386.exe 512 
device=c:\dos\ramboost.exe load 
ネネ ネネ *※ 





ファ イル の 比較 中 で す CONFIG. 1 と CONFIG.2 











関連 コロ マン トド 


COMP 複数 ファ イル の 1 バイ ト 単 位 の 内 容 比 較 


DISKCOMP ディ スケ ッ ト の 内 容 比 較 





FDISK” 


ヽ 





| 思 ド デ ィ スク の パー ティ ショ ン 管 理 


ィ 





② DOS で 使用 する ハー ド デ ィ スク の パー ティ ショ ン 管 理 を 行う 。 


・DOS パー ティ ショ ン の 作成 お よび 論理 ディ スク の 作成 を 行う 
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SId ヨ ・ つ ゴ 


SIQ ゴ 


・ ア クティ ブ パ ー テ ィ シ ョ ン の 設定 を 行う 
・DOS パー ティ ショ ン ま た は 論理 ディ スク の 削除 を 行う 
・ パ ー テ ィ シ ョ ン 情 報 の 表示 を 行う 
・ シ ステ ム が 複数 の ハー ド デ ィ スク を 備え て いる 場合 の 各々 の ハー ド デ 
ィ ス ク の パー ティ ショ ン 管 理 を 行う 

人 DOS で 使用 する ハー ド デ ィ スク は 、 任 意 の パー ティ ショ ン ( 区 画 ) に 分 
割 す る こと が で きる 。 そ れ ぞ れ の パー ティ ショ ン に は 論理 ドラ イブ 番号 
が 付け られ る 。 大きな 1 つの ドラ イブ と し て 管理 する より も 、40M 一 
80M バイ ト 程 度 に 分 けた 方 が 管理 し や すく な る 。 


凍 注意 

@ パ ー テ ィ シ ョ ン の サイ ズ 変 更 を 行う 場合 は 、 そ の パー ティ ショ ン を 削除 し て 、 
異な る サイ ズ の 新しい パー ティ ショ ン を 作成 し な けれ ば な ら な い 。 

@⑱ パ パーティション の 最大 サイ ズ は 2G バイ ト ま で 。 

@⑱ パ バー ティ ショ ン の 削除 を 行う と 、 そ の パー ティ ショ ン 内 に 保存 きれ て いる す 
べ て の デー タ が 削除 され る 。 

⑯ FDISK コマ ンド は 、ASSIGN や SUBST、JOIN コマ ンド に よっ て 割り 当 
て られ た ドラ イブ で は 機能 し な い 。 


書 式 


FISK [/STATUS] 





/STATUS FDISK プロ グラ ム を 始動 せ ず に 、 ハ ー ド ディ スク の 区 画 に 関す 
る 概 略 情報 を 表示 する 
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PC DOS Version J6.3/V 
ハー ド ・ デ ィ ス ク 区 画 管理 プロ グラ ム 
(C)Copyright IBM Corp. 1983 - 1994 


初期 画面 
現在 設定 中 の ハー ド ・ デ ィ ス ク : 1 
次 の 中 か ら 番 号 を 選択 し て くだ さい : 
1. DOS 区 画 ノ 論理 ディ スク の 作成 
2. 活動 区 画 の 設定 
3. DOS 区 画 / 論 理 デ ィ ス ク の 削除 
4 
5 


. 区 画 情報 の 表示 
。 ハ ー ド ・ デ ィ ス ク の 選択 


番号 を 入力 し て くだ さい : [1] 








Bsc キ ー で 『DISK を 終了 し ます 


/FIND 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


、 久 ファ イル 中 の 文字 列 の 検索 














② 1 つま た は 複数 の ファ イル か ら 、 指 定 され た 文字 列 を 検索 し 、 標 準 出力 ( デ 
ィ ス プレ イ ) へ 出力 する 。 


FND [/V| /C | /N] [/I] “文字 列 * 


[[ ド ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 [.…]] 
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QNH・JSIQ コ 


NH 


/V 指定 され た 文字 列 を 含ま な い 行 の み を 画面 に 表示 する 


/C | 指定 され た 文字 列 を 含む 行 の 行 数 の み を 表示 する 

/N 指定 され た 文字 列 を 含む 行 と その 行 番号 を 表示 する 

AI 検索 時 に 英語 の 大 文字 と 小文字 の 違い を 無視 する 

"文字 列 " 検索 する 文字 列 を ダブ ルク ォ ー テ ーション (") で 囲 ん で 
指定 する 


人 FIND コマ ンド は 改行 コー ド を 合 む 文字 列 を ファ 
イル 中 か ら 検 索 す る こと が で き な い 
[ドラ イブ :] [パス ] 指定 され た 文字 列 を 検索 する ファ イル の パス と ファ イ 
ファ イル 名 ル 名 
金 FIND コマ ンド で は 、 フ ァイル 名 に ワイ ルド カー 
ド を 指定 する こと が で き な い 。 ワ イル ドカ ー ド に 
よる 指定 と 同様 の こと を 行い た い 場 合 は 、FOR コ 
マン ド の 中 で FIND コマ ンド を 実行 させ る (FOR 
コマ ンド の 項 (p.119) を 参照 ) 


5 品 


C>FIND /C "test" TEST.TXT 





ーーーーーーーーーー TEST.TXT: 3 
C>FIND /N "test" TEST.TXT 
NRNIDIR の 2 TEST.TXT 
[4]test1 

[1 名 test92 

[22] 起 動 test 


(0 











レシ ンー ジル / 
⑱ フ ァイル 名 を 省略 し た 場合 、FIND コマ ンド は 次 の よう に フィ ル タ の 役割 を 
果たす 。 こ の 場合 、 標 準 入力 (キー ボー ド な ど ) か ら の 入力 の うち 、 指 定 され 
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た 文字 列 を 含む 行 を 表示 させ る 。 
C:\>FIND "ABC" 


ABCD | 

ABCD [| ご 表示 され た 行 
EFG | 過 

HIJ 

。 旭 

C: ぎ > 


FOR "| 


人 ファ イル 処理 の 反復 実生 














② ひ と まとめ の (処理 対象 に な る ) フ ァイル の 中 で 、 そ の 各 フ ァイル に 対し 指定 
され た コマ ンド また は プロ グラ ム を 繰り 返し て 実行 する 。 


FOR % 変 数 IN (セッ ト ) DU コマ ンド 





[コマ ンド の パラ メー タ ] 
% 変数 任意 の 1 文字 で 置き 換え られ る 変数 を 指定 する (X と 
か Z と いう よう に 決め て お いた 方 が よい ) 
(セッ ト ) 処理 対象 と な る ファ イル 名 を カッ コ 付 き で 指定 する 
ワイ ルド カー ド (*/?) を 使用 で きる 
コマ ンド 実行 し た い コ マン ド 名 また は プロ グラ ム 名 を 指定 す 
る 


コマ ンド の パラ メー タ コマ ンド に スイ ッ チ な どか 必要 な 場合 に 指定 する 
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d0 コ ヨ ・*dNH 


VHO コ ・0 ォ オ 


C:\TMP\TEST>for %z in (*.txt) do type % 





C:\TMP\TEST>type TEST. TXT 
testM1 

test2 

起動 test 

C:\TMP\TEST>type TEST1.TXT 
れれ は デスト で す 。 
明日 は 休日 で す 。 

test1 

testM2 

起動 test 

C:\TMP\TEST>type TEST2.TXT 
AN 

this is a book. 
C:\TMPETEST>type TEST3.TXT 
This is a Book. 

ひつじ 

くじ ゃ く 











FORMAT ” 


倫 ディ スク の 初期 化 








ディス ク ま た は ディ スケ ッ ト を フォ ー マ ッ ト す る 。 


六 注 意 

@ ASSIGN、JOIN コマ ンド ある い は SUBST コマ ンド で 、 割 り 当 て られ た ド 
ライ ブ で 、FORMAT コマ ンド を 使用 し て は な ら な い 。 ま た 、 ネ ットワーク 
上 で ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る こと も で き な い 。 
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信 FORMAT コマ ンド で は 、3.5 イン チ 1.2M バイ トディ スケ ッ ト で フォ ー マ 
ッ ト で き な い 。 こ の 場合 は FORMAT12 コマ ンド を 使用 する こと 。 





FORMAT ドラ イブ :[/V[: ラベ ル ]] [/0] [/U] 
[/F: サイ ズ ] [/B | /$] 
FORMAT ドラ イブ :[/V[: ラベ ル ]] [/0] [/U] 


[/T: トラ ッ ク 数 /N: セク タ 数 ] [/B | /$] 
FORHMAT ドラ イブ :[/V[: ラベ ル ]] [/0] [/U] 
[/1] [/4] [/8] [/B | /$] 


8 
ョ 





ドラ イブ : フォ ー マ ッ ト し た い デ ィ ス ク が ある ドラ イブ | 
/Y[: ラベ ル ] 、 ポリ ュー ムラ ベル を 設定 する | 
/Q | 以前 に た フォーマット され た ディ スク の FAT と ルー トディ レ 
クト リ の 削除 だ け を 行う 。 不 良 箇所 の 検査 は し な い 
/u | ディスケット ある い は ハー ド デ ィ スク を 無 条 件 に フォ ー マ ッ 
上 ト す る 
/F: サイ ズ フォ ー マ ッ ト す る ディ スケ ッ ト の サイ ズ を 指定 する 


160、160K、160KB IS 5 イン チ デ ィ ス ク 160K バイ ト 
180、180K、180KB 1D 5 イン チ デ ィ ス ク 180K バイ ト 
320、320K、320KB 2D 5 イン チ デ ィ ス ク 320K バイ ト 
360、360K、360KB 2D $5 イ ンチ ディ スク 360K バイ ト 
720、720K、720KB 

2DD 3.5 イ ンチ デ ィ ス ク 720K バイ ト 
1200、1200K、1200KB、1.2、1.2M、1.2MB 

2HD 5 イン チ デ ィ ス ク 1200K バイ ト (1.2M バイ ト ) | 
1440、1440K、1440KB、1.44、1.44M、1.44MB | 

2HD 3.5 イ ンチ ディ スク 1440K バイ ト (1.44M バイ ト ) | 
2880、2880K、2880KB、2.88、2.88M、2.88MB 

2ED 3.5 イ ンチ ディ スク 2880K バイ ト (2.88M バイ ト ) 
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TVWdO オ 


/B フォ ー マ ッ ト し た ディ スク に シス テム ファ イル の スペ ー ス を 


子 約 する 

/s | フォ ー マ ッ ト し た ディ スク に シス テム ファ イル を 転送 する 

/T: トラ ッ ク 数 ” ディ スク の トラ ッ ク 数 を 指定 する 

/N: セク タ 数 = 1 トラ ッ ク ご と の セク タ 数 を 指定 する 。/T スイ ッ チ と 同時 に 
指定 する 

7 | ディ スケ ッ ト を 片面 ドラ イブ 用 に フォ ー マ ッ ト す る 

/4 12M バイ ト の ディ スク ドラ イブ で 5 イン チ 両 面 倍 密 度 の デ 
ィ ス ケッ ト を 360K バイ ト で フォ ー マ ッ ト す る 

/s | 3 イン チ の ディ スケ ッ ト を 8 セク タ / ト ラッ ク で フォ ー マ ッ 
ト す る 


人 @ 過 去 に フォ ー マ ッ ト し た こと が ある ディ スケ ッ ト を 新た に フォ ー マ ッ ト す る 
場合 /U スイ ッ チ や 別 の サイ ズ に フォ ー マ ッ ト し 直す スイ ッ チ を 指定 し な 
けれ ば 、 も し 間違え て フォ ー マ ッ ト し て も UNFORMAT コマ ンド で 復元 す 
る こと が で きる 。 こ の よう な こと を 避け る た め に 、 た と えば 次 の よう な バッ 
チ フ ァイル (FORMAT.BAT) を 作る こと が 考え られ る 。 

FORMAT A: 

信 過 去 に フォ ー マ ッ ト を し た こと が ある ディ スケ ッ ト を 高速 に フォ ー マ ッ ト し 
た い 場 合 は 、/Q スイ ッ チ を 使用 すれ ば よい 。 さ ら に /U スイ ッ チ を 付加 する 
こと で 、 よ り 高 速 に フォ ー マ ッ ト で きる 。 し か し 、/U スイ ッ チ を 付加 し た 
場合 は UNFORMAT コマ ンド に よる 復元 が で き な く な る 。 

@ FORMAT コマ ンド 実行 前 に コマ ンド ライ ン か ら 次 の よう に 実行 し て お け 
ば 、 数 値 の カン マ 区 切り を 表示 し な い 。 

C:\>set no_sep 三 on Jl 

@ FORMAT コマ ンド は 終了 コー ド を 返す の で 、 バ ッ チ ファ イル 中 で 、IF 
ERRORLEVEL コマ ンド な ど を 使用 する こと に より 制御 する こと が 可能 。 
終了 コー ド は 次 の と お り 。 
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ディ スケ ッ ト の 初期 化 が 正常 終了 し た 

本 | キー が 押さ れ た た め 処 理 が 中 止 さ れ た 

| シス テム エラ ー に よっ て プロ グラ ム が 終了 し た 

「 フ ォ ー マ ッ ト し ます か (Y/N) ?」 と いう プロ ンプ ト に 対し て [N] キー が 
押さ れ た た め 処 理 が 中 止 さ きれ た 


ゆー の の 


信 SRAM カー ド お よび ATA/IDE タイ プ の PCMCIA カー ド の フォ ー マ ッ ト 吊 


は 、 次 の よう に 行う 。 


圏 SRAM カー ド 
サイ ズ 書式 
256K バイ ト FORMAT drive:/U /T:64 /N:8 
$12K バイ ト FORMAT drive:/U /T:128 /N:8 
| IM バイ ト FORMAT drive:/U /T:256 /N:8 
2M バイ ト FORMAT drive:/U /T:S12 /N:8 


※ drive 一 一 ソケット に 割り 当て た ドラ イブ 名 


圏 PCMCIA カー ド 

書式 FORMAT drive: /U /T: ト ラッ ク 数 /N:17 
※ drive 一 一 ソケット に 割り 当て た ドラ イブ 名 
※/T: ト ラック 数 一 一 IDE ディ スク の トラ ッ ク 数 


C:\>FORMAT A: /F:729 
末 し い デ ィ ス ケッ ト る も ドラ イブ 上 だ に 入れ て くだ さい 
準備 が で きた ら ENTER キ ー を 押し て くだ さい ..… 





ディ スク の フォ ー マ ッ ト 形 式 を チェ ッ ク し て いま す 
アン フォ ー マ ッ ト 情 報 を 保存 し て いま す 

72K バイ ト ベリファイ 中 で す 

フォ ー マ ッ ト が 終了 し まし た 


ボリ ュー ム ・ ラ ベル を 指定 し て くだ さい 
(半角 11 字 まで , ラベ ル な し は ENTER キ ー) PCDOSV1 
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1VWdO ォ 


と LLVMdO コ ・1VWdO ォ 寺 





・ 全 ディ スク 空間 


73, 112 バイ ト 
バイ ト  : 使用 可能 ディ スク 空間 


73 上 4 112 フ 


1.924: クラ スタ ー 当 り の バイ ト 数 
713: ディ スク 中 の 使用 可能 クタ ラス ター 数 


ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 756-1AEC で す 
別 の ディ スク を フォー マッ ト し ます か (①/N)?N 











関連 コマ ンド 
UNFORMAT ディ スク の 復元 / 復 元 情報 の 有 照合 
FORMAT12 3.5 イン チ デ ィ ス ケッ ト の 1.2M バイ ト フ ォ ー マ ッ ト 


外部 コマ ンド 
FORMAT12 5 


5 インチ ィ スケ ッ ト の 1.2M バ パイ ト フ ォ ー マ ッ ト 














② 3.5 イン チ 2HD ディ スケ ッ ト を 1 .2M バイ ト に フォ ー マ ッ ト す る 。 

② PC-9800 シリ ー ズ な ご ど 、 国 産 機 で の み 使わ れ て いる 3.5 イン チ 1 .2M バ 
イト フォ ー マ ッ ト が 可能 に な る 。 

② サ ポー ト さ れ て いる フォ ー マ ッ ト は 次 の 通り 。 
ディ スケ ッ ト の 種類 | 2HD 


フォ ー マ ッ ト 後 容量 12M バ イト 
セグ クダ / ド ラック 、8 | 15 
バイ ト / セ クタ 1024 512 
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注意 
oe 
い 。 
@ あ ら か じ め $FDD12.SYS を CONFIG.SYS で 登録 し て お く こ と 。 
但 こ の コマ ンド で フォ ー マ ッ ト し た ディ スケ ッ ト に 対し 、 次 の コマ ンド は 使用 
で き な い 。 
SYS、UNDELETE、UNFORMAT、DRIVEPARM、DRIVER.SYS 
CPBACKUP、DATAMON、SSUTIL、SSUNCOMP、SSTOR 


FORMATI2 


外部 コマ ンド 
GRAPHICS 


介 画 の 印刷 











② ス クリ ー ン の ハー ドコ ピー を と る 。 
全 コ マン ド を 実行 する と 、 プ ログ ラム は メモ リ に 常駐 する 。 ハ ー ド コピ ー 
を と る と き は 、| 員 (キー を 押せ ば よい 。 


闇 注 意 


@ GRAPHICS コマ ンド に より 、 メ モリ 常駐 サイ ズ が 増加 する 。 

信 画 面 モ ー ド が 640X480 ドット の グラ フィ ッ ク モ ー ド の 場合 、 画 面 の 内 容 を 
横向 き に 印刷 する 。 ま た 、 カ ラー グラ フィ ッ ク モ ー ド の 場合 は 4 階 調 グレ ー 
スケ ー ル で 印刷 する 。 

⑯ マ ウス が 接続 され て いる シス テム で DOS シェ ル の イメ ー ジ を 印刷 する 場合 、 
印刷 が 終了 する まで の 間 に マ ウス を 動か す と 予期 せ ぬ 結果 に な る こと が ある 。 
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SOIHdVdD・ZLLVMHO ゴ 


SOIHdVd5 


【 日 本 語 モ ー ド の 場合 】 


GRAPHHCS [/H] 


/R 


【 英 語 モ ー ド の 場合 】 
BRAPHES [プリ ンタ タイ プ 「] 
[[ ド ライ ブ :][ パ ス 名 ] フ ァイル 名 ] 





画面 を 反転 せ ず に その まま 印刷 する 


[/N] [/B] [/LCD] 
[/PRINTBOX:STD | /PHINTBOX:LCD] 


プリ ンタ タイ プ 
COLORI 
COLOR4 


COLOR8 


HPDEFAULT 


DESKJET 
GRAPHICS 


GRAHICSWIDE 


LASERJET 
LASERJETH 
PAINTJET 
QUIETJET 


| QUIETJETPLUS 


726 





使用 する プリ ンタ の 種類 を 指定 する 
、 黒 リ ボン 使用 時 の IBM PC カラ ー プ リン タ 


RGB リボ ン 使 用 時 の IBM PC カラ ー プ リン 
タ 


CMY リポ ン 使 用 時 の IBM PC カラ ー プ リ 


ング 


| HP( ヒ ュー レッ ト ・ パ ッ カ ー ド ) PCL プ リ 


ンタ の すべ て の 型 


HP DeskJet プリ ンタ 


IBM PS/55? プリ ンタ 、ESC/P J84 レベ ルプ 
リン タ な ど 

Il1 イン チ 幅 キャ リッ ジ 付 き IBM Personal 
Graphics Printer | 


HP LaserJet プリ ンタ 


HP LaserJetll プ リン タ 


HP PaintJet プリ ンタ 


HP QuietJet プリ ンタ 


HP QuietPluns プリ ンタ 


RUGGEDWRITER HP Ruged Writer プリ ンタ 
RUGGEDWRITERWIDE 。 HP Rugged Writerwide プ リン タ 
THERMAL 、 TBM PC 互換 の 熱転写 プリ ンタ 
THNKJET | HP ThinkJet プリ ンタ 


[ドラ イブ:] [パス 名 ] プリ ンタ プロ ファ イル の 場所 と 名 前 


ファ イル 名 

/R 画面 を 反転 せ ず に その まま 印刷 する 

/B 背景 を カラ ー で 印刷 する 

/LCD 液晶 ディ スプ レイ (LCD) の アス ペク ト 比 率 で 印刷 す 
る 

/PRINTBOX:STD | プリ ント ボッ クス の サイ ズ を 選択 する 


/PRINTBOX:LCD 


関連 コマ ンド 
PRINT バッ ク グ ラウ ンド の 印刷 


中 ELP 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


倫 ヘル プ 情 報 の 表示 














② DOS コマ ンド お よび バッ チコ マン ド の 説明 を 表示 する 。 


HELP [コマ ンド 名 ] 





コマ ンド 名 | 説明 を 表示 させ た い コ マン ド の ファ イル 名 を 指定 する 
な し すべ て の コマ ンド と 簡単 な 説明 が 表示 され る 


第 己 章 DOS コマ ンド リフ ァ レ ンス 7Z 


d1 ヨ H・SOIHdVdb 


QAVMWI・d1 ヨ H 





APPEND 


ASSIGN 
ATTRIB 
BREAK 
CALL 
CD 
CHDIR 
CHEV 
CHKDSK 
CHOICE 
CLS 
COMMAND 
COMP 
COPY 
CPBACKUP 
CPBDIR 
CPSCHED 
(TTY 
DATAMON 
DATE 
DEBUG 





C:\>HELP 
"HELP コマ ンド " と 入力 すれ ば , 指定 され た コマ ンド の 情報 が さら に 表示 され ます 


指定 し た ディ レク トリ ー に ある デー タ ・ フ ァイル を , 現行 ディ レク トリ ー に 
ある か の よう に オー プン で きる よう に し ます 

ドラ イブ へ の ディ スク 操作 要求 を 別 ド ライ ブ へ 割り 振り ます 
ファ イル 属性 を 表示 / 変 更 し ます 

拡張 CTRLIC チェ ッ ク の 設定 や 解除 を し ます 

バッ チ ・ フ ァイル 中 か ら , 別 の バッ チ ・ フ ァイル を 呼び 出し ます 
現行 ディ レク トリ ー を 表示 / 変 更 し ます 

現行 ディ レク トリ ー を 表示 / 変 更 し ます 

日 本 語 環境 と 英語 環境 の 切り 換え を 行い ます 

ディ スク の チェ ッ ク , 及び 状態 の 表示 を し ます 

バッ チ ・ フ ァイル の 中 か ら Y/N な どの 実行 の 選択 を 行い ます 
画面 を 消去 し ます 

DOS コマ ンド ・ イ ンタ ー プ リタ ー を 新しく 起動 し ます 

ファ イル (複数 可 ) の 内 容 を 比較 し ます 

ファ イル (複数 可 ) を 別 の と と ろ へ 複写 し ます 

ディ スク プ デ ィ レ クト リー ファ イル の バッ クア ッ プ を 行い ます 
CPBACKUP で バッ クア ッ プ され た ディ スケ ッ ト の 情報 を 表示 し ます 
SCHEDULE コマ ンド で 予約 し た プロ グラ ム を 自動 実行 する 常駐 プロ グラ ム 
シス テム 制御 の た め の 端 末 デ バイ ス を 変更 し ます 

不 注意 に よる デー タ ・ ロ ス を 防ぐ た め の 和 常駐 プロ グラ ム 

日 付 を 表示 / 変 更 し ます 

プロ グラ ム の テス ト / 編 集 ツ ー ル で ある デバ ッ ガ ー を 起動 し ます 


WI 沿 避 











ウツ グ 


@⑱ あ る コマ ンド の ヘル プ を 表示 させ た い 場 合 、HELP コマ ンド の 他 に 、 コ マ 


ンド の パラ メー タ に /? を 指定 する 方 法 が ある 。 





IBMAVD” 








倫 アン チッ ィ ル ス ( フ ルス クリ ー ン ユー ティ リティ ) 





② フ ルス クリ ー ン 版 の IBM アン チ ウ ィ ル ス /DOS を 起動 する 。 


② ハ ー ド ディ スク や ディ スケ ッ ト を 検査 し 、 既 知 の ウィ スル の 有無 を 調べ る 。 
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IBMAUD 





QAVMWHl 





IBMAVSP アン チ ウ ィ ル ス ( コ マン ドラ イン ユー ティ リティ ) 


第 選 章 DD0S コマ ンド リフ ァ レ ンス 729 


dSAVMWII 





IBMAVSP” 


am 





アン チ ウ ゥ ィ ルス (コマ ンド ライ ン ユ ー テ ィ リ ティ ) アア 





② コ マン ドラ イン 版 の IBM アン チ ウ ィ ル ス /DOS を 起動 する 。 


人 ウィ ルス 感染 が ひど く 、 フ ルス クリ ー ン 版 の IBM アン チ ウ ィ ル 


ス /DOS が 実行 で き な い 状況 で も 起動 で きる 。 
オプ ショ ン を 指定 し な けれ ば 対話 形式 で 実行 され る 。 


IBMAVSP [2?] [*] [* NM] [ドライブ :] 


[-LOB ログ ファ イル 名 ] [-ALLFILES] 
PROGHAMS] [-VLOG] [-NB] [-NLOG] 


COPERNERR] [-CERR] [-IMEM] [-0ONEFLOP] 


as 

Em 

[-NREP] [-NWIPE] [-NFSCAN] [-YREP] 
[-YWIPE] [-YFSCAN] 





? 、 ヘル プ 画 面 を 表示 する 


*N 
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すべ て の ロー カル ハー ド デ ィ スク を 検査 対象 と する 。 こ の 
オプ ショ ン を 指定 する と 、 ど の ドラ イブ を 検査 する か の 問 
い 合 わせ を 行わ な い 


| すべ て の ネッ トワ ー ク ドラ イブ を 検査 対象 と する 。 こ の オ 


プシ ョ ン を 指定 する と 、 ど の ドラ イブ を 検査 する か の 問い 
合わ せ を 行わ な い 

検査 対象 と する ドラ イブ 名 。 複数 の ドラ イブ を 指定 する こ 
と も で きる 。 ド ライ ブ を 指定 し た 場合 は 、 ど の ドラ イブ を 
検査 する か の 問い 合わ せ を 行わ な い 


-LOG 


ログ ファ イル を どこ に 書き 込む か を 指定 する 。 ロ グフ ァ イ 





ニー 
] 
| 
| 
| 





dSAVMI - 


ログ ファ イル 名 ル 名 を 指定 し な けれ ば 、 カ レン トディ レク トリ に 
TBMAVSP.LOG が 書き 込ま れる 
| -ALLFILES 。 指定 し た ドラ イプ の すべ て の ファ イル を 検査 対象 と する 
| -PROGRAMS | 指定 し た ドラ イプ の プロ グラ ム だ け を 検査 対象 と する 
| -VLOG すべ て の 検査 し た ファ イル と プー ト セ クタ 名 を ログ ファ イ 
ル に 記録 する 
-NB 、 ウィ ルス 検出 時 に ビー プ 音 を 出さ き な い 
-NLOG ログ ファ イル を 作成 し な い 
ー-COPENERR オー プン で き な ト い ファ イル が あっ て も ウィ ルス 検査 を 続行 
する | 
-CERR 非 致命 的 エラ ー が 起き て も 、 メ ッ セ ー ジ を 表示 せ ず に 検査 
を 続行 する 
ー-MEM メモ リ だ け を チェ ッ ク す る 
-ONEFLOP 他 の ディ スケ ッ 
-NREP 感染 し た ファ イル や ブー ト セ クタ を 修復 し な の 
-NWIPE 感染 し た ファ イル や プー ト セ クタ を 削除 し な い 
-NFSCAN 検索 中 に ウィ ルス を 発見 し た 場合 、 最 終 的 な 徹底 検査 を 実 
行 し な い 
-YREP 感染 し た ファ イル や ブー ト セ クタ を 修復 する 
-YWIPE 感染 し た ファ イル や ブー ト セ クタ を 削除 する 
-YFSCAN 検索 中 に ウィ ルス を 発見 し た 場合 、 最 終 的 な 徹底 検査 を 自 


動 実行 する 





C: め IBMAVSP 


IBM アン チ ウ ィ ル ス /DOS 


IBM アン チ ウ ィ ル ス /2 
バー ジョ ン 1.02 


5555-937 5555-938 


(C) Copyright IBM Corp. 1989, 1994. すべ て の 権利 を 保有 し て いま す 。 


0.8. Government Users Restricted Rights -- Use, duplication or 





disclosure restricted by GSA ADP Schedule Contract with IBM Corp. 


IBM アン チ ウ ィ ル ス ・ ス タン ドア ロー ン ・ プ ログ ラム バー ジョ ン 1.82 
全 ロ ー カ ル ・ ハ ー ド ・ デ ィ ス ク 上 の プロ グラ ム を チェ ッ ク 中 で す 。 
必要 と する 1BMAVASP.LO0G フ ァイル が 格納 され て いる ドラ イブ の ドラ イブ 名 文字 を タイ プ 
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NT1H ヨ 1NI *dSAVMl |ー 





し て くだ さい 。 現行 ディ レク トリ ー 内 の IBMAVSP.LOG が 必要 な 場合 は [Enter] を 押し て 
くだ さい 。 ロ グ ・ フ ァイル が 必要 で な い 場 合 は スペ ー ス ・ キ ー を 押し て くだ さい 。 
ある い は , [タブ ] キー を 押し て か ら ロ グ ・ フ ァイル の 完全 パス 名 を 入力 し て くだ さい : 
ファ イル (IBMAVSP. LOG) ヘ ログ 情報 を 書き 込み 中 で す 。 

1994/93/91 19:36:51 の ウィ ルス の チェ ッ ク を 開始 し て いま す 。 


ウィ ルス の チェ ッ ク は 113 秒 で 完了 し まし た 。 
と の プロ グラ ム が 認識 する ウィ ルス は 見 つか り ま せん で し た 。 











IBMAVD アン チ ウ ィ ル ス ( フ ルス クリ ー ン ユー ティ リティ ) 


INTERLNK ”" 


英 InterLnk クラ イア ント の 設定 














② シ リア ルポ ボー ト 、 あ る い は パラ レル ポー ト どう し を 接続 し た 2 台 の コン ピ 
ュー タ (サー バ と クラ イア ント ) の クラ イア ント 側 を 設定 する 。 

② ク ライ アン ト は 、 サ ー バ の デバ イス を 自分 の ロー カル デバ イス の よう に 利用 
で きる 。 

② サ ー 人 ババ 側 で は INTERSRV コマ ンド を 実行 し て お く 。 


INTERLNK [ドラ イブ 1=[ ド ドラ イブ 2]] 





ドラ イプ 1 リモ ー ト ドラ イブ に 割り 当て る クラ イア ント の ドラ イブ 名 
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! 


ドラ イブ 2 。 ロ ー カ ルド ライ ブ に 割り 当て る サー バ の ドラ イブ 名 
例 INTERLNK を 使う に は 、 あ ら か じ め CONFIG.SYS ファ 
イル で 
DEVICE=C:\DOS\INTERLNK.EXE 
と 記述 し て 、 シ ステ ム に 導入 し て お か な けれ ば な ら な い 
ステ ー タ ス を 表示 する 


中 
計 


注意 
@ INTERLNK コマ ンド で 接続 きれ た ドラ イブ に 対し て 、 次 の コマ ンド は 使 
用 で き な い 。 
FORMAT、IBMAVD、IBMAVSP、SSTOR、SSUTIL 
SSUNCOMP、UNDELETE、UNFORMAT 


INTERSRV サーバ の 設定 


INTERSVR ” 


シリ アル ポー ト 、 あ る い は バラ レル ポー ト ど うし を 接続 し た 2 台 の コン ピ 
ュー タ ( サ ー バ と クラ イア ント ) の サー バ 側 を 設定 する 。 

② シ リア ルポ ボート で 接続 され て いる コン ピュ ー タ に 対し 、 ク ライ アン ト 側 へ 
INTERLNK を リモ ー ト 導入 で きる 。 
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回 


INTERSVR [ドラ イブ :[.…]] [/ パ = ドラ イブ 上 :[…]] 
[/LPT[:][m | アド レス ]] 


[/COM[:][n | アド レス ]] [/BAUD: レー ト ] 
[/B] [/V] 
INTERSVR /RCEOPY 


ドラ イプ: 
/X= ド ライ ブ : 


| /LpT[] [m] 


/LPT[:] [アド レス ] 
/CoM[:] [n] 


| /COoM[:] [アド レス ] 


1 


/BAUD: レー ト 


| /B 





/y 


/RcoPy 
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リダイレクト する ドラ イブ 
リダイレクト し な い ド ライ ブ 

スキ ャ ン す る パラ レル ポー ト 。n を 省略 する と すべ て 
の パラ レル ボー ト を スキ ャ ン す る 

スキ ャ ン す る パラ レル ポー ト ア ドレ ス 

スキ ャ ン す る シリ アル ポー ト を 指定 し ます 。n を 省略 | 
する と すべ て の シリ アル ボー ト を スキ ャ ン す る | 
スキ ャ ン す る シリ アル ポー ト の アド レス 

最大 ボー レー ト を 設定 する 。 有効 な 値 は 115200、 
37600、38400、19200、9600 の いずれ か 

モノ クロ 画面 で 表示 する まま 


シリ アル 接続 時 、INTERLNK 使用 時 に コン ピュ ー 


タ の 機能 が 停止 する よう な 場合 に 設定 する | 
7 線 の り リバ ー ス ケー ブル で 接続 きれ て いる コン ピュ ー 
タ へ 、INTERLNK 関連 ファ イル を リモ ー ト 導入 す 
る 





実行 例 


IBM INIERLNK サー バー Yersion 1.00 


本 機 接続 根 
(サー バー) (レン ルル ルリ 





関連 コマ ンド 


INTERLNK クラ イア ント の 設定 








人 他 の ドラ イブ の 仮想 ディ レク トリ 化 


JOIN ” DD 
ノ 





指定 し た ドラ イブ の ディ レク トリ を 、 他 の ドラ イブ の サブ ディ レク トリ と し 
て 仮想 的 に 扱え る よう に する 。 

⑬ 現 在 、 仮 想 的 に 結合 され て いる ドラ イブ の リス ト を 表示 する 。 

仮想 ディ レク トリ 化 の 設定 を 削除 する 。 
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NIO「・ ヨ ASd ヨ 1NI 


例 AUTOEXEC.BAT 内 で JOIN コマ ンド を 使う こと に より 、 あ た か も る も 結 
合 き され た サブ ディ レク トリ が 、 元 か ら そ こ に あっ た か の よう に 扱う こと 
が で きる 。 


湖 注 意 
人 次 の コマ ンド は 、JOIN コマ ンド で 作成 し た ディ レク トリ で は 機能 し な い 。 
ASSIGN、BACKUP、CHKDSK、DISKCOMP、DISKCOPY 
FDISK、FORMAT、LABEL、MIRROR、RECOVER 
RESTORE、SYS、UNDELETE、UNFORMAT 
8 人 @ JOIN コマ ンド を 実行 し た 後に 、 結 合 し た ドラ イブ に 移動 し た り 、 そ の ドラ 
イブ を 他 の コマ ンド の パラ メー タ と し て 指定 する こと が で き な い 。 


JUN [ドラ イブ 1: [ドラ イブ 2:] パ ス ] 


JOIN ドラ イプ 1: /D 





| ドラ イズ 1 | 灯 食 し を たい ドラ イダ 。  . 。 
| ドラ イブ 2: | 千 合 先 の ア ィ レク トリ の ある ドラ イブ 
パス 結合 先 デ ィ レ クト リ 


例 PATH コマ ンド で 設定 され た 実行 ファ イル 検索 パス を 指 
定 し た 場合 、JOIN コマ ンド が 有効 に な る と 、 本 来 そ の デ 
ィ レ クト リ 内 に ある 実行 ファ イル な ど を 実行 で き な く な る 





」/p 、 JOIN コマ ンド で の 設定 を 解除 する 

な し 現在 結合 され て いる ドラ イブ の リス ト が 表示 され る 
実行 例 

C:\>DIR TEST 


ドラ イブ C の ボリ ュー ム は ERDE-3 きま 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 
ディ レク トリ ー は C:WTEST 
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<DIR> 94-93- 四 117: 
<DIR> 94-8- 外 17:97 
2 個 バイト の ファ イル が あり ます 
636928 劉 バイ ト が 使用 可能 で す 


C:W>2DIR 4: 





ドラ イブ A の ボリ ュー ム は PCDOSV1 すず 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 756-1AEC で す 
ディ レク トリ ー は A:\ 


COMMAND TXT 163124 94-93- 四 19:4g 
1 個 163124 バイ ト の ファ イル が あり ます 
566272 バイ ト が 使用 可能 で す 


「 コ 
ら 
有 


C:\>JOIN AE WTEST 
C:\>DIR TEST 


ドラ イブ C の ボリ ュー ム は RERDE-3 で す 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 
ディ レク トリ ー は C: 果 EST 


COMMAND TXT 163124 94-98- 四 19:49 
1 個 163124 バイ ト の ファ イル が あり ます 
636928 廊 バイ ト が 使用 可能 で す 


C:\>DIR A: 
ドラ イブ 指定 が 無効 で す 


C:\>JOIN A: /D 
C:\>DIR TEST 
ドラ イブ C の ボリ ュー ム は RERDE-3 で す 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 
ディ レク トリ ー は CO: 町 BST 
<DIR> 94-8- 四 17: 殺 
<DIR> 94-93-91 17: 果 
2 個 バイ ト の ファ イル が あり ます 
6369289 バイ ト が 使用 可能 で す 
C:\>DIR A: 


ドラ イブ A の ボリ ュー ム は PCDOSV1 で す 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 756-1AEC で す 
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ディ レル クト リー は ん Y 


COMMAND TXT 163124 94-8- 還 19:49 
1 個 163124 バイ ト の ファ イル が あり ます 
566272 バイ ト が 使用 可能 で す 





ASSIGN 特定 の ドラ イブ に 対す る 操作 の 他 の ドラ イブ へ の 割り 当て 
SUBST 特定 ディ レク トリ の 仮想 ドラ イブ 化 





底 世 YB 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 





W キ 一 ボー ド 配 列 パ ター ン の 選択 





特定 の 言語 用 の キー ボー ド に 合わ せ た 設 定 を 行う 。 


KEYB [XX[,[yWy][,[ ド ライ ブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 ]]] 
[/E] [/ID:mm] 


【CONFIG.SYS の 場合 】 


INSTALL=[[d0S ドラ イブ :]d0s パス ]KEYB.COM 
[xx[,[yWyJ[,[ ド ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 ]]] 
[/E] [/ID:mm] 
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[dos ド ライ 8 


xx、yyy、nnn は それ ぞ れ の 国 別 コ ー ド を 指定 する 
(日 本 の 場合 は 、xx=JP、yyy=932 また は 437。nnn 
は 指定 の 必要 は な い ) 

人 、yyy、nnn に 指定 する 値 は 、 次 の 表 の と お り 


KEYB.COM へ の パス 

































































XX キー ボー ドコ ー ド を 指定 する 
YYy コー ド ペ ー ジ を 指定 する ーー 
[ドラ イブ :] [パス ] | キー ポー ド 定 義 フ ァイル の 場所 と 名 前 (省略 時 の ファ イ | 
ファ イル 名 ル 名 は KEYBOARD.SYS) 
|/E 拡張 キー ボー ド を 使用 する ーー 
| ADamm 使用 する キー ポー ド を 指定 する 。 ーー 




















dos パス 
| を し | 現在 の 設定 が 表示 され る ーー 
上 内 キー ボー ド 配 列 ” サポ ー ト され て いる キー ドー ド ID 
(xx の 値 ) キー ボー ド (yyy の 値 ) (nnn の 値 ) 
_ アルバニア ーー AL 。 852850 。 448 
オー スト ラリ ア _ US | 437.850 | 較 還 還 還 
ベル ギー ーー 明 BE | 8s0437 。 
ポス ニア / ヘ ルツ ェ ゴ YU 852.850 234 。 
ヴィ ナ ー 
| ブラ ジル BR | _830.437 | 
_ ブルガリア BG 855850 ー 442241 
| カナ ダ ( フ ラン ス 語 半 )) CEF 。 。 850866 。 ー 
クロ ア チ ア YU 。 8s52850 。 234 
チェ ュ cz | 852.850 243 
デン マー ク 。 DK 。 80 。 6 
- フィンランド | SU 。 |  s50437 | 
フラ ンス FR | 850.437 120.189 
| ドイ ッ GR | 850.437 
ギリ シャ ー GK 869850 
ハン ガリ ー HU | 852.850 208 
アイ スラ ンド IC 850.861 
| 英語 癌 437.850 
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ヨ A ヨ メ 


イタ リア 6 830.437 141.142 


日 本 JP 437.932 

ラテ ン ア メリ カ | LA | 850.437 

FYR マケドニア (キリ YC | 855.852 I18 

ー ル ) 

オラ ンダ | NL 850.437 

メ 友 あど NO 830 

ポー ラン ド | PL | 852.850 214 

ポル ト が ガル PO 850.860 | 

ルー マニ ア RO | 852.850 446 

9 | RU | 866 441.443.341 
(ロシア 語 
DOS の み ) 

セル ビア / モ ン テ ネ グ YC | 855.852 Il8 

ロ ( キ リー ル ) 

スロ バキ ア | SL | 852.850 245 

スロ ベニ ア | YU | 852.850 ーー 234 

スペ イン | SP | 850.437 | 

スウ ェ ー デ アン | SV | 850.437 

スイ ス ( フ ラン ス 語 園 ) SF | 850.437 

スイ ス ( ド イツ 語 園 ) SG | 850.437 

トル コ | TR | 857.850 440.179 

イギリス | UK 850.437 166.168 

アメ リカ 合衆国 | US | 437.830 | 

ユー プス ラビ ア | YU | 852.850 | 234 


コマ ンド ライ ン か ら KEYB コマ ンド を 実行 し た 場合 、| + [ 峡 + F1| キー 
を 押す と 、 既 定 値 (US.437) に 戻す こと が で きる 。 メ モリ に 常駐 し た キー ボ 
ー ド 設定 に 戻す に は MM 二 | 牟 F2| キー を 押す 。 

⑱ KEYB コマ ンド は 終了 コー ド を 返す の で 、 バ ッ チ ファ イル 中 で 、IF 
ERRORLEVEL コマ ンド な ど を 使用 する こと に より 制御 する こと が 可能 。 
終了 コー ド は 次 の と お り 。 
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| 生 一 ポー ド 定 義 フ ァイル が 正しく ロー ド さ れ た 


キー ボ 


ドコ ー ド 、 コ ー ド ペー ジ ま た は 構文 が 不正 で あっ た 





、 CON デバ イス (キー ボー ド と 画面 ) と の 通信 中 に エラ ー が 発生 し た 
要求 きれ た コー ド ペ ー ジ が 存在 し な い 


CHCP コー ド ペ ー ジ の 切り 奉 え / 表 示 





LABEL ” 


0 

1 

2 キー ボー ド 定 義 フ ァイル の 内 容 が 不正 で あっ た 
ンー 

3 





1 ヨ ヨ V 1・ ヨ 人 ヨメ エメ 


W ポ リ ュー ムラ ベル の 作成 / 変 更 / 削 除 








ディス ケッ ト に 付け る 名 前 で ある ボリ ュー ムラ ベル を 作成 / 変 更 / 削 除 す る 。 





ボリ ュー ム 
ラベ ル 名 


PAN 


ラベ ル を 付け た い ド ライ ブ 名 
人 ASSIGN、JOIN、SUBST コマ ンド な ど に より 作成 され た 
ドラ イブ に は 使用 で き な い 
新しい 名 前 を 指定 する 
ボリ ュー ムラ ベル 名 は 半角 文字 で 最大 11 文字 まで 。 ボ リュ 
ー ム ラベ ル 名 に は 空白 を 使用 する こと が で きる が 、 タ ブ 記 


号 と 次 の 文字 を 使用 で き な い 
2 / 半 | .。j ュ キテ =[]()& く > リ 
ラベ ル を 入力 する た め の メ ッ セ ー ジ が 表示 され る 。 こ こ で 何 も 
入力 せ ず に [ 財 | キー を 押す こと で 、 現 在 の ラベ ル を 削除 する こと 
が で きる 
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ら 
四 
四 


C:\>LABEL 

ドラ イブ C: の ボリ ュー ム は ERDE-3 

ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 

ボリ ュー ム ・ ラ ベル を 指定 し て くだ さい 

(半角 11 文 字 ま で , ラベ ル な し は ENTER キ ー) ERDE-3 





(0) わ 











関連 コマ ンド 
DIR ファ イル リス ト の 表示 
VOL ボリ ュー ムラ ベル と シリ アル 番号 の 表示 


LOADFIX" 


倫 パッ ツク ファ イル 破 震 対 策 














② プ ログ ラム を メモ リ の 最初 の 64K バイ ト よ り 上 に 読み 込み 、 実 行 する 。 
② ブ ログ ラム を 実行 し よう と し て 
パッ ク さ れ た ファ イル が 正しく あり ませ ん 
Packed file corrupt 
と いう パッ ク フ ァ イル 破壊 の メッ セー ジ が 表示 され た 場合 、 こ の コマ ンド を 
併用 する 。 


LOADFIX [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 


[ドラ イブ :] し パス ] フ ァイル 名 実行 し よう と する プロ グラ ム フ ァ イル 
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LOADHIGH(LH) だ.。 


、、 人 の 溝 中 ブログ ラム の UME メモ リ へ の 組み 込み 








② 常 駐 プ ログ ラム を UMB メモ リ に 組み 込む 。 
全 UMB メモ リ へ 常駐 プロ グラ ム を 組み 込む せこ と に より 、 今 まで メイ ン メ 
モリ に 組み 込ん で いた 分 が な く な る の で 使用 可能 な メイ ン メ モリ 量 が 増 
お:。 
拓 注意 
@ LOADHIGH コマ ンド を 使用 する た め に は 、CONFIG.SYS に DOS=UMB 
と 記述 し 、UMB メ モリ を 使用 可能 に し な けれ ば な ら な い 。 
@⑯ プ ログ ラム を UMB メ モリ に 組み 込む 前 に 、CONFIG.SYS で UMB メ モリ 
マネ ー ジ ャ (HIMEM.SYS お よび EMM386.EXE) を 導入 し な けれ ば な ら な い 。 


LOADHIGH(LH) [ドラ イブ :] [パス ] フ ァイル 名 





[パラ メー タ ] 
[ドラ イブ :] レス] 組み 込み た い プ ログ ラム ファ イル 
ファ イル 名 
の N ラ メー プロ グラ ム で 使用 する スイ ッ チ な どの パラ メー タ を 
指定 する 
テク ニッ ク 


⑱ LOADHIGH コマ ンド は 通常 、AUTOEXEC.BAT に 組み 込ん で 使う 。 組 み 
込む べき 順番 は 、 フ ァイル サイ ズ の 大 き な も の か ら で あ る 。 
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MEM 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


偽り 合用 状況 の 表示 








シス テム で 使用 中 の メモ リ と 、 利 用 で きる メモ リ の 量 を 表示 し た り 、 メ モリ 

ミ が どの よう に 振り 分 けら れ て いる か な ご ど を 表示 する 。 
人 MEM コマ ンド を 使用 する こと に より 、 シ ステ ム 全 体 の メモ リ が どの 
よう な 構成 に な っ て いる か が すぐ に わか る 。 ま た 、 現 在 組み 込ま れ て い 
る プロ グラ ム が どの アド レス に 存在 する か 、 組 み 込 まれ た デバ イス ドラ 

イ バ が どの アド レス に 存在 する か な ども わか る 。 
発 コ マン ドラ イン か ら set no_sep 三 on を 実行 し て お く と 数 値 の カン マ 区 

切り は 表示 され な く な る 。 


MEM [/CLLASIFY | /FREE | /DEBUG| MODULE: モ ジュ ー ル 名 ] 


[/PAGE] 





/CLASSIFY メイ ン メ モリ お よび UMB メ モリ に 組み 込ま れ た プロ グラ ム 
の 現在 の 状態 を 表示 する 。/C と 省略 可 


/FREE 基本 メモ リ と UMB メ モリ の 空き 領域 リス ト を 表示 する 。/F と 
省略 可 
/DEBUG メモ リ に 組み 込ま れ て いる プロ グラ ム お よび デバ イス ドラ イ 


バ の 現在 の 状態 を 表示 する 。 ま た 、 プ ログ ラマ に と っ て 必要 
な メモ リ に 関す る 情報 を 表示 する 。/D と 省略 可 
/MODULE: 指定 し た プロ グラ ム モ ジュ ー ル の メモ リ 使 用 状況 を 表示 す 
モジ ュー ル 名 る 。/M と 省略 可 


/PAGE 画面 表示 を 1 画面 ご と に 一 時 停止 する 
な し すべ て の メモ リ の 状態 を 表示 する 
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C:\>MEM /CLASSIFY 





1MB 以下 の メモ リー を 使用 し て いる プロ グラ ム プ ドラ イベ バー : 


名 前 合 『 = 基本 メモ リー + UMB メモ リー 
IBMDOS 15.773 (15K) 15,773 (15K) 『  ( 跳 ) 
HIMEM 1,129 (IK) 1, 129 (1K) 多 ( 九 ) 
MMM386 3, 72 (3K) 3, 72 (3K) 9 ( 貴 ) 
$FONT 4.889 (5K) 4.888 (5K) りり ( 跳 ) 
$DISP 22,489 (22K) 22.489 (22K) り ( 巡 ) 
ANSI 4, 464 (4K) 4, 464 (4K) 六 ( 嘱 ) 
VJEB 22.432 (22K) 22,432 (22K) ! ( 雅 ) 
COMMAND 5, 72 (5K) 5, 972 (5K) 六 ( 學 ) 
IPX 17.744 (17K) 17.744 (17K) 9 (中) 
NETX 42.896 (42K) 42,.896 (42K) 六 ( 嘱 ) 
COMMAND 5,536 (5K) 5,536 (5K) 六 ( 妙 ) 
IBMAVSH 656 (1K) 656 (1K) り ( 貴 ) 
VZIBMJ 2, 624 (3K) 2,. 624 (3K) 六 ( 路 ) 
SMARTDRV 28,384 (28K) 六 ( 現 ) 28.384 (28K) 
4 571,.594 (558K) 596,592 (495K) 64.912 (63K) 
メモ リー の 概要 : 
メモ リー の タイ プ サイ ズ = 使用 済 使用 可能 
基本 655.369 (64 學 ) 148.768 (145K) 596,592 (495K) 
UMB 93, 296 (91K) 28,384 (28K) 64,912 (63K) 
アダ プ タ RAM/ROM 131,972 (128K) 131.972 (128K) 
XMS* メモ リー 
シス テム 全 メ モリ 
1MB 以下 全 ス モリ 
全 BMS メモ リー 


7,598,889 (7,333K) 


8,388,698 (8,192K) 


748,656 (731K) 


使用 可能 BMS* メモ リー 


* RMM386 は 凶 S メ モリ ー を 提供 する た め 必 要 に 応じ て XMS メ モリ ー を 使用 し ます 。 
MS メ モリ ー と XMS メ モリ ー の 使用 可能 サイ ズ は 対応 し て 変わ る と と が あり ます 。 


実行 可能 プロ グラ ム 最大 サイ ズ 
使用 可能 最大 UMB メモ リー 
DOS は HMA 領域 に 常駐 し て いま す 


3.799,952 (3,.711K) 


4.198,176 (4, 四 2K) 
177.152 (173K) 


1.441.792 (1.498K) 
り (@%) 


(494K) 
(63K) 


595, 728 
64. 864 


9  (WK) 
3.798,928 (3.622K) 


4.28, 432 (4,18 碗 ) 
571,594 (558K) 








CHKDSK 


ディ スク の チェ ッ ク / 修 復 
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W ヨ W 


(qW)dIQW 





MKDIR(MD) 内 部 コマ ンド / ネ ッ 0 
NA ディ レク トリ の 作成 ソノ 











ディ レク トリ の 作成 を 行う 。 
RIR 式 
MKDIR(MD) [ 下 ラ イブ :] バ パス 
ドラ イプ: | ディ レク トリ を 作成 する ドラ イブ 
パス 新しい ディ レク トリ の 場所 と 名 前 
実行 例 
C:\>DIR 


ドラ イブ A の ボリ ュー ム は PCDOSV1 で すず 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 9756-1ARC で す 
ディ レク トリ ー は Ai\ 


COMMAND TXT 163124 94-93- 四 19:4g 
163124 バイ ト の ファ イル が あり ます 
566272 バイ ト が 使用 可能 で す 
C:\>MKDIR PCDOSV 
C:\>DIR 
ドラ イブ A の ボリ ュー ム は PCDOSV1 1 す 


ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 56-1AEC で す 
ディ レク トリ ー は ACT 
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COMMAND TXT 163124 94-93- 釘 19:4M 
PCDOSV <DIR> 94-93- 久 19:45 
2 個 163124 バイ ト の ファ イル が あり ます 
565248 バイ ト が 使用 可能 で す 








関連 コマ ント 
CHDIR カレ ント ディ レク トリ の 変更 
RMDIR ディ レク トリ の 削除 


MODE 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 
[|】 


きら レル ポー ト の 設定 











機 能 / 
印刷 な ど で 使用 する パラ レル ポー ト (LPT1、LPT2、LPT3) に 接続 され て い 
る プリ ンタ の 設定 を 行う 。 
例 IBM 三 換 プ リン タ お よび ESC/P プリ ンタ は 、DOS 上 で 設定 を 行う こ 
と が で きる 。 


MODE LPTm[:] [COLS=e] [LINES=m] [HETRY=r] 


MODE LPTm[:] [cl][,[n]L,r]] 





LPTn |:] プリ ンタ が 接続 され て いる パラ レル ポー ト 番 号 を 指定 する (n 
は 1 一 3) 
発 バ パラ レル プリ ンタ の モー ド で は 、 リ ダイ レク ト 時 に 、 
| PRN と LPTI の どちら を 使っ て も よい 
COLS=c 1 行 当 た り に 印刷 する 文字 数 (カラ ム ) を 指定 する 
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LINES=n 1 イン チ 当 た り に 印刷 する 行 数 を 指定 する 
RETRY=r パラ レル プリ ンタ へ 出力 し た と き に 、 プ リン タ か ら の 反応 が 
な い 場 合 に どの よう に する か を 指定 する 
ネッ トワ ー ク 上 の プリ ンタ の 設定 を 行う 場合 、r を 設定 し 


て は いけ な い 
| W E 一 ポー ト が 使用 中 の と き は 、 状況 と そ チ ェ ッ ク し て “ エ 
ラー" を 返す 
B 一 ボート が 使用 中 の と き は 、 状況 を チェ ッ ク し て “ 使 
用 中 " を 返す 


P 一 プリ ンタ が 出力 を 受け 付け る まで 再 試行 を 継続 する 
@ タ イム アウ トル ー プ を 中 止 す る に は 、mwl キー を 押す 
R 一 ポー ト が 使用 中 の と き は 、 状 況 を チェ ッ ク し て '" 動 
作 可 能 ” を 返す 
N 一 再 試行 を 行わ な い ( 省 略 時 の 設定 ) 
書式 の 2 行 目 の よう に 、COLS=、LINES=、RETRY= を 
省略 し て 、 数 値 の み を 指定 で きる 


ヨロ OW 





外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


MODE 。 


② 通 信 な ど で 使用 する シリ アル ポー ト の 設定 を 行う 。 
発 シ リア ルポ ボー ト の 設定 を 行わ な いと 、CTTY コマ ンド で 入出 力 を 
COMI な ど に 変更 し て も 入出 力 が で き な い 。 








MODE COMm[:] [BAUD=h] [PARITY=p] [DATA=d] 


[STOP=s] [RETRY=r] 
MODE COMm[:] [M[,[,』L,s[,]]]] 
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COMm[:] ポー ト を 指定 する (m は 1 一 4④ 





BAUD=b 転送 速度 を 指定 する 。b の 値 は 次 の と お り 
11 一 110bps 
15 一 150bps 
30 一 300bps 
60 一 600bps 
12 一 1200bps 
24 一 2400bps 
48 一 4800bps ミ 
96 一 9600bps 9 
| 19 一 19,200bps 
PARITY=p パリ ティ ビッ ト を 指定 する 。p の 値 は 次 の と お り 
N 一座 し 
E 一 偶数 
O 一 奇数 
M 一 マー ク 
| S 一 スペ ー ス 
DATA=d 。 デー タビ ッ ト を 指定 する 。d の 値 は $ 一 8 | 
| STOP=s ストップ ビッ ト を 指定 する 。s の 値 は 1、1.5 また は 2 | 


RETRY=r パラ レル プリ ンタ へ の 出力 時 に プリ ンタ が 反応 し な い 場 合 の 
、 処理 を 指定 する 。r に 指定 で きる 値 は 次 の と お り 
人 ネット ワー ク 上 の プリ ンタ の 設定 を 行う 場合 、r を 設定 し 
て は いけ な い 。 
E 一 ボート が 使用 中 の と き は 、 状況 と そ チ ェ ッ ク し て “ エ 
ラー" を 返す 
B 一 ポート が 使用 中 の と き は 、 状況 と チェ ッ ク し て “ 使 
用 中 " を 返す 
P 一 受信 側が 出力 を 受け つけ る まで 再 試行 を 継続 する 
R 一 ポー ト が 使用 中 の と き は 、 状 況 と チェック し て “ 動 
作 可 能 ” を 返す | 
N 一 再 試行 を 行わ な い ( 省 略 時 の 設定 ) | 
書式 の 2 行 目 の よ うに 、BAUD=、PARITY=、DATA=、 | 
STOP=、RETRY= を 省略 し て 、 数 値 の み を 指定 で きる 
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MODE 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 了 


、K デバ イス の 状態 の 表示 








シス テム に 導入 され て いる デバ イス の 状態 を 表示 する 。 
書 式 
MODE [デバ イス ] [/STA[TUS]] 
デバ イス | 状態 を 表示 し た い デ バイ ス 名 を 指定 する 
/STA [TUS] パラ レル プリ ンタ の 状態 を 表示 させ る 場合 に 指定 する 
な し パラ レル プリ ンタ 以外 の すべ て の デバ イス の 状態 を 表示 する 
実行 例 
Ci\>MODE 
装置 LPT1: の 状況 
LPT1: は 割当 て 変更 され て いま せん 
Retry=NONE 


デバ イス は コー ド ペ ー ジ 機能 を 持ち ませ ん . 
装置 LPT2: の 状況 


LPT2: は 割当 て 変更 され て いま せん 
Retry=NONE 


デバ イス は コー ド ペ ー ジ 機能 も 持ち ませ ん . 
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装置 LPT3: の 状況 
LPT3: は 割当 て 変更 され て いま せん 
Retry=NONE 


デバ イス は コー ド ペ ー ジ 機能 を 持ち ませ ん . 


装置 CON: の 状況 


Columns=89 
Lines=25 


デバ イス は コー ド ペ ー ジ 機能 を 持ち ませ ん . 


装置 COM1: の 状況 


Retry=NONE 
装置 COM2: の 状況 


Retry=NONE 











MODE : 


外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 





、 久 リダイレクト の 印刷 





パラ レル ポー ト の 出力 を シリ アル ボー ト に リダイレクト する 。 
シリア ルポ ボート に 接続 きれ た プリ ンタ ヘリ ダイ レク ト を 行い た い 時 に 使 


用 する 。 
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MODE LPTm[:]=COMm[:] 





WM LPTn [:] リダイレクト され る パラ レル ポー ト を 指定 する (nm は 1 一 3) 


〇 


品 


COMm [:] シリ アル ポー ト を 指定 する (m は 1 一 ④ 


MODE @ シリ アル ポー ト の 設定 


外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 / 英 語 モ ー ド の み 
MODE 
倫 デバ イス コー ド ペ ー ジ の 設定 


② パ ラ レ ル プリ ンタ また は コン ソー ル 用 の コー ド ペ ー ジ を 準備 する 。 

パラ レル プリ ンタ また は コン ソー ル 用 の コー ド ペ ー ジ を 選択 する 。 

② パ ラ レ ル プリ ンタ また は コン ソー ル 用 の コー ド ペ ー ジ を 補充 する 。 

② パ ラ レ ル プリ ンタ また は コン ソー ル 用 の コー ド ペ ー ジ 番号 を 表示 する 。 
休 単 一 の デバ イス に 対す る コー ド ペ ー ジ の 設定 を 行う た め に 使用 する 。 


湖 注 意 


信 次 の 特定 の デバ イス に 対応 する $ つの CPI( コ ユー ド ペ ー ジ 情報 ) ファ イル が あ 









る 。 
EGA.CPI 拡張 グラ フィ ッ ク ア ダ プ タ (EGA) 、IBM Personal System/2、 
Personal System/35$ 
4204.CPI | IBM Proprinter、 Proprinter XL 
4208.CPI IBM Proprinter X24、Proprinter XL24 
3202.CPI | IBM Quietwriter III 
PPDS.CPI IBM レー ザー プリ ンタ モデ ル 4019 
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デバ イス 名 〔0ODEPAGE(CP) PHEPAHE(PREP) 
=((WWW[…]) [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 ) 


デバ イス 名 CODEPABECP) SELEET(SE) =yWy 
デバ イス 名 CODEPAGE(CP) REFRESH(REF) 
デバ イス 名 CODEPAGE(GP) [/STALTUS]] 





ミ 
デバ イス 名 デバ イス を 指定 する (CON、LPTI、LPT2、 お よび 9 
、 LPT3) 
CODEPAGE(CP) 設定 すべ き コ ー ド ペー ジ を 指定 する 
PREPARE(PREP) 
yyy 準備 また は 選択 する コー ド ペ ー ジ の 番号 を 指定 する 
437 一 米国 


850 一 多国 語 ( ラ テン 1) 
852 一 多国 語 ( ラ テン II) 
855 一 多国 語 ( キ リー ル ) 
857 一 トル コ 語 
860 一 ポル ト ガ ル 語 
861 一 アイ スラ ンド 語 | 
863 一 カナ ダ ・ フ ラン ス 語 
866 一 ロシア 語 ( ロ シア 語 DOS の み ) | 
| 869 一 ギリ シャ 語 
[ドラ イブ :] じ パ ス ] コー ド ペ ー ジ 情報 ファ イル の ファ イル 名 や パス 
ファ イル 名 


CODEPAGE(CP) 選択 され ん た デバ イス で 使用 する コー ド ペ ー ジ を 指定 す 
SELECT(SEL) | る 

CODEPAGE(CP) ュー ド ペ ー ジ の 補充 を 行う 
REFRESH(REF) 

| /STA [TUS] 指定 され た デバ イス 用 に 準備 また は 選択 され た 現在 の 


コー ド ペ ー ジ の 番号 を 表示 する 
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CHCP コー ド ペ ー ジ の 切り 替え / 表 示 
NLSFUNC 拡張 国 別 情報 の 利用 





| MODE 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 
【67 


ヨロ OW 





、 人 の ティ スプ レイ モー ド の 設定 


② 現 在 使用 し て いる ディ スプ レイ アダ ブタ の ディ スプ レイ モー ド を 選択 する 。 
② 現 在 使用 し て いる ディ スプ レイ アダ ブタ の 設定 を 変更 する 。 
ぐ 英 語 モ ー ド で は 、 画 面 の 行 当 た り の 文字 数 や 色 な ど を 選択 する こと が で 
きる 。 


湖 注意 
人 日 本 語 モ ー ド で は 、 単 一 の ディ スプ レイ モー ド し か サポ ー ト し て いな い の で 
使用 し て も 意味 は な い 。 





【 日 本 語 モ ー ド の 場合 】 


M0DE [ディ スプ レイ モー ド ] 





ディ スプ レイ モー ド 設定 の 種類 を 指定 する 
CO80 一 カラ ー を 使用 可能 に し 、 行 当たり 80 文 
字 幅 に する 
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【 英 語 モ ー ド の 場合 ] 


MODE [ディ スプ レイ モー ド ][,shif[,T]] 


MODE [ディ スプ レイ モー ド ][,I] 
MODE CON[:] [COLS=e] [LINES=n] 





。 ディ スプ レイ モー ド 設定 の 種類 を 指定 する 
40 また は 80 一 - 1 行 当たり の 文字 数 
BW40 
また は BWS80 一 表示 モー ド を 単色 に し 、 画 面 の 
1 行 当たり に 40 文 字 ま た は 80 | 
文字 の 幅 を 設定 する 


ヨ QOW 


CO40 

また は CO80O 一 表示 モー ド を カラ ー に し 、 画 面 
の 1 行 当 た り に 40 文 字 ま た は 80 
文字 の 幅 を 設定 する 





MONO 表示 モー ド を モノ クロ に し 、 画 面 
の 1 行 当 た り に 80 文字 の 幅 を 設 
定 する 
shift | CGA の 画面 を 左右 の どちら に 移動 させ る か を 指定 す 
る (L また は R) 
| * 、 画面 に テス トバ パター ン を 表示 させ る 
CON[:] | コン ソー ル を 指定 する 
、。 COLS=c 、 1 行 当たり の 文字 数 (カラ ム ) を 指定 する (40 また は 80) 
LINES=n 画面 に 表示 で きる 行 数 を 指定 する (25、43 お よび 50) 
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MODE 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 
の 


倫 キ 一 ポー ド の タイ プ 吉 度 の 設定 











引 
② キ ー ボ ー ド の タイ プ 速 度 を 、 レ ー ト と ディ レイ で 調整 する 。 
⑥ キ ー ポ ー ド を 押し 続け た (キー を リピ ー ト する と いう ) と き に 、 文 字 が 線 
り 返 し 入力 され る が 、 そ の 間隔 な ど を 設定 する た め に 使用 する 。 
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MODE CON[:] [HATE=r DELAY=d] 





RATE=r キー を リピ ー ト し た と き 、 繰 り 返し 文字 が 入力 され る 速度 を 指 
| 定 す る (1 一 32) 
DELAY=d キー を リピ ー ト し た と き 、DOS が 文字 の 反復 を 始め る まで に 経 
過す る 時 間 を 指定 する (1 一 4④) 
RATE=r と DELAY=d は 、 同時 に 指定 し な けれ ば な ら な い 


/ MORE 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


、 人 の = ュ ス ト フ ァイル の 画面 単位 で の 表示 














② 長 い テ キス ト フ ァイル の 画面 出力 を 1 画面 ずつ 表示 させ る 。 
す MORE コマ ンド を 使用 する と 、1 画 面 分 表示 し た 後に 、“-- つ ブ 
く 一 "と 表示 され 、 続 き が ある こと を 示す 。 次 の 画面 を 表示 させ る に 
は 任意 の キー を 押す 。 


756 


書 RM 


MORE < [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 


コマ ンド 名 | MOHE 





[ドラ イブ :] レス] 表示 し た い フ ァイル を 指定 する 。 必 要 が あれ ば ドラ イ 


ファ イル 名 プ 、 パ ス も 指定 する 
コマ ンド 名 表示 し た い ア ー タ を 出力 する コマ ンド を 指定 する 

8 

W 





C:\DOS>DIR | MORE 


ドラ イブ C の ボリ ュー ム ば ERDE-3 NN 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 
ディ レク トリ ー は C:D05 


<DIR> 94- 的 -89 22:34 
<DIR> 94-2-9 22:34 


DATA <DIR> 94-82-99 22:34 
PS2 <DIR> 94-92-89 22:34 
SYSTBM <DIB> 94-92- 的 22:34 


$ANSI SYS 9,811 93-12-83 6:19 
$DISP SYS 26,711 93-12-93 6:19 
$FDD12 SYS 19,394 93-12-93 6:19 
$FONT SYS 26,91 93-12-83 6:19 
$IAESKK SYS 19,717 93-12-3 6:19 
$IAS SUB 41,459 93-12-93 6:19 
$IAS SYS 13,6 劉 93-12-93 6:19 
$PRN SYS 3.298 93-12-93 6:19 


32795259 COM 22 93-12-93 6:1M 
421 CPI 26,429 93-12-3 6:19 
4296 CPI 115 93-12-93 6:1M 
ADMIN PREF 715 93-12-8 6:19 


ANSI SYS 9,.549 93-12-93 6:1M 
APPEND REXE 98.595 93-12-09 6:1 り 
し つう 4 財 
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TNIOW・ ヨ HOW 


@ LETTER.TXT と いう 長い ファ イル が あり 、 そ の 内 容 を 1 画面 ずつ で 見 た 
い 場 合 は 、 次 の いずれ か の よう に MORE コマ ンド を 使用 する 。 
C:\>MORE < LETTER.TXT |J 
C:\>TYPE LETTER.TXTIMORE Jl 


関連 コマ ンド 
TYPE テキ スト ファ イル の 内 容 表示 


MOUNT ” 


人 圧 傘 デ ィ ス ク の マウ ント 














⑬ SuperStor/DS で 圧縮 し た ディ スク を マウ ント し 、 ア クセ ス で きる よう に 
する 。 


MOUNT ドラ イブ :[ パ ス ] [マウ ント ドラ イブ ID] 


MOUNT /V 





ドラ イブ : [し レ パス] マウ ント する SuperStor/DS ディ スク の ドラ イブ と パ 
ス 名 

[マウ ント ドラ イブ | SuperStor/DS ディ スク に マウ ント する ドラ イブ ID 

ID] 

/y | マウ ント 可能 な ドラ イブ の 表示 
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六 注 意 


@ Windows な どの マル チタ スク 環境 で は 実行 で き な い 














C:\>mount /v 

SuperStor/DS (R) マウ ント ・ ユ ー テ ィ リ ティ ー 

Copyright (c) Addstor, Inc. 1993. All rights reserved. 

ド 277′ 277′ / CVE 名 2 -2 合 計 空き 合計 

A 取り 外し 可能 ドラ イブ 1.39 MB 多 . 25 MB 
1 H:\DBLSPACE. 久 9 51.19 MB 22.74 MB 
D ロー カル ・ ハ ー ド ・ ド ライ ブ 79.81 MB 8.92 MB 
M ロー カル ・ ハ ー ド ・ ド ライ ブ 79.81 MB 1. 劉 MB 
『 ロー カル ・ ハ ー ド ・ ド ライ ブ 79.81 MB 73.48 MB 
G ロー カル ・ ハ ー ド ・ ド ライ ブ 78.81 MB 78.38 MB 
H ロー カル ・ ハ ー ド ・ ド ライ ブ 28.91 MB 3.16 MB 
| マウ ント に 使用 可能 
J マウ ント に 使用 可能 
K マウ ント に 使用 可能 

CO:\ ま > 

/ 
関連 コマ ンド 





UNMOUNT 圧縮 ボリ ュー ム フ ァ イル 用 ドラ イブ の マウ ント 解除 


MOUSE ” 


倫 マウ ス ド ラ イ バ の イン スト ー ル 











② マ ウス ドラ イ バ を イン スト ー ル し 、 マ ウス を 使用 可能 に する 。 
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ヨ SrT1OW・1NTIOW 


MOUSE [/B| /Cm| /Im| /Z] [/Hm] [/Hm] [/VWm] [/Sn] 


[/Pm] [/Nm] [/M] [/Y] [/0r] [/KC] 
[/KPnSm] [/KPnSm] [OFF] 





ミ | /B | ッ ペ スマ アタ ウス 
5 /Cn | シリ アル マウ ス 。n は ポー ト 番 号 で 1 また は 2 
6 /In イン ポー トマ ウス 。n は ポー ト 番 号 で 1 また は 2 
8 /Z | PS/2 マウ ス 
還 /Rn 割り 込み レー ト 。n は 割り 込み レー ト で 0 一 4 の 値 
、/Hn 。 水平 方 向 感度 。n は 0 一 100 の 値 
/Vn 、 垂直 方 向 感度 。n は 0 一 100 の 値 
/sn 、 水平 垂直 方 向 感度 。n は 0 100 の 値 
/Pn | 加速 度 プ アロ ファ イル 。n は 1 一 4 の 値 
/Nn カー ソル 動作 の 緩慢 さ 。n は 緩慢 動作 の 遅延 値 で 0 255 
/M 、 デフ ォ ル ト の カー ソル 
| /y | ハー ドウ ェ ア カ ー ソ ル を 使用 する 
/Or | 回 転 角度 。r は 0 一 359 の 値 
/kc | クリ ッ ク の ロッ ク を 有効 に する 
/KPnSm 一 次 ポタ ン 選 択 の 指定 
/KPnSm | 二 次 ボ タン 選択 の 指定 
OFF | マウ ス ド ラ イ バ を メモ リ か ら 削 除 す る 









MOVE ” 


倫 ファ イル 移動 / デ ィ レ クト リ 名 の 変更 








ディ レク トリ 間 で ファ イル を 移動 する 。 
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② フ ァイル と ディ レク トリ の 名 前 を 変更 する 。 


【 フ ァイル 移動 】 


MOVE [/Y | /-Y] [ドラ イブ 1:][ パ ス 1] フ ァイル 名 1[.…] 
[ドラ イブ 2:][ パ ス 2] 





/Y ディ レク トリ の 作成 また は ファ イル 上 書き を 確認 
二 
、 ディ レク トリ の 作成 また は ファ イル 上 書き を する 場 
合 に 確認 を 求め る 。 省 略 時 の 設定 
[ドラ イブ 1] [パス 1] 移動 し た い フ ァイル の 場所 と 名 前 
。 ファ イル 名 1 | 
[ドラ イブ 2:] [パス 2] 、 移動 する 先 の ディ レク トリ 。1 個 だ け の ファ イル を 移 
動 する 場合 、 フ ァイル 名 を 指定 する と 移動 時 に ファ 
イル 名 が 変更 され る 


Nd 
ヨ AOW 


記 
ズー 
【 


【 デ ィ レ クト リ 名 変更 】 


MOVE [ドラ イブ :][ バ パス] ディ レク トリ 名 1 


ディ レク トリ 名 2 





| [ドラ イブ :] [パス ] ア ィ レ クト リ 名 1 | 変更 し た い デ ィ レ クト リ 
ディ レク トリ 名 2 新しい ディ レク トリ 名 


湖 注意 


念 指定 し た 移動 先 に 同名 ファ イル が あっ た 場合 、 移 動 先 の ファ イル は 上 書き さ 
れる 。 


COPY ファ イル の 複写 / 結 合 
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MSCDEX “ 


、 CD-ROM ドラ イブ へ の アク セス 








⑫ CD-ROM ドラ イブ に アク セス で きる よう に する 。 


六 注 意 
価 CD-ROM ドラ イブ に 付属 し て いる デバ イス ドラ イ バ を 、 あ ら か じ め 
CONFIG.SYS で 登録 し て お か な けれ ば な ら な い 。 


X ヨ QOSMW 


MSCDEX /0D: デバ イス 名 [/0: デバ イス 名 ] [/E][/K] 


[/S][/V] [/ 上 ドラ イブ 文字 ][/M:m] 





/D: デバ イス 名 1 番目 の CD-ROM デバ イス ドラ イ バ 名 。CONFIG.SYS 
で 登録 する CD-ROM デバ イス ドラ イ バ の /D スイ ッ チ の 
指定 と 一 致し て いな けれ ば な ら な い 。CD-ROM ドラ イ バ 
は 複数 導入 する こと が で きる 


/E CD-ROM ドラ イ バ に EMS メモ リ に セク タバ ッ フ ァ を 保 
、 管 す る よう 指示 する 
/K | 漢字 の CD-ROM ボリューム を 認識 する よう に 指示 する 
/S 、 サー バ 用 に CD-ROM ドラ イブ の 共有 する 
/V 実行 時 に メモ リ 情 報 を 表示 する 
/L: ドラ イブ 文字 1 番目 の CD-ROM ドラ イブ に 割り 当て る ドラ イブ 文字 
| Nm セク タバ ッ フ ァ の 数 
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外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 
NLSFUNC 





倫 拡張 国史 情報 の 利用 





② 拡 張 国史 情報 を サポ ー ト する 。 


人 コード ペ ー ジ 切り 替え に 対応 し て いる 装置 (プリ ンタ や ディ スプ レイ な 


ど ) の コー ド ペ ー ジ を 、CHCP コマ ンド で 切り 替え られ る よう に する 。 


MLSFUNC [[ ド ライ ブ :][ パ ス ] 国 ファ イル 名 ] 


[CONFIG.SYS の 場合 】 


INSTALL=[ [OS ドラ イブ :]d0S パス ]NLSFUNC.EXE 
[ 国 フ ァイル 名 ] 


[ドラ イブ :] [パス ] 
| 国 フ ァイル 名 
な 


[dos ドラ イブ :] 
dos パス 





国 別 情報 ファ イル 名 


⑩ CONFIG.SYS の COUNTRY コマ ンド で 指定 され て 


いる 国 別 情報 ファ イル を 使用 する 
@⑥ の 記述 が な い 場合 、 起 動 ド ライ ブ の ルー トディ レ 
クト リ に ある COUNTRY.SYS を 使用 する 
この よう な 順番 で 国 別 情報 を 探す が 、 見 つか ら な 
か っ た 場合 、 NLSFUNC は 組み 込ま れ な い 。 こ の 
と き 特 に エラ ー メ ッ セ ー ジ は 表示 され な い が 、 後 
で CHCP コマ ンド を 実行 し た 場合 に エラ ー メ ッ セ 
ー ジ が 表示 され る 


NLSFUNC.EXE へ の パス 
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ONr1dSTN 


H1Vd・ONTHSTN 





関連 コマ ント 
CHCP コー ド ペ ー ジ の 切り 替え / 表 示 
MODE@ デバ イス コー ド ペ ー ジ の 設定 


PATH 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 内 


人 実行 可能 ファ イル 検索 パス の 設定 / 解 除 / 表 示 ャ グ 














② カ レン トディ レク トリ 外 に ある コマ ンド や バッ チ フ ァイル な どの 実行 可能 フ 
ァイル を 、 指 定 さ れ た ディ レク トリ 内 で 検索 で きる よう に する 。 

〇 現在 、 設 定 さ れ て いる パス を 解除 する 。 

〇 現在 、 設 定 され て いる パス を 表示 する 。 


湖 注 意 


人 @ PATH コマ ンド で 設定 され た ディ レク トリ 内 で 、 拡 張子 が 異な る 同名 の フ 
ァイル を 検索 し た 場合 、 実 行 優先 順位 は 拡張 子 が 「COM」、「EXE」 そ し て 
「BAT」 の 順番 に な る 。 


PATH [[ ド ライ ブ :] バ パス [:…]] 





PATH [:] 
[ドラ イブ :] パ ス 検索 きせ た い パ ス を "で 区 切っ て 指定 する 
具 本 人 PATH コマ ンド で 設定 で きる パス の 長 さ の 限度 は 
127 文字 まで 
現在 の パス の 設定 を すべ て 解除 する 
な し 現在 設定 され て いる パス を 表示 する 
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C:\>PATH 
PATHEZ CEWBATICIWWINIC:WDOSIC:WWINWWORDJIC:WWINYBXC:\BINYTOOL:C:\BINYVZIC:YBINYPENIC:YBINYD 
EMACS:C に WBINYTEXYBIN 





C:\>PATHi 


C:\>PATH 
パス が 定義 され て いま せん 





⑱ PATH コマ ンド を AUTOEXEC.BAT で 実行 する こと に より 、 毎 回 起動 時 
に 自動 的 に 検索 パス を 設定 する こと が で きる 。 





関連 コマ ンド 
APPEND "デー タフ ァイル 検索 パス の 設定 


PCFORMAT ” 


PCMCIA カー ド の フォ ー マ ッ ト 











② PCMCIA SRAM カー ド を フォ ー マ ッ ト す る 。 


PEFORMAT ドラ イブ :[/S:mmmmK | NM ] 


ドラ イブ : | PCMCIA カー ド の ドラ イブ 
/S:nnnnK IM カー ド の サイ ズ (nnnn) と 、 単 位 を K バイ ト (K) ま た は M バ 
イト (M) で 指定 する 
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TVWMdO コ Od・H1TVd 





PCMCS 


W PCMCIA カー ド の 使用 








② PCMCIA カー ドサ ービス ドラ イ バ を 始動 する 。 
② あ ら か じ め CONFIG.SYS ファ イル に 記述 し て お く か 、TSR ファ イル と し 
て メモ リ に 常駐 させ て お か な けれ ば な ら な い 。 


蘭 注 意 


@ PCMCS.EXE は PCMMTD.EXE より 前 に ロー ド し て お か な けれ ば な ら な い 。 
( 講 式 / 


PCMCS [/WAIT=n] [/ADDR=xx] [/IRO=n] 
[/CLIENTS=m] [/FLASH] [/MCA] [/PMOFF] 


[/HEGIONS=m] [/NOPM] [/POLL] [/NOAUTOLK] 
[/VER=n] [/ 人 IRO=xxxx] 





/WAIT=n PCMCIA カー ド 挿 入 確定 時 間 を 指定 する 。n は 待ち 時 間 を 
表す シス テム タイ マテ ィ ッ ク で 、 省 略 時 の 値 は 12 
| /ADDR=xx  。 カー ドサ ービス の 開始 モグ メン ト ア ドレ ス を 指定 する 
/IRQ=n PCMCIA カー ド に 割り 当て る 割り 込み 番号 を 指定 する 。n 


は 8 一 15 まで の 値 で 、 省 略 時 の 値 は 11 
/CLIENTS=n カー ドサ ービス に 登録 で きる クラ イア ント ドラ イブ の 最大 
数 を 指定 する 。 省 略 時 の 値 は 10 


/FLASH | フラ ッシュ ファ イル の コン パチ ビリ ティ モー ド に する 
/MCA 物理 的 な マイ クロ チャ ネル の コン パチ ビリ ティ モー ド に す 
| る 
| /PMOFF パパ ワー セー プ 機 能 を 有効 に する 。 有効 状態 で は 、SUSPEND 


メッ セー ジ が 出る と カー ド は パワ ー ダ ウン され る 
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/REGIONS=n | カー ドサ ービス が 管理 する メモ リ 領 域 の 最 大 数 を 指定 する 。 
省略 時 の 値 は 8 


。/NoPM | パワ ー セ ー プ 機能 を 無効 に する ーー | 
_/PorL | 割り 込み の 代わ り に ポー リン グ を 使用 する 。MCA で は 自動 | 
に 使用 され る | 

| /NOAUTOLK | カー ド の 自動 ロッ ク 機能 を 使用 不可 に する | 
/VER=n 。 ソ ケッ ト の 番号 付け 規則 を 指定 する 。n は 200 また は 201 で | 


意味 は 次 の 通り 
200 一 ソケット の 番号 は 0 か ら 始 まる 
201 一 ソケット の 番号 は 1 から 始 まる 
/XIRQ=xxxx 使用 中 の IRQ を 使わ な いよ うに する 


PCMFDD ” 











二 PCMCIA カー ド で の ディ スケ ッ ト ド ライ ブ エ ミ ュ レ ーション 





② PCMCIA カー ド で 、 ド ライ ブ A、B と し て ディ スケ ッ ト ド ライ ブ を エミ ュ 
レー ショ ン す る 。 

②TSR と し て メモ リ に 常駐 させ る か 、 デ バイ ス ド ラ イ バ と し て 
CONFIG.SYS で 組み 込む 。 





/ADDR =nn メモ リカ ー ド エミ ュ レ ーション 用 の 8K バイ ト の シス テム ウ 
ィ ン ド ウ の ベー ス ア ドレ ス 。16K バイ ト の 境界 か ら 始 ま ら | 


四 、 な けれ ば な ら な い 。mn の 範囲 は CO 一 EE まで 
| エミ ュ レ ー ト する ドラ イブ 文字 (A また は B) 


m ソケット 番号 (1 また は 2) 
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」 
1 
1 
8 





PCMINFO 


1 PCMCIA ソケット と カー ド の 情報 表示 








② 各 PCMCIA ソケット と 、 挿 入 さ れ て いる カー ド の 情報 を 表示 する 。 
② カ ー ド 名 、 プ ロダ クト 名 、 デ バイ スタ イプ 、PCMCIA サー ビス バー ジョ ン 、 
カー ドサ ービス の ベン ダー バー ジョ ン な ど を 表示 する 。 


i 式 】 
PEMCIFO [/D] [/T] 


| /D | 継続 的 に ソケット を モニ タ し 、 結 果 を 表示 する 
7 タイ マテ ィ ッ ク 表 示 を 禁止 する 


PCMMTD” 


WMTD シェ ル 起 動 














② メ モリ テク ノロ ジ ド ライ バ (MTD) シ ェ ル を 起動 する 。 
② TSR と し て メモ リ に 常駐 させ る か 、 デ バイ ス ド ラ イ バ と し て 
CONFIG.SYS で 組み 込む 。 


半 式 


PCMMTD 
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PCMSCD” 


W スー パー クラ イア ント ドラ イ バ 








計 

② PCMCIA カー ド の 構成 を サポ ー ト する スー パー クラ イア ント ドラ イ バ 。 

② TSR と し て メモ リ に 常駐 させ る か 、 デ バイ ス ド ラ イ 人 と し て  @ 
CONFIG.SYS で 組み 込む 。 き 


芋 注 意 


人 @ PCMSCD ドラ イ バ は 、Phoenix 社 PCMCIA カー ドサ ービス 専用 に 設計 さ 
れ て お り 、 他 社 製 カ ー ド サー ビス で は 動作 し な い 。 


PCMSCD.EXE [/BEEP] [/RS= 速 度 ] [/COM= ポ ー ト ] 
[/CARDS] [/LANIRO=d] [/MRO=d] [/LEVEL] 


[ /NODB] [/MODEMSAVE] [/FIF0=d] 
[/HAMBASE] [/ROMBASE] 





/BEEP ビー プ 音 に よる 構成 確認 を 有効 に する 。 省 略 時 は オフ 

/RS= 速度 IBM トー クン リン グ の 回 線 速 度 (4 また は 16) を 指定 する 。 
、 省略 時 は 4 

/COM= ポ ー ト 通信 ポー ト の 番号 (1 一 4) を 指定 する 。 省略 時 は 4 

/CARDS 、 サポ ー ト し て いる カー ド を 表示 する 

/LANIRQ=d ネッ トワ ー ク カー ド に 必要 な IQR を 指定 する 。d の 値 は 0 

ー 15 

/MIRQ=d 、 最初 に 見 つか っ た COM カー ド の IRQ を 指定 する 

LEVEL レベ ルト リガ 割り 込み を 有効 に する 

/NODB | 内 部 カー ド 叙 法 デ ー タ ベー ス の 使用 を 不可 に する 
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】 
| 
8 


/MODEMSAVE 


/FIFO=d 


/RAMBASE 


/ROMBASE 


シス テム が APM 中 断 を 行っ た 場合 、 モ デム の 状況 を 保管 
する 

モデ ム の FIFO レベ ル を 設定 する 。d は 1、4、8、14 の い 
ずれ か で 、 省 略 時 は 1 

トー クン リン グ カ ー ド が 使用 する 共有 RAM の アド レス 
を 指定 する 

トー クン リン グ ROM BIOS の アド レス を 指定 する 





PENDOS ” 


織 PenDOS の 起動 








② PenDOS ブロ グラ ム を 起動 し 、 次 の サポ ー ト プロ グラ ム を 使用 可能 に する 。 


| VLOAD | PenDOS 手 書き 文字 認識 シス テム の ロー ド | 
| PKEYUS 米国 英語 キー ポー ド 用 PenDOS 仮想 キー ポー ド プ ログ ラム | 
[ | ] 
| ] 

| 
| 


PKEYS 日 本 語 キー ポー ド 用 PenDOS 仮想 キー ポー ド プ ログ ラム 
| PMOUSE PenDOS 用 マウ スエ ミュ レー タ 
| PINK | PenDOS 用 電子 イン ク プ ログ ラム 
PEN | PenDOS ポイ ント 処理 、 ア ジ タ イ ザ 、PenDOS メニ ュー ブロ グラ 
| 次 
PSYS | 初期 PinDOS メニ ュー ブロ グラ ム 
PWW | 日 本 語 モ ー ド 用 PenDOS 手書き ウィ ンド ウサ ポー トブ ログ ラム 
| PWWUS 英語 モー ド 用 PenDOS 手書き ウィ ンド ウサ ポー トブ ログ ラム 
書 式 
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実行 例 








ヨル WOd・SOdN ヨ d 





/ POWER 外部 コマ ンド 


に 省 電力 機能 の 提供 








② ア プリ ケー ショ ン と デバ イス が アイ ドル 状態 に な っ て いる と き 、 電 力 消費 を 
抑え る 電力 拡張 管理 プロ グラ ム (APM) 機 能 を 提供 する 。 

② あ ら か じ め デ バイ ス ド ラ イ バ と し て CONFIG.SYS で 登録 し て お か な けれ 
ば な ら な い 。 


POUWER [ADV[:MMX | REG | MIN] | STD | OFF] 


第 ら 章 DS コマ ンド リフ ァ レ ンス 777 


中 
8 


ADV [:MAX | 
REG| 


消費 電力 削減 と シス テム の パフ ォ ー マ ンス の バラ ンス を 
調整 する 





MIN] MAX 一 消費 電力 を 最大 限 節 約 する 
REG 一 シス テム パフ ォ ー マ ンス と 電力 節約 の バラ 
ンス を 保つ 
| MIN 一 シス テム パフ ォ ー マ ンス を 優先 する 

STD | コン ピュ ー タ ハー ドウ ェ ア の 電力 管理 だ け を 使う 

OFF 電力 管理 を 無効 に する 

実行 例 
ま 

C:\>POWER 

パワ ー・ マ ネー ジメント の 状況 


00 





設定 = ADV: RBG 
CPU アイ ドル 時 間 : 52% 


AC ア ダ プ ター の 接続 状況 : 接続 中 








PRINT 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


倫 パッ ク グ ラウ ンド の 印刷 








② バ ッ ク グ ラウ ンド で 印刷 を 行う 。 


交 き 意 


⑱ PRINT コマ ンド は 常駐 型 な の で 、 解 除 し た い 場 合 に は 、DOS を 再起 動 す 


る 必要 が ある 。 
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PHINT [/0: デバ イス ] [/B: サイ ズ ] [/U: 数 値 1] 


[/M: 数 値 2] [/S: 数 値 3] [/0:』 サイ ズ ] [/T] 
[[ ド ライ プ :][ パ ス ] フ ァイル 名 […]] [/5] [/P] 








/D: デバ イス 出力 装置 (PRN、CON、AUX) を 指定 する 
 /D、/B、/U、/M、/S、/Q スイ ッ チ は 、 は じ め に 
PRINT コマ ンド を 起動 し た と きだ け 設 定 す る こと 
| が で きる 
、/B: サ イズ 印刷 用 バッ ファ の サイ ズ を 指定 する (512 一 16384) 
/U: 数 値 1 プリ ンタ が 使用 可能 に な る まで の 時 間 を 指定 する 
/M: 数 値 2 PRINT コマ ンド に 割り 当て る 時 間 を 指定 する (1 一 25$) 
/S: 数 値 3 PRINT コマ ンド 以外 に 割り 当て る 時 間 を 指定 する (1 一 255) 
/Q:q サイ ズ 印刷 待ち に 登録 可能 な ファ イル 数 を 指定 する (4 32) 。 
既定 値 は 10 
/T 、 印刷 待ち の すべ て の ファ イル を 取り 消す 
[ドラ イブ :] [パス ] 印刷 し た い フ ァイル 
ファ イル 名 人 各 印 刷 待ち 行列 の エン トリ は 最高 64 文字 まで 可能 
/C 印刷 待ち の ファ イル か ら 指 定 し た ファ イル を 取り 消す 
| /P 新しい ファ イル を 印刷 待ち に 追加 する 
か 
C:\>PRINT 


C:\> 





に 


印刷 装置 名 を 入力 し て くだ さい [PRN]: 
PRINT の 常駐 部 分 が 組込ま れ ま し た 
印刷 待ち 行列 に は 何 も 入 っ て いま せん 


C:\>PRINT WTMP\TESTTEST1.TXT 


C:\TMP\TEST\TEST1.TXT を 現在 印刷 中 で す 





ア 
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TNIdd 


dOS ヨ Ndd・1NIdd 





関連 コマ ンド 

MODE ⑯⑥ パパ ラ レ ル ポー ト の 設定 
MODE @ シリ アル ポー ト の 設定 
MODE @ デバ イス 状態 の 表示 

MODE @⑨ リダイレクト の 印刷 
MODE@ デバ イス コー ド ペ ー ジ の 設定 


外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 
PRNESCP | と 


WSC/P 対応 プリ ンタ ドラ イ バ ソノ 











② メ モリ 常駐 型 プリ ンタ ドラ イ バ 。 
② ESC/P 対応 ブリ ンタ で の 文字 印刷 を サポ ー ト する 。 


半 注 意 


人 @ IBM 選定 文字 を 印刷 する に は 、24 ドッ ト IBM 選定 全角 フォ ント ファ イル 
が 必要 で ある 。 


PRNESEP [/U= 外 字 定 義 コ ー ド ] [/X=0 | 1] [/LPTx] 


[/R] [/IMIN=[ ド ライ プ :] バ パス ]] 





/U= 外 字 定義 コー ド 外字 定義 ニ リ ア を 16 進数 フー ド で 指定 する 。 省 略 時 は 


777E 
。/X=0li | シフ ト JIS コー ド を JISI6 進 コ ー ド に 変換 する 
0 一 JIS83 並び の シフ ト JIS コー ド を JISI6 進 コー 
ド に 変換 する 
1 一 JIS78 並び の シフ ト JIS コー ド を JISI6 進 コ ー 
ド に 変換 する 
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/LPTx | プリ ンタ ポー ト を 指定 する 。x は 1 一 3 の 数 字 。 省 略 時 


の 設定 は 1 
/R 常駐 し て いる PRNESCP.COM を メモ リ か ら 除 去 する 
/INI= 指定 し た ドラ イブ と パス に ある DOSV.INI ファ イル 


[ドラ イブ :] レ パ ス ] (DOS/V 初期 設定 情報 ファ イル ) を 参照 する 
パス は 必ず \ 記号 で 終わ る こと 





外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 
PRNIBM 





WBIM プリ ンタ ドラ イ バ 





② メ モリ 常駐 型 プ リン タ ド ライ バ 。 

② IBM 5575/5577 系 プリ ンタ で 文字 印刷 を サポ ー ト する 。 

闘 注 意 

デバ イス ドラ イ バ と し て 組み 込む に は 、$FONT.SYS ドラ イ バ の 後に 導入 し 
な けれ ば な ら な い 。 


PRMIBM [/LPTx] [/R] [/RRNx] 


[/II=[ ド ライ プ :] パ ス ]] [/] 





/LPTx プリ ンタ ポー ト を 指定 する 。x は 1 一 3 の 数 字 。 省 略 時 
の 設定 は 1 | 

/R | 常駐 し て いる PRNIBM.COM を メモ リ か ら 除 去 す る 

/RRNxx | プリ ンタ の タイ プ を 指定 する 。xx の 値 は 次 の と お り 


24 一 IBM 3575/5377 系 24 ドッ ト プ リ ンタ 
32 一 IBM5587 系 32 ドッ ト プ リ ンタ 
48 一 IBM5584 系 48 ドッ ト プ リ ンタ 
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IINdd・dOS ヨ Ndd 


/INI= 指定 し た ドラ イブ と パス に ある DOSV.INI ファ イル 
[ドラ イブ :] [ レ パ ス ] (DOS/Y 初期 設定 情報 ファ イル ) を 参照 する 
パス は 必ず \ 記号 で 終わ る こと 
/G | ユー ザ 定 義文 字 を コー ド と し て 送る 。 省 略し た 場合 は 
ユー ザ 定 義文 字 び フォン トイ メー ジ で 送ら れる 


PROMPT 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


1 W コマ ンド プロ ンプ ト の 設定 





」 
邊 
3 








② コ マン ド プ ロン プ ト を 、 別 形式 の プロ ンプ ト (C> か ら C:\> な ど ) に 変更 する 。 


書 式 


PHNOMPT [文字 列 ] 


文字 列 通常 の テキ スト の 他 に 、 次 の よう な 特殊 な 文字 を 指定 で きる 





$Q 一 = 
$$ 一 $ 
$T 一 現在 の 時 刻 
$D 一 現在 の 日 付 


$P 一 カレ ント ドラ イブ と パス 
例文 字 列 中 に $P を 使う と 、 プ ロン プ ト を 作成 する た め に 各 コ マン ド 
の 実行 後 、 デ ィ レ クト リ が チェ ッ ク さ れる の で 、 デ ィ ス ケッ トド 
ライ ブ で 実行 し た 場合 、 処 理 速度 が 低下 する こと が ある 
SV 一 DOS の バー ジョ ン 番 号 
SN 一 カレ ント ドラ イブ 


$G 一 > 
$L 一 < 
$B 一 | 
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$ 一 改行 
SE 一 エス ケー プ 文 字 
人 ANSI エス ケー プ シーケンス を 使用 する 場合 に は 、ANSI.SYS ド 
ライ バ が 組み 込ま れ て いな けれ ば な ら な い 
$H 一 バボ ッ グ スペ ー ス 
な し カレ ント ドラ イブ に “>” を 組み 合わ せ た 既 定 値 に 戻る 


| CoPROMPT $PG 





09 2 
C:\>PROMPT Time is: 計 $ Date is: 針 


Time is: 16:57:25.23 








Date is: 1994-92-28 (月 ) 

















関連 コマ ンド 
DATE 日 付 の 表示 / 設 定 
TIME シス テム 時 計 の 表示 / 設 定 
.QCONFIG 
、、 シス テム 詳細 情報 の 表示 


② 使 用 中 の シス テム の 詳細 情報 を 表示 する 。 


書 式 


OCONFI6 [/A] [/D] [/0[ フ ァイル ]] [/P] [/0] 
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り HNOOO・1dWOdd 


上 
8 
8 


/A 


/D 
/⑳⑩| ウデ 


。/P 
/Q 


| QCONFIG プロ グラ ム で サポ ー ト する MCA アダ プ タ を 
すべ て リス ト す る 
ハー ドウ ェ ア の 詳細 リス ト を 生成 する 


イル 名 ] 指定 し た ファ イル 名 の ファ イル に 出力 を 書き 込む 。 フ ァ 


イル 名 を 省略 する と QCONFIG.OUT と いう ファ イル 名 
| に 書き 込ま れる 
、 1 画面 ご と に 表示 を 一 時 停止 する 
リダイレクト メッ セー ジ を 表示 し な い 





釣 1D 
釣 2D 
角 38 
角 41 
釣 4E 
不 63 
釣 65 
釣 6F 
釣 86 
釧 吸 
外角 
02 
425 
4DC 
4FF 
全角 
名 的 
611 
7F4 
8 
9896 


0 





C:\>QCONFIG /A 


DR-one SC396 Video Standards Converter 
Madge 16/4 MC Ringnode 

YARC u785+ Coprocessor 

EtherLink/MC 32 

NCR SCSI Host Adapter 

RAC/M IX 

Aox MicroMaster 386 32 bit 

Aox MicroMaster 486 

Orchid Pro II/MC v2.9/HiColor 

NCR 16/4 Token Ring Adapter/MC 

p1849 ProNET-4 Network Adapter for PS/2 
Proteon p1899 4/16 Mbit/S Token Ring Adapter 
Pacific Image Superfax Adapter 
0mninet/4 PS/2 Transporter 

Viking PS2 Display Controller 

CORE CNT-MCK Fixed Disk Adapter 
Kurzweil Discoverer SCSI Adapter 
Hercules Graphics Station MC 

NCR SCSI Host Adapter 

Madge MC Ringnode 

BICC ISOLINK IEEE 892.3 Network Adapter 
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RAMSETUP““ 
位 モリ の 最 北 ソ 


② メ モリ を 最適 化す る た め に RAMBOOST を 起動 する 。 
② RAMBOOST は 、 あ ら か じ め デ バイ ス ド ラ イ バ と し て 、 シ ステ ム に 登録 さ 
れ て いな けれ ば な ら な い 。 


芋 注 意 


⑱ こ の プロ グラ ム は 、 CONFIG.SYS お よび AUTOEXEC.BAT の 、 LOADHIGH 
お よび DEVICEHIGH ステ ー ト メン ト を 書き 換え 、 メ モリ を 最適 化す る 。 











d1 ヨ SV 


HAMSETUP [/25 | /28 | /43 | /50 | /60] 


[/IN | /BW | /MON0 | /LED] [/FF] [/BF] 
[/MF] [/BT] [/NGM] [/LE] [/IM] [/PS2] 





| /25 | 画面 表示 を 25 行 に する (既定 値 ) 
| 728 | 画面 表示 を 28 行 に する (VGA、 英 語 モ ー ド の み ) 
/43 | 画面 表示 を 43 行 に する (VGA お よび EGA、 英 語 モ ー ド の み ) 
。/50 | 画面 表示 を 30 行 に する (VGA、 英 語 モ ー ド の み ) 
/0 | 画面 表示 を 60 行 に する (Video7 搭載 、 英 語 モ ー ド の み ) 
/IN | カラ ー で 表示 する 
| /BW 。 単色 で 表示 する 


| /MONO | IBM モノ クロ で 表示 する 
/LCD 、 単色 液晶 に 適し た 色 で 表示 する 


| /FF | 表示 速度 を 高速 に する (CGA の み ) 
/BF 、 BIOS フォ ント を 使用 する (英語 モー ド の み ) 
| /NF グラ ブフ イッツ ク 文 字 を 使用 し な い (日 本 語 モー ド ) 
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/BT Windows で グラ フィ ッ ク マ ウス が 、Desqview お よび Ultra Vision 
で グラ フィ ッ ク フ ォ ン ト が 使用 で きる (英語 モー ド の み ) 


/NGM テキ スト 文字 マウ スポ イン タ を 使用 する (日 本 語 モ ー ド ) 
/LE マウ ス の 左右 ボタ ン の 機能 を 入れ 替え る 

/IM マウ ス を 使用 不可 に する 

/PS2 マウ ス を リセ ッ ト す る 





実行 例 


Central Point RAMBoost 


コ 
と 
F コ 
の 
コ 
ご 
で 


UP は 今 か ら CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 書き 
す . 了解 を 選択 する と 続行 し ます . RAMBoost 設 
定 プ ログ ラム を 終了 する に は 終了 を 選択 し て 下さ い . 
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RECOVER 
、、 信 フ ァイル の 人 


保留 セク タ を 含む ディ スク や 壊れ た ディ スク か ら 、 読 み 取り 可能 な ファ イル 
を 修復 する 。 
金 RECOVER コマ ンド を 使用 する と 、1 セク タ 単 位 で ファ イル を 読み 込 
み 、 正 常 な セタ クタ の デー タ を 修復 する 。 こ の 後 ユ ー ザ は 、 修 復 さ れ た フ 
ァイル の 内 容 を 見 て 、 壊 れる 前 の ファ イル の 内 容 を 推測 し 、 修 復 し な け 
れ ば な ら な い 。 


六 注 意 

@ RECOVER コマ ンド は 、DOS バー ジョ ン J5.0/V まで に 含ま れ て いた 
BACKUP コマ ンド や RESTORE コマ ンド と は 直接 的 な 関係 が な い 。 
BACKUP コマ ンド で 作成 され た バッ クア ッ プ ファ イル に つい て は 、 
RESTORE コマ ンド で 復元 させ る こと 。 

@ RECOVER コマ ンド を 使用 し て も 、 ネ ットワーク ドラ イブ の ファ イル を 復 
元 す る こと は 不可 能 。 ま た 、ASSIGN コマ ンド 、JOIN コマ ンド 、SUBST 
コマ ンド に よっ て 作ら れ た ドラ イブ で は 機能 し な い 。 








RECOVER [ドラ イブ :][ パス] ファ イル 名 


RECOVER ドラ イブ : 





[ドラ イブ :] 修復 し た い フ ァイル 名 を 指定 する 
[パス ] 修復 する ファ イル 名 に ワイ ルド カー ド を 使用 で き な い 
| ファ イル 名 ルー トディ レク トリ が 保持 で きる ディ レク トリ 数 の 制限 
上 、 修 復 し ほ きれ な い フ ァイル が 出る 可能 性 も ある 。 デ ィ 
| スク 上 の すべ て の ファ イル を 修復 する 必要 が ある 場合 に 
は 、1 フ ァイル ずつ 修復 すれ ば よい 
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d ヨ AOO ヨ d 


d ヨ AOO ヨ H 


ドラ イブ : ディ スク 上 の すべ て の ファ イル を 修復 する ドラ イブ 名 を 指定 
する 


実行 例 
\>RECOVER A: 


の 

ィ レ クト リー 構造 は 破壊 され ます 。 

ろ し いで すか (Y/N)? Y 

ー を どれ か 押し て くだ さい 

ライ ブ A: の ファ イル の 回 復 が 開始 し ます 





A・ 
ド 
し 
旧 
キ 
ド 


35 個 の ファ イル が 回 復 さ れ ま し た 
A:\>DIR 


ドラ イブ 』A に は ボリ ュー ム ・ ラ ベル が あり ませ ん 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 361F-17F8 で す 
ディ レク トリ ー は A:\ 


FILEMMM1 RBC 46989 94-2-28 17:17 
FILMMM2 REC 64 例 9 94-92-28 17:17 
FILBMM3 REC 512 94-2-26 17:17 
FILE 克 4 REC 1924 94-92-28 17:17 
FILEMM 上 5 REC 3564 94-92-26 17:17 


ヘン ペ ヘン ペ ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ヘン ペ ヘン ヘン 


FILEMM34 REC 75264 94-2-28 17:17 
FILEMM35 REC 376832 94-2-28 17:17 
35 個 1979296 バイ ト の ファ イル が あり ます 
378368 バイ ト が 使用 可能 で す 











CHKDSK ディ スク の チェ ッ ク / 修 復 
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内 部 ンド 
RENAMEE(REN) 5 の 。。 





、K ファ イル 名 の 変更 





⑫ 1 つま た は 複数 の ファ イル の 名 前 を 変更 する 。 


RENAME(REN) [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 1 


ファ イル 名 2 





[ドラ イブ :] 名 前 を 変更 し た い フ ァイル 名 を 指定 する 
[パス ] ディ レク トリ の 名 前 を 変更 する こと は で き な い 
ファ イル 名 1 例 フ ァイル 名 に は ワイ ルド カー ド が 使用 で きる 
ファ イル 名 2 新しい ファ イル 名 を 指定 する 
年 
合 、 エ ラー メッ セー ジ を 出し 、 機 能 し な い 


COPY ファ イル の 複写 / 結 合 

LABEL ボリ ュー ムラ ベル の 作成 / 変 更 / 削 除 
MOVE ファ イル の 移動 

XCOPY ディ レク トリ 単位 や 条件 付き の 複写 
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(N ヨ d) ヨ WVN ヨ d 


(Nd) コ WVN ヨ d 








C:\TMP\TEST>DIE 


ドラ イブ C の ボリ ュー ム は ERDE-3 


で す 


ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 


ディ レク トリ ー は C:\TMPWTEST 


<DIR> 94-92-28 14:52 
0 <DIR> 94-92-28 14:52 
TEST TXT 25 94-2-28 14:42 
TEST1 TXT 99 94-92-28 14:29 
MS AT 3 94-2-28 14:22 
5 個 間 り 4 36 94-2-28 14:23 
FOR1 221 94-2-28 15:19 
SONO1 <DIR> 94-92-28 15:59 
TMP <DIR> 94-92-28 16:94 

9 個 411 バイ ト の ファ イル が あり ます 


63, 791, 194 バイ ト が 使用 可能 で す 


C:\TMP\TEST>RENAME TEST.TXT SHIKEN.TXT 


C:\TMP\TEST>DIR 


ドラ イブ C の ボリ ュー ム は ERDE-3 


USA 


ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 


ディ レク トリ ー は C:WIMPWTEST 


<DIR> 94-2-28 14:52 
内 <DIR> 94-2-28 14:52 
SHIKEN TXT 25 94-92-28 14:42 
TEST1 TXT 99 94-92-28 14:29 
TEST2 TXT 39 94-92-28 14:22 
TEBST3 TXT 36 94-92-28 14:23 
FOR1 221 94-92-28 15:19 
SONO1 <DIR> 94-2-28 15:59 
TMP <DIR> 94-92-28 16: 昭 

9 個 411 バイ ト の ファ イル が あり ます 


63, 791, 194 バイ ト が 使用 可能 で す 


C:\TMP\TEST> 
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REIPLACE 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


倫 ファ イル の 置き 換え 














機 能 】 

② 置 換え 先 デ ィ レ クト リ に ある ファ イル を 、 置 き 換え 元 ディ レク トリ に ある 
同じ 名 前 の ファ イル で 置き 換え る 。 

置き 換え 先 デ ィ レ クト リ に な い フ ァイル を 追加 する 。 


REPLAEE [ドラ イブ :1][ パ ス 1] フ ァイル 名 
[ドラ イプ [パス 2] [/A] [/P] [/H] [/W] 


REPLAEE [ドラ イブ :1][ パ ス 1] フ ァイル 名 
較 間 2 2] [/『] [/H] [/$] [/W] 





[ドラ イブ 1:] 置き 換え 元 フ ァイル の 場所 と 名 前 


[パス 1] 人 尻 し 属性 ファ イル や シス テム ファ イル の 更新 に 使用 する 
ファ イル 名 | こと は で き な い 
[ドラ イブ 2:] | 置き 換え 先 フ ァイル の 場所 (省略 する と カレ ント ドラ イブ の カ 
| レバ ス 2] | レン トディ レク トリ と な る ) 
| /A パス 1 に あっ て 、 パ バス 2 に な い フ ァイル を 追加 する 
| @/S、/U と 同時 に 指定 する こと は で き な い 
/P | ファ イル の 更新 や 追加 の 際 、 確 認 の た め の メ ッ セ ー ジ を 表示 
| /R | リー ド オン リー ファ イル も 更新 する 場合 に 指定 する | 
| /W REPLACE コマ ンド が 置き 換え 元 フ ァイル の 検索 を 始め る 前 


に ディ スケ ッ ト の 挿入 を 待つ 
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/S | 置き 換え 先 デ ィ レ クト リ の すべ て の サブ ディ レク トリ を 検索 | 
し 、 同 名 ファ イル を 置き 換え る 


|/U 、 ファ イル 名 が 同じ ファ イル は 、 作 成 日 付 を 比較 し て 新しい 日 


| 
| 付 の ファ イル と 置き 換え る 





LM 
C:\TMP\TEST>REPLACE C: メ モ 帳 .TXT H: 
8 H:\USERS\NORIKO\ メ モ 帳 .TXT を 置き 換え 中 で す 
N H:\USERS\NORIKO\ メ モ 帳 .TXT を 置き 換え 中 で す 
2 個 の ファ イル が 置き 換え られ まし た 


C:\TMP\TEST> 











@ REPLACE コマ ンド は 終了 コー ド を 返す の で 、 バ ッ チ ファ イル 中 で 、IF 
ERRORLEVEL コマ ンド な ど を 使用 する こと に より 制御 する こと が 可能 。 
終了 コー ド は 次 の と お り 。 


0 ファ イル の 置き 換え お よび 追加 操作 が 正常 に 終了 し た 

2 | 置き 換え 元 フ ァイル が 見 つか ら な か っ た | 
| ? | 置き 換え 先 パス が 見 つか ら な か っ た | 
| 5 | 置き 換え 先 フ ァイル に 対す る アク セス する こと が で き な か っ た 

8 | メモ リ 不 足 の た め 実 行 で き な か っ た 

1 


1 


コマ ンド パラ メー タ に 誤り が ある 


ATTRIB "ファ イル に 設定 され た 属性 の 表示 / 変 更 
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RESTORE 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


倫 パ バック アッ プ フ ァ イ ル の 復元 








② DOS J5.0/V まで に 含ま れ て いた BACKUP コマ ンド で 作成 され た バッ ク 
アッ プ フ ァ イ ル を 復元 する 。 


凍 注 意 


⑯ CPBACKUP コマ ンド で バッ クア ッ プ され た ファ イル は 、 こ の コマ ンド で 
は 復元 で き な い 。 


RESTORE ドラ イブ 1: ドラ イブ 2:[ パ ス [ フ ァイル 名 ]] 


[/$] [/P] [/B: 日 付 ] [7 上: 日 付 ] [/E: 時 刻 ] 
[/ 上 時刻 ] [/M] [/N] [/D] 





ドラ イブ 1: | バックアップ ファ イル が ある ドラ イブ 名 
ドラ イブ 2: 復元 先 の ドラ イブ 名 
金 ASSIGN、JOIN、SUBST コマ ンド に よっ て 置き 換え ら 
れ た ドラ イブ で は 機能 し な い 
パス | 復元 先 ディ レク トリ 
ファ イル 名 復元 し た い フ ァイル 名 
| シス テム ファ イル の 復元 に は 使用 で き な い 
| 」 人 金 フ ァイル 名 に は ワイ ルド カー ド が 使用 で きる 


| /S 」 すべ て の サブ ディ レク トリ を 復元 する 

-/P リー ド オ ン リ ー フ ァイル 、 不 可視 ファ イル 、 あ る い は バッ ク 
アッ プ 後 に 変更 の あっ た ファ イル に つい て 、 復 元 す る か どう 
か を 確認 する 
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ヨ HO1S ヨ d 


/B: 日付 


/A: 日 付 
)/EE: 時 刻 
/L: 時 刻 
/M 
/D 
テク ニッ ク 


指定 され た 日 付 よ り 前 に 変更 され た ファ イル の み を 復元 する 
(/B:90-08-01 の よう に 設定 する ) 。 ピロ 
指定 され た 日 付 よ り 後 に 変更 され た ファ イル の み を 復元 する 
(/A:91-04-06 の よう に 設定 する ) 

指定 され た 時 刻 より 前 に 変更 され た ファ イル の み を 復元 する 
(/E:13:36 の よう に 設定 する ) 

指定 され た 時 刻 よ り 後 に 変更 され た ファ イル の み を 復元 する 
(/L:8:12 の よう に 設定 する ) 

最後 の バッ クア ッ プ 以後 に 変更 きれ た ファ イル の み を 復元 す 
る 

復元 先 に 存在 し な い フ ァイル の み を 復元 する 

復元 は 実行 せ ず に バッ クア ッ プ ファ イル の リス ト を 作成 する 


] 


@⑯ RESTORE コマ ンド は 終了 コー ド を 返す の で 、 バ ッ チ ファ イル 中 で 、IF 


ERRORLEVEL コマ ンド な ど を 使用 する こと に より 制御 する こと が 可能 。 


終了 コー ド は 次 の と お り 。 


0 
1 
3 
4 


指定 され た ファ イル の 復元 に 成功 し た 

| 指定 され た ファ イル が 見 つか ら な い 
」 ユー ザ に よっ て 中 止 さ れ た (mm キー が 押さ れ た ) 
| エラ ー の た め コ マン ド の 実行 が 停止 し た 


CPBACKUP 
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ハー ド デ ィ スク 内 の ファ イル の バッ クア ッ プ 





RMIDIR(RD) 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


人 ディ レク トリ の 削除 











指定 し た ディ レク トリ を 削除 する 。 


療 意 


借 中 に ファ イル や サブ ディ レク トリ が 入っ て いる ディ レク トリ は 削除 で き な い 。 
また 通常 見 る こと の で き な い 、 隠 し 属性 の ファ イル や シス テム ファ イル が あ 
る 場合 も 削除 で き な い 。 こ の 場合 、ATTRIB コマ ンド を 使っ て それ ら の フ 
ァイル の 属性 を 変え た て か ら デ ィ レ クト リ を 削除 する 。 

@ カ レン トディ レク トリ は 削除 で き な い 。 

信 SUBST コマ ンド を 使っ て リダイレクト され た ディ レク トリ は 削除 で き な い 。 

信 パ バス に 指定 し た 最初 の ディ レク トリ 名 の 前 に \ を 置く と 、 そ の ディ レク ト 
リ は 、 カ レン トディ レク トリ と は 関係 な く 、 ル ー ト ディ レク トリ の サ プ ブ デ ィ 
レク トリ と し て 扱わ れる 。 そ う で な い 場 合 は 、 カ レン トディ レク トリ の サブ 
ディ レク トリ と し て 扱わ れる 。 


RMDIR(D) [ドラ イブ :] パ ス 





[ドラ イブ :] パ ス | 削除 し た い デ ィ レ クト リ 


ATTRIB ファ イル に 設定 され た 属性 の 表示 / 変 更 
MKDIR ディ レク トリ の 作成 
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(ada)dIdWa 


(aa)dIqWa 





C:\TMPWTEST>DIE 


ドラ イブ C の ボリ ュー ム は EEDE-3 で ます 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 
ディ レク トリ ー は (:WTMP\TEST 


<DIR> 94-92-28 14:52 
<DIR> 94-92-28 14:52 


SHIKEN TT 25 94-2-28 14:42 
JISll 1 名 99 94- 明 -28 14:29 
TESI2 TXT 39 94-92-28 14:22 
TESIG TXT 36 94-92-28 14:23 
FOR1 221 94-92-28 15:19 
SONO1 <DIR> 94-2-28 15:59 
TMP <DIR> 94-92-28 16:94 
メモ 帳 TXT 7 94-92-28 17:33 
19 個 418 バイ ト の ファ イル が あり ます 


63717376 バイ ト が 使用 可能 で す 
C:\WTMPTEST>RMDIR SONO1 
C:\TMPWTBST>DIR 
ドラ イブ C の ボリ ュー ム は ERDE-3 で す 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 
ディ レク トリ ー は C:\TMPWTBST 


<DIR> 94-92-28 14:52 
<DIE> 94-92-28 14:52 


SHIKEN TXT 25 94-92-26 14:42 
TEST1 TXT 99 94-92-28 14:29 
TEST2 TXT 39 94-2-28 14:22 
JRSI9 1 名 36 94- 嫌 -26 14:23 
FOR1 221 94-92-28 15:19 
TMP <DIR> 94-92-26 16:94 
メモ 帳 TXT 7 94-92-28 17:33 
9 個 418 バイ ト の ファ イル が あり ます 


63721472 バイ ト が 使用 可能 で す 
C:\TMPWTEST> 
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SCHEDULE ” 


警 Central Point スケ ジュ ー ラ の 設定 








絆 

⑫ Central Point スケ ジュ ー ラ を 設定 する 。 

②③ 指定 し た 時 刻 に 自動 的 に プロ グラ ム を 起動 させ る こと が で きる 。 

六 注 意 

⑱ ス ケ ジ ュ ー ル を 自動 実行 させ る に は 、 メ モリ に CPSCHED を 常駐 させ て お 
か な けれ ば な ら な い 。 

信 Windows お よび 3270PC、5250PC、5250WS プロ グラ ム と 同時 に スケ ジュ 
ー ル プロ グラ ム を 使用 する こと は で き な い 。 


ヨゴ Id ヨ HOS 


SCHEDULE [/25 | /28 | /43 | /50 | /50] 
[/lN | /BW | /MON0 | /LED] [/FF] [/BF] [/NF] 


[/BT] [/N6M] [/LE] [/IM] [/PS2] 





| /25 画面 表示 を 25 行 に する (既定 値 ) 
7/28 | 画面 表示 を 28 行 に する (VGA、 英 語 モー ド の み ) 
| /43 | 画面 表示 を 43 行 に する (VGA お よび EGA、 英 語 モ ー ド の み ) | 
| /50 、 画面 表示 を 50 行 に する (VGA、 英 語 モ ー ド の み ) | 
/60 、 画面 表示 を 60 行 に する (Video7 搭載 、 英 語 モー ド の み ) 
、/IN 。 。 カラ ー で 表示 する 
/BW 単色 で 表示 する 
/MONO | IBM モノ クロ で 表示 する 
| /LCD | 単色 液晶 に 適し た 色 で 表示 する 
| /FF ” 表示 速度 を 高速 に する (CGA の み ) | 
| /BF | BIOS フォ ント を 使用 する (英語 モー ド の み ) 
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/NE 、 グラ フィ ッ ク 文 字 を 使用 し な い ( 日 本 語 モー ド ) 

/BT | Windows で グラ フ イッ クマ ウ ス が 、Desqview お よび UltraVsion 
| で グラ フィ ッ ク フ ォ ン ト が 使用 で きる (英語 モー ド の み ) 

| /NGM | テキ スト 文字 マウ スポ イン タ を 使用 する (日 本 語 モー ド ) 


/LE | マウ ス の 左右 ボタ ン の 機能 を 入れ 替え る 


LM /IM | マウ ス を 使用 不可 に する 
も 
| 





/PS2 マウ ス を リセ ッ ト す る 
ミニ ィ 靖 捕 和 し にし ーー レー 


CPSCHED スケ ジュ ー ラ を メモ リ に 常駐 させ る 








ぐ 攻 T 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 
位 陽 境 交 数 の 設定 / 削 除 / 表 示 


松代 7 

〇 環境 変数 を 設定 する 。 
環境 変数 を 削除 する 。 
環境 変数 を 表示 する 。 





環境 変数 設定 また は 変更 し た い 環 境 変数 を 指定 する 
すでに 存在 する 環境 変数 に 文字 列 を 指定 する と 、 新 し い 文字 
列 に 置き 換え られ る 
人 環境 変数 と 等 号 だ け を 指定 する と 、 そ の 環境 変数 は 削除 され 


る 
| 文字 列 指定 され た 環境 変数 に 対応 させ た い 文字 列 を 指定 する 。 
な し | 現在 設定 され て いる 環境 変数 を 表示 する 
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C:\>SET 
COMSPEC=C:\DOS\COMMAND.COM 
PROMPT=$P$G 

IBMAV=C:\DOS 

SYS=C・ 

TEMP=C:\TMP 

TMP=C:\TMP 

TERM=ibmpc 
TERMCAP=C:\BTC\termcap 
USER=noriko 

PATHZ:. iCBATIC: ま WINIC:WDOSiC:WWINYWORDJICEWWINEEXICEIBINTO0L: 








の 
コ 


C:\>SET BELTMP=foo 


C:\>SET 
COMSPEC=C:\DOS\COMMAND.COM 
PROMP=$P$G 

IBMAV=C:\DOS 

SYS=C: 

TEMP=C:\TMP 

TMP=C:\TMP 

TERM=ibmpc 
TERMCAP=C:\ETC\termcap 
USER=noriko 

PATHZ:. iC:\BATDC: ま WINIC:\DOSiC:\WINYWORDJIC:WNINYBXIC: ま BINYTO0L: 
BELTMP=foo 








MM 








人 @ SET コマ ンド を 実行 後 、「 環 境 用 の スペ ー ス が 不足 し て いま す 」 と いう メッ 
セー ジ が 表示 され た 場合 、 環 境 変 数 の 空き 領域 が 不足 し て 、 新 し い 環 境 変数 
を 保持 で き な く な っ て いる 。 こ の と き は 、COMMAND コマ ンド の /E オプ 
ショ ン を 使用 し て 、 環 境 変数 の 空き 領域 を 増やせ ば よい 。 


DIR ファ イル リス ト の 表示 


PATH 実行 可能 ファ イル 検索 パス の 設定 / 解 除 / 表 示 
PROMPT コマ ンド プロ ンプ ト の 設定 
SHELL コマ ンド イン タプ リタ の 設定 
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SETUP” 


4 DOS の イン スト ー ル 








機 代 / 

② DOS を 導入 ディ スケ ッ ト か ら イ ンス トー ル す る 。 

② す で に DOS を イン スト ー ル し て ある ドラ イブ に 、DOS ツー ル を 追加 する 
こと が で きる 。 


dn1 ヨ S 


SETUP [/A] [/B] [/E] [/P] [/T: ファ イル パス ] 


[/0] [/W] 





| /A | LAN サ ー バ 管理 機能 イン スト ー ル オプ ショ ン を 指定 する | 
| /B | 単色 画面 表示 に する | 
| /E 。 | DOS ファ イル を 複写 せ ず 、DOS ツー ル を 追加 イン スト ー 
ル す る | 
| /P | DOS と の 互換 性 が な いと 思わ れる ディ スケ ッ ト に イン ス 
| トー ル す る 
| /T: フ ァイル パス DOS ファ イル を 複写 する た め の 宛 先 パス | 
| /U DOS の 最新 バー ジョ ン を 取り 除く | 
| /w | Windows3.1 ディ レク トリ が 発見 で き な く て も Windows | 


ツー ル を イン スト ー ル する 
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SETUPMKK 





、、@ |BMMKk 設 の 変更 


、 ラ 





機 能 /】 


② 付 属す る 日 本 語 入力 FEP、IBMMKK (日 本 語 連 文節 交換 プロ グラ ム ) 


の 変更 を 行う 。 
同 式 】 
SETUPMKK 


実行 例 
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忠 
名 
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メッ Wdn1 ヨ S 





SETUPV” 


人 日 本 語 関 連 ド ライ バ 設定 の 変更 








還 
② 次 の 日 本 語 関連 ドラ イ バ の 設定 を 変更 する 。 
・ フ ォ ン ト 
・ ハ ー ド ウェ アス クロ ー ル 方 法 
・ テ キス トバ ッ フ ァ サ イズ 
・ キ ー ボ ー ド 
・ 入 力 支援 シス テム 
・ プ リン タ 


Ad1 ヨ S 


SETUPV [/INI=[[ ド ドライブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 ]] 


ト 間 才 Ri | 設定 情報 を 保存 する ファ イル を 指定 する 。 省 略 時 は 
| [[ ド ライ ブ :] [パス] | SETUPV コマ ンド が 存在 する ディ レク トリ に ある 
| ファ イル 名 ] 、 DOSV.INI ファ イル が 使用 され る 
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SETVER 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


、、 信人 の DOS バー ジョ ン の 設定 / 削 除 / 示 








② 特 定 バ ー ジ ョ ン 番 号 以下 で な いと 実行 され な い プ ログ ラム に 対し て 、 そ の プ 
ログ ラム に 返す バー ジョ ン 番 号 を 登録 し て 実行 で きる よう に する 。 

② 登 録 さ れ た バー ジョ ン テ ー ブ ル の 内 容 を 削除 する 。 

現在 、 登 録 さ れ て いる バー ジョ ン テ ー ブ ル を 表示 する 。 
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d ヨ A1 ヨ S・ 人 dr11 ヨ S 


注 意 


@ SETVER コマ ンド は 、 プ ログ ラム が 完全 に 動作 する こと を 保証 する も の で 


は な い 。 


@⑯ バ パー ジョ ン テ ー ブ ル を 更新 し た と き に は 、 シ ステ ム を 再起 動 し な いと 変更 さ 
れ た 内 容 は 有効 に な ら な い 。 

@ す で に バー ジョ ン テ ー ブ ル に ある ファ イル 名 を 指定 する と 、 新 し い 内 容 を 既 
存 の 内 容 と 置き 換え る 。 


SETVER [ドラ イブ :][ パ ス ][ フ ァイル 名 [n.mm]] 


SETVER [ドラ イブ :][ パ ス ][ フ ァイル 名 ] 
/D[ELETE] [/0[UIET]] 











| [ドラ イブ:』] 仮 の バー ジョ ン 設 定 を 行い た い フ ァイル の ある 場所 
ビッ メ 宮 | 
| ファ イル 省 | 実行 し た い プ ログ ラム の ファ イル 名 
nnn | プロ グラ ム に 渡す バー ジョ ン 番 号 を 指定 する | 
/D [ELETE] | バー ジョ ン テ ー ブ ル の 内 容 を 削除 する 
| /Q[UrET] | 削除 し て いる 聞 、 メ ッ セ ー ジ を 表示 し な い | 
| を し | 現在 登録 され て いる バー ジョ ン テ ー ブ ル を 表示 する 
実行 例 
C>SBTVER 
KERNEL. EXE 5. 丸 
NETX.COM 5. 釣 
NETX. EXE 5. 久 
NET5.COM 5. 角 
BNETX.COM 5. 釣 
BNETX. EXE 5. 釣 
FEMSNETX. EXE 5. 角 
EMSNET5. EXE 5. 釣 
XMSNETX. EXE 5. 角 
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XMSNET5.EXE 
DOSOAD. SYS 
REDIR5. BXE 
REDIR5. EXB 
REDIRALL.BXE 
REDIRNP4.BXE 
BACKUP. EX 
GRAFTABL.COM 
LMSETUP. EXE 
STACKER.COM 
NCACHE. EXB 
NCACHE2. EXE 
IBMCACHE.SYS 
XTRADRV.SYS 
2XON.COM 
WINWORD.RXB 
BRXCBL.EXB 
LL3. EXB 
REDIR4. EXE 
REDIR4 EXE 
MSREDIR. EX 
Mo 0 


IRO.E 
INNCN 00 
WIN1 奈 .B 
HITACHI. SYS 
0 EXE 


NET 

6304 BXB 
BAN. 

BAN. 00M 

DD. RE 
DD.BIN 
REDIR.EXE 


SYOQ55. SYS 
9 の 





T0PSRDR.BXB 
NETBEUI.DOS 
CIP_MAIN.BXE 
BACKUP.COM 


の mm た た た 中 慎 た 店 mcoeoeoeo 居 た 選 monncognenennononenonoror or on 
思 加 忌避 忌避 避 呈 忌避 忌避 忌避 選 忌 忌 選 の 忌避 選 ここ ここ ここ ここ て ここ 
に だ だ だ に に だ だ だ に に だ だ だ だ だ だ だ に に に に だ だ に に に に だ に に だ だ だ 記 二 文 入 計 待 詩 











凍っ 雪 バッ チ フ ァイル 中 で 、IF 
ERRORLEVEL コマ ンド な ど を 使用 する こと に より 制御 する こと が 可能 
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ヨ HVHS・d ヨ A1 ヨ S |e | 


終了 コー ド は 次 の と お り 。 


SETVER コマ ンド は 正常 に 終了 し た | 
不正 な コマ ンド スイ ッ チ を 指定 し た | 
不正 な ファ イル 名 を 指定 し た | 
メモ リ 不足 で 実行 で き な か っ た 
不正 な フォ ー マ ッ ト の バー ジョ ン 番 号 を 指定 し た 

パー ジョ ン テ ー ブ ル 内 に 指定 され ん た エン トリ を 発見 で き な か っ た 
SETVER.EXE ファ イル を 見 つけ られ な か っ た 

不正 な ドラ イブ を 指定 し た 

指定 し た パラ メー タ が 多 す ぎ た 

コマ ンド パラ メー タ が 不足 し て いる 
SETVER.EXE ファ イル の 読み 込み 中 に エラ ー が 発生 し た 

バー ジョ ン テ ー ブ ル が 損傷 し て いた | 
SETVER.EXE が バー ジョ ン テ ー ブ ル を サポ ー ト し て いな い 

バー ジョ ン テ ー ブ ル が いっ ぱい に な っ て いる | 


] 
| 


Io lo | コ | へ | の | よら らら ピー の 


IS IS | ご | ら 
| 


し っ 


SETVER.EXE ファ イル の 書き 込み 中 に エラ ー が 発生 し た 


SHARE 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


ハー ド デ ィ スク に ファ イル の 共有 機能 と 保護 機能 を 設定 する 。 
例 SHARE コマ ンド は 、 ネ ットワーク また は マル チタ スク 環境 で ファ イ 
ル を 共有 する た め に 使用 する 。SHARE コマ ンド を 起動 する と ファ イル 
の 共有 と ロッ ク の コー ド を 組み 込み 、DOS は それ を 利用 し て プロ グラ 
ム か ら の 読み 書き 要求 を 有効 に する 。 


で 
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SHARE [/F: スペ ー ス ] [/L: ロッ ク 数 ] 


【CONFIG.SYS の 場合 】 


INSTALL=[[ ドラ イブ ] パ バス ]SHAHE.EXE 
[/Ff, スペ ー ス ] [ルル : ロッ ク 数 ] 


/F: スペ ー ス ファ イル の 共有 情報 を 記録 する ファ イル の 大 き さ を 
バイ ト 単 位 で 指定 する (既定 値 は 2048 バイ ト ) 


フ ァイル の 共有 の た め に 割り 当て る スペ ー ス に | 


は 、 オ ー プ ン さ れる 各 フ ァイル の 完全 な パス と 


| ファ イル 名 を 入れ る 分 が 必要 で ある 
| /L: ロ ッ ク 数 、 一 度 に 保護 する ファ イル の 最大 数 を 指定 する 
[ドジ ライ ジグ 唱 パ ス SHARE.EXE が ある 場所 


SORT 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 








人 デー タ の 行 単位 で の 分 類 


テキ スト デー タ の 並べ 替え を 行う 。 
凍 注意 
@⑱ バ イプ 記号 (| ) を 使用 し て SORT コマ ンド に リダイレクト する 場合 、 一 時 
ファ イル を 作成 する た め に 環境 変数 TEMP を 設定 し な けれ ば いけ な い 。 
SET TEMP=C:\ 
信 SORT コマ ンド は 大 文字 と 小文字 を 区 別 し な い 。 
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HOS・ ヨ VHS 


SO0HT [/R] [/+m] [<[ ド ライ プ 1:][ バ パス 1] フ ァイル 名 1] 
[>[ ド ライ ブ 2:][ パ ス 2] フ ァイル 名 2] 


[コマ ンド | ]S0RT[/R] [/+n] 
[>[ ド ライ ブ 2:][ パ ス 2] フ ァイル 名 2] 





介 | | /R | 逆順 (Zー A、 次 に 9 一 0) に 並べ る 
ヨ | 合 順 詳 が あり 、 モ ー ド に 応じ て 次 の 順 で 同行 う 
日 本 語 モ ー ド 】 
⑩ 半 角 文 字 
@ 全 角 文 字 の 前 の 1 バイ ト 
全角 文字 の 後 の 1 バ イト 














【 英 語 モ ー ド 】 
ASCII コー ド の 順 ( た だ し 、 小 文字 と 大 文字 の 区 別 を し 
な い ) 
Aa | 分 類 の 対象 と する 文字 を n 桁 上 以降 に 指定 する 
[ドラ イブ 1] ファ イル の 場所 と 名 前 
レス 1] 多 扱 うこ と の で きる ファ イル の サイ ズ は 最大 64K バイ ト 
| ファ イル 名 1 | 
| [ドラ イブ 2:] | 出力 先 の ファ イル 名 (省略 する と 画面 出力 ) ー 
レス 2] 
ファ イル 名 2 
コマ ンド 、 デー タ を 出力 する コマ ンド 
C>DIR 


ドラ イブ C の ボリ ュー ム は REDE-3 で す 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 
ディ レク トリ ー は C:WTMP\TEST 





<DIE> 94- 的 -28 14:52 
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<DIE> 94-92-28 14:52 


SHIKEN T 妊 25 94-2-28 14:42 
TRST1  T 殺 T 99 94-2-28 14:2g 
TEST2  T 和 T 39 94-2-28 14:22 
TEST3  T 和 T 36 94- 的 -28 14:23 
FOR1 221 94-92-28 15:19" 
SET 8 吸 94-93- 胃 19:48 
TMP <DIR> 94-92-28 16:4 
メモ 帳 TXT 7 94-2-28 17:33 
MEMO TXT 7 94-93- 外 11:12 
11 個 1225 バイ ト の ファ イル が あり ます 


63619889 バイ ト が 使用 可能 で す 
C>DIR | SORT 


63696784 バイ ト が 使用 可能 で す 
11 個 1225 バイ ト の ファ イル が あり ます 
ディ レク トリ ー は C:\TMPWTEST 
ドラ イブ C の ボリ ュー ム は BRDE-3 Ci9: 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 
M <DIR> 94-2-28 14:52 
<DIR> 94-92-28 14:52 


FOR1 221 94-92-28 15:19 
MEMO IT 7 94-8- 町 11:12 
SEI 8 劉 94-3- 外 1M:48 
SHIKEN T 殺 T 25 94-92-28 14:42 
TEST1 TXT 99 94- 久 -28 14:2M 
TESI2 TXT 39 94-92-28 14:22 
TEST3 TXT 36 94-2-28 14:23 
TMP <DIE2 94-2-28 16:94 
メモ 帳 TXT 7 94-92-28 17:33 
C> 











MORE テキ スト ファ イル の 画面 単位 で の 表示 
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S ぐ ST OR 外部 コマ ンド 生 
共 SuperStor/DS の 起動 アソ 


② 圧 縮 ド ライ ブ を 作成 / マ ウン ト / 削 除 す る 、 フ ルス クリ ー ン ユー ティ リティ 
SuperStor/DS を 起動 する 。 


SSTOR [ドラ イブ : /$] [/B] 


ドラ イブ >: | 宛先 の ドラ イブ 
| /S | 圧縮 ドラ イブ に 関す る 統計 を 表示 する 
ド 7B | モノ クロ モー ド て 起動 する 














に SE 
].071.8I6 
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SSUNCOMP 


人 圧 始 ドラ イブ の 圧縮 解除 





間 ノ 





⑬ SuperStor/DS で 圧縮 し た ドラ イブ の 圧縮 を 解除 する 。 


書 式 


/B ) モノ クロ モー ド で 起動 する 


SSUTIL 外部 コマ ンド 
、 人 ge ドラ イブ の 保守 


⑬ SuperStor/DS で 圧縮 し た ドラ イブ を 保守 する フル スク リー ン ユ ー テ ィ リ 
ティ を 起動 する 。 


SSUTL [ドラ イブ : /| [/B] 


| ドライブ: | 保 等 する ドラ イブ 
| | 圧縮 ディ スク に 関す る 情報 を 表示 する 
/B | モノ クロ モー ド で 起動 する 
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SUBST 外部 コマ ンド 


W 特定 ディ レク トリ の 仮想 ドラ イブ 化 








② 特 定 の ディ レク トリ を 仮想 ドラ イブ と し て 扱え る よう に する 。 あ る ディ レク 
トリ が 与え られ た ドラ イブ 名 で 参照 可能 と な る 。 

設定 し た 仮想 ドラ イブ を 削除 する 。 

現在 、 有 効 に な っ て いる 仮想 ドラ イブ を 表示 する 。 


注 注意 


@ ASSIGN コマ ンド は 、 旧 バー ジョ ン と の 互換 性 を 確保 むす る た め に ある の で 、 
新規 に 仮想 ドラ イブ 化 の 操作 を 行う 場合 は 、SUBST コマ ンド を 使用 し た 方 
が よい 。 

代 次 の コマ ンド は 、SUBST コマ ンド で 設定 され た ドラ イブ で は 使用 すべ き で 
は な い 。 

ASSIGN、CPBACKUP、CHKDSK、DISKCOMP、DISKCOPY 
FDISK、FORMAT、LABEL、MIRROR、RECOVER 
RESTORE、SYS、UNDELETE、UNFORMAT 


SUBST [ドラ イブ 1: [ドラ イブ 2:] パ バス] 


SUBST ドラ イブ 1: /D 





ドラ イブ 1: 仮想 的 に 使用 する ドラ イブ 
| 多 仮 想 ド ライ ブ と し て 使用 する 最後 の ドラ イブ を 、 
| CONFIG.SYS の LASTDRIVE コマ ンド で 設定 し て お か 
な けれ ば な ら な い 
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殺 実 際 ( 


に 接続 され て いる ドラ イブ と 同じ も の を 仮想 ドラ イ 
デ プ だ し る 謎 定 で きる が 、 


SUBST コマ ンド を 解除 する ま 


で 実際 の ドラ イプ に は アク セス で き な く な る 


多 この パラ メー タ は 、LASTDRIVE コマ ンド に 


され た 箇 囲 内 の ドラ イブ で な けれ ば な ら な い 











こよ っ て 指定 





ドラ イブ C の ボリ ュー ム は BRDE-3 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 
ディ レク トリ ー は C:WIMPYTEST 


ドラ イブ 2: | 置き 換え た い ア ディ レク トリ の ある ドラ イブ 
NN 欠 置き 換え た い デ ィ レ クト リー 

/p 」 すでに 定義 され て いる 仮想 ドラ イプ を 解除 する 
| な し 現在 有効 な 仮想 ドラ イプ の 名 前 が 表示 され る 
実行 例 

C>\TMPYTBST>DIE E: 

ドラ イブ 指定 が 無効 で す 

C>YTMPYTBSTDIR 


記す 


<DIR> 94-2-28 14:52 
0 <DIR> 94-2-28 14:52 
SHIKEN TX 和 T 25 94-92-28 14:42 
TEST1  TT 99 94-92-28 14:29 
TEST2 TXT 37 94-2-28 14:22 
TEST3 1T 36 94-92-28 14:23 
FOR1 221 94- 久 -28 15:19 
SET 8 銀 94-8- 四 1 芝 48 
TMP <DIR> 94-92-28 16:94 
メモ 帳 TXT 7 94-92-28 17:33 
MEMO TXT 7 94-8- 四 11:12 

11 個 1225 バイ ト の ファ イル が あり ます 


63696784 バイ ト が 使用 可能 で す 


CTMPTEST>SUBST E: (: 親 MPTBST 


Cy\TMPWTEST2DIRE: 


ディ レク トリ ー は EE\ 





ドラ イブ E の ボリ ュー ム は ERDE-3 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 


で す 
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HO1IWS・1Sdr1S 回 

















<DIR> 94-92-28 14:52 

ュー <DIR> 94- 上 2-28 14:52 

SHIKBN TXT 25 94-92-28 14:42 

TBST1 TXT 99 94-92-28 14:29 

TEST2 TXT 39 94-92-28 14:22 

TBST3 TXT 36 94-92-28 14:23 

FOR1 221 94-92-28 15:19 

SBT 899 94-93-9 1:48 

TMP <DIR> 94-92-28 16:94 

メモ 帳 TXT 7 94-92-28 17:33 

MEMO TXT 7 94-93- 加 11:12 

11 個 1225 バイ ト の ファ イル が あり ます 
63696784 バイ ト が 使用 可能 で す 

C>\THPWTBST> 

関連 コマ ンド 
ASSIGN 特定 の ドラ イブ に 対す る 操作 の 他 の ドラ イブ へ の 割り 当て 
JOIN 他 の ドラ イブ の 仮想 ディ レク トリ 化 


LASTDRIVE 最大 ドラ イブ 数 の 設定 


SWITCH” 


人 日 本 語 / 英 語 モ ー ド の 切り 替え 











2 日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド を 切り 替え る 。 

金 SWITCH コマ ンド を 実行 する と 、 新 し い モ ー ド で シス テム を 再起 動 す 
る 。 こ の と き 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT が 次 の よう に 
RENAME コマ ンド で 入れ 替え られ る 。 

日 本 置 モー ド つ 英語 モー ド 

⑯ 日 本 語 モ ー ド 用 CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT が リネ ー ム され る 

CONFIG.SYS 一 CONFIG.PS5 
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AUTOEXEC.BAT つ AUTOEXEC.PS5 

@ 英 語 モ ー ド 用 CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT が リネ ー ム され る 
CONFIG.PS2 つ CONFIG.SYS 
AUTOEXEC.PS2 つ AUTOEXEC.BAT 

⑥ 再 起動 する 

英 還 モー ド つ 日 本 馬 モ ー ド 

英語 モー ド 用 CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT が リネ ー ム され る 
CONFIG.SYS つ CONFIG.PS2 
AUTOEXEC.BAT 一 AUTOEXEC.PS2 

@ 日 本 語 モ ー ド 用 CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT が リネ ー ム され る 
CONFIG.PS5 つ CONFIG.SYS 
AUTOEXEC.PS5 AUTOEXEC.BAT 

@ 再 起動 する 


六 注 意 


ディス ケッ トモ デル で は 、SWITCH コマ ンド は 使用 で き な い 。 
@ NEC 版 MS-DOS の SWITCH コマ ンド と は 別 の も の で ある 。 





- 
E 


書 式 


SWITCH 


3 





C>SWITCH 

[注意 ]: モー ド 切 り 換 え 中 は (PS/2 モ - ト "に 切り 換わる まで ) 電源 を 切ら な いで くだ さい 。 
シス テム を 、PS/2 モ ー ド (英語 モー ド ) に 切り 換え ます 。 

シス テム を 切り 換え ます か (①/N) ? Y 

C>SWITCH 

[Warning]:Do not turn off during switching. 


Switching the system into PS/55 mode (Japanese mode). 
Are you sure to switch the system (y/n) ?y 











第 章 DOS コマ ンド リフ ァ レ ンス 2 の 09 


SAS 





SYS 外部 コマ ンド 0 
倫 シス テム ファ イル の 転送 | / 


② オ ペレ ー テ ィング シス テム ファ イル (IBMBIO.COM と IBMDOS.COM) と 、 
コマ ンド イン タプ リン タタ (COMMAND.COM) を 転送 する 。 


闘 注 意 


@⑯ SYS コマ ンド は 、ASSIGN、JOIN、 ま た は SUBST コマ ンド を 使っ て リ ダ 
イレ クト され た ドラ イブ で は 機能 し な い 。 ま た 、 ネ ットワーク の リモ ー ト ド 
ライ ブ で も 機能 し な い 。 








SYS [ドラ イブ 1:][ パ ス ] ドラ イブ 2: 





[ドラ イブ 1:] | 転送 元 の シス テム ファ イル の 場所 





[パス ] [ドラ イブ 1:] を 省略 する と 、 カ レン トド ライ ブ の シス 
テム ファ イル が 転送 され る 
ドラ イブ 2: | 転送 先 の ドラ イブ 
実行 例 
OSYS 


シス テム が 転送 され まし た 





信 FORMAT コマ ンド に /S スイ ッ チ を 付け る こと に よっ て も 、 フ ォ ー マ ッ ト 
時 に シス テム を 転送 する こと が で きる 。 
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_ 関連 コマ ント 





COPY ファ イル の 複写 / 結 合 
FORMAT ディ スク の 初期 化 
XCOPY ディ レク トリ 単位 や 条件 付き の 複写 


TIME 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


四 シス テム 時 計 の 表示 / 設 定 














ヨ MI1・SAS | 


② シ ステ ム が 管理 する パソ コン 内 部 の 時 刻 を 表示 し 、 入 力 を 促す 。 
変更 し な い 場 合 は 、| キー を 押す 。 





TIME [IN[:mm[:ss[.100 分 の 1 秒 ]]]][A | 

hh 、 時 刻 の 指定 (有効 旨 囲 は 0 - 23) 。 と 昌 
| imm | 分 の 指定 ( 和 有効 範 較 は 0 一 $9) 還 還 
| 5S5 | 秒 の 指定 (有効 範囲 は 0 一 59) | 
100 分 の 1 秒 、 1 秒 の 碧 分 の 1 の 単位 を 指定 する (有効 範囲 は 0 99) | 
| AlP 12 時 間 単位 の 時 刻 表示 フォ ー マ ッ ト で 、 午 前 (A.M.)、 午 | 


後 (P.M.) を 指定 する (英語 モー ド の み 有 効 ) 


実行 例 


C: ま 2TIME 

現在 の 時 刻 は 11:45:25.53 

新しい 時 刻 を 入力 し て くだ さい : 11:59 
C: ま > 
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@ 英 語 モ ー ド で は 、CONFIG.SYS の COUNTRY コマ ンド の 設定 を 変更 する 
こと に より 、 時 刻 の 表示 形式 を 変更 する こと が で きる 。 
シス テム を 起動 する た びに 時 刻 を 入力 する た め に は 、AUTOEXEC.BAT に 


| TIME コマ ンド を 追加 すれ ば よい 。 


COUNTRY 国 別 情報 の 設定 
P 日 付 の 表示 / 変 更 


TREE 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


コ 


ヨ ヨ ヨ 1 ユ ・ ヨ MIL 








人 ディ レク トリ 構成 の ツリ ー 型 表示 








② デ ィ ス ク に 含ま れる すべ て の ディ レク トリ を ツリ ー 構 造 で 表示 する 。 


TREE [ドラ イブ : パス ] [/F] [/A] 





ドラ イブ : パス ディ レク トリ 構成 を 表示 し た い ド ライ ブ 名 と ディ レク ト 
リ 名 

/F | ファ イル 名 も 表示 する 

/A 、 時 線 文字 の 代わ り に 記号 (|、+、-、\ な ど ) で 表示 する 

な し カレ ント ドラ イブ の ディ レク トリ 構造 を 表示 する 
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C:\>TREB /A C:\TMP 

ボリ ュー ム BERDE-3 の ディ レク トリ ー・ パ ス ・ リ スト 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 

(0:MTMP 

+---TEST 

| デーUMP 

\---SDNO2 














ディ レク トリ が 多数 あっ て 表示 が 1 画面 に 収まら な い 場 合 は 、Mwl| [5] キ 
ー を 押し 一 時 停止 する こと が で きる (表示 を 再開 する に は 適当 な キー を 押せ 
ば よい )。 ま た 、1 画面 ずつ 止め な が ら 表 示し た い 場 合 に は MORE コマ ンド 
(p.156) を 使っ て “TREE | MORE" と いう よう に 入力 する 。 





関連 コマ ンド 
DIR ファ イル リス ト の 表示 


/ TYPE 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


、 の キス ト フ ァイル の 内 容 表示 











② テ キス ト フ ァイル の 内 容 を 画面 に 表示 する 。 


湖 注 意 


信 バ イナ リフ ァイル や 、 プ ログ ラム に よっ て 作成 され た テキ スト ファ イル 以外 
の 形式 の ファ イル を 表示 する と 、 文 字 や 数 字 以 外 の コー ド が 表示 され る の で 
読み 取れ な い 場 合 が ある 。 
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ヨ d 人 1・ ヨ ヨ ヨ ユエ の 


ヨ d 和 上 


TYPE [ドラ イブ :][ バ パス] ファ イル 名 





[ドラ イブ :] [パス ] フ ァイル 名 | 内 容 を 表示 し た い フ ァイル 


ー 





C:\>TYPE C:YCONFIG.SYS 

buffers=38 

FILES=39 

stacks=9,.9 

devicesc:\dos\Yhimem. SysS 
devicec:\dosYemm386.exe 1924 
devicesc:\YdosYramboost.exe load 
COUNTRY=981.932.C:YDOSYCOUNTRY.SYS 
SHELLsC:YDOSYCOMHAND.COM /P /B:1924 
DEVICEC:YDOSYSFONT.SYS 

dosshigh 

DEVICE=C:YDOSYSETVER.EXE 
DEVICEC:YDOSYSDISP.SYS 
DEVICEC:YDOSYANSI.SYS /X% 
DEVICE:C:YSYSYVJEYVJEB.DRV /J /L /K, /K. /K/ /K- /K[ /KX /KUS /TBLC:YSYSYVJEY1IKEY.TBL /D4 
/Y96 

rem STACKS=9,256 

LASTDRIVE=g 











テグ テツ グ 
人 @ 画 面 を 一 時 停止 する 場合 に は 、 十 [S] キ ー を 押す 。 再 開 す る に は 適当 な 
キー を 押す 。 ま た 、1 画面 ずつ 止め な が ら 表 示し た い 場 合 に は MORE コマ 
ンド (p.156) を 使っ て 、 
TYPE AUTOEXEC.BAT | MORE 骨 | 
と いう よう に 入力 する 。 


DIR ファ イル リス ト の 表示 
MORE テキ スト ファ イル の 画面 単位 で の 表示 
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UNDELETE ” 
、、 人 間際 フ ァイル の 復 ノ 








② DEL コマ ンド に よっ て 削除 され た ファ イル を 復元 する 。 
茹 注 意 


人 @ 次 の よう な マル チタ スク 環境 下 で は UNDELETE コマ ンド は 使用 で き な い 。 
・DOS シェ ル の タス ク 切 り 替 え が 使 用 可 の 状態 
・Windows3.0 で 複数 の DOS アプ リケーション を 起動 し て いる と き 
・Windows3.0 で プロ グラ ム を 起動 し て いる と き 
@ UNDELETE コマ ンド で は 、 サ ブ デ ィ レ クト リ の 復元 と 、 削 除き れ た サブ 
ディ レク トリ に 書き 込ま れ て いた ファ イル は 復元 で き な い 。 た だ し 、 復 元 し 
た い フ ァイル が ルー トディ レク トリ 直下 の サブ プ デ ィ レ クト リ で ある 場合 に は 
復元 で きる 可能 性 が ある 。 こ の 場合 は 、 ま ず UNFORMAT コマ ンド を 使用 
し て ディ レク トリ を 復元 し 、 そ の 後 UNDELETE コマ ンド で ファ イル を 復 
ず の 。 


UNDELETE [[ ドライブ :][ パ ス ]][ フ ァイル 名 ] 
[/S | /DT | /NW | /DW | /D0S | /ALL] [/NC] 
[/NM] [/LIST] [/PURGE] [/PURGEALL] 


[/VIDEO] [/25 | /28 | /43 | /50 | /50] 
[/lN | /BW | /WMONO | /LCD] [/FF] [/BF] 
[/MF] [/BT] [/NGM] [/LE] [/IM] [/PS2] 





| [ドラ イプ :] 復元 し た い フ ァイル 
| [パス ] フ ァイル 名 | 
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ヨ 1 ヨ 1 ヨ QNII 





| 


| 削除 モン トリ り に よっ て 保護 され た ファ イル だ け を 復元 する 










































































/DT 削除 追跡 に よっ て 保護 され た ファ イル だ け を 復元 する 
7Nw_ | Netware386 に よっ て 保護 され た ファ イル だ け を 復元 する | 
_/DN | DelWatch(DR DOS) に 保護 され た ファ イル だ け を 復元 す 
| に 間 
_/pos | DOS に よっ て 保護 され た ファ イル だ け を 復元 する 
| /ALL 、 すべ て の 削除 きれ た ファ イル を 復元 する 1 
|/NC 」 確認 アロ ンプ ト な し で 自動 的 に ファ イル を 復元 する 
_/NM DOS に よっ て 保護 され た ファ イル を Mirror を 使わ ず に 復 
| 、 元 する _- 
| /LIsT | すでに 削除 きれ た ファ イル で 復元 可能 な ファ イル を 表示 す | 

る 
| /PURGE ” | 指定 ディ レク トリ の 削除 ファ イル を パー ジ す る 

/PURGEALL 。 | 指定 ア ィ レク トリ の 全 削 除 フ ァイル を パー ジ す る 

/VIDEO ”"  。 ビデオ と マウ ス に 関す る ヘル プ を 表示 する 男 

225 、 画面 表示 を 25 行 に する (省略 時 の 設定 ) 
| 88 。 | 画面 表示 を 28 行 に する (VGA、 英 語 モ ー ド の み ) | 
- 743 | 画面 表示 を 43 行 に する (VGA お よび EGOA、 英 語 モー ド 

、 の み ) | 

750 、 画面 表示 を 50 行 に する (VOA、 英 語 モー ド の み ) _ 

/60 。 | 画面 表示 を 60 行 に する (Video7 搭載 、 英 語 モ ー ド の み ) 

/IN カラ ー で 表示 する 。 

-/Bw 、 単色 で 表示 する 

/MONO IBM モノ クロ で 表示 する 日 

_/Lcp 単色 液晶 に 適し た 色 で 表示 する 。 

、/FF 表示 加 度 を 高速 に する (CGA の み ) "1 

/BF 、 BIOS フォ ント を 使用 する (英語 モー ド の み ) 

-/NF グラ フィ ッ ク 文字 を 使用 し な い ( 日 本 語 モ ー ド ) | 
| /BT ー | Windows で グラ フィ ッ ク マ ウス が 、 そ し て Desqview お | 

よび UltraVsion で グラ フィ ッ ク フ ォ ン ト が 使用 で きる ( 英 
| 語 モー 下 の み ) | 
_/NGM テキ スト 文字 マウ スポ イン タ を 使用 する (日 本 語 モー ド ) 

/LE | マウ ス の 左右 ポタ ン の 機能 を 入れ 替え る 
_M | マウ ス を 使用 不可 に する 
_/Ps2 | マウ ス を リセ ッ ト す る 


実行 例 


C:\TMP\TEST>UNDEBLETE C:*.* 
Undelete V8 (c)1999-1992 Central Point Software, Inc. 





ディ レク トリ ー: C:\TMP\TEST 

?HIKEN .T 尋 T 25 94-2-28 14:42 良好 

ファ イル 名 の 先頭 の 文字 を 入力 し て くだ さい (中 止 は Esc キ ー) 
SHIKEN .TXT 回 復 さ れ ま し た 


C: ま TMPWTEST> 














関連 コマ ンド 
DATAMON ファ イル 削除 の 追跡 


UNFORMAT ” 


伯 ディ スク の 復元 / 復 元 情報 の 照合 











② FORMAT コマ ンド で 誤っ て フォ ー マ ッ ト し て し まっ た ディ スク や 、 
RECOVER コマ ンド で 誤っ て 修復 し こし まっ た ディ スク を 復元 する 。 
全 UNFORMAT コマ ンド を 使用 し て も 必ず し も 復元 で きる と は 限ら な い 。 
② MIRROR コマ ンド に よっ て 作成 され た 削除 情報 ファ イル と ディ スク 上 の シ 
ステ ム 情 報 が 合致 し て いる か 照合 する 。 


書 式 


UNFORMAT ドラ イブ : [/U] [/L] [/TEST] [/P] 
UNFORMAT /PARTN [/L] 


UNFOHMAT ドラ イプ :[/』] 
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TVWHdOHN「i* ヨ 1 ゴ 1 ヨ NT | e | 





ドラ イブ : | ファ イル を 復元 し な たい ディ スク 
| /p | | 
|/L | ディ スク を 検索 し て 、 す べ て の ファ イル と サ プ デ ィ レ クト リ を 
表示 する (/PARTN オプ ショ ン と 同時 に 指定 し た 場合 に は 、 デ | 
| ィ ス ク の パー ティ ショ ン テ ー ブ ル を 表示 する ) 
紹 | /TEsT | MIRROR コマ ンド に よっ て 作成 され た 削除 情報 ファ イル を 使用 
| せ ず に 復元 で きる か テス ト す る 


ト ー 


] 





/P 実行 時 に 出力 され た メッ セー ジ を プリ ンタ に 出力 する | 
| /PARTN ハー ド デ ィ スク の パー ティ ショ ン テ ー プ ブル を 復元 する 
7/』 MIRROR コマ ンド に よっ て 作成 され た ファ イル と ディ スク の シ 


ステ ム 情 報 が 一 致し て いる か を 確か め る 


1VMdO』NI 


C:\>DIR Ai 





ドラ イブ A の ボリ ュー ム は DOSVM1 で す 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 2C5B-18CB で す 
ディ レク トリ ー は 4:\ 


COMMAND COM 65978 93-12-3 6:19 
AUTOEXBC BAT 1156 94-92-28 12:27 
CONFIG SYS 441 94- 人 8-1 17:55 
3 個 66675 バイ ト の ファ イル が あり ます 
589698 バイ ト が 使用 可能 で す 


C:\>FORMAT AE /F:729 
新しい ディ スケ ッ ト を ドラ イブ A: に 入れ て くだ さい 
準備 が で きた ら ENTER キ ー を 押し て くだ さい .… 


ディ スク の フォ ー マ ッ ト 形 式 を チェ ッ ク し て いま す 
アン フォ ー マ ッ ト 情 報 を 保存 し て いま す 

72K バイ ト ベリ ファ イ 中 で す 

フォ ー マ ッ ト が 終了 し まし た 


ボリ ュー ム ・ ラ ベル を 指定 し て くだ さい 
(半角 11 字 まで , ラベ ル な し は ENTER キ ー) 


73 四 12 バイ ト  : 全 ディ スク 空間 
73 町 12 バイ ト  : 使 用 可能 ディ スク 空間 


1924: クラ スタ ー 当 り の バイ ト 数 
713: ディ スク 中 の 使用 可能 クラ スタ ー 数 








ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 9426-19CF で す 
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別 の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し ます か (Y/N)?N 


C: ま DIR AI 

ドラ イブ A に は ボリ ュー ム ・ ラ ベル が あり ませ ん 

ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 9426-19CF で す 

ディ レク トリ ー は 4:\ 
ファ イル が 見 つか り ま せん 
C:\>UNFORMAT AI 
アン フォ ー マ ッ ト す る ディ スク を ドラ イブ A: に 
入れ , 準備 が で きた ら 改 行 キ ー を 押し て くだ さい 
MIRROER コマ ンド に よっ て 作成 され た イメ ー ジ ・ フ ァイル を 使用 し て , シス テム 領域 を 
復元 し ます 

注意 !! 注意 !! 

この コマ ンド は , 不 注意 に FORMAT コマ ンド や RECOVEE コマ ンド を 使っ て し まっ た 
場合 に だ け 使 用 し て くだ さい 。 そ れ 以 外 の 場合 に UNFORMAT コマ ンド を 使用 する と , 
デー タ を 壊し て し まう 可能 性 が あり ます ! MIRROR イメ ー ジ ・ フ ァイル が 作成 され る 
た め , 変更 され た ファ イル は 消失 する 可能 性 が あり ます 。 

ディ スク 中 の MIRROE イメ ー ジ ・ フ ァイル を 検索 し て いま す 
前 回 MIRROR コマ ンド や 『ORMAT コマ ンド を 使用 し た の は , 18:94 , 94/93/91 で す 
MIRREROER イメ ー ジ ・ フ ァイル は 有効 で す 

ドラ イブ A: の シス テム 領域 を 更新 し ます か (Y/N)? Y 

ドラ イブ A: の シス テム 領域 は 再 構築 され まし た 
必ず シス テム を 再起 動 し て くだ さい 
C:\>DIR A: 

ドラ イブ A』A の ボリ ュー ム は DOSV1 ka 

ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 2C5B-18CB で す 

ディ レク トリ ー は 4A:\ 
COMMAND COM 65978 93-12-93 6:18 

AUTOEXEC BAT 1156 94-92-28 12:27 
CONFIG SYS 441 94-93- 胃 17:55 


3 個 66675 バイ ト の ファ イル が あり ます 
589698 バイ ト が 使用 可能 で す 
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1VMdOH』NII 


NO ヨロ ri・ コ コ O ヨ Q1 | で 
・IVMdO』NI1 





関連 コマ ント 
FORMAT ディ スク の 初期 化 
RECOVER ファ イル の 修復 


/UDEOFF 


、、 信 UDE ティス ケット の マウ ント 弟 了 











② UDEON コマ ンド を メモ リ か ら 取り 除き 、UDE ディ スケ ッ ト の マウ ント を 
解除 する 。 


六 注 意 


この コマ ンド は 、UDE ディ スケ ッ ト の 圧縮 ボリ ュー ム フ ァ イル の 中 に 含ま 
れる 。 





/UDEON 


、《 UDE ディ スケ ッ ト の マウ ント 








機 他 / 


⑫ SuperStor/DS ドラ イ バ を 導入 し て いな い シ ステ ム で も 、 圧 縮 デ ィ ス ク を 
読み 書き で きる よう に する 。 


220 


注意 

pm ド は 、UDE ディ スケ ッ ト の 非 圧 縮 ボ リュ ー ム ファ イル に 含ま れ 
る 。 

@ こ の コマ ンド を 実行 する に は 、 あ ら か じ め SperStor/DS を イン スト ー ル し 
て お か な けれ ば な ら な い 。 


書 式 


UNMOUNT ” 


條 細 ボリューム フ ァイル 用 ドラ イブ の マウ ント 解除 














⑫ SuperStor/DS ディ スケ ッ ト の マウ ント を 解除 する 。 


UNMOUNT ドラ イブ 文字 


UNMOUNT /V 


ドラ イブ 文字 | SuperStor/DS 論理 ドラ イブ ID 
/V マウ ント 解除 可能 な ドラ イブ を 表示 する 
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INTOWNr・NO ヨ Qn 





USRFNT ” 


WU ユー ザ 定 義文 字 と 辞書 の 管理 








回 cm 


② 16x16、24x24、32x32、48X48 ドッ ト の ユー ザ 定 義文 字 の 作成 / 編 
集 を 行う 。 
5 。 ② ユ ー ザ 定義 文字 の 印刷 を 行う 。 

② 熟 語 の 登録 、 辞 書 の 登録 を 行う 。 

辞書 の 組み 合わ せ を 行う 。 

② フ ォ ン ト フ ァイル の 組み 合わ せ を 行う 。 

金 夫 行 する と 、 メ ニュ ー が 表示 され る の で 、 行 いた い 処 理 を 選択 する 。 操 

作 方 法 に つい て 知り た いと き は 、F1| キー で 表示 され る ヘル プ を 利用 す 
る 。 


USRFNT 
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VER 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 
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d ヨ A・INHHSII 


AI ヨ A・d ヨ 人 


避 ) 


ンー 





C:\>VER 
PC DOS Version J6.3V 
Revision 


C:\> 














VERIFY 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 





伯 土 き 込 み デ ー タ と 元 デ ー タ の 嘱 合 


機 人 
② デ ィ ス ク に 書き 込み を 行う 際 、 書 き 込 まれ た デー タ と 元 の デー タ が 同一 で あ 
る か 照合 する 。 





ON 書き 込み 時 に デー タ を 有 照 合 する 
人 ON に する と 、 書 き 込 み 時 に デー タ の 照合 を 行う た め に 処理 速度 
が 遅く な る 
OFF 書き 込み 時 に デー タ を 合 し な い 
な し 、 現在 の 状態 を 表示 する 
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C:\>VERIFY ON 





C:\>VERIFY 
VERIFY は <on> で す 
(> 











但 フ ァイル が 正しく 複写 され た か どう か の 確認 は 、COPY、XCOPY コマ ンド 
の /V オプ ショ ン を 用 いて も 可能 。 通 常 は VERIFY コマ ンド を OFF に し て 
お いて 、 特 に 重要 な 複写 ファ イル の 複写 に は COPY、XCOPY コマ ンド 
の /V オプ ショ ン 付 き で コピ ー を すれ ば よい 。 





関連 コマ ンド 
CHKDSK ディ スク の チェ ッ ク / 修 復 


VOL 内 部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


伯 ボリ ュー ムラ ベル と シリ アル 番号 の 表示 











ディ スク の 名 前 で ある ボリ ュー ムラ ベル を 表示 する 。 


凍 注 意 

⑱ ボ リュ ー ム ラベ ル は LABEL コマ ンド で 何 度 で も 書き 換え 可能 だ が 、 シ リア 
ル 番 号 は ディ スク を フォ ー マ ッ ト し た と き の 固 有 番 号 な の で 変更 する こと は 
で き な い 。 

代 シ リア ル 番 号 は 、DOS J4.0/V 以降 の DOS で フォ ー マ ッ ト さ れ た ディ スク 
に つい て 表示 され る 。 
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1OA・ 和 Id ヨル 


8 


VOL [ドラ イブ :] 











| ドラ イプ: | ポリ ュー ムラ ベル と シリ アル 番号 を 表示 し た い ド ライ ブ 名 
| な し | カレ ント ドラ イブ の ポリ ュー ムラ ベル を 表示 する 
実行 例 

C:\>VOL 


ドラ イブ C の ボリ ュー ム は EEDB-3 電 定 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 1C49-B453 で す 





(C: ま > 


0 








@⑯ FORMAT コマ ンド で /V オプ ショ ン を 指定 する と 、 フ ォ ー マ ッ ト 時 に ボリ 
ュー ムラ ベル を 設定 する こと が で きる 。 

念 新規 に ボリ ュー ムラ ベル を 設定 し た り 、 書 き 換 える 場合 に は 、LABEL コマ 
ンド を 使用 する 。 


FORMAT ディ スク の 初期 化 
LABEL ボリ ュー ムラ ベル の 作成 / 変 更 / 削 除 
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/COPY 外部 コマ ンド / ネ ットワーク 対応 


Wi ディ レク ト り 単位 や 条件 付き の 複写 








し 3 
G 
< 


② 階 層 構 造 に な っ て いる ディ レク トリ を 、 丸 ご と コピ ー す る 。 
2 日 付 や ファ イル 属性 に よる 条件 付き の コピ ー を 行う 。 
② サ ブ デ ィ レ クト リ を 含む ディ スク を 、 フ ォ ー マ ッ ト の 異な る ディ スク (2DD 
っ 2HD な ご ど ) に コピ ー す る 。 
尻 し 属性 や シス テム 属性 の 付い た ファ イル は コピ ー す る こと が で き な い 。 


XCOPY 複写 元 [複写 先 ] [/A | /M] [/D: 日 付 ] [/P] 


[/S [/E]] [LV] [/W] [7Y|/-Y] 





複写 元 複写 元 の ドラ イブ 名 、 デ ィ レク トリ 名 、 フ ァイル 名 
複写 先 複写 先 の ドラ イブ 名 、 デ ィ レ クト リ 名 、 フ ァイル 名 


複写 先 を 省略 する と 、 カ レン トディ スク の カレ ント ディ レ 
クト リ に コピ ー さ れる 


| /A 保存 属性 の 付い た ファ イル の み を コピ ー す る ( ユ ピ ー 後 も 属性 は 
| 変更 し な い ) 

/M 、 保存 属性 の 付い た ファ イル の み を コピ ー す る (コピー 後 に 属性 を 
| クリ ア す る ) | 


人 XCOPY コマ ンド は 、 複 写 元 の ファ イル に 保存 属性 が 設定 
され て いた か どう か に か か わら ず 、 複 写 先 ファ イル に は 保 
存 属 性 が 設定 され る 
| /D: 昌 付 指定 きれ た 日 付 以降 に 変更 され た ファ イル の み を 複写 する (英語 | 
モー ド で は 、COUNTRY コマ ンド に 従っ た 日 付 の 書式 で 指定 し 
な けれ ば な ら な い ) 


| 
ーーー ss = ーー 


| /P | ファ イル を コピ ー す る た びに 確認 の メッ セー ジ を 表示 する 
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AdOOX 


/s | サブ プ ア ディレク トリ を コピ ー す る ( 空 の サ プ ア ディ レク トリ は コピ ー 


| し な いら) 
| /E | 空 の サブ デ ィ レ クト リ も コピ ー す る - 
人 こ の オプ ショ ン は 、/S オプ ショ ン と 同時 に 指定 し な けれ ば な 
ら な い 

| /y | 複写 元 と 複写 先 の 合 (ベリ ファ イ ) を し な が ら コ ピー する 

/w * キ ー を どれ か 押し て ファ イル の 複写 を 始め て くだ さい "とい 「 
| | 3 う メッセージ を 表示 し 、 ユ ー ザ の キー 入力 を 待つ 
「 | コピ ー 先 に 同名 ファ イル が 存在 し て も 確認 せ ず に 上 書き する 

/-Y コピ ー 先 に 同名 ファ イル が 存在 し た 場合 、 上 書き する か 確認 


求め る 。 省 略 時 の 設定 


実行 例 





| C:\>DIR A: 

ドラ イブ 』A の ボリ ュー ム は DOSV1 
ディ レク トリ ー は 4:\ 
ファ イル が 見 つか り ま せん 


C:\>XCOPY C:\TMP\*.* A: /S 
複写 元 フ ァイル を 読取 り 中 で す . . . 
C:\TMP\A.TEX 
C:\TMP\CO. TRX 
C:\TMP\TEST\MEMO.TXT 
C:\TMP\TESTYSET 
C:\TMP\TESTSHIKEN. TXT 
C:\TMP\TEST\TEST1.TXT 
C:\TMPYTEST\TEST2.TXT 
C:\TMP\TEST ま TEST3.TXT 
C:\TMP\TEST\ メ モ 帳 . TXT 
C:\TMP\SONO2\A. TEX 
C:\TMP\SONO2\CO.TEX 

11 個 の ファ イル を 複写 し まし た 





で す 


ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 2C5B-18CB で す 
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CDIR A( 


ドラ イブ A の ボリ ュー ム は DOSVM1 で す 
ボリ ュー ム ・ シ リア ル 番 号 は 2C5B-18CB で す 
ディ レク トリ ー は が だ \ 


A TEX 5 角 94- 釘 -22 13:98 
CO TEX 816 94-92-8 11:19 
TEST <DIR> 94-3- 外 18:13 
SONO2 <DIR> 94-93- 外 18:13 
4 個 1316 バイ ト の ファ イル が あり ます 





635994 バイ ト が 使用 可能 で す 








信 デ ィ ス ケッ ト の 複写 に つい て は 、XCOPY コマ ンド より も DISKCOPY コマ 
ンド を 使用 する 。 し か し 、XCOPY コマ ンド で は DISKCOPY コマ ンド と 違 
い 、 異 な る メデ ィ ア の ディ スケ ッ ト へ 複写 で きる 。 


COPY ファ イル の 複写 / 結 合 
DISKCOPY ディ スケ ッ ト の 丸ごと 複写 
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8 
ミ 


| 第 3 草 | 
DOS シ ェ ル 





ご HO ロワ ロ 


DOS シェ エル の 概要 









DOS を 初心 者 に と っ て 使い に くく し て いる も の が 、 い ちい ち キ ー ボ ー ド か 
ら コ マン ド を 打ち 込ん で 操作 し な けれ ば な ら な いこ と で ある 。 通常 の C> また 
は C:\ ぎ > が 表示 され て いる だ け の 画面 を 、COMMAND シェ ル と いう 。 そ れ 
に 対し て DOS シェ ル (DOSSHELL.EXE) は 、 デ ィ レ クト リ や ファ イル を ビ 
ジュ アル に 表示 し 、 カ ー ソ ルキ ー や マウ ス で 扱え る よう に し た イン タフ ェ ー ス 
で ある 。 

DOS シェ ル で は 、 フ ァイル 管理 ・ プ ログ ラム 管理 ・ タ スク 管理 の 3 つの 操 
作 を 行う こと が で きる 。 こ れ ら は 複数 の 操作 項目 を 統合 し て いる も の で あり 、 
COMMAND シェ ル で は サポ ー ト され て いな い 。 

また 、DOS シェ ル の メニ ュー 項目 に は 、DOS/V の 内 部 コマ ンド に 相当 する 
も の が 数 多く ある た め 、 一 般 的 な ファ イル 操作 に つい て は 困ら な い 。 また 、 フ ァ 
イル の 複写 や 移動 に つい て は マウ ス 操 作 1 つ で 実行 する こと が で きる よう に 
な っ て いる 。 

さら に 、[ ヘ ルプ ] を 選択 する こと に より 、 詳 し い 操作 方 法 が わか る よう に 
な っ て いる 。 

この よう に DOS シェ ル は 、 コ マン ド 入 力 に よる 各 操 作 の わずらわし さ を な 
くし 、 プ ログ ラム 実行 や ファ イル 管理 を 視覚 的 に 行う) こと が で きる よう に する 
た め の も の で ある 。 





DOS シェ ル で で きる こと は 、 大 きく 分 ける と 、 


ファ イル 管理 
プロ グラ ム 管 理 
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タス ク 切 り 替 え 
の 3 種類 の 操作 で ある 。 こ の 章 で は 、 そ れ ぞ れ の 具体 例 を あげ て 紹介 し よう 。 


詳 ファ イル 管理 (ファ イル リス ト ) 

サブ デ ィ レ クト リ の 数 が 増え た た り 、 階 層 構 造 が 深く な っ た りす る と 、 デ ィ ス 
ク の ディ レク トリ 構造 が 複雑 に な る 。 こ の 場合 、 フ ァイル の 複写 を 行う だ け で 
も コマ ンド ライ ン か ら デ ィ レ クト リ 名 を 入力 し た り 、 カ レン トディ レク トリ を 
深い 階層 へ 移動 きせ た り と いう よう に 、 フ ァイル の 管理 を 行う こと が 困難 に 
PS ぬら 

ファ イル 管理 で は 、 複 雑 な ディ スク の ディ レク トリ 構造 を ツリ ー 形 式 ( 樹 形 
図 ) で 表示 する こと に より 、 デ ィ ス ク 内 の ディ レク トリ の 全体 像 を 簡単 に 把握 
きる よう に し て で ゆる 。 

また 、 ツ リー 表示 され た サブ ディ レク トリ を クリ ッ ク す る (マウ ス の 左 ボ タ 
ン を 押す ) だ け で 、 カ レン トディ レク トリ を 移動 する こと も で きる 。 

ファ イル リス ト の 中 か りら 任意 の ファ イル を 選択 する こと に より 、 そ れ ら を 削 
除 し た り 複 写し た りす る こと も で きる 。 こ れ も マ ウス 操作 1 つ で 行う こと が で 
きる 。 

この よう に 、 今 まで コマ ンド ライ ン で 行っ て いた 複雑 で 面倒 な ファ イル 操作 
が 、 こ の ファ イル 管理 を 用 いる こと に よっ て マウ ス 1 つ で で きる よう に な る 。 


洛 プロ グラ ム 管 理 ( プ ロ プ ラム ハリ スト ) 

通常 、DOS の コマ ンド ライ ン か ら ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 使用 する と き 
は 、 実 行 フ ァイル 名 を 入力 し て 起動 する 。 た と えば 、Lotus1-2-3 を 起動 する 
場合 は 、「123」 と 入力 し 、VJE-PEN を 起動 する 場合 は 、「VJE」 と 入力 する 。 
DOS シェ ル 上 で これ ら の アプ リケーション ソフ ト を 使用 し た い 場 合 に は 、 
ファ イル 管理 で 実行 ファ イル 名 を ダブ ルク リッ ク (マウ ス の 左 ボ タン を 2 上 度 連 
続 し て 押下 ) し た り 、 フ ァイル メニ ュー の 「 実 行 」 や 「 開 く 」 と いう 項目 を 選 
択 す る こと に よっ て 起動 する こと が で きる 。 

し か し 、DOS シェ ル の プロ グラ ム 管 理 に は も っ と 便利 な 起動 方 法 が ある 。 
それ は 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 起動 コマ ンド と プロ グラ ムタ イト ル を DOS 
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_ 基 落 HOD ロ 


HOO ロ 


シェ ル に 登録 する こと で ある 。 こ うし て お け ば 、 タ イト ル を クリ ッ ク す る だ け 
で 、 そ の アプ リケーション を 起動 する こと が で きる よう に な る 。 

また 、 プ ログ ラム 管理 の グル ー プ 登録 機能 を 使用 する こと に より 、 ア プリ ケー 
ショ ン の グル ー プ を 登録 する こと も で きる 。 こ れ は ディ レク トリ を 作る の と 同 
じ 感 覚 の 操作 で 、 グ ルー プ 内 に 複数 の アプ リケーション ソフ ト を 登録 する こと 
が で きる 。 

これ に より 、 フ ァイル 管理 と プロ グラ ム 管 理 を 伴わ せる こと で 、 よ り よ い 操 
作 環境 を 得る こと が で きる 。 

この プロ グラ 4 ム 管理 に 登録 きれ た アプ リケーション ソフ ト を DOS シェ ル 上 
で 起動 し た 場合 、 終 了 後 は DOS シェ ル に 戻る こと が で きる 。 


謀 タス ク 管理 (タス フリ スト ) 

DOS の コマ ンド ライ ン か ら ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 起動 する 場合 、2 つ 
の アプ リケーション ソフ ト を 同時 に 起動 する こと が で き な か っ た 。2 つの アプ 
リケーション を 使い た い 場 合 は 、 一 方 を 終了 させ て か ら 他 方 を 起動 し て いた 。 

た と えば 、VJE-PEN を 使用 し て いる と き に Lotusl-2-3 の 表 計 算 デ ジー タ を 
参照 し た い 場合 に は 、 現 在 書い て いる 文書 を 保存 し て VJE-PEN を 終了 させ 、 
DOS の プロ ンプ ト 画 面 に 戻っ て か ら Lotusl-2-3 を 起動 し 、 参 照 後に 再び VJE 
-PEN を 起動 さき せる こと に な る 。 

し か し 、DOS シェ ル の タス ク 切 り 替 え を 使用 すれ ば 、 一 度 に 複数 の アプ リ 
ケー ショ ン ソ フト を 起動 する こと が で きる 。 つ まり 、VJE-PEN を 終了 させ る 
こと な く Lotus1-2-3 を 起動 し 、 必 要 な デー タ の 参照 を 行い 、Lotus1-2-3 を そ 
の まま に し て VJE-PEN に 戻る こと が で きる 。 





マウ ス と は 、 キ ー ボ ー ド な ど と 同様 に 入力 装置 の 一 種 で ある 。 キ ー ボ ー ド か 
ら 入 力 する 場合 は 、 文 字 で あれ ば 「A」 や 「B」 な ど と 入力 し 、 カ ー ソ ル を 動 
か す と き は 矢印 キー を 使っ た 。 マ ウス て 入力 を 行う 場合 、 マ ウス ポイ ンタ と い 
う 矢 印 を 、 目 的 の アイ コン (シン ボル マー ク ) や ファ イル 名 に 合わ せ 、 そ れ を 
クリ ッ ク し た り 、 ド ラッ グ を 行う (マウ ス の 左 ボ タン を 押し た まま 、 目 的 位置 
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まで 移動 し 放す ) 。 

この こと か ら 、 マ ウス を ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス と 呼ぶ 場合 も ある (マウ ス 
と いう 名 称 は 、 ネ ズミ に 似 て いる こと か ら 付 けら れ た )。 

マウ ス は パソ コン 本 体 に は 付属 せ ず 別売 に な っ て いる 。 マ シン に よっ て は 、 
PS/35 互換 マウ スポ ー ト を も つも の と 、 シ リア ルポ ー ト し か な いも の が あり 、 
接続 する に は それ ぞ れ 仕様 が 違う の で 、 マ ウス 購入 時 に は 確認 が 必要 で ある 。 
マウ ス を 使用 する 際 に は マウ ス ド ラ イ バ か 必要 に な る が 、 こ れ は DOS/V に 付 
属し て いる 。 た だ し 、 マ イク ロ ソ フト 社 の 規格 以外 の マウ ス を 使う 場合 、 互 換 
性 の ある マウ ス で な けれ ば 独自 の マウ ス ド ラ イ バ が 必要 に な る の で 、 こ れ に つ 
いて も 注意 が 必要 に な る 。 も ちろ ん 、 こ の マウ ス ド ラ イ バ は DOS/V に 対応 し 
て いな けれ ば な ら な い 。 


まず は 、 マ ウス の 基本 で ある 3 つの マウ ス 操 作 を 正確 に 覚え よう 。 
@ ク リッ ク 

アイ コン や ファ イル 名 上 で ボタ ン を 1 回 押し て 放す こと 。 
sw ダブ ルク リッ ク 

アイ コン や ファ イル 名 上 で ボタ ン を 連続 し て 素早 く 2 回 押す こと 。 
@ ド ラッ グ 

アイ コン や ファ イル 名 上 で ボタ ン を 押し な が ら マ ウス を 動か すこ と 。 


次 に マウ ス に よる 、 画 面 の 領 城 タ イト ル 、 ア イコ ン 、 メ ニュ ー、 ボ タン な ど 
の 選択 方 法 お よび キャ ン セ ル 方 法 に つい て 説明 する 。 

@ 選択 方 法 

選択 し た い 対象 を 、 マ ウス で クリ ッ ク す る 。 メ ニュ ー の 場合 は 、 メ ニュ ー バ ー 
に ある 希望 の メニ ュー を クリ ッ ク (また は ドラ ッ グ ) し 、 さ ら に その 下 に 表 
示さ れる サ プ メ ニュ ー か ら 希 望 の メニ ュー を 選択 (クリック また は ドラ ッ グ 
を 終了 ) する 。 

W キャ ン セ ル 方 法 

メニ ュー 表示 の 領域 外 を クリ ッ ク す る 。 実行 中 確認 を 求め て くる プロ グラ ム 
の 場合 は 、[ 取 消 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る 。 
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畑 落 キマ OOD ロ 


で HO ロロ 





ファ イル 管理 で 行う こと は 、 フ ァイル 操作 全般 と ファ イル へ の 情報 の 付加 で 
ある 。 

ファ イル 管理 画面 (ファイ ルリ スト ) に 切り 替 を る と 、 フ ァイル 一 覧 が 表示 
され る 。 こ の 一 覧 か ら 操作 対象 と する ファ イル を 選択 し 、 フ ァイル メニ ュー に 
ある 項目 を 選択 し て ファ イル 操作 を 行う 。 

ファ イル メニ ュー 内 に ある ファ イル 操作 に 関す る 項目 と 、 対 応 する DOS コ 
マン ド 名 は 、 次 の と お り で ある 。 


e 移動 (COPY コマ ンド 十 DEL コマ ンド ) 
e 複写 (COPY コマ ンド ) 

W 削除 (DEL コマ ンド 十 RMDIR コマ ンド ) 
W 名 前 の 変更 (REN コマ ンド ) 

@ 属性 の 変更 (ATTRIB コマ ンド ) 

w ディ レク トリ の 作成 (MKDIR コマ ンド ) 


ファ イル 管理 で は 、 一 般 的 な ファ イル 操作 以外 に も 、 テ キス ト フ ァイル の 内 
容 を 表示 させ た り 、 テ キス ト フ ァイル を 印刷 する こと も で きる 。 


@ 印刷 (PRINT コマ ンド ) 
w ファ イル の 内 容 の 表示 (TYPE コマ ンド ) 


また ファ イル 管理 の 操作 の 中 で 、COMMAND シェ ル に な い 便 利 な も の が 
ある 。 フ ァイル の 拡張 子 と アプ リケーション ソフ ト の 関係 を 結び 付け る こと に 
より 、 設 定 さ れ た 拡張 子 を も つ デ ー タ ファ イル を クリ ッ ク す れ ば 、 関 係 付 けら 
れ た アプ リケーション ソフ ト が 起動 で きる 関連 付け 操作 が それ で ある 。 

関連 付け を 行う と き に は 、 実行 ファ イル の 絶対 パス を 知ら な けれ ば な ら な い 
が 、 そ の 検索 パス を 探す た め の 操 作 項 目 も ある 。 
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W 関連 づけ 
@ 検索 








Lotus1-2-3 の デー タフ ァイル は 拡張 子 が 「WJ2」 で ある 。 こ の 拡張 子 「WJ2」 
を Lotusl-2-3 の 実行 ファ イル で ある 123.EXE と 関連 付け て みよ う 。 


ぷ Lotusl-2-3 ファ イル の 入っ て いる ドラ イブ を ファ イル 管理 か ら 選 択 す る 











2 CS 5:40 
@ Lotusl-2-3 ファ イル の 入っ て いる ディ レク トリ を ディ レク トリ ツリ ー か ら 
選択 する 
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山路 


ご HV0D ロ ロ 


⑨ フ 


ァイル リス ト か ら 拡 張子 が 「WJ2」 の ファ イル を 選択 する 
























に MMMMMMMUMO 


は | 人 1 
2 イ の 本 4050 や 思 タ スク ェ リ 誠 rt 

















⑳⑨ フ 


ァイル メニ ュー か ら [関連 づけ ] を 選択 する 








".MJ2" フ ァイル は 次 の ファ イル と 関連 つけ られ て いま す : 


PCERL PSERIES 


還 つ ご ら いこ ここ ご 
、 Easte ao っ Ta【S ュ eaTsas ュ 1 














Lotusl-2-3 本 体 の 起動 用 プロ グラ ム で ある 「|23.EXE」 と 関連 付け る 
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この と き 、Lotusl-2-3 本 体 へ の 実行 ファ イル 検索 パス を 通し て いな か っ た 
り 、123.EXE の ある 場所 が わか ら な か っ た りす る 場合 、 フ ァイル メニ ュー の 
[検索 ] な ど を 使っ て 、 そ の ある 場所 を 探し て お か な けれ ば な ら な い 。 

も し 実行 ファ イル 検索 パス が 通っ て いな か っ た ら 、 ル ー ト ディ レク トリ か ら 
123.EXE まで の 実行 ファ イル 検索 パス を 正確 に 記録 する か 、 実行 ファ イル 検 
索 パ ス を 通す か の いずれ か を 行わ な けれ ば な ら な い 。 

これ 以降 、DOS シェ ル か ら Lotusl-2-3 ファ イル を 編集 する 場合 は 、 拡 張子 
が 「WJ2」 の も の を ダブ ルク リッ ク す る だ け で 、Lotus1l-2-3 本 体 を 起動 する 
こと が で きる 。 
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此 忠 ご さき 


ぞ HWC0DD ロ 


ブロ グラ ム 管 理 









プロ グラ ム 管 理 で は 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト や DOS コマ ンド な どの 管理 
を 行う 。 

アプ リケーション ソフ ト が 増大 する に つれ 、 そ れ ぞ れ の アプ リケーション ソ 
フト の ディ レク トリ を 実行 ファ イル 検索 パス へ 登録 する の が 困難 に な っ て くる 。 
実行 ファ イル 検索 パス に 登録 きれ て いる ディ レク トリ に ある アプ リ ケ ー シ ョ 
ン ソ フト 本 体 を 起動 する の は 簡単 だ が 、 そ う で な けれ ば 、 カ レン トディ レク ト 
リ り を アプ リケーション ソフ ト 本 体 が ある ディ レク トリ へ 変更 する か 、 ア プリ 
ケー ショ ン ソ フト 本 体 の 絶対 パス を 指定 し て アプ リケーション ソフ ト 本 体 を 起 
動 し な けれ ば な ら な い 。 

プロ グラ ム 管 理 で は 、 実 行 フ ァイル 検索 パス に 登録 され てい ない アプ リ ケ ー 
ショ ン ソ フト 本 体 を プロ グラ ムリ スト へ 登録 する こと に より 、 マ ウス 操作 1 つ 
で 起動 きせ る こと が で きる 。 

プロ グラ ム 管 理 の ファ イル メニ ュー に [複写] や [削除] と いっ た 操作 項目 
が ある が 、 こ れ ら の 操作 は アプ リケーション ソフ ト 本 体 や DOS コマ ンド 自体 
に 作用 し な いこ と に 注意 し な けれ ば な ら な い 。 





Lotusl-2-3 本 体 を プロ グラ ムリ スト に 登録 し て みよ う 。 


ゆ 領 域 タ イト ル を [メイ ン ] に し 、 プ ログ ラム 管理 の ファ イル メニ ュー か ら 
[新規 登録 ] を 選択 する 
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選択 する 





NOrーCocOr っ 
io 
つつ RON 
の 信 


強 
KGfSRSKSG9GG8KG9 


っ 
ド っ 
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紫 喘 MIN ロ 届 


で HV0 の DO ロ 


表示 画面 の 各 項 目 に 入力 し て いく 








プロ グラ ム ・ タ イト ル . . . EpreadSheet Lotus 1-2- 
US 
二 マレ タ ド リー も 、 本 690 こく いや で 
アプ リケーション 簡略 キー . . . 
IX] 終了 彼 の 一 時 停止 - 、 パ スワ ー ド こ - 23 、 。 | 

の 個 馬 ) 




















只 店 モー ド へ 切り 科 
(CE 




















sw プロ グラ ムタ イト ル 
ユー ザ が 自由 に 付け る こと が で きる 。 た と えば 「 ワ ー プ ロ ソ フト VJE-PEN」、 
「 表 計算 ソフ ト Lotus1-2-3」 な ど と 付け る こと が で きる 。 


@ コマ ンド 
アプ リケーション ソフ ト の 起動 コマ ンド を 入力 する 。 た と えば 、Lotus1-2-3 
の 場合 は 「123」 と な る 。 


@W 起動 ディ レク トリ 
アプ リケーション ソフ ト を どの ディ レク トリ か ら 起 動 す る か を 指定 する 。 た 
と えば 「C: 導 123」 な ど と 指定 する 。 


sw アプ リケーション 簡略 キー 
タス ク 切 り 替 え を 行う と き に 、1 回 の キー 操作 で 呼び 出す た め の 設 定 を 行う 。 
特に 必要 が な けれ ば 設定 し な く て も よい 。 
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W 終了 後 の 一 時 停止 

アプ リケーション ソフ ト 終 了 後 、 一 時 停止 する 。 
@ パス ワー ド 

メニ ュー に 登録 し た 後 で 、 パ スワ ー ド ロッ ク を か ける 必要 の ある アプ リ ケ ー 
ショ ン ソ フト な ど に 設定 する 。 


これ で Lotusl-2-3 本 体 の 呼び 出し を マウ ス 操 作 1 つ で で きる よう に な っ た 。 


これ 以降 、DOS シェ ル か ら Lotus1-2-3 を 起動 する と き は 、 こ の Lotusl-2-3 
の タイ トル を ダブ ルク リッ ク す る だ け よ い 。 
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郁 中 MN ロ 出 


ミ HmO ロ 





DOS シェ ル の タス ク 切 り 替 え を 使う こと に よっ て 、 同 時 に 複数 の アプ リ ケ ー 
ショ ン ソ フト を 起動 し 、 切 り 替 えて 使用 する こと が で きる 。 た だ し 、 複 数 の ア 
プリ ケー ショ ン を 同時 に 動か し た り 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 間 で デー タ の 受 
け 渡し を 行う こと は で き な い 。 

@ タ スク 切り 替え を 行う に は 、 フ ァイル 管理 メニ ュー また は プロ グラ ム 管 理 

メニ ュー の オプ ショ ン メ ニュ ー に ある 、 タ スク 切り 替え の 使用 と いう 項目 
を オン に し て いな けれ ば な ら な い 。 オ ン に する と 、 こ の 項目 の 頭 に アス タ 
リス ク (*) が 付け られ る 。 






タス ク の 切り 替え 方 法 に は 、 次 の 2 と お り が ある 。 
潮 bm 十 lE キー で タス ク 切 り 替 え 画 面 を 出し て 切り 替え る 

これ は 、DOS シェ ル 上 か ら 起 動 し た 現在 動作 し て いる タス ク を 一 時 停止 き 
せ 、DOS シェ ル に 戻る 。 こ の と き 、 他 の アプ リケーション ソフ ト を 起動 し た 
けれ ば 、 フ ァイル 管理 また は プロ グラ ム 管 理 か ら 希 望 の アプ リケーション ソフ 
ト を 起動 すれ ば よい 。 

また 、 す で に 複数 の タス ク が 起動 され 、 そ れ ら の 任意 の も の と 切り 替え た たい 
場合 は 、 切 り 替 える 先 の タス ク 名 を ダブ ルク リッ ク す れ ば よい 。 


当 ショ ヨー トカ ッ ト キ ー で 切り 替え る 

これ は 、DOS シェ ル の プロ グラ ム 管 理 に 登録 され た アプ リケーション ソフ 
ト の 中 で 、 シ ョ ー ト カッ トキ ー の 設定 が され た も の が 切り 替え 先 ア プリ ケー 
ショ ン ソ フト で な けれ ば な ら ず 、 さ ら に は 、 そ の アプ リケーション ソフ ト か が か 起 
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動き され て いな けれ ば な ら な い 。 





現在 、DOS シェ ル か ら ワ ー プ ロ ソ フト の VJE-PEN が 起動 し て いる 。 表 計 
算 ソ フト の Lotusl1-2-3 で ファ イル を 計算 きせ 、 そ の 結果 を 参照 し て か ら ま た 
VJE-PEN を 使い た い 。 た だ し 、VJE-PEN を 終了 させ た く な い の で 、 タ スク 
切り 替え を 使っ て アプ リケーション を 切り 替え て みよ う 。 


⑩ VJE-PEN が 起動 し て いる と き に 、Kl 十 Ex キー を 押し 、 いっ た ん VJE-PEN 
の タス ク を クロ ー ズ させ る 





KGKGKGKGKGSKSKSRSRGKS 


マン ド ・ ブ ロン 
1 0 
0 


See le li 

















@ ク ロー ズ さ せる と 、 上 の よう に タス クリ スト が 出る 。 そ こ で 参照 する ファ イ 
ル を ファ イル 管理 で 探し て 、Lotusl-2-3 ファ イル を ダブ ルク リッ ク す る ( 拡 
張子 が 「WJ2」 の も の は すでに ファ イル 管理 の と ころ で 設定 し た の で 、 そ れ 
を ダブ ルク リッ ク す る だ け で 、Lotusl-2-3 本 体 を 起動 で きる よう に な っ て 
いる ) 
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骨 路 ぐ 和 





(R) 
関電 Copyright (C) 1986, 1991 
lotus Development Corporation 
計 証 All rights reserved 
Serial: 0123456-7890123 


Release 2.3J 





個人 名 : 広瀬 豊 
会 社名 : ロー タス 株 式 会 社 


本 ソフ トウ ェ ア の 使用 に は 、 パ ッ ケ ー ジ に 同封 され た 
使用 権 許 机 契 約 書 へ の 合意 が 必要 で す 。 


これ で Lotusl-2-3 が 起動 で きた 。 こ こ で ファ イル を 開い て みる 


本 HE 


RIEMME| 





件 見 積 書 
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りら と お り 御 見 積 さ せ て いた だ きま す 。 
吾 全 六 失 万 円 也 (消費 税別 ) 


IE 単価 | 
3] 28.000 |84.000 

















ll 二 Es キー を 押す 。 す る と 、 ま た 次 の よう に タス クリ スト が 表示 








[IS シェル 















トー トード うつ ビー トー ーー ビュ ーー トー 









Oc て Oc つの OO<Oc<OcOc<O< の < の 





MJ2 2.041 92-09 
活 還 タス ク ・ リ スト 
































再び VJE-PEN を ダブ ルク リッ ク し て 、 タ スク を 切り 替え る と 前 の 作業 画面 
に 戻る 
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NNWAKi 








ファ イル 管理 で の マウ ス 操 作 の 記 用 


ここ で は 、 メ ニュ ー に は な い 操 作 に つい て 説明 する 。 


Seooooveaaocaoieeneeeeag 





DOS シェ ル 内 で ファ イル の 複写 や 移動 を 行う 場合 、 フ ァイル を 選択 し て か 


ら 、 フ ァイル メニ ュー に ある それ ぞ れ の 項目 を 実行 し た 。 し か し 、 こ れ ら の 操 
作 を 行う の は マウ ス だ け で も で きる 。 実行 例 を 見 な が らち 、 マ ウス 操作 を 行い 、 
DOS シェ ル を 使い こなし て も らい た い 。 






「D:\SAVE」 と いう ディ レク トリ を 作成 し 、 下 が 「C:\SAVE」、 上 が 「C: 
\\」 の 2 つの ファ イル リス ト 画 面 を 表示 させ る 。「C:\」 に ある CONFIG.SYS 
を 、「C: 洗 SAVE」 へ コピ ー し て みよ う (た だ し 、 複 写 コ マン ド を 使わ ず に )。 


⑯ フ ァイル リス ト で 、 ド ライ ブ C を 選択 する 


@ フ ァイル リス ト の ファ イル メニ ュー か ら [ディ レク トリ の 作成 ] を 選択 し 、 
「SAVE」 と いう サブ ディ レク トリ を 作成 する 
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親 デ ィ レ クト リー 名 : C:\ 
新規 ディ レク トリ ー 名 . . . 


テ 


8 の oo 
SpreadSheet Lotus 1-2-3 
VJE-PEN 

















2 つの ファ イル リス ト を 開い て いな い 場 合 、 表 示 メ ニュ ー か ら [2 ファ イル 
リス ト ] を 選択 し て 、2 つの ファ イル リス ト を 表示 させ る 








この ディ レク トリ ー に は ファ イル が 
あり ませ ん 。 
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EE AN に | に こい 


ミ H0DO ロ 


⑳「C:\」 に ある CONFIG.SYS に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 ク リッ ク す る 





























マウ ス ボ タ ン を 押し た まま 、 ツ リー の 「C:\SAVE」 の ディ レク トリ アイ コン 
へ ドラ ッ グ し て いき 、 デ ィ レ クト リア イコ ン の 上 で マウ スポ ボタ ン を 放す 。 ま 
た ファ イル 一 覧 の 方 へ ファ イル アイ コン を ドラ ッ グ し て き て 、 放 し て も よい 


いち いち ファ イル を クリ ッ ク し て か ら メ ニュ ー を 開き 、 項 目 を 選択 する 必要 
が な いこ と が わか る だ ろう 。 次 の 操作 を 覚え を れ ば 、 さ ら に ファ イル 操作 を 行う 
こと が 簡単 に な る 





W 異な る ドラ イブ の ディ レク トリ へ ヘコ ピー する 一 一 ドラ ッ グ の み 
@W 異な る ドラ イブ (の ディ レク トリ ) へ 移動 する 一 一 AM オキ ドラ ッ グ 
W 同じ ドラ イブ の 異な る ディ レク トリ へ ヘコ ピー する 一 ll 二 ド ラッ グ 
WW 同じ ド ライ ブ の 異な る ディ レク トリ ム へ 移 動 す る 一 一 ドラ ッ グ の み 


250 





複数 の ファ イル を 扱う 





DOS シェ ル で は 、 同 時 に 複数 の ファ イル を 操作 の 対象 に する こと が で きる 。 
ここ で は 、 そ の 操作 方 法 に つい て 、 マ ウス と キー ボー ド に 分 け て 説明 する 。 


沼 1 つの ファ イル を 選択 する 記法 


マウ ス 。 。 | フ ァイル 名 を クリ ッ ク す る 
キー ボー ド | [ll キー を 押し て ファ イル リス ト へ 移動 し 、[] /[』) キー を 押し て 、 
| 目的 の ファ イル を ハイ ライ ト さ せる 


注 すべ て の ファ イル を 選択 する 方 法 

| マウ ス 。 | ファ イル メニ ュー か ら 「[ 全 ファ イル の 選択 (S) ] を 選択 する 

| キー ボード ファ イル メニ ュー ( 剛 + [F] キー) を 開き 、[ 全 ファ イル の 選択 
| (S) ] を 選択 する か 、 了 | + ノ ] キー を 押す 


: ファ イル リス ト で 連続 する 複数 の ファ イル を 選択 する 方 法 


| マウ ス 。 連続 する 範囲 の 最初 に ある ファ イル を ハイ ライ ト さ せる 
デーW | キー を 押し な が ら [+』] キー を 押し 、 範 囲 の 最後 に ある ファ イル 
| | まで を 選択 する | 


潤 ディ レフ トリ 内 で 不 連 続 の 複数 の ファ イル を 選択 する 方法 


| マウ ス 咽 キー を 押し な が ら 、 対 象 と する ファ イル を クリ ッ ク す る | 
| キー ボー ド MIF キー を 押し 、 追 加 モ ー ド を オン に する (この と き ADD と 
表示 され る ) 


| 選択 し た い フ ァイル へ 移動 し 、 ス ペー スキ ー を 押す 
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NE トト N に )… 1 


HO0OD 


3 追加 モー ド で の 選択 を 取り 消す 方 法 


マウ ス ll キー を 押し な が ら フ ァイル を クリ ッ ク す る 








| キーボード 追加 モー ド 上 で 、 目 的 の ファ イル 上 で スペ ー ス キー を 押す 





潤 複数 の ディ レフ トリ に わ だ つ て 、 複 数 の ファ イル を 選択 する 方法 





マウ ス 追加 モー ド 上 で 、 デ ィ レ クト リ を 移動 し て 、 対象 と な る ファ イル を | 
ll キー を 押し な が ら ク リッ ク す る 

キー ポ ボード | 追加 モー ド 上 で 、 デ ィ レ クト リ を 移動 し て 、 対 象 と な る ファ イル 上 

で スペ ー ス キー を 押す 
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1 


メニ ュー リフ ァ レ ンス 





ここ で は 、 フ ァイル 管理 メニ ュー と プロ グラ ム 管 理 メ スニ ュー に ある それ ぞ れ 
の メニ ュー と その 管理 項目 に つい て 説明 する 。 カ ッ コ 内 は 該当 する 領域 タイ ト 
ル を 示す 。 






ファ イル 管理 の メニ ュー は 、 次 の よう に な っ て いる 。 フ ァイル 管理 で は 、DOS 
の ファ イル 操作 を 行う 内 部 コマ ンド と 同等 の 機能 を も つ メ ニュ ー 項 目 が ある 。 

ユー ザ は DOS の コマ ンド を 意識 する こと な く 、 さ ら に 視覚 的 に それ ら の 処 
理 を 行う こと が で きる 。 


【 フ ァイル メニ ュー (F) 】 


オー プン (O) 。 | ファ イル を 選択 し た 後 、 こ の 項目 を 実行 する こと に より そ 
の ファ イル を 開く こと が で きる 。.EXE ファ イル や .COM 
ファ イル な どの 実行 ファ イル お よび .BAT ファ イル は 、 そ 
の まま 実行 で きる 。 た だ し 、 そ の 他 の ファ イル に 関し て は 、 
同一 拡張 子 ご と に 関連 付け が な され て いな けれ ば 実行 され 
な い | 
実行 (R) コマ ンド また は に 実行 ファ イル 名 を 入力 する こと に より 、 そ | 
れ ら を 実行 する こと が で きる | 
| 印刷 (P) (PRINT コマ ファ イル 一 覧 に ある 指定 され た ファ イル (反転 し て いる も 











ンド と 同様 ) | の ) を 印刷 する 生還 昌 還 ー 

関連 づけ (A) 指定 され た 拡張 子 を も つ フ ァイル が オー プン され た と き 、 
どの アプ リケーション ソフ ト に よっ て 使用 さき され る デー タ で 
ある か を 設定 する 。 
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で に ビーロ IX 


HO0DO ロ 





Lotus1-2-3 の 場合 、「WJ2」 を 拡張 子 に も つの で 、「WJ2」 | 
が 123.EXE の デー タフ ァイル で ある と 関連 付け を 行う こ 
と に より 、 こ れ 以 降 拡張 子 が 「WJ2」 の も の を オー プン 
し た 場合 、Lotus1-2-3 が 起動 し 、 そ の ファ イル が デー タ 
と し て オー プン され る 





| 検索 (H) 
| ファ イル の 内 容 の 表示 
| (Y) (TYPE コマ ンド 
| と 同様 ) 

移動 (M) (COPY コマ 
ンド +DEL コマ ンド と | 
同様 ) 








ンド と 同様) 

削除 (D) (DEL コマ ン 
| ド と 同様 

名 前 の 変更 (N) (REN 
コマ ンド と 同様) | 
属性 の 変更 (G) 
(ATTRIB コ マン ド と 


同様 ) 











| ディ スク 内 で 、 指 定 さ れん た ファ イル 名 と 同一 の ファ イル 名 | 
を 検索 する 


テキ スト ファ イル (拡張 子 が 「TXT」 や 「DOC」 な ど ) 
の 内 容 を 表示 する 。 バ イナ リフ ァイル (EXE フ ァイル や 
.COM ファ イル な ど ) に は 使用 し な ぃ 

指定 され た ファ イル を 別 の ア ィ レク トリ や ドラ イブ へ 移動 
ずる 


指定 され た ファ イル を 別 の ア ィ レク トリ や ドラ イブ へ 複写 
する 
指定 され た ファ イル を 削除 する 


指定 され た ファ イル の 名 前 を 変更 する 


指定 され た ファ イル の 属性 を 変更 する 。 

た と えば 、 リ ー ド オン リー (書き 込み 不可 ) ファ イル を 書 
き 込 み 可 能 な ファ イル へ 属性 変更 する と き な ど に 使う 。 
リー ド オ ン リ ー フ ァイル や 隠し 属性 の ある ファ イル は 削除 
で き な い た め 、 こ れ ら の ファ イル を 削除 し た い 場 合 は 、 書 」 
き 込 み 可 能 な ファ イル や 可視 属性 に 変更 する 





「 ディ レク トリ の 作成 
(E) (MKDIR コマ ンド 
、 と 同様 ) 


現在 の ディレク トリ に サブ ディ レク トリ を 作成 する 。 こ れ 
は ツリ ー 表 示 の ウィ ンド ウ が カレ ント (現在 選択 され て い 
る ) ウィ ンド ウ の 場合 に の み 使 うこ と が で きる 





全 フ ァイル の 選択 (S) 





すべ て の 選択 解除 (L) 








現在 の ファ イル リス ト に ある すべ て の ファ イル を 選択 する 














義 了 (%) | 
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現在 の ファ イル リス ト に ある 選択 され た ファ イル を 解除 する 
DOS シェ ル を 終了 する | 


【 オ プシ ョ ン (O) 】 











(A) 


情報 表示 (S) 

| タス ク 切 り 替 え の 使 用 
(E) 3 
面 面 の 表示 モー ド (D) 


画面 の 配色 (O) 




















【 表 示 メ ニュ ー (V) 】 


1 つの ファ イル リス ト 
($ 


(D) 


全 フ ァイル の リス ト 
(A) 





た だ し 、 用 意 き れ た も の 8 種類 か ら 選 択 す る こと 


「 2 つの ファ イル リス ト 


確認 (C) | ユー ザ が ファ イル を 削除 する と き な ど に 、 シ ステ ム 側 か ら 
確認 を 促す か を 設定 する 
ファ イル 表示 形式 (F) ファ イル を 表示 する と き 、 既定 値 で どの ファ イル を 表示 さ 


せる か を 設定 する 。 イ ンス トー ル 時 に は 「*.*」 が 設定 


され て いる 
複数 ファ イル の 選択 


ーー 


ファ イル 選択 時 に 複数 の ファ イル を 選択 する か し な いか の 
設定 を 行う 

現在 選択 きれ て いる ファ イル の 詳細 情報 を 表示 する 

タス ク の 切り 替え を 行う か 行わ な いか を 設定 する 


グラ フィ ッ ク 画 面 、 テ キス ト 画 面 の 解像度 を 設定 する 





ウィ ンド ウ グ の 文字 や タイ トル バー な どの 配色 を 設定 する 。 
に な る 


ウィ ンド ウ の すべ て を ファ イル リス ト の 表示 に 使用 する 


ウィ ンド ウ の すべ て を 、2 つの 同じ また は 異な る ファ イル 
リス ト の 表示 に 使用 する 。 こ れ に より ファ イル の コピ ー や 
移動 な ど を 楽に 行う) こ と が で きる 。 ま た 、2 つの ドラ イブ 
の 内 容 を 同時 に 見 る こと な ども で きる 

カレ ント ドラ イブ に ある すべ て の ファ イル を 表示 する 。 そ 


」 の ファ イル が どの ディ レク トリ に ある か な ど は 間 わ れ な い 


プロ グラ ム と ファ イル 





ファ イル リス ト と プロ グラ ムリ スト の 両方 を 表示 する 。 プ 




















| 果 が 画面 に 反映 され な いと き 表 示さ せる 


の リス ト (F) ログ ラム リス ト と 1 ファ イル リス ト の 組み 合わ せ 
Ce EC と の CEII+ 7 _ 
画面 の 再 描画 (E) し 画面 が 乱れ た ら 表 示し 直す 

最新 表示 (R) PJPS "っ w 





] 
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で ビー ロス 


【 ツ リー メシ ュー G) 】 





| ] レベ ル の み 拡 張 (X) | 現在 表示 され て いる ディ レク トリ の 元 に ある ツリ ー の 階層 
を 、 も う 1 つ 下 の 階層 まで 表示 させ る 

全 レ ベル まで 拡張 (B) 現在 選択 きれ て いる ディ レク トリ の 元 に ある ツリ ー の 階層 
を 、 一 番 下 の 階層 まで 表示 させ る 

全 ツ リー の 拡張 (A) 現在 選択 され て いる ドラ イブ の 元 に ある ツリ ー の 階層 を 、 



































臣下 の 層 まで 表示 きせ る 

ツリ ー の 縮小 (C) 現在 表示 され て いる ツリ ー の 階層 を 、 拡 張 表示 する 前 の 表 
| 示 ま で 戻す ーー 還 

【 ヘ ルプ メニ ュー (H) 】 

索引 (|) | ヘル プ メ ニュ ー の 索 引 を 表示 する 。 

キー ボー ド (K) キー ボー ド 入 力 に 関す る 説明 を 表示 する 








シェ ル の 基本 操作 (S) | DOS シェ ル の 基本 操作 に 関す る 説明 を 表示 する 
メニ ュー 項目 (M) メニ ュー に 関す る 説明 を 表示 する 

操作 手順 (P) | DOS シェ ル の 操作 手順 に 関す る 説明 を 表示 する 
ヘル プ の 使い 方 ()) ヘル プ の 使い 方 に 関す る 説明 を 表示 する 
シェ ル に つい て (A) DOS シェ ル の バー ジョ ン な ど を 表示 する 






























【 フ ァイル メニ ュー (F) 】 





新規 登録 (() | アプ リケーション ソフ ト や 実行 ファ イル な ど を メニ ュー に 新規 に 
| 登録 する | 
オー プン (0) タイ トル を 選択 し た 後に 、 こ の 項目 を 実行 する こと に より その ア 
プリ ケー ショ ン ソ フト な ど を 実行 する こと が で きる 




















複写 (C) 」 メニ ュー に 登録 され た アプ リケーション ソフ ト な ど を 複写 する 
削除 (D) メニ ュー に 登録 きれ た アプ リケーション ソフ ト な ど を 削除 する 。 
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表示 する 
再 配置 (E た ) ” "メニ ュー に 登録 され た アプ リケーション な どの 位置 変え を 行う 
実行 (R) ティ 2 を する 。 ここ で し な い ファ イル を を | 
| する 
| 竣 了 (Q) ”。 DOS シェ ル を 終了 する 


【 オ プシ ョ ン (O) 】 
確認 (C) 





| ファ イル 表示 形式 (F) 


| ユー ザ が ファ イル を 削除 する と き な ど に 、 シ ステ ム 側 か ら 


確認 を 促す か を 設定 する 

ファ イル を 表示 する と き 、 有 既定 値 で どの ファ イル を 表示 き 
せる か を 設定 する 。 イ ンス トー ル 時 に は 「*.*」 が 設定 
. され て いる 





複数 ファ イル の 選択 
⑳ 
情報 表示 (S) 
タス ク 切 り 替 え の 使用 
間 
画面 の 表示 モ ー F⑥) 


ファ イル 選択 時 に 複数 の ファ イル を 選択 する か し な いか の 
設定 を 行う 
現在 選択 きれ て いる ファ イル の 詳細 情報 を 表示 する 


タス ク の 切り 替え を 行う か 行わ な いか を 設定 する 





| クラ フィ ッ ク 画面 、 テ チキ スト 画面 の 解像度 を 設定 する 





画面 の 配色 (O) 





【 表 示 メ ニュ ー (V) 】 


| ウィ ンド ウ グ の 文字 や タイ トル バー な どの 配色 を 設定 する 。 
た だ し 、 用 意 さ れ た も の 8 種類 か ら 選 択 す る こと に な る 


| 1 つの ファ イル リス ト ウィン ドウ の すべ て を ファ イル リス ト の 表示 に 使用 する 


LM 
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aa | P ポ いこ Hu は メニ ュー か る 座れ る と いう だ は で 、 ア プリ ター | 
ショ ン ソ フト 本 体 の 削除 は 行わ れ な い 。 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 
本 体 の 削除 は ファ イル 管理 で 行う 

人情 報 (PD) | メニ ュー に 登録 され た アプ リケーション ソフ ト な どの 穫 録 情報 を | 


入 じ で ビー ロス 


HO0DO ロ 





画面 再 措 画 (E) ” も し 画面 が 乱れ た ら 表示 し 直す 








2 つの ファ イル リス ト | ウィン ドウ の すべ て を 、2 つの 同じ また は 異な る ファ イル 
(D) リス ト の 表示 に 使用 する 。 こ れ に より ファ イル の コピ ー や 
移動 な ど を 楽に 行う こと が で きる 。 ま た 、2 つの ドラ イブ 
の 内 容 を 同時 に 見 る こと な ども で きる 

全 フ ァイル の リス ト | カレ ント ドラ イブ に ある すべ て の ファ イル を 表示 する 。 そ 











(A) の ファ イル が どの ディ レク トリ に ある か な ど は 間 わ れ な い 
プロ グラ ム と ファ イル ファ イル リス ト と プロ グラ ムリ スト の 両方 を 表示 する 。 プ 
の リス ト (F) ログ ラム リス ト と 1 ファ イル リス ト の 組み 合わ せ 








プロ グラ ムリ スト (P) 登録 され て いる プロ グラ ム の リス ト を 表示 する 








【 ヘ ルプ メニ ュー (H) 】 



































東 引 () ” 。 | ヘル プ メ ニュ ー の 索引 を 表示 する 

キー ボー ド (K) キー ポー ド 入 力 に 関す る 説明 を 表示 する 上 目 上 
シェ ル の 基本 操作 (S) DOS シェ ル の 基本 操作 に 関す る 説明 を 表示 する 

メニ ュー 項目 (M) メニ ュー に 関す る 説明 を 表示 する 

操作 手順 (P) DOS シェ ル の 操作 手順 に 関す る 説明 を 表示 する 

ヘル プ の 使い 方 ()) ヘル プ の 使い 方 に 関す る 説明 を 表示 する 

シェ ル に つい て (A) | DOS シェ ル の バー ジョ ン な ど を 表示 する 
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環境 を 整備 する と いう の は 、 使 用 する 周辺 機器 や メモ リ の 利用 方 法 、 シ ステ 
ム 起 動 時 の パソ コン の 状態 な ど を 設定 する こと を いう 。DOS/V の 環境 は 、 超 
動 時 に 読み 込ま れる CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT に よっ て 決定 され る 。 

最初 か ら あ る CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT は 、DOS/V の イン スト ー 
ル 時 に SETUP プロ グラ ム に よっ て 作成 され た も の で あり 、 起 動 ド ライ ブ の 
ルー トディ レク トリ に 置か れ て いる 。 イ ンス トー ル し た その まま の 状態 で も 正 
常に 動作 する が 、 自 分 の 使用 目的 に 合わ せ て 設定 を 変更 し た り 新 た に 記述 する 
こと で 、 よ り 人 快適 に 使用 で きる よう に な る 。CONFIG.SYS と AUTOEXEC. 
BAT は テキ スト ファ イル な の で 、 そ の 内 容 は エディ タ や ワー ド プ ロ セ ッ サ な 
ど で 簡 単に 変更 する こと が で きる 。 






CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT は 設定 を 間違え を る と シス テム か 起動 し 
な く な る こと も ある の で 、 修正 は 慎重 に 行わ な けれ ば な ら な い 。 旧 バー ジョ ン 
で は CONFIG.SYS の 設定 を 間違え た 場合 、 そ の ハー ド デ ィ スク か ら シ ステ ム 
が 起動 で き な く な る と 別 の 起動 用 ディ スケ ッ ト な どか ら 再 起動 する し か な か っ 
た が 、DOS J6.3/V で は 起動 時 に IF キー を 押す こと で CONFIG.SYS と 
AUTOEXEC.BAT を 読み 込ま ず に 起動 で きる よう に な っ た 。 こ の 状態 で は 
FILES や BUFFERS、 メ モリ 設定 、 日 本 語 フ ォ ン トド ライ バ 、 パ ス 設 定 な ど 
も され て いな い 、 英語 モー ド と な る 。 

また 、 起 動 時 に [Cl キー と [FI キー を 同時 に 押す と CONFIG.SYS お よび 
AUTOEXEC.BAT を 1 行 ず つ 確 認 し な が ら 実 行 す る 。 ど の 行 の 設定 ミス に 
よっ て 不 都合 が 生 し て いる の か 、 追 跡 す る こと が 可能 で ある 。 

DOS/V の イン スト ー ル が 終了 し た ら 、 シ ステ ム が 正常 に 動作 し て いる 状態 
の CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 別 の 名 前 、 た と えば CONFIG.ORG 
と AUTOEXEC.ORG な どの 名 前 で コピ ー し 保存 し て か ら 作 業 を 行う け の が よ 
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い だ ろ う 。 こ れ は 、 ド ライ ブ C の ルー トディ レク トリ に お いて 次 の 手順 で 行う 。 


C: ぎ > COPY CONFIG.SYS CONFIG.ORG | 過 
C:\> COPY AUTOEXEC.BAT AUTOEXEC.ORG |J 


シス テム が 起動 し な く な っ た 場合 に は 、 こ の バッ クア ッ プ を 使用 し て 、 次 の 
手順 で 復旧 させ る 。 


⑯ バ パソ コン を リセ ッ ト す る 
@ 画 面 に 
Starting PC DOS.… 
と 表示 され た と ころ で [F5| キー を 押す 
@ 現 在 の CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 読み 込ま ず に 、 英 語 モ ー ド で DOS/V 
が 起動 する 
⑳ 保 存 し て お いた CONFIG.ORG と AUTOEXEC.ORG の 2 つ を CONFIG.SYS と 
AUTOEXEC.BAT に 上 書き コピ ー す る 
C:\> COPY CONFIG.ORG CONFIG.SYS | 
C:\> COPY AUTOEXEC.ORG AUTOEXEC.BAT |J| 
ある い は E エディ タ な ど で 、 間 違え た 箇所 を 訂正 する 
C:\〉 E CONFIG.SYS 
また は 
C:\> EDLIN CONFIG.SYS | な ど … 
リセ ッ ト し 、 再 起動 する 





CONFIG.SYS は シス テム が 起動 する と き に だ け 読 み 込 まれ る 特別 な を ファ イ 
ル で ある 。 こ の ファ イル に 記述 され た 情報 を 元 に 各 ユ ー ザ の シス テム を 構築 す 
る の で ある 。 

パソ コン に デー タ を 入力 し た り 、 パ ソコ ン か ら の デー タ を 出力 し た りす る 周 
辺 機器 を デバ イス と 呼ぶ 、 こ の デバ イス を DOS/V で 使用 で きる よう に する た 
め の プ ログ ラム を デバ イス ドラ イ バ と 呼ぶ 、 な お 、 キ ー ボ ー ド 、 デ ィ ス プレ イ 、 
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ハー ド デ ィ スク 、 デ ィ ス ケッ トド ライ ブ 、 ポ ー ト の 各 デ バイ ス に は あら か じ め 
デバ イス ドラ イ バ が 組み 込ま れ て いる 。 これ 以外 の デバ イス を 使用 する た め に 
は 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を 組み 込ま な けれ ば な ら な い 。 デ バイ ス ド ラ イ バ は 
CONFIG.SYS に 記述 し て 使用 を 宣言 する 。 

例 と し て 、 ド ライ ブ C の DOS と いう ディ レク トリ に ある ANSI.SYS と い 
う デ バイ ス ド ラ イ バ を 組み 込む 方 法 を あげ て お く 。 


⑯ エ ディ タ や ワー ド プ ロ セ ッ サ な ど を 使用 し て CONFIG.SYS を オー プン する 
( 念 の た め に CONFIG.SYS の バッ クア ッ プ を と っ て お く と よい だ ろう ) 
@ CONFIG.SYS 内 の 適当 な 位置 に 、 次 の 行 を 追加 する 
DEVICE 三 C\DOS\ANSILSYS 
ファ イル を セー ブ し て 終了 する 
⑳ リ セッ ト し て シス テム を 再起 動 す る と 、 組 み 込ん だ デバ イス が 有効 に な る 


DEVICE コマ ンド は 、“DEVICE=” の 後に 使用 する デバ イス ドラ イ バ を 収 
容 し て ある ディ レク トリ と 、 そ の ファ イル 名 を 記述 する 。 さ ら に この 後に パラ 
メー タ を 必要 と する デバ イス ドラ イ バ も ある 。 





バッ チ プ ログ ラム は 、 起動 し た い コ マン ド を 記述 し て 、 拡 張子 を 「BAT」 
に し た テキ スト ファ イル で ある 。 バ ッ チ プロ グラ ム に 記述 され た コマ ンド は 順 
に 実行 され る 。 複数 の コマ ンド を 手 作 業 で 打ち 込む より も すばやく 実行 で きる 、 
入力 ミス が な く な る な どの 利点 が ある 。 

例 と し て 、 い つも 作業 用 に 使用 し て いる ドラ イブ C の \USR\WORK と い 
う デ ィ レ クト リ に 移動 し て 、 そ こ に どん な ファ イル が ある か を 確認 する と いう 
バッ チ プ ログ ラム (WORKD.BAT) を あげ て お く 。 


ECHO OFF 
CD \USR\ ぎ WORK 
DIR 


DOS/V が 起動 する と き に は 、 ま ず CONFIG.SYS が 読み 込ま れる 。 次 に 
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AUTOEXEC.BAT と いう バッ チ プ ログ ラム が か 実行 され る 。AUTOEXEC.BAT 
は いわ ゆる バッ チ プ ログ ラム だ が 、 シ ステ ム の 起動 時 に 必ず 実行 きれ る 特別 な 
バッ チ プ ログ ラム で ある 。 次 の コマ ンド は 、AUTOEXEC.BAT で よく 使用 さ 
れる も の で ある 。 


@ECHO OFF すべ て の コマ ンド 行 の 非 表示 











MODE ディ スプ レイ 、 キ ー ボ ー ド な どの 特性 の 設定 

PATH ”  。 実行 可能 プロ グラ ム を 検索 する ディ レク トリ の 指定 
PROMPT 。、 ラ マン ドブ ウシ アト の me 
SET ”"  。 。 パプ ログ ラム か 参照 する 環境 変数 の 設定 - 





AUTOEXEC.BAT に は 、 通 常 の バッ チ プ ログ ラム と 同じ コマ ンド を 使用 す 
る こと が で きる 。 起動 後に 自動 実行 し た い プ ログ ラム は 、AUTOEXEC.BAT 
に 記述 し て お く と よい だ ろう 。 

次 に シス テム を 起動 し た 後に NetWare の サー バ に ログ イン し 、 非 LAN 対 
応 プ リン タ の 出力 を プリ ンタ サー バ に キャ プチ ャ ー す る 場合 の 例 を あげ て お く 。 


エディ タ や ワー ド プ ロ セ ッ サ な ど を 使用 し て AUTOEXEC.BAT を オー プン す 
る ( 念 の た め に AUTOEXEC.BAT の バッ クア ッ プ を と っ て お く と よい ) 
@ AUTOEXEC.BAT 内 の 最後 に 、 次 の 行 を 追加 する 
\SYS\IPX 
\SYS\NETX 
H:LOGIN 
CAPTURE /QOprintq_0 /No Banner 
C: 
ファ イル を セー ブ し て 終了 する 
⑳ リ セッ ト し て シス テム を 再起 動 す る と 、 新 し い AUTOEXEC.BAT が 実行 され 
る 


AUTOEXEC.BAT は 記述 され て いる コマ ンド を すべ て 実行 し た 後に 終了 し 、 
プロ ンプ ト を 表示 する 。 
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DOS J6.1/V か ら 、CONFIG.SYS に メニ ュー 項目 を 記述 し て お く こ と に よ 
り 、 複 数 の 環境 を 起動 メニ ュー か ら 選 択 し 、 実 行 で きる よう に な っ た 。 

た と えば 、 日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド 、 複 数 の ネッ トワ ー ク 環境 、 複 数 の 日 
本 語 FEP な ど を 使い 分 ける 場合 、 こ れ ま で は いち いち CONFIG.SYS を 書き 
換え て 再起 動 し な けれ ば な ら な か っ た 。 日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド を 切り 替え 
る SWITCH コマ ンド は CONFIG.PSS と CONFIG.PS2、AUTOEXEC.PSS と 
AUTOEXEC.PS2 を リネ ー ム し て 再起 動 し て いる の で 、 同 じ こ と で ある 。 そ 
れ が 複数 CONFIG 機能 を 使え を ば 、 メ ニュ ー か ら 選 ぶ こ と に より 、 異 な る 環境 
で コン ピュ ー タ を 起動 で きる 。 

複数 CONFIG 機能 を 設定 する に は 、 次 の よう に CONFIG.SYS を いく つか 
の ブロ ッ ク に 分 け て 記述 する 。 大 きく 分 け て 起動 メニ ュー の 内 容 を 設定 する 
MENU ブロ ッ ク と メニ ュー に 対応 し た 実際 の 環境 を 設定 する 環境 設定 ブロ ッ 
ク で ある 。 





[MENU] : メ ニュ ー 設 定 
[ENVI] : 環 境 設定 1 


[BZ] 環境 設定 2 
[BMW3] 環境 設定 





各 ブ ロッ ク は 次 の と お り で ある 。 
【 メ ニュ ー 設 定 ブロ ッ ク 】 


MENU ブロ ッ ク は [MENU] と いう 行か ら 始ま り 、 メ ニュ ー 項 目 、 メ ニュ ー 
画面 色 、 デフ ォ ル トメ ニュ ー 項 目 な ど を 記述 する 。 
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[MENU] 
menuitem 王 ブロ ッ ク 名 , メニ ュー 名 


mMCOIOr 三 メニ ュー テキ スト 色 , 背景 色 
memdefaul ニ ブロ ッ ク 名 , タイ ム ア ウ ト 


menuitem 
メニ ュー 画面 に 表示 する メニ ュー 名 と 、 選 択 する 環境 設定 ブロ ッ ク 名 を 
記述 する 。 最 大 9 個 行 、 つ まり 9 種類 の 環境 を 選ぶ こと が で きる 。 な お 、 
この 時 点 で は 日 本 語 フォ ント な ど を 組み 込ん で いな い の で 、 メ ニュ ー 名 に 
は 英 数 字 し か 利用 で き な い 。 
menucCOlOr 
メニ ュー 画面 の 表示 色 指 定 で あり 、 テ キス ト の 色 と 背 景 の 色 を 指定 で き 
る 。 
menudefault 
タイ ム ア ウ ト 時 間 内 に 何 も 選 択 さ きれ な か っ た 場合 、 自 動 的 に 選ば れる 環 
境 設定 ブロ ッ ク を 指定 する 。 タ イム アウ ト は 秒 単 位 で 0--90 の 範囲 。0 は 
メニ ュー 表示 を 行わ ず に 指定 環境 プロ ッ ク に ジャ ンプ する 。 タ イム アウ ト 
の 設定 を し な いと 、 ユ ー ザ が キー を 押す まで 先 に 進ま な い 。 


【 環 境 設定 ブロ ッ ク 】 
環境 設定 ブロ ッ ク は menuitem で 指定 し た ブロ ッ ク 名 か ら 始 まり 、 こ れ ま で 
の CONFIG.SYS で 記述 し て いた 、 デ バイ ス ド ラ イ バ な ど を 記述 する 。 メ ニュ ー 
で 選択 きれ た 個別 環境 を 実際 に 設定 する ブロ ッ ク で ある 。 


[ENVI] 
device 三 C:f0s\$font.sVs 


Hevicehih 三 C: 判 0S\$dNSD.SVs 








喜 順 き 薄 肖 
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【 共 通 環境 ブロ ッ ク 】 
複数 環境 を 切り 替 た る に し て も 、 い くつ か の 設定 項目 は 共通 





に 記述 で きる こ 


と が 多い 。 こ の よう な 設定 は [COMMON] か ら 始 まる 共通 環境 ブロック に ま と 


め て お く こ と が で きる 。 


[COMMON] 
fles=30 


Duffers 三 30 
Shgl 三 c: 判 0SfC0mmand.C0Om /D /6:512 


例 








起動 時 に DOS/V 用 日 本 語 モ ー ド (日 本 語 FEP あり )、Windows 用 日 本 語 


ー ド (日 本 語 FEP な し ) 、 英語 モー ド の いずれ か を 選択 し 、 


必要 な デバ イス 


ドラ イ バ を 組み 込ん で 起動 する 。 起動 メニ ュー が 表示 され て い ぃ る 状態 で 20 秒 
間 何 も 選択 きれ な けれ ば 、DOS/V 用 日 本 語 モ ー ド で 起動 する 。 





[MENU] 

menuitem 三 Japanese DOS 
menuitem 三 Japanese Win 
menuitem 三 English 
menucolor 三 1。13 
defaultmenu 三 Japanise DOS。 20 
[COMMON] 
device 三 c:\dos ぎ himem.sys 
buffers 三 20 

files 三 30 

dos 三 HIGH,UMB 
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) 





stacks 三 9, 256 

lastdrive 三 g 

shell 三 c:\dos\command.com /p /e:1024 

[Japanese DOS] 

country 三 081, 932,c:\dos ぎ country.Sys 

device 三 c: ぎ dos ぎ $font.sys 

deyicehigh 三 c:\dos ぎ $disp.sys 

device 三 c: ぎ dos 壮 ansi.sys /X 

device 三 c:sys 学 vje\vjeb.drv /J /L /K,/K. /K/ /K- /K[ /KX 
/K=US /TBL ニ c:\sys\vje\101KEY.TBL /D4 /Y96 

[Japanese Win] 

country 三 081, 932,c:\dos\country.sys 

device 三 c:\dos ぎ S$font.sys 

devicehigh 三 c:\dos\$disp.sys 

[English ] 

country 三 001, 437,c:\dos\country.sys 











複数 CONFIG 環境 を 使っ た 場合 、 環 境 変数 「CONFIG」 に 選択 きれ た ブロ ッ 
ク 名 が セッ ト さ れる 。 た と えば 「Japanese DOS」「English」 と いっ た よう に 
な る 。 そ こ で 、AUTOEXEC.BAT の 中 で 環境 変数 「CONFIG」 の 値 を チェ ッ 
ク す れ ば 、 そ れ に 応じ て 実行 する バッ チコ マン ド を 変え る こと が で きる 。 
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通 吾 ③ ぐ ヽ 0DO ロ 


デバ イス ドラ イ バ 


ライ バー | 機能 。 | 備 考 
ANSILSYS 、 キー ポー ド と 画面 設定 の 変更 | 
CMOSCLK.SYS 代用 クロ ッ ク 
DBLSPACESYS DBLSPACEBIN ファ イル の 移動 
| DISPLAYSYS = ア ィ スプ レイ 上 の コー ド ペ ー ジ の 切り 替え 英語 モー ド の み 


DRIVER.SYS 、 仮想 ドラ イブ の 設定 
EGASYS 画面 の 保存 と 復元 | 英語 モー ド の み 
EMM386.EXE 仮想 EMS メ モリ マネ ー ジ ャ | 

HIMEM.SYS 拡張 スモ リ の 管理 


| INTERLNKEXE "コン ピュ ー タ の 接続 

PCMATASYS 。 FAT フォ ー マ ッ トディ スク の サポ ー ト 
PCMCSEXE " カー ドサ ービス の サポ ー ト 

PCMFDDEXE "ディスケット エミ ュ レ ーション ドラ イ バ 


「PCMMTDEXE MTD シ ェ ル 
PCMSCD.EXE Phoenix PCMCIA カー ド の サポ ー ト 


PENDEV.SYS 「PenD0S API の 提供 
POWER.EXE | 省 電 力 機 能 の 提供 
、 PRINTER.SYS プリ ンタ で の コー ド ペ ー ジ 切り 替え 英語 モー ド の み 


RAMBOOSTEXE UMB2 の 自重 割り 当て 
RAMDRIVE'SYS RAM デ ィ ス ク の 作成 
|SETVEREXE " バー ジョ ン テ ー ブ ル の ロー ド 
「SMARTDRV'EXE "ディ スク キャ ッシュ の 作成 
UMBCGASYS " カラー アダ プ タ メ モリ の UMB と し て の 利 英語 モー ド の み 
用 
_ UMBEMS.SYS ” EMS メ モリ の UMB と し て の 利用 | 英語 モー ド の み 
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UMBHERC.SYS Hercules アダ プ タ メ モリ の UMB と し て の 利 英語 モー ド の み 


用 

UMBMONO.SYS "モノ クロ アダ プ タ メ モリ の UMB と し て の 英語 モー ド の み 
利用 

$ANSILSYS 、 キー ポー ド / 画 面 の 拡張 制御 日 本 語 モ ー ド の み 

SDISP.SYS | 日 本 語 の 表示 | 

SFDD12.SYS 3.5 イ ンチ 1.2M バ イト ディ スケ ッ ト の サ 日 本 語 モ ー ド の み 
ポー ト 

$FONT.SYS 。 日 本 語 フォ ント の 使用 

| IAESKKSYS 単 漢字 変換 プロ グラ ム | 日 本 語 モー ド の み 

SIAS.SYS | 日 本 語 入力 の 補助 プロ グラ ム | 

WPRNSYS | プリ ンタ ドラ イ バ 基 本 部 の 導入 | 日 本 語 モ キー ド の み 





ANSILSYS 、 畔 
4 キー ボー ド と 画面 設定 の 変更 ア 


② カ ー ソ ル の 動き 、 画 面 の 色 、 キ ー ボ ー ド の キー 割り 当て な ご を 制御 する ANSI 
エス ケー プシ ー ケ ンス を 使用 可能 に する 。 
人 エスケープ シー ケン ス と は 、 デ ィ ス プレ イ や プリ ンタ に は 表示 され な い 
で 、 そ れ ら を 制御 する コー ド を いう 。 


湖 注 意 


人 @DOS/Y 自身 に は 、ANSI.SYS に 相当 する も の が 組み 込ま れ て いる が 、 ア プ 
リケーション ソフ ト に よっ て は 、CONFIG.SYS 内 に 「DEVICE=ANSI. 
SYS」 の 記述 が 必要 な も の も ある 。 








SAS'ISNV 
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書 式 


DEVIEE= ニ [ドラ イプ:][ バ パス]ANSILSYS [/X][/K][/H] 


[ドラ イブ :] [パス ] | ANSILISYS の ある 場所 | 





/x | 複数 ある 拡張 キー を それ ぞ れ 異 な る キー と し て 再 定義 する 
/Kk 拡張 キー ボード の 機能 を 使用 し な い 
/R 画面 の 行 スク ロー ル を 調節 する (英語 モー ド の み ) 


⑱ANSI エス ケー ブ シーケンス は 、 エ スケ ー プ 文字 (1Bh) [記号 (5Bh) か ら 
始め て 、 そ の 後に 機能 を 示す 文字 列 を 記述 する 。 次 の 一 覧 表 で は 、 ESC[5:20 
H と いう よう に エス ケー プ ブ 文字 は ESC と いう 文字 列 で 表現 し て いる 。 
【 次 の 一 覧 表 で 使用 する パラ メー タ の 意味 】 
Pn 一 一 数 値 を 10 進数 で 指定 
回 Ps 一 機能 を セミ コロ ン (:) で 区 切っ て 2 つ 以 上 の 機能 を 選択 














PL 一 画面 の 行 を 10 進数 で 指定 
e Pc 一 画面 の 桁 を 10 進数 で 指定 
9 エス ケー プ 文 字 | 意味 ニー 1 = 明 a 
の ESC[PL:iPcH "カー ソル を 指定 され た 座標 に 移動 ESC[3:IIH 
| ESC[PLiPef 上 記 の カー ソル 移動 と 同じ 動作 ーー 
「 ESC[PnA | 桁 は を その まま で 指定 行 数 だ け カ ー ソ ル を 上 に 移動 ESC[6A 
ESC[PnB | 桁 は を の まま で 指定 行 数 だ け カ ー ソ ル を 下 に 移動 _ESC[IIB 
| ESC[PnC | 行 は その まま で 指定 桁 数 だ け カ ー ソ ル を 右 に 移動 ESC[C 
ESC[Pnp | 行 は その まま で 指定 桁 数 だ け カ ー ソ ル を 左 に 移動 | ESC[SD 
ESC[s カー ソル 位置 を 保存 。 復 元 は ESC[u を 使用 
ESC[en 。 装置 状況 報告 。 ー 
ESC[u | カー ソル 位置 を 復元 
ESC[2J | 画面 を 消去 し 、 カ ー ソ ル を 1 行 1 桁 に 移動 
ESC[K カー ソル 位置 か ら そ の 行 の 終り まで を 消去 
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ESC[Ps:..Psm | グラフィック 属性 を 設定 
| 旬 画 面 モ ー ド に より 指定 可能 な モー ド は 異な る 
〇 一 一 指定 可能 な も の 

























































































X 指定 不可 な も の 
Ps テキ スト 属性 ” テキ スト モー ド | グラフィック モー ド 
モノ クロ | カラ ー | モノ クロ | カラ ー 
0 | すべ て の 属性 の 無効 化 〇 O 〇 O O 
1 高 多 度 (ポー ルド ) _ O O | x O 
4 下線 9 2 ※ - 
5 | 明 大 ( 共 語 モ ー ド の み ) | 〇 O | 〇 O 。 ※x x 
7 反転 表示 | O O メ メ 
8 | 非 表 示 | o O x O 
30 黒 の 前 景色 X O | x O 
31 赤 の 前 景色 x O x O_ 
32 緑 の 前 景色 x O 3 重 な O 
33 茶 の 前 景色 x oO | x O 
34 青 の 前 景色 | x ll % O 
35 | 紫 の 前 景色 。  x | 〇 の x O 
36 水色 の 前 景色 X O ※ 1 
37 | 白 の 前 景色 x | O x O 
| 40 黒 の 背景 色 | x | oO | x X 
41 赤 の 背景 色 x O % | 炎 
42 緑 の 背景 色 「 x O X X 
43 茶 の 背 景色 | x oO | X X 
44 青 の 背 景色 x O x | x 
45 紫 の 背景 色 x Oo | xx X 
46 水色 の 背景 色 | 刀 (0 ※ ※ 
47 白 の 背景 色 | O x x 




















日 本 語 モ ー ド で は 、 モ ノ ク ロ の テキ スト モー 


ド は な い 
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ESC[ =Psh | 画面 の 表示 幅 や カラ ー を 制御 する モー ド 








また は | 設定 する 。 指 定 可能 な も の は 次 の と お り 
ESC[=h (ESC[=0h) 、 日 本 語 モ ー ド で は 、3、17、18、112、 
ESC[=27h (ESC[=7h) 113、114、115 が 指定 可能 
英語 モー ド で は 112、113、114、115 
は 意味 を も た な い 
0 | 0 支 字 25 行 モノ クロ (テキ スト ) 
| 1 | 40 文 字 X25 行 ” カラ ー( テ キス ト ) 
2 80 文字 X25 行 ” モノ クロ (テキ スト ) 
| 80 文字 X25 行 | カラ ー (テキ スト ) 
| 4 | 320X200 ド ッ ト | 4 色 カ ラー (グラ フィ ッ ク ) 
| 5 | 320X200 ドット | モノ クロ (グラ フィ ッ ク ) 
6 640X200 ドッ ト 。 モノ クロ (グラ フィ ッ ツ ) 
7 ラッ プア ラウ ンド 処理 の 許可 ー 


13 | 320X200 ド ッ ト | カラ ー (グラ フィ ッ ク ) 
| 14 640X200 ドッ ト カラ ー (16 色 グ ラフ ィ ッ ク ) 


15 | 640X350 ド ッ ト モノ クロ (2 色 グ ラフ ィ ッ ク ) 









































| 16 | 640X330 ド ッ ト カラ ー(16 色 グラ フィ ッ ク ) 
| 17 640X480 ド ッ ト 。 モノ クロ (2 色 グ ラフ ィ ッ ク ) 
18 640x480 ド ッ ト 、 カラー (16 色 グラ フィ ッ ク ) _ 
19 | 320X200 ドッ ト | カラ ー (256 色 グ ラフ ィ ッ ク ) ーー - 
odhig カラー (テキスト) 
| 113 可変 桁 X 可 変 行 カラ ー (拡張 テキ スト ) 
114 640X480 ド ッ ト 」 カラ ー (6 色 グ ラフ ィ ッ ク : 80 文 字 X25 生 ) | 
115 | 80 文字 X25 行 カラー (拡張 テキ スト ) 
| ESC[=Psl まな は | 現在 の モー ド を リセット する 。 | 
ESC[=1 (ESC[=01)、 金 モー ド 設 定 と 同じ 値 を 指定 する こと が 」 
| ESC[ =?271 (ESC[=71) 人 で きる 。 だ 人 し 7 は ジッ プ ジ ゲ ラウ ンド | 
処理 の 禁止 と な る | 
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ESC[ コ ー ド :Pnp、 | キー 割り 当て を 変更 する 。 あ ら か じ | 


| ESC[ コ ー ド ど 文 字 列 ” p、 め 割 り 当 て られ て いる 文字 列 を コー 
| ESC "文字 列 " p また は ド と し て 記述 し 、 変 更 し た い 文 字 列 


ESC[ コ ー ド :Pn:" 文 字 列 ":Pn" p を その 後に コー ド ま た は 引用 符 で 囲 
な どの 文字 列 と Pn の 組み 合 ん だ 文字 列 で 記述 する 


わせ 
ESC[Iq | 拡張 キー の 再 割り 当て 許可 
ESC[0q 拡張 キー の 再 割 り 当 て 禁止 





CMOSCLK.SYS 
、、 倫 介 ク ロッ ク 


省略 時 に 使用 され る DOS クロ ッ ク の 代わ り に 使用 する 。 











g 
六 注 意 85 
価 DOS クロ ッ ク を 使用 する アプ リケーション で は 、 正 し く 動 作 し な い 場 合 が に 
の 
ある 。 トド 和 
の 


人 現在 の DOS クロ ッ ク が 異常 に な っ た 場合 に の み イ ンス トー ル す る こと 。 
⑱CMOSCLK.SYS は POWER.EXE の 後に ロー ド す る こと 。 先 に ロー ド す る 
と RESUME 時 に クロ ッ ク が 増加 し な く な る 。 


DEVIEE=[ ド ドライブ:][ バ パス ]CMOSCLK.SYS 





[ドラ イプ :] レス ] CMOSCLK.SYS の ある 場所 
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DBLSPACE.SYS 


% SPACEBIN フ ァイル の 移動 


②DBLSPACE.BIN を UMB メモ リ に 移動 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ 。 








書 式 


DEVICEHIGH= ニ [ドラ イブ :][ バ パス ]DBLSPACE.SYS 


人 間 ふた DBLSPACE.SYS の ある 場所 





回 pisPLAy.SyS 








了 、、 倫 ディス フレイ 上 の コー ド ペ ー ジ の 切り 替え M め 
〇 
こ m 
の 
② デ ィ ス プレ イ (DISPLAY) に 表示 する 言語 (コー ド ペ ー ジ ) の 切り 替え を 行 
つ 。 


DEVIEE= ニ [ドラ イプ ブ :][ バ パス 」]IISPLAY.SYS 
CON[:]= ニ (タイ プ 


Ll/nー ド ウェ ュ デ チョー ド ペー る 
[mWm]]) 
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[ドラ イブ :] [パス ] 」 DISPLAY.SYS の ある 場所 
タイ ダ 接続 きれ て いる ディ スプ レイ アダ 


プ タ の 種類 (EGA また は 


LCD) を 指定 する 。 省 略し た 場合 に は 、DISPLAY.SYS が 
ハー ドウ ェ ア を チェ ッ ク し て 設定 する 
| ハー ドウ ェ ア コ ー ド ハー ドウ ェ ア が 使用 で きる コー ド ペ ー ジ を 指定 する 。 コ ー ド 





| ペー ジ ペー ジ と それ に 対応 し た 国 の 一 覧 は 次 の と お り 
437 一 一 英語 
850 一 多国 語 ( ラ テン 1) 
852 一 - 多国 語 (ラテ ン TU) 
855 一 多国 語 ( キ リー ル ) 
857 一 一 トル コ 語 
860 一 一 ポル ト ガ ル 語 
861 一 一 アイ スラ ンド 語 
863 一 一 カナ ダ 、 フ ラン ス 語 
866 一 一 ロシア 語 
869 一 ギリ シャ 語 

n | ハー ドウ ェ ア コ ー ド ペー ジ の パラ メー タ で 指定 し た コー ド | 


ペー ジ の 他 に 、 使 用 で きる コー ド ペ ー ジ の 数 (0 て 6) を 指定 


する 
m 各 コ ー ド ペー ジ に 対し て ハー ドウ 
フォ ント の 数 を 指定 する 


SAS'd ヨ AIdQ 
・SAS'AV TdSIQ 


ェ ア が サポ ー ト する サブ 





/ DRIVER.SYS 





還 仮想 ドラ イブ の 設定 


へ 
ィ 





【 代 / 
既存 の ドラ イブ を 別 の ドラ イブ 文字 に 割り 当て る 。 
外部 ディ スケ ッ ト を 使用 する 。 
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薄 意 
@ ハ ー ド ディ スク に 対し て は 使用 で き な い 。 
ハー ド デ ィ スク に 別 の ドラ イブ 文字 を 割り 当て る に は 、SUBST コマ ンド を 


使用 する 。 


DEVICEE=[ ド ライ ブ プ :][ バ パス ]DHIVER.SYS 
/D: 物 理 ド ライ ブ 番 号 [/] 


[/Fr フ ァ ク タ ] [/HH ヘ ッ ド 数 ] 
[/$: セ クタ 数 ] [/T: ト ラッ ク 数 ] 





[ドラ イプ]] DRIVER.SYS の ある 場所 

[パス ] 
/D: 物 理 ド ライ ブ ディ スク の 物理 的 な 番号 (0-127) を 指定 する 。 最 初 の ドラ イ 
番号 プ A が 0、2 台 目 が 1、3 台 目 が 2 に な る 。 は じ め か ら 1 台 し 





か ディ スク ドラ イブ が な い 場合 に は 、 ド ライ ブ A、B と も に ド 


9 | 、 ライブ 番号 は 0 に な る 

加 /C | 物理 ア ィ スク で ディ スケ ッ ト の 入れ 共 え 検出 を 行う 

の /E: フ ァ ク タ ディ スク ドラ イブ の タイ プ を 指定 する 。 既 定 値 は 2 

和 ⑥ こ の スイ ッ チ を 指定 する と 次 の /H、/S、/T が 省略 で きる | 
0 一 I60/180K バイ ト ま た は 320/360K バイ ト (525 | 


イン チ デ ィ ス ケッ ト ) 
1 一 一 1.2M バイ ト (5.25 イン チ デ ィ ス ケッ ト ) 





罰 720K バイ ト (35 イ ンチ ディ スケ ッ ト ) また は そ | 
の 他 の も の | 
7 一 一 1.44M バイ ト (3.5 イ ンチ ディ スケ ッ ト ) 
9 一 一 2.88M バイ ト (3.5 イン チ デ ィ ス ケッ ト ) 
「/ 還 ヘッ ド 数 = "ディ スク ドラ イブ の ヘッ ド 数 (199) を 指定 する 。 既 定 値 は 2 
| セクタ 数 「 1 トラ ッ ク 当 た り の セク タ 数 (199) を 指定 する 。 省 略し た 場 


| 合 に は 、/F に 依存 し て 次 の よう に な る 
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/F:0 一 /S:9 
/F:1 っ /S:15 
/F:2 一 /S:9 
/F:7 一 /S:18 
/F:9 つ /S:36 


/〒 ト ラッ ク 数 = デア ィ ス ク の トラ ッ ク 数 (1999) を 指定 する 。 既定 値 は 80 (た 





だ し 、/F が 0 の 場合 は 40) 
IE に の ン 人 IN 
DRIVPRAM シス テム の 特性 リス ト の 設定 
SUBST 特定 ディ レク トリ の 仮想 ドラ イブ 化 





EGA.SYS ” 





時 還 の 人 と 





②EGA ディ スプ レイ を 使用 し て いて 、 タ スク 切り 替え を 行う とき に 、 画 面 の 


保存 と 復元 を 行う 。 





| [ドラ イプ :] [パス] 


DEVIEE=[ ド ライ ブ :][ バ パス ]」EGALSYS 


EGA.SYS の ある 場所 
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及 4 
mg 


SASTVD ヨ ・ SAS'd ヨ AIHQ 





- 世 MM386.EXE 1 
、 介 EMS メモ リマ ネー ジャ / 


【 機 花 / 

②80386 以上 の CPU を も つつ 機種 で 、 拡 張 メ モリ を 使用 し て EMS メモ リ を 
使え る よう に する 。 

デバ イス ドラ イ バ や プロ グラ ム な ど を UMB メモ リ に 組み 込め る よう に す 
る 。 


瀧 注 意 

人 @EMM386.EXE は 、HIMEM.SYS より も 後に 組み 込ま な けれ ば な ら な い 。 ま 
ず 、HIMEM.SYS で 拡張 メモ リ を 使え る よう に する 必要 が ある 。 

人 @EMM386.EXE の スイ ッ チ は 誤っ た 指定 を 行う と 、 シ ステ ム が 動作 し な く な 
る 場合 が ある 。 通常 の 場合 は 、 ス イッ チ を 特に 変更 し な く て も 既定 値 で 正 し 
動作 す る よう に な っ て いる 。 


6 本 3 








DEVIEE=[ ド ライブ:][ バ パス ]EMM386.EXE 
[ON | OFF | AT0] [メモ リ ] 
[MIN= サ イズ ] [W=ON | OFF] 
[Mx | FRAME= ア ド レス | /Pmmmm] 
[Pm= ア ドレス] [X ニ mmmm-mnmh ] 


[=mmmm-mm | [B ニ アド レス ] [=m] 
[Aaaa | [HH= ニ hh] [D=Ml] 

[RAM[ mmmm-mmmm]] [NOUEMS] [NOVCPI] 
[HIGHSCAN] [VERBOSE] [WIN=mmmm-nnm] 
[NOHH] [ROM= ニ mmmm-nnm ] 

[NOMOVEXBDA] [ALTBOOT] 
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「[ ド ライ プ :] パス] BMM386EXE の ある 場所 


[ON 1OFF EMM386.EXE の 動作 を 設定 する 
| AUTO] | ON 動作 きせ る (既定 値 
| OFF 停止 する 
| AUTO 一 一 プロ グラ ム が EMS メモ リ を 要求 し た 場合 
に EMS メモ リ を 使用 可能 に する | 
EMM386 コマ ンド に よっ て 組み 込ん だ 後に この 値 を 変 | 
| 更 する こと も 可能 | 
EMM386.EXE に 割り 当て る メモ リ 量 (64~32768) を K バ | 
イト 単位 で 指定 する 。 既定 値 は 256 
| MIN ニ サイ ズ 十分 な メモ リ が 存在 する 場合 、 サ イズ (K バ イト 単位 ) で 指 
| 定 し た 最小 量 の EMS/VCPI メモ リ を 確保 する 。 既 定 値 は 256 








| 
| メモリ 
| 





「w=ON | OFF 四 Weitek 社 製 数 値 演算 プロ セ ッ サ の サポ ー ト の 許可 / 禁 止 を 指 
定 する 。 省 略し た 場合 に は OFF と な る 
Mx ペー ジフ レー ム の アド レス を 指定 する 。 指 定 で きる x の 値 は | 
| 次 の と お り 
1 っ CO00h 2 っ C400h 3 一 C800h 4 っ CCOOh 
$ っ DO00h 6 っ D400h 7 っ D8OOh 8 一 DCOOh 
9 っ EO00h 10 つ 8000h 11 つ 8400h 12 っ 8800h 
13 っ 8COOh 14 つ 9000h | 
人 10 一 14 は 、512K バイ ト の メモ リ を 搭載 し た 機種 で の み 
使用 可能 
| FRAME ニ アド レス ペー ジフ レー ム の セグ メン ト ベ ペース を 直接 指定 する 。 設 定 範 














5 
8 





| 囲 は 、400h お き に 8000h-9000h と C000h--EO00h まで | 
| /Pnmmm | ペー ジフ レー ム の アド レス を 指定 する 。 設 定 範囲 は 400h お 
き に 8000h 一 9000h と C000h--E000h まで 
Pn= ニ アド レス | 特定 の ペー ジ の セグ メン ト ア ドレ ス 
n ペー ジ 番 号 (0 て 255) 
アド レス 一 一 モ セグメント アド レス (400h お き に 8000h 
<9000h と CO00h--E000h まで ) 





ペー ジ 0-3 の アド レス は 、LIM EMS Ver.3.2 と の 互換 
を 保つ た め に 連続 し て 確保 し て お く | 
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| ※ー mmmm-nnnn 


WIN ニ 





] NoHI 
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貞 三 mmmm-nnnn 


| B ニ = アド レス 


| ニ mmmm- nnnn] 
NOEMS 
NOVCPI 
_HIGHSCAN 


VERBOSE 


mmmtm-nnmnm 


| ぐ の Mx、FRAME、/Pmmmm スイ ッ チ を 使用 する 場合 に 
/Pmmmm に 対す る ペー ジ 0 て 3 の アド レ oe 
| こと は で き な い ' 
| 使用 禁止 アド レス (A000h-FFFFh) を 指定 する 
| EMS メ モリ また は RAM に 使用 する アド レス (AO0Oh_ 
| FFFFh) を 指定 する 
ドレ ス が X スイ ッ チ と 重なる 場合 に は X スイ ッ チ が 
優先 され る 
上 EMS メモ リ の バン ク に 使用 する 最低 位 の アド レス (1000h 一 
4000h) を 指定 する 。 既 定 値 は 4000h 
| EMM386.EXE が 組み 込み 後 、 さ ら に 使用 可能 な 拡張 メモ リ 
の 量 を K バ イト 単 位 で 指定 する 。 既 定 値 は 0 
_EMM386.EXE に 割り 当て る 高速 レジ スタ セッ ト の 個数 (0 
254) を 指定 する 。 既 定 値 は 7 





|EMM386.EXE が 使用 で き きる ハン ドル の 数 (2 て 255) を 指定 


する 。 既定 値 は 64 
DMA (ダイ レク トメ モリ アク セス ) の た め の メ モリ (16 て 
256) を K バイ ト 単 位 で 指定 する 。 既定 値 は 16 











アク セス 男 囲 を 指定 する こと も で きる 
_EMS メモ リ を 使用 禁止 に する 。 た だ し UMB メモ リ へ の ア 
クセ ス は 有効 
VCPI を 使用 禁止 に する 

より 強力 に 640K-ーIM バイ ト の シス テム 予約 領域 を チェ ッ 
グ し 、 UMB の 領域 や EMS の ウィ ンド ウ を 探す 





る 


を 予約 する 
|EMM386 を UMB 領域 に ロー ド し な い 





EMS メモ リ と UMB メ モリ へ の アク セス 機能 を 有効 に する 。 


EMM386 の ロー ド 時 に 、 状 況 と エラ ー メッ セー ジ を 表示 す | 


Windows 用 に 指定 し た アド レス の 範囲 (A000hーFFFFh) 





ROM= | EMM386 が シャ ドウ RAM に 使用 する セグ メン ト ア ドレ ス 


mmmm-nnnn の 範囲 (AO000h--FFFFh) を 指定 する 

| NOMOVEXBDA | EMM386 が 拡張 BIOS デー タ を 基本 メモ リ か ら UMB 領域 に 
| 移動 きせ な い 

ALTBOOT | 帳 | + 剛 + 皿 キー を 押し て シス テム を 再起 動 す る と き に 、 


EMM386 が 代わ り の ハン ドラ を 使用 する 
@⑯EMM386.EXE は イン スト ー ル 時 の 設定 で ラー ジフ レー ム EMS を サポ ー ト 
する が 、 一 太郎 dash な ど ラ ー ジ フレ ー ム EMS に 対応 し て いな い ア プリ ケー 
ショ ン ソ フト は 動作 し な い 。 こ の 場合 、EMM386.EXE の パラ メー タ で ラー 
ジフ レー ム EMS を 禁止 する (た だ し 、 ラ ー ジ フレ ー ム EMS を 必要 と する 
アプ リケーション ソフ ト は 動作 し な く な る )。 
DEVICE=C:\EMM386.EXE <XXX.…> B ニ 


関連 コマ ンド 
HIMEM.SYS 拡張 メモ リ の 管理 








HIMEM.SYS 
人 計 mx モ リ の 管理 


拡張 メモ リ (XMS メモ リ /HMA メモ リ ) の 使用 を 管理 する 。 


敬意 


⑯SMARTDRV.EXE や EMM386.EXE な ど 、XMS メモ リ を 使用 する デバ イ 
ス ド ラ イ バ よ り も 先 に 組み 込ま な けれ ば な ら な い 。 
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SAS'MM ヨ WIH 
・ ヨ X ゴ 98 を WIW ヨ 


SAS' ヨ WIH 


DEVIEE= ニ [ドラ イプ:][ バ パス ]HIMEM.SYS 
[ /HMAMIN=m] [/NUMHANDLES=n] 
[ /INT15=xxxx | [/MAEHINE:xxxx] 


[/M2OCONTROL:ON | OFF] 
[/SHADOWRAM:ON | OFF] 
[/CPUCLOCK:ON | OFF] [/EISAl [/VERBOSE] 





[ドラ イプ :] [パス ] 、 HIMEM.SYS の ある 場所 | 

| /HMAMIN=m _HMA メモ リ を 使用 する プロ グラ ム か が 必要 と する メモ リ (0 | 
て 63) を K バイ ト で 指定 する 。 既 定 値 は 0 | 

/NUMHANDLES | 同時 に 使用 きれ る XMS メ モリ の ハン ドル の 最大 量 (> | 


ーn 128) を 指定 する 。 既定 値 は 32 
/INT15 三 xxxx INT1SH の イン タフ ェ ー ス 用 に 指定 する 拡張 メモ リ (64- ン | 


65535) を K バイ ト で 指定 する 。 既 定 値 は 0 | 
/MACHINE:xxxx A20 ハン ドラ を 指定 する 。 既定 値 は 1 (a0) 
xxxx 一 一 次 の 表 の コー ド か 、 そ れ に 対応 する 番号 


コー ド きす _A20 ハン ドラ 
1 1 IBM PC/AT 呈 
ps2 |2 用 PS/2、IBM PS/55 
ptlcascade 3 | Phoenix Cascade BIOS | 
hpvectra 4 HP Vectra (A と A 十 ) | 
att6300plus 5 At&T6300Plus | 
acerl100 | 6 | Acer 1100 
toshiba | 7 | 東芝 1600 と 1200XE 
WySe | 8 | Wyse 12.SMHz 286 
tulip 9 | Tulip SX 
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/A20CONTROL: 
ON | OFF 


/SHADOWRAM: 


ON | OFF 


_/CPUCLOCK: 
_ON | OFF 
/EISA 


 /VERBOSE 








パソ コン の クロ ッ ク 周 波数 が 起動 後に 変化 し た 場合 、ON を 「 


HIMEM.SYS の 導入 時 に A20 が 有効 に な っ て いた 場合 、A20 


| シャ ドウ RAM (ROM と し て 使用 きれ る ) を 切り 離し 、 を こ | 
で 使用 し て いた RAM を HIMEM.SYS の メモ リプ ー ル に 追 
加 す る / し な い を 指定 する 。 パソ コン に 搭載 され て いる RAM | 




















Zenith | 10 Zenih ZBIOS 

al il TBM PC/AT 回 
812 ーー 当 区 全 IBM PC/AT (alternative delay) | 
CSS 12 CSS Labs 

as | 3 TBM PC/AT ( (alternative dely) 
NNpe - 13 Philips 

fasthp | 14 _ HP Vecra | 
| ibm7552 | 15 IBM 7532 Indusiria Computer 四 
| bultieieeal 画 16 遇 | Bul ieee @ 60 | 
an 7 pmmxgOo | 


IBM PS/35、 PS/2 の 場合 は 、 指定 し な く て も よい 





を HIMEM.SYS で 制御 する / し な い を 指定 する 。 省 略し た 場 
合 に は ON と な る 
OFF 一 一 HIMEM.SYS の 導入 時 に A20 が 無効 の 場合 
に か ぎり A20 を 制御 する 


SAS'W ヨ WIH の 


1 


が 2M バイ ト 以 下 の 場合 に 省略 し た 場合 は OFF と な る 





| 指定 し て お く と 動作 速度 の 変化 に 対応 で きる 


HIMEM が 利用 可能 な すべ て の 拡張 メモ リ を 割り 当て る 。 
16M バイ ト 以 上 の メモ リ を 搭載 し て いる EISA コン ピュ ー 
タ で の み 必 要 


_ HIMEM の ロー ド 時 に 、 状況 と エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 する 
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ヨ X ヨ NT1H ヨ 1NI 





INTERLNK.EXE 
、、 倫 コン ピュ ー タ の 拉 


し 給 花 7 
シリ アル ポー ト ま た は パラ レル ポー ト を 使っ て 2 台 の コン ピュ ー タ を 接続 
し 、 フ ァイル 転送 な ど を 行う 。 








DEVIEE=[ ド ライ プ ブ :][ パ ス ]INTERLNK.EE 
[/DRIVES:m] [/NOPHINTER] 
[/COM[:] [nm | アド レス ]] 


[/LPT[:] [m | アド レス ]] 
[/AUTO0] [/NOSCAN] [/LOW] 
[/BAUD: 速 度 ] [/V] 





[ドラ イプ :] [パス ] | INTERLNK.EXE の ある 場所 





/DRIVES:n リダイレクト する ドラ イブ の 最大 数 。 既 定 値 は 3 
| /NOPRINTER ” プリ ンタ を リダイレクト し な い 

/CoM[] | シリ アル ポー ト を デー タ 転 送 に 使う 

[n | アド レス ] n シリ アル ポー ト の 数 


アド レス 一 シリ アル ポー ト の アド レス 。 省略 し た 場合 
に は 、 す べ て の シリ アル ポー ト を 検索 する 
「/LPT[:] | データ 転送 に 使う パラ レル ポー ト を 指定 する 
[nm | アド レス ] n パラ レル ポー ト の 数 
アド レス 一 パラ レル ボー ト の アド レス 。 省略 し た 場合 
に は 、 す べ て の パラ レル ポー ト を 検索 する 





/AUTO | 起動 時 に 確立 され た 接続 が びな けれ ば 、 デ バイ ス ド ラ イィ イ バロー 
ド し な い 
/NOSCAN シス テム の 再 始動 時 、 接 続 を 見 つけ る た め の ス キャ ン を 行わ 








な い 


/LOW UMB メモ リ が 使用 可能 な 場合 で も 、 ド ライ バ を 基本 メモ リ 





に ロー ド す る 
| /BAUD: 速 度 シリ アル 通信 用 の 最大 転送 速度 を 指定 する 。 速 度 の 有効 な 値 
は 、9600、19200、38400、57600、113200bps。 既定 値 は 115200bps 
/V コン ピュ ー タ の タイ マ と の 競合 を 防止 する 。 複 数 の コン 


ピュ ー タ を シリ アル 接続 し て いて 、Interlnk を 使っ て ドラ イ 
プ ポ ー ト また は プリ ンタ ポー ト に アク セス し た と き 、 そ の 中 
の 1 台 が 実行 を 停止 する 場合 に 指定 する 


PCMATA.SYS 








( 缶 フォ ー マ ッ トディ スク の サポ ー ト 





PCMCIA 仮想 ドラ イ バ は 、FAT フォ ー マ ッ ト で フォ ー マ ッ ト さ れ た IDE 互 
換 の PCMCIA ハー ド デ ィ スク と SRAM カー ド を サポ ー ト する 。 


DEVIEE=[ ド ドライブ:][ パ バス]PCMATA.SYS 


SAS'VIVWOd 
・ ヨ X ゴ IN 1H ヨ INI 


1 1 /2 | 7/3 | /4[/ADDHR ニ m] 





[ドラ イプ :] [パス ] PCMATA.SYS の ある 場所 


721731/4 | ドラ イブ エミ ュ レ ーション を 劉 り 当て る ソケット (1 へ 9 
/ADDR =nn メモ リカ ー ド エミ ュ レ ーション に 使用 する た め の 、8K バイ 


ト の シス テム ウィ ンド ウ の 基本 アド レス を 指定 する 。 こ の 基 
本 アド レス は 、16K バイ ト 境 界 か ら 始 まっ て いな けれ ば な 
ら な い 
nn 一 一 COEE の 範囲 (CO は C000H に 、EE は EE00 
H に 該当 )。 既 定 値 は D0 
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PCMCS.EXE 1 
K カー ドサ ービス の サポ ー ト LM 


Intel Exchangeable Card Architecture (ExCA) に 準拠 する ソケット サー 
ビス 2.0 と の 間 を 直接 結ぶ イン ター フェ ー ス (カー ドサ ービス 2 .0 の ドラ 
イ バ ) と な る 。 








DEVIEE= ニ [ドラ イブ :][ バ パス ]PCMSC.EXE [/WAMT=n] 


[ /ADDR ニ xx] [/IR0=n] [/CLIENTS=n] 
[ /PMOFF] [/REGIONS=nm] [NOPM] [POLL] 
[NOAUTOLK] [/VER=n] [/XIRO=xxx] [/7] 





[ドラ イブ :] [パス ] 」 PCMCS.EXE の ある 場所 
/WAIT ニ n | PCMCIA カー ド 挿 入 確定 時 間 を 指定 する 。 この 時 間 は 、 カ ー 
ド を ソケット に 挿入 し て か ら カ ー ド サー ビス が それ に アク セ 
ス で きる よう に な る まで に 必要 な 遅延 時 間 
n 一 待ち 時 間 を 表す シス テム タイ マテ ィ ッ ク (毎秒 
18.2 回 ) の 数 。 既 定 値 は 12 
| /ADDR =xx カー ドサ ービス の 開始 セグ メン ト ア ドレ ス を 指定 する 
xx 一 一 開始 アド レス 。16 進数 CO て FO の 範 囲 (CO は 16 
進数 CO00 に 、16 進数 FO は 16 進数 F000 に 該当 
する )。 省 略し た 場合 に は 16 進数 CO0 か ら 始 まる 、 
最初 に 使用 可能 な 4K ブロ ッ ク を 使用 する 


ヨ X ゴ SOWOd 























/IRO=n カー ドサ ービス が 使用 する IRQ (8 て 15) を 指定 す る 。 既定 
値 は 15 
/CLIENTS=n カー ドサ ービス に 登録 で きる クラ イア ント ドラ イブ の 最大 数 


を 指定 する 。 既定 値 は 10 
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/PMOFF 
/REGIONS テ n 


| /NOPM 

「 /PoLL 

| 
「/NOAUTOLK 
| /VER =n 


/XIRQ ニ xxxx 
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カー ドサ ービス が 提供 する 電力 管理 機能 を 制御 する 


カー ドサ ービス が 管理 する メモ リ 領 域 の 最大 数 を 定義 する 。 
領域 は MTD に 対応 し 、 カ ー ド サー ビス に 必要 な メモ リ 量 を 
減ら す た め に 追加 され る 


| 小 電力 機能 の イベ ント を 無視 する 
カー ド の イベ ント 検出 の た め に 、 割 り 込 み の 代 わり に ポー リ 
ング を 使用 する 








ソケット 中 の カー ド の 自動 ロッ ク を 使用 不可 に する 





」 ソケット の 番号 付け の 規則 を 指定 する 


n ーー 200 に する と ソケット の 番号 付け は 0 か ら 始 まり 、 
201 に する と 1 か ら に な る 





| IRQ を 使用 か ら 除 外す る 
ヘル プ 情 報 を 表示 する 





PCMFDD.E メ XE WWN 








人 き テ ィ スケ ッ ト エ ミュ レー ショ ンド ライ バ 六 





【 欄 代 / 





②PCMCIA ソケット 上 で 、 ド ライ ブ A お よび B と し て の ディ スケ ッ ト ド ライ 
ブ を エミ ュ レ ーション する 。 こ れ ら の ドラ イブ に 対し て INT13H エミ ュ レ ー 


ショ ン を 提供 する 。 


同 式 / 


DEVIEE=[ ド ライ ブ :][ バ パス ]PCMFDD.EE 


/ 如 三 m 叩 /X:m 
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ヨ X ヨ dQHWOd 
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[ドラ イブ :] [パス ] PCMFDD.EXE の ある 場所 
/ADDR =nn メモ リカ ー ド エミ ュ レ ーション の 基本 アド レス を 指定 する 。 
この 基本 アド レス は 16K バイ ト の 境界 か ら 始 まっ て いな け 


れ ば な ら な い 




















nn 一 一 CO--EE の 範囲 (CO は C000H に 、 EE は EEOOH 
に 該当 )。 既 定 値 は D0 
めで エミ ュ レ ー ト する ドラ イブ の ドラ イブ 文字 (A また は B) を 
指定 する 
m ソケット 番号 (1 また は 2) を 指定 する 





PCMMTD.EX メ E 
|P | き m シェ ル 


② メ モリ テク ノロ ジー ドラ イ バ (MTD) シェ ル を 始動 する 。 








ヨ X ゴ QOSMOd・ 
ヨ X ゴ ヨロ ILWWOd・ ヨ X ゴ ddWOd 





DEVICEE=[ ド ドラ イブ :][ パ ス ]PCMMTDLEXE 


[ドラ イプ :] [パス ] PCMMTD.EXE の ある 場所 





PCMSCD.EXE ヽ 
、 人 g Phoenix PEMCIA カー ド の サポ ー ト ノ 
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檎 能 】 

数 種類 の PC カー ド の 構成 を サポ ー ト する スー パー クラ イア ント ドラ イ バ 。 
構 成 終了 後 は 、 該 当 の PC カー ド は シス テム の 不可 欠 の 構成 要素 と し て 作動 
する 。 


DEVICE= ニ [ドラ イブ:][ バ パス ]PCMSCD.EXE [/BEEP] 
[/HS 三 速度 ] [/EOM= ニ ポー ト ] [/CARDS] 


[ /LANIRO=] [/MIRO= ニ 中 [/LEVEL] [/NODB] 
[ /MODEMSAVE] [/FIF0=d] [/RAMBASE] 
[/ROMBASE] [/?] 





[ドラ イプ :] [パス ] 」 PCMMTD.EXE の ある 場所 


| /BEEP ビー プ 音 に よる 構成 確認 信号 を 出す 。 省 略し た 場合 に は オフ 
と な る 
/RS 三 速度 IBM トー クン リン グ ネ ットワーク の 回 線 速度 (4 また は 16) 


| 指定 する 。 既 定 値 は 4 





| /COM ニ = ボート 通信 ボー ト の 番号 (14) を 指定 する 。 既定 値 は 4 

| /CARDS | サポ ー ト し て いる カー ド を 表示 する 

| /LANIRQ=d ネットワーク カー ド に 必要 な IRQ (0 て 15) を 指定 する 

| /MIRO=d | 最初 に 見 つか っ た COM カー ド の IRQ の 開始 を 指定 する 

| /LEVEL | ドライバ が レベ ルト リカ 割り 込み を 利用 する 

「/NopB | 内 部 カー ド 情 報 ア ー タ ベー ス を 使用 不可 に する 

| /MODEMSAVE モデム の 状況 を 保管 する 

| /FIFO =d | モデ ム の 先 入 れ 先 出 し (FIFO) レベ ル (1、 4、8、 お よび 14) 

| を 設定 する 。 既 定 値 は 1 

| /RAMBASE | トー クン リン グ カ ー ド が 使用 する 共用 RAM (16K バイ ト ) 

| の アド レス を 設定 する 

| /ROMBASE | トー クン リン グ ROM BIOS (8K バイ ト ) の アド レス を 設定 」 
する 

/? | ヘル プ 情 報 を 表示 する 
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PENDEV.SYS DA 
AA PenD0S API の 提供 . ア 


②PenDOS アプ リケーション プロ グラ ミン グイ ンタ ー フ ェ ー ス を 提供 する 。 


DEVIEE= ニ [ドラ イプ:][ バ パス ]PENDEV.SYS 


[ドラ イブ :] [パス] PENDEV.SYS の ある 場所 











POWER.EXE 


全力 析 能 の 提供 


② ア プリ ケー ショ ン と デバ イス が アイ ドル 状態 に な っ て いる と き 、 電 力 の 消費 
を 抑え る 機能 を 提供 する 。 
電力 管理 機能 が 導入 され て いる こと を イン スト ー ル プロ グラ ム が 検出 し 
た 時 点 で 、 コ ンピュータ に 自動 的 に 導入 され る 。 
② 拡 張 電 力 管理 (APM) 仕様 に 準拠 し て いる 。 


DEVIEE=[ ド ライ ブ :][ バ パス ]POWERLEXE 











[ADV[:MMX | REG | MMN] | STD | OFF] [/LOW] 
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[ドラ イプ:] | パス ] POWER.EXE の ある 場所 


| [ADV[: | アプ リケーション と ハー ドウ ェ ア デ バイ ス が アイ ドル 状態 に 
MAX | REG な っ て いる と き に 節電 する 
| MIN] アプ リケーション が アイ ドル 状態 で は な < く 活 動 状 態 に 


な っ て いる と 、 パ フォ ー マ ン ス に 影響 する 場合 が ある 
MAX 一 一 最大 限 電 力 を 節約 する 





REG 節電 と パフ ォ ー マ ンス の バラ ンス を 取る 
(既定 値 ) 
MIN 一 一 - MAX また は REG を 指定 する と パフ ォ ー 
マン ス が 不 十分 に な る 場合 
「sTD | コン ピュ ー タ の 電力 管理 ハー ドウ ェ ア の み を 使用 し て 節電 す 
る 
OFF | 節電 機能 を オフ に する 
/LOw | UMB メモ リ 領 域 が 使用 可能 で も 、 デ アバ イス ドラ イ バ を 基本 





メモ リ 領 域 に ロー ド す る 


茹 注 意 


⑱ コ ンピュータ が APM 仕様 を サポ ー ト し て いな い 場 合 、 STD パラ メー タ の 
意味 は 次 の よう に な る 。 
STD 一 節電 機能 を オフ に する 


PRINTER.SYS ” 
、、 倫 フリ ンタ で の コー ド ペ ー ジ 切り 普 え 則 


② プ リン タ (PRINTER) を 使う 際 、 パ ラ レ ル ポー ト に 対し て コー ド ペ ー ジ を 
切り 替え る 。 
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SAS'd ヨ INIdd 
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DEVIEE= ニ [ドラ イブ :][ バ パス ]PHINTER.SYS 


LIPTm= ニ (タイ プ [, 
[ハー ドウ ェ ア コ ー ド ペー ジ ], 可 ]) 





[ドラ イプ :] レス ] | PRINTER.SYS の ある 場所 





LPTn コー ド ペ ー ジ 切り 替え を 行い た い パ ラ レ ル ポー ト 番 号 
タイ プ プリ ンタ の タイ プ 
4201 IBM 4201 Proprinter ファ ミリ お よび 4202 


Proprinter XL 








4208 一 一 一 IBM 4207 Proprinter X24E お よ が び IBM 
4208 Proprinter XL24E 
PPDS 一 一 - IBM PPDS (5202、4019) 
EPS EPSON (英語 仕様 ) 
ハー ドウ ェ ア コ ー ド ハー ドウ ェ ア が 使用 で きる コー ド ペ ー ジ を 指定 する 。 コ ー ド 
2 ペー ジ と それ に 対応 し た 国 の 一 覧 は 次 の と お り 
437 一 一 IBM PC 
850 一 多国 語 
852 一 一 スラ ブ 語 
857 一 一 トル コ 語 
860 一 一 ポル ト ガ ル 語 
861 一 一 アイ スラ ンド 語 
863 一 一 カナ ダ 、 フ ラン ス 語 
865 一 北欧 語 
869 一 一 ギリ シャ 語 
| n | ハー ドウ ェ ア コ ー ド ペー ジ の パラ メー タ で 指定 し た コー ド 


| ペー ジ の 他 に 、 使 用 で きる コー ド ペ ー ジ の 数 を 指定 する 
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RAMBOOST.EXE 
、 倫 品 の 自動 割り 当て 有 ジ 


② メ モリ 設定 を 解析 し 、 常 駐 プ ログ ラム や デバ イス ドラ イ 人 ババ を UMB メモ リ 
領域 に ロー ド す る な ど し て 使用 可能 な 基本 メモ リ 領域 を 増やす 。 
②EMM386.EXE の 使用 時 の 複雑 さ を 軽減 する こと が で きる 。 





DEVIEE=[ ド ライ ブ :][ パ ス ]RAMBOOST.EXE 
[ALTIVE][COMPLETE][DISABLE] 


[LEARN][LOAD] [MODE][PIF] 
[SYNCE][TRAEK [ファ イル 名 [/D]]] 訓 
ョ 





[ドラ イブ :] [パス ] RAMBOOST.EXE の ある 場所 
| ACTIVE | RAMBOOST を アク ティ ブ 状 態 の まま に し て お き 、 コ ン 
| ピュ ー タ を 再 始動 し た と き に メモ リ を 最適 化す る 。 省 略し た 
合 に は 活動 モー ド な る 
| COMPLETE | 初期 プロ グラ ムロ ー ド が 完了 し た こと を 知ら せる 。 こ の コマ 
ンド の 後 は 、RAMBOOST は AUTOEXEC.BAT に 変更 が 
あっ て も すべ て 無視 する 


DISABLE RAMBOOST の ロー ド を 禁止 し 、RAMBOOST を 非 活動 化 
する 
| LEARN | 追跡 対象 ファ イル に 変更 が な 場合 で も 、 コン ピュ ー タ の 再 
始動 時 に RAMBOOST を 強制 的 に 学習 モー ド に する 
| LOAD | RAMBOOST を メモ リ に 常駐 させ る 


| MODE RAMBOOST の 現在 の 状態 を 示す 値 を 戻す 。 値 は 、 非 常駐 
| (0) 、 活 動 (ACTIVE) モー ド (1) 、 非 活動 モー ド (2) また 
は 学習 (LEARN) モー ド (3) の いずれ か に な る 
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PIF ネッ トワ ー ク ドラ イ バ 、TSR、DOS テー ブル 、 お よび 
RAMBOOST が UMB メモ リ 領 域 に に ロー ド し た その 他 の ファ | 
| イル を すべ て 表示 する 

SYNC RAMBOOST.INI 内 の すべ て の 追跡 対象 ファ イル の 記録 情報 | 
を 更新 する 。RAMBOOST に 再 学習 と シス テム の 最適 化 を 
行わ せ た く な い 場 合 に 使用 する 

TRACK RAMBOOST が 現在 追跡 中 の ファ イル の 名 前 と シグ ナ 「 

[ファ イル 名 [/D] ] チャ ー を 表示 する 。 リ スト 内 の ファ イル は 、 メ モリ の 使用 状 
況 に 影響 する 変更 の 有無 を 調べ る た め に 追跡 され る 。 | 
AUTOEXEC.BAT、CONFIG.SYS、 お よび RAMBOOST.INI 
は 、 常 に 追跡 され る | 

ファ イル 名 変数 一 追跡 対象 ファ イル の リス ト に 追加 | 
(また は 、 リ スト か ら 削 除 ) する | 
デバ イス ドラ イ バ ま た は TSR | 
/D 一 一 ーーー リス ト か ら 削 除 
リス ト に 追加 

















Lu 
に 





m RAMDRIVE.SYS 


ティ スク の 作成 


②RAM 上 に RAM ディ スク を 作成 する 。 


業 注 意 


RAM ディ スク は メモ リ 容 量 の 許す か ぎり いく つ で も 作る こと が で きる 。 
@RAM ディ スク と し て 使用 で きる メモ リ は 、 メ イン メモ リ 、EMS メモ リ 、XMS 
メモ リ の 3 種類 で ある 。 
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DEVIEE= ニ [ドラ イプ:][ パ ス ]RAMDHIVE.SYS 


[[ デ ィ ス ク 容 量 セク タ サ イズ ] [項目 数 ]] 
[/E | / 骨 








[ドラ イプ:] レス ] | _RAMDRIVE. SYS の あぁ 5 る 場所 











ディ スク 容量 ” | RAM デ ィ ス ク の 大 きき (4 っ 31744) を K バイ ト 単 位 で 指定 
する 。 既定 値 は 64 | 
セク タ サ イズ RAM ディ スク の セク タ サ イズ を バイ ト 単 位 (有効 な の は 128、 
| 256、312) で 指定 する 。 既 定 値 は 512 
項目 数 | RAM ディ スク の ルー トディ レク トリ に 作成 で きる ファ イル 
「 ディ レク トリ の 数 (2 て 1024) を 指定 する 。 既定 値 は 64 
| /E RAM ディ スク を XMS メモ リ に 作成 する 
| @/E を 指定 する 場合 に は 、HIMEM.SYS の よう な XMS 


メモ リマ ネー ジャ を RAMDRIVE.SYS の 前 に 組み 込ん 」 
で XMS メ モリ が 使用 可能 に な っ て いな けれ ば な ら な い | 
| /A | RAM ディ スク を EMS メモ リ に 作成 する | 
、 念 /A を 指定 する 場合 に は EMM386.EXE の よう な EMS 
メモ リマ ネー ジャ を RAMDRIVE.SYS の 前 に 組み 込ん | 
で EMS メモ リ が 使用 可能 に な っ て いな けれ ば な ら な い 
$/E と /A の どちら も 指定 し な か っ た 場合 に は 、RAM 
ディ スク は メイ ン メ モリ に 作成 され る | 








テク ニッ ク 
生生 ENIE を 設定 し 、 そ の 変数 が RAM ディ スク 上 の ディ レク トリ を 
示す よう に する と 、 一 時 ファ イル を 作成 する プロ グラ ム の 動作 が 速く な る 。 
AM ォ #、 次 の よう に 実行 すれ ば よい 。 

SET TMP=D:\ 
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SETVER.EXE 
還 パー ジョ ン テ ー ブ ル の ロー ド / 


② バ ー ジ ョ ン テ ー ブ ル を メモ リ に ロー ド す る 。 











講和 式 

DEVIEE= ニ [ドラ イブ:][ バ パス ]SETVERL.EXE 
[ドラ イブ :] [パス ] SETVER.EXE の ある 場所 
靖 注 意 


@DOS=HIGH が 使用 きれ て いる 場合 、CONFIG.SYS の 中 で DOS=HIGH 
の 後に 記述 する と 、SETVER の 下位 の メモ リ の 使用 を ゼロ に 削減 する 。 





SMARTDRV.EXE 
ティ スク キャ ッシュ の 作成 


②SMARTDRV.EXE を ロー ド す る こと で 、SCSI の ハー ド デ ィ スク な ど で ダ 
ブル バッ ファ リン グ を 行う 。 

凍 注 意 

@SMARTDRV.EXE を ロー ド す る こと で 、SCSI の ハー ド デ ィ スク な ど で ダ 
プル バッ ファ リン グ を 行う 。 
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書 式 


DEVIEE=[ ド ライ ブ :][ バ パス ]SMARTDRV.EXE 


/DOUBLE_BUFFER 





[ドラ イブ:] [パス ] SMARTDRV.EXE の ある 場所 
/DOUBLE BUFFER ダブ ル バ ッ ファ リン グ を 行う 





/UMBCGA.SYS ” 


、K カラ ー ア ダ プ タメ モリ の UMB と し て の 利用 








②CGA、EGA、 ま た は VGA の いずれ か の アダ プ タ が モノ クロ ー ム アダ プ タ 1 
と 組み 合わ せ て 導入 され て いる 場合 に 、 カ ラー アダ プ タ の ビデ オメ モリ を 
UMB メモ リ 領 域 と し て マッ プ す る 。 こ れ に よっ て 、 約 16K バイ ト の 余分 
な メモ リ が 使用 可能 に な る 。 


SAS'VDO ヨ WI 
・ ヨ X ゴ Add1IHVMWS 
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上 UMBEMS.SYS 50d 拓 か 
NA EMS メモ リ の UMB と し て の 利用 ア 


②EMS メモ リ を UMB メモ リ こ と し て 利用 する 。 EMS メモ リ の 64K バイ ト の 
ブロ ッ ク を UMB メモ リ 領 域 と し て マッ プ す る 。 こ れ に よっ て 、 約 64K バ 
イト の 余分 な メモ リ が 使用 可能 に な る 。 


DEVIEE= ニ [ドラ イブ :][ バ パス ]UMBEMS.SYS 


UMBEMS.SYS の ある 場所 











め 
N 

Ss 
さ 
革 
X 





UMBHERC.SYS 5 
、 介 ee アダ プ タ メ モリ の UMB と し て の 利用 隊 / 


②Hercules グラ フィ ッ ク ア ダ プ タ ま た は 、Hercules Graphics Adapter Plus 
が 導入 され て いる 場合 に 、Hercules アダ プ ブタ の ビデ オメ モリ を 、UMB メ 
モリ 領域 と し て マッ プ す る 。 こ れ に よっ て 、 約 60K バイ ト の 余 分 な メモ リ 
が 使用 可能 に な る 。 


DEVIEE= ニ [ドラ イブ :][ バ パス ]UMBHERE.SYS [/X] 
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[ドラ イプ :] [パス ] UMBHERC.SYS の ある 場所 
| /x 起動 時 の ビデ オメ モリ DMA の テス ト を 省略 する 
この テス ト に 合格 し な か っ た アダ プ タ に は 、UMBHERC. 
SYS と の 互換 性 が な い の で 、 こ の スイ ッ チ を 使用 する 
の は 、 ア ダ プ タ の テス ト が 正常 に 完了 し た 後 だ け に する 








UMBMONO.SYS 


W クロ アダ ブタ メ モリ の UMB と し て の 利用 


②CGA、EGA、 ま た は VGA の いずれ か の アダ プ タ が 導入 され て いる 場合 、 
モノ クロ ー ム アダ プ タ の ビデ オメ モリ を UMB メモ リ 領 域 と し て マッ プ す 
る 。 こ れ に よっ て 、 約 4K バイ ト の 才 分 な メモ リ が 使用 可能 に な る 。 











9 E き 

[ 語 』 Pe 5g 

DEVIEE= ニ [ドラ イプ:][ パ バス]UMBMONO.SYS 四 
と 

[ドラ イブ:] レス ] UMBMONO.SYS の ある 場所 昌 





/$@ANSIISYS " 
、 信 キー ボー ド / 画 面 の 拡張 制御 ジグ 


② 標 準 の ANSI.SYS を 拡張 し た ドラ イ バ 。 
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SAS'ISNV$ 


DEVICEE= ニ [ドライブ :][ バ パス]SANSISYS [/X][/K][/H] 





[ドラ イプ : ] [レス ] | SANSI.SYS の ある 場所 


| /X | 複数 ある 拡張 キー を それ ぞ れ 異な る オー と し て 再 定義 する 
/K 拡張 キー ボー ド の 機能 を 使用 し な い 
/R | 画面 の 行 ス クロ ー ル を 調節 する (英語 モー ド の み ) 





【 追 加 さ れ た 画面 拡張 制御 機能 】 


エス ケー プ 文 字 意味 ) 倒 

「 ESC D | インデックス 。 桁 を 変更 せ すず に カー ソル を 1 行 下 。 
| へ 移動 する 。 カ ー ソ ル が 最 下 行 に ある 場合 は 、 画 
| 面 が 1 行 上 へ ス クロ ー ル する | 


Esc E | 次 行 。 カ ー ソ ル を 1 行 下 の 行 豆 へ 移動 する 。 カ ー 
ソル が 最 下 行 に ある 場合 は 、 画 面 が 1 行 上 ヘス ク 
| ロー ル す る 

ESC M | 逆 イ ン デ ックス 。 桁 を 変更 せ ず に カー ソル を 1 行 


上 へ 移動 する 。 カ ー ソ ル が 最上 行 に ある 場合 は 、 
画面 が 1 行 下 へ スク ロー ル す る 




















ESC[PnM 行 を 削除 する ESC[2M 
ESClPnL 0 ESCD2L | 
ESC[Q ー ソ ル 以 降 の 文字 を 消 志す る 。 | 
| ESC[I | カー ソル 以前 の 文字 を 消去 する | 
ESC[IK E 行頭 か ら カ ー ソル まで の 文字 を 消去 する ] | 
ESCBK † | カー ソル の ある 行 全体 の 文字 を 消去 する 。 | 
| | パラ メー タ Pn | | 数 値 パ ラメ ー タ 。 10 進数 を 指定 する ] 
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/$@DISP.SYS 
、、 昌一 の 表示 


日 本 語 を 読み 書き で きる よう に し 、 日 本 語 で 表示 させ る 。 


燕 注 意 

@SDISP.SYS は 、 日 本 語 を 表示 する デバ イス ドラ イ バ よ り 先 に 組み 込ま な け 
れ ば な ら な い 。 

@$DISP.SYS は 、$FONT.SYS に な る べく 続け て 組み 込む よう に する 。 

人 @Tseng 社 の ET4000 を 搭載 し て いる VGA ボー ド を 使う と 、 日 本 語 環 境 で 画 

還 が 乱れ て し まう 。 こ の 場合 は 、/HS= ニ LC また は /HS ニ OFF パラ メー タ を 

指定 する 。 


書 式 朋 


DEVICEE= ニ [ドライブ 1:][ パ ス 1]SDISP.SYS 
[/T8= ニ テキ スト バッ ファ サイ ズ ] 


























[/HS=AlTO | ON | LC | OFF] 
[/lIN=[ ド ライ ブ 2:][ パ ス 2]] 


SAS'dSIQS 





[ドラ イブ 1:] [パス 1] SDISP.SYS の ある 場所 
/TS= ニ テキ スト バッ 高密 度 テ キス トモ ー ド を 使用 する た め に 必要 な テキ スト 


ファ サザ イデ バッ ファ の 大 き さ を バイ ト 単 位 で 指定 する 。 既定 値 は 
13056 
| /HS= | テキ スト シミ ュ レ ーション モー ド 、03H、73RR で スク ロー 
AUTO | ON ル を どの よう に 行う か 指定 する 
| |LCIOFF AUTO 一 自動 判定 
ON 一 一 - APA 開始 アド レス レジ スタ の み を 使用 する 
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LC 一 一 - APA 開始 アド レス レジ スタ と ライ ンコ ン 
ペア レジ スタ を 使用 する 


OFF 一 - APA 開始 アド レス レジ スタ 、 ラ イン コン 
ペア レジ スタ を 使用 し な い 
/INI= DOS/V の 設定 情報 を 格納 し て いる DOSV.INI の ある 場所 


[ドラ イブ 2:] [パス 2] 。 パス は 必ず \ ぎ 記号 で 終了 する 





$FDD12.SYS 日 本 馬 モ ー ド の み 


人 き :: イン チ 1.2M バイ トディ スケ ッ ト の サポ ー ト 


②PC-9800 シリ ー ズ 、J-3100 シリ ー ズ な ご で 採用 され て いる 3.5 イン チ 
1.2M バイ ト フ ォ ー マ ッ ト の ディ スケ ッ ト の 読み 書き を サポ ー ト する 。 


菩 注 意 


人 @3.5 イ ンチ 1.2M バイ トディ スケ ッ ト の 読み 書き は 、 デ ィ ス ケッ トド ライ ブ 
が それ に 対応 し て いる も の で な けれ ば で き な い 。 


DEVIEE= ニ [ドラ イブ :][ バ パス ]SFDD12.SYS 


[ドラ イプ :] レ パス] SFDD12.SYS の ある 場所 


/$@FONT.SYS “” 
本 馬 フ ォ ント の 公用 |/ ノ 
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SAS'INO4$・ 
SAS' て LOdH$・SAS'dSIQ$ 














日 本 語 フ ォ ン ト (FONT) を 使用 可能 に する 。 
SFONT.SYS が 使用 する フォ ント は 次 の と お り 。 最初 の 3 つ は 、 シ ステ 
ム 上 で ROM フォ ント が 使用 で き な い 場合 に 使用 きれ る 。 24 ドッ ト フ ォ 
ント ファ イル は 日 本 語 フ ォ ン ト ROM を 搭載 し て いな ぃ い プ リン タ を 使用 
する 場合 に の み 必 要 と な る 。 














フォ シト | PFzP| 明 東 
$JPNHN16.FNT 8X16 半角 フォ ント 
$JPNHN19.FNT 8X19 半角 フォ ジ レト 





$JPNZNI6.FNT 1I6x16 全角 フォ ント 

$JPNHNI2FNT 6X12 半角 フォ ント 

$JPNZNI2.FNT 12xX12 全角 フォ ント 

| SYSIZ16.FNT 16XI6 ユー ザ フ ォ ント 

| 5SYSIZ24.FNT 24X24 ユー ザ フ ォ ント 

| sJPNHN24FNT 24X24 半角 フォ ント | 東 | 


| JPNZN24.FNT 24X24 全角 フォ ント 
$JPNZN24.IBM 24X24 IBM 選定 全角 フォ ント 


靖 注 意 
@⑯DOS J6.1/V か ら は 、$FONT.SYS は HIMEM.SYS より 先 に 組み 込ま な < 
て も よく な っ た 。 


SAS'INO』$ 


DEVICEE= ニ [ドラ イブ 1:][ パ バス 2Z]SFONT.SYS 


[/ リ =m] [/24=0ON | OFF] 
[/IMIN=[ ド ライ ブ 2:][ パ ス 2]] 





| | ドラ ォ デ 1:] [パス | SFONT.SYS の ある 場所 
om ユー ザ フ ォ ント の 文字 数 (0 て 1880) を 指定 する 。 既定 値 は 
658 
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SASDIIS ヨ VIS | g | 
・SAS'INO』$ 





/24=ON | OFF 全角 24X24 ドッ ト フ ォ ン ト を 使用 する / し な い を 指定 する 。 
省略 し た 場合 に は OFF と な る 

/INI= | DOS/V の 設定 情報 を 保管 し て いる DOSV.INI の ある 場所 

[ドラ イブ 2:] [パス 2] 。 金 パ ス は 必ず ぎ 記 号 で 終了 する 


 $IAESKK.SYS ” 


、K 単 漢字 変換 プロ グラ ム 


② 単 漢字 変換 プロ グラ ム ($IAESKK.SYS) を 組み 込む 。 


湖 注 意 


@SIAESKK.SYS は 、$IAS.SYS より も 後に 組み 込ま な けれ ば な ら な い 。 














DEVICEE= ニ [ドラ イブ 1:][ パ ス 1]SIAESKK.SYS 


[/X=0 | 1] [/H ニ ハン ドル 最大 数 ] 
[/INN= ニ [ドラ イブ 2:][ パ ス 2]] 





[ドラ イブ 1:] [パス 1] SIAESKK.SYS の ある 場所 
/x=011 組み 込む メモ リ を 指定 する 
0 一 メイ ン メ モリ へ の 組み 込み 
1 EMS メモ リ へ の 組み 込み (既定 値 
/H ニ ハン ドル 最大 数 か な 漢字 変換 プロ グラ ム と の 通信 に 使用 する ハン ドル の 最 
大 数 を 指定 する 。 既 定 値 は 8 
/INI= DOS/V の 設定 情報 を 保管 し て いる DOSV.INI の ある 場所 
[ドラ イブ 2:] [バス 2] 。 パ ス は 必ず \ 記 号 で 終了 する 
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WAS.SYS 
、 人 g 日 本 語 入力 の 補助 プロ グラ ム 


日 本 語 入 力 FEP に よっ て 生成 され た コー ド を 入力 する 。 


凍 注 意 
信 SIAS.SYS は 、SIAS を サポ ー ト する どの プ ブログ ラム より も 、 先 に 組み 込ま 
な けれ ば な ら な い 。 








DEVIEE=[ ド ライ ブ 1:][ パ ス 1]SIS.SYS 
[/X=0 | 1] [/6 三 0 | 1] [/H=0 11] 





[/K=JP 10S| MM|J3] 
[/I=[ ド ライ ブ 2:][ パ ス 2]] 








8 
[ドラ イブ 1:] [パス 1 SIAS.SYS の ある 場所 の 
肖 =0| 1 組み 込む せ 々 モリ を 指定 する の 
0 一 メイ ン メ モリ へ の 組み 込み 
1 一 一 EMS メモ リ へ の 組み 込み (既定 値 ) 
/G=0 |1 | グラ フィ ッ ク モ ー ド に お ける スポ ッ ト 変 換 を 指定 する 


この スイ ッ チ は SIAS が EMS メモ リ に 組み 込ま れ て 
いる 場合 の み 指定 で きる 


0 一 - 最終 行 で の 変換 (既定 値 ) 
1 一 一 カー ソル 位置 で の 変換 
/R=0|1 | ロー マ 字 モー ド を 設定 する 
0 一 一 ロー マ 字 モー ド オ フ て 起動 (既定 値 ) 


1 一 一 ロー マ 字 モー ド オ ン て 起動 
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/K ニ 使用 する キー ボー ド の タイ プ 








JPIUS|AXIJ3 JP 日 本 本 106 キー ボー ド (5576-00170027003 
/A01/BO1/C01) 
US 一 一 米国 英語 101 キー ボード 
AX 一 一 AX キー ボー ド 
J3 東芝 J3100 ノー トブ ッ ク 型 キー ボー ド 
/INI= DOS/YV の 設定 情報 を 保管 し て いる DOSV.INI の ある 場所 


[ドラ イブ 2:] [パス 2] 。 移 パ ス は 必ず \ ぎ 記号 で 終了 する 


$SPRN.SYS 
介 プリ ンタ ドラ イ バ 基 本 部 の 導入 


回 cm 


② プ リン タ の 機種 に 依存 し な い 、 プ リン タ ド ライ バ の 基本 部 を 導入 する 。 

② 個 々 の プリ ンタ ドラ イ バ の 登録 と 解除 、 活 動 化 と 非 活動 化 、 お よび 文字 を 印 
刷 する た め に プリ ンタ ドラ イ バ が 提供 する 、 プ リ ミ テ ィ ブ 機 能 の 呼び 出し を 
行う 。 














SAS'Ndd$・SAS'SV$ 


DEVIEE= ニ [ドラ イブ 1:][ パ ス 1]SPRN.SYS 


地 
[/IMIN=[ ド ライ ブ 2:][ パ バス 2]] 





[ドラ イブ プ :] レス ] $PRN.SYS の ある 場所 
/INI= DOS/YV の 設定 情報 を 保管 し て いる DOSV.INI の ある 場所 
[ドラ イブ 2:] [パス 2] バス は 必ず ぎ 記 号 で 終了 する 
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ドラ イ バ 


? 

BREAK 
BUFFERS 
[COMMON] 
COUNTRY 
「 DEVICE 
DEVICEHIGH 
DOS 
DRIVPARM 
FCBS 

FLES 
INCLUDE 
INSTALL 
INSTALLHIGH 
LASTDRIVE 
[MENU] 
MENUCOLOR 
MENUDEFAULT 
MENUITEM 
NUMLOCK 
REM 

SHELL 
STACKS 
SUBMEMU 
SWITCHES 


| ョ メント 
確認 メッ セー ジ 表 示 
時 キー に よる 処理 の 中 断 に 関す る 設定 


| アフ ォ ル トメ ニュ ー 項 目 


生 3 


コン フィ ブ デ バイ ス 


機 能 備 


バッ ファ の 設定 


複数 CONFI 共通 構成 プロ ッ ク 用 ヘッ ダ 
| 国 別 情報 の 設定 


デバ イス ドラ イ バ の 組み 込み 


デバ イス ドラ イ バ の UMB メモ リ へ の 組み 込み 
HMA メモ リ /UMB メモ リ 使 用 の 設定 
シス テム の 特性 リス ト の 変更 


ファ イル 制御 ブロ ッ ク 数 の 設定 


オー プン 可能 な ファ イル 数 の 設定 

| 構成 プロ ッ ク の 組み 込み 

メモ リ 常 駐 型 プロ グラ ム の 組み 込み 

メモリ 和 常駐 型 ブ ログ ラム の UMB メモ リ 領 域 へ の 組み 込み 」 
| 最大 ドラ イブ 数 の 設定 。 | 
| 始動 メニ ュー 項目 の 定義 


メニ ュー の 人 色 の 設定 





始動 メニ ュー の 設定 








| Num Lock| キ ー 設 定 








コメ ント 行 の 指定 


ュ マ ンド イン タプ リン タ の 設定 


」 ス タッ ク 数 の 設定 
始動 メニ ュー の サ プ メ ニュ ー 項 目 の 定 義 
拡張 キー ボー ド の 設定 
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出さ さり ば 日 








男 
リ 
W コット 


機能 7 
⑫ 現 在 行 が 説明 の た め の コ メン ト 行 で あっ て 、 実 行 し こ て は な ら な いこ と を 指定 
する 。 
CONFIG.SYS の 中 だ け で 使用 する 。 
2 行 の 先頭 に 挿入 する 。 








コメ ント 行 処理 対象 に し た く な い 、CONFIG.SYS 内 の 任意 の 情報 行 を 指 


定 する 





人 人 
W 確認 メッ セー ジ 表 示 間 有 


栓 代 / 

特定 の CONFIG.SYS コマ ンド こと 共に 使用 する こと が で きる 。 

現行 コマ ンド を 処理 する 前 に DOS を 休止 し て 、 確 認 の た め の メ ッ セー ジ を 
表示 する こと を 指定 する 。 
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コマ ンド CONFIG.SYS コマ ンド を 指定 する 
例 次 の CONFIG.SYS コマ ンド で の み 使 用 可能 
BREAK 王 、BUFFERS= ニ 、DEVICE ニ = 





DEVICEHIGH ニ =、DOS 三 、FCBS 三 、FILES 
INSTALL 三 、INSTALLHIGH ニ 
LASTDRIVE= ニ 、STACKS ニ 、SWITCHES ニ 








BREAK 
、、 倫 に キー に よる 衝 理 の 中 断 に 関す る 放 定 0 


機能 ) 
②③ キー に よる プロ グラ ム 中 止 機能 を 、 拡 張 する か どう か の 設定 を 行う 。 
$ 通 常 の 昭 キー が 有効 な 範囲 (キーボード か ら の 入力 、 画面 ・ ゲ プリ ンタ 
な ど へ の 出力 ) を ON に する と 、 拡 張 す る こと が で きる 。 
ぐ [Etl ] [C] キー の 操作 で も 同様 の 結果 と な る 。 











2V ヨ H ヨ ・ と 


BREMK[ =0N | OFF] 





ON mM キー の プロ グラ ム 中 止 機能 を 拡張 する 
ON に する と 、 常 に 了 m』 キー を 監視 する た め に 、 シ ステ ム の 実 
行 速度 が わずか に 下がる 
OFF 了 | キー の プロ グラ ム 中 目 機 能 を 拡張 し な い (既定 値 
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例 





@ wl キー の 機能 を 常に 有効 に し て お きた い 場 合 に は 、CONFIG.SYS に 次 の 
行 を 追加 する 。 
BREAK= ニ ON 


@BREAK コマ ンド の 既定 値 は OFF に な っ て いる 。 

@ 通 常 BREAK コマ ンド が 有効 な の は キー ボー ド か ら の 入力 や 画面 へ の 出力 
だ け で ある 。BREAK コマ ンド を ON に する こと で 、 デ ィ ス ク へ の 書き 込み 
な ど に も ml キー が 有効 に な る 


BUFFERS 














、 人 の バッ ファ の 設定 
帆 


Sd ヨゴ 1 ヨ ・JV ヨ d ヨ 


【 機 能 】 能 
ディ スク バッ ファ (BUFFERS) の 数 を 指定 する 。 指 定 し た 数 の ディ スク バッ 
ファ 用 の メモ リ が 起動 時 に 確保 され る 。 


BUFFERS 三 m[, m] 


n 確保 する ディ スク バッ ファ (1 へ 99) を 指定 する 
婚 定 値 は シス テム 設定 に よっ て 次 の よう に な っ て いる 


設 定 バッ ファ (n) 。 バイ ト 数 
360K 3 | ここ 
128K25SK の RAM 5 2672 
256K つ SIIK の RAM I0 。 s328 
512K640K の RAM 15 。 7984 


370 


m 先読み バッ ファ セク タ (1 へ 38) を 指定 する 。 既定 値 は 1 
例 SMARTDRV.EXE な ど に よっ て ディ スク キャ ッシュ を 
| 


使用 する 場合 に は 、 先 読み バッ ファ を 指定 し て は な ら な い 


例 
人 @ デ ィ ス ク バ ッ フ ァ を 15 個 分 確保 する に は 、CONFIG.SYS に 次 の 行 を 追加 
する 。 
BUFFERS=15 


シン ペー ルル 

@ デ ィ ス ク バ ッ フ ァ に 割り 当て る 数 は 、 多 い ほ ど 実 行 速度 が 向上 する が 、 あ ま 
り 多く 設定 し て も メモ リ を 消費 する だ け で ある 。 デ ィ ス ク バ ッ フ ァ の 数 は 使 
用 する ハー ド デ ィ スク の 容量 に よっ て 次 の 値 を 目安 に 設定 する 。 


ディ スク 容量 バッ ファ サイ ズ 


| て 40M バイ ト 20 
| 40 て 79M バイ ト | 30 
80II9M バ イト 40 
120M バイ トー 50 


価 先 読み バッ ファ は 、 入 力 処 理 の 際 に シス テム が 先読み で きる セク タ の 最大 数 
を 指定 し 、 ワ ー ド プロ セッ サ や コン パイ ラ な ど 順 次 読み / 書 き を 行う アプ リ 
ケー ショ ン の 処理 を 、 効 率 よく 行う 。 た と えば 、 一 度 デ ィ ス ク に アク セス し 
て 先読み バッ ファ メモ リ に 読み 込ま れ た デー タ は 、 も う 一 度 同じ デー タ に ア 
クセ ス 要 求 が あっ た 場合 、 デ ィ ス ク か ら で な く バ ッ フ ァ メ モリ か ら 読 み 出さ 
れる 。 
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Sd ヨゴ ゴ 「1 ヨ 


| e | 今日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド を 複数 CONFIG に よっ て 起動 時 に メニ ュー 選択 


[NOWWOO] 





[COMMON] 





CONHi6 通 簡 成 ブロ ッ ク 用 ヘッ ダ 


へ 
リノ 





② 複 数 CONFIG 機能 こよ っ て 複数 の 環境 を 切り 替え る 場合 、 共 通し て 設定 す 
る 環境 を 記述 する ブロ ッ ク の ヘッ ダ 。 


[COMMON] 


例 





で きる よう に し て お り 、FILES や BUFFERS な ど 、 両 方 で 共通 する 環境 を 
[COMMON] ブ プロ ッ ク に まとめ て 記述 し て お く 。 
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[COMMON] 

files 三 30 

buffers 三 20 

shell 三 c:\dos\command.com /P /E:512 
device 三 c:\dos\himem.sys 

device 三 c:\dos\setver.exe 
[JAPANESE] 

dos 三 umb 

country 三 081, 932 c:\dos ぎ country.sys 
device 三 c:\dos\$font.sys 

devicehigh 三 c:\dos\$disp.sys 
devicehigh 三 c:\dos\$ansi.sys 
[ENGLISH ] 

country 三 001, 437 c: ぎ doscountry.sys 





COUNTRY 


、K 国 別 情報 の 設定 


② 時 間 ・ 日 付 ・ 通 貨 記 号 な ど を 指定 し た 国 ( 地 域 )(COUNTRY) に 合わ せ た 設 
に 変更 する 。 








COUNTRY= テ xx[, [VWV」 


[,[ ド ライ プ ブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 ]] 





XXX 、 国 コー ド を 指定 する 
yyy コー ド ペ ー ジ を 指定 する 
[ドラ イブ :] 国 別 情報 ファ イル を 指定 する 


[パス ] フ ァイル 名 省略 し た 場合 に は アメ リカ 合衆国 に 設定 され て いる 


【 サ ポー ト さ れる 言語 の 一 覧 表 】 


国 (言語 ) 国 コ ー ド コー ド ペ ー ジ 日 付 の 指定 時間 の 指定 
アメ リカ 合衆国 001 _437.830 01/03/1991 53:35:00.00p 
カナ ダ 002 850.863 1991-01-03 17:35:00.00 

| ラテ ン ア メリ カ 003 850.437 03/01/1991 S:35:00.00p 
ロシア 語 007 866.835< ロ シア 03/01/1991 17:35:00.00 
語 DOS の み > 
オラ ンダ 031 850.437 03-01-i991 17:35:00.00 
| ベル ギー 032 850.437 03/01/1991 17:35:00,.00 | 
フラ ンス 033 850.437 o30l.1991 1i735:0000 
スペ イン 034 850.437 03/0I/1991 17:33:00.00 
| ハン ガリ ー 036 _852.850 i991-01-03 17.35:00.00 
| ボス ニア 038 _852.850 1991-01-03 17:35:00,00 
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AdINrTOO 


AINTOO 


ーッ ザ ス ラ ビア 
イタ リア 
ルー マニ ア 
スイ ス 

チェ コ 

スロ バキ ア 
イギリス 
の ー ジ 
欠 ウ ェ ー デ シン 
メグ 光 選 テー 
ポー ラン ド 
ドイ ツ 

プ ブラ ジル 
英語 圏 

日 本 
ポル ト ガ ル 
7 ルッ パ ニア 


プ ォ ジテ ンド 


061 
081 
351 
| 355 
「 358 


セル ビア また は モン テ ネ グ ロ 381 


グロ アア 
と 8 た ドー 2 


FYR マケドニア 


以 


384 
386 
389 


_832.850 
437.850 


852.850 


850.437 


852.850 
852.850 


850.437 


850 


850.437 


850 
852.850 
850.437 


_850.437 


850.437 


932.437 


850.860 


852.850 


850.437 
855,852 
852.850 
852.850 
855.852 


1991-01-03 


03/01/1991 


1991-01-03 


03.01.1991 


1991-01-03 
1991-01-03 


03/01/1991 
03-01-1991 


1991-01-03 


03.01.1991 


1991-01-03 


03.01.1991 
_ 03/01/1991 
03-01-1991 
_ 1991-01-03 
03-01-1991 
03.01.1991 
03.01.1991 


03.01.1991 
03.01.1991 
03.01.1991 
03.01.1991 


| 17:33:00,.00 
17:35:00,00 


17:35:00,00 


17.35.00.00 


17:35:00,00 


17:33:00,00 


17:35:00.00 


17.35.00.00 
17.35.00,00 


17.35.00,00 


17:35:00.00 
17.35.00.00 


17:35:00.00 


S:35:00.00p 
17:35:00.00 


17:35:00,00 


17:35:00.00 
17.35.00.00 
17.33.00,00 


17.35.00,00 


17.35.00.00 


17.35.00.00 


@ イ ギリ ス 用 に 設定 する 場合 は 、CONFIG.SYS に 次 の 行 を 追加 する 。 
COUNTRY=044 


関連 コマ ンド 
KEYB 
MODE @ 
NLSFUNC 
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キー ボー ド 配 列 パ ター ン の 選択 


デバ イス コー ド ペ ー ジ の 設定 


拡張 国 別 情報 の 利用 





DEVICE お 
4 デパ イス ドラ イ バ の 組み 込み レ 
② デ バイ ス ド ラ イ バ を シス テム に 組み 込む 。 


六 注 意 
信 標 準 で 添付 され て いる COUNTRY.SYS と KEYBOARD.SYS は デバ イス ド 
ライ バ で は な い の で 、DEVICE コマ ンド で 組み 込ん で は な ら な い 。 








DEVIEE=[ ド ライ ブ :][ パ バス] ファ イル 名 


1 パテ メー タ 」 





[ドラ イプ :] [パス ] フ ァイル 名 組み 込む デバ イス ドラ イ バ 
[し パラ メー クタ] デバ イス ドラ イ バ が 必要 と する パラ メー タ 


ヨ DIA ヨ q 


例 
⑱ ド ライ ブ C の \SYS ディ レク トリ に ある プロ グラ ム (HIMEM.SYS) を 組み 
込み た い 場 合 は 、CONFIG.SYS に 次 の 行 を 追加 する 。 
DEVICE=C:\SYS\HIMEM.SYS 


デバ イス ド ライ バ を UMB メ モリ に 組み 込む 場合 に は 、DEVICEHIGH コマ 
ンド を 使用 する 。 

















関連 コマ ンド 
DEVICEHIGH デバ イス ドラ イ バ の UMB メモ リ へ の 組み 込み 
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HDIH ヨ OIA ヨ Q 





DEVICEHIGH 


、 但 ボイス ドラ イ バ の UMB メモ リ へ の 組み 込み 


②80386 以上 の CPU で 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を UMB メモ リ に 組み 込み 、 メ 
イン メモ リ の 空き 容量 を 増加 させ る 。 


丘 注 意 
@DEVICEHIGH コマ ンド を 使用 する 場合 に は 、CONFIG.SYS に DOS コマ 
ンド の 
DOS=UMB 
を 追加 し な けれ ば な ら な い 。 
@DEVICEHIGH コマ ンド は 、XMS メモ リド ライ バ や UMB メ モリ ドラ イ バ 
の 後に 組み 込ま な けれ ば な ら な い 。 








DEVICEHIGH ニ [ドラ イプ:][ パ ス ] フ ァイル 名 
レッ ラメ ー タ | 


【 デ バイ ス ド ラ イ バ を ロー ド し た い メ モリ 内 の 領域 の 指定 】 


DEVICEHI 呈 =[ ルル : 領 域 1[, 最小 サイ ズ 1] 
[: 領 域 2[, 最小 サイ ズ 2]] [/$]] 
[ドラ イブ プ :][ パ ス ] フ ァイル 名 
[パラ メー タ ] 





[ドラ イプ :] [パス ] フ ァイル 名 | 組み 込む セ デ ダバ イス ドラ イ バ 


[し パラ メー タ ] デバ イス ドラ イ バ が 必要 と する パラ メー タ 

ルル 領域 1[, 最 小 サ イズ 1] "アパ イス ドラ イ バ を ロー ド し た い 1 つ また は 複数 

[領域 2[, 最小 サイ ズ 2].… の メモ リ 領 域 を 指定 する 

/S ドラ イ バ の ロー ド 時 に 、UMB を その 最小 サイ ズ 
に 縮小 する 
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人 @CONFIG.SYS の 設定 例 を あげ る ( 各 プ ログ ラム は ドラ イブ C の ぎ SYS ディ 
レク トリ に ある と する ) 
DEVICE= ニ C:\SYS\HIMEM.SYS 
DEVICE=C:\SYS\EMM386.EXE RAM 
DOS=UMB 
DEVICEHIGH = ニ C:\SYS\ANSI.SYS 





関連 コマ ンド 
DEVICE デバ イス ドラ イ バ の 組み 込み 
ILOADHIGH 常駐 プロ グラ ム の UMB メモ リ へ の 組み 込み 


DOS 


(、j メモ リ /UMB メモ リ 使用 の 設定 


②HMA メモ リ に DOS の 一 部 を 組み 込み 、 メ イン メモ リ の 空き 容量 を 増やす 。 
②UMB メモ リ を 使用 可能 に する 。 














SOd・HDIH ヨ OIA ヨ Q 


00S= ニ HGH | LOW[, UMB | ,NOUMB] 


00S=[HIGH, | LOW, ]UMB | NOUMB 





_UMB UMB メモ リ を 使用 する 

NOUMB UMB メモ リ を 使用 し な い (既定 値 

「 HIGH | DOS の 一 部 を HMA メモ リ に 組み 込む 

「 LOW DOS の 一 部 を HMA メモ リ に 組み 込ま な い (既定 値 
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業 意 
DOS= ニ UMB お よび DOS=HIGH を 指定 する 場合 に は 、HIMEM.SYS を 事 
前 に 組み 込ん で お か な けれ ば な ら な い 。 


例 
@⑯UMB メ モリ を 使用 し 、DOS の 一 部 を HMA メ モリ に 組み 込む 場合 、 
CONFIG.SYS に 次 の 行 を 追加 する 
DOS= ニ HIGH,UMB 


信 デ バイ ス ド ラ イ バ を UMB メ モリ に 組み 込む に は 、DEVICEHIGH コマ ンド 
を 使用 する 。 
⑯ プ ログ ラム を UMB メ モリ に 組み 込む に は 、LOADHIGH コマ ンド を 使用 す 





る 。 
関連 コマ ンド 
DEVICEHIGH デバ イス ドラ イ バ の UMB メ モリ へ の 組み 込み 
LOADHIGH 常駐 プロ グラ ム の UMB メ モリ へ の 組み 込み 





DRIVPARM 


W シス テム の 特性 リス ト の 変更 


既存 の 物理 ドラ イブ の パラ メー タ に 対す る 修正 を 行う 。 








DRIVPHAM 三 /D: 数 字 [/【] [/F: フ ァ ク タ ] 


[/ 有 HH ヘッ ド 数 ] [/I] [/N] 
[/$: セ クタ 数 ] [/T: ト ラッ ク 数 ] 
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| /D: 数 字 物理 ドラ イブ 番号 を 指定 する 。 ドラ イブ A= ニ 1、 ド ライ ブ B 
2、 ド ドライブ C=3… と いう よう に 指定 する 








7/C ディ スケ ッ ト 入 れ 娠 え 検出 機能 を 使用 する 
| /F: フ ァ ク タ ドラ イブ の 種類 を 指定 する 。 
0 一 160K/180K バイ ト あ る い は 320K/360K バイ ト 
1 一 一 1.2M バイ ト 
2 一 一 720K バイ ト (3.5 イン チ デ ィ ス ケッ ト ) (既定 値 ) 」 
$ 一 ハー ド デ ィ スク 
6 一 一 デー プ ド テイ プ 
7 一 一 1.44M バイ ト (3.5 イン チ デ ィ ス ケッ ト ) 
8 一 読み 書き 可能 な 光ディスク 
9 一 2.88M バイ ト (3.5 イン チ デ ィ ス ケッ ト ) 
| /E ヘ ッ ド 数 | 読み 書き ヘッ ド 数 (199) を 指定 する 
4 | 使用 し て いる シス テム の ROM BIOS が 35 イン チ の ディ ス | 
ケッ ト を サポ ー ト し て いな い | 則 
 /N | 取り 外し 不可 能 物 理 ア ィ ス ク (ハー ド デ ィ スク ) を 指定 す 
る 
| /S: セ クタ 数 | 1 トラ ッ ク 当 た り の セク タ 数 (1 つこ 99) を 指定 する ョ 
| / 正 トラッ ク 数 | 二 面 当たり の トラ ッ ク 数 を 指定 する 


但 ディ スケ ッ ト 入 れ 替 え 検 出 機能 は 、 物 理 デ ィ ス ケッ トド ライ ブ の レバ ー が 開 
か れ た と き に 、 ド ライ ブ が その こと を 検出 で きる こと を 意味 する 。 こ の 機能 
を サポ ー ト し て いる ドラ イブ を 使用 する 場合 に は 、/C スイ ッ チ を 指定 する 
と ディ スケ ッ ト の 操作 を より 迅速 に 行う) こ と が で きる 。 
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S ヨ 1 は ・S ヨ O+ 





FCBS 


NM ファ イル 制御 ブロ ッ ク 数 の 設定 


② 使 用 する ファ イル 制御 ブロ ッ ク の 数 を 指定 する (File Control Block 
Specification ニ ファ イル 制御 ブロ ッ ク の 明細 )。 

茹 注 意 

人 @FCBS の 設定 を 必要 と する よう な 古い プロ グラ ム を 使う 場合 で も な い 限 り 、 
FCBS を 設定 する 必要 は な い 。 








上 Pa9 


x 一 度 に オー プン で きる FCB の 数 (1 一 255) を 指定 する 。 既定 値 は 4 


例 
@10 個 の FCB を 使用 で きる よう に する た め に は 、CONFIG.SYS に 次 の 行 を 
追加 する 。 
FCBS=10 





FILES Wo 
介 ナー プン 可能 な ファ イル 数 の 設定 | 


オー プン 可能 な ファ イル (FILES) デバ イス の 最大 数 を 設定 する 。 








FILES ニ X 


x オー プン 可能 な ファ イル デバ イス 数 (8255) を 指定 する 。 既 定 値 は 8 
人 インストール 時 に 作成 され る CONFIG.SYS で は 、FILES=20 が 
指定 され て いる 


員 
信 最 大 30 個 の ファ イル を オー プン する た め に は 、CONFIG.SYS に 次 の 行 を 
追加 する 。 
FILES=30 








INCLUDE 











出 

人 入 ブロ ッ ク の 組み 込み 5 

8 
② あ る 構成 ブロ ッ ク の 内 容 を 別 の 構成 ブロ ッ ク に 組み 込む こと が で きる 。 雪 


②DOS に 、 別 の 構成 ブロ ッ ク 内 の コマ ンド を 現行 ブロ ッ ク の コマ ンド と 同様 
に 実行 する よう に 命令 する 。 
② 組 み 込み た い ブ ロッ ク の 名 前 を 指定 する 。 


闘 注意 


@CONFIG.SYS の 構成 ブロ ッ ク の 中 で し か 使用 で き な い 。 


INELUUEF= ブ ロッ ク 名 


ブロ ッ ク 名 組み 込み た い 構成 ブロ ッ ク の 名 前 を 指定 する 
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HDIHT1TV1SNI 


・ TIVISNI 





INSTALL 


モリ 党 型 ブロ グラ ム の 組み 込み 


②DOS の 起動 時 に メモ リ 常 駐 プ ログ ラム を 組み 込む 。 


業 意 

@AUTOEXEC.BAT で 常駐 プロ グラ ム を メモ リ に 組み 込む せよ り も 、INSTALL 
コマ ンド を 使用 し た 方 が メモ リ を 節約 で きる 。 し か し 、 環 境 変数 を 使用 し た 
り 、COMMAND.COM を 必要 と する 常駐 プロ グラ ム な ど は 正しく 機能 し な 
いこ と が ある 。 


INSTALL ニ [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 





間 ノ 





[コマ ンド パラメータ ] 





[ドラ イブ :] [パス ] フ ァイル 名 実行 する プロ グラ ム フ ァ イル 名 
[コマ ンド パラ メー タ ] プロ グラ ム が 使用 する パラ メー タ を 指定 する 


例 
⑯ ド ライ ブ C の \SYS ディ レク トリ に ある DOSKEY.COM を CONFIG.SYS 


で 組み 込む 場合 、CONFIG.SYS に 次 の 行 を 追加 する 。 
INSTALL ニ C:\DOS\DOSKEY.COM 


/ INSTALLHIGH 人 


ぃ 人 り 加 ブロ グラ ム の UWB メモ リ 入 域 へ の 組み 込み / 
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② メ モリ 常駐 型 プロ グラ ム を UMB メモ リ 領域 に 組み 込む 。 
②UMB メモ リ が 使用 で き な い 場 合 は 、INSTALLHIGH コマ ンド が INSTALL 
コマ ンド と 同じ 働き を 行う 。 
人 この コマ ンド は CONFIG.SYS の 中 で し か 使用 で き な い 。 


INSTALLHI 呈 H= ニ [ドラ イプ ブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 





[コマ ンド パラ メー タ ] 





[ドラ イプ :] [パス ] フ ァイル 名 実行 する プロ グラ ム 
[コマ シン ド z パ ラメ ー タ ] プロ グラ ム が 使用 する パラ メー タ を 指定 する 








LASTDRIVE 


(た だ ドラ イブ 数 の 設定 


② 使 用 する 最大 ドラ イブ 数 を 設定 する 。 


LASTDRIVE ニ X 


| x 最大 ドラ イブ を アル ファ ベッ ト (AZ) で 指定 する 








と る 


編 
信 ア クセ ス 可 能 な ドラ イブ を AG まで の 7 個 設定 する 場合 、CONFIG.SYS 
に 次 の 行 を 追加 する 。 
LASTDRIVE=G 
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⑯LASTDRIVE コマ ンド を 指定 し な いと 、 実 際 に 使用 きれ て いる ドラ イブ の 
次 の 文字 が 使用 きれ る (ドラ イブ D まで 使っ て いる な ら E)。 ま た 、 必 要 以 
上 の 設定 は メモ リ を 無駄 使い する こと に な る 。 


[MENU] 


人 委細 目 の 定 


② 複 数 CONFIG で メニ ュー 項目 を 定義 する 。 
② 始 動 メ ニュ ー に 表示 する 項目 を 定義 する 。 


壮 注 意 
信 @ [MENU] 定義 は 、 他 の 関連 定義 コマ ンド (INCLUDE、MENUCOLOR、 
MENUDEFAULT、MENUITEM、SUBMENU) より も 先 に 指定 し な けれ 


ば な ら な い 。 


例 














[MENU] 
menuitem 三 Japanese 
menuitem 三 Pnglish 
menucolor 三 7, 1 
menudefault 三 Japanese, 20 
[COMMON] 
files 三 30 
buffers 三 30 
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[Japanese] 


devie 三 c: ぎ dos\$font.sys 





MENUCOLOR 9 
、 人 g メニ ュー の 色 の 設定 / 


② メ ニュ ー の テキ スト の 色 と 育 景色 を 設定 する 。 
全 CONFIG.SYS の [MENU] ブ ロッ ク の 中 で し か 使用 で き な い 。 














x メニ ュー テキ スト の 人 色 (0 一 15) を 指定 する 
y 画面 の 背景 の 色 (0 て 15) を 指定 する 。 既定 値 は 0 ( 黒 ) 
人 テ キス ト の 色 の 値 と 別 の 値 で ある 。 同値 を 指定 する と テキ スト が 


読め な く な る 


roonaw-ma 記 計 


番 号 色 | 番 号 色 
0 黒 男 還 | 灰色 
1 青 | 9 明るい 青 
2 | 把 )。 10 明るい 緑 
3 | シア ン | il | 明る ぃ シア テン 
4 赤 12 明る い 赤 
5 マゼンダ | 13 | 明る い マ ゼン ダ 
6 2 | 14 明る い 黄 
け 9 』 四 | 15 | 明る u 白 
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・ MENUDEFAULT 





四 デフ ォ ル トメ ニュ ー 項 目 アブ 


② 複 
択 





数 CONFIG に お いて 、 始 動 メ ニュ ー で 何 も キー 入力 が な か っ た 場合 に 選 
され る メニ ュー 項目 。 











CONFIG.SYS の [MENU] プ ロッ ク の 中 で し か 使用 で き な い 。 








MENUDEFAULT= ブ ロック 名 [, タ イム アウ ト ] 
ブロ ッ ク 名 対応 する 構成 ブロッ ク を 省略 時 の メニ ュー 項目 と し て 指定 する 
タイ ム ア ウ ト 省略 時 の 構成 ま 使っ て コン ピュ ー タ を 始動 する まで の 待ち 時 間 


WM ヨ 1LIIN ヨ W 
TnV ゴ ヨ QTN ヨ W 


1 / 














を 秒 数 (0 て 90) で 指定 する 。 省 略し た 場合 に は 、 ユ ー ザ が [ 骨 
キー を 押す まで 、 次 の 処理 に 進ま な い 





MENUITEM 





、、 叶 メ ニ ュー の 


② 始 





動 メ ニュ ー の 項目 を 指定 する 。 
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MENUITEM ニ ブロッ ク 名 [, メ ニュ ー テ キス ト ] 


プ ブロッ ク 名 対応 する 構成 プロ ッ ク の 名 前 
メニ ュー テキ スト | メニ ュー 項目 に 表示 し た い テ キス ト ( 長 さ が 最大 70 文字 ) を 
指定 する 。 省 略し た 場合 に は 、 ブ ロッ ク 名 が 表示 され る 


NUMLOCK ao 
本 o+ーe リ 


② コ ンピュータ の 始動 時 に INum Lock| キ ー を オン / オ フ を 指定 する 。 
例 CONFIG.SYS の 中 で し か 使用 で き な い 。 

















MUMLOEK ニ [ON | OFF] 























W ヨ d・2O1WTIN 
・ IM ヨ HITIN ヨ WM 


3 Num Lockl キ ー を オン に 設定 する 
_ OFF Num LockI キ ー を オフ に 設定 する 


信 常 に オン に し て お くだ た め に は 、CONFIG.SYS の [MENU] ブ ロッ ク に 
NUMLOCK コマ ンド を 組み 込む 。 





REM IN 
、 倫 コメ ント 行 の 指定 2 


②CONFIG.SYS に お いて コメ ント (注釈 ) を 付け る た め に 使用 する 。 
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HS・WM ヨ d 


金 行 の 先頭 が REM か ら 始ま っ て いる 場合 は 、 コ メン ト と みな し その 行 は 
無視 され る 。 


REM[ コ メン ト ] 


コメ ント コメ ント と し て 記述 する 文字 列 


@REM コマ ンド は 、 純 粋 に コメ ント を 記述 する だ け で な く 、 指 定 さ れ た 行 の 
コマ ンド を 無視 する 特性 を 利用 し て 、 デ バイ ス ド ラ イ バ の 組み 込み を 一 時 的 
に 中 止 す る こと が で きる 。 コ マン ド の 記述 し て ある 行 の 先頭 に “REM” と 
いう 文字 を 追加 すれ ば よい 。 


SHELL . 
介 コマ ンド イン タプ リン タ の 設定 前 


② コ マン ドイ ンタ プリ タ の ファ イル 名 と 場所 を 指定 する 。 
COMMAND.COM に 関す る 設定 を 行う 場合 、 あ る い は COMMAND. 
COM 以外 の コマ ンド イン タプ リタ を 使用 する 場合 に 使用 する 。 


信 注意 


@SHELL を 指定 し な か っ た 場合 に は 、 起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に 
ある COMMAND.COM を 使用 する 。 そ れ 以 外 の 場所 に ある COMMAND. 
COM を 使用 する 場合 に は 、SHELL コマ ンド を 使用 し な けれ ば な ら な い 。 
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SHELL 三 [[ ド ライ ブ :] パ ス ] フ ァイル 名 





[パラ メー タ ] 
[[ ド ライ ブ :] バ パス ] コマ ンド イン タプ リタ の ファ イル 名 
ファ イル 名 
パラ メー タ コマ ンド イン タプ リタ に 渡す パラ メー タ や スイ ッ チ 


@ ド ライ ブ C の ギ \OLDSYS ディ レク トリ に ある COMMAND.COM を コマ ン 
ドイ ンタ プリ ンタ と し て 設定 する 場合 、CONFIG.SYS に 次 の 行 を 追加 する 。 
SHELL 王 C:\OLDSYS\COMMAND.COM /P 


STACKS 人 h 
人 スタッ ク 数 の 設定 


② ハ ー ド ウェ ア 割 り 込 み で 使用 され る スタ ッ ク 数 (STACKS) を 変更 する 。 
人 スタック と は デー タ を 一 時 的 に 退避 させ る 領域 の こと 。 


STAEKS ニ スタッ ク 数 , サ イズ 


スタ ッ ク 数 スタ ッ ク の 数 (0 ある い は 8 て 64) を 指定 する 。 既 定 値 は 9 
| ] 党 2 
| 『7 ズ 各 ス タッ ク の サイ ズ を 、0 ある い は 32-512 の バイ ト 数 で 指定 する 。 


既定 値 は 128 
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六 注 意 

@ ス タッ ク 数 と サイ ズ を 0 に する こと で プロ グラ ム 用 に メモ リ を いく ら か 節約 
し 、 か つ 正 常に 動作 する が 、 こ れ ら の 値 を 0 に し て 動作 が 不安 定 に な る 場合 
に は 既定 値 に 戻す よう に する 。 





例 
⑱ ハ ー ド ウェ ア 割 り 込 み で 使用 する スタ ッ ク を 10 個 に し 、 そ れ ぞ れ に 32 バイ 
ト ず つっ 割り 当て る 場合 、CONFIG.SYS に 次 の 行 を 追加 する 。 
STACKS=10, 32 





SUBMENU 


人 叶 田 ニュ ー の サブ メニ ュー 項目 の 定義 











回 
コ 人 ツ 選 択 さ れ た 場合 に 、 別 の 一 連 の 選択 項目 を 表示 する メニ ュー 項目 を 始動 メ 
る ニュート に 定義 する 。 
っ CONFIG.SYS の [MENU] ブ ロッ ク の 中 で し か 使用 で き な い 。 
g 書 式 
呈 
四 
SUBMENU= ニ ブロ ッ ク 名 [, メ ニュ ー テ キス ト ] 
ブロ ッ ク 名 | 関連 の [MENU] ブ ロッ ク の 名 前 














メニ ュー テキ スト この メニ ュー 項目 用 に 表示 し た い テ キス ト (長き さ が 最大 70 
文字 ) を 指定 する 。 日 本 語 は 使用 で き な い 。 省 略し た 場合 に 
は 、 プ ブロ ッ ク 名 が メニ ュー 項目 と し て 表示 され る 
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/< SWITCHES 8 
人 計 m キ ー ホ ー ド の 設定 ジア 


拡張 キー ボー ド を 使用 し て いる と き に 、 標 準 キー ボー ド の 機能 だ け を 使用 す 
る よう に 設定 する 。 





SWITCHES ニ /K 





/K 拡張 キー ボー ド 機 能 が 使用 で き な い よう に シス テム を 限定 する 


念 現在 拡張 キー ボー ド を 使用 し て いて 、 こ れ を 標準 キー ボー ド と し て 機能 
る 場合 、CONFIG.SYS に 次 の 行 を 追加 する 。 
SWITCHES=/K 


信 デ バイ ス ド ラ イ バ ANSI.SYS を 組み 込む 場合 に は 、CONFIG.SYS に 次 の よ 
うに 書き 込む 
DEVICE=ANSISYS /K 





備 考 
人 拡張 キー ボー ド か ら の 入力 を 正しく 解釈 し な い プ ログ ラム が ある 場合 に 、 こ 
の コマ ンド を 使用 する 。 
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S ヨ HO1IAWS 


退 政 S く ぐ ヽ 00D ロ 


バッ チコ マン ド 





ドラ イ バ パ 機 能 備 考 
@ | コマ ンド の 非 表示 ~ 症 

CALL バッチ プ ログ ラム の 呼び 出し | 内 部 コマ ンド 
CHOICE 選択 プロ ンプ ト の 表示 

ECHO ” エコ ュー バッ ク 機 能 の 設定 / メ ッ セ ー ジ の 表示 | 内 部 コマ ンド 
「 FOR | 処理 の 繰り 返し | 内部 コ マン ド 
GOTO 指定 行 に 飛ん で 処理 の 実生 | 内 部 コマ ンド 

IF | 条件 に よる 処理 の 分 岐 | 内 部 コマ ンド 
PAUSE "バッチ 処理 の 一 時 停止 | 内 部 コマ ンド 

REM | コメ ント 行 の 指定 | 内 部 コマ ンド | 
SHIFTT バッ チ プ ログ ラム の パラ メー タ を 順に 置き 換え 内 部 コマ ンド | 





W マン ド の 表示 


② バ ッ チ ブロ グラ ム 内 の コマ ンド の 直前 に 置き 、 そ の 後 の コ マン ド 1 つ だ け 
を 非 表 示 に する 。 











7Yy す 人生 バッ チ プ ログ ラム 内 の 任意 の 実行 可能 行 





CALL ” 
き チ プ ログ ラム の 呼び 出し アツ 


② バ ッ チ プロ グラ ム か ら 別 の バッ チ ブ ログ ラム を 呼び 出し て 実行 し 、 元 の バッ 
チ プ ログ ラム に 戻る 。 

② 元 バッ チ ブ ログ ラム か ら 呼 び 出し バッ チ プ ログ ラム パラ メー タ (%1 一 %9) 
が 引き 渡さ れる 。 

二 注 意 


@CALL コマ ンド で は 、 複 数 の コマ ンド を つなぐ パイ プ や 、 出 力 先 を 変更 す 
る リダイレクト は で き な い 。 








le 
CALL [ドラ イブ :][ パ ス ] フ ァイル 名 








[バッ チバ パラメータ ] 
由 
た 
[ドラ イプ :] レ パ ス ] 呼び 出す バッ チ プ ログ ラム ファ イル 名 
ファ イル 名 
[バッ チ パ ラメ ー タ ] | 呼び 出す バッ チ プ ログ ラム に 必要 な パラ メー タ 
| 例 】 
令 次 の バッ チ プ ブロ グラ ム は 、E エ ディ タ (日 本 語 お よび 英語 環境 で 動作 する フ 
ルス クリ ー ン エディ タ ) を 実行 する た め の も の で ある 。 こ こ で は 、 日 本 語 お 
よび 英語 の それ ぞ れ の 環境 へ の 移行 を 、 汎 用 性 の ある バッ チ フ ァイル で 呼び 
出し て いる 。 
@ECHO OFF 
CALL US 
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ヨ OIOHO・ TIVO 


18 


CALL JP 


US 


.BAT 


CHEV US/F 
JP.BAT 
CHEV JP/F 





CHOICE 





NM 
人 球 フ ロ ンプ ト の 表示 則 間 





② バ ッ チ ファ イル で 使用 し て 、 指 定 さ れ た プロ ンプ ト を 表示 する 。 


HOICE 


テキ スト 


/C[:] 選 択 項目 


/N 


二 
/T[:]c。nn 
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[/C[:] 選 択 項目 ][/N][/S][/T[:]e, m] 


[テキ スト ] 





プロ ンプ ト の 前 に 表示 し た い 任意 の テキ スト を 指定 する 。 前 
後に は 、 引 用 符 を 付け て も 付け な く て も よい 。 省 略し た 場合 
に は 、 プ ロン プ ト だ けが 表示 され る 
プロ ンプ ト で 使用 可能 な キー を 指定 する 
パパ ラメ ー タ で 指定 され た テキ スト の み を 表示 し 、 キ ー 選 択 は 
表示 され な い 
| 大 / 小 文字 を 区 別 す る か どう か を 指定 する 
タイ ム ア ウ ト を 指定 する 。 指定 の 時 間 が 過ぎ る と 、c で 指定 
し た キー が 表示 され る 。 コ ロン (:) は 省略 可能 
/C スイ ッ チ て で 選択 する キー の 1 つ を 省略 時 の 
値 と し て 指定 
nn 一 休止 する 秒 数 (0-99) 









































C 





ECHO PL 
、、 倫 エ コー バッ ク 失 能 の 設定 / メ ッ セ ー ジ の 表示 


② バ ッ チ プロ グラ ム 実 行 中 に コマ ンド や メッ セー ジ の 表示 を 行う か 、 非 表示 に 
する か を 設定 する 。 設定 し な い 場 合 は すべ て 表示 され る 。 
② バ ッ チ プロ グラ ム 実 行 中 に メッ セー ジ を 表示 させ る 。 





問 ノ 





ECHO [ON | OFF] 


ECHO [メッ セー ジ 」] 





ON エコ ー バ ッ ク 機 能 を 有効 に する (コマ ンド が 表示 され る ) 

| OFF 「 エコ ュー バッ ク 機 能 を 無効 に する (コマ ンド は 表示 され な い ) 
| テッ ポー ジ | 表示 する テキ スト 文字 列 

| を し ECHO コマ ンド に よる 現在 の 設定 状態 を 表示 する 


菩 注 意 
コマ ンド ライ ン で ECHO OFF を 実行 する と 、 プ ロン プ ト は 表示 され な く 
な る 。 表 示 を 再開 する に は ECHO ON を 実行 する 。 


編 
@ECHO OFF 
ECHO この バッ チ プ ログ ラム は 
ECHO ドラ イブ A に ある ディ スケ ッ ト を フォ ー マ ッ ト す る も の で す 。 
ECHO. 
ECHO ドラ イブ A に ある ディ スケ ッ ト を 入れ て くだ さい 。 
PAUSE 
FORMAT A: 
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⑱@ コ マン ド の 前 に @ を 付加 する と 、 そ の 行 は 表示 され な い 。ECHO コマ ンド 
自体 も 表示 させ た く な い 場 合 に は 





@ECHO OFF 
の よう に する 。 
信 バ ッ チ ファ イル 内 で 1 行 あ けた い 場 合 に は 、ECHO の すぐ 後に ビリ オド を 
付加 し た 
ECHO. 
を 使用 する 。 





FOR ” 0 
人 0 昌 の 振り 反し MM 


目 cms 
② ひ と まとめ の 処理 の 対象 に な る ファ イル の 中 で 、 そ の 各 フ ァイル に 対し 、 指 
定 さ れ た コマ ンド を 繰り 返し て 実行 する 。 


FOR %% 変 数 N (セッ ト ) DO 








dO ゴ ・OH フ ヨ 


コマ ンド [コマ ンド パラ メー タ ] 





%% 変 数 任意 の 1 文字 の 変数 を 指定 する 
発 コマ ンド ライ ン か ら 実 行 する 場合 と 違い 、% が 2 つ 重 
な る こと に 注意 
(セッ ト ) 「 フ ァイル 名 (また は 文字 列 ) を カッ コ 付き で 指定 する 
ュ マ ンド | 実行 し た い コ マン ド を 指定 する 
コマ ンド パラ メー タ | 実行 し た い コ マン ド の パラ メー タ を 指定 する 
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例 

信 次 の バッ チ プ ログ ラム は 、SONO1.C、SONO2.C、SONO3.C の ファ イル が 
存在 する と き に は 、 ド ライ ブ A の \BACK ディ レク トリ に コピ ー す る も の 
で ある 。 


@ECHO OFF 
FOR %%Z IN (SONO1.C SONO2.C SONO3.C) DO IF 
EXIST %%Z COPY %%Z A:\BACK 


(代表 

@%% 変 数 (% 変 数 ) に 使用 する 文字 は 、%0--%9 の バッ チ フ ァイル の パラ メー 
タ と 混乱 する の を 避け る た め に 、 通 常 1 文字 アル ファ ベッ ト を 使用 する 。Z 
な ら Z と 決め て お いた 方 が よい 。 


GQ OTO 内 部 コマ ンド 二 
行 に 飛ん で 処理 の 実行 | ア 


代 / 
指定 し た ラベ ル の 付い て いる 行 に 進み 、 そ の 次 の 行 の 処理 を 開始 する 。 
@ ラ ベル は 先頭 8 文字 まで が 有効 で 、 指 定 行 の 先 の 処理 が わか る よう に 意味 
の ある も の に し た 方 が よい 。 











器 I0 ラベ ル 


ラベ ル 行き 先 の ラベ ル 名 (最初 の 8 文字 まで が 有効 な 文字 ) を 指定 する 
バッ チ プ ログ ラム の ラベ ル は 、 コ ロン (:) か ら 始ま ら な けれ ば な 
ら な い 。 逆 に いそ を ば コロ ン で 始ま っ て いる 行 は ラベ ル と みな され 
て 実行 は され な い 
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O1O り ・0』 


ゴ コ ・O1O5 


ラベ ル バ パラメータ に スペ ー ス を 使用 する こと が で きる が 、 ピ リオ 
ド (.) や セミ コロ ン (:)、 等 号 ( 三 ) な ど は 使用 で き な い 。 ま た 、 


大 / 小 文字 は 区 別 さ れる 


テク ニッ ク 
倫 次 の バッ チ プ ログ ラム は 、 パ ラメ ー タ で f が 指定 され た 場合 に は ファ イル 
(DIR_T.TXT) に 、p が 指定 され た 場合 に は プリ ンタ に カレ ント ドラ イブ の 
ディ レク トリ 構造 を 出力 する も の で ある 。 頻繁 に ディ レク トリ 構造 を 変え る 
必要 が ある と き に 、 フ ァイル や 紙 に 記録 と し て 残し て いる と 参照 し や すい 。 


@ECHO OFF 
IF %1 = 
IF "%1" 
GOTO END 

BE 下 事 

TREE/A\ > DIR_T.TXT 
GOTO END 

:PRINT 

TREE /A\ > PRN 
GOTO END 

:END 


"F” GOTO FILE 
"P” GOTO PRINT 


昌 


I 
| 





/ 巴 内 部 コマ ンド 





mW 条件 に よる 処理 の 分 時 


② エ ラー レベ ル 、 文 字 列 、 環 境 変数 な どの 条件 に よっ て 処理 を 分 岐 する 。 
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へ 
ィ 





書 式 


IF [NOT] ERRORLEVELm コマ ンド 
IF [NOUT] 文字 列 1 == 文字 列 2 コマ ンド 


IF [NOT] EAIST ファ イル 名 コマ ンド 








| [NoT] | 以上 の 条件 を 杏 『 定 し て 、 そ れ 以外 の と き に 実行 する 
」 ERRORLEVEL n IF コマ ンド 直前 に 実行 され ん た プロ グラ ム が n 以上 の 数 


値 を 終了 コー ド と し て 返し た 場合 に コマ ンド を 実行 する 
作 了 コー ド は n 以 上 と 判定 する の で 、IF 
ERRORLEVEL の 条件 を 複数 設定 する 場合 は 大 き 」 
いも の か ら 設 定 す る こと | 


文字 列 文字 列 2 文字 列 1 と 文字 列 2 が 同じ 場合 に 指定 され た コマ ンド が 
実行 され る 

| EXIST ファ イル 名 | ファ イル が 存在 する と き に は 指定 され た コマ ンド が 実行 | 中 
| され る 
SR | 条件 に よっ て 実行 する コマ ンド 

* 


信 次 の バッ チ プ ログ ラム は 、 指 定 さ れ た ファ イル を ドラ イブ A の \BACK ディ 
レク トリ に コピ ー す る も の で ある 。 こ の と き 、 同 名 の ファ イル が 存在 し た ら 

注意 の メッ セー ジ を 出力 する 。 こ の バッ チ は プロ グラ ミン グ 中 の ファ イル 単 
位 の バッ クア ッ プ な ど に 使用 する と よい 。 

@ECHO OFF 

CLS 

IF NOT EXIST A:\BACK%1 GOTO EXEC 

ECHO 同名 の ファ イル が 存在 し ます 。 上 書き し て も よい で すか ? 

ECHO (^c で 中 止 し ます ) 

PAUSE 

COPY %1 A:\BACK 
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GOTO END 

3 遇 玉 BG 

COPY %1 A:\BACK 
:END 


PAUSE ” 
パッ チ 和 理 の 時 人 上 


② バ ッ チ プロ グラ ム の 処理 を 一 時 停止 する 。 そ の と き 、「 準 備 が で きた ら キ ー 
を ご どれ か 押し て くだ さい ..」 と いう メッ セー ジ を 表示 する 。 











、 





亀 次 の バッ チ プ ログ ラム は 、 パ ラメ ー タ (%1) で 指定 され た ファ イル を 

ドラ イブ A に コピ ー す る も の で ある 。 実行 する 前 に ディ スケ ッ ト の 挿入 を 
認 す る メッ セー ジ を 表示 する 。 

@ECHO OFF 

CLS 

ECHO ファ イル (%1) を バッ クア ッ プ し ます 。 デ ィ ス ケッ ト を A: に 

ECHO 入れ て くだ さい 。 

PAUSE 

COPY %1 A: 








REM 内 部 コマ ンド NN 
ィ 


、、 倫 コメ ント 行 の 指定 


バッ チ フ ァイル に お いて 、 コ メン ト (注釈 ) を 付け る た め に 使用 する 。 
久行 の 先頭 が REM か ら 始ま っ て いる 場合 は 、 コ マン ド が あっ て も コメ ン 
ト と みな し 、 そ の 行 は 無視 され る 。 





REM [コメ ント ] 


| コメ ント コメ ント と し て 記述 する 文字 列 





例 

⑱ バ パッチ ファ イル の 機能 な ど を 、 次 の よう に 書き 込む こと が で きる 。 
@ECHO OFF 
REM この FOO4.BAT は 指定 され た 文字 か ら 始ま る ファ イル を 
REM コピ ー し た フリ を 行う バッ チ フ ァイル で す 。 
IF "%1” = ニ = "GOTO HELP 
REM 1 バッ チ の 引数 が な か っ た ら ラ ベル (HELP) に 飛び ます 。 
COPY %1:.: NUL 
GOTO END 
:HELP 
ECHO %0 X 
ECHO X に は 任意 の 1 文字 を 指定 せよ 。 
:END 


代 バ パッチ ファ イル の 周 頭 に (@) ECHO OFF と する こと で 、REM に よっ て 指 
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定 さ れ た コメ ント は 実行 時 に は 画面 に 表示 され な い 。 メ ッ セ ー ジ と し て 表示 
させ た い 場 合 は ECHO コマ ンド を 使用 する 。 

⑯REM コマ ンド の 代わ り に 、LABEL コマ ンド の “:” を 代用 する こと が で き 
る 。 

















関連 コマ ンド 
ECHO エコ ュー バック 機能 の 設定 / メ ッ セ ー ジ の 表示 


SHIFT ” 交 


チ ブ ログ ラム の パラ メー タ を 大 に 秋 き 換え 4 


② バ ッ チ ブロ グラ ム の パラ メー タ を 1 個 ず つ 前 の も の と 置き 換え る 。 
1! つの コマ ンド を 複数 の パラ メー タ (ファ イル な ど ) に 対し て 実行 きせ 
る と き に 使う 。 


SHIFT 


備 考 

@SHIFT コマ ンド は 、 次 の よう に パラ メー タ を 1 個 ず つ ず らし て コマ ンド に 
渡す 。10 個 以上 の パラ メー タ を 使用 し た 場合 に は 、10 個 目 の パラ メー タ 
(%9) に それ 以降 の パラ メー タ が 置き 換え られ る よう に な っ て いる 。 
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【%1 ン %4 の パラ メー タ に ad を 指定 し た 場合 】 









































ーー |%ol%| 垢 | %91%e 
1 回 目 」 NZA | a 「b lc | 
2 回 目 'a  b  c 8 
3 目 |b |。 |a | | 
4 固有 目 |。 |a | ] | 
山 邊 la | | 
*N/A は ファ イル 名 が 入っ て いる 
テク ニッ ク 
人 @ 次 の バッ チ プ ログ ラム は 、 す べ て の ハー ド デ ィ スク ドラ イブ の 破損 状況 を 調 
べ る も の で ある 。 
@ECHO OFF 
:START 
IF "%" ニ ="” GOTO END 
CHKDSK %1 
SHIFT 
GOTO START 0 
:END 加 
入力 例 


C: ぎ > CHKDSKAL C:D:E: 
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DOS/V を 動作 させ る 環境 と し て は 、80286 以上 の CPU に IM バイ ト 以 上 の 
プロ テク トメ モリ が 実装 され て いる こと が 望ま し い 。 本来 、MS-DOS で は 640 
K バイ ト ま で の 基本 メモ リ し か 直接 扱う こと が で きず 、 そ れ 以 上 の 拡張 メモ 
リ は 、 バ ンク 切り 替え 方 式 や EMS な ど と し て 使う し か な か っ た 。80286 以上 
の CPU は 、640K バイ ト を 超え る メモ リ 領 域 を 連続 し て 取り 扱え を る プロ テク 
トメ モリ 機能 を もち っ て いる が 、MS-DOS に は その 機能 が な く 、DOS エク ステ 
ンダ な どの 特殊 な 方 法 や 、Windows、OS/2 な ど と いっ た OS に よっ て し か 活 
用 で き な か っ た 。 

DOS/V で は 、 バ ー ジ ョ ン 4.0 から 640K バイ ト を 超え た 拡張 メモ リ 領 域 を 
活用 し て いる 。 こ の 部 分 に DOS/V の 本 体 と ちい うべ き 、 日 本 語 フォ ント シス 
テム と ディ スプ レイ シス テム を 置い て いる の で ある 。 こ の 2 つの デバ イス ドラ 
イ バ を 基本 メモ リ 領 域 に 置い た な ら 、 ほ と ん どの アプ リケーション を 動か す 余 
裕 が な く な っ て し まう だ ろう 。 

MS-DOS 5.0/V で は さら に 拡張 メモ リ 領 域 を 効率 よく 利用 で きる よう に 
な っ て いる 。 従来 、 シ ステ ム が 使っ て いた 640K バイ ト か ら 1M バイ ト の 領域 、 
さら に は IM バイ ト を 超え た 領域 に 各種 デバ イス ドラ イ バ や TSR (常駐 ) ソフ 
ト 、 さ ら に は MS-DOS 本 体 の 一 部 を 追い 出す こと で 、 ユ ー ザ メモ リ を 大 幅 に 
増やす こと が で きる 。 

これ に 加え 、DOS J6.3/V に は 拡張 メモ リ 領 域 へ の デバ イス ドラ イ バ の 組み 
込み を 自動 的 に 最適 化す る 、RAMBOOST セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム が 用 意 さ 
れ た 。 コ マン ドラ イン か ら RAMSETUP で 起動 きせ る と 、 そ れ 以 降 
RAMBOOST セットアップ プロ グラ ム が CONFIG.SYS に 組み 込ま れ 、 そ れ 自 
身 で 拡張 メモ リ 領 域 を 管理 し 、 デ バイ ス ド ラ イ バ や TSR ソフ ト を 拡張 メモ リ 
領域 に 組み 込み 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT が 変更 きれ た ら す ぐに 
再 最適 化 を 行う 。 
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⑮RAMBOOST に よる メモ リ 最 適 化 の 結果 
【CONFIG.SYS】 





buffers 三 38 

files 三 30 

device 三 c:\dos\himem.sys 

device 三 c: ぎ dos ぎ \emm386.exe ram 
device 三 c: ぎ dos ぎ ramboost.exe load 
dos 三 high 

country 三 081,932。c: ぎ dos\country.sys 
shell 三 c:\dos ぎ command.com /P /E:512 
device 三 c: ぎ dos ぎ setver.exe 

device 三 c: ぎ dos ぎ ansi.sys 

device 三 c:\dos\$font.sys 

device 三 c:\dos\$disp.sys 

device 三 c: ぎ \sys\vje ギ vjeb.drv 


lastdrive 三 g 





【AUTOEXEC.BAT】 








@echo off 

set COMSPEC 三 c: ぎ dos ぎ command.com 
prompt $p$g 

path c:ic: ぎ dos:c:\bin ギ tool:c:\bin ぎ Vz 
c:sys ギ ぎ ipx /o3 

C: ぎ sys ギ netx 


hilogin 

capture /qprintq_0 /no banner 
(が 

call c:\dos ぎ ibmavdr.bat c:\dos ぎ ギ 
c: ぎ dos\doskey 





骨 路 に 中 X 
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し 





1MB 以下 の メモ リー を 使用 し て いる プロ グラ ム プ ドラ イ バ ー : 


名 前 合計 = 基本 メモ リー + UMB メモ リー 
IBMDOS 13.373 (13K) 13.373 (13K) 9 ( 豆 ) 
HIMBM 1.129 (1K) 1.128 (1K) 9  ( 貴 ) 
EMM386 3.72 (3K) 3.72 (3K) 』  ( 貴 ) 
RAMBOOST 11.449 (11K) 11.44@ (1IK) 9 ( 環 ) 
ANSI 4.512 (4K) 48 ( 可 ) 4,.464 (4K) 
$FONT 4.928 (5K) 48 (中 ) 4.889 (5K) 
$DISP 26.394 (26K) 48 ( 學 ) 26,256 (26K) 
VJEB 29.656 (2 學 ) 2.656 (2 學 ) 六 ( 碗 ) 
COMMAND 4.489 (4K) 4.48 (4K) 六 ( 碗 ) 
NETX 48.794 (48K) 48.794 (48K) 9  ( 舞 ) 
4.992 (5K) 9  ( 践 ) 4.992 (5K) 
IBMDOS 1.289 (1K) Mg ( 貴 ) 1, 289 (1K) 
IPX 17,744 (17K) 『 ( 践 ) 17.744 (17K) 
1BMAVSH 656 (1K) 六 ( 現 ) 656 (1K) 
DOSKEY 5,2W (5K) ! ( 巡 ) 5,2 久 (5K) 
me 。 こ 568,768 (555K) 552,368 (539K) 16,4 劉 (16K) 
メモ リー の 概要 : 
メモ リー の タイ プ サイ ズ = 使用 済 お 使用 可能 
基本 655.369 (64 學 ) 192.992 (191K) 552.368 (539K) 
UMB 81.872 (8 戚 ) 65, 472 (64K) 16, 4 契 (16K) 
アダ プ ブタ RAM/ROM 393,216 (384K) 393,216 (384K) 六 (中 ) 
XMS* メモ リー 7, 258, 169 (7,988K) 1,62.969 (1,938K) 6,195,2 久 (6, 的 碗 ) 
シス テム 全 メ モリ 8,388,698 (8,192K) 1.624,649 (1,587K) 676, 396,8 (6,65K) 


1MB 以下 全 メ モリ 
全 了 MS メモ リー 


737,232 (72 學 ) 


使用 可能 REMS* メモ リー 


168.464 (165K) 


7,667,712 (7,488K) 
6,291,456 (6,144K) 


568.768 (555K) 





* RMM386 は REMS メ モリ ー を 提供 する た め 必 要 に 応じ て XMS メ モリ ー を 使用 し ます 。 
RMS メ モリ ー と XMS メ モリ ー の 使用 可能 サイ ズ は 対応 し て 変わ る こと が あり ます 。 


実行 可能 プロ グラ ム 最 大 サイ ズ 552.169 (539K) 
使用 可能 最大 UWB メモ リー 14.688 (14K) 
DOS は HMA 領域 に 常駐 し て いま す 





ッ イ 





RAMBOOST を 使え ば メモ リ の 最適 化 が 完全 に 自動 化 さ れる の で 、 ユ ー ザ 
が CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT を 書き 換え て メモ リ 管 理 ソ フト の 設定 


に 悩む 必要 は な く な る 。 し か し 、RAMBOOST に よる 最適 化 に 不満 が あっ 


な 


り 、 よ り 高 度 に DOS/V を 使う た め に は 、 メ モリ 構成 を 理解 し 、 各 種 メ モリ 管 


理 ソ フト の 設定 に 気 を 配る こと が 必要 に な 
DOS/V で 640K バイ 035 は 、 メ モリ 管理 ソフ ト 
ある 、 拡 張 メ モリ マネ ー ジ ャ が 必要 に な る 。DOS/V の シス テム ソフ ト の 中 
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で 
で 


いう と 、 す で に デバ イス ドラ イ バ の 項 で 紹介 し た HIMEM.SYS が それ に 該当 
する 。 

IBM PC 互換 機 で は 、 メ モリ は 便宜 的 に 付け られ た アド レス に よっ て 管理 
され て いる 。 ア ドレ ス の 違い に よっ て 、 メ モリ の 種類 を 分 類する と 次 の 図 の と 
お り に な る 。 

IBM PC と その 互換 機 と PS/2、PS/55 の メモ リ 構 成 





640K バイ ト 1M バイ ト 
(A0000h) (100000h) 


gz% 三 | 上 
Do メモ リ 振 メ モリ EMB 
A 


B 





640K バイ ト 1M バイ ト 1M バイ ト RAM ディ スタ 
(A0000h) (100000h) (100000h) ディ スク キャ ッシュ 
1M 十 64K 一 16 バイ ト 
(10FFFOh) 
メ 
了 
良 基本 メモ リ ( コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ ま だ は DOS メモ リ ) 


0-640K バイ ト ま で の メモ リ を 意味 する 。 こ の メモ リ は 、 ア ドレ ス Oh 一 
9FFFFh に 位置 し 、 特 別 な た メモ リマ ネー ジャ を 使用 し な く て も 利用 で きる 。 


: UMB メモ リ (Upper Memory Block) 

多く の IBM PC と その 互換 機 に は 、 ア ドレ ス AO0000h--FFFFFh に も メモ 

リ が 装備 され て いる 。 こ の メモ リ 領 域 は 通常 、 ユ ー ザ が 利用 する こと は で きず 、 
シス テム の み が 利 用 する た め 、 シ ステ ウム 予約 領域 と 呼ば れん て いる 。 こ の メモ リ 

領域 に は 部 分 的 に 利用 きれ て いな い メ モリ 領域 が あり 、 そ れ が UMB メ モリ で 
ある 。UMB メ モリ を 利用 する 場合 は 、 メ モリ マネ ー ジ ャ (HIMEM.SYS と 

EMM386.EXE) を 導入 し な けれ ば な ら な い 。 
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記 拡張 メモ リ (Extended Memory) 
Ws HMA メモ リ (High Memory Area) 
この メモ リ は 、 ア ドレ ス 100000h か ら 約 64K バイ ト の メモ リ 領 域 を さす 。 
この 部 分 は アド レス 100000h に あり な が ら 、DOS か ら 利用 する こと が で き 
る 。 認識 させ る た め に は 、 拡 張 メ モリ マネ ー ジ ャ (HIMEM.SYS) が 必要 と 
な る 。 


W XMS メモ リ (eXtended Memory Specification) 

アド レス 100000h 以上 に 増設 され た メモ リ で HMA を 除い た も の の こと 
を いう 。 こ の メモ リ は 、 プ ロ テ ク トメ モリ と 呼ば れ 、80286 以上 の CPU で 
し か 扱う こと が で き な い 。 ま た 、 こ の メモ リ を 使用 する た め に は 、 拡 張 メモ 
リマ ネー ジャ (HIMEM.SYS) が 必要 と な る 。 そ し て 拡張 メモ リマ ネー ジャ 
に より XMS (eXtended Memory Specification) が 実現 する 。 

80386 ま た は 80486 の CPU で は 、EMB メ モリ を 装備 し XMS メ モリ マ 
ネー ジャ を イン スト ー ル し て いる 場合 、XMS メ モリ を EMS メ モリ と し て 
使用 する こと が で きる 仮想 EMS メモ リ を 利用 する こと が で きる 。 


吉 EMS メモ リ (Expanded Memory Specification) 

EMS は 、DOS の リア ルモード の メモ リ の 640K バイ ト し か 使え な いと いう 
壁 を 打ち 破る た め に 開発 され た メモ リ 管 理 方 式 で ある 。 大 き な サ イズ の プロ グ 
ラム の 多く が EMS メモ リ に 対応 し て いる 。EMS を 実現 する 方 法 は 2 と お り 
あり 、1 つ は EMS メモ リボ ー ド を 使う こと 、 も う 1 つ は EMB メモ リ を EMS 
に 使う こと で ある 。 

現在 80386 以上 の マシ ン が 増え た の で 、 後 者 の 方 法 を と る ユー ザ が 多い 。 
DOS/V で も 、 プ ロ テ ク トモ ー ド で 利用 で きる 仮想 FMS メモ リ が 採用 され て 
いる 。 こ の 場合 、 拡 張 メ モリ の 一 部 を EMS メモ リ と し て 確保 し 、 そ れ を EMS 
メモ リ と し て 利用 する 。 DOS/V で EMS メモ リ を 使用 する 場合 に は 、 CONFIG. 
SYS で 拡張 メモ リマ ネー ジャ (HIMEM.SYS) の 他 に EMS メ モリ エミ ュ レ ー 
タ (EMM386.EXE) を イン スト ー ル し な けれ ば な ら な い 。 
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拡張 メモ リ に は 2 種類 の メモ リ が あり 、 そ れ ぞ れ が どう いう も の で ある か を 
説明 し た 。 こ こ で は 、XMS メモ リ を どの よう に 使う べき か を 解説 する 。 

DOS で は EMS の 他 に 、 メ モリ を 拡張 する た め の XMS と いう 規格 が あり 、 
この XMS 規格 を 実現 する た め の 拡張 メ モリ マネ ー ジ ャ が XMS メモ リマ ネー 
ジャ と 呼ば れる 。DOS に 付属 する XMNS メモ リマ ネー ジャ は HIMEM.SYS で 
あり 、 よ り 高 機能 の XMS メモ リマ ネー ジャ で は 市 販 の 、HIMEM.SYS と EMM 
386.EXE を 組み 合わ せ た よ うな QEMM.SYS な ども ある 。 

この デバ イス ドラ イ バ を 利用 する こと に より 、DOS か ら で は 使用 で き な い 
1M バイ ト 以 上 の アド レス (100000h 一 ) に ある メモ リ 領 域 に アデ クセ ス す る こと 
が で きた り 、 複 数 の アプ リケーション が 同じ 領域 を 使用 し な いよ うに 管理 する 
こと が で きる 。 

同時 に 、 各 種 の デバ イス ドラ イ バ を 組み 込む こと に より キャ ッシュ ディ スク 、 
RAM ディ スク 、EMS を 実現 さき させ る こと が で きる 。 
⑯XMS の メモ リ 構 成 





ディ スク | キャ ッシュ 


帆 路 に 中 メ 


EMS RAM ディ スク 








IM 4 
| 残り が XMS メモ リ | RAMDISK.SYS で 確保 


IM+64K 一 16 EMM386.EXE で 確保 SMARTDRV.EXE で 確保 





DOS/V で XMS メモ リ を 使う た め に は 、 次 の 行 を 、CONFIG.SYS の 拡張 
メモ リ に 関係 する デバ イス ドラ イ バ の 一 番 先頭 に 追加 し 、XMS メモ リマ ネー 
ジャ を イン スト ー ル し な けれ ば な ら な い 。 


DEVICE 三 C:\DOS ぎ HIMEM.SYS 
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退 表 ぐ ヽ NOD ロ 


康 HMA メモ リ 

HMA メモ リ と は 、 拡 張 メ モリ を 装備 し た パソ コン の アド レス 100000h か ら 
最初 の 約 64K バイ ト の 部 分 で ある 。 通常 IM バイ ト 以 上 の メモ リ は DOS か ら 
扱う こと が で き な い が 、HIMEM.SYS を 組み 込む だ け で 、 こ の 部 分 は リア ル 
モー ド (ユー ザ メ モリ が 640K バイ ト ま で し か 認識 され な い モ ー ド ) と 同様 に 
扱え る た め 、DOS 本 体 を この 領域 に 読み 込む こと が で きる 。 そ の た め 、 基 本 
メモ リ に お ける フリ ー エ リア を 増やす こと が で きる 。 

た だ し 、HMA は UMB と 違い 、1 つの プロ グラ ム し か 読み 込む こと が で き 
な い 。 

DOS 本 体 を HMA に 組み 込む た め に は 、 次 の 行 を CONFIG.SYS に 追加 す 
る だ け で よい 。 


DEVICE= ニ HIMEM.SYS 
DOS 三 HIGH  ・UMB も 使用 する 場合 は 、DOS ニ HIGH.UMB) 


実際 に メモ リ 内 容 が どう 変わ る か は 、 次 の 図 を 見 て ほし い 。 
DOS を HMA ヘ ロ ー ド する 前 の 状態 
【CONFIG.SYS】 





buffers 三 30 

files 三 30 

device 三 c: ぎ dos ぎ himem.sys 

device 三 c:\dos\emm386.exe ram 
country 三 081, 932,c:\dos ぎ country.Sys 
shell 三 c:\dos 半 command.com /P /E:512 
device 三 c:\dos\setver.exe 

device 三 c: ぎ dos ぎ ansi.sys 
device 三 c: ぎ dos ぎ $font.sys 

device 三 c: ぎ dos ぎ $disp.sys 

device 三 c: 学 sys ぎ vje\vjeb.drv 


lastdrive 三 g 
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【AUTOEXEC.BAT】 








@echo off 


set COMSPEC 三 c:\dos ぎ command.com 


prompt $ps$g 


path c:ic: ぎ ぎ dos:c: ギ bin\tool:c: ぎ bin ギ vz 


c: ぎ sys ぎ ipx /o3 
C: ぎ sys ぎ netx 
h:login 


capture /Qprintd_0 /No Banner 


C: 


call c:\dos ぎ ibmavdr.bat c: ぎ dos ぎ 


c: ぎ dos ぎ doskey 











人 





1MB 以下 の メモ リー を 使用 し て いる プロ グラ ム プ ドラ イ バ ー : 


1,118K) 
1, 799K) 


XMS* メモ リー 7.348.82 (7.168K) 1.144.832 ( 
シス テム 全 メ モリ 8,388.698 (8.192K) 1.749.529 ( 
1MB 以下 全 メ モリ 655.369 (64 卵 ) 211, 472 


(297K) 


名 前 合計 基本 メモ リー + UMB メモ リー 

IBMDOS 68,621 (67K) 68,621 (67K) 9  ( 外 ) 

HIMEM 3.744 (4K) 3.744 (4K) 9  ( 貴 ) 

MM386 3. 的 2 (3K) 3.972 (3 上 ) 9  ( 貴 ) 

SETVER 729 (1K) 729 (1K) 9  ( 貴 ) 

ANSI 4,464 (4K) 4,464 (4K) 六 ( 巡 ) 

$FONT 4889 (5K) 4.889 (5K) 9  ( 現 ) 

$DISP 26,256 (26K) 26,256 (26K) 9  ( 多 ) 

VJEB 2!656 (2) 29.656 (2 飲 ) 9  ( 現 ) 

COMMAND 6.768 (7) 6.768 (7) 9  ( 貴 ) 

IPX 17,744 (17K) 17.744 (17K) 85 ( 台 ) 

NETX 48.688 (48K) 48.688 (48K) g  ( 貴 ) 

IBMAVSH 656 (1K) 656 (1K) 9  () 

DOSKEY 5,2 劉 (5K) 5,2 劉 (5K) 9  ( 世 ) 

- 空 き - 443.888 (433K) 443,888 (433K) 9  ( 践 ) 

メモ リー の 概要 : 

メモ リー の タイ プ サイ ズ = 使用 済 使用 可能 
655.369 (64 欧 ) 211.472 (297K) 443.888 (433K) 

UMB 凡 ( 避 ) 『 (中 ) 9 ( 避 ) 

アダ ブタ RAM/ROM 393,216 (384K) 393,216 (384K) () 


6,195,29 (6, 卵 ) 


6,639,988 (6,483K) 
443.888 (433K) 
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此 中 中 X 


衣 宰 きぐ ヽ NO ロロ 





全 EMS メモ リー 7.667, 712 (7.488K) 
使用 可能 RMS* メモ リー 6,291,456 (6,144K) 


* BMM386 は EMS メ モリ ー を 提供 する た め 必 要 に 応じ て XMS メ モリ ー を 使用 し ます 。 
凶 S メ モリ ー と XMS メ モリ ー の 使用 可能 サイ ズ は 対応 し て 変わ る こと が あり ます 。 


実行 可能 プロ グラ ム 最 大 サイ ズ 443.584 (433K) 
使用 可能 最大 UMHB メモ リー り () 
HMA メモ リー は 使用 可能 で す 





DOS を HMA ヘ ロ ー ド し た 後に MEM を 実行 し た 状態 
【CONFIG.SYS】 





buffers 三 30 

files 三 30 

device 三 c: ぎ dos ぎ himem.sys 

device 三 c:\dos ぎ emm386.exe ram 
dos 三 HIGH 

country 三 081, 932。c:\dos\country.sys 
shell 三 c:\dos\command.com /P /E:312 
device 三 c: ぎ dos 学 setver.exe 

device 三 c:dos ぎ ansi.sys 
device 三 c: ぎ dos ぎ $font.sys 
device 三 c: ぎ dos\$disp.sys 

device 三 c: 学 sys ぎ vje ぎ vjeb.drv 


lastdrive 三 g 











【AUTOEXEC.BAT】 





@echo off 

set COMSPEC 三 c:\dos ぎ command.com 
prompt $p$g 

path c::c: 半 dosic: 芋 bin\tool:c: 幸 bin 半 Vz 
c: 学 sys ぎ ipx /o3 

C:sys ぎ netx 











352 





h:login 

capture /Qprintg_0 /No Banner 
0 

call c: ぎ dos ぎ ibmavdr.bat c:\dos ぎ 
c: ぎ dos\doskey 














人 人 
1MB 以下 の メモ リー を 使用 し て いる プロ グラ ム プ ドラ イ バ ー : 





名 前 合計 = 基本 メモ リー + UMB メモ リー 
IBMDOS 14.621 (14K) 14.621 (14K) g  ( 贅 ) 
HIMBM 1.129 (1K) 1.129 (1K) 9 ( 銚 ) 
BMM386 3.972 (3K) 3.72 (3K) 9  ( 現 ) 
ANSI 4.464 (4K) 4.464 (4K) 8  ( 刻 ) 
$FONT 4.889 (5K) 4889 (5K) 9  ( 現 ) 
$DISP 26.256 (26K) 26,256 (26K) !  () 
VJEB 24656 (2) 2!656 (2 巡 ) 9  ( 貴 ) 
COMMAND 4489 (4) 4.489 (4K) 9  ( 貴 ) 
IPX 17.744 (17K) 17.744 (17K) !  ( 貴 ) 
NETX 48,688 (48K) 48.688 (48K) 9  ( 貴 ) 
1BMAVSH 656 (1【) 656 (1K) 9  ( 貴 ) 
DOSKEY 5,.2 劉 (5K) 5.299 (5K) 5  () 
- 空き - 593.528 (492K) 593.529 (492K) 9  ( 學 ) 
メモ リー の 概要 : 
メモ リー の タイ プ サイ ズ = 使用 済 + 使用 可能 
基本 655,368 (64 災 ) 151.849 (148K) 593,529 (492K) 
UMB り ( 學 ) 六 ( 路 ) 六 ( 克 ) 
アダ プ ブタ RAM/ROM 393,216 (384K) 393.216 (384K) (上 ) 
6,195,299 (6, 久 碗 ) 


XMS* メモ リー 7,34 上 32 (7,168K) 


シス テム 全 メ モリ 8,388,68 (8,192K) 


1MB 以下 全 メ モリ 655.369 (6@4 欧 ) 
全 凶 S メモ リー 


使用 可能 RMS* メモ リー 


1.144,832 (1, 118K) 


1.689,888 (1,65 碗 ) 
151.849 (148K) 


7,667,712 (7,488K) 
6.291,456 (6,144K) 


6,698,729 (6,542K) 


593.529 (492K) 


* BMM386 は EMS メ モリ ー を 提供 する た め 必 要 に 応じ て XMS メ モリ ー を 使用 し ます 。 
RMS メ モリ ー と XMS メ モリ ー の 使用 可能 サイ ズ は 対応 し て 変わ る こと が あり ます 。 


実行 可能 プロ グラ ム 最 大 サイ ズ 
使用 可能 最大 UWB メモ リー 
DOS は HMA 領域 に 常駐 し て いま す 


593.988 (491K) 
六 (9W) 
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上 能 路 に 中 


通 加 きぐ ヽ N の DOD ロ 





ここ で は 、 次 の 図 の よう に 、DOS の 一 部 が HMA へ 組み 込ま れ た こと が わ 
か る 。 
@⑮DOS 本 体 の HMA へ の 組み 込み 


A 
0 1M バイ ト 


me 語 / 全 


0 


この 分 約 64K バイ ト が 
フリ ー エ リア に な る 


詳 UMB メモ リ 

UMB メ モリ は EMS メ モリ の よう に アプ リケーション ソフ ト が デー タ を 読 
み 込 むための 領域 と し て 使わ れる こと は まず な い 。UMB は メモ リ 量 が 少な い 
上 に 個数 も 少な い の で 、 そ うい っ た 使い 方 を し た 場合 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フ 
ト が エラ ー を 起こ すこ と が 考え られ る 。 

UMB の も っ と も 多い 使用 方 法 は 、 デ バイ ス ド ラ イ バ 、 常 駐 プ ログ ラム お よ 
び DOS リソー ス (FILES や BUFFERS の バッ ファ 領域 を UMB に と る プロ グ 
ラム ) を UMB 領域 へ 組み 込む こと で ある 。 こ れ を 行う と 、 通 常 な ら ば デバ イ 
ス ド ラ イ バ な ど に よっ て 専有 され る べき 基本 メモ リ を 、 ユ ー ザ が 使用 する こと 
が で きる 。 し た が っ て 、 シ ステ ム を より 人 快適 に 使い た い 場 合 は 、UMB メモ リ 
の 使用 方 法 を 知っ て お か な けれ ば な ら な い 。 
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UMB メモ リ の 構成 


1/O アダ プ タ 


640K 768K 896K 1M 
(A0000h) (C0000h) (E0000h) (100000h) 


アッ パー メモ リ の 未 使用 の 領域 を UMB メモ リ と し て 確保 
A0000h SETVER.EXE 
$DISP.SYS 
$IAS.SYS 
$IAESKK.SYS 
$PRNUSER.SYS 
ANSI.SYS 


| UMB 半 還 | DOSKEY 





100000h 





DOS/V で UMB メ モリ を 使う た め に は 、 次 の 行 を CONFIG.SYS の 行頭 に 
追加 し 、UMB メ モリ を 使う こと を シス テム に 通知 し な けれ ば な ら な い 。 


DEVICE 三 C:\DOS\HIMEM.SYS 
DEVICE 三 C:\DOS\EMM386.EXE NOEMS 
ご も し EMS メモ リ を 確保 する 場合 は 、 そ の 容量 と RAM と いう パラ メー タ を 
1024 RAM な どの よう に 書く 
DOS= ニ UMB (また は DOS= ニ HIGH, UMB) 


UMB メ モリ を 使用 する 場合 、CONFIG.SYS の 先頭 行か ら DEVICEHIGH 
に 続い て 記述 され た プロ グラ ム を UMB に 組み 込む 。 そ の た め 、CONFIG. 
SYS 内 で DEVICEHIGH= を 使用 する 場合 は サイ ズ の 大 き な も の か ら 使 用 し 
な けれ ば な ら な い 。 こ れ は 、 サ イズ の 大 き な も の か ら 組 み 込ん で いけ ば 、 残 り 
の UMB の 量 に 従っ て プロ グラ ム を 組み 込ん で いく の で 、 小 さ な サ イズ の も の 
を と りこ ぼ さ ず に 組み 込む こと が で きる か ら で あ る 。 


実際 に UMB を 使用 する 場合 は 、 次 の よう に 記述 する 。 
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骨 亜 S ぐ ヽ 0DO ロ 


【 デ バイ ス ド ラ イ バ の 場合 】 

CONFIG.SYS 内 で 「DEVICEHIGH=」 に 続け て 記述 する 。 
【 常 駐 プ ログ ラム の 場合 】 

AUTOEXEC.BAT 内 で 、「LOADHIGH」 に 続け て 記述 する 。 


実例 を あげ る の で 参考 に し て ほし い 。 
【CONFIG.SYS】 





buffers 三 30 

files 三 30 

device 三 c: ぎ dos ぎ himem.sys 

device 三 c:\dos\emm386.exe ram 
dos 三 HIGH, UMB 

country 三 081, 932。c:\dos ぎ country.sys 
shell 三 c:\dos ぎ command.com /P /E:512 
devicehigh 三 c:\dos\setver.exe 
devicehigh 三 c:\dos\ansi.sys 
devicehigh 三 c:\dos\$font.sys 
devicehigh 三 c: ぎ dos ぎ \$disp.sys 
devicehigh 三 c:\sys\vje\vjeb.drv 


lastdrive 三 g 





【AUTOEXEC.BAT】 





@echo off 

set COMSPEC 三 c: ぎ dos\command.com 
prompt $pSg 

path c::c: 芋 dos:c: 笠 bin\toolic:\bin ぎ vVz 
loadhigh c: ぎ sys ぎ ipx /o3 

loadhigh c: ぎ sys ぎ netx 

h:login 

loadhigh capture /Qprintq_0 /No Banner 
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0 
call c: ぎ dos ぎ ibmavdr.bat c: ギ dos ぎ 
loadhigh c:\dos\doskey 











4 





に 


1MB 以下 の メモ リー を 使用 し て いる プロ グラ ム プ ドラ イ バ ー : 


名 前 合計 = 基本 メモ リー  + UMB メモ リー 
SYSTEM 14.637 (14K) 14.573 (14K) 64  ( 史 ) 
HIMEM 1.129 (1K) 1.128 (1K) 8  () 
MM386 3.972 (3K) 3.972 (3K) 9  ( 貴 ) 
VJEB 2656 (2 碗 ) 2656 (2 九 ) 9  ( 多 ) 
COMMAND 4.489 (4K) 4.489 (4K) 9  ( 貴 ) 
NBTX 48.688 (48K) 48.688 (48K) 9  ( 多 ) 
IBMAVSH 656 (1K) 656 (1K) 9 (中) 
ANSI 4.464 (4【) 9  () 4.464 (4K) 
$FONT 4.889 (5K) 9  ( 貴 ) 4.889 (5K) 
$DISP 26,256 (26K) 汰 | A (W) 26,256 (26K) 
IPX 17.744 (17K) 5  ( 包 ) 17.744 (17K) 
DOSKEY 5.2 久 (5K) 5  ( 錠 ) 5.299 (5K) 
- 空 き - 584 吸 (567K) 562,96 (549K) 18.394 (18K) 
メモ リー の 概要 : 
メモ リー の タイ プ サイ ズ = 使用 済 + 使用 可能 
基本 655,369 (64 學 ) 93.264 (91K) 562,96 (549K) 
UMB 76,.912 (75K) 58,698 (57K) 18.394 (18K) 
アダ プ タ RAM/ROM 393.216 (384K) 393,216 (384K) 六 (中 ) 
XMS* メモ リー 7.263,128 (7.993K) 1.567.929 (1.943K) 6.195,2 劉 (6, 臣 飲 ) 


シス テム 全 メ モリ 8,388,.698 (8,192K) 1.613, 角 8 (1.575K) 6,775,6 劉 (6,617K) 
1MB 以下 全 メ モリ 732,272 (715K) 151.872 (148K) 58,.4 銀 (567K) 


全 EMS メモ リー 7,667,712 (7,488K) 
使用 可能 MS* メモ リー 6,291,456 (6,144K) 


* BMM386 は BMS メ モリ ー を 提供 する た め 必 要 に 応じ て XMS メ モリ ー を 使用 し ます 。 
EMS メ モリ ー と XMS メ モリ ー の 使用 可能 サイ ズ は 対応 し て 変わ る こと と が あり ます 。 


実行 可能 プロ グラ ム 最 大 サイ ズ 561.776 (549K) 
使用 可能 最大 UUB メモ リー 18.964 (18K) 
DOS は HMA 領域 に 常駐 し て いま す 








ここ で は 、 上 記 の デバ イス ドラ イ バ や 常駐 メモ リ が 次 の 図 の よう に 移動 し た 


の が わか る 。 
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郁 中 に 中 X 


_ 琶 議 S<NOO ロ 


デバ イス ドラ イ バ や 常駐 プロ グラ ム の 移動 





DOS/V で は 、DOS が 扱え る メモ リ が 最大 で 640K バイ ト と な っ て いる 。 し 
か し 、 ア プリ ケー ショ ン が 大 きく な っ た り 、 デ ー タ が 大 きく な っ た 場合 に 、 ア 
プリ ケー ショ ン が 起動 し な く な っ た り 、 デ ー タ が 読み 込め な か っ た りす る 。 

そう いっ た 障害 を 取り 除く た め に 考え られ た の が この EMS メモ リ で ある 。 
EMS メモ リ は 、 基 本 メモ リ が 増大 し た も の と みな すこ と が で きる た め プ ログ 

ラム の 変更 が 簡単 な の で 、 現在 の アプ リケーション ソフ ト の ほとん どの も の が 
サポ ー ト し て いる 。 

EMS メモ リ は 16K バイ ト を 1 つの ペー ジ と し て 、1 ペー ジ 単 位 で メモ リ を 
取り 扱う 。EMS メモ リ を 確保 する 場合 、 確 保 す る メモ リ を 論理 ペー ジ と 呼び 、 
最大 で 2048 ペー ジ (32M バイ ト ) まで 確保 お する こと が で きる 。 


EMS メ モリ を 利用 する プロ グラ ム は 直接 EMS メ モリ に は アク セス せ ず に 、 
ペー ジフ レー ム と 呼ば れる シス テム 領域 に デア クセ モス する 。 こ の ペー ジフ レー ム 
は アド レス C0000h--CFFFFh に 位置 し 、4 つ 分 の ペー ジ を 確保 し て いる 。 ア 
プリ ケー ショ ン ソ フト か ら EMS メ モリ を 利用 する と いう 要求 が ある と 、EMS 
メモ リ の 要求 きれ た ペー ジ と ペー ジフ レー ム の アド レス を 交換 、 ま た は ペー ジ 
内 容 を ペー ジフ レー ム へ 複写 し 、 ペ ー ジ フレ ー ム か ら 情 報 を 読み 込ん だ り 書 き 
込ん だ りす る 。 こ の 仕組 み を 図式 化し た も の が 次 の 図 で ある 。 
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⑯EMS メモ リ へ の アク セス 


ペー ジ メ モ リ 仮想 EMS メモ リ 
C0000h 


D0000h 


@ EMS ペー ジフ レー ム は 対応 する EMS メモ リア ドレ ス を 持つ 。 

@ ペー ジフ レー ム へ の 書き 込み また は 、 ペ ー ジ フレ ー ム か ら の 読み 
込み が ある と 、EMS か ら ペ ー ジ フレ ー ム へ 読み 込ん を だり 、 ペ ー ジ 
フレ ー ム か ら EMS メモ リ へ 書き 込ん だ りす る の で は な く 、 ペ ー 
ジフ レー ム と EMS メ モリ の アド レス を 交換 し て 、 直 接 EMS メ 
モリ を 操作 する 。 


EMS メモ リ を 使用 する こと に より 、 ど の 程度 基本 メモ リ を 解放 で きる か 見 
で まう 。 
⑱ 基 本 メモ リ だ け の 場合 

【CONFIG.SYS】 





buffers 三 30 
files 三 30 
device 三 c:\dos ぎ himem.sys 
# device 三 c:\dos\emm386.exe ram 
country 三 081, 932,c:\dos ぎ country.sys 
shell =c:\dos\command.com /P /E:512 
device 三 c:\dos\setver.exe 
device 三 c:\dos 革 ansi.sys 
device 三 c:\dos\Sfont.sys 
device 三 Cc:\dos\$disD.sys 
device 三 Cc: ぎ \sysvje ギ vjeb.drv 











第 4 章 DOS/V の 活用 359 





骨 喘 に 中 XX 


通 亜 @ ぐ ヽ NODOD 








WW 


1MB 以下 の メモ リー を 使用 し て いる プロ グラ ム プ ドラ イ バ ー: 


人 』1.594 (392K) 
六 (中 ) 
( 嘱 ) 


名 前 合計 = 基本 メモ リー + UMB メモ リー 
IBMDOS 68.429 (67K) 68.429 (67K) 5 
HIMEM 3.744 (4K) 3. 744 (4K) 』 
SETVER 729 (1K) 729 (1K) 9 
ANSI 4.464 (4K) 4.464 (4K) 9 
$FONT 4.889 (5K) 4.889 (5K) り 
$DISP 26,.256 (26K) 26.256 (26K) 9 
VJEB 138.592 (135K) 138,.592 (135K) 9 
COMMAND 6.768 (7K) 6,.768 (7%) り 
- 空き - 4,594 (392K) 4g1.594 (392K) g 
メモ リー の 概要 : 

メモ リー の タイ プ サイ ズ = 使用 済 

基本 655,369 (64 枕 ) 253.856 (248K) 
UMB 9 ( 飲 ) 9 ( 學 ) 
アダ プ タ RAM/ROM 393,216 (384K) 393.216 (384K) 
XMS 7,349, 932 (7,168K) 636.928 (622K) 


シス テム 全 メ モリ 8,388.698 (8.192K) 
1MB 以下 全 メ モリ 655.369 (64 欧 ) 
実行 可能 プロ グラ ム 最 大 サイ ズ 


使用 可能 最大 UMB メモ リー 
HMA メモ リー は 使用 可能 で す 


1.284, 劉 (1.254K) 
253.856 (248K) 
41,498 (392K) 

9  ( 殊 ) 


凡 
6,793, 194 (6.546K) 


7,194,698 (6,.938K) 
41,594 (392K) 





⑯⑮EMS メモ リ を 使っ た 場合 
【CONFIG.SYS】 





buffers 三 30 
files 三 30 


device 三 c:\dos ぎ himem.sys 





device 三 c:\dos\ ぎ emm386.exe ram 


country 三 081, 932,c:\dos\country.sys 
shell 三 c:\ ぎ dos\ ぎ command.com /P /E:312 


device 三 c: ぎ dos ぎ setver.exe 
device 三 c: ぎ dos ぎ ansi.sys 
device 三 c: ぎ dos ぎ $font.sys 
device 三 c: ぎ dos ぎ $disp.sys 


device 三 c: 半 sys ぎ vje\vjeb.drv 
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( 以下 の メモ リー を 使用 し て いる プロ グラ ム プ ドラ イベ バー・: 


名 前 合計 = 基本 メモ リー + UMB メモ リー 
IBMDOS 68.445 (67K) 68,445 (67K) 六 () 
HIMEM 3.744 (4K) 3.744 (4K) 9 ( 貴 ) 
EMM386 3, 町 2 (3K) 3, 時 2 (3 上 ) 『 ( 也 ) 
SETVER 72 (1K) 729 (1K) ( 九 ) 
ANSI 4.464 (4K) 4.464 (4K) ! () 
$FONT 4.889 (5K) 4.889 (5K) 9 (g) 
$DISP 26.256 (265) 26,256 (26K) 9 ( 嘱 ) 
VJEB 2%.656 (2 辺 ) 28.656 (2 巡 ) 9 ( 克 ) 
COMMAND 6.768 (7) 6.768 (7K) ( 牙 ) 
- 空き - 516,352 (594K) 516,352 (594K) り ( 貴 ) 
メモ リー の 概要 
メモ リー の タイ プ サイ ズ = 使用 済 + 使用 可能 
基本 655,369 (64 銚 ) 139, 胡 8 (136K) 516,352 (594K) 
UMB M り ( 貴 ) り ( 學 ) ! ( 飲 ) 
アダ プ ブタ RAM/ROM 393,216 (384K) 393,216 (384K) M ( 學 ) 
XMS* メモ リー 7,34,932 (7,168K) 1,144.832 (1,118K) 6,195, 2 角 (6,5 飲 ) 
シス テム 全 メ モリ 8.388,698 (8,192K) 1.677.956 (1,638K) 6,711,552 (6,554K) 


139, 胡 8 (136K) 516,352 (594K) 


7,667,712 (7,488K) 
6.397.849 (6,16 巡 ) 


1MB 以下 全 メ モリ 655,369 (64 學 ) 
全 EKMS メモ リー 
使用 可能 EMS* メモ リー 


* EMM386 は BS メモリー を 提供 する た め 必 要 に 応じ て XMS メ モリ ー を 使用 し ます 。 

印 S メ モリ ー と XMS メ モリ ー の 使用 可能 サイ ズ は 対応 し て 変わ る と と が あり ます 。 
実行 可能 プロ グラ ム 最 大 サイ ズ 516,256 (594K) 
使用 可能 最大 UUB メモ リー ( 多 ) 
HMA メモ リー は 使用 可能 で す 














メモ リ を 使用 する の は 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト ば か り で な く 、 漢 字 を 表示 
する た め の $FONT.SYS 拡張 メモ リマ ネー ジャ と いっ た デバ イス ドラ イ バ も 
メモ リ を 使用 する 。 こ こ で は 、 ユ ー ザ に よる メモ リ 使 用 例え を いく つか 取り 上 ば げ 、 
どの よう に し た ら メ モリ を 効率 的 に 使用 で きる か を 考え る 。 

まず 基本 的 に は 、 今 まで 説明 し た EMS メモ リ 、UMB メ モリ な ど に つい て 
十分 理解 し て いな けれ ば 最適 化 を 行う こと は で き な い 。 こ こ で 、 今 まで の メモ 
リ の 解説 で の 例 を ここ で 統合 する こと に よっ て メモ リ の 最適 化 を 行っ て いく 。 
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⑩ DOS 本 体 を HMA へ 組み 込む 
EMB メモリ を 搭載 し て いる パソ コン で は 、CONFIG.SYS 内 に 「DEVICE 
=HIMEM.SYS」 と 「DOS=HIGH」( 必 ず こ の 順番 を 守る こと ) の 行 を 追 
加 す れ ば 、DOS 本 体 は 基本 メモ リ で な く HMA 上 で 動作 する 。 
これ に より 基本 メモ リ の 一 部 が 解放 きれ る た め 、 ユ ー ザ は より 多く の 基本 メ 
モリ を 使用 する こと が で きる 。 


@ CONFIG.SYS を 最適 化す る 
CONFIG.SYS 内 の 「DEVICE ニ コマ ンド 」 で ロー ド さ れる デバ イス ドラ イ 
バ や 常駐 ソフ ト は 、 基 本 メモ リ に 置か れる 。 し か し 、「DEVICEHIGH= コ 
マン ド 」 を 使用 する こと に よっ て 、 デ バイ ス ド ラ イ バ や 常駐 ソフ ト を UMB 
領域 へ 組み 込む こと が で きる 。 こ の た め に は 、CONFIG.SYS に は UMB メ 
モリ を 制御 する プロ グラ ム を 導入 し な けれ ば な ら な い 。 そ の た め に は 、 
「DEVICE=HIMEM.SYS」 に 続け て 、 


DEVICE= ニ EMM386.EXE RAM (また は NOEMS) 
DOS ニ UMB 


と し て 、DOS コマ ンド が UMB の 利用 を 可能 に する よう に し て お か な けれ 
ば な ら な い 。 

これ に より 基本 メモ リ の 一 部 が 解放 きれる た め 、 ユ ー ザ は より 多く の 基本 メ 
モリ を 使用 する こと が で きる 。 


@ AUTOEXEC.BAT を 最適 化す る 
AUTOEXEC.BAT 内 で 実行 きれ る DOSKEY な どの 常駐 ソフ ト を 
LOADHIGH コマ ンド を 使用 する こと に より 、UMB へ 組み 込む こと が で き 
る 。 
これ に より 基本 メモ リ の 一 部 が 解放 ほれ る た め 、 ユ ー ザ は より 多く の 基本 メ 
モリ を 使用 する こと が で きる 。 


この 3 つ を 行う こと に より 、 今 まで それ ぞ れ の プロ グラ ム に よっ て 確保 され 
て いた 基本 メモ リ を 解放 する こと が で き 、 ユ ー ザ は アプ リケーション ソフ ト を 
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使用 し て いる と き に 、 メ モリ 不足 に 悩ま され る こと が な く な る 。 

また 、 よ り 多 く の メ モリ を 使用 し た い 場 合 は 、 市 販 の 拡張 メモ リマ ネー ジャ 
で ある QEMM (付録 を 参照 ) を 使用 する こと に より 、 さ ら に 多く の 基本 メモ 
リ を 解放 きせ た り 、 さ ら に 多く の UMB メ モリ を 確保 する こと が で きる 。 

た と えば 、 次 の よう に 実行 する 。 


LH C:\DOS ぎ DOSKEY 


注 RAMBOOST に 頼り すぎ て は いけ な い 

CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 監視 し 、 自 動 的 に メモ リ を 最適 化す 
る RAMBOOST プロ グラ ム で ある が 、 ぎ り ぎ り ま で メモ リ の 空き 領域 を 増 や 
し た いよ うな 場合 に は 、 エ ディ タ で CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT を 書 
き 換 えた 方 が よい 結果 が 得 ら れる 。 

実際 、 上 の RAMBOOST を 使っ た 結果 は メモ リ 空 き 領域 が 346 ペー ジ に あ 
る よう に 539K バイ ト 確 保 ミ れ て いる の に 対し 、 エ ディ タ で CONFIG.SYS と 
AUTOEXEC.BAT を 書き 換え た 結果 は 3453 ペー ジ の よう に 10K バイ ト 多 い 
S49K バイ ト 確 保 さ きれ た 。 









上 ON 和 「 i 「 | 
今 ま で は メモ リ に 関す る 最適 化 を 行っ て きた 。 シ ステ ム の 最適 化 を 行う 場合 、 
先 の メモ リ の 最適 化 は 絶対 に 行わ な けれ ば な ら な いこ と で ある 。 す で に メモ リ 

の 最適 化 を 行っ た も の と し て 、 次 は シス テム を 最適 化し よう 。 


キヤ ッシュ ユ プ ログ ラム を 使う 

キャ ッシュ プ ブログ ラム は 、 デ ィ ス ク 装 置 と メモ リ 間 の バッ ファ を 設定 し 管理 
する も の で ある 。 キ ャ ッシュ プロ グラ ム を 使用 する こと に より 、 設 定 し た バッ 
ファ サイ ズ 内 に 読み 込ま れ た デー タ を 再度 読み 込む 場合 、 読 み 出 し は ほほ 一 瞬 
で 行 を る 。 こ の こと を “キャ ッシュ が ヒッ ト す る ” と いう 。 

これ は CONFIG.SYS の コマ ンド で ある 「BUFFERS=」 と 同じ 役割 を 行う 。 
た だ し 、「BUFFERS=」 は 基本 メモ リ に バッ ファ を と る た め 、 基 本 メモ リ が 
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圧迫 され る 。 ま た 大 き な バ ッ フ ァ を と る こと が で き な い の で 、 メ モリ に 余裕 が 
あれ ば キャ ッシュ プロ グラ ム を 使っ た 方 が よい 。 ま た 、 キ ャ ッシュ プロ グラ ム 
を 使用 する 場合 は 、「BUFFERS=」 を 小さ い 値 に する 。 

何 度 も 同じ し デー タ を 読み 出す よう な 作業 を し て いる 場合 、 キ ャ ッシュ が ヒッ 
ト す る 確率 が 高く な り 、 作 業 が 非常 に 効率 的 に 行え を る よう に な る 。 

DOS/V の キャ ッシュ プロ グラ ム で ある SMARTDRV.EXE は 、TSR プロ グ 
ラム で あり 、 か つ デ バイ ス ド ラ イ バ で ある 。 通常 は 、AUTOEXEC.BAT に 記 
述 し て シス テム に 組み 込む が 、SCSI デバ イス を 接続 し て いる 場合 は 、CONFIG. 
SYS の DEVICE コマ ンド で ダブ ル バ ッ ファ リン グ を 指定 し な けれ ば な ら な く 
な る こと も ある 。 

キャ ッシュ 容量 を 1024K バイ ト と し た 場合 、AUTOEXEC.BAT に は 次 の よ 
うに 記述 する 。 


c: 党 dos\ ぎ smartdrv.exe 1024 


ディ スク キャ ッシュ 


100000h 


ディ スク バッ ファ ディ スク バッ ファ 上 の 
に 存在 する か デー タ を 読み 出す 


ディ スク キャ ッシュ ディ スク キャ ッシュ 上 の 
に 存在 する か デー タ を 読み 出す 


XMS メモ リ の 


ー 失 放 ディ スク 上 に ある 
デー タ を 読み 出す 
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.INI ファ イル の 構成 

DOS J6.3/V で は 、 拡 張子 が 「INI」 の ファ イル が いく つか 存在 する 。 こ れ 
は 各種 シス テム や ユー ティ リティ の 設定 を テキ スト ファ イル と し て 記述 し た も 
の 。 通常 は インス トー ラ や それ ぞ れ の 設定 プロ グラ ム が 自動 的 に 書き 換え る の 
で ユー ザ が いじ る 必要 は な い 。 不用 意 に 内 容 を 書き 換え る と 、 正 常に 動作 し な 
く な る 危険 も ある 。 あ ら か じ め バ バックアップ を と っ た 上 で 修正 し た 方 が よい だ 
ろう 。 

ここ で は MOUSE.INI、RAMBOOST.INI、DBLSPACE.INI、ADDSTOR_.INI、 
DOSV.INI の 各 フ ァイル に つい て 内 容 を 説明 する 。 








念 [OUSB] セク ショ ン 
MOUSE.INI ファ イル は 次 の 場合 に 存在 する 。 
・ ユ ー ザ が 作成 する 


・DO0S イン スト ー ル 時 に 液晶 ディ スプ レイ が あり 、 マ ウス が 導入 され て い 
る こと を 検出 し て 自動 的 に 作成 され る 
・D0S イン スト ー ル 時 に 既存 の MOUSE.INI ファ イル を 検出 し 、 その ま ま に た 
する 
MOuseTyme 三 BlS | Serial | n | Inn n| PS2 
Bus 一 一 一 一 - バス マウ ス 
シリ アル マウ ス 。 n は ポー ト 番 号 
イン ボー トマ ウス 。 n は ポー ト 番 号 
PS2 一 一 一 一 - PS2 マウ ス 
Hariz0ntalSensitiiy 三 [xxx] 
0 て 100 の 値 。 省 略 時 は 50 





Serial n 





Inport n 





XXX 
VerlicalSensitivity ニ [xxx] 


XXX 





0 て 100 の 値 。 省 略 時 は 50 
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DoubleThreshlH= ニ [xxx] 


XXX 





0-100 の 値 。 省 略 時 は 50 
ActiveAccelerati0nProfile ニ [n] 
n ーー 1^4 の 値 。 省 略 時 は 2 
InterruptHate 三 [hn] 
n ーー 1^4 の 値 。 省 略 時 は 1 
CursorDislayDelay ニ [XXxX] 
0^255 の 値 。 省 略 時 は 0 
HardWareCurs0rSupnor ニ [TRUE | FALSE] 
省略 し た 場合 に は TRUE 
ForceDefaultEurspr 三 [ON | OFF] 
省略 し た 場合 に は OFF 
PhemixBIOS ニ [THUE | FALSE] 
省略 し た 場合 に は FALSE 
HotatinnAnle ニ [xxx] 





XXX 





XXX 0 て 339 の 値 。 省 略 時 は 0 
@「[DOSPointer] セク ショ ン 
PoimterSiz 三 [Small | Medium | Large] 

人 省略 し た 場合 に は Small 
PointerColpr=[N0mal | HeVerse | Transparent] 

省略 し た 場合 に は Normal 
Biowlh= ニ [ON | OFF] 

省略 し た 場合 に は OFF 
Threshold=[xxx] 





XXX 1--100 の 値 。 省 略 時 は 1 
Delay= ニ [xxx] 
XXX 1--100 の 値 。 省 略 時 は 1 





@ [WindOwsPointer] セク ショ ン 
PointerSizg= ニ [Small | Medium | Large] 
金 省 略し た 場合 に は Small 
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PointerCnlnr ニ [Normal | HeVerse | Transparemt] 
金 省略 し た 場合 に は Normal 
Biwth[ON | OFF] 
省略 し た 場合 に は OFF 
ThresholH ニ [xxx] 
XXX 
Delay= ニ [xxX] 


XXX 





1-100 の 値 。 省 略 時 は 1 





1-100 の 値 。 省 略 時 は 1 


@「[AcceleratiOnProfile5] セク ショ ン 
[AcceleratinmPr0filen] 
n ーー 1^4 の 値 。 必 ず 指 定 す る こと 。 省 略し た 場合 は な い 
lahgl=[n] 
n ーー- カー ブ の 名 前 。16 バイ ト 次 の 文字 列 
MVememt 王 吊 、m2.…nk 





nk 1 て 127 の 整数 。 必 ず 指 定 す る こと 。 省 略し た 場合 は な い 
Factor 三 吊 、m2.…mk 
mk 一 一 0.1 て 16.0 の 実数 。 必ず 指定 する こと 。 省略 し た 場合 は な ぃ 





@ [System] セク ショ ン 

RAMBOOST.INI フ ァイル に は 、RAMBOOST プロ グラ ム が 管理 する た め 
の 全 パ ラメ ー タ を 記述 する 。 
hackp= ニ [nme | standard | nmhere] 

RAMBO0ST.INI ファ イル が 変更 され た 場合 の バッ クア ッ プ 方 式 を 指定 する 





バッ クア ッ プ を と ら な い 

standard 一 一 新しい ファ イル 名 を RAMBOOST.INI に 、 古 い フ ァ 
イル 名 を RAMBOOST.OLD に する 。 省略 時 の 設定 

numbered 一 一 新しい ファ イル 名 を RAMBOOST.INI に 、 古い ファ イ 

ル 名 を RAMBOOST.nnn に する 。 nnn は 3 桁 の 番号 


IOne 
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hackupextensi0ns 三 [エク ステ ンション ] 
RAMBOOST.INI ファ イル の バッ クア ッ プ を 作成 する 場合 、[ エ クス テン ショ 
ン ] で 指定 し た 3 文字 の 文字 列 を 拡張 子 に する 

lmit ニ [xxx] cec 
プロ グラ ム ま た は デバ イス ドラ イ バ の ロー ド 時 の メモ リ 必 要 量 の 計算 範囲 を 、 
DOS の 基本 メモ リ 内 の 特定 セグ メン ト ア ドレ ス の 値 に 制限 する 

lowfiles=[n] 
Windows と の 互換 性 を 確保 する た め 、DOS の 基本 メモ リ 内 に 維持 する DOS 
シス テム ファ イル ハン ドル の 最小 数 を 指定 する 

Inadmuery ニ [ 促 | VeSn0 | 0me] re ・ 
メモ リ へ の ロー ド 時 に 表示 する プロ ンプ ト の レベ ル を 指定 する 


full 一 一 ロー ド 時 に 3 つの プロ ンプ ト (Y/N/A) を 表示 する 
yesno 一 一 ロー ド 時 に 2 つの プロ ンプ ト (Y/N) を 表示 する 。 省 略 時 
の 設定 


none 一 一 プロ ンプ ト を 表示 し な い 。 ロ ー ド 前 に MM 十 | 販 キー と 両 
方 の 人 キー を 同時 に 押す こと に より 、RAMBOOST の 
ロー ド を 中 断 す る こと が で きる 
m0de 三 learm | active | Bmahled | diSahleH 
メモ リ へ の ロー ド 時 に 使用 する 操作 モー ド を 指定 する 








learn Learn モー ド で 動作 する 
actiVe 通常 の 操作 モー ド 
enabled 一 一 - 構成 が 変更 され て も 自動 的 に Learn モー ド に 戻ら な 


い 。Learn モー ド に 戻る か 、Activ' モー ド で その まま 
処理 を 続け る か を た ず ね る メッ セー ジ を 表示 する 
disabled 一 一 - RAMBOOST の 動作 を 中 止 する 
Qtimizei ニ [ファ イル 名 ][[ 引 数 ]] 
RAMBOOST が 自動 設定 する 
ユー ザ が 修正 し て は いけ な い 
OMimihmmem 王 [XXX] * 
RAMBOOST が 自動 設定 する 
ユー ザ が 修正 し て は いけ な い 
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option 三 [hma | umh | hidevics | display | nnframe | nohighall0c | nosmartframe | nsmartdma 
| nosmarthddma | iet | smartstack | Smartma | smarthddma | smartframe | recover 


| test | Verh0se] 


特定 の RAMBO0ST 機能 を 活動 化 ま た は 非 活動 化す る 


hma 


umb 





binddevices 


display 


noframe 





nohighalloc 


nosmartframe 一 一 一 





nosmartdma 


HIMEM.SYS な どの HMA サ ポー ト を 備え た 
XMS マネ ー ジ ャ を 実行 し て いな い 386 ま た は 
486 コ ンピュータ の 場合 、RAMBOOST に HMA 
サポ ー ト を 提供 する よう に 要求 する 

省略 し た 場合 に は RAMBOOST が UMB メ モリ 
プ ブロック を 管理 する 

CD-ROM な ど 、 新しい デバ イス が シス テム に 追 
加 さ れ た こと を 検出 し た 場合 に 、RAMBOOST 
が 設定 する 

コン ピュ ー タ を 始動 し た と き に RAMBOOST の 
表示 モー ド を 活動 化す る 

LIM3.2、LIM4.0、 お よび EEMS ボー ド お よび ド 
ライ バ の EMS ペー ジフ レー ム を 非 活動 化す る 。 
64K バイ ト の ペー ジフ レー ム お よび 追加 ペー ジ 
を RAMBOOST が 使用 する た め の UMB と し て 
マッ プ で きる 。 こ の 間 、EMS メモ リ は 使用 で き 
な い 

UMB メ モリ ブロ ッ ク に ロー ド さ れ た プロ グラ ム 
が UMB から DOS の メモ リ 割 り 振 り を 行う の を 
防止 する 

RAMBOOST の 省略 時 値 の SmartFrame を 非 活動 
化す る 。UMA メモ リ へ の プロ グラ ム の ロー ド を 
助け る 目的 で EMS ペー ジフ レー ム を 使わ な いよ 
うに 指示 する 。RAMBOOST は 、SmartFrame を 
使用 する の は 安全 で な いと 判断 し た 場合 、 自 動 的 
に SmartFrame を 非 活動 化 する こと も ある 
SmartDMA 機能 を 非 活動 化す る 。 省 略 時 の 設定 
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_ 避 剖 らく NO ロ 


nosmarthddma 一 - SmartDMA 機能 を 非 活動 化す る 。 省 略 時 の 設定 





quiet 


smartstack 


smartdma 


smarthddma 


smartframe 


TeCOVeT 


test 


Verbose 


resgt 三 [coll | hard | Wam | fas] 














DOS テー ブル 再 配置 メッ セー ジ を 非 活動 化す る 
EMM386.EXE ドラ イ バ ま た は その 他 の 386 制御 
プロ グラ ム で 発生 する 可能 性 が ある MMl 十 | 貝 | 十 
mm に 対応 する よう に 、RAMBOOST に 指示 する 
ディ スケ ッ ト 間 の 転送 を 保護 する 。 CPU が 80386 
以上 で 、 仮 想 DMA 仕様 (VDS) の API が 導入 き 
れ て いな い 場 合 、 省 略 時 解釈 に より この オプ ショ 
ン は ON に 設定 され る 

DMA を 使用 する ハー ド デ ィ スク ドラ イブ が ある 
場合 に 使用 する 。 こ の オプ ショ ン は SmartDMA 
機能 が 有効 な 場合 に の み 機能 を も つ 。 こ の オプ 
ショ ン は SCSI また は ESDI ハー ド デ ィ スク ドラ 
イプ コン トロ ー ラ を 備え た 80386 以 上 の コン 
ピュ ー タ て 必要 に な る 

可能 な 場合 に は SmartFrame を 活動 化す る 。 省 略 
時 の 設定 

RAMBOOST が ロー ド に 和 失敗 し た 場合 に 、 セ モッ 
ト ア ッ プ プロ グラ ム を 実行 する 

すべ て の DOS お よび UMB の メモ リ 範 囲 に つい 
て 、 メ モリ テス ト を 実行 する 

全 DOS テー ブル 再 配 置 メ ッ セ ー ジ を 活動 化す る 


必要 な 場合 、RAMBOOST が プロ セッ サ を リセ ッ ト す る モー ド を 指定 する 
cold 一 一 コー ルド リセ ッ ト す る 。 省略 時 の 設定 
hard 一 一 コン トロ ー ラ ステ ー タ スレ ジス タ を アク セス する こと に よ 
り 、 ハ ー ド ウェ アリ セッ ト す る 
warm 一 メモ リ テ ス ト を 省略 し 、 ウ ォ ー ム リセ ッ ト す る 





fast 
r8Setdelay 三 [XXX] 


割り 込み 19h を 使っ て リブ セッ ト す る 


コン ピュ ー タ を リセ ッ ト す る 前 に 、 指 定 し た 秒 数 だ け 待 つ 
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省略 し た 場合 に は 0 秒 。 遅延 書き 込み を 行う) ディ スク キャ ッシュ プロ 
グラ ム を 使う 場合 、 バ ッ フ ァ 内 容 を ディ スク に フラ ッシュ する 余裕 を 
与え を る た め に 、0 以 外 の 値 を 指定 し な けれ ば な ら な いこ と が ある 
SsBtup 三 [lenam6.6X] 
RAMSETUP プロ グラ ム の 名 前 を 指定 する 
久治 動 時 に 構成 の 回 復 を 必要 と する シス テム トラ ブル に 対応 する た め 、 
RAMBOOST が 自分 自身 の セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム を 実行 し な けれ 
ば な ら な い 場 合 に 使用 する 
Smartdmahuffersie ニ [xxx] 
SmartDMA オプ ショ ン お よび SmartHDDMA オプ ショ ン と 共に 使用 する 
省略 時 の DMA バッ ファ サイ ズ を 指定 する 。SmartDMA また は 
SmartHDDMA が 活動 状態 の と き に の み 有 効 
teminatedelay ニ [xxx] 
起動 時 に 表示 され る “Load RAMBOOST [Y/N] " と いう プロ ンプ ト に 対し 、 
ユー ザ の 返答 を 待つ 病 数 を 指定 する 
指定 秒 数 以内 に 返答 が な いと 、RAMBOOST は ロー ド を 続行 する 。 xxx 
を 0 に する と メッ セー ジ は 表示 し な い 


@「[PIF.AdVicCBg] セク ショ ン 
[flemame.exl]=[l0w | Hi][ ニ [セグ メン ト ]][, lncked] 
PlIF (プロ グラ ム 情 報 ) 用 の パラ メー タ 。PIF に は 各 プ ログ ラム また は デバ イ 
ス ド ラ イ バ の 名 前 と サイ ズ 、 お よび HIGH か LOW か の 宛先 が 記録 され る 
PIEF は [Learn.PIF]| セク ショ ン 内 の 一 致す る PIF、 ま た は Learn モー 
ド で 収集 され た デー タ 中 の 情報 より 優先 する 


@ [COmpnletiOnTri 吾 ggr「S] セク ショ ン 

sh ニニ [flemame.8Xt][, Size ニニ [サイ ズ ]] 
Learn モー ド で パス を 始動 する と 、 こ の セク ショ ン の 一 連 の shell= 行 か ら の 
ファ イル 名 の リス ト を 構築 する 。 こ の パス の 間 に 、RAMBO0ST は 各 プ ログ 
ラム の 実行 に 関連 か る ファ イル 名 を リス ト の 各 フ ァイル 名 と 比較 する 。 一 致 
する も の が あれ ば 、RAMBOOST は 必要 に 応じ て ファ イル の サイ ズ を リス ト 
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通 亜 きぐ ヽ の O ロ 


に 記録 され た サイ ズ と 比較 し 、 本 当 に 一 致す る こと を 確認 する 
RAMBOOST は 、 最 初 に 一 致 が 確認 で きた 時 点 で Learn モー ド を 終 
了 し 、 た だ ち に RAMBOOST の Active モー ド を 呼び 出す 


@ [Text] セク ショ ン 
これ ら の 指定 は 、[System] セク ショ ン の “option 三 display” と 関連 し て 動 
作 す る 。 こ れ に より 、RAMBOOST Mode Display Tag に 表示 する テキ スト 
を 構成 で きる 。 文字 は 29 文字 以内 、 す べ て 大 文字 で 表示 され る 。 次 に サン プ 
ル を 2 つ あ げ る 。 
learmtet ニ [テキ スト ] 
Learn モー ド 標 識 用 の 省略 時 の テキ スト を 置き 換え る 
金 省略 し た 場合 に は “Learn" 
actlive 王 [テキ スト ] ・ 
Active モー ド 標 識 用 の 省略 時 の テキ スト を 置き 換え る 
金 省略 し た 場合 に は “Active" 


@⑯「[Learn] セク ショ ン 

Learn モー ド 操 作 を 制御 する 情報 を 維持 する た め に 使用 する 設定 。 こ の デー 
タ の どこ か の 部 分 が 変更 さき れる と 、RAMBOOST は Active モー ド か らし Learn 
モー ド に 自動 的 に 戻る 。 ユ ー ザ が 編集 する 必要 は な い 。 

指定 は 次 の と お り 。 























| 更 導 - 十 人 凍 

、 ASIG= ニ timestamp AUTOEXEC.BAT の タイ ム ス タ ン プ 

。 CSIG=tmeatamp 、CONFIG. SYS の タイ ム ス タ ン プ ーー _ 

| PSIG ニ timeatamp RAMBOOST.INI の タイ ム ス タ ン プ 

DSIG=DOS info DOS の 名 前 と バー ジョ ン 

| BSlG=d: _ 、 再 始 動 に 使用 し た ドラ イブ の ドラ イブ 名 

| FSIG=serial# 始動 に 使用 し た ドラ イブ の 通し 番号 (DOS+3) | 
| | 始動 ドラ イプ の ポリ ュー ムシ リア ル 番 号 (DOS 40 以 上 
| | の 場合 ) 
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0ptnn ニ keepinf0 | nahorreset 





Learn モー ド の 最後 に RAMBOOST が 呼び 出さ れ た 
と き に 、RAMBOOST が 収集 し た デー タ を [Learn. 
PIF| セク ショ ン お よび [Learn.UMB|] セク ショ ン に 
書き 込む 

noabortreset 一 Learn モー ド の 完了 に より 活動 化 さ れる と 、 通 常 は コ 
ンピュータ を リセ ッ ト す る 。 こ の オプ ショ ン は 、 ユ ー 
ザ に より 処理 が 途中 で 打ち 切ら れ た 場合 、 コ ン ピ ュ ー 
タ を リセ ッ ト し な いよ うに する 


keepinfo 


0Dtdglay ニ [XX] 
最適 化 の 完了 後に に シス テム を 終了 また は リセ ッ ト す る 前 に 、RAMBOOST 
が [xxx] に 指定 し た 秒 数 だ け 待 つ 
省略 時 は 0 
mtmethd=[0 1112 | -1] ・ 
どの 最適 化 方 式 を 使用 すれ ば よい か を RAMBOOST に 勧告 する 
0 一 - 詳細 方 式 (1) か 高速 方 式 (2) か を 選択 する 。 省 略 時 の 設定 
1 一 詳細 (1 パス ) 最適 化 を 実行 する 
2 一 - 高速 (2 パス ) 最適 化 を 実行 する 
-1 一 詳細 方 式 か 高速 方 式 か を 選択 し 、RAMBOOST の 決定 を 、 ユ ー 
ザ が 逆 の 決定 に 変更 する こと が で きる 
介 ニ [FIRST | BEST | LMST] 
RAMBO0ST が UMB メモ リ に プロ グラ ム ま た は デバ イス ドラ イ バ を 適合 させ 
る 場合 の 順序 を 変更 する 
人 RAMBOOST が Passive モー ド に な っ て いる 場合 に だ け 有 効 
FIRST 一 空き UMB メ モリ を 低位 アド レス より 検索 し て 、 最 初 に メ 
モリ サイ ズ の 要求 を 満た す プ ロック に プロ グラ ム を 導入 す 
る 。 省 略 時 の 設定 
BEST 一 - UMB メ モリ ブロ ッ ク 要 求 の サイ ズ を 満た す 最 小 の UMB 
メモ リブ ロッ ク か ら 先 に 割り 振る 
LAST 一 - 空き UMB メ モリ を 高位 アド レス より 検索 し て 、 最 初 に メモ 
リサ イズ の 要求 を 満た す ブ ロッ ク に プロ グラ ム を 導入 する 
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@ [IF] セク ショ ン 
この セク ショ ン は 、 特 定 の プロ グラ ム お よび デバ イス ドラ イ バ の メモ リ 条 件 
を 、 次 の 一 般 形 式 で 指定 する 。 
filename.ext 三 data 
filename.ext は 、 プ ログ ラム また は デバ イス ドラ イ バ の ファ イル 名 。 filename. 
ext に は パス を 含ん で は な ら な い 。 
この 指定 に 関連 する デー タ に は 、1 つま た は 複数 の 次 の 式 を え 入 れる こと が で 
きる 。 個々 の 式 は 、 カ ンマ と 少な く と も 1 つの スペ ー ス に よっ て 区 切る 。 
《 注 》 この セク ショ ン の 項目 の 順序 を 変更 し て は な ら な い 。 
各 PIF の 指定 に は 次 の 指定 が 可能 。 個 々 の 文節 は カン マ で 区 切る 。 
low 0r Ni[= ニ [セグ メン ト ]] 


low ーー 一 一 プロ グラ ム ま た は デバ イス ドラ イ バ を UMB メモ 
リ に 配置 し な いよ うに 勧告 する 

high 一 ーーーー- プロ グラ ム ま た は デバ イス ドラ イ バ を UMB メモ 
リ に ロー ド す る こと を 通知 する 

[セグ メン ト ] 一 一 プロ グラ ム ま た は デバ イス ドラ イ バ を 指定 の [ セ 


グ メ ント ] アド レス 以上 の 領域 に ロー ド し よう と 
する (high と と も に 指定 する ) 
n68H 王 XXX. 
プロ グラ ム が メモ リ に ロー ド し て 初期 化す る の に 必要 な 最小 メモ リ 量 を 指定 
する 
ke6p 三 XXX 
プロ グラ ム ま た は デバ イス ドラ イ バ の 初期 化 後 、 常 駐 す る の に 必要 な メモ リ 
量 を RAMBOOST に 通知 する 
SiZ6 三 XXX 
PIF [タグ ] に 一 致す る ファ イル 名 の サイ ズ と xxx を 比較 する 
この フィ ー ル ド は な く て も よい 
BS 
PIF を SmartFrame の ロー ド に 使用 で きる よう に RAMBOOST に 命令 する 
lpcked 
指定 の 既存 PIF レコ ー ド を RAMBOOST が 変更 する の を 防止 する 
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例 joyw に ロッ ク さ れ て いる PIF は 、 常 に 基本 メモ リ に ロー ド さ れ 、high 
に ロッ ク さ れ て いる PIF は 常に UMB メ モリ に ロー ド さ れる 。PIF を 
ユー ザ が 編集 する 場合 は 、 ロ ッ ク 対 象 コ マン ド の 前 に カン マ と 、 少 な 
く と も 1 つの スペ ー ス を 挿入 し な けれ ば な ら な い 


@ [Learn.PIF] セク ショ ン 

RAMBOOST は 、Learn モー ド パ ス の 完了 に より 活動 化 さ れ た と き (オン ラ 
イン 最適 化 ) 、 お よび [Learn] Option=KeepInfo が 有効 に な っ て いる 場合 に 
この セク ショ ン を 生成 する 。 

この セク ショ ン に は 部 分 PIF (部 分 プロ グラ ム 情 報 ) 指定 が 配置 され る 

これ ら の PIF に は 、RAMBOOST が UMB メ モリ に 入れ る 候補 と みな し た 
各 プ ログ ラム また は デバ イス ドラ イ バ の 名 前 と サイ ズ が 、 そ の 初期 お よび 最終 
メモ リ 要 求 と と も に 、 記 録 さ れ て いる 


ゝ 


@⑯「[Lgarn.UMB] セク ショ ン 
RAMBOOST は 、Learn モー ド パ ス の 完了 に より 活動 化 さ れ た と き (オン ラ 
イン 最適 化 ) 、 お よび [Learn] Option= ニ KeepInfo が 有効 に な っ て いる 場合 に 、 
この セク ショ ン を 生成 する 。 指 定 は 次 の と お り 。 
umb 王 範囲 
始動 時 に 使用 で きる UMB メモ リブ ロッ ク の 範囲 を 、 基 本 お よび 上 限 の セグ 
メン ト ア ドレ ス で 指定 する 。 





DBLSPACE.INI フ ァイル は 、ADDSTOR.INI ファ イル と 共に 、SuperStor/ 
DS デー タ 圧縮 プ ログ ラム を 制御 する 。 
FrstDme 
互換 上 の 理由 か ら 残 され て いる が 、SuperStor/DS は 無視 する 
laste ニ ドラ イブ 名 
圧縮 プロ グラ ム が 割り 当て る こと の で きる 最後 の 文字 を 指定 する 
金 ActivateDrive ステ ー ト メン ト が この パラ メー タ で 指定 し た ドラ イブ 
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誠 葉 へ コー ンー. 


文字 より 大 きい ドラ イブ 文字 を 使用 し た 場合 は 、 指 定 し た 値 が 上 書き 
され る 
MaxRemovahleDve 王 nm  - < RC Ceeteceteecee 
シス テム 始動 時 に マウ ント で きる ディ スク の 最大 数 を 指定 す 
指定 し た 台数 以上 の ディ スク を マウ ント する に は 、 こ の 値 を 変更 し て 
シス テム を 再 始 動 し な けれ ば な ら な い 
Activaterive 王 目 , D2n. txtrveeeccee cctereceeceeee etceee 
ホス トド ライ ブ と その 圧縮 ドラ イブ を 活動 化す る よう に 指示 する 
【n が 0 の 場合 】 
D1 ホス トド ライ ブ 名 を 表す 
D2 一 一 圧 緒 ド ライ ブ の 文字 を 表す 








0 圧縮 ボリ ュー ム フ ァ イル (CVF) の エク ステ ンション を 表 
す 。 圧 ボ リュ ー ム ファ イル 名 は DBLSPACE.000 
【n が 0 以上 の 場合 】 
DI 一 一 圧縮 ドラ イブ 名 を 表す 
D2 一 一 - 圧縮 ボリ ュー ム フ ァ イル を 含む せ ド ライ ブ を 表す 





圧 緒 ボ が リュー ム フ ァ イル の エク ステ ンション を 表す 。 圧縮 
ボリ ュー ム フ ァ イル 名 は DBLSPACE.xxx で 、xxx は 1- ン 
25S まで の 任意 の 整数 


1 





ADDSTOR.INI ファ イル は 、DBLSPACE.INI ファ イル と 共に 、SuperStor/ 
DS デー タ 有 圧縮 プロ グラ ム を 制御 する 。 


AUTO ・ teteeteeeeeertserteetcte ee 
ディ スク 上 に 圧縮 ボリ ュー ム フ ァ イル を 認識 で きた 場合 に 、 自 動 的 に その 
ディ スケ ッ ト を マウ ント する ドラ イブ を 指定 する 
指定 で きる ドラ イブ は ドラ イブ A また は ドラ イブ B 
全 リ スト され た ドラ イブ の み が 自 動 マ ウン ト さ れる 
NMOAUTO 
自動 マウ ント 可能 な ドラ イブ A お よび ドラ イブ B の ディ スク また は 取り 外 
し 可能 ドラ イブ に 、 バ ッ フ ァ を 割り 振ら な いよ うに 指定 する 
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デー タ と スタ ッ ク 、 圧 縮 、 お よび 内 部 バッ ファ 用 の ブロ ッ ク を 基本 メモ リ に 
割り 振り 、 ド ライ ブリ スト 用 の ブロ ッ ク を 基本 メモ リ ま た は XMS に 割り 振 
る よう に 指定 する 

QEMM また は 386MAX を 使用 し 、 ド ライ バ を シス テム 予約 メモ リ 
に ロー ド し て いる 場合 に 設定 する 
NOXMS meeeereeeeee wet CC 
ドラ イ バ が 拡張 メモ リ を 使用 し な いよ うに する 
人 プログラム オー バー レイ 用 ブロ ッ ク お よび ドラ イブ リス ト 用 ブロ ッ ク 
を 、UMB メモ リブ ロック また は 基本 メモ リ か ら 割 り 振る 。 低速 マシ 
ン で も 、 よ り 高 い パ フォ ー マ ン ス を 実現 で きる 

@e ADDSTOR.INI パラ メー タ に よる 影響 
・NOAUTO パラ メー タ 
シス テム メモ リ を 節約 し 、SuperStor/DS が 管理 で きる 最大 8 個 の ドラ イブ 
名 の いずれ も 使用 し な く て すむ よう に する 。 こ の パラ メー タ を 使用 する と 始 
動 時 に パフ ォ ー マ ンス が 向上 する 
・NOXMS パラ メー タ 
ドラ イ バ の メモ リ 要 求 に 応じ て 7.SK バイ ト が 追加 きれ 、 ド ライ バ の 実行 束 
度 が いく ぶん 速く な る 
・NOUMB パラ メー タ 
基本 メモ リ 要 求 に 応じ て 最大 10K バイ ト か 追加 され る 





DOSV.INI フ ァイル は 、DOS/YV 環境 の 初期 化 の た め の 、DOS/V 関連 モ 
ジュ ー ル の パラ メー タ に 関す る 情報 が 記述 され て いる 。 

DOSV.INI ファ イル は 、DOS の 導入 プロ グラ ム に よっ て 作成 され 、DOS/V 
カス タマ イズ プロ グラ ム (SETUPV.EXE) に よっ て 内 容 が 修正 され る 。 


@[FOnt] セク ショ ン 
FntPah ニ [パス 名 ] 
SBCSxxyy、DBCSxxyy、 お よび UCDxxxx が 指定 する 全 フ ォ ン ト フ ァイル が 含 


まれ る ディ レク トリ の パス 名 を 指定 する 半 作 替 HOS7Y の 尊 用 7 ア 
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バス 名 は 必ず “ ぎ ” 記号 で 終わ ら な けれ ば な ら な い 。 省略 し た 場合 に 
は FontPath 三 C: 王 と な る 
SBCSxxyy 三 [Emalled | DiSahled | HOm。[ フ ォ ン ト フ ァイル 名 ]] 
DBCSxxyy ニ [Emalled | DiSahled | HOm, [フォン ト フ ァイル 名 ]] 
半角 フォ ント パタ ー ン お よび 全角 フォ ント パタ ー ン を 含む フォ ント ファ イル 
の 名 前 を 指定 する 





xx 一 ーー 文字 フォ ント の 幅 

yy ーーーー 文字 フォ ント 高き 

Enabled 一 一 フォ ント デー タ を メモ リ に ロー ド す る 
Disabled 一 フォ ント デー タ を メモ リ に ロー ド し な い 
Rom フォ ント ROM の デー タ を 優先 し て 使用 する 


省略 する と 少な く と も 次 の 値 が 仮定 され る 
SBCS0816 三 ROM, $JPNHN16.FNT 
SBCS0819 三 ROM, $JPNHN19.FNT 
DBCS1616 三 ROM, $JPNZN16.FNT 
12 ドッ ト お よび 24 ド ッ ト の フォ ント パタ ー ン を 利用 する 場合 は 、 次 
の よう に 指定 する 
SBCS0612 三 Enabled,$JPNHN12.FNT |I2 ド ッ ト 半 角 フ ォ ン ト 
DBCS1212 三 Enabled, $JPNZN12.FNT 1I2 ドッ ト 全 角 フ ォ ン ト 
SBCS1224 三 Enabled,$JPNHN24.FNT で 24 ドッ ト 半 角 フ ォ ン ト 
DBCS2424 三 Enabled, $JPNZN24.FNT 24 ドッ ト 全 角 フ ォ ン ト 
UExxyy ニ [Enahled | DiSalled, [フォ ント ファ イル 名 ]] 
ユー ザ 定 義文 字 フ ォ ン ト (UDC:User-Defined Character) の 名 前 を 指定 する 
xx ーー 一 文字 フォ ント の 幅 
yy ーーーーー 文字 フォ ント 高き 
省略 し た 場合 に は 次 の 値 が 設定 され る 
UDC1616 三 Enabled, $SYSIZ16.FNT 
UDC2424 三 Enabled, $SYSIZ24.FNT 
UDCRange ニ [XXxX。 VVVV] 
ユー ザ 定 義文 字 フ ォ ン ト の 開始 コー ド を 16 進数 で 、 文 字数 を 10 進数 で 指定 
する 
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金 指定 し た ユー ザ 定 義文 字 の 数 は 、94 の 倍数 に 切り 上 げ ら れる 。 省略 
し た 場合 に は UDCRange=F040,658 が 設定 され る 。 こ の 値 は 
CONFIG.SYS の 中 の $FONT.SYS の / リ ニー パラメータ と 同じ 
xxxx 一 一 開始 コー ド 。F040 に 固定 。 ユ ー ザ は 変更 で き な い 
yyyy 一 一 ユー ザ 定 義文 字 の 数 
Methd ニ [LTO | INT15 | XMS] 
フォ ント パタ ー ン の た め の メ モリ 割り 振り を 指定 する 
AUTO 一 メモ リ 割 り 振り の 方 法 を SFONT.SYS が 自動 判定 する 。 省 
略 時 の 設定 
INT1S 一 INI 15H を 使用 する 
XMS 一 - XMS を 使用 する 
SKKDic=[SKK 用 辞書 名 ] 
単 漢字 変換 ($IAESKK.SYS) が 使用 する 辞書 ファ イル を 指定 する 
ぐ 辞 書 フ ァイル は FontPath パラ メー タ で 指定 し た パス に し な けれ ば な 
ら な い 。 省略 し た 場合 に は 次 の ファ イル が 設定 され る 
SKKDic=SSYSIDIC.FNT 





@⑯「[DiSDlay] セク ショ ン 
DOS/V ビデ オ サ ブ シス テム ($DISP.SYS) が 参照 する 。 
HDWRScrl=[AUTO | ON | LC | 0FF] 
エミ ュ レ ー ト テキ スト モー ド 、03H、73H に お ける 画面 スク ロー ル 方 法 を 指 


定 す る 
AUTO 一 $DISP.SYS が 自動 判定 する 。 省 略 時 の 設定 
ON 一 一 APA 開始 アド レス レジ スタ の み を 使用 する 
LC 一 一 - APA 開始 アド レス レジ スタ と ライ ンコ ン ペ アレ ジス タ を 
使用 する 
OFF 一 一 APA 開始 アド レス レジ スタ 、 ラ イン グラ フィ ッ ク コ ン ペ 


アレ ジス タ の いずれ も 使用 し な い 。 画面 イメ ー ジ デー タ の 
複写 に よっ て の み ス クロ ー ル する 
TextBuffeSize 三 XXX 
テキ スト バッ ファ サイ ズ の 最大 値 を |0 進数 で 指定 する 
CONFIG.SYS の 中 の $DISP.SYS の /TS= ニ パラ メー タ と 同じ 機能 
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語 へ コー ジー. 
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@ [KeyDOard] セク ショ ン 
DOS/V 入力 支援 サブ シス テム (SIAS.SYS) が 参照 する 。 
Tymm=[JPIUSIM1J3] で 。 で 0 0 0 
キー ボー ド タ イ プ を 指定 する 
CONFIG.SYS の 中 の $IAS.SYS の /K ニ パラメータ と 同じ 機能 


JP 一 一 日 本 語 106 キー ボー ド (5576-001/002/003/A01/B01/CO1) 。 
省略 時 の 設定 

US 一 一 米国 英語 101 キー ボー ド 

AX 一 一 AX キー ボー ド 

J3 一 一 東芝 J3100 ノー トブ ッ ク 型 キー ポ ボード 


人 @ [InDut] セク ショ ン 
DOS/V 入力 支援 サブ シス テム (SIAS.SYS) が 参照 する 。 
L0ad ニ 9 | BASE] . teteeecteteteccteeceeeetetectceetceteeectttette 
こ に $IAS.SYS を ロー ド す る か を 指定 す 
全 CONFIG.SYS の 中 の SIAS.SYS の /X ニ パラ メー タ と 同じ 機能 
AUTO 一 EMS メモ リ が 使用 可能 な 場合 、ILAS を EMS メモ リ に ロー 
ド す る 。 十分 な EMS メモ リ が な い 場 合 は 基本 メモ リ に 
ロー ド す る 。 省略 時 の 設定 
BASE 一 - EMS メモ リ が 使用 可能 で あっ て も 、 基 本 メモ リ に ロー ド 
する 
Roman= ニ [ON | OFF] 
IAS の 初期 設定 で ロー マ 字 入力 モー ド に する か どう か を 指定 する 
CONGIG.SYS の 中 の S$IAS.SYS の /R= ニ の パラ メー タ と 同じ 機能 
ON 一 一 初期 状態 が ロー マ 字 入力 モー ド に する 
OFF 一 - 初期 状態 が ロー マ 字 入力 モー ド に し な い 。 和 省略 時 の 設定 
BrphOnTheSnot=[ON | OFF] 
グラ フィ ッ ク モ ー ド で スポ ボッ ト 変 換 を 有効 に する か どう か を 指定 する 
全 CONGIG.SYS の 中 の SIAS.SYS の /G ニ の パラ メー タ と 同じ 機能 
ON 一 一 スポ ッ ト 変 換 を 有効 に する 
OFF 一 スポ ッ ト 変 換 を 無効 に する 。 省 略 時 の 設定 
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DismlaySSL= ニ [26 | 25 | Tnmlg] 808 
シフ ト 状 況 表示 域 (SSL:Shift Status Line) の 表示 位置 を 指定 する 
26 可能 で あれ ば 画面 モー ド を 26 行 モ ー ド に 変更 し 、 最 下位 
行 を シフ ト 状 況 表示 域 に 予約 する 
25 一 一 - 253 行 画面 の 25 行 目 に シフ ト 状 況 を 表示 する 。 省 略 時 の 設定 
Toggle 一 シス テム が 「 か な 漢字 入力 モー ド 」 に な る まで 、 シ フト 状 
況 表示 域 は 予約 され な い 





@⑯「[Printer] セク ショ ン 
DOS/V プリ ンタ ドラ イ バ マ ネー ジャ ($PRN.SYS) と 個々 の プリ ンタ ドラ イ 
バ が 参照 する 。 
(LPTX) 
LPTI/LPT2/LPT3 は 、 サ ブ セ ク ショ ン で あり 、LPTx の x に は プリ ンタ が 接 
続 さ れる ポー ト 番 号 を 指定 する 
PinterDriver ニ PHNIBM.COM | PHNESEP.COM | EPRNIBM.COM | EPHNESCP.COM | EPCLIBM.COM 
| EPCLESEP.COM | NONE 
各 ポ ー ト に 組み 込ま れる プリ ンタ ドラ イ バ を 指定 する 
PRNIBM.COM、PRNESCP.COM、EPRNIBM.COM、EPRNESCP.COM 
EPCLIBM.COM、EPCLESCP.COM、NONE 
UUCBuffer 三 XXXX[, WW] 
ユー ザ 定 義文 字 を 印刷 する た め の バ ッ フ ァ を 文字 コー ド ま た は 文字 コー ド の 
範囲 で 指定 する 
例 PrinterDriver が PRNESCP.COM の 場合 の み 有効 
UDCImage 三 [L0aded | NotL0aded] 
ユー ザ 定 義文 字 の フォ ント イメ ー ジ の 転送 方 法 を 指定 する 
金 PrinterDriver が PRNIBM.COM で 、 か つ IBMJTYPE が 32 また は 48 
の 場合 に の み 有 効 
NotLoaded 一 文字 印刷 の た びに プリ ンタ に 送る 。 省 略 時 の 設定 
Loaded 一 一 すべ て の ユー ザ 定 義文 字 の フォ ント イメ ー ジ を プリ ン 
タ に 送っ て お く 。 あ ら か じ め USRFNT コマ ンド で 
ユー ザ 定 義文 字 の フォ ント イメ ー ジ を プリ ンタ に 登録 
し て お く 必 要 が ある 
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DriverStatus ニ Emalled | isalled 
Enabled 一 一 ドラ イ バ を 有効 に する 
Disabled 一 一 ドラ イ バ を 無効 に する 。 ド ライ バ は INT 17H で 印刷 
する デー タ に 対し 、 何 ら 処 理 を 行わ な い 
Exchanmge= ニ [ON | OFF] 
JIS X0208-1983 で コー ド ポ イン タ の 変更 が 行わ れ た 26 組 の 漢字 に 対し て 、 
シフ ト JIS コー ド か ら JIS 16 進 コ ー ド へ の 変換 を 制御 する 
今 PrinterDriver が PRNESCP.COM の 場合 に の み 有 効 


ON 一 一 シフ ト JIS コー ド を JIS 16 進 コー ド に 変換 する 。26 組 の 
入れ 替え を 行う 
OFF 一 シフ ト JIS83 並び の シフ ト JIS コー ド を JIS 16 進 コー ド 


に 変換 する 。26 組 の 入れ 替え は 行わ な い 。 省 略 時 の 設定 
IBMJTVme= ニ 24 | 32 | 48 
IBM PS/55 プリ ンタ の 種類 を 指定 する 。 こ の パラ メー タ は PrinterDriver が 
PRNIBM.COM の 場合 に の み 有 効 
24 一 IBM 5575/3377 系 _ 24 ドッ ト プ リ ンタ 
32 一 IBM 53587 系 _ 32 ドット プ リン タ 
48 一 IBM 3584 系 48 ドット プリ ンタ 
EPmType= ニ PRO | LO 
英語 プリ ンタ の 実際 の タイ プ を 指定 
今 PrinterDriver が PRNIBM.COM ne 


PRO 一 IBM Personal Printer Series II (24 ド ッ ト ) ま た は 
Proprinter X24E/XL24E 
LQ 一 一 EPSON LQ 1050 (ESC/P 24 ドッ ト 英 語 プ リン タ ) 


PanerWidh 三 Narrw | Widg 
プリ ンタ が 処理 で きる 用 紙 の 幅 を 指定 する 
全 PrinterDriver が EPRNIBM.COM また は EPRNESCP.COM の 場合 に 
の み 有 効 
Narrow 一 最大 幅 が 8 イン チ 以 下 用 の プリ ンタ 
Wide 一 - 最大 幅 が 13.6 イン チ 以 下 用 の プリ ンタ 
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PanerSize= ニ ITR | A4 
プリ ンタ 用 紙 の サイ ズ を 指定 する 
PrinterDriver が EPCLIBM.COM お よび EPCLESCPICOM の と き の 


み 有 効 
A4 一 一 A4 サ イズ 
LTR 一 レタ ー サ イズ 





DOSV.INI ファ イル を アク セス する DOS の モジ ュー ル は 次 の 順に ファ イル 
を 検索 する 。 

【 デ バイ ス ド ラ イ バ の 場合 】 
(1)CONFIG.SYS の /INI= ニ パラ メー タ で 指定 し た ディ レク トリ 

(2) デ バイ ス ド ラ イ バ が 存在 する ディ レク トリ 


【 実 行 プ ログ ラム の 場合 】 
(1)/INI= ニ パラ メー タ で 指定 し た ディ レク トリ 
2) 実行 プロ グラ ム が 存在 する ディ レク トリ 





誠 藻 らき コー ジー. 


$DISP.SYS に 対す る /TS= ニ パラ メー タ の よう に 、CONFIG.SYS ファ イル の 
中 と DOSV.INI ファ イル と で 同じ 項目 に 対し て 異な る パラ メー タ を 指定 し 、 
矛盾 する 可能 性 が ある 。 この 場合 、CONFIG.SYS ファ イル に 指定 し た パラ メー 
タ が DOSV.INI ファ イル に 指定 し た も の より 優先 され 、DOSV.INI フ ァイル 
の パラ メー タ は 無視 され る 。 
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EE に だ 
DOS/V コ ユー テリ テ , 








DOS J6.1/V で 、 フ ルス クリ ー ン 画面 や Windows 上 で 動作 する ユー ティ リ 
ティ が 何 本 か 追加 され た 。 そ の 多く は 、PC Tools や Norton Uiilities と いっ 
た 商品 に 含ま れ て いた も の を OEM し た も の で あり 、 す で に 多く の ユー ザ に 支 
持 さ れ て きた 実績 の ある 製品 で ある 。 も ちろ ん 、 こ れ ら の ユー ティ リティ パッ 
ク を 購入 すれ ば 同じ 機能 を 入手 で きる が 、“DOS に バン ドル され て 簡単 に 手 に 
入る "、“ 日 本 語 化 され て いる " な ど メ リッ ト は 大 きい 。 

DOS コマ ンド ライ ン か ら 起 動 す る ユー ティ リティ は 、 


@ デ ィ ス ク 圧 縮 (SuperStor/DS) 

信 バ パッ クア ッ プ (Central Point バッ クア ッ プ ) 

念 削除 ファ イル 復元 (Central Point アン デリ ー ト ) 
@V-Text 機能 (DSPX) 

代 @ フ ァイル 転送 (InterLnk) 

⑱ ウ ィ ル ス 監 視 (IBM アン チ ウ ィ ル ス ) 

信 対 話 型 環境 設定 (SETUPV) 

⑯ フ ァイル 配置 最適 化 (DEFRAG) 

@ ス クリ ー ン エディ タ (E エディ タ ) 

プロ グラ ム 自 動 実行 (Central Point スケ ジュ ー ラ ) 


が 、Windows 用 の ユー ティ リティ と し て は 、 


バッ クア ッ プ 
@IBM アン チ ウ ィ ル ス 
@ ア ン デ リー ト 
介 スケジュ ー ラ 


が ある 。 これ ら は DOS 用 ユー ティ リティ と 同じ も の 、 ま た は サブ セッ ト と な っ 
て いる 。 
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SuperStOor/ DS 





誤 ハー ド デ ィ スク の 実質 容量 を 倍 に する 

PC DOS J6.x/V の 最大 の 目玉 が ディ スク 圧縮 メー ティ リティ 、SuperStor/ 
DS が バン ドル され た こと だ ろう 。 

最近 で は Windows や マル チ メ デ ィ ア の 普及 に より 、 パ ソコ ン に 必要 な ハー 
ド デ ィ スク の 容量 は 増え る ば か り で ある 。 Windows3.1 は アウ トラ イン フォ ン 
ト の 漢字 TrueType が 組み 込ま れ た こと に より 、 フ ルイ ンス トー ル す る と 30M 
バイ ト 近 い 容 量 を 占め る 。 一 大 郎 Ver.? for Windows の 日 本 語 FEP で ある 
ATOK8 は 辞書 サイ ズ だ け で 3M バイ ト 弱 、 バ ックス の VJE-Delta は 辞書 が 
3.4M バイ ト も ある 。 

こう し た 状況 で ハー ド デ ィ スク の 大 容量 化 と 値下がり は 激しく 、 デ スク トッ 
プ 型 で は 200M て 300M バイ ト が 標準 と な り 、 ノ ー ト 型 で も 100M バイ ト 以 上 
の モデ ル が 一 般 的 な も の と な っ て きた 。 ほ と ん どの デス クト ッ プ 型 や 一 部 の 
ノー ト 型 に お いて は 後 か ら ハ ー ド ディ スク を 増設 で きる の で 、 現 在 の ハー ド 
ディ スク が 手狭 に な っ た ユー ザ は 増設 し た り 取 り 替 えて し まえ ば よい 。 し か し 
ノー ト 型 で 取り 替え ん が きか な いと か 、 会 社 の 備品 を ど で 増設 が まま な ら な いこ 
と も ある だ ろう 。 

この よう な マシ ン を 救う の が 、 デ ィ ス ク 有 圧 緒 ユー ティ リティ で ある 。 こ の ユー 
ティ リティ は ディ スク 上 の ファ イル を 圧縮 し て 保存 し 、 実 行 時 に 必要 な ファ イ 
ル だ け を 元 に 戻す こと で 、 デ ィ ス ク の 実質 的 な 容量 を 増やす と いう も の 。 い く 
つか 商品 と し て 出回っ て いる が 、DOS J6.1/V の 元 と な る PC DOS 6.1 から 
AddStor 社 の SuperStor が OEM で バン ドル され た 。SuperStor/DS の “DS" 

、 英語 版 マ イク ロ ソ フト MS-DOS 6.0 で 採用 され た ディ スク 圧縮 ユー ティ 
リティ DoubleSpace と 互換 性 が ある 、 と いう 意味 だそ うだ 。MS-DOS 6.0 の 
方 が PC DOS 6.1 より も 一 足 先 に リリ ー ス され た た め 、 後 発 の PC DOS 6.1 
が 互換 性 を 保証 し た と いう わけ で ある 。 
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衣 ディ スン 圧縮 ユー ティ リティ の 功罪 
ディ スク 圧 縮 ユー ティ リティ を 使う に は 、 い くつ か の デメ リッ ト も 覚悟 し な 
けれ ば な ら な い 。 た と える ば 、 次 の よう な こと が あげ られ る 。 


@ ディ スク アク セス が 遅く な る 

ファ イル の 読み 書き や 実行 時 に いち いち 復元 と 圧 縮 を 行う た め 、 圧 縮 し て 
いな い デ ィ ス ク を アク セス する より も 遅く な る 。 

@ デー タ 破 壊 の 危険 が 増す 

ファ イル の 管理 方 法 が 複雑 に な っ て いる た め 、 特 に 圧縮 デー タ の 管理 領域 
が 破壊 きれ る と 、 圧 縮 し た ディ スク 全体 が 読め な く な っ て し まう 危険 性 が 
ある 。 

@ すべ て の デー タ が 圧縮 で きる わけ で は な い 

すでに 圧 し て ある デー タ 、 た と える ば LHA や PKZIP な ど で 圧 縮 し た 拡 
張子 が 「1zh」 や 「zip」 の ファ イル は 、 こ れ 以 上 圧 緒 できない 。 ま た 拡張 
子 が 「com」 や 「exe」 の 実行 ファ イル も 圧縮 率 は 低い 。 

@ ユー ザ メ モリ が 減る 

圧縮 / 復 元 の た め の プ ログ ラム が メモ リ に 常駐 する た め 、 ユ ー ザ メモ リ が 
その 分 圧迫 され る 。 


も ちろ ん 、 メ ー カ は これ ら に 対し て さま ざま な 対策 を 取っ て お り 、 高 速 な 圧 
縮 ア ル ゴ リ ズム の 採用 や ディ スク 圧縮 スー ティ リティ に 対応 し た 
SMARTDrive の 添付 、 チ ェ ッ ク プ ログ ラム や バッ クア ッ プ プロ グラ ム の 添 付 、 
メモ リ 管 理 プ ログ ラム の 強化 な ど が 図ら れ て いる 。 

また 、 注 意 し な けれ ば な ら な いこ と は 、 シ ステ ム 起 動 用 や 圧 緒 デ ィ ス ク 管 理 
デー タ の 保存 用 な ど に 非 圧縮 領域 が 必要 と な る こと だ 。 最 初 に DOS を 起動 す 
る た め に は 、 圧 縮 し て いな い デ ィ ス ク か ら 実 行 し な けれ ば シス テム も 読み 込め 
な い 。 ま た 、Windows の スワ ッ プ ファ イル な ど 速 度 を 上 げ る た め の 一 時 ファ 
イル は 人 非 圧縮 領域 に 作成 し な いと 効率 が 落ち る 。 圧縮 領域 と 非 圧 縮 領 域 は 自動 
的 に 最適 な 割り 振り が な され る が 、 ハ ー ド ディ スク の 残り 容量 が 1M バイ ト を 
割っ て いる 、 な ど と いう 状態 で は 圧縮 すら で き な い 。 
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SuperStor/DS の 機能 


DOS J6.3/V に バン ドル され た SuperStor/DS は 、 次 の よう な 機能 を も っ て 
いる 。 


@ すべ て の メデ ィ ア タイ プ に 対応 
ハー ド デ ィ スク だ け で な く 、 す べ て の 取り 外し 可能 な メデ ィ ア 、 た と えば 
Syqueet リム ー バ ブル ディ スク 、Bernoullli リム ー バ ブル ディ スク 、 フ ロ プ 
ティ カル ディ スク 、PCMCIA/JEIDA カー ド デ ィ スク お よび フロ ッ ピ ー 
ディ スク に 対応 し て いる 。 

@ 取 り 外 し 可能 メデ ィ ア の 自動 マウ ント 
取り 外し 可能 な メデ ィ ア が ドラ イブ に 挿入 され る と 、 圧 縮 され て いな い メ 
ディ ア か SuperStor/DS の 自動 マウ ント メデ ィ ア か を 判別 し 、 自 動 マ ウン 
ト す る 。 

@ SuperStor/DS の な い マ シン で の 読み 書き 
SuperStor/DS が イン スト ー ル され て いな い コ ンピュータ で も 圧縮 し た 取 
り 外 し メデ ィ ア を 読み 書き で きる よう 、 汎 用 デー タ 変 換 (UDDE) ドラ イ バ 
が 用 意 き れ て いる 。 

@ メデ ィ ア の 圧縮 する 範囲 指定 
メデ ィ ア 全体 を 圧 緒 す る か 、 空 いて いる 領域 だ け を 圧縮 する か の 指定 が で 
きる 。 

@ 圧縮 率 の 選択 
標準 の 圧縮 率 は 2 : 1 で ある が 、 圧 緒 し や すい デー タ に 対し て は より 高い 
圧縮 を か ける こと が で きる 。 

@ エラ ー 対 策 に ディ スク 修復 ユー ティ リティ 機能 

圧縮 し た ファ イル に エラ ー が 発見 され た 場合 、 デ ィ ス ク は 読み 取り 専用 に 
設定 され 、SSUTIL ユー ティ リティ の ディ スク 修復 機能 を 実行 し 、 エ ラー 
を 訂正 し な けれ ば デー タ を 書き 込む こと が で き な く な る 。 

@DOS コマ ンド か 対応 
FORMAT、CHKDSK、SYS、DEFRAG な どの DOS コマ ンド は 、SuperStor 
/DS に 対応 する よう に 拡張 され て いる 。 
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語 SuperStor/DS の プロ ブラム 


SuperStor/DS は 次 の 3 つの プロ グラ ム 和 群 か ら 構 成 さ れ て いる 








SSTOR 圧縮 率 を 表示 し 、 デ ィ ス ク を 圧縮 し 、 圧 縮 デ ィ ス ク を マ 
ウン ト お よび マウ ント 解除 する 

SSUTIL シス テム の パフ ォ ー マ ンス を 向上 させ る た め の 分 析 お よ 
び 調 整 を 行う 

SSUNCOMP 一 一 ファ イル の 圧縮 を 解除 し 、SuperStor/DS を 導入 する 前 の 
状態 に 戻す 


議 SuperStor/DS を 使用 する の に 必要 な シス テム 要件 
SuperStor/DS を 使用 する に は 、 シ ステ ム が 次 の 要件 に 合っ て いな けれ ば な 
ら な い 。 


・0S は DOS J6.3/V 

・Windows は DOS J6.3/V に 対応 する Windows3.1 

・ ユ ー ザ メモ リ が 最低 5I12K パ バイト 

・| 個 以 上 の 5.25 イン チ あ る い は 3.5 イン チ デ ィ ス ケッ トド ライ ブ 
ブー トド ライ ブ に 最低 4M バイ ト 、 あ る い は 非 ブ ー ト ドラ イブ に 最低 2M 
バイ ト の 空き 容量 
圧縮 で きる ディ スク の 区 画 は 最大 256M バイ ト 


な お 、OS/2 や UNIX な ど 、 他 の OS で 使用 し て いる 領域 お よび 共有 領域 は 
圧縮 で き な い 。 圧 縮 する と それ ら の OS で 使用 で き な く な っ て し まう 。 


望 SuperStor/DS の 互 損 性 
DOS の プロ グラ ム の 中 で 次 の も の は 、SuperStor/DS と の 互換 性 が な い 。 


・FASTOPEN 一 - SuperStor/DS と 共に 使っ て は いけ な い 
・APPEND 一 一 - 「 準 備 / 圧 縮 」 時 に 使っ て は いけ な い 
・SHARE 「 準 備 / 圧 縮 」 時 に 使っ て は いけ な い 
・DATAMON 一 - ファ イル の 圧縮 時 お よび 圧縮 解除 時 に 使っ て は いけ な い 
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・Norton Utilities (バー ジョ ン 7 より 前 、Disk Doctor、NCACHE、Speedisk) 
・PC TOOLS Delux( バ ー ジ ョ ン 8 より 前 、Compress Disk、Disk Fix、 Mirror) 
・QEMM NOXMS パラ メー タ 

・OQRAM NOAUTO パラ メー タ 

・SpinRite (バー ジョ ン 3.| より 前 ) 

・Stacker 3.0/3.| 

・SuperStor 2.0 

・SuperStor PRO 

・WD-7000 FASST 


この 他 、 あ る 種 の キャ ッシュ プロ グラ ム 、 ス クリ ー ン セイ バー、 ウ ィ ル ス 侵 
入 阻止 プロ グラ ム 、 消 去 防 止 プ ログ ラム な ど は SuperStor/DS の 動作 を 異常 に 
する こと が ある 。 

また 、DOS の タス クス イッ チャ ー や Windows の DOS 窓 な どの マル チタ ス 
ク 環 境 で は SuperStor/DS は 実行 で き な い 。 

CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT の 中 で これ ら の プロ グラ ム を 登録 し て 
いる 場合 は 、 そ の 行 を コメ ント アウ ト し て リプ ブー ト し て か ら SuperStor/DS を 
実行 する こと 。 


議 ブー ト 可 能 な SuperStor/DS ディ スケ ッ ト を 用 意 する 

SuperStor/DS な ど 、 デ ィ ス ク 圧 縮 ツー ル は 改良 が 重ね られ 、 さ ま ざ ま な 安 
全 機能 が 付け 加 た られ て いる が 、 そ れ で も 通常 の DOS より は トラ ブル が 発生 
する 可能 性 が 高い 。 最 悪 、DOS も 起動 で き な く な っ て し まう 。 こ の よう な 場 
合 に 備 た を 、 あ ら か じ め 圧 し て いな い SuperStor/DS ブー ト 可能 ディ スケ ッ ト 
を 作っ て お きた い 。 


⑩ 2HD ディ スケ ッ ト を 1.44M バイ ト で フォ ー マ ッ ト す る 。 こ の と き 、/s オプ 
ショ ン を 付け て シス テム を 転送 し 、 ブ ー ト 可能 に し て お く 
Cy\> format a: /s 加 
@ ハ ー ド ディ スク か ら 下 記 の 必要 ファ イル を コピ ー す る 。 も ちろ ん Vz エディ 
タ な ど 使 いな れ た エディ タ が あれ ば 、E エディ タ (E.EXE、E.EX) の 代わ り に 
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それ を 入れ て お いて も よい 





$disp.sys 
$font.sys 
$jpnhn16.fnt 
$jpnhn19.fnt 
$jpnzn16.fnt 
attrib.exe 
chkdsk.com 
country.syS 
dblspace.bin 
defrag.exe 
(ウフ 

e.eX 

BVLEX 
format.com 
keyb.com 
keyboard.sys 
rtool.exe 
SStor.eXe 


Sssutil.exe 





ディ スケ ッ ト に 次 の よう な 内 容 の CONFIG.SYS ファ イル を 作る 





files 三 30 

country 三 081, 932, a:\country.sys 

device 三 a: ぎ $font.sys 

device 三 a:$disD.sys 

install 三 a: ギ keyb.com jp, 932, a:\keyboard.sys 











ディスケット を 書き 込み 禁止 に する 


これ で 、 た いて い の 場 合 は SuperStor/DS 圧 緒 デ ィ ス ク に アク セス で きる 。 
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トラ ブル の 状態 に よっ て は 、 圧 縮 ディ スク を 読み に いっ た まま ハン グ ア ッ プ 
し て し まい 、 ど うし て も DOS を 起動 で も き ない こと が ある 。 こ の よう な 場合 は 
リセ ッ ト し て 、 画 面 に 「Starting PC DOS.…」 の メッ セー ジ が 表示 され た ら す 
ぐに Mtl 5 キー を 押す 。 


繝 SuperStor/DS の 起動 
それ で は 、SSTOR を 使っ て ディ スク を 圧縮 する 手順 を 見 て みよ う 。 
DOS の コマ ンド ライ ン で 


C: ぎ > sstor 


と 入力 し 、 実行 する と SuperStor/DS デー タ 圧 ユ ー テ ィ リ ティ が 起動 する 。 




















画面 で 右側 に 表示 され て いる 「 シ ステ ム ・ デ バイ ス ・ リ スト 」 の 意味 は 
次 ペー ジ の と お り で ある 。 
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クイ 


内 容 





自動 マウ ント ・ デ ィ 


スク SuperStor/DS が 自動 的 に 読み 取る こと の で 
きる 圧縮 取り 外し 可能 ディ スク 





SuperStor/DS ディ スク 圧縮 ハー ド デ ィ スク 





ロー カル ・ デ ィ ス ク 


圧縮 し て いな い 通 常 の DOS ディ スク 





SuperStor/DS で 使用 可能 SuperStor/DS ディ スク また は 取り 外し 可能 


ディ スク の マウ ント に 使用 可能 な ドラ イブ 名 





取り 外し 可能 ホス ト 


・ デ ィ ス ク 圧縮 取り 外し 可能 ディ スク を 自動 マウ ント す 
る の に 必要 な ホス トディ スク 





SSTOR の メイ ン メ ニュ ー 





プレ ビュ ー 


準備 / 圧 縮 


ディ スク 全体 の デー タ を 読み 取り 、 全 ファ イル の 圧縮 前 の バ 
イト 数 と 圧縮 後 の バ イト 数 、 全 体 の 圧縮 率 を 表示 する 





指定 し た DOS ディ スク の 圧縮 の 準備 を 行い 、 圧 縮 する 。 こ 
こ で は 次 の 項目 を 指定 する 


・ 圧 緒 タイ プ ディ スク 全体 の 圧縮 
トト 人 nzozom 
ディ スケ ッ ト の 圧縮 
・ 圧 縮 ド ライ ブ 
・ 圧 縮 率 タイ プ 
・ 非 圧 緒 デ ィ ス クス ペー ス 
・ 圧 縮 ド ライ ブ の アク セス 名 
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マウ ント 解除 


圧 緒 ポ ボリ ュー ム フ ァ イル を ドラ イブ 名 に 結び 付け 、 ア クセ ス 
で きる よう に する 。 フ ァイル は 、SSTOR の [準備 / 圧 縮 ] 
オプ ショ ン に よっ て 作成 され た も の で な けれ ば な ら な い 





マウ ント し て ある SuperStor/DS ディ スク を 解除 する 。 マ ウ 
ント 解除 し た ディ スク は アク セス で き な く な る 








使用 状況 


マウ ント され て いる 圧縮 ディ スク の 使用 状況 を 表示 する 。 圧 
縮 状 態 、 実 際 の バイ ト 数 、 物 理 的 な バイ ト 数 、 圧 縮 率 、 節 約 
スペ ー ス な ど を 見 る こと が で きる 








バス ワー ト 








圧 縮 ディ スク に アク セス する た め の パ スワ ー ド を 設定 / 変 更 / 
削除 する こと が で きる 
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削 際 | 圧縮 ディ スク を 削除 する 。 す べ て の デー タ が 破壊 され る 








ヘル プ | ヘル プ を 表示 する 
終了 | SSTOR を 終了 し 、DOS コマ ンド プロ ンプ ト に 戻る 











詳 ディ スケ ッ ト を 圧縮 する 

SuperStor/DS で は ハー ド デ ィ スク だ け で な く 、 デ ィ ス ケッ ト を 圧縮 する こ 
と も で きる 。 た だ し 、 圧 緒 で きる の は 1M バイ ト 以 上 の 空き 容量 が ある ディ ス 
ケッ ト で な けれ ば な ら ず 、2DD ディ スケ ッ ト を 圧 緒 す る こと は で き な い 。 ま 
た 、 圧 縮 時 に は ディ スケ ッ ト に ある すべ て の ファ イル が 削除 され る の で 、 フ ォ ー 
マッ ト 後 か 、 不 要 な デー タ し か 残っ て いな いこ と を 確認 し な けれ ば な ら な い 。 

汎用 デー タ 変 換 (UDE) ユー ティ リティ を 併用 すれ ば 、DOS の UDEON. 
COM が 圧 緒 デ ィ ス ケッ ト の 非 圧 縮 領 域 に 自動 的 に コピ ー さ れ 、SuperStor/DS 
の な い コ ンピュータ で も 圧 縮 し た ディ スケ ッ ト を 取り 扱う こと が 可能 に な る 。 
た だ し 、 こ の 場合 で も SuperStor/DS 圧 緒 ディ スク を 読み 書き で きる の は 、DOS 
の UDEON コマ ンド が 動く コン ピュ ー タ で な けれ ば な ら な い 。 


ディ スケ ッ ト を 圧縮 する に は 
ディ スケ ッ ト の 圧縮 は 、 次 の 手順 で 行う 。 


⑯ SSTOR の [準備 / 圧 縮 ] か ら [ディス ケッ ト の 圧縮 ] を 選ぶ 
@ 圧 縮 す る ドラ イブ を 指定 する 

圧縮 率 タ イプ を 選択 する 

⑳ UDE ディ スク に する か どう か 、 指 定 する 


手順 @⑳ で UDE ディ スク を 選ぶ と 、UDEON.COM が 自動 的 に コピ ー さ れる 。 
望 圧縮 ディ スケ ッ ト を 読み 書き する 
SuperStor/DS が イン スト ー ル され て いな い コ ンピュータ SuperStor/DS 圧 


縮 デ ィ ス ク を 読み 書き する た め に は 、 最 低 1 枚 の UDE ディ スク を 用 意 し 、DOS 
の プロ ンプ ト で UDEON コマ ンド を 実行 し て お か な けれ ば な ら な い 。 
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SSUTIL は SuperStor/DS の 圧縮 ディ スク の 状態 を 微 調整 し 、 パ フォー マン 
ス を 向上 させ る た め の ユ ー テ ィ リ ティ で ある 。 デ ィ ス ク ド ラ イブ の 分 析 、 エ ラー 
の 修復 、 デ ィ ス ク の 最適 化 、 圧 縮 デ ィ ス クサ イズ の 縮小 / 拡 大 を 行う) こ と が で 
きる 。 

SuperStor/DS は 、 シ ステ ム 起 動 時 に 圧縮 ディ スク を 自動 検査 する 。 圧縮 ディ 
スク に エラ ー が 発生 し た 場合 、 デ ィ ス ク を 読み 取り 専用 に 設定 し て ディ スク 破 
壊 の 進行 を スト ッ プ させ 、SSUTIL で エラ ー を 訂正 する 。 

SSUTIL の メイ ン メ ニュ ー 





分 析 圧 緒 デ ィ ス ク に エラ ー が 発生 し た 場合 、 こ の メニ ュー て 検 
査 を 行い 、 修復 す る 。 サ ブ プ メ ニュ ー に は 、 次 の 3 つが ある 
・ デ ィ ス ク の 検査 
・ デ ィ ス ク の 修復 
・ デ ィ ス ク の 走査 
| ディ スク 調整 | ファ イル の 断片 化 を 分 析 し 、 最 適 化す る 。 サブ メニ ュー に | 
は 、 次 の 3 つが ある 
・ 断 片 化 分 析 
・ 最 適 化 
・ 整 理 
圧縮 ディ スク の パフ ォ ー マ ンス が 低下 し た 場合 、[ 断 片 化 
分 析 ] を 実行 し 、[ 最 適 化 ] か [整理 ] が 必要 で ある と 表 
示さ れ た ら 、 そ れ ぞ れ の コマ ンド を 実行 する 
ディ スク の 縮小 圧縮 ディ スク の サイ ズ を 縮小 し 、 そ の 分 を 非 圧縮 ディ スク 
に 割り 当て る 。 テ ン ポ ラリ ファ イル な ど 、 高 速 に 読み 書き 
する ファ イル は 、 圧 緒 ディ スク 上 に 作成 する と シス テム パ 
フォ ー マ ン ス が 低下 する の で 、 非 圧縮 ディ スク 上 に 作成 す 
べき で ある 
ディ スク の 拡張 [ディ スク の 縮小 ] コマ ンド で 縮小 し た 圧縮 ディ スク の サ 
イズ を 元 に 戻し た り 、 さ ら に 空き スペ ー ス が あれ ば 拡張 す 
る こと が で きる 
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SuperStor/DS の ディ スク 圧縮 を 解除 し 、 元 の 状態 に 戻す ユー ティ リティ で 
ある 。 こ の ユー ティ リティ を 使う 前 に は 、 デ ィ ス ク の 残り 容量 が 十分 に ある こ 
と を 確認 し な けれ ば な ら な い 。 安全 の た め 、 フ ァイル を バッ クア ッ プ し て お く 
べき だ ろう 。 ま た 、 圧 縮 解 除 は 圧縮 より も 非常 に 時 間 が か か る 。 

圧縮 解除 は 次 の 手順 で 行う 。 


⑯ DOS プロ ンプ ト か ら 次 の よう に 入力 する 
C:\> ssuncomp 
@ SSUNCOMP の メイ ン メ ニュ ー か ら [圧縮 解除 ] を 選択 する 
圧縮 を 解除 する ドラ イブ を 指定 する 
@⑳ 同 じ パ ス と 名 前 の ファ イル に 対す る 処理 方 法 を 次 の 中 か ら 選 ぶ 





| 上 書き | 重 徐 し た ファ イル 名 は ホス トディ スク に 上 書き する 
その まま 残す OO 





ま 残し 、 ホ スト ディ スク に 上 書き する 
質問 重複 ファ イル ご と に 「 上 書き 」 か 「 そ の まま 残す 」 か を 問 
い 合 わせ る 











SSUNCOMP で 圧縮 解除 を 実行 する と 、 以 下 の 順番 に 処理 が 行わ れる 。 
(I)SuperStor/DS ディ スク の 最適 化 

(2)SuperStor/DS ディ スク を 最小 サイ ズ に 縮小 する 

(3)SuperStor/DS ディ スク の 全 フ ァイル を ホス トディ スク に 移動 する 
(4)SuperStor/DS ディ スク ファ イル を 削除 する 








謀 DBLSPACE.BIN を 削除 する 

SSUNCOMP で SuperStor/DS 圧 緒 デ ィ ス ク フ ァ イル を すべ て 削除 し 、 
SuperStor/DS の 使用 を や め て し まっ て も 、 デ ィ ス ク 上 の DBLSPACE.BIN 
ファ イル は 残っ て お り 、 起 動 時 に メモ リ に ロー ド さ れ て し まう 。 つ まり 、 無 駄 
な ドラ イ バ が 貴重 な ユー ザ メ モリ を 消費 し 続け る わけ だ 。DBLSPACE.BIN は 
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隠し ファ イル 属性 と 読み 出し 専用 属性 、 シ ステ ム 属 性 が 付い て いる の で 、 そ の 
まま で は DEL コマ ンド て で 削除 で き な い 。DBLSPACE.BIN を 削除 する に は 、 
まず ATTRIB コマ ンド で 属性 を 変更 し 、 そ れ か ら 削 除 す れ ば よい 。 こ れ は 、 
次 の 手順 で 行う 。 


⑩ DOS の コマ ンド ライ ン か ら 次 の よう に 入力 し て 、 実 行 する 
C:\> attrib -h -r -s dblspace.bin |J| 

@ 続 け て 次 の よう に 入力 し て 、 実行 する 
C:\> del dblspace.bin 
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Central Point バッ クア ッ プ ( 





議 こ ろば ぬ 先 の バッ フク ア ッ プ 

パパ ソコ ン を 使っ て いる 限り 、 突 然 の 停電 ソフト ウェ ア の バグ 、 ウ ィ ル ス の 
侵入 、 ユ ー ザ の 誤操作 な ど に より 、 貴 重 な デ ー タ が 失わ れ て し まう こと は 避 け 
られ な い 。 DOS の シス テム 市 販 の アプ リケーション な ら ば 、 オリジナ ルディ 
スク か ら 再 イン スト ー ル すれ ば 復旧 も で きる が 、 ソ ー ス ファ イル や 原稿 、 ワ ー 
クシ ー ト 、 デ ー タ ベー ス 、 辞書 ファ イル な ど ユ ー ザ が オリ ジ ナ ル で 作っ た デー 
タ は 自分 で 複製 を 作っ て お か な けれ ば 、 だ れ も 救 出す る こと は で き な い 。 ソ パソ 
コン を 使う 上 で は 「 ハ ー ド ディ スク は 壊れ る も の で ある 」 と いう 前 提 に た ち 、 
日 頃 か ら バ ッ ク ア ッ プ を と る 習慣 を も た な けれ ば な ら な い 。 

一 番 簡 単 な バ ッ ク ア ッ プ は 、COPY コマ ンド を 使っ て ディ スケ ッ ト な ど に 
ファ イル を コピ ー す る こと だ が 、 大 容量 ハー ド デ ィ スク の 中 身 を まとめ て バッ 
クア ッ プ し ょ うと する と 、 こ れ は あま り に も 非 効率 的 で ある 。 

そこ で 、 前 回 の バッ クア ッ プ 後に 新た に 保存 きれ た り 、 変 更 が あっ た ファ イ 
ル だ け を コピ ー し た り 、1 枚 の メデ ィ ア に お さま ら な い 内 容 を 分 割 し た り 、 日 
時 を 指定 し て 自動 実行 する よう な 機能 を も つ バ ッ ク ア ッ プ ユー ティ リティ の 登 
場 と な る 。 

DOS J5.0/V で は バッ クア ッ プ ユー ティ リティ と し て “BACKUP.EXE” が 
標準 で 用 意 さ れん て いた 。BACKUP.EXE も 基本 的 な バッ クア ッ プ 機能 は 備え 
て いる が 、 オ プシ ョ ン は コマ ンド ライ ン の 起動 パラ メー タ と し て 指定 する し か 
な く 、 バ ッ ク ア ッ プ 先 も ディ スケ ッ ト か ハー ド デ ィ スク に 限ら れ て いた 。 





謀 CPBACKUP で 何 び で きる か 

DOS J6.3/V に バン ドル され た CPBAKCUP.EXE は 、 市販 バッ クア ッ プ 
ツー ル と し て 実績 の 高い Central Point 社 の PC Tools バック アッ プ が 元 に 
な っ て お り 、 フ ルス クリ ー ン で さま ざま な 設定 が 可能 と な っ て いる 。 ま た 、 バ ッ 
クア ッ プ 先 に は ディ スケ ッ ト と ハー ド デ ィ スク に 加え 、 リ ムー バブ ル ハ ー ド 
ディ スク や 兆 磁気 ディ スク (MO)、 テ ー プ スト リー マ な ど が 選択 で きる 。 テ ー 


第 己 章 DOS/V ユー ティ リティ 399 

















プス トリ ー マ は 低 容 量 (250M バイ ト 程 度 ま で ) だ が 安価 な QIC40/80 タイ プ 
の も の と 、SCSI で 接続 する 大 容量 (1IG バイ ト 以 上 ) の DAT や 8mm を 使っ た 
も の が 利用 で きる 。 

スケ ジュ ー ラ 機能 と 組み 合わ せれ ば 、 毎 日 や 毎週 な ど 決 まっ た 日 時 に 自動 的 
に バッ クア ッ プ する こと も で きる 。 業務 用 の 重要 な デー タ を 保存 し て いる ハー 
ド デ ィ スク の バッ クア ッ プ に も 十分 利用 で きる 。 
⑮CPBACKUP の 起動 画面 








まあ ーー ド * テ 
ッ ト に 複写 し 


8。 音 も っ で バック アッ ゴ し て お いた ファ イル を 回 
し を を ド ク に 書き 込み ます 。 


ッ ブ し た ファ イル か え の フ ァイル と 一 


Cenral Poi 
ゅ バッ クア ッ プ 


ML リ 














CPBAKCUP は 、DOS コマ ンド ライ ン 版 と Windows 版 と が 含ま れる 。 コ 
マン ドラ イン 版 は Windows の DOS 窓 か ら は 実行 で き な い の で 、 そ の 場合 は 
Windows 版 を 使わ な けれ ば な ら な い 。 当然 、 ユ ー ザ イン タフ ェ ー ス は 異な る 

、 両 者 の 機能 は まっ た く 同 じ で ある 。 

いずれ も ハー ド デ ィ スク か ら の バッ クア ッ プ 、 バ ッ ク ア ッ プ メディア か ら の 
復元 、 ハ ー ド ディ スク と バッ クア ッ プ メデ ィ ア と の 比較 が で きる 。 

また 、 バ ッ ク ア ッ プ 時 に デー タ を 暗号 化し て パス ワー ド に よる プロ テク ショ 
ン を 設定 し た り 、 ウ ィ ル ス を チェ ッ ク す る と いっ た セキ ュ リ ティ 対策 も 備わっ 
て いる 。 
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説 5 つの バッ クア ッ プ 方 法 

CPBACKUP で は 、 バ ッ ク ア ッ プ 後に 保存 属性 を 変更 する か どう か 、 す で 
に ある バッ クア ッ プ ファ イル に 上 書き する の か 、 追 加 す る の か 、 別 ファ イル を 
作成 する の か な ど に よっ て 5 つの バッ クア ッ プ 方 法 を 選ぶ こと が で きる 。 

た と えば 、1 週間 に 1 度 は 全 バ ッ ク ア ッ プ を 取り 、 毎 日 の 業務 終了 時 に は 追 
加 バ ッ ク ア ッ プ か 差分 バッ クア ッ プ を 取る よう に すれ ば バッ クア ッ プ メデ ィ ア 
の 数 や 処理 時 間 を 節約 する こと が で きる 。 


@ 全 バッ クア ッ プ 

アー カイ プ 属 性 の 有無 に か か わら ず 、 指 定 し た ドラ イブ の すべ て の ファ イル 
を ディ レク トリ 構造 ご と バッ クア ッ プ する 。 バ ッ ク ア ッ プ 終了 後に 保存 し た 
ファ イル の アー カイ プ 属 性 を クリ ア す る 。 も っ と も 安全 な バッ クア ッ プ 方 法 
で ある が 、 も っ と も 多く の バッ クア ッ プ メデ ィ ア と 時 間 を 必要 と する 。 

@ 全 ココ ピー バックアップ 

アー カイ プ 属 性 の 有無 に か か わら ず 、 指 定 し た ドラ イブ の すべ て の ファ イル 
を ディ レク トリ 構造 ご と バッ クア ッ プ する 。 バ ッ ク ア ッ プ 終了 後に アー カイ 
プ 属 性 を 変更 し な い の で 、CD-ROM ディ スク や ネッ トワ ー ク ドラ イブ な ど 、 
書き 込み 禁止 デバ イス の 内 容 を バッ クア ッ プ し た り 、 別 の マシ ン に 内 容 を ま 
る ご と コピ ー す る の に 適する 。 

@ 追加 バッ クア ッ プ 
アー カイ プ 属 性 が 設定 され て いる ファ イル だ け を バッ クア ッ プ し 、 全 バッ ク 
アッ プ フ ァ イ ル に 追加 する 。 全 バッ クア ッ プ を 取っ た 後 で 、 変 更 が あっ た ファ 
イル だ け を バッ クア ッ プ する こと が で きる 。 バックアップ 終了 後 は 、 ア ー カ 
イプ 属性 を クリ ア す る 。 毎日 の 業務 終了 後 の バ パック アッ プ な ど に 適し て いる 。 
@ 分 割 追加 バッ クア ッ プ 
アー カイ プ 属 性 が 設定 され て いる ファ イル だ け を バッ クア ッ プ する 。 対応 す 

る 全 バ バックアップ ファ イル へ の 追加 記録 は 行わ ず 、 別 の ファ イル に バッ ク 

アッ プ す る 。 全 バッ クア ッ プ ファ イル と 分 割 追加 バッ クア ッ プ と を 別 の メ 
ディ ア に 分 け て 保存 で きる 。 バ ッ ク ア ッ プ 終了 後 は アー カイ プ 属 性 を クリ ア 
する 。 全 バッ クア ッ プ ファ イル を 安全 な 場所 に 保存 し て お いて 、 バ ッ ク ア ッ 
プ を 取る こと が で きる 。 
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@ 差 分 バッ クア ッ プ 

アー カイ プ 属 性 が 設定 され て いる ファ イル だ け を バッ クア ッ プ する 。 対応 す 
る 全 パ バッ クア ッ プ ファ イル へ の 追加 記録 は 行わ ず 、 別 の ファ イル に バッ ク 
アッ プ す る 。 バックアップ 終了 後 、 ア ー カ イプ 属性 は クリ ア し な い 。 


議 3 つの ユー ザ レ ベル が 選択 で きる 
CPBACKUP を 実行 する ユー ザ の レベ ル を 3 段階 に 分 け て 設定 する こと が 
で きる 。 そ れ ぞ れ の レベ ル と 実行 可能 な 操作 範囲 は 次 の と お り と な る 。 


@ 初 級 
も っ と も 安全 で 簡単 な 操作 で バッ クア ッ プ を 実行 する 。 デ フォ ルト の 設定 を 
変更 し た り 、 設 定 を 保管 する こと は で き な い 。 
@ 中 級 
バッ クア ッ プ する ファ イル や バッ クア ッ プ 方 法 な ど 、 い くつ か の オプ ショ ン 
を 自分 で 選択 で きる 。 
@ 上 級 
すべ て の オプ ショ ン を ユー ザ が 選択 で きる (デフ ォ ル ト の 設定 )。 
ユー ザ レ ベル を 変更 する に は 、[ 構 成 】 メニ ュー か ら [ユー ザー・ レ ベル ] 
を 選択 する 。 [パスワード 使用 ] チェ ッ ク ボ ックス を 選ぶ と 、 パ スワ ー ド を 設 
定 す る ポ ボップ アップ ウィ ンド ウ が 開き 、 パ スワ ー ド な し で は レベ ル が 変更 で き 
な く な る 。 


ユーザ レ ベル と 選べ る コマ ンド 


























Ni 初級 | 

設定 の ロー ド | 例年 

- | 設定 の 保管 x | 補 | - 全 

プク | 設定 の 別名 保管 K | g,] @ 
イイ | 省略 時 の 設定 と し て 保管 6 | な 再 
~ | 履歴 の 印刷 の | ゆ し 
| 。 臣 品 9 | 9 | 人 




















バッ クア ッ プ 開始 | 
バッ クア ッ プ 元 の 選択 

バッ クア ッ プ する ファ イル の 選択 
バッ クア ッ プ の スケ ジュ ー ル 
復元 

比較 

バッ クア ッ プ 方 法 

結果 の 出力 

圧縮 





下 。。 引 
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〆 ディ アデ の フォ ー マ ッ トド 
常に フォ ー マ ッ ト 














エラ ー の 修正 
ウィ ルス の 検出 
履歴 の 保管 

上 書き の 警告 
経過 時 間 の 表示 
選択 オプ ショ ン 
表示 オプ ショ ン 
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〇 可 x 不 可 


詳 バッ フ ア ッ プ す る ファ イル を 選択 する 

すべ て の ユー ザ レ ベル に お いて バッ クア ッ プ 元 が 選択 で き 、 ま た 中 級 以上 で 
は バッ クア ッ プ する ファ イル が 選択 で きる 。 バックアップ 元 の 全 デ ィ レ クト リ 
お よび 全 フ ァイル を 丸ごと バッ クア ッ プ する こと は も ちろ ん 、 メ ニュ ー か ら 
ファ イル を 1 つ ず つ 選 ん で 指定 し た り 、 拡 張子 や ファ イル 属性 、 日 付 な ど で 選 
択 す る こと も 可能 で ある 。 

ファ イル の 選択 は [バッ クア ッ プ 用 ファ イル の 選択 ] ボタ ン を 押す か 、[ オ 
プシ ョ ン ] メニ ュー か ら [選択 オプ ショ ン ] を 選ぶ 。 [バック アッ プ 用 ファ イ 
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ル の 選択 ] ボタ ン を 押し た 場合 は ファ イル が 一 覧 表示 され る の で 、 そ の 中 か ら 

直接 選ぶ か 、 さ ら に [オプ ショ ン ] メニ ュー で [選択 オプ ショ ン ] を 指定 する 。 
選択 オプ ショ ン に は 次 の よう な 指定 が で きる 。 

人 ディレクト リツ リー か ら 対 象 フ ァイル を 選択 











邊 forhie 
で 





居所 き む た が 燈 : 4 
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@ サブ デ ィ レ クト リ 込 み 

デフ ォ ル ト で は 、 あ る ディ レク トリ を 選択 / 選 択 解除 する と 、 そ の 下 の す べ 
て の サブ ディ レク トリ を 連動 し て 選択 / 選 択 解 除 す る よう に な っ て いる 。 こ 
を オフ に する と 、 サ ブ デ ィ レ クト リ は 独立 し て 選択 / 選 択 解除 で きる よう に な 
る 。 

@ フ ァイル の 選択 / 除 外 

ファ イル 名 、 拡 張子 、 ド ライ ブ 名 、 サ ブ デ ィ レ クト リ 名 で バッ クア ッ プ する 
ファ イル を 選択 し た り 、 逆 に 除外 する 。 フ ァイル 指定 リス ト に ファ イル 名 な ど 
を 書き 込め ば 、 そ の ファ イル が 選択 きれ 、 先 頭 に 「-」 記号 を 付け れ ば 除外 さき 
れる 。 フ ァイル 名 に は 、 ワ イル ドカ ー ド 「*」 と 「9」 を 使う こと が で きる 。 
た と えば ドラ イブ C に ある 、 拡 張子 が 「EXE」 と 「COM」 以外 の すべ て の 
ファ イル を 選択 する な ら ば 、 


C:*.※ -* ま .EXE -*※.COM 


と する 。 フ ァイル 名 は スペ ー ス 、 カ ンマ 、 セ ミコ ロン で 区 切り 、 各 行 に は 最大 
半角 16 文字 まで 、 リ スト 全体 で 100 個 まで 記入 で きる 。 
ワイ ルド カー ド や 拡張 子 で ファ イル を 選択 お よび 除外 














W の / 
@ 属性 に よる 除外 

DOS の ファ イル に は 、ATTRIB コマ ンド な ど で 確 認 で きる 「 読 み 取 り 専用 」 、 
「 保 存 」、「 シ ステ ム フ ァ イル 」、「 隠 し ファ イル 」 の 4 種類 の ファ イル 属性 が あ 
る 。 こ の うち 、 保存 属 性 を 除く 3 つの 属性 の 有無 に よ に っ て 、 バ ッ ク ア ッ プ 対象 
か ら 除 外す る こと が で きる 。 

@ 日 付 範囲 に よる 選択 

ファ イル の タイ ム ス タ ン プ に より 、 バ ッ ク ア ッ プ 対象 を 日 付 で 範囲 指定 する 
こと が で きる 。 開始 日 と 終了 日 を yy/mm/dd ある い は yyyy/mm/dd の 形式 で 
入力 する 。 た と えば 1990 年 1 月 1 日 て 1993 年 12 月 31 日 まで の ファ イル を 
バッ クア ッ プ する の な ら ば 








From 90/01/01 
To 93/12/31 





の よう に する 。 日 付 の 形式 (mm/dd/yy な ど ) は DOS の DATE コマ ンド で 指 
定 する 形式 で 入力 する 。 第 互 章 DOB/V ユー ティ リティ 405 





当 設 定 フ ァイル を 使う 


各種 の 選択 結果 を ファ イル に 保存 し 、 繰 り 返 し 呼び 出し て 使う こと が で きる 。 
特に スケ ジュ ー ラ で 無人 バッ クア ッ プ する た め に は 設定 ファ イル が 必要 に な る 。 
設定 ファ イル に は 、 次 の よう な 内 容 を 保存 で きる 。 


・ 記 述 

・ バ パ バックアップ 元 (ドラ イブ 、 デ ィ レ クト リ ) 
・ 宛 先 (メデ ィ ア サイ ズ ) 

・ サ ー バ ボリ ュー ム 表 示 ま た は ドラ イブ マッ ピン グ 表 示 
・ バ ッ ク ア ッ プ 速度 

・ バ パ バックアップ 方 法 

・ 結 果 の 出力 

・ サ ブ プ デ ィ レ クト リ を 含む 

・ 属 性 に よる 除外 

・ 日 付 範囲 に よる 選択 

・ 上 書き の 警告 


デー タ 圧 縮 


・ 表 示 オ プシ ョ ン 

・ エ ラー 修正 

・ デ ー タ 暗号 化 

・ フ ォ ー マ ッ ト オ プシ ョ ン 
・ 履 歴 の 保管 

・ 検 査 オ プシ ョ ン 

・ ウ ィ ル ス 検 査 

・ 完 了 時 に 終了 する か どう か 


また 、 い くつ か の 構成 ずみ 設定 ずみ ファ イル が 用 意 き され て お り 、 こ れ を 読み 
込ん で 実行 し た り 、 ユ ー ザ が 設定 を 変更 する こと が で きる 。 用 意 さ きれ て いる ファ 
イル 名 と その 構成 は 次 の と お り 。 





DAILY.SET 最後 に 全 バ ッ ク ア ッ プ を 作成 し て か ら 変 更 の あっ た ファ 


イル の み を バッ クア ッ プ する 








WEEKLY.SET | ドラ イブ C の すべ て の ファ イル を 全 パ バックアップ する 
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DATABASE.SET 主 な デー タベース の デー タフ ァイル を バッ クア ッ プ する 。 
対象 と し て いる 拡張 子 は 次 の と お り 
DB、DBF、DTF、IDX、NDX、PX 
SPREAD.SET Lotusl-2-3、Excel、Quattro の デー タフ ァイル を バッ ク 
アッ プ す る 。 対象 と し て いる 拡張 子 は 次 の と お り 
CAL、WK*、WO*、XL* 
WORDPROC.SET MS Word 、 WordPerfect 、 Lotus Write/Ami 、 Lotus 
AmiPro な どの ワー ド プ ロ セ ッ サ の デー タフ ァイル を 
バッ クア ッ プ する 。 対象 と し て いる 拡張 子 は 次 の と お り 。 
な お 、「JAW」、「BUN」、「PEN」 な ど 日 本 語 ワ ー ド プ 
ロ セ ッ サ の 文書 ファ イル は 含ま れ て いな い の で 、 必 要 な 
ら ば 追加 し な けれ ば な ら な い 
DO* 、JW、SAM、STY、TXT、WP*、WRI 




















謀 バッ フ ア ッ プ を スケ ジコ ユー リン グ す る 

スケ ジュ ー ラ 機能 と 組み 合わ せる こと で 、 指 定 し た スケ ジュ ー ル に 自動 的 に 
バッ クア ッ プ を 取る こと が で きる 。 夜中 に 差分 バッ クア ッ プ や 追加 バッ クア ッ 
プ を 取り 、 日 曜日 に 全 バ ッ ク ア ッ プ を 取る よう な 設定 に し て お け ば 、 業 務 を 中 
断 す る こと な く 、 し か も 忘れ ず に バッ クア ッ プ する こと が で きる 。 

も ちろ ん 自動 バッ クア ッ プ で は メデ ィ ア を 途中 で 交換 する こと は で き な い 。 
テー プス トリ ー マ 、 大 容量 ハー ド デ ィ スク 、 光 磁気 ディ スク 、 ネ ットワーク ボ 
リュ ー ム な ど 、 容 量 に 余裕 が ある メデ ィ ア と 組み 合わ せ て 使わ な けれ ば 意味 が 
な い 。 

スケ ジュ ー ラ で バッ クア ッ プ する た め に は 、 次 の 設定 が 必要 と な る 。 


・ コ ンピュータ 、 パ バックアップ 装置 の 電源 が 入っ て いる 

・ バ ッ ク ア ッ プ メデ ィ ア が セッ ト さ れ て いる 

・CPSCHED が メモ リ に ロー ド さ れ て いる 

・ ス ケ ジ ュ ー ラ で バッ クア ッ プ スケ ジュ ー ル を 設定 し て ある 


も し も スケ ジュ ー ル し た 時 刻 に 何 か 他 の プロ グラ ム が 実行 され て いた 場合 は 、 
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どの よう な プロ グラ ム を 実行 中 で も これ を 中 断 し 、15 秒間 警告 メッ セー ジ を 
表示 する 。 バ ッ ク ア ッ プ 終了 後 は 前 の プロ グラ ム を 再開 する 。 

⑳ 設 定 フ ァイル が 「DAILY」 で 、 月 曜 一 金曜 の 23 時 に バッ クア ッ プ を 自動 実行 
(人 RON 





設定 ファ イル (⑬) 


PAV 国 


時 刻 (): 

















党 バ ッ フ アッ プ し だ ファ イル を 復元 する 

バッ クア ッ プ 後に 元 フ ァイル が 破壊 され た り 、 誤 っ て 消去 し て し まっ た 場合 、 
ある い は 別 の コン ピュ ー タ に 内 容 を 移し た いと き な ど 、 復 元 作業 を 行う 。 復 元 
は バッ クア ッ プ し た ハー ド デ ィ スク 全体 、 あ る い は 選択 し た ディ レク トリ と 
ファ イル だ け を 対象 と する こと が で きる 。 

バッ クア ッ プ を 復元 する た め に は 、DOS シス テム と CPBACKUP プロ グラ 
ム が 導入 され て いる こと か 必要 で ある 。 ハ ー ド ディ スク を フォ ー マ ッ ト し た よ 
うな 場合 は 、 最 低 限 DOS が 起動 で きる だ け の シス テム ファ イル と 
CPBACKUP は 用 意 し て お か な けれ ば な ら な い 。 ま た 、 復 元 す る 際 に は バッ 


クア ッ プ し た と き と 同 じ 速 度 で 行う こと 。 


それ で は 、 実 際 に トー タル 340M バイ ト の ハー ド デ ィ スク か ら 3.$ イン チ 光 
磁気 ディ スク (MO) へ 差分 バッ クア ッ プ を 取っ て みよ う 。 こ の MO は 、 コ ン 
ピュ ー タ に は アダ プティ ッ ク の AHA-1542CF SCSI ホス ト ア ダブ プ タ を 介し て 
接続 きれ て お り 、 メ ディ ア は 128M バイ ト の 容量 が ある 。 


⑩⑯ ト ッ プ メニ ュー か ら [バッ クア ッ プ ] を 選択 する 。 最 初 の 状態 で は 何 も 設 
され て いな い 
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- 設定 (0): 
の (策定 が 選択 され て いま せん ) 





| に | (Petes_je 
還 の: reMoos_sy 
屋 還 | F: 取り 外し 可能 - ト ・ 


Hz [ERDE-1/SYS:】 
違 択 
















方 法 は 














NM 

バックアップ 画面 で [設定 ]、[ 方 法 ]、[ バ ッ ク ア ッ プ 先 ] な ど を 設定 する 
設定 で [DAILY] を 選ぶ と 、 方 法 は 設定 ファ イル に よっ て 自動 的 に [分 割 追 
加 ] に な り 、 該当 する ファ イル の 総数 や 総 容量 が 表示 され る 。 [構成 ]1 メ ニュ ー 
か ら [ドライブ / メ ディ ア の 選択 ] を 選び 、 バ パ バックアップ 先 を 指定 する 
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シス テム 構成 に よっ て は 、 テ ー 


な る 


D: fBMDGS_J5V] 





1 ド タ 

18 だ ルル 9 サー 

7 3 及 
?7693 4B が 人 





較 因 E: 取り 外し 可能 生ま ド ・ 


|: [ERDE-17SYSi] 





0 


プ ド ライ ブ や SCSI デバ イス の 選択 が 必要 に 








レーーーー 





| 祖 成 する テー ブ ・ 





1 
、 に , 選択 し て くだ さい 。 


1 次 また は 2 次 ディ 


- 失 PE に 使用 可能 な テー ブ ・ ド ライ ブ づ が な い 場 合 


れ た GiIC 46/89 
選ん で くだ さい 。 
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⑳「 バ ッ ク ア ッ プ 開始 」 ボ タン を 押す 
了 





1 ( ド 57 6C:) 


| 


0 


お っ プッ 中: PREUNED.DOD 
だ イル 外 リ りー CO:WUSRW 





D0S ーッ ト で う 2770 を が っ 9 チッ "中 


現在 の 捧 況 
1 N57 が 
8 が 家 外 上 

92 2? 用 
s924 箇 が だ 條 


Cenal Poinf 
ゅ バッ クア ッ プ 
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Central Point アン デリ ー ト ( 


削除 し を ファ イル を 復元 する 
必要 な ファ イル を 誤っ て 削除 し て し まっ た 場合 、Central Point アン デリ ー 
ト ユ ー テ ィ リ ティ で 復元 する こと が で きる 。 こ の ユー ティ リティ に は DOS コ 
マン ドラ イン 版 と Windows 版 と が あり 、Windows の DOS 窓 か ら は DOS コ 
マン ドラ イン 版 は 実行 で き な い 。DOS コマ ンド ライ ン 版 と Windows 版 は 基本 
機能 は 同じ だ が 、Windows 版 は 「 不 良 」 ま た は 「 破 壊 」 の ファ イル が 手動 で 
復元 で き な い な ど 、 一 部 の 機能 が 省略 され て いる 。 

これ ら の 削除 ファ イル を 復元 し よう と する 場合 は 、 い っ た ん Windows を 終 
了 し て コマ ンド ライ ン 版 の アン デリ ー ト を 使わ な けれ ば な ら な い 。 

アン デリ ー ト を 起動 する と 削除 ファ イル の 痕 跡 が 表示 され る 。 

C: ぎ > undelete 

@ フ ァイル の 状況 

削除 ファ イル ご と に 、 ど の 程度 まで 完全 に ファ イル を 復元 で きる か が 表示 さ 
れる 。 


状況 回 復 程度 

完全 ファ イル を 完全 か つ 自 動 的 に 回 復 で き る 。 削除 モン トリ ー、NetWare、 
DR DOS DelWatch の 各 方 式 で 保護 され て いる も の 

良好 ファ イル の クラ スタ は すべ て 使用 可能 で あり 、 デ ィ ス ク 上 で 連続 し た 
状態 に ある た め 自 動 的 に 回 復 で き る 。 削 除 追 跡 方 式 で 保護 し て いる 
ファ イル は これ が 最良 の 状態 で ある 

ほぼ 良 | ファ イル の 1 つま た は 複数 の クラ スタ が 他 の ファ イル に よっ て 使用 さ 
れ て お り 、 そ の 部 分 が 回 復 不 可能 で ある 

不良 ファ イル の 最初 の 部 分 お よび 他 の 部 分 が 回 復 不 可能 で ある 

破壊 ファ イル の 認識 され て いる クラ スタ すべ て が 他 の ファ イル に よっ て 上 
書き され て いる 。 高度 な 回 復 方 法 を 使え を ば デー タ の 一 部 を 復元 で きる 
可能 性 $ あ る 

な し | 削除 きれ た と き に デー タ が な か っ た 、 ま た は ファ イル の サイ ズ が ゼロ 
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存在 削除 ファ イル で は な い 。 [存在 する ファ イル の 表示 ] オ プシ ョ ン に よっ 


て リス ト に 追加 され た ファ イル 





脱落 失わ れ た 削除 ファ イル の 走査 に よっ て 検出 され た 。 こ の 削除 ファ イル 


の ディ レク トリ は 判別 で き な か っ た 





回 復 済 | 現行 セッ ショ ン 中 に 回 復 さ れ た 





除去 現行 セッ ショ ン 中 に 削除 セン トリ ー、NetWare、DelWatch か ら 除 去 








され た ファ イル で あり 、 回 復 で き な い 
































@ 削除 の 保護 方 式 
[削除 ファ イル の 状況 ] パネ ル に よっ て 、 選 択 し て いる 削除 ファ イル の 削除 
保護 方 法 を 調べ る こと が で きる 。 
保護 方 式 ファ イル 回 復 方法 MM 
削除 セン トリ ー 削除 セン トリ ー 方 式 で 保護 され て いる 。 こ の ファ イル は 隠し 
ディ レク トリ に 保管 され て いる た め 、「 完 全 」 状 態 で 復元 で 
きる 
削除 追跡 削除 追跡 方 式 で 保護 され て いる 。 削除 フ ァイル の クラ スタ ア 
ドレ ス を 保存 し て いる 。 フ ァイル の クラ スタ に 他 の デー タ が 
上 書き され て いな いか ぎり 、「 良 好 」 状 態 で 復元 で きる 
DOS 削除 保護 され て いな い 。DOS ディ レク トリ 内 お よび FAT 
(ファ イル 割り 振り テー プ ブル) の 情報 に よっ て 復元 され る 
NetWare ネッ トワ ー ク ドラ イブ 上 で NetWare の 保護 方 式 
(SALVAGE) に よっ て 保護 され て いる 。 除去 さ れる か その 
占有 空間 が 上 書き され る まで は 「 完 全 」 状 態 で 復元 で きる 
DelWatch DR DOS の DelWatch で 保護 され て お り 、「 完 全 」 状態 で 復 
元 で きる 
@ 詳細 な ファ イル 情報 の 表示 


[ファ イル ] メニ ュー より [ファ イル 情報 ] を 選択 する と 、 任 意 の ファ イル 
に つい て 詳細 な 情報 を 得る こと が で きる 。 
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ファ イル 情報 








MM 











ブ ァ イル : ?IFG331.BAK 
サイ ズ : 27KB 
パス :C:\WINYHTIERM\LOG 
修正 し た 日 付 : 9403/31 19:52 
削除 し た 日 付 : 不明 
第 一 クラ スタ ー: 36001 


| すべ て の クラ スタ ー 用 能 で す が 上 書き され 
て いる 可能 性 が あり 





衣 フラ ァイル リス ト の 並べ 替え 
削除 ファ イル リス ト は 、 デ フォ ルト で は ファ イル 名 順に 表示 され て いる が 、 
拡張 子 や 削除 日 付 な ど 、 並 べ 替 え 方 法 を 指定 する こと が で きる 。 次 の 属性 が 指 





定 で きる 。 
名 前 ファ イル 名 で ファ イル を 並べ 替え る 
拡張 子 ファ イル の 拡張 子 で ファ イル を 並べ 替え る 
サイ ズ ファ イル サイ ズ の 大 きい 順番 に 並べ 替え る 


削除 し た 日 付 と 時 刻 | 削除 され た 日 付 順に 並べ 替え る 。 日 付 の 分 か ら な い フ ァ 


修正 し た 日 付 と 時 刻 | 最後 に ファ イル を 修正 し た 日 付 時 刻 の 順番 に 並べ 替え る | 











イル は その まま の 順番 で リス ト の 最後 に 並ぶ 








状況 


ディ レク トリ 








ファ イル の 状況 に よっ て 「 完 全 」、「 良 好 」、「 や や 良 」、「 不 
良 」、「 破 壊 」、「 存 在 」 の 順番 に よっ て 並べ 替え る 
ディ レク トリ 名 順 で 並べ 替え る 














誤 ファ イル の 選択 方 法 
復元 する 削除 ファ イル を 選ぶ に は 、 次 の 方 法 が ある 。 
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@ フ ァイル リス ト か ら 選 択 

カー ソル バー を 復元 し た い フ ァイル に 合わ せ 、 マ ウス の 左 ボ タン を クリ ッ ク 
する か スペ ー ス キー を 押す 。 
@ フ ァイル 名 に よる 選択 

[オプ ショ ン ] メニ ュー か ら 「[ 名 前 に よる 選択 ] を 選ぶ 。 フ ァイル 指定 ウィ 
ンド ウ が 開く の で 、 フ ァイル 名 か 拡張 子 名 を 入力 する 。 ワイ ルド カー ド (*、?) 
を 使う こと が で きる 。 
@ フ ァイル 名 に よる 選択 解除 

[オプ ショ ン ] メニ ュー か ら [ファ イル 名 に よる 選択 解除 ] を 選ぶ 。 フ ァ イ 
ル 指 定 ウ ィ ン ド ウ が 開く の で 、 フ ァイル 名 か 拡張 子 名 を 入力 する 。 ワ イル ドカ ー 
ド (*、?) を 使う こと が で きる 。 


謀 ファ イル の 回 復 方 法 
選択 し た 削除 ファ イル は 、 そ の 状態 に よっ て 回 復 方 法 を 選ば な けれ ば な ら な 
い 。 フ ァイル の 状態 と 回 復 方 法 の 組み 合わ せ は 次 の よう に な る 。 





前 


ファ イル 状態 回 復 方 法 則 
完全 (回 復 ) キー ま た は [ファ イル ] メニ ュー か ら [回 復 ] を 

選ぶ と 自動 で 回 復 する 
良好 、 ほ ぼ 良 | IF8| (回 復 ) キ ー ま た は [ファ イル ] メニ ュー か ら [回 復 ] を 
選ぶ と ファ イル 名 の 最初 の 文字 を 聞い て くる 

不良 、 破 壊 [ファ イル ] メニ ュー の [高度 な 回 復 ] を 選び 、[ 手 動 回 復 ] 
か [ファ イル の 作成 ] を 選択 する 


























e 手動 回 復 

削除 ファ イル に 含ま れる クラ スタ の 選択 に よっ て 回 復 す る 。 削除 ファ イル に 
関連 付け られ た 使用 可能 (空き ) クラ スタ の リス ト が 表示 され 、 目 的 の ファ イ 
ル が 見 つか る まで 空き クラ スタ を 追加 / 削 除 / 順 序 変更 する 。 
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ファ イル の 手動 回 復 





この 画面 で 選択 する メニ ュー 項目 は 次 の と お り で ある 。 





クラ スタ ー の 追加 


すべ て また は 指定 し た 空き クラ スタ の 追加 、 
用 可能 な クラ スタ の 表示 、 あ る 


を も つ 空 き ク ラ 


次 に 利 
い は 指定 し た デー タ 
スタ の 走査 を 行う 。 表 示 と その 内 容 
























































は 次 の と お り 
項 目 和央 

次 に 利用 可能 な クラ ス | 回 復 し た ファ イル に 追加 で きる ディ スク 

ター 上 の 次 の 空き クラ スタ 

開始 クラ スタ ー ァイル の 元 の 第 1 クラ スタ が ある ディ 

スク 上 の 位置 

必要 な クラ スタ ー 元 の ファ イル に 含ま れ て いた クラ スタ 数 

追加 きれ た クラ スタ ー | 追加 し た クラ スタ の 総数 
クラ スタ ー の スキ ッ プ 次 に 利用 可能 な 空き クラ スタ に スキ ッ プ する 
ファ イル の 表示 に 追加 し た すべ て の クラ スタ の 検査 を 行う 
更新 削除 ファ イル を 回 復 する ] 
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@ フ ァイル の 作成 

削除 ファ イル が 新しい ファ イル で 上 書き され て いる 場合 な ど 、 新 し い フ ァ イ 
ル を 作成 する 方 法 。 新 し い フ ァイル 名 を 入力 し 、 使 用 可能 (空き ) クラ スタ を 
選択 し て ファ イル を 作成 する 。 
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DSPX 


議 画面 表示 を 制御 し 、V-Text を 実現 

IBM PC 互換 機 の ビデ オカ ー ド に は 、 解像度 や 色 数 に よっ て CGA、EGA、 
VGA、XGA、SVGA な ど さ ま ざま な 種類 が ある 。VGA で は 640X480 ド ッ 
ト 、XGA は 1024X768 ドッ ト 、SVGA は VGA 以上 と いう こと で 特に 規格 は 
な い が 、800X600 ドッ ト や 1024X768 ドッ ト 、1280X1024 ドッ ト な ど が 一 般 
的 で ある 。 

Windows で は ビデ オカ ー ド に ディ スプ レイ ドラ イ バ と いう ソフ トウ ェ ア が 
付属 し て お り 、 こ れ を 使え ば ビデ オカ ー ド の スペ ッ ク に 応じ た 画面 表示 が 可能 
に な る 。 ま た 、 英 語 用 DOS アプ リケーション に 関し て は 、WordPerfect や Lotus 
1-2-3、AutoCAD な どの メジ ャ ー な 製品 を 対象 に 高 解像度 化す る ディ スプ レ 
イド ライ バ が 添付 され て いる こと が 多い 。 

この よう な 高 解像度 表示 を DOS/V の 日 本 語 モ ー ド で も 実現 する の が V- 
Text ドラ イ バ で ある 。V-Text ドラ イ バ は 最初 は フリ ー ソ フト ウェ ア と し て 開 
発 さ れ 、BBS や マニ ア の 間 で 話題 に な り 、 ソ フト ハウ ス が 自社 製品 を 対応 き 
せ 、 つ い に は 日 本 アイ ・ ビ ー・ エ ム が 規格 と し て 採用 する と いう 経緯 を 経て 普 
及 し て きた 。 

これ まで は 、 ツ V-Text ドラ イ バ は フリ ー ソ フト ウェ ア で ある $dispx.sys や CF 
コン ピュ ー テ ィング 製 の スー パー ドラ イ バ ー ズ 、 日 本 アイ ・ ビ ー・ エ ム の IBM 
DOS/V Extension が 必要 で あっ た が 、DOS J6.1/V か ら は 機能 限定 な が ら V- 
Text 機能 が 用 意 さ れ た 。 

V-Text で は 文字 を きれ い に 表 示す る 高 品位 テキ スト モー ド と 、 よ り 多 く の 
文字 、 あ る い は 大 き な 文 字 を 表示 する こと を 目的 と する 可変 密度 テキ スト モー 
ド と が ある 。 

標準 テキ スト モー ド は 全角 文字 を 16X16 ドッ ト で 構成 し 、80 桁 X23 行 で 表 
示す る 。 こ れ に 対し 高 品位 テキ スト モー ド は 24X24 ドット で 構成 する の で 、 
滑ら か で きれ いな 文字 が 表示 され る 。 一 方 、 可 変 密度 テキ スト モー ド で は 12 
X12 ドッ ト の フォ ント を 表示 に 使う な ど し て 、80 桁 メ 多 行 の 縦長 テキ スト モー 
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ド 、 多 桁 X 多 行 の ワイ ド テ キス トモ ー ド 、 そ れ に 12X14 ドット な どの 大 き な 
文字 に よる 拡大 テキ スト モー ド の 可変 密度 テキ スト モー ド を 実現 し て いる 。 

V-Text で 利用 で きる テキ スト モー ド は 使用 する ビデ オカ ー ド と ディ スプ レ 
イ に よっ て 異な る 。 対応 は 次 の 表 の よう に な っ て いる 。 












高 品位 テキ | 可変 密度 テキ スト モー ド | 


























セア デオ カード 
ワイ ド | 拡大 
VGA 〇 〇 ⑤ ] 
XGA O O ※ 
PS/55 表示 アダ プ タ O 〇 X 
SVGA (800X600 ドッ ト ) (CO) 〇 メ 
SVGA (ET4000/1024X768 ドッ ト ) O 〇 O 3 
SVGA (S3/ 最 大 1280X1024 ドット) | O O x 











〇 = 対応 = 非 対 応 
た だ し 、DOS J6.3/V 添付 の V-Text で は VGA し か サポ ー ト し て いな い 。 
その た め 、 た と える PS/S5 や SVGA 搭載 マシ ン で も 実際 に 利用 で きる の は 


・ 標 準 テ キス トモ ー ド 一 80 桁 X25 行 
・ 縦 長 テ キス トモ ー ド 一 一 80 桁 X34 行 
・ 縦 長 テ キス トモ ー ド 一 80 桁 X40 行 
・ ワ イド テキ スト モー ド 一 - 106 桁 X34 行 
・ ワ イド テキ スト モー ド 一 - |06 桁 X40 行 
・ 拡 大 テキ スト モー ド 一 一 52 桁 X20 行 
・ 拡 大 テキ スト モー ド 一 一 40 桁 X15 行 


だ け と な る 。 ま た 、 英語 モー ド で は ワイ ド テ キス トモ ー ド は 利用 で き な い 。 
語 V-Text を 使う に は 

DOS J6.3/V で 縦長 テキ スト モー ド や ワイ ド テ キス トモ ー ド 、 拡 大 テキ スト 
モー ド を 設定 する に は 、 次 の 手順 で 行う 。 


⑩ SETUPV の [フォ ント ] メニ ュー で 12 ド ッ ト 半 角 フ ォ ン ト 、12 ド ッ ト 全 角 


第 巳 章 DDS/V ユー ティ リティ 479 























フォ ント を 使用 する ] に 変更 する 。 ま た 、[ 雅 線 / 下 線 付 ] 表示 を 利用 する 
に は 、 同 じ く SETUPV の [表示 ] メニ ュー で [テキ スト ・ バ ッ フ ァ ー・ サ イ 
ズ ] を 16960 バイ ト に 変更 する (標準 で は 13056 バイ ト ) 
拡大 テキ スト モー ド を 使用 する 場合 に は 24 ドッ ト 全 角 フ ォ ン ト を 「 使 用 す 
る 」 に し 、$JPNZN24.FNT を 選択 する 
@ 変 更 を 保存 し 、 シ ステ ム を 再起 動 する 
DOS の コマ ンド ライ ン か ら 次 の よう に 入力 し 、 ビ デオ 拡張 ドラ イ バ を 導入 
する 
C:\> DSPXVGA J 
コマ ンド ライ ン か ら 次 の よう に 入力 し 、 テ キス トモ ー ド 設定 プロ グラ ム を 起 
動 す る 
C:\> DSPX | 
ここ で [F5| キー を 押す と 簡易 表示 メニ ュー と 詳細 表示 メニ ュー と が 切り 替え 
られ 、『F キー を 押す と 各 モ ー ド に お ける 設定 変更 メニ ュー に 入る 
選択 し た い テ キス トモ ー ド に カー ソル を 合わ せ 、 [| キー を 押す 
@ F3| キー を 押し 、 変 更 を 書き 込ん で テキ スト モー ド 設 定 プ ログ ラム を 終了 す 
る 


な お 、 縦 長 画面 や ワイ ド 画 面 を 活用 する に は アプ リケーション 日 本 語 入 力 


FEP が V-Text に 対応 し た 製品 で な けれ ば な ら な い 。 未 対応 製品 は どの モー ド 
で 起動 し て も 標準 テキ スト モー ド 表 示 に な っ て し まう 。 
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InterLnK 


onoocxooxo ー ー EE SPRY ーーm=cmaoaorenyoeomastaonawssnsacoofaSnySRNAoeraywnrhn 


説 2 台 の PC を 接続 し て ディ スク フ 共 有 

LAN を 使え ば パソ コン どう し を ネッ トワ ー ク し 、 フ ァイル を 転送 し た り プ 
リン タ を 共有 する こと が で きる が 、 あ まり コス ト を か けず に と りあ え ず 2 台 の 
パソ コン だ け を 接続 する た め の ユ ー テ ィ リ ティ と し て InterLnk が バン ドル さ 
れ た 

InterLnk は シリ アル (RS-232C) ポー ト 、 ま た は パラ レル (プリ ンタ ) ポー 
ト ど うし を 接続 し 、1 台 を サー バ に も う 1 台 を クラ イア ント に 設定 する 。 ク ラ 
イア ント か ら は 、 サ ー バ の ドラ イブ や プリ ンタ を 自分 の シス テム で ある か の よ 
うに 利用 で きる 。 

接続 に 使う ケー ブル は 、 通 常 の シリ アル ケー ブル に ヌル モデ ム ア ダ プ タ を 組 
み 合 わせ た も の 、 あ る い は リバ ー ス ケー ブル を 使う こと が で きる 。 パラレル 用 
の ケー ブル は 市 販 さ れ て いな い が 、 リ バー ス 接 続 に な っ た ケー ブル を 自作 すれ 
ば よい 。 シ リア ルポ ー ト で 接続 し た 場合 は 最高 11 万 5200bpsy、 パ ラ レ ル ポー 
ト を 利用 すれ ば さら に 高速 な デー タ 転 送 が 可能 で ある 。 


InterLnk は 


・INTERLNK.EXE 
・INTERSVR.EXE 


と いう 2 つの プロ グラ ム て で 構成 され て いる 。 ケ ー ブ ル で 接続 きれ て いる 2 台 の 
パソ コン の クラ イア ント 側 の CONFIG.SYS で 、INTERLNK.EXE を 下記 の 
よう に デバ イス ドラ イ バ と し て 登録 し て お き 、 サ ー バ 側 で INSTERSVR を 実 
行 す れ ば 両者 が リン ク さ れる 。 


device 三 c:\dos ぎ interlnk.exe 


INTERSVR を 起動 する と サー バ の デバ イス が リダイレクト され 、 ク ライ ア 
ント 側 か ら サ ー バ 側 の ディ スク や 周辺 装置 を ロー カル デバ イス と し て 利用 で き 
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る よう に な る 。 サ ー バ 側 は INTERSVR 終了 コマ ンド 以外 の キー 操作 を 受け 付 
け な く な る 。 

デフ ォ ル ト の 設定 で は クラ イア ント か ら 利 用 で きる サー バ の ドラ イブ は 3 つ 
まで だ が 、/DRIVE オプ ショ ン に よっ て ドラ イブ 数 を 指定 すれ ば 3 台 以 上 の 
ドラ イブ を リダイレクト で きる 。 た と えば 次 の よう に 記述 する と 、5 台 の ドラ 
イブ が リダイレクト され る 。 


device 三 c: ぎ dos ぎ interlnk.exe /drives:$ 
INTERSVR は サー バ 側 の DOS コマ ンド ライ ン で 、 
C: 芋 > intersvr J| 
と 実行 すれ ば は 起動 する 。 パ ラ レ ル 接続 の 場合 は 、 
C:\> intersvr /lptlJ 


の よう に 接続 し て いる パラ レル ポー ト を 指定 する 。 

クラ イア ント 側 か ら は サー バ 側 ディ スク に ある デー タフ ァイル だ け で な く 、 
プロ グラ ム フ ァ イル に も アク セス で きる の で 、 サ ー バ 側 デ ィ ス ク の プロ グラ ム 
を 起動 する こと も で きる 。 

接続 状況 を 調べ る に は 、 ク ライ アン ト 側 で 


C:\> interInk 


と だ け 入 力 し て 実行 すれ ば 、 画 面 に サー バ の ドラ イブ の 割り 当て 状況 が 表示 さき 
れる 。 
接続 を 終了 する に は サー バ 側 で [AM 十 F4| キー を 押す 。 


詳 ケ ー ブ ル 配線 図 

InterLnk で PC どう し を 結ぶ ケー ブル に は 、 シ リア ルケ ー ブ ル と パラ レル 
ケー ブル が ある 。 シ リア ルケ ー ブ ル と し て は 、 ス トレ ー ト ケー ブル と ヌル モデ 
ム ア ダ プ タ を つない だ も の 、 あ る い は リバ ー ス ケー ブル や ヌル モデ ム ケ ー ブ ル 
と し て 市 販 さ れ て いる も の が 利用 で きる 。 リ バー ス に な っ て いる パラ レル ケー 
ブル は 通常 市 販 さ れ て いな い の で 、 コ ネ ク タ と ケー ブル を 購入 し て 自作 すれ ば 
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よい 。 

PC 互換 機 で は シリ アル ポー ト は 9 ピン オス か 25 ピン オス 、 パ ラ レ ル ポー 
ト は 25 ピン メス が 多い の で 、 コ ネ ク タ は それ ぞ れ 9 ピン メス 、25 ピン メス 、 
25 ビン オス と な る 。 
人 シリ アル ケー ブル 

































| 9 ピン | 25 ビ ピン 9 ピン | 信号 内 容 | 
世 〆 3 7 ーー ンジ 7 ジジ 5 GND 
1 1 ーー ば 光 き シ と 2 Transmit-Receive 
世 / 7 ピン 4 ョ ーーーー ビジ 3 ビジ 5 RTS-CTS 
ラグ 6 ES296 co ピン 20 ビジ 4 DSR-DTR 
ビジ 2 ビ 用 8 叶 志 ピシッ 1) Receive-Transmit ] 
ピン 8 ピン 35 間 ピン 4 | ビジ ィ CTS-RTS 
ピン 4 EZ20 ca ピ シ ジ 6 ビジ 6 DTR-DSR 




















パラ レル ケー ブル 












































25 ピン 25 ピン 
yz | 一 一 ー | セン is 
ピン 3 ーーー | ピン 13 
| セン 4 ーーー | ピン 12 
芝 %8。 | ーー ー | Zi0 
aw@ 。 | =ーー ー | セン ii 
恨 8 | ーーー 一 が ま 
性 を 明 | 一 ー | ge 
EZ | =ーーー = 区 4 
0 | 一 一 ーー 」 科 wys 
紹 本 | ニー ー | ge 
ピン 25 ーー ニー | 世 ァ 人 
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IBM アン チ ウ ィ ル ス 


庫 ウィ ルス 汚染 か ら シ ステ ム を 守る 

シス テム の パフ ォ ー マ ンス を 低下 させ た り 、 最 悪 の 場合 、 デ ー タ を 破壊 する 
コン ピュ ー タ ウィ ルス が 猛威 を 振る っ て いる 。BBS な どか ら ダ ウン ロー ド し 
た プリ ー ソ フト ウェア や コピ ー し た ディ 天 ケ ッ ト だ け で な く 、 市 孤 ア プリ ケー 
ショ ン ぐ や 雑誌 の 付録 ディ スケ ッ ト に 紛れ 込ん で いた 例 も ある の で 、 積 極 的 な 自 
己 防 衛 が 必要 だ 。 

DOS J6.3/V に バン ドル され た IBM アン チ ウ ィ ル ス は DOS と Windows で 
利用 で きる ウィ ルス チェ ッ ク プ ログ ラム で ある 。 シ ステ ム を 起動 時 に ディ スク 
内 に ウィ ルス が 存在 し て いな いか チェ ッ ク す る 自動 チェ ッ ク 機 能 と 、 メ モリ に 
常駐 し て ウィ ルス の 活動 を 阻止 する シー ルド 機能 を も ちっ て いる 。 こ れ に より 、 
万 一 ウィ ルス に 汚染 きれ た プロ グラ ム を 実行 し よう と し て も 、 コ ンピュータ 内 
の メモ リ や ディ スク に ウィ ルス が 広まる こと が な く な る 。 ま た 、 汚 染 き れ た ファ 
イル や ブー ト セ クタ を 削除 する 。 





衣 アン チ ウ ィ ル スガ 対応 で き な い 圧縮 ファ イル 

LHA や PKZIP な ど で 圧 緒 され て いる ファ イル に つい て は 、 ア ンチ ウィ ル 
ス で ウィ ルス の チェ ッ ク を 行う こと が で き な い 。BBS か ら ダ ウン ロー ド し た 
圧 緒 ファ イル な ど は 、 圧 縮 を 解除 し て ファ イル を 元 に 戻し て か ら ア ンチ ウィ ル 
ス で チェ ッ ク し な けれ ば な ら な い 。DOS の ウィ ルス は ファ イル の 圧縮 を 解除 
し た り 、 コ ピー し た た だ け で は 感染 し な い 。 


謀 DOS 版 、Windows 版 、 ス タン ドア ロン 版 

IBM アン チ ウ ィ ル ス に は DOS 上 で フル スク リー ン メ ニュ ー を も つ DOS 版 、 
Windows 上 で 動作 する Windows 版 、 メ ニュ ー を も た ず キ ャ ラク タ だ け で 表示 
する スタ ンド アロ ン 版 が ある 。 フ ァイル 名 は それ ぞ れ 


・ibmavd.exe (DOS 版 ) 
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・ibmavw.exe (Windows 版 ) 
・ibmavsp.exe (スタ ンド アロ ン 版 ) 


で ある 。DOS 版 と Windows 版 は 、 ほ と ん ど 同 じ 機 能 を も っ て いる が 、Windows 
に は 次 の よう な 制限 が ある 。 


・SHARE を 導入 し て いる と 、Windows は いく つか の ファ イル を ロッ ク す る 。 
アン チ ウ ィ ル ス Windows 版 は ロッ ク さ れ た ファ イル を 検査 で き な い 
・ ウ ィ ル ス の 存在 を 発見 で き て も 感染 を 防止 で き な い こと が ある 


よっ て 、 完 全 な 検査 の た め に は DOS 版 を 使用 し な けれ ば な ら な い 。 

ウィ ルス 感染 が ひど く 、 シ ステ ム が 徹底 的 に 破壊 され て し まう と 、Windows 
版 は も ちろ ん 、DOS 版 も 起動 で きも な く な る こと が ある 。 そ の よう な 場合 は フ 
ルス クリ ー ン メニ ュー を も た ず 、 キ ャ ラク タ だ け で 表示 する アン チ ウ ィ ル スス 
タン ドア ロン 版 な ら ば 実行 で きる こと が ある 。 


康 アン チ ウ ィ ル ス の 自動 起動 

DOS J6.3/V を イン スト ー ル する と き 、 ア ンチ ウィ ルス の 組み 込み を 指定 す 
れ ば AUTOEXEC.BAT ファ イル に アン チ ウ ィ ル ス の 自動 起動 が 指定 され る 。 
毎回 シス テム が 起動 する た びに ウィ ルス の 自動 チェ ォ ッ ク を 行い 、 シ ー ル ド 機 能 
が 常駐 する 。 デ フォ ルト で は 自動 チェッ ク が 「 毎 週 (最初 の ブー ト ) 」 に 設定 
され て お り 、 イ ンス トー ル 直 後 と 毎週 最初 に ブー ト し た と き に 、 全 ファ イル を 
チェ ッ ク す る よう に な っ て いる 。 


ア ンチ ウィ ルス の 動 起動 

IBM アン チ ウ ィ ル ス は 好き な と き に 手動 で 起動 し 、 ウ ィ ル ス 汚 染 を チェ ッ 
ク す る こと が で きる 。 た と えば 、 外 部 か ら も ち 込ま れ た ディ スケ ッ ト を ウィ ル 
スチ ェ ッ ク す る と いう 場合 で ある 。 手動 起動 は 次 の 手順 で 行う 。 


⑯ DOS の コマ ンド ライ ン か ら 


C:\〉 ibmavd 
と 入力 し て 実行 する と アン チ ウ ィ ル ス が 起動 する 。Windows 上 で は [IBM ア 
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ンチ ウィ ルス ] アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て 起動 する 


傘 0 





ー ロ グ (D ヘル プ 員 


と の シス テム の ウィ ルス を 
チェ は ク す る に は . ・・ 

















に 





@ シ ステ ム の チェ ッ ク を 行う に は 、[ こ こ を 押す ] ボタ ン を マウ ス で クリ ッ ク 
する (Windows 版 ) か 、[P] キー を 押す (DOS 版 ) 

ディ スケ ッ ト を チェ ッ ク す る に は 、[ チ ェ ッ ク ] メニ ュー か ら [ディ スケ ッ 
ト の チェ ッ ク ] を 選ぶ 





チェック する ブ ァ イル ーー 
人 @ プロ グラ ム ・ フ ァイル 


























間 間 ノ 
チェ ッ ク す る ディ スケ ッ ト ド ライ ブ 、 チ ェ ッ ク す る ファ イル を 選ぶ 
[実行] ボタン を クリ ッ ク す る 

ウィ ルス が 発見 され る と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され る 
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ご 使用 の ジス テム に 。 ウィ ルス の 徴 徐 が 見 つか り ま し た 。 

































































アン チ ウ ィ ル ス を 実行 する と 、 そ の 結果 を 記述 し た ログ ファ イル が 作成 され 
る 。 ロ グフ ァイル に は 、 
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・ 検 査 の 実行 日 時 
・ 検 査 対象 の ファ イル 名 
・ ウ ィ ル ス 発 見 の 有無 


が 書き 込ま れる 。 
最新 の ログ ファ イル は 、CURRENT.LOG、1 つ 前 の ログ ファ イル は 


PREVIOUS.LOG、 そ れ ま で の 累積 は CUM._LOG と いう ファ イル 名 で 保存 さき 
れる 。 こ れ ら の ログ は それ ぞ れ [ログ ] メニ ュー の 


・ 現 行 ロ グ (C) 
・ 前 の ログ (P) 
・ 果 積 ロ グ (U) 


で 読む こと が で きる 。 
ログ ファ イル 


| 19940422 34:57 PR に チェ ッ ク 済 み 


0 まし た 。 
は bn.*、Cm も す . で Om ま 。 介 ま 。doS, ネ .@Xe, OSZ2 を 、GV7 を pFG. ネ SVS 
貞 ァイル が が チェ ・ Sa 
ファ イル の 警告 で す 
ウィ ル ラ 三 染 し た オプ ジェ クト : AiMFD55.COM 
Yarkee boodle-2865 
異 倒 な ウィ ルス の 系 締 で す 。 
1he Yankee 0 2885 


9 ル 癌 染 ッ ウト 5 AFD.COM 
Yarkee Doodle-2885 


異例 な ウィ ルフ の 統 で す 。 
he Yankee hioodle-2885 Vue 





で す 。 
ウィ ルス 感染 し た オブ ジェ ク トド: 全 WSPEEDISKBE 
Yarkae Daodle- 2865 
ルス の 系統 で す 。 
la- 2685 Yus 
で す . 
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詞 シ ステ ムチ エッ ク の カス ツマ イズ 

通常 実 福 す る シス テム チェ ッ ク の 方 式 を カス タマ イズ する こと が で きる 。 こ 
れ は [チェック (C) ] メニ ュー か ら [シス テム の チェ ッ ク (C) ] を 選び 、 ウ ィ 
ンド ウ の メニ ュー か ら 選 択 す る 。 

シス テム の チェ ッ ク 


チェ ッ ク す る ドラ イブ 
図 ハ ー ド ・ ディスク 
口 ネ ットワーク タク ・ ド ライ ブ 
和久 




















| [既知 の ウィ ルス の 枯 未 対象 
| | @ 新規 安 更 み ファ イル の 
| | の 未 安 更 ファ イル を も 含め る 















@ プロ グラ ム ・ ブ ァイル 
の 全 フ ァイル 




















選択 で きる の は 、 次 の 各 項 目 で ある 。 


・ 既 知 ウ ィ ル ス の 検索 対象 久生 ove ァイル の み 
未 変更 ファ イル も 含め る 


・ チ ェ ッ ク す る ドラ イブ ハー ド デ ィ スク 
。 Me_2Ne2 
・ チ ェ ッ ク す る ファ イル プロ グラ ム フ ァ イル 
| ap 


さら に [拡張 オプ ショ ン (O) ] を 選ぶ と より 詳細 な 設定 が で きる 。 
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@ 拡 張 オ プシ ョ ン 
0 





ドラ イプ ティ レク トリ 
人 る プロ グラム 
〇 全 フ ァイル 
〇 特定 ファ イル 


afok8 
b 謀 


| bm 
| | | dm009 
| 





| 選択 され た 入力 
































ここ で 設定 で きる の は 、 次 の 項目 で ある 。 





・ ド ライ ブ 
・ デ ィ レ クト リ 


・ チ ェ ッ ク す る ファ イル プロ グラ ム フ ァ イル 
ーー ァイル 
特定 の ファ イル 
選択 し た 内 容 は 、[ 選 択 さ きれ た 入力 ] ウィ ンド ウ に 表示 され る 。 こ れ は 追加 / 
削除 する こと が で きる 。 
フリ ー ウ ェ ア を 頻繁 に ダウ ン ロ ー ド する よう な 人 は 、 フ リー ウェ ア 用 の ディ 


レク トリ を 作っ て お き 、 こ こ を 毎回 チェ ッ ク す る よう に し て お け ば ウィ ルス 感 
染 の 危険 は 減る だ ろう 。 





衣 自動 チェ ツ フ の カス タマ イズ 
シス テム を 起動 し た と き に 、 自 動 的 に 実行 され る チェ ッ ク の スケ ジュ ー ル を 
変更 する こと が で きる 。 こ れ は [設定 (S) ] メニ ュー か ら [自動 チェ ッ ク (A) ] 
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を 選び 、 次 の 項目 か ら 選 択 す る 。 


* プ ー ド ご と 
・ 毎 日 (最初 の ブー ト ) 
・ 毎 週 (最初 の ブー ト ) 
・ 毎 月 (最初 の ブー ト ) 
・ 実 行 し な い 


デフ ォ ル ト は 毎週 と し な っ て いる 。 こ こ で [オプ ショ ン の チェ ッ ク (o) ] を 選 
ぶ と 、「 シ ステ ム の チェ ッ ク 」 画 面 が 開く 。 
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SETUPV ( 





詳 DOS/V の 環境 を 設定 する 

フォ ント や プリ ンタ 、 キ ー ボ ー ド な ど 、 日 本 語 関連 の ドラ イ バ の 設定 を メ 
ニュ ー 形 式 で 設定 で きる カス タマ イジ ング ユー ティ リティ で ある 。 設定 で きる 
の は フォ ント 、 表 示 、 キ ー ボ ー ド 、 入 力 方 式 、 プ リン タ の 3 項目 で ある 。SETUPV 
で 設定 され た 内 容 は 、DOS ディ レク トリ に ある DOSV.INI と いう ファ イル に 
保存 され る 。 
SETUPV 
2 

















各 項 目 で 設定 で きる 詳細 は 次 の と お り 。 
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フォ ント フォ ント ファ イル が 格納 され て いる ディ レク トリ 、 使 用 する 
フォ ント ファ イル 、 ユ ー ザ 定義 文字 の 範囲 、 ア クセ ス 方 式 を 設 
定 する 
V-Text で ワイ ド 表 示 を 行う に は 、 こ こ で 12 ドット 半角 フォ ン 

| ト 、12 ドッ ト 全 角 フ ォ ン ト を 「 使 用 する 」 に 設定 する 

表示 画面 表示 に 関す る 設定 を 行う 。 ハ ー ド ウェ アス クロ ー ル の 方 式 、 
テキ スト バッ ファ の サイ ズ を 設定 する 
V-Text で 野 線 / 下 線 付 き の モ ー ド を 利用 する た め に は 、 こ こ で 
テキ スト バッ ファ の サイ ズ を 「16960」 に 変更 し て お く 

キー ン ポ ンド キー ボー ド の 種類 を 「 日 本 語 」、「 米 国 英語 」、「AX」、「J3100」 
の いずれ か か ら 選 択 する 

入力 方 法 IAS、 ロ ー マ 字 変換 な ど 日 本 語 入力 関係 の 項目 を 設定 する 

4 し じ A レ 4 プリ ンタ ポー ト ご と に プリ ンタ ドラ イ バ を 選択 する 
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DEFRAG_ 





議 フラ ブ メ ン テ ー シ ョ ン を 解消 し て ディ スク を 最適 化す る 

DOS は 、 デ ィ ス ク を セク タ と いう 最小 単位 に 区 切っ て 管理 し て いる 。DOS/V 
で は 1 セク タ は 512 バイ ト ご と の プ ブロック で あり 、 こ れ が 集まっ て 1 つの ファ 
イル と な る 。 最初 、 何 も 記録 きれ て いな い デ ィ ス ク に デー タ を 書き 込む と き に 
は 、 0 ファ イル の 削除 と 書き 込み を 繰り 


返し て いく と 飛び 飛び の セク タ に デー タ が 記録 きれ る よう に な る 。 こ れ を フラ 
グ メ ン テ ー シ ョ ン (fragmentation) の 
この フラ グ メ ン テ ー シ ョ ン が 生じ て も 、 デ ー タ は 正確 に 管理 され て いる が 、 


ディ スク へ の 読み 書き に 時 間 が か か る よう 0 また 、Windows の スワ ッ 
プ フ ァ イ ル を 作る よう な 場合 、 連 続 し た 領域 が 必要 な の で 、 フ ラグ メン テー ショ 
ン が 激しい と 、 い くら ディ スク 全体 で は 十分 な 空き 容量 が あっ て も 、 大 き な ス 
ワッ プ フ ァ イ ル が 作成 で き な く な る こと も ある 。 

ディ スク 上 に 散ら ば っ た セク タ を ファ イル ご と に まとめ 、 フ ラグ メン テー 
ショ ン を 解消 する ディ スク 最適 化 ヘ スー ティ リティ が Defrag で ある 。DOS 
J6.3/V に バン ドル され て いる Defrag は 、 デ ィ ス ク 最 適 化 ヘ ズー テ ィ リ ティ と し 
て は 定評 ある Symantec 社 Norton Utilities の Speed Disk を OEM 供給 で 受け 
た も の で ある 。 

Windows を イン スト ー ル する 前 や 、 通 常 の 使用 で も 定期 的 に Defrag を 実行 
し て お いた 方 が よい だ ろう 。 た だ し 、Defrag を 実行 する と 削除 モン トリ ー な 
ど で 保 護 し て ある も の を 除け ば 、 削 除 フ ァイル の 導 跡 が 完全 に 消去 され て し ま 

、 ア ン デ リー ト で 復元 で き な く な る 。 


詳 最 適 化 方法 に 2 つの レベ ル 

Defrag で は 、 フ ァイル 最適 化 の 方 法 を [完全 最適 化 】 と [ 不 連続 ファ イル 
の 調整 の み ] の 2 つか ら 選 択 する 。 

[完全 最適 化 ] で は ディ スク を 完全 に 最適 化し 、 す べ て の ファ イル の フラ グ 
メン テー ショ ン を 解消 し 、 デ ィ ス ク の 未 使用 領域 を まとめ る 。 


234 


[ 不 連続 ファ イル の 調整 の み ] で は 、 フ ラグ メン テー ショ ン の 解消 の み を 行 
い 、 不 連続 な 未 使用 領域 は その まま 残す 。 

スワ ッ プ ファ イル を 作成 し た り 、 新 た に アプ リケーション を イン スト ー ル す 
る よう な 場合 は [完全 最適 化 ] を 選択 する 。[ 不 連続 ファ イル の 調整 の み ] に 
比べ て か な り 時 間 が か か る 。 

Defrag は 次 の 手順 で 実行 する 。 


⑯ デ ィ ス ク 上 の 不 必要 な ファ イル を すべ て 削除 する 
@ す べ て の 実行 中 の プロ グラ ム を 中 止 する 
DOS の コマ ンド ライ ン か ら デ ィ ス クチ ェ ッ ク プ ログ ラム の chkdsk コマ ンド 
を /f オプ ショ ン 付 き で 実行 し 、 デ ィ ス ク の 不具 合 を 修復 し て お く 
C:\〉 chkdsk /f|J 
⑨ DOS コマ ンド ライ ン よ り 次 の よう に 入力 し 、 | キー を 押し て Defrag を 起 
動 す る 
C:\> defrag | 
⑥ 最 適 化 する ドラ イブ を 選択 する 
ディ スク 状態 を チェ ッ ク し 、 奨 励 する 最適 化 方 法 を 表示 する の で 、 よ けれ ば 
[最適 化 ] を 選ぶ 。 最 適 化 方 法 を 変更 し た い 場 合 、[ 設 定 ] を 選ぶ 
⑫ [設定 ] を 選ぶ と [最適 化 】 メニ ュー が 開く の で 、[ 最 適 化 方 法 ] を 選ぶ 
⑬ [最適 化 方 法 ] か ら 、[ 完 全 最適 化 ] か [ 不 連続 ファ イル の 調整 の み ] の ど 
ちら か を 選ぶ 
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⑨「[ 最 適 化 の 開始 ] コマ ンド を 選択 する と 、 デ ィ ス ク 最 適 化 が 開始 され る 
⑩ 最 適 化 が 終了 し た ら 、[ 別 の ドラ イブ ]、[ 設 定 ]、[ 終 了 ] の いずれ か を 選択 
する 
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衣 マフ ロ や マル チ ウ ィ ン ド ウ な ども 備え だ 本 格 的 スク リー ン エ ディ イマ 
DOS J5.0/V に は 「 お まけ 」 と し て フル スク リー ン エ ディ タ の TE が バン ド 
ル さ れ て いた 。 サ ンプ ルディ スケ ッ ト の 中 に ひっ そり と 置か れ て お り 、 マ ニュ 
アル に は 正式 な 記述 が な い 。 機 能 ち ほとん ど な く 〈 く 、CONFIG.SYS や 
AUTOEXEC.BAT を 書き 換え る 程度 に し か 使え な か っ た 。EDIT と いう 、 高 
機能 スク リー ン エ ディ タ も あっ た が 、 こ れ は QBASIC の エディ タ 機 能 を 呼び 
出す も の で 、 日 本 語 環境 で は 動作 し な い 。 

それ が 、DOS J6.1/V か ら 日 本 語 環 境 ・ 英 語 環境 と も に 利用 で きる E エ ディ 
タ が バン ドル され た 。 検索 / 置 換 、 カ ッ ト 和 巡 ペー スト は も ちろ ん 、 マ ル チ フ ァ 
イル 編集 、 マ ル チ ウ ィ ン ド ウ 表 示 、 キ ー ボ ー ド マク ロ 、 数 値 計算 、Pascal お よ 
び C 言語 の サポ ー ト な ど 、 エ ディ タ と し て の 基本 機能 は すべ て 揃っ て いる 本 
格 的 な 製品 で ある 。 操作 体系 は IBM 純正 の 「 パ ー ソ ナル ・ エ ディ ター」 を 継 
承 し た も の で ある 。 行 の 分 割 が | キー で は な く [AM 二 [S] (Spli0 キー で ある 
な ど 、 広 く 使 われ て い ぃ いる WordStar 系 エディ タ (Vz な ど ) と は か な り 異 な っ て 
いる の で 、 面 食らう こと も ある か も し れ な い 。 


詳 E エディ ツ の 起動 
DOS の コマ ンド プロ ンプ ト で 次 の よう に 編集 対象 ファ イル 名 を 引数 と し て 
入力 する 。 


C:\>e readme.txt 
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人 エディ タ を 起動 











画面 は 「 ニ Top of File = ニ 」 と 「 ニ Bottom of File = ニ 」 の ライ ン に 挟ま 





れ た テキ スト 領域 、 画 面 下 の コマ ンド 行 、 そ の 下 の 状 況 表示 域 、 一 番 下 の ファ 
ンク ショ ン キ ー 領 域 に 分 か れ て いる 。 テ キス ト 領 域 は 実際 に テキ スト を 入力 し 
た り 表 示す る 領域 で 、 テ キス ト の 入力 に 従っ て 広がる 。 コ マン ド 領 域 な ど は エ 
ディ タ の 状態 に よっ て 表示 内 容 が 変わ っ て くる 。 

テキ スト の 保存 は 上 F2| キー、 終 了 は [E3| キー、 保 存 終了 は 有 F 和 | キー、 別 の テ 
キス ト を 開く に は IF8| キー を 押し て か ら フ ァイル 名 を 入力 する 。 

















衣 基本 的 お 編集 作業 

















人 @ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 

還 ヘル プ オン ライ ン ヘ ルプ を 表示 する 

『2| 保管 現在 の ファ イル を ディ スク に 保管 する 

3 終了 現在 の ファ イル を 保管 せ て ず に 終了 する 

IF 保管 ・ 終 了 | 現在 の ファ イル を ディ スク に 保管 し 、E エ ディ タ を 終了 
する 
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作図 矢印 キー を 使っ て 昧 線 を 引く 

名 前 編集 中 の ファ イル 名 を 変更 する 。 IF7| キー を 押し て か ら 
コマ ンド 行 に 新しい ファ イル 名 を 入力 し 、 還 キー を 押 
し 、 続 いて Es キー を 押し て テキ スト 領域 に 戻る 

編集 別 の ファ イル を 編集 する 。 IF| キー を 押し て か ら コ マン 
ド 行 に 編集 する ファ イル 名 を 入力 し 、 財 | キー を 押し 、 
続い て Ex キー を 押し て テキ スト 領域 に 戻る 。 フ ァイル 
名 の 間 を スペ ー ス で 区 切る こと で 複数 ファ イル を 指定 す 
る こと が で きる 

や り 直 し 現在 の 行 を 編集 前 の 状態 に 戻す 。 行 削除 や 複数 行 に わた 
る 編集 に は 効果 が な い 

次 ファ イル | メモ リ に 読み 込ん で ある 別 の ファ イル を 編集 画面 に 切り 





| 還 

























































































替え る 
⑱ カ ー ソ ル 移 動 
記 1 行 上 へ 移動 
回 1 行 下 へ 移動 
加 | 」 文 字 分 右 へ 移動 
回 | 文字 分 左 へ 移動 
Mem | 現在 行 の 1 桁 目 へ 移動 
Em 現在 行 の 末尾 へ 移動 
M 前 の ペー ジヘ スク ロー ル 
較 次 の ペー ジヘ スク ロー ル 
| 遼 + 峡 ファ イル 先頭 行 へ 移動 
| 陣 + 還 | ファ イル 最終 行 へ 移動 
| 次 の タブ 位置 へ 移動 
BWM 十 fl 前 の タブ 位置 へ 移動 
| 較 + 隅 | 画面 の 先頭 行 へ 移動 
陣 + 陣 | 画面 の 最 下行 へ 移動 
| rl + [て カー ソル の 左 に ある 単語 の 先頭 文字 へ 移動 
隊 + 国 | カー ソル の 右 に ぁ る 単語 の 先頭 文字 へ 移動 
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回 


カー ソル の 行 の 下 に 新 し い 行 を 作る 。 カー ソル は 新しい 行 の 、 前 
の 行 の 最初 の ブラ ンク 以外 の 文字 の 下 へ 移動 








次 の 行 の 先頭 へ 移動 





テキ スト 領域 と コマ ンド 行 と の 間 を 交互 に 移動 





マー ク 領 域 の 末尾 へ 移動 








マー ク 領 域 の 先頭 へ 移動 





カー ソル が ある 単語 の 先頭 文字 へ 移動 








園 園 国 園 図 還 


カー ソル が ある 単語 の 末尾 文字 へ 移動 











ll 二 [F] 前 に 実行 し た 文字 列 検索 を 繰り 返す 








人 @ 行 の 操作 





行 を 分 割 し た い 位置 に カー ソル を 合わ せ 、 | 題 + [S] キー 
を 押す 











結合 し た い 行 の 1 行 目 の 未 尾 に カー ソル を 合わ せ 、| 馬 | 
[| キー を 押す 





プラ ンク タ 行 を 追加 する 直前 の 行 の 任意 の 位置 で | キー を 
押す 





ブラ ンク 行 の 追加 



































| 行 の 削除 削除 する 行 に カー ソル を 合わ せ 、 了 | + |] キー を 押す 
人 @ 文 字 の 操作 
1 文字 削除 削除 する 文字 に カー ソル を 合わ せ て [wl キー を 押 
す 
直前 の 文字 を 削除 する 。 | Bs キー を 押す 
行末 まで の 文字 を 削除 する | 削除 開始 位置 に カー ソル を 合わ せ 、NWl  [E] キー 
を 押す 
単語 を 削除 する 削除 する 単語 の 最初 の 文字 に カー ソル を 合わ せ 、 
ll| + [D] キー を 押す 
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@ テ キス ト 和 領域 の 選択 
選択 し た 領域 に 対し て さま ざま な 操作 を 行う こと が で きる 。 
































プロ ッ ク マ ー ク 中 + [Bl キー 
行 マ ー ク 剛 + [キー 
単語 マー ク | +(M キ ォ ー 
文字 マー ク | 剛 + [dj ュ ー 
マー ク 解 除 咽 +[Ul ォ ー 
・ プ ロッ クマ ー ク 


@ カ ー ソ ル を 選択 する 領域 の 左上 に 合わ せる 

@|A 十 Bs| キー を 押す 

カー ソル を 選択 する 領域 の 右 下 に 合わ せる 

⑳ At 十 Bs| キー を 押す 。 選択 さ れ た 領域 が 反転 表示 され る 


・ 行 マー ク 

複数 行 を マー ク す る に は 先頭 の 行 を マー ク す る 

@ カ ー ソ ル を マー ク し た い 最 後 の 行 に 合わ せる 

⑥ Al 十 [上 ) キー を 押す 。 そ の 間 の 行 が すべ て 選択 され る 


・ 単 語 マ ー ク (複数 の 単語 を マー ク す る こと は で き な い ) 
⑩ カ ー ソ ル が ある 位置 の 単語 を Al 十 IW| キー を 押し て 選択 する 


・ 文 字 マー ク (複数 行 に また が っ て テキ スト を マー ク す る こと が で きる ) 

カー ソル を 選択 する 領域 の 最初 の 文字 に 合わ せる 

@ Al |Z] キ ー を 押す 

カー ソル を 選択 する 領域 の 最後 の 文字 に 合わ せる 

@ 再 度 AN 十 [Z] キー を 押す 。2 つの マー ク さ れ た 文字 の 間 の すべ て の テキ ス 
ト が マー ク さ れる 





@ テ キス ト 編 集 
マー ク し た 領域 に 対し て 次 の キー 操作 で 編集 を 行 ) こ と が で きる 。 ま た 、 別 
ファ イル を オー プン すれ ば 、 そ の ファ イル へ の コピ ー や 移動 も で きる 。 
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テキ スト が あっ た 場所 は 
プラ ンク で 埋め られ る 


テキ スト を 新しい 場所 に 移動 する AM 上 [A 


| ァ 
4 
| 





H 


































































テキ スト を 新しい 場所 に コピ ー す る | | 負 二 [C] キ ー 
テキ スト を 新しい 場所 に 上 書き コ 男 +(9*ー | 
ピー する 
テキ スト を 削除 する 販 + [D] キー 
テキ スト を 新しい 場所 に 移動 する 央 | 十 IM] キー | テキ スト が あっ た 場所 
は 詰め られ る 
マー ク し た 領域 を すべ て 指定 し た 文 | | [F] キ ー | 文字 は グラ フィ ッ ク 文 
字 で 埋め る 字 で も よい 
段落 また は マー ク し た テキ スト を 流 | [ [P] キ ー | 新しい マー ジン の 設定 
し 込む に 合わ せる 
テキ スト を 新しく 定義 し た 領域 へ 流 
し 込む 
テキ スト を 左 へ ずら す F7 
テキ スト を 右 へ ずら す 央 IF8| キー 
| カー ソル を マー ク し た テキ スト の 未 AM [E] キー 
尾 へ 移動 する 
カー ソル を マー ク し た テキ スト の 先 | 員 二 [Y] キ ー 




















頭 へ 移動 する 





た と を えば 、 テ キス ト を コピ ー す る に は 
コピ ー す る テキ スト の 領域 を マー ク す る 
② コ ピー 先 に カー ソル を 移動 する 
@ [Al 十 Crl キー を 押す 。 マ ー ク し た テキ スト が コピ ー さ れる 





⑱ ウ ィ ン ド ウツ 操作 

複数 の ファ イル を オー プン し て いる 場合 、 画 面 を タイ ル 表 示さ きせ て 4 つま で 
の ウィ ンド ウ を 同時 に 表示 する こと が で きる 。 画面 表示 に は 「 全 画面 」、「 算 直 
三 分 割 」、「 四 分 割 」、「 水 平 二分 割 」 の 4 タイプ が ある 。 

ウィ ンド ウ の 表示 を 切り 替 を える の は 次 の コマ ンド に よる 。 
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タイ ル 表 示 の 4 タイ プ を 順番 に 切り 替え る ll [A] キー 

水平 二分 割 表示 する el + [ネー 

垂直 二分 割 表 示す る ll + [V] キー 

タイ ル を アク ティ ブ に する 陣 +IM キ ー 

全 画 面 表 示す る ll [Z] キー 」 

アク ティ ブタ イル を 前 の ファ イル に する IAN 十 F キー 

ウィ ンド ウ の レイ アウ ト 変 更 | Ws コマ ンド 

ワナ イル を オー プン する E また は ED コマ ンド 
画面 分 割 表示 
有 

















キー ボー ド マ ク ロ 
ー 連 の キー 操作 を 記録 し 、 繰 り 返 し 実行 する こと が で きる 。 た だ し 、 記 録 で 
きる マク ロ は 1 つの み 。 


⑩ tl 二 [R] キー を 押し て 記録 を 開始 する 
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@ 記 録 さ せる キー 操作 を 行う 。 Es キー を 含め 、 記 録 終 了 キ ー 以 外 の 操作 が 記 
録 さ れる 
次 の いずれ か の キー を 押し て マク ロ 記 録 を 終了 する 








lm 十 [R] キー 記録 を 終了 する 
ll + [T] キー 記録 を 終了 し 、 マ クロ を た だ ち に 実行 する 
lm + [C] キ ー 一 一 記録 を 破棄 する 


マク ロ を 実行 する に は MM + [T] キー を 押す 。 記録 し た マク ロ は 、 次 の マク 
ロ を 記録 する か E エ ディ タ を 終了 する まで 有効 と な る 。 


@ コ マン ド を 使う 

テキ スト 編集 中 に El キー を 押す と 画面 下行 が コマ ンド 入力 状態 に な る 。 こ 
こ で コマ ンド を 入力 する こと で さま ざま な 処理 を 行う) こと が で きる 。 コ マン ド 
入力 状態 と テキ スト 編集 画面 と は Ei キー を 押す こと で 交互 に 切り 替わる 。 


指定 し た 行 番号 に カー ソル を 移動 する 。 現在 行 は 編集 画面 
の 下 に 表示 され る 

nnnn 行 だ け 先 ( 下 ) に 移動 する 。 数 字 を 指定 し な いと カー 
ソル は ファ イル 最後 部 まで 飛ぶ 

nnnn 行 だ け 前 (上 ) に 移動 する 。 数 字 を 指定 し な いと カー 
ソル は ファ イル 先頭 まで 飛ぶ 

現在 の ファ イル で 検索 パタ ー ン と 同じ テキ スト を 検索 する 。 
検索 パタ ー ン の 区 切り 文字 は ブラ ンク 以外 の 特殊 文字 (た 
だ し 検索 パタ ー ン に 含ま れ な いも の ) で 代用 で きる 。Locate 
コマ ンド と 同じ 機能 

マー ク さ れ た 領域 に 含ま れる 数 字 に 対し て 足し 算 を 実行 す 
る 。 実 数 は サポ ー ト され て いな い 。 計算 の 中 間 結 果 も 含め 、 
-32768-32767 まで の 範囲 を 越え る と 結果 は 無効 と な る 
あら か じ め マ ー ク し た テキ スト を 指定 し た ファ イル に 追加 
する 。 マ ー ク し て いな い 場 合 は 現在 の ファ イル 全体 が 追加 
され る 











十 [nnnn] 











-[nnnn] 





/pattern/ 








APPEND [ フ ァ 
イル 指定 ] 
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ALL / テ キス ト 
[/lc」] 


指定 し た テキ スト (検索 パタ ー ン ) を 含む すべ て の 行 が 
.ALL と いう ファ イル に 表示 され る 。 上 | 十 [Q] キー を 押す 
と オリ ジ ナ ルフ ァイル と .ALL ファ イル と を 変 互 に 切り 奉 
える こと が で きる 





| 


AUTOSAVE 
[nnnn | ON | 
OFF] 


指定 し た 回 数 nnnn 回 だ け [ 過 | キー を 押す と 現在 の ファ イ 
ル 内 容 を 一 時 ファ イル に 保存 する 。 数字 ま た は ON を 指 
定 す る と 一 時 ファ イル の 名 前 が 表示 され る 。 数字 を 指定 し 
な いと 、 現 在 設定 され て いる 値 が 表示 され る 。 一 時 ファ イ 
ル は E エ ディ タ 終 了 時 に 自動 的 に 削除 され る 





| AUTOSHELL 


110 ON|OFF 





コマ ンド を 自動 的 に DOS に 液 す 機 能 を 有効 (ON また は 
1) 、 無効 (OFF また は 0) に する 。 無効 に 設定 され て いて 
も コマ ンド の 前 に “DOS” と いう 文字 を 付け れん ば コマ ン 
ド を DOS に 渡す こと が で きる 








カー ソル を ファ イル の 終わ り に 移動 する 








BOX 1121(3 | 


マー ク し た テキ スト ブロッ ク の まわ り を 時 線 で 囲む 。 オ プ 















































4|5|6|)C|IP | ショ ン な し で 実行 する と 設定 で きる オプ ショ ン の リス ト が 
|AlEIRIBl 表示 され る 。 な お 、 日 本 語 モ ー ド で は オプ ショ ン の 3 て 6 
/ 半 角 文 字 まで が サポ ー ト され て いな い 。 オ プシ ョ ン は 次 の と お り 
ォ ブ ショ ン | 英語 環境 日 本 語 環境 
1 細い 一 重 線 を 引く 細い 二 重 線 を 引く 
2 細い 二 重 線 を 引く 十 - を 使っ た 一 重 線 を 引く 
3 点線 を 引く な し 
4 太線 を 引く な し 
5 細い 二 重 横線 な し 
細い 一 重 縦 線 
6 細い 一 重 横 線 | な し 
細い 二 重 終 線 | 
C C 言語 の 構文 で コメ ント ボッ クス を 作成 する 
P Pascal 言語 の 構文 で コメ ント ボッ クス を 作成 する 
A アセ ンプ ブラ 言語 の 構文 で コメ ント ポッ クス を 作成 する 
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コメ ント ボッ クス を 消去 する 





テキ スト を 再度 流し 込む 





アス タリ スク で 囲む 





プラ ンク 文字 で 埋め る 








指定 し た 半角 文字 を 引く 











GD レノ パス ] 


文字 列 xxxxxxx を yyyyyy と 置き 換え る 。 区 切り 文字 に は 

“/” 以外 の 任意 の 文字 を 利用 で きる が 、 そ の 場合 は C と 
区 切り 文字 と の 間 に 1 個 以 上 の プラ ンク を 入れ な けれ ば な 
ら な い 。3 つめ の 区 切り 文字 は オプション を 指定 する 場合 
に 必要 と な る 





1 


指定 し た パス に カレ ント ディ レク トリ を 変更 する 。 パ ス を 
指定 し な いと カレ ント ディ レク トリ が ファ ンク ショ ン キ ー 
領域 に 表示 され る 








CENTER 





【 行 が マー ク さ れ て いる 場合 】 

その 行 の テキ スト を 指定 し た マー ジン に 従っ て セン タリ 
ング する 

【 プ ロッ ク が マー ク さ れ て いる 場合 】 

ブロック の テキ スト を ブロ ッ ク の 境界 内 で セン タリ ング 
する 





CHR ASCIHI 文字 


指定 し た ASCII 文字 ユー ド に 対応 する 文字 を 表示 する 。 

















ロー ド た だ し 半角 文字 の み 
| 56 | ーー ク ScfEps デ イク 3GB5o 2 コッ ンド 9 

る 場合 、 こ れ を 実行 する 

[DOS][ コ マ ン | DOS コマ ンド を 実行 する 。 コ マン ド を 付け ず に 実行 する 

ド ] と 一 時 的 に DOS の コマ ンド ライ ン に 降り る 。 コ マン ドラ 
イン で exit と タイ プ す れ ば E エ ディ タ に 戻る 

DRAW [il2 | カー ソル キー を 使っ て 線画 を 描く 。 オ プシ ョ ン を 付け ず に 

3⑬14|15|e6|) 実行 する と ファ ンク ショ ン キ ー 領 域 に 指定 可能 な オプ ショ 

B | / 半 角 文 字 /] ン と 線 の 形 が 表示 され る 。 な お 、 日 本 語 モ ー ド で は オプ ショ 


ン 3-6 まで は サポ ー ト され て いな い 。 オ プシ ョ ン は 次 の 
と お り 
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File [/q][ フ ァ イ 
ル 指 定 ] 





オプ ショ ン 英語 環境 日 本 語 環境 
1 細い 一 重 線 を 引く 細い 二 重 線 を 引く 
2 細い 二 重 線 を 引く 十 - を 使っ た 一 重 線 を 引く 
3 点線 を 引く 春 し 
4 太線 を 引く | を し 
5 細い 二 重 横線 | な し 
細い 一 重 縦 線 
6 細い 一 重 横線 な し 
| 細い 二 重 縦 線 」 
B プ ブラ ンク 文字 で 埋め る 
/ 文 字 指定 し た 半角 文字 を 引く 
diHN 急 プリ ジョ 指定 し た ファ イル を メモ リ に 読み 込む 
ン ] フ ァイル 指定 ] 【 フ ァイル が 指定 され な い 場 合 】 


現在 の ウィ ンド ウ の 次 の ファ イル を 活動 化 さ せる 

【 フ ァイル が すでに アク ティ ブ プ ウィンドウ に ある 場合 】 
その ウィ ンド ウ が 活動 化す る 

現在 の ファ イル を 保管 し 、E エ ディ タ を 終了 する 。 フ ァ イ 
ル を 指定 し な いと 現在 の ファ イル 名 が 付け られ る 。 現在 
オー プン し て いる ファ イル の ディ レク トリ また は ファ イル 
名 を 指定 する も の と し て “="” が 使え る 。/q オプ ショ ン 
を 付け る と 問い 合わ せ メ ッ セ ー ジ を 表示 し な い 











KEY nnnn 「 文 
字 ] 





PP 指定 し た ファ イル の 内 容 を カー ソル 位置 の 次 の 行 に 挿入 す 
定 る 。 フ ァイル 指定 で は 現在 オー プン し て いる ファ イル の 
ディ レク トリ まだ た は ファ イル 名 と し て " 三 ” 記号 を 使う こ 
と が で きる 
| HELP オン ライ ン ヘ ルプ を 表示 する 








キー マク ロ を nnnn 回 、 水 平方 向 に 繰り 返し 実行 する 。 オ 
プシ ョ ン を 指定 せ ず に プロ ンプ ト で キー を 押す こと も で き 
る 
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Locate / 検 索 パ | 現在 の ファ イル で 検索 パタ ー ン と 同じ テキ スト を 検索 する 。 
ター ン /[ オ プシ ョ | 検索 パタ ー ン の 区 切り 文字 は ブラ ンク 以外 の 特殊 文字 (た 
レ 2 だ し 検索 パタ ー ン に 含ま れ な いも の ) で 代用 で きる 。 
6 /pattern/ コ マン ド と 同じ 機能 。、 オ プシ ョ ン は 次 の と お り 。 
デフ ォ ル ト の 設定 は 十 cf。 繰り返し 同じ 文字 列 を 検索 する 
に は 、Ml + [F] キー を 押す 


現在 行か ら 逆 方 向 へ 、 フ ァイル 先頭 まで 検索 する 。 m オプ 
ショ ン が 指定 され て いる 場合 は マー ク 領 域 先 頭 まで の 検索 
現在 行か ら フ ァイル の 終わ り ま で 検索 する 

マー ク さ れん た 領域 内 を 検索 対象 と する 

マー ク さ れ た 領域 を 無視 し 、 フ ァイル 全体 を 検索 する 

大 文字 と 小文字 を 区 別 し な い 

大 文字 と 小文字 を 区 別 する 

行 の 右 か ら 左 方 向 へ 検索 する 

行 の 左 か ら 右 方 向 へ 検索 する 



































LOOPKEY nnnn | キー を 垂直 方 向 に 繰り 返す 。 コ マン ド を 実行 する と キー の 
AL 指定 を 求め て くる の で 、 キ ー を 押す と nnnn 回 だ け キ ー が 
垂直 に 入力 され る 。 オ プシ ョ ン に ALL を 指定 する と ファ 
イル の 終わ り ま で その キー が 繰り 返し 入力 され る 


1 














LOWERCASE マー ク 領 域 に こち る すべ て の 大 文字 を 小文字 に 変換 する 
MArgins xxX yyy | マー ジン を 設定 する 。xxx は 左 の 桁 番 号 を 、yyy は 右 の 桁 
Ppp 番号 を 、ppp は 新しい 段落 を 開始 する と き に イン デン ト す 








る プラ ンク の 数 を 指定 する (これ は | 央 | + [P] キー を 押し 
た と き に 有効 )。 右 の マー ジン を 越え た 単語 は 次 の 行 に 折 
り 返 され る 。xxx お よび ppp の 値 は yyy より も 小さ く な け 














れ ば な ら な い 
MATCHTAB | oN で は Il キー また は 人 十 ll キー を 押し た と き に 、 
[ON | OFF] 現在 行 の タプ と し て 前 の 行 の 桁 位置 ( 各 単語 の 最初 の 文字 
の 位置 ) を 使う 。ON また は OFF を 指定 し な いと 現在 の 
タプ 位置 が 表示 され る 
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MATH 数 式 


数 式 を 計算 し 、 演 算 結果 を コマ ンド 行 に 戻す 。 演 算 結果 は | 
10 進数 で 表示 され る が 数 式 に は 8 進数 、10 進数 、16 進数 
の いずれ も 利用 で きる 。 計算 で きる 値 は -32768- て 32767 ま 
で の 範囲 で 、 中 間 結 果 も この 範囲 内 で な けれ ば な ら な い 。 
実数 は サポ ー ト され て いな い 。 使用 で きる 演算 子 は 十 、-、 
/、* 





MATHO 数 式 


MATH コマ ンド と 同じ だ が 、 演 算 結果 を 8 進数 で 出力 す 
る 





MATHX 数 式 


MATH コマ ンド と 同じ だ が 、 演 算 結 果 を 16 進数 で 出力 す 
る 








MULT 


il 


マー ク 領 域 に ある 数 字 に か け 算 を 実行 し 、 そ の 積 を マー ク 
領域 の 下 に 出力 する 。 計算 で きる 値 は -32768-~32767 まで 
の 範囲 で 、 中 間 結 果 も この 範囲 内 で な けれ ば な ら な い 





Name [ファ イル 


指定 
PRINT 








PUT [アカ イル 
指定 ] 


E エ ディ タ 上 の ディ スク に まだ 書き 込ま れ て いな い フ ァ イ 
ル の ファ イル 名 を 変更 する 
マー ク 領 域 が ある 場合 は その ブロ ッ ク を 、 マ ー ク 領域 が な 
い 場 合 は ファ イル 全体 を プリ ンタ に 出力 する 
マー ク 領 域 を 指定 し た ファ イル に 書き 込む 
【 指 定 さ れ た ファ イル に 内 容 が すでに 存在 する 場合 】 
上 書き せ ず 、 後 ろ に 追加 する 
【 同 じ フ ァイル に 繰り 返し PUT コ マン ド を 実行 する 場合 】 
ファ イル 名 の 指定 を 省略 する こと が で きる 。 こ の と き 、 
最後 に 指定 し た ファ イル 名 を 使う 
【 マ ー ク 領域 が な い 場 合 】 
現在 の ファ イル 全体 を ファ イル に 書き 込む 。 現在 オー プ 
ン し て いる ファ イル の ディ レク トリ や ファ イル 名 を 
“ニー” 記号 で 表す こと が で きる 











Quit 





現在 の ファ イル 編集 を 中 止 し 、 他 に オー プン し て いる ファ 
イル が な けれ ば 、 リ ター ンコ ー ド 0 で E エ ディ タ を 終了 
する 
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RC コマ ンド 
Save [ファ イル 指 
定 ][/q][/T] 





コマ ンド の リタ ー ン コー ド を 表示 する 





ファ イル を ディ スク に 保管 する 。 フ ァイル 指定 を し な けれ 
ば 現在 の ファ イル 名 が 使わ れる 。 フ ァイル 指定 で は 現在 
オー プン し て いる ファ イル の ディ レク トリ や ファ イル 名 を 
“ー” 記号 で 表す こと が で きる 
/q 一 ファ イル 保管 時 に メッ セー ジ が 表示 され な い 
/T 一 ファ イル 中 の 任意 の 行 で 8 文字 分 の ブラ ンク 
を 1 個 の タブ 文字 と 置き 換え て 保存 する 





ーーー 


SORT [/R][/C] 


ABS ml.n2 
n32 





TOP 








マー ク 領 域 が な い 場 合 は ファ イル 全体 を 並べ 替え る 。 マ ー 
ク 領 域 が ある 場合 は マー ク さ れ た 桁 を 分 類 キ ー と し て マー 
ク 領 域 の 行 全体 を 並べ 替え る 。SORT コマ ンド で 並べ 替え 
る の は 半角 文 字 の み で あり 、 全 角 文 字 の 並べ 替え 結果 は 保 
証 さ れ な い 

/R 一 逆順 (降順) の 並べ 替え る 

/C 一 大 文字 と 小文字 を 区 別 せ ず に 並べ 替え る 





キー お よび 十 [キー を 押し た と き に 、 実 行 する 
タブ 位置 を 設定 する 。 タ プ ブ を 1 個 し か 設定 し な い (た と え 
ば TABS 8) と 、1 桁 目 か ら ス ペー ス 8 個 ご と に 32 個 の タ 
プ を 設定 する 。 こ れ は 、“tabs 1 9 17 25 .… 247” と 設定 
し た こと に 等 し い 。 タ プ 位 置 は 昇順 に 指定 し な けれ ば な ら 
な い 








カー ソル を ファ イル 先頭 に 移動 する 





UPPERCASE 











WindowStyle [1 


陸 





マー ク 領 域 の すべ て の 英語 小文字 を 大 文字 に 変換 する 








E エ ディ タ の バー ジョ ン を 情報 行 に 表示 し 、 [| キー を 押 
すま で 休止 する 





アク ティ ブ な ウィ ンド ウ の スタ イル を 設定 する 。 そ れ ぞ れ 
の スタ イル に よっ て コマ ンド 行 の 位置 や 状況 表示 域 の 有無 
が 異な る 





450 





Central Folnt PPT 





較 プロ グラ ム を 自動 実行 する 

バッ クア ッ プ や 大 量 の デー タ 転 送 な ど 、 時 間 の か か る 処理 と か 夜中 に や り た 
ぃ 処理 な ど 、 日 時 と 内 容 を 設定 し て お く こ と で 自動 的 に 実行 する ユー ティ リ 
アデ ネ 。 

設定 し た 日 時 に スケ ジュ ー ル を 実行 する に は 、 メ モリ に スケ ジュ ー ラ の 常駐 
部 分 で ある CPSCHED が 常駐 し て いな けれ ば な ら な い 。 な お 、AUTOEXEC. 
BAT の 中 で CPSCHED を 常駐 させ る に は MOUSE や DOSKEY、 
SMARTDRV な ど 他 の TSR プロ グラ ム の 後 、DOS シェ ル や PC TOOLS デス 
クト ッ プ な どの シェ ル の 前 に 記述 し な けれ ば な ら な い 。 

設定 の 手順 は 次 の と お り 。 


⑩ DOS プロ ンプ ト か ら 次 の よう に 入力 し 、 実行 する 
C:\〉 cpsched 
スケ ジュ ー ラ 常駐 部 分 が メモ リ に 常駐 する 
@ DOS プロ ンプ ト か ら 次 の よう に 入力 し 、 実行 する 
C:\〉 schedule 
CP スケ ジュ ー ラ 本 体 が 起動 する 
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プロ グラ ム を 実行 する 日 を カレ ンダ ー か ら 選 択 する 
[追加 (A) ] ボタ ン を 押す 
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スケ ジュ ー ル を 設定 する 。 各 項目 の 設定 内 容 は 次 の よう に な っ て いる 








日 付 YY-MM-DD の 形式 で 入力 する 
時 刻 プロ グラ ム を 開始 する 時 刻 を 24 時 間 形 式 で 入力 する 





設定 ファ イル CP バック アッ プ か ら ス ケ ジ ュ ー ラ を 呼び 出し た と き に 表 
示さ れる 。 バ ッ ク ア ッ プ 設定 ファ イル を 指定 する 











頻度 プロ グラ ム を 実行 する 頻度 を 選択 する 
一 回 限り 一 一 指定 日 付 に だ け 実 行 する 
毎日 ーーーーーーー 毎日 実行 する 
平日 の み 一 一 一 平日 毎日 に 実行 する 。 平日 の 設 


定 は メイ ン ウ ィ ン ド ウ の [オプ 
ショ ン ] メニ ュー で 行う 
毎週 ーーーーー 毎週 同じ 曜日 に 実行 する 








毎月 xx 日 毎月 指定 日 に 実行 する 

毎月 第 xx 曜日 一 毎月 第 xx 曜日 に 実行 する 

隔週 ーーーーー 隔週 の 同じ 曜日 に 実行 する 
イベ ント スケ ジュ ー ル する プロ グラ ム 名 を 入力 する 。64 文字 以内 


で 必要 な オプ ショ ン を 付け る こと が で きる 
[表示 (B) ] ボタ ン を 押し 、 フ ァイル 一 覧 か ら 選 択 す る こ 
と も で きる 














⑬ [了解 (0) ] ボタ ン を 押す 
@ す べ て の イベ ント を スケ ジュ ー ル する 
⑥⑬ [F3| キー を 押し て 終了 する 


スケ ジュ ー ル され て いる イベ ント を 変更 する に は 、 メ イン ウィ ンド ウ の イベ 
ント リス ト か ら 編 集 す る イベ ント を 選択 し 、[ 編 集 (E) ] ボタ ン を 押す 。 
スケ ジュ ー ル され て いる イベ ント を 削除 する に は 、 メ イン ウィ ンド ウ の イベ 
ント リス ト か ら 削 除 す る イベ ント を 選択 し 、[ 削 除 (D) ] ボタ ン を 押す 。 
スケ ジュ ー ラ の オプ ショ ン ウ ィ ン ド ウ で は 平日 の 設定 と イベ ント リス ト に 表 
示す る イベ ント の 形式 を 選択 で きる 。 
{PAGE | 25) 
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IE 
QEMM 70 の 使い 方 





OEMM 7.0 の 使い 方 





DOS/V に は HIMEM.SYS、EMM386.EXE と いう 拡張 メモ リ 管 理 プ ログ ラ 
ム が あら か じ め 用 意 さ きれ て いる が 、 単 独 の 拡張 メモ リ 管 理 プ ログ ラム と し て 市 
販 さ れ て いる も の も ある 。 こ れ ら は 、 商 品 と し て 売り 出さ れ て いる だ け あ っ て 、 
DOS/V バン ドル の 拡張 メモ リ 管 理 プ ログ ラム より 、 さ ら に 広い ユー ザ メ モリ 
を 提供 する と か 、 メ モリ 使用 状況 の 診断 機能 を も つ な ど 、 使 い 勝 手 の よ さ を 特 
徴 と し て いる 。 

こう し た 市 販 の 拡張 メモ リ 管 理 プ ログ ラム の 中 で も 、 ア メリ カ Quarterdeck 
社 製 の QEMM は 歴史 が 古く 、 機 能 の 豊富 さき 、 使 いや すさ 、 安 定 度 な どか ら 人 
気 が 高い 。 ア メリ カ の パソ コン 雑誌 で し ば し ば ベス ト 商 品 に 選ば れ て お り 、 日 
本 で も DOS/V ショ ッ プ で は 必ず と 言っ て いい ほど 置か ん て いる 。 も っ と も ポ 
ピュ ラー な 拡張 メモ リ 管 理 プ ログ ラム の 一 つ で ある 。 現在 は QEMM 7.0 と ぃ 
う バ ー ジ ョ ン に な っ て お り 、 日 本 語 版 も 発売 され る 予定 だ ど と いう が 、 す で に 英 
語 版 を 入手 し た 人 も 多い だ ろう 。 英語 版 も 日 本 語 版 も 機能 的 に は 違い は な い の 
だ が 、 英 語 環境 で な いと 動か な い 画 面 が あっ た りす る の で 注意 が 必要 で ある 。 

また 、QEMM 7.0 は 英語 の パッ ケー ジ に 日 本 語 の 簡易 マニ ュ ア ル が 同 梱 き 
れ て いる が 、DOS J6.1/V 以上 で は 不具 合 が 起き る QEMM 7.0.2 と いう 古い 
バー ジョ ン で が 市 販 さ れ て いる の で 注意 。 DOS J6.3/V で は QEMM 7.0.3 以 
降 で な いと いけ な い 。 

本 項 で は 、 本 章 に ある メモ リ 管 理 の 項 を 理解 し た も の と し て 、QEMM の 概 
要 説 明か ら 、 イ ンス トー ル を 経て 、 あ る 程度 使い こなせ る よう に 各種 パラ メー 
タ の 設定 方 法 、 ま た 古い バー ジョ ン の 製品 を DOS J6.3/V で 使う た め の 対 処 
法 に つい て の 説明 を 行う 。 






QEMM と は 、Quarterdeck 社 に より 開発 され た も の で 、80386 以上 の 80x86 
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CPU を 搭載 し た IBM PC お よび その 互換 機 ま た は PS/2、PS/35 で 動作 し 、 
XMS メモ リ 、UMB メ モリ 、EMS メ モリ な どの メモ リ 管 理 を 行う こと が 可能 
で ある 。 

EMS3.2、EMS4 そし て EEMS と いっ た EMS メモ リ を サポ ー ト し て いる た 
め 、 ほ と ん どの EMS 対応 ソフ ト を 専用 の EMS メモ リボ ー ド を 使用 せ ず に 実 
行 す る こと が で きる 。 ま た 、 本 来 は シス テム が 予約 し て いる 領域 で ある アッ パー 
メモ リ 領 域 を 使用 可能 に する こと が で き 、 こ の 領域 へ TSR (常駐 プロ グラ ム ) 、 
ネッ トワ ー ク ドラ イ バ な どの デバ イス ドラ イ バ 、 そ し て FILES や BUFFERS 
な どの DOS リソー ス を 組み 込む こと が で きる 。 こ れ に より 、 本 来 DOS メモ 
リ ヘ ロー ド さ れる べき も の が 減る た め 、 今 まで 使用 きれ て いた DOS メモ リ が 
解放 され る の で 、 拡 張 メ モリ が な く て も DOS 上 で 640K バイ ト 以 上 の メモ リ 
を 使用 する こと が で きる 。 





メモ リ 管 理 を 行 ) け ソフ トウ ェ ア は 、DOS の パッ ケー ジ に も 付属 し て いる 。 
本 書 で は 、 第 4 章 の デバ イス ドラ イ バ の 項 で 説明 し て いる HIMEM.SYS や 
EMM386.EXE な ど が 該当 する 。QEMM は これ ら の メモ リ 管 理 を 統合 し て い 
る ば か り で な く 、 メ モリ の シス テウ ノッ 予約 領域 や ハー ドウ ェ ア 固 有 の メモ リ ま で 
も 管理 する と いう 、DOS 標準 の 拡張 メモ リマ ネー ジャ で は 実現 し て いな い メ 
も り 管 理 まで も 行う 。 

また 、DOS メモ リ に 常 入 する 量 が 少な いた め 、 ユ ー ザ は より 多く の メイ ン 
メモ リ を 使用 する こと が で きる 。 た だ し 、 本 来 英語 モー ド 用 の プロ グラ ム な の 
で 、DOS/YV の 日 本 語 モ ー ド で 使う に は いく つか の 注意 が 必要 で ある 。 

それ で は 、 簡 単に HIMEM.SYS や EMM386.EXE が 対応 し て いな いこ と を 
取り 上 げ て みる 。 


メモ リ 管 理 の 細か い 指定 が 可能 
DOS 付属 の メモ リ 管理 ソフ トウ ェ ア で は 、 細 々 と し た 部 分 を 設定 する こと 
が で き な か っ た 。 
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譜 スロ ッ ト を 使わ な いと メイ ン メ モリ を 増やせ る 
PC で は 拡張 ボー ド の それ ぞ れ の スロ ッ ト に アド レス が 用 意 さ きれ て いる が 、 
これ ら が 使用 きれ て いな い 場 合 、 ユ ー ザ が 利用 で きる メモ リ 量 を 増やす こと が 


可能 と な る 。 


詳 DOS を High RAM に ロー ド で きる 

DOS-UP プロ グラ ム に より 、 コ マン ド プ ロ セ ッ サ (COMMAND.COM) 、DOS 
本 体 ( カ ー ネ ル ) 、DOS デー タ 、DOS の リソー ス (FILES、 BUFFERS、STACKS、 
LASTDRIVE、FCBS) を High RAM に ロー ド す る こと が で き 、7K へ 70K バ 


イト 程度 ヘニー ザ メ モリ 量 を 増やす こと が で きる 。 


贈 DOS エフ ステ ンダ と し て も 使用 可能 

QEMM は 単なる メモ リ 管 理 プ ログ ラム で は な く 、DOS エク ステ ンダ の 機能 
も 有 し て いる 。DOS エク ステ ンダ と は 、 プ ロ テ ク トモ ー ド で 動作 する プロ グ 
ラム を 実行 可能 に する 環境 を 提供 する シス テム ソフ ト で ある 。 こ の DOS エク 
ステ ンダ は 、VCPI (Quarterdeck/PharLap 仮想 コン トロ ー ル プロ グラ ムイ ン 
タフ ェ ー ス 規格 ) お よび DPMI (DOS Protected Mode Interface) と 互換 性 が 
ある 。 


放 Stealth 機能 を 搭載 
Stealth 機能 を 使用 する こと に より 、 ア ッ パ ー メ モリ の 内 の 未 使用 アド レス 
に High RAM を 割り 当て る 設定 を する だ け で な く 、 シ ステ ム ROM 領域 に ち 
High RAM を 割り 当て る こと が で きる 。 こ れ に より 、 よ り 多 く の UMB を 確 
保 す る こと が 可能 。 

Stealth 機能 に は 、ROM 内 容 の 割り 当て 方 法 に マッ ピン グ 法 と フレ ー ム 法 の 
2 つが ある 。 


憶 ドラ イ バ バ の 最適 配置 

デバ イス ドラ イ バ や TSR プロ グラ ム を 組み 込む 位置 、 順 番 を 最適 化す る こ 
と に より 、 最 大 限 ま で High RAM に 配置 する 。OPTIMIZE は この 組み 合わ 
せ を 総 当 た り で 調べ 、 決 定 する 。 
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QEMM の イン スト ー ル は 、QEMM イン スト ー ル プロ グラ ム (INSTALL) 
を 実行 する 。 ア ッ プ グレ ー ド (バー ジョ ン ア ッ プ ) を 行う 場合 も 、 こ の INSTALL 
を 使用 する 。 

QEMM は デバ イス ドラ イ バ な の で 、 パ ソコ ン の ブー ト 時 に 読み 込ま れ な け 
れ ば な ら な い 。INSTALL は 必要 な ファ イル を コピ ー し た 後 、 自 動 的 に 
CONFIG.SYS を 書き 換え 、QEMM を 組み 込む た め の 行 を 先頭 へ 挿入 する 。 
イン スト ー ル の と き に 各 デ バイ ス ド ラ イ バ や TSR プロ グラ ム の 配置 を 最適 化 
し た り 、Windows の SYSTEM.INI を 書き 換え た り 、QEMM を 効果 的 に イン 
スト ー ル する た め に は 、 あ ら か じ め 必 要 な デバ イス ドラ イ バ や TSR プロ グラ 
ム 、Windows な ど を イン スト ー ル し て お いた 方 が よい だ ろう 。 

注意 し な けれ ば いけ な いこ と に は 、 英 語 版 QOEMM の INSTALL プロ グラ ム 
や それ に 続い て 実行 され る OPTIMIZE な ど は 、 画 面 が 英語 環境 で な けれ ば 表 
示さ れ な いと いう こと で ある 。 単に コマ ンド ライ ン か ら 「CHEV US /F」 を 
実行 し て 英語 環境 に 切り 替え て も 、 途 中 で シス テム を 再起 動 す る の で 、 
AUTOEXEC.BAT を 書き 換え て 、 必 ず 英 語 環 境 で 起動 する よう に し て お か な 
けれ ば いけ な い 。 





【 イ ンス トー ル 手 順 】 
⑩⑯E エ ディ タ な ど を 使っ て 、DOS/V が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ の 
AUTOEXEC.BAT の 先頭 に 次 の 行 を 書き 加え る 
CHEV US /F 
@ AUTOEXEC.BAT を 保存 する 
コマ ンド ライ ン で 次 の 命令 を 実行 し 、 画 面 を 英語 環境 に 切り 替え る 
A\> CHEV US /F 
⑳ OEMM の ディ スケ ッ ト を ドラ イブ A に 挿入 する 
次 の よう に 入力 する 
A\> INSTALL 
た だ し 、LCD や プラ ズ マ ディ スプ レイ の 機種 で は 次 の よう に 入力 する 
A\> INSTALL /m 
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まず 、「Wellcome to QEMM Instllation」 画 面 び 表示 され る の で 、 キー 
を 押し て 先 に 進む 。 次 の 画面 で は 、“Express install" か “Advanced install” 
の どちら か を 選択 する 。 そ の まま | キー を 押せ ば 簡単 に イン スト ー ル で きる 
“Express install” に 、 キー を 押せ ば 詳細 な 設定 を 選び な が ら 行 う 
“Advanced install” に 入る 。 こ こ で は “Express install” を 選択 し て みた 。 
な お 、“Advanced install” を 選択 し た 場合 、 お よび コマ ンド ライ ン か ら 
「QSETUP」 を 実行 する と 、 フ ルス クリ ー ン 型 の 設定 プロ グラ ム QEMM Setup 
が 起動 する 。 
⑩ “Express install” と “Advaned install” の 選択 


Huarterdeck OfEice Sustems Imc、 星 聞 Instal 
Uersiom: 7.B 


貴 呆 Imstallation 
Vou can install EMM in either nf twn wauS: 


Express Install uses ENMM's default settings--reguiring 
ueru Hittle input from uou. 


Buamced Install galks uou step bu step through 串 昌 "s 
installation and gptimization, describing each step 
along the waug, and allowing gou to chamge EM"s defaut 
Birectorg and options. 


Keus to Press: Fnter for Express Install 
B for Hdvanced Install 
Esc to gui 放 





イン スト ー ル 方 法 の 選択 画面 に 続い て 、 ユ ー ザ 情報 登録 画面 が 登場 する 。 こ 
こ で は 次 の も の を 入力 すれ ば よい 。 


@Name 一 一 名 前 

@Company 一 一 会 社名 

@City 一 一 町 名 (Chiyoda-ku な ど ) 

eState 一 一 州 名 (東京 な ら TOK な ど 、 適 当 に ) 
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@Country 一 一 国名 (JAPAN) 
@Serial Number 一 一 シリ アル 番号 


⑮ ユ ー ザ 情報 の 登録 


Tersonaize Vour Copg of GEMW 
Complete the following information. 


FC は 全 ISICHIYR Masaru 
Ir E 蘭 ERDE Cnrpnration 


citg: 部 生 証 議 議 較 較 State:( 画 Comtrg: 右 語 


Please enter uour Serial number located 
on gour UEW diskette. 











各 項 目 間 の 移動 は 、ImaM| キー で 順番 に 移動 する 。 す べ て の 項目 が 決定 し た ら 
キー を 押し 、 イ ンス トー ル を 開始 する 。 ドライブ プ C に QEMM と いう ディ 
レク トリ が 作ら れ 、 そ こ に 必要 な ファ イル が 転送 され る 。 す べ て の ファ イル が 
転送 され る READ.ME ファ イル が 自動 的 に 表示 され る 。 カ ー ソ ルキ ー や 
陣 / 陣 ] キー に よっ て 、READ.ME の 内 容 を 読む せこ と が で きる 。 読み 終え た 
REP 生 Ph ここ で HE キー を 押せ ば 、QEMM の イン ス 
トー ル が 終了 する 。 

し か し 、 単 に QOEMM を コピ ー し 、CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT に 
デバ イス ドラ イ バ と し て 記述 し た だ け で は 、QEMM の 能力 を 使い こなす こと 
は で き な い 。 [Es キー で は な く [ 記 キー を 押し 、OPTIMIZE に 進 も う 。 

OPTIMIZE プロ グラ ム で は 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の デバ イ 
ス ド ラ イ バ や TSR プロ グラ ム 起 動 コ マン ド を 解析 し 、 メ モリ を 最大 限 活 用 で 
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きる よう に 最適 化す る 。 

OPTIMIZE の 途中 で は シス テム を リプ ブー ト (再起 動 ) する の で 、 こ の 時 点 で 
ディ スケ ッ ト を 抜い て お く こ と 。 な お 、 こ こ で も “Express OPTIMIZE” と 
“Custom OPTIMIZE” と を 選択 で きる 。 

途中 で フル スク リー ン 画 面 が 消え た 、 テ キス ト だ け で ディ スケ ッ ト ド ライ ブ の 
テス ト を 求め て くる 。 ドライブ A に 、 そ の ドラ イブ で 読み 書き で きる ディ ス 
ケッ ト を 入れ て 何 か キ ー を 押し 、 次 の メッ セー ジ で ディ スケ ッ ト を 抜き 、 ま た 
キー を 押す 。 こ の 後 、 デ バイ ス ド ラ イ バ や TSR プロ グラ ム を も っ と も る 効率 よ 
く 組み 込む た め 、 パ ラメ ー タ の 組み 合わ せ を テス ト す る ANALYSIS PHASE 
に 入る 。 こ れ は 場合 に よっ て 、 一 晩 以上 か か る こと も ある 。 

QEMM の イン スト ー ル や OPTIMIZE に より 、 再 起動 で きも なく な る こと も 
ある 。 こ の よう な 場合 、 次 の 方 法 で 再起 動 を 行う 。 


@ シス テム を 再度 リセ ッ ト す る 。 必 要 な ら ば 電源 スイ ッ チ で 行う 

e ビー プ 音 が な っ た ら 、|AN| キー を 押す 

@「OEMM: Press any Key to continue. Esc to abort..」 と いう メッ セー ジ 
が 表示 され 、 一 時 停止 する 

@ [Es キー を 押す 


この 場合 、 シ ステ ム を リブート し て も 、QEMM が ロー ド さ れ な い の で 、 シ 
ステ ム を 使う こと が で きる 。QEMM が 正しく ロー ド さ れる た め に は 、QEMM. 
SYS の パラ メー タ を 現在 の シス テム に 応じ た も の に し な けれ ば な ら な い 。 パ 
ラメ ー タ に 関し て は 、QEMM の パラ メー タ 一 覧 を 参照 し て ほし い 。 

それ で は 、QEMM の 導入 前 と QEMM を 導入 し OPTIMIZE し た 後 の 
CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 内 容 、 そ れ に メモ リ の 状況 を 以下 に 示 
す 。DOS-DATA.SYS と DOS-UP.SYS が DOS を High RAM に 組み 込む た 
め の ド ライ バ 、QEMM386.SYS が メモ リマ ネジ ャ で ある 。 

空き メモ リ が 614K バイ ト と 、QEMM 導入 前 より 82K バイ ト も 増え て いる 
こと が わか る だ ろう 。 これだけ 空き メモ リ が あれ ば 、 い ちい ち SWITCH コマ 
ンド を 使っ て 英語 モー ド に 切り 替え を なく て も 、CHEV US コマ ンド で 英語 環 
境 に する だ け で 、 か な り 大 きめ の 英語 ゲー ム が 実行 で きる 。 
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⑮QEMM 導入 前 
【CONFIG.SYS】 





buffers 三 30 

files 三 30 

device 三 c: ぎ dos\himem.sys 

device 三 c: ぎ dos\emm386.exe ram 
dos 三 HIGH, UMB 

country 三 081, 932,c:\dos ぎ country.sys 
shell 三 c: 学 doscommand.com /P /E:S12 
devicehigh 三 c:\dos\setver.exe 
devicehigh 三 c:\dos ぎ ansi.sys 
devicehigh 三 c:\dos ぎ $font.sys 
devicehigh 三 c:\dos ぎ \$disp.sys 
devicehigh 三 c: ギ sys ぎ \vje\vjeb.drv 
lastdrive 三 g 





【AUTOEXEC.BAT】 





@echo off 

set COMSPEC 三 c:\dos\command.com 
prompt $pSg 

path c:ic: 科 dos:c:\bin\tool:c:\bin\Vz 
C: 学 sys ぎ ipx /o3 

Cc:\sys ぎ netx 





h:login 
capture /Qprintd_0 /No Banner 
い 


chev us /f 
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1M バ イト 次 の メモ リ を 使用 し て いる プロ グラ ム / ド ライ バ : 


名 前 合計 = 基本 メモ リ + UMB メモ リ 
SYSTEM 務 765 (14K) 14.791 (14K) 64 ( 貴 
NEM 129 1.129 必 9 
BMM386 M 釘 2 3.972 (3K 9 K 
EB 29.656 (2 2!!656 (2 故 六 
COMMAND 4.489 結 4.489 (4| 9 ( 克 
PX 17.744 (17K 17.744 (17K 上 
NBTX 48.688 (48K 48.688 (48 ( 
I 4.464 K 中 .464 (人 K 
$FONT 4.889 K 4.889 (5K 
$DISP 26,.256 (26K (中 ,256 活 
+ 空き - 586,128 (572K 544,888 (532K, 41.248 (4 狗 
メモ リ の 概要 : 
メモ リ の タイ プ サイ ズ = 使用 済 上 使用 可能 
基本 655.369 (64 學 119, 489 (8 544,889 (532K 
UMB 76。912  .( 35.664 (35K 41.248 (4 學 
アダ プ ブタ RAM/RON 393,216 (384K 393.216 (38 に 
XMS* メモ リ 


! ( 克 
6.195,2 久 (6, 外史 ) 


7,263,129 (7.893K) 1.867.929 (1.43K 


シス テム 全 メ モリ 8.388.698 (8.192K) 1.697,289 (1.57 嘱 ) 6,781,328 (6,622K) 
1M バ イト 以下 全 メ モリ 732,272 (715K) 146,144 (143K) 586,128 (572K) 
全 RMS メモ リ 7,667,712 MA 人 

使用 可能 EMS* メモ リ 6.397.849 (6,1 


* RMM386 は EMS メ モリ を 提供 する た め 必 要 に 応じ て XMS メ モリ を 使用 し ます 。 
RMS メ モリ と XMS メ モリ ー の 使用 可能 サイ ズ は 対応 し て 変わ る こと が あり ます 。 


3 4 1 送 サイ ズ 544.656 9 
41.248 (4WWK 


用 可能 
6 9 は 了 人 識 に 作 双 し て いま す 





に | 








⑮QEMM 導入 ・OPTIMIZE 後 
【CONFIG.SYS】 





buffers 三 30 

files 三 30 

dos 三 HIGH, UMB 

country 三 081,932,c:\dos\country.sys 

DEVICE= ニ c:\qemm\DOSDATA.SYS 

DEVICE ニ c:\qemm\QEMM386.SYS ST:M X ニ F800-F9FF X 
ーFE00-FFFF RAM R:2 

DEVICE ニ c:\qemm 半 DOS -UP.SYS @c:\qemm\DOS - UP. 
DAT 

SHELL =c: ぎ qemm ギ loadhi.com /r:2 c:\dos ぎ \command.com /P 
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/E:512 

DEVICE ニーc:\dos ぎ setver.exe 

DE VICE=c:\qemm\loadhi.sys /r:3 /size 三 9840 c:dos 半 ansi. 
SYS 

DEVICE=c:\qemm ギ \loadhi.sys /r:l /size 三 26304 c:\\dos\$font. 
SyS 

DEVICE=c:\qemm ギ loadhi.sys /r:1 /size 三 27008 c:\dos\$disp. 
SYS 

DEVICE 三 c: ぎ sys\vje\vjeb.drv 


lastdrive 三 g 








【AUTOEXEC.BAT】 





@echo off 

set COMSPEC 三 c:\dos\command.com 

prompt $p$g 

path C:\QEMM:c::c:\dos:c:bin\tool:c:\bin\Vz 
c: 学 demm ぎ loadhi /r:2 c: ぎ sys ぎ ipx /o3 

c: 凍 demm ぎ loadhi /r:2 c:sys ギ ぎ netx 

h:login 

capture /Qprintq_-0 /No Banner 

0) 

chev us /f 














1M バ イト 以下 の メモ リ を 使用 し て いる プロ グラ ム / ド ライ バ : 





名 前 合計 = 基本 メモ リ + UMB メモ リ 

SYSTEM 4.461 (4K) 1.924.413 (1. 夏 ) 42.939,473 (419,339 
RSTRCFG 112  (W) 112 K 細 (9K) 
QEMM386 768 (1K) 768 1K 『 (上 ) 
VJEB 29.656 (2 巡 ) 2 上 656 (29 9 ( 

1 112 ri 112 ( 學 
COMMAND 4.489 4K) 528 1K) 952 0 
$PONT :889 (5K) 凡 駒 4.889 5K) 
$DISP 26.256 (26K) 『 (m 26.256 (26K) 
IPX 17.744 (17K) 陣 ( 欧 ) 17.744 (7K) 
NETX 48.688 (48K) 9 郊 48.688 徹 
-UP 224 凡 飲 ) 224 
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DOSDATA 5.488 1 ( 環 ) 5, 488 5 

I 4,464 g ( 残 ) 4.464 Ak 
FILES 1.594 1K) 9 ( 相 1.594 1K 

S 272 (1 Mg 作 272 6 
WKBUFFER 528 1K 凡 原 528 1K 
LASTDRIV 649 1K) g 癌 649 1K 
STACKS 1.872 (2K) ! 原 ) 1.872 2 
INSTALL 168 線 9 党 16 飲 
- 空き - 78.896 (692K 628.784 (614K 8%112 (78K 

メモ リ の 概要 : 

メモ リ の タイ プ サイ ズ PR 使用 済 + 使用 可能 
基本 655,369 (64 芝 ) 26,576 26K) 628,784 (614K) 


UMB , 2941,441 (4, 1 599 42, 補 (4 193 422 8%112 (78K 
アダ プ タ RAM/ROM 393, 216 半 委 216 人 凡 
XMS ネ ※ メモ リ 8,163, 2 昭 際 972 1.963 664 (1.998K 6,299,536 (6,964K 


ンス テム 全 メ モリ 8,388,698 (8.192K) 1.47L176 (1.436K) 6.918,432 (6,756K) 
1M パ イト 以下 全 メ モリ 42,947,994 (4.194.149 42,949,955 (4,193,448 798,896 (692K) 
全 KMS メモ リ 7,618, 56M 人 二 
使用 可能 BMS* メモ リ 6,299,536 (6,64K 
* EMM386 は BMS メ モリ を 提供 する た め 必 要 志 に 応 応じ て MS メモ リ を 使用 し ます 。 

MS メモ リ と XMS メ モリ ー の 使用 可能 サイ ズ は 対応 し て 変わ る こと が あり ます 。 

行 可能 プロ 人 2 ズ 628.768 (614K 


用 可能 最大 UMB 77.264 (75k 
DOS は HMA 拉 に 欠 駐 し て いま す 


和 














バー ジョ ン 7.0.1、7.0.2 の QEMM は 、MS-DOS 6.0 に まで し か 対応 し て お 
ら ず 、DOS J6.3/V や MS-DOS 6.2/V に イン スト ー ル し て OPTIMIZE を 実 
行 す る と ハン グ ア ッ プ す る な ど 、 不 都合 が 起こ る こと が ある 。 

幸い 、Quaterdeck 社 か ら QEMM 7.0.3 に バー ジョ ン ア ッ プ する プロ グラ ム 

(701TO703.ZIP、702TO703.ZIP) が 無料 で 提供 され て お り 、 こ れ を 入手 すれ 
ば DOS J6.3/V で も QEMM を 利用 で きる よう に な る 。 こ れ は 日 本 で は 、 た と 














えば NIFTY-Serve の FNWU (NetWare フォ ー ラ ム ) の デー タラ イブ ラリ 3 番 
こ 登録 きれ て いる 

いずれ か 必要 な 方 を ダウ ン ロ ー ド し 、PKUNZIP で 解凍 し て 、 復 元 し た ファ 
イル を QEMM を イン スト ー ル し た ディ レク トリ で 実行 すれ ば 、QEMM の 関 
連 プ ログ ラム すべ て が 自動 的 に バー ジョ ン ア ッ プ され る 。 後 は 、 通 常 ど お り 
OPTIMIZE を 実行 すれ ば よい 。 
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QEMM に 付属 する MemoryManifest と いう ユー ティ リティ (mftexe) は 英 
語 環境 で し か 動作 し な い が (英語 版 )、 メ ニュ ー 形 式 で メモ リ や シス テム の 詳 
細 な 情報 、 ベ ンチ マー ク 、Windows の .INI ファ イル な ど を 表示 し 、 問 題 点 や 
改善 の ポイ ント を 教 を えて くれ る 。 メ ニュ ー 構 成 は 次 の と お り と な っ て いる 。 
さま ざま な シス テム 情報 を 知ら せる Manifest 


ーーーー 


| CON 前 TE 


385 Compatible 


99486D0K UideoHdapter OU5R 

U85 Enhamced 
ytll 

hoenix Parallel Ports 1 

婦 24/93 SerialPorts 2 

1SR 5ame Ports 1 


Huailajle 


中 Conventiomal emoru 

旧 Fxpamded Memoru (pooled) 

旧 Extemded Hemoru (pooled) 
Upper Nemoru (High RM) 


F2=Print 四 
C=Exit ! 








@ シス テム (System) @ 先頭 IM バイ ト (First Meg) 
ー 概要 概要 

トー CONFIG.SYS 内 容 ト F 一 プロ グラ ム 配 置 

トー AUTOEXEC.BAT 内 容 トー 割り 込み 

トー CMOS 内 容 トー BIOS 内 容 

トー Network 内 容 ーー < ペン チー バーク 

ー Pentium 
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EMS (Expanded) アダ プ タ (Adapters) 
概要 ビデ チオ 
一 ペー ジ ディ スク 
ト - ハン ドル シリ アル / パ ラ レ ル ポー ト 
一 タイ ミン グ バッテリー 
ーー マテ グ QEMM (QEMM) 
XMS (Extended) 概要 
ト 概要 グイ 
XMS グモ セ ズ 
DOS (Dos) 解析 
概要 メモ リ 
ドラ イ バ 
ファ イル バッ ファ 
環境 変数 
ディ スク 


indows (MS Windows) 
本 SYSTEML.INI 内 容 
WIN.INI 内 容 
me ント (Hints) 








QEMM.SYS を イン スト ー ル する と き 、QEMM は 、 シ ステ ム の ハー ドウ ェ 
ア や ソフ トウ ェ ア の 構成 状況 を 調べ 、CONFIG.SYS に お ける QEMM.SYS の 
コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ を 自動 的 に 作成 する 。 し か し 、 シ ステ ム に 合う より 
細か い 設 定 を 行い た い 場 合 は 、 コ マン ドラ イン パラ メー タ を 変更 し な けれ ば な 
ら な い 。 

ここ で 注意 し な けれ ば な ら な い の は 、 以 下 の 行 が 必ず CONFIG.SYS の 先頭 
に な けれ ば な ら な いと いう こと で ある 。 


DEVICE=QEMM.SYS 


コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ を 設定 し な い 場合 、QEMM.SYS は デフ ォ ル ト の 
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値 や 起動 時 に 検索 し た シス テム 内 容 で メモ リ 構 成 を 決定 する 。 
次 の も の は 記述 例 と し て 取り 上 げた 。 


DEVICE ニ QEMM.SYS _ RAM 


ここ で は 、TSR、 デ バイ ス ド ラ イ バ お よび DOS リソー ス を UMB ヘ へ ロード 
可能 に する た め 、RAM スイ ッ チ を 使用 し て いる 。 


コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ を 設定 する と き に 注意 し な けれ ば な ら な い の は 、 
パラ メー タ 中 に “=” が 含ま れ て いる 場合 、“=” の 前 後に 空白 を 空け て は な 
ら な いこ と で ある 。 





LT I つ 良 “ ーー 

衣 QEMM の ヘル プ に 関す る パラ メー マツ 
QEMM.SYS の パラ メー タ や 、 それ ぞ れ の 機能 の 説明 を 1 行 で 表示 する 
0EMM.SYS の コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ や 、 パ ラメ ー タ の 省略 型 の すべ て の 
一 覧 を 表示 する 


語 QEMM の オン / オ フ に 関す る パラ メー タ 

拡張 メモ リ を 必要 と し た 場合 に 、OEMM を ON に する 

OEMM を 無効 に する 

QEMM を 常時 有効 に する 

これ ら は 、QEMM が シス テム を 仮想 86 モー ド に する か どう か 、 拡 張 メ 
モリ が どの よう に 扱わ れる か を 制御 する 。 
AUTO で は 、 プ ログ ラム が 拡張 メモ リ を 必要 と し た と き に QEMM が ス 
イッ チ を ON に する 。 
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ON で は 、 拡張 メモ リ が 使用 可能 な 状態 に な り 、 プ ロモ セッ サ が 仮想 86 モー 
ド で 動作 する 。 

OFF で は 、 拡 張 メ モリ が 使用 不能 と な り 、 プ ロ セ ッ サ が リア ルモード で 
動作 する 。 

いずれ か を 指定 し な い 場 合 、 デ フォ ルト で は AUTO が 指定 され た こと に 
な る 。 特 に 初期 状態 を 変更 する 理由 が な けれ ば 、AUTO を 使用 する の が 
望ま し い 。 


衣 メモ リ の 扱い に 関す る パラ メー マツ 
RAM 王 XXXX-YVVy ま た は RAM<<<<<<<<<<<<<cccc<c<ccccc<cc<<cccccccccc<ccccccccceccccccecccccccccccccccecccccecceeeccecc 

High RAM に 割り 付け る アッ パー メモ リア ドレ ス を 指定 し た 、 ア ドレ ス 間 で 

設定 する か 、 任 意 の アド レス に 設定 する 

RAM パラ メー タ は 、TSR、 ド ライ バ ま た は DOS リソー ス を ハイ メモ 
リ で 実行 し た い 場 合 に 必ず 指定 され て いな けれ ば な ら な い 。 

金 640K 一 1024K バイ ト の 範 囲 で 、ROM や アダ プ タ RAM が な けれ ば 、 
その アド レス を EMB メモ リ に 割り 当て 使用 する こと が で きる の で 、 
QEMM で 使用 する 領域 を 設定 する 。 こ の 領域 は 、LOADHI コマ ンド 
な ど に より 使用 され る 。 

RAM が 指定 され た 場合 は 、QEMM が 自動 的 に 領域 の 範囲 を 設定 し 、 
QEMM の 初期 状態 が 強制 的 に ON に な る 。 
HOUM 三 XXXX-VWWV また は RUM:<<<<<: <ccccecccccc <cccccccccccccecccece <ccccccctccccceccececceccceceGeecec<c<te 
RAM に 割り 付け る ROM コー ド を 、 指 定 し た アド レス 間 の も の に 設定 する か 、 
任意 の アド レス の も の に 設定 する 

人 ROM パラ メー タ を 設定 する と 、RAM が ROM より も 速い の で 、ROM 
の コー ド の 実行 速度 が より 速く な る 。 

RAM に 複写 され る ROM の 範囲 を 指定 する 。 こ こ に ある xxxx と yyyy 
は 16 進数 で アド レス 範囲 を 設定 する 。 通常 、ROM に 置か れ て いる プ 
ログ ラム より も RAM に 置か れ て いる プロ グラ ム の 方 か 実行 速度 が 速い 。 
その た め 、 こ の よう な こと が 行わ れる 。 

た と えば 、 シ ステ ム BIOS ROM を RAM に 置く と き は 、ROM ニ ニ F000- 

FFFF と 記述 する 。 
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ROM と 指定 し た 場合 に は 、QEMM の 初期 状態 が 強制 的 に ON に な る 。 
INELUDE 三 XXXX-VWWV (| 三 XXXX-VWWWJ <<<<<c<<<ccccccccccccccccccccccccccccccccccccceccctcccccceecceccccecctccececcc 
割り 付け 可能 な メモ リ 範 囲 を 設定 する 
最初 の IM バイ ト 以 内 に ある メモ リ 領 域 で 、QEMM の 制御 下 に お く メ 
モリ 節 囲 を 設定 する 。xxxx と yyyy は 16 進数 で 、4K バイ ト の 倍数 で 指 
定 す る 。 デ フォ ルト で は 、QEMM は 自動 的 に 使用 可能 な 領域 の すべ て 
の 領域 を 使用 する 。 
この パラ メー タ の 値 は 、QEMM の 分 析 手 順に よっ て 推奨 され た 値 に 基 
づい て 決定 され る 。 
主 な 使い 方 と し て は 、VGA で モノ クロ モニ タ を 使う 場合 に カラ ー 用 の 
未 使用 の メモ リ 領 域 を QOEMM で 使用 で きる メモ リ に 割り 当て る こと が 
で きる 。 こ の 場合 は 、「INCLUDE=B800-BFFF」 と 指定 する 。 
INCLUDE と EXCLUDE の 両 コ マン ドド は 、 連 続 し て 使用 し な けれ ば な 
ら ず 、EXCLUDE で 除外 し た メモ リ 領 域 を INCLUDE で 使用 する こと 
が で きる 。 
EXCLUDE ニ xxxx-WWVy (X 三 XX-VWWW) < <ceeecectcceeccccceeeeceee cccecccccceeccceeeecxecectexeecexeccccce 
マッ プ 不 可能 な 範囲 を 設定 する 
最初 の IM バイ ト 以 内 に ある メモ リ 領 域 で 、QEMM の 制御 下 に お か な 
い メ モリ 範囲 を 設定 する 。 た だ し 、 こ の 範囲 は 、QEMM が 自動 的 に 発 
見 する こと が で き な か っ た 領域 に 対し て の み 使用 する こと が で きる 。 こ 
の xxxx と yyyy に は 16 進数 で 4K バイ ト の 倍数 で 指定 する 。 
主 な 使い 方 と し て は 、 ア ドレ ス が CC00 で 16K バイ ト の メモ リ を 使用 
する ネッ トワ ー ク アダ プ タ を 使用 し た 場合 、 EXCLUDE=CC00-CFFF 
と する こと が で きる 。 複数 の 範囲 を 指定 し た い 場 合 は 、EXCLUDE を 
複数 回 使用 する こと が で きる 。 
た だ し 、QEMM は ペー ジフ レー ム を 必要 と し 、640K--960K バイ ト (A 
000~F000) の 間 で 少な く と も 64K バイ ト の 連続 し た メモ リ を 必要 と す 
る 。 こ の メモ リ が 足り な いと QEMM が 使用 で き な く な る た め 、 こ の 領 
域 で 少な く と も 64K バイ ト の フリ ー エ リア を 指定 する よう に 注意 し な 
けれ ば な ら な い 。 
640K バイ ト 以 上 の 領域 で 64K の 領域 が 発見 され な か っ た と き 、QEMM. 
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SYS は 自動 的 に 576K バイ ト か ら ロ ー ド され る 。 こ の 場合 、 ア ドレ ス 
9000 は 、 こ の 64K バイ ト の た め に DOS で 利用 で きる メモ リ 合 計 か ら 
外さ れ て し まう 。 
ADAPTERRAM 三 xxxXx-VVWV (AHAM) ccceedeeeeeedeeeeeeeceeceeeeeeeeeceeeeeeeeeeceeeee 
アダ プ タ が 指定 され た 範囲 内 に RAM を も っ て いる こと を 知ら せる 
人 アダプタ な ど が も っ て いる RAM の メモ リ 領 域 を 認識 する 。 こ れ は 通常 、 
ネッ トワ ー ク アダ プ タ や 3270 ア ダ プ タ な どの 特殊 デバ イス に 使用 され る 。 
通常 、QEMM は 自動 的 に これ ら の 領域 を 見 つけ る が 、 ア ダ プ タ に よっ 
て は 見 つけ られ な いも の も ある 。 こ の と き は 領域 を 指定 し て この スイ ッ 
チ を 付け れ ば よい 。 
これ ら の 装置 は 通常 、 ア ダ プ タ 中 の メモ リ を コン ピュ ー タ の メモ リ の 一 
部 の よう に し て PC に アク セス させ る こと に よっ て 高い パフ ォ ー マ ンス 
を 得る た め に 、 こ の RAM を 使用 する 。 
た だ し 、 こ の 領域 は ハイ メモ リ と 同様 に は 扱え な い 。 ま た 、 
ADAPTERRAM スイ ッ チ は 、QEMM.COM の タイ プ 表 示 を 行う と き 
に 、 領 域 を 外部 の も の と する より も 、 む し ろ ア ダ プ タ RAM で ある と す 
る 以外 は 、EXCLUDE と 同様 で ある 。 
ADAPTERROM 王 xxxx-VWWy (AROM) cccceeeeeeeeeeeeeeeeeeeedeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 
アダ プ タ が 指定 され た 範囲 内 に ROM を も っ て いる こと を 知ら せる 
アダプタ な ど が も っ て いる ROM の メモ リ 領 域 を 認識 する 。 こ れ は 通常 、 
ネッ トワ ー ク アダ プ タ や 3270 ア ダ プ タ な どの 特殊 デバ イス に 使用 され る 。 
通常 、QOEMM は 自動 的 に これ ら の 領域 を 見 つけ る が 、 ア ダ プ タ に よっ 
て は 見 つけ られ な いも の も ある 。 こ の と き は 領域 を 指定 し て この スイ ッ 
チ を 付け れ ば よい 。 ア ダ プ タ の ROM は 、QEMM が ROM を 探し て ぃ 
る と き で も QEMM 側 か ら は 見 えな い 。 
この スイ ッ チ は 、QEMM に ROM 領域 を マッ プ 可 能 な も の と 認め させ 
な い 。 こ れ に より 、High RAM を その 領域 に 置く こと が で き な い 。 
も し ROM が QEMM から 見 た え ROM ス イッ チ が あれ ば 、 ア ダ プ タ の 
ROM は 、PC か ら ROM へ の アク セス 速度 を 向上 させ る た め に ROM 
の 内 容 を RAM へ 割り 付け られ る 。ADAPTERROM は EXCLUDE と 
似 て いる が 、 ユ ー ザ 自身 で 領域 を 除外 する と いう こと を 許可 され て いる 。 
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プロ テク トメ モリ の 全量 の 決定 方 が 失 の も の で な いと 設定 する 

QEMM が ブー ト 時 に ハン グ ア ッ プ す る 場合 、 こ の スイ ッ チ を 使う と 、 
プロ テク トメ モリ に 関す る QEMM.COM の メモ リ 報 告 が 不正 確 に な る 
と き が ある 。 

速度 に より メモ リ を 並べ 替え る 

これ を 指定 し た 場合 、QEMM は メモ リ の 速度 テス ト を 行う 。 た だ し 、 
Windows3.0、Windows3.1 の エン ハン スト モー ド と 互換 性 が な いた め 、 
Windows を 使用 する ユー ザ は 注意 が 必要 。 

RUMHOLES:N (HH:N) て cccccccccccc<cccccccccc<ccccct<cccccc く ccccc く cctctccctcrcctcvctvvccvcccvcccctcccccccccvccc 
シス テム ROM 内 の 未 使用 領域 を 使わ な か いよ うに する 

FEF000--FFFF 問 に 位置 され る 多く の シス テム ROM チッ プ に は 大 き な 
未 使用 領域 が ある 。QEMM.SYS は 自動 的 に 使用 され て いな い 領 域 を 見 
つけ 、 こ れ ら を 取り 込む 。 

@OQEMM.SYS の 自動 検出 が 働か な か っ た 場合 、 初 期 に は 未 使 用 の ある 領 
域 が 後 で 使用 3 され る こと が ある 。 シ ステ ム 機 能 が 正確 に 動作 し な いよ う 
な 問題 を 経験 し た り 、 後 々 に その よう な 問題 を も ちっ た り し た 
QEMM.COM ANALYSIS レポ ー ト で 指定 され た 領域 を 調べ て みる と 
よい 。 

USERAM ニ XXxX-VWVV (U=XXXX-VWWW) ceccccecccceccccececcccccecceccceeccecteccceeceeeececcteecteeeetee 
RAM アド レス を 設定 する 

全 OEMM が 再 利用 する た め 、RAM が アド レス xxxx-yyyy の 領域 に 割り 
当て られ て いる こと を 設定 する 。 

OEMM が 自動 的 に シャ ドウ メモ リ を 検出 で き な い コン ピュ ー タ で は 
ROM、 ビ デオ RAM、 ア ダ プ タ RAM に よっ て 占め られ て いな い ア ッ 
パー メモ リ の 領域 を USERAM パラ メー タ で 明示 し な けれ ば な ら な い 。 

ビデ オメ モリ を 使用 し な いよ うに 設定 する 

A000--B7FF の メモ リ を 使用 し な いよ うに する 。 こ の オプ ショ ン は モ 
ノ ク ロ ディ スプ レイ を 使用 する PC で 有効 で も ある 。 こ の よう な シス テム 
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で は QEMM は 640K (A000)0 か ら ビ デオ アダ プ タ カ ー ド の 最後 (モノ ク 
ロ で は B000、 CGA で は B800) メ モリ を 追加 し 、 そ れ ぞ れ に 従っ て DOS 
の メモ リサ イズ を 変更 する 。 
ビデ オ RAM に 予約 され た 領域 に High RAM を 割り 当て な い 
介 RAM パラ メー タ が 設定 され た 場合 、QEMM は 640K768K バイ ト の 
領域 を 含む 、 す べ て の 有効 な 上 位 メ モリ に High RAM を 割り 当て る 。 
これ を 割り 当て な いよ うに 設定 する パラ メー タ 。 
割り 付け られ る 前 に ビデ オ RAM の アド レス 領域 を 取り 除く 
ここ で 除外 され た メモ リ を VIDRAM ブログ ラム で 使用 する こと が 可能 。 
VIDHAMEMS (VREMS) <<<<<<c<<<<<<<<<<<<<cccccccccc<ccccccccccccccccccccccccccccccccccccccececctccecceeccteccecccecd 
ビデ オ RAM を EMS メモ リ に 割り 付け る 
VIDRAM プロ グラ ム で ビデ オ RAM を EMS メモ リ に 割り 付け る た め 
の アド レス を 設定 する 。 
XBUAN <<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<cccccckcxccccxcccccccccccccccccccccccccccccccctccccccccccccccccccccctceccccccceeccccecteccceccee 
拡張 BIOS デー タ 領 域 を 移動 させ な いよ うに 設定 する 
拡張 BIOS デー タ 領 域 を も つ マ シン で は 、QEMM.SYS は 自動 的 に 拡張 
BIOS デー タ エ リ ア (XBDA) を 移動 させ る 。 こ れ は 通常 6399K バイ ト に 
あり 、QEMM.SYS に より 使用 3 れる アド レス へ 移動 きれ る 。QEMM. 
SYS は 、XGDA が メモ リ 管 理 を 適正 化す る た め に 邪魔 な 存在 な の で 、 
移動 を 行う)。 し か し 、 プ ログ ラム が 間違え て XBDA が 639K バイ ト に 
ある と 仮定 する こと も ある 。 
この よう な こと が ある と 、 NT は この 仕様 を 無効 に する 。 PS/2 モデ ル 80 
上 や XBDA を も つ PC 上 で 実行 し て いる プロ グラ ム が こう いっ た 問題 
に 当たっ た 場合 、NT は すぐ に その 問題 を 解決 する 。 


説 Windows に 関す る パラ メー 
Windows3.0 の スタ ンダ ー ド モー ド と エン ハン スト モー ド 、Windows3.1| の エ 
ン ハ ンス トモ ー ド を 無効 に する 
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この パラ メー タ を 設定 する と 、Windows3.0 は リア ルモード の み 、 

Windows3.1 は スタ ンダ ー ド モー ド で し か 動作 し な く な る 。 
WINSHRINKUMBS:N (WSUN) eccccccecccdeecccecceeccdcccecccecceccccdecekcceecceececdcceteeeececeeeeecceceeed 
Windows3.0 の エン ハン スト モー ド で High RAM の 領域 を 縮小 させ な い 

人 デフ ォ ル ト で は 、Windows3.0 を エン ハン スト モー ド で 起動 する と 
QEMM は High RAM の 未 使用 領域 を 削除 する 。 こ の パラ メー タ を 設 
定 す る と 、Windows3.0 の エン ハン スト モー ド で 動作 する プロ グラ ム が 
High RAM 領域 を 使用 で きる よう に な る が 、 し ば し ば DOS ウィ ンド 
ウ の サイ ズ が 小さ く な る 。 


議 EMS に 関す る パラ メー マ 


OEMM が EMS メモ リ 管 理 を 行わ か いよ うに する 
ぐ QEMM を 使用 し つつ 他 の EMS メモ リマ ネー ジャ を 使用 する 場合 に 、 
この パラ メー タ を 設定 する 。 
EMS を 強制 的 に 有効 に する 
FRAMELENGTH パラ メー タ あ る い は FRAME= ニ NONE パラ メー タ 
を 指定 し た こと に より 、EMS の ペー ジフ レー ム が 64K バイ ト 以 下 で 
あっ て も EMS マネ ー ジ ャ を 有効 に する 。 
HANDLE 三 nmn ( 妥 三 ) <<<<<<<<c<<c<c<c<ccctccceccccccccccccccccceccceccsccctccccccccccccccecccccccecctccccccctece 
EMS ハン ドル の 数 を 設定 する 
nnn は 16 へ 255 の 範囲 内 に な けれ ば な ら な い 。EMS メモ リ を 使用 する 
各 ア プリ ケー ショ ン は 、 少 な く と も 1 つ 以 上 の ハン ドル を 必要 と する 。 
アプ リケーション の 中 に は それ 以上 の ハン ドル 数 を 必要 と する も の も あ 
る 。 ほ と ん と の 場合 、 既 定 値 の 64 で 間に合う 。 
値 が 大 きい ほど QEMM に 使用 きれ る プロ テク トメ モリ の 合計 量 が 増加 
する 。HANDLE は 28 バイ ト の プロ テク トメ モリ を 消費 する 。 
FRAME=xxxX / 『FHAME=NUNE (HH 三 xxxx / FH 三 NONE) <<<<<<<<eeeeeeeeeeeeedeee 
セグ メン ト ま た は NONE で ペー ジフ レー ム の アド レス を 設定 する 
人 ペー ジフ レー ム の アド レス は 、EMS に よっ て 割り 付け られ た 拡張 メモ 
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リ の 64K バイ ト セ グ メ ント の 最初 の アド レス で ある 。 よ くく 使わ れる も 
の と し て は 、C000、C400、C800、CC00、D000--EO000 な ど が ある 。 
めった に な い が 、 フ リー エリ ア が 見 つか ら ず 、 モ ノ ク ロ ディ スプ レイ カー 
ド か CGA ビデ オア ダ プ タカ ー ド を 使用 し て いる 場合 に 、A000 が 使わ 
れる こと も ある 。 

メモ リ の 64K バイ ト の 領域 は 、EMS を 使用 可能 に する た め に 、 こ れ ら 
の アド レス の 一 つの も の て で 使用 可能 で ある 。 

全 FRAME パラ メー タ を 省略 し た 場合 、xxxx は 、 ユ ー ザ の ハー ドウ ェ ア 
構成 に 従い QEMM に よっ て 選択 きれ る 。 し か し 、QEMM が ハー ドウ ェ 
ア の 不 和 を 見 つけ られ な いこ と に より ベー ス ア ドレ ス の 選択 を 自動 的 に 
行 を な いよ うな 場合 は 、 こ の パラ メー タ を 使用 し て は な ら な い 。 
また 、FRAME=NONE で な い 場 合 、 メ モリ の 分 類 、High RAM の 使 
用 、 マ ル チ タ スク の 実行 、ROM の 割り 付け 、EMS マネ ー ジ ャ と し て 
使用 し な い 設 定 な ど を 行っ て は な ら な い 。 


FRAMELEMRTH 王 X (FL 三 X) <<<<<<<<ccccccccccccccccccccccccexcecccceeceecceeeceeeceeeeececeeeeeeeeeeeceteceeceeeeeeeeeced 
16K バイ ト の x 倍 の EMS ペー ジフ レー ム を 作成 する 


UNMA 


> の 既定 値 は 4 で あり 、 こ れ は QEMM が メモ リア ドレ ス の 64K バイ ト 
を 4 ページ の ペー ジフ レー ム と する こと を 意味 し て いる 。 
PFHEEPAES:TY / N (UFP:Y / NM) <<<<<<<<<<<<<<<<<<c<<<<cec<cccccxccccccccccccccccxccccccccdcctecceecccecc 


EMS ペー ジ 除 外 を 設定 する 
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EMS を 使っ て いる プロ グラ ム が EMS の ハン ドル を 解放 し た と き 、EMS 
ペー ジフ レー ム か ら EMS ペー ジ を 除外 する か どう か を 設定 する 。 
Stealth ROM が 有効 に な っ て いる と き は UNMAPFREEPAGES:Y が 
標準 の 設定 で あり 、SVGA ビデ オカ ー ド で VideoROM 領域 を 除外 する 
こと な く Sitealth ROM を 利用 する こと を 可能 に する 。 し か し 、 こ の パ 
ラメ ー タ が ある と 、GdQlyphix、VP Planner、1DR Plus の ある バー ジョ 
ン な ど を 含む EMS 使用 プロ グラ ム で 支障 が 出る 。 も し も Stealth ROM 
を 有効 に し た 状態 で EMS 使用 プロ グラ ム の 実行 に 問題 が 起き た な ら 、 
UNMAPFREEPAGES:N を 設定 し て 試し て ほし い 。 


譜 プロ テ フ ト メモ リ に 関す る バラ メー マツ 
EMBMEM ニ mnnmn (EMB 三 mmn) <<<<<<<<<<<<<<c<xcc<ccc<xccccc<cxcccccckccccceccccccccccscccccccccccccecccccccccctccce 
XMS メモ リ を 使用 する プロ グラ ム が 使用 可能 な メモ リ の 最大 量 を 設定 する 
例 nnnnn に は EMB メモ リ の 合計 量 を KK バイ ト 単 位 で 指定 する 。 既定 値 
は 12288K (12M) バイ ト で ある 。 
この パラ メー タ を 使用 する の は 、Windows3.0 に すべ て の XMS メモ リ 
を 使用 きれ た く な い 場 合 で ある 。 
EXTMEM 三 nnnmn (EXT 三 nm) <<<<cc<ccc<ccc<cccccc<ccc<ccccccccccccccececcceccceceeecceeececceececetceeccceetecceece 
OQEMM か ら 使 用 し な い プ ロ テ ク トメ モリ の 全体 量 を 設定 する 

nnnnn は 1 へ 31744 の 範囲 で な けれ ば な ら ず 、 こ れ は 1K~31744K バイ 
ト を 意味 する 。 こ の パラ メー タ は 、 プ ロ テ ク トメ モリ を 利用 する RAM 
ディ スク や ディ スク キャ ッシュ を 使う と き に 有効 で ある 。 
EXTMEM パラ メー タ が 省略 され た 場合 、QEMM は プロ テク トメ モリ 
を 残さ ず に すべ て を 使い きる 。EXTMEM と MEMORY パラ メー タ は 、 
反対 の 意味 を も ち 、EXTMEM は 最小 限 の メモ リ を 使用 し 、MEMORY 
は 最大 限 の メモ リ を 使う 。 

MEMORY ニ nnnmn (ME 王 nmnmn / MEM 三 mm) <<<<<<<<<<<t<cccccetececeeceeeeeeeceeceeeeeeeceeeceeedeeeeeecee 
0OEMM 自身 が 使用 し た り 、0QEMM が 拡張 メモ リ と し て 使用 する 80386 プロ テ 
クト メモ リ の 設定 を 行う 

nnnnn は 、128 へ 32128 の 範囲 に な けれ ば な ら ず 、128K--32128K バイ 
ト を 意味 し て いる 。MEMORY パラメータ が 省略 され る と 、QEMM は 
使用 可能 な すべ て の プロ テク トメ モリ を 使用 する 。 
0OEMM が プロ テク トメ モリ の 管理 を 行わ な いよ うに 設定 する 
通常 、OEMM は 、XMS サー ビス を 行う 。 

USEXMS:M<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<c<<<<<cc<<cc<<c<cc<cct<cccccckccctccc<ccccccccceccetcvecccccccccccccctececreczccccceetccce 

XMS ドラ イ バ へ の XMS 呼び 出し を 行わ な い 
すす で に ロー ド さ れ た XMS ドラ イ バ へ の XMS イン タフ ェ ー ス 呼び 出し 
を 使用 し て メモ リ を 獲得 し な いよ うに する 。 
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議 ハイ メモ リ 領 域 に 関す る パラ メー マタ 
HMAMIN 王 <<<<cc<<ccctcccccxcxrccxccccccccccxcccccccccccceeccccccccccecccecccccxcseccescstccccccececccceeeececxttcceccteeece 
HMA の 最小 サイ ズ (0 て 63K バイ ト ) を 設定 する 
例 | つの プロ グラ ム が HMA を 使用 で きる が 複数 で も 使用 し た いと き 、 こ 
の パラ メー タ は 、1 つ の プロ グラ ム に 最低 nnK バイ ト の HMA メ モリ 
を 割り 当て る 。1 つ の プロ グラ ム で HMA メモ リ を 使用 する 場合 、 こ の 
パパ ラメ ー タ は 必要 な い 。 
MM 用 <<<<<<<<<<<<<tc<c<ccccc<<ccc<cc<ccccccc<cccccccc<cccccc<ccccccckccccccc<cc<crcccccccccccccccecccc<ccccc<tcccccetcccccct 
HMA が すでに 割り 当て られ て いる よう に し 、O0QEMM が HMA を 使用 で き な い 
よう に する 
全 OEMM より 前 に XMS ドラ イ バ が ロー ド さ れ て いた り 、HMA が す で 
に 割 り 当て られ て いる 場合 、 こ の スイ ッ チ を 使用 する 。 


詳 Stealth に 関す る パラ メー マタ 

STEALTHHOM:x (STX) ecxccccxccccccceccceeeeeeeeeecccceeeeeeeeeteeeeeeeccceeeeeeeeeeeeeeckt 
Stealth 仕様 を 導入 する 

全 * に は M また は F を 設定 する こと が で き 、 そ れ に 従っ た メモ リ 管 理 方 
式 を 行う 。 
M の 場合 は 、 マ ッ ピ ング メソ ッ ド を 使用 し 、F の 場合 は フレ ー ム メソ ッ 
ド を 使用 する 。 

EXCLUDESTEALTH 三 xxXX (XST 三 XXXX) <<<<<<<<<<<<<<<c<<c<ccccccc<cccccccccccccccccccccccccecccccccceecccecceexcecce 
ST:x オプ ショ ン に より 再 割り 当て され て いな い ROM メモ リ の 開始 アド レス 
を 設定 する 

ここ に は ROM 開始 アド レス し か 設定 する こと が で き な い が 、XST ス 
イッ チ を 複数 指定 する こと も で きる 。 

EXCLUDESTEALTHINT=xx (XSTI 三 XX) <<<<<<<<<<<<<<c<<c<<<ccccccccccccccccccccecccecccccccccccceccccecccecteccecc 
Stealth パラ メー タ が 使用 され て いる と き に 、 ソ フト ウェ ア 割 り 込み xx を 横 
取り し な い 

金 特定 の 割り 込み が シス テム BIOS や 0000:0000 を 指し て いる と き に 、 あ 
る プロ グラ ム が 動作 し な いよ うな 場合 に 使用 する 。 
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エン ハン スト モー ド で 実行 する Windows3.0、Windows3.1 に High RAM お よび 
Stealth 機能 を 提供 する WINHIRAM.VXD お よび WINSTLTH.VDX の ファ イル の 
ある パス を 指定 する 
人 こ の パラ メー タ は ディ スク レス の ネッ トワ ー ク ステ ーション で 使用 され 
る か 、2 つの VXD ファ イル が QEMM.SYS が ある ディ レク トリ 以外 に 
ある と き に 使用 され る 。 


詳 特定 の ハー ドウ ェ エア に 対す る パラ メー タマ 
COMPAOEGAROM:Y / N(EER:T / NM) <<<<<<<c<<<<<<cccc<ccccccccccccxcccccceccccccccccccccceccccceeeccecccecceceeceeced 
Compaq の ビデ オ ROM を 再 割 り 当 て する 
Compaq の コン ピュ ー タ は 自動 的 に 、 ア ドレ ス C000 に ある 遅い EGA 
また は VGA の ROM を 、 速 い メ モリ の E000 へ 複写 する 。QEMM.SYS 
は 、 こ の 動作 を 保留 し 、Compaq コ ンピュータ の ハイ メモ リ の 合計 量 を 増やす 。 
ROM の 速度 を 向上 きせ る た め に 、ROM アド レス CO000 の 内 容 を RAM 
へ 自動 的 に 割り 付け る 。 
QEMM.SYS が Compad386 で ある こと を 知る と 、QEMM.SYS は 
COMPAQEGAROM:Y を デフ ォ ル ト て で 使う 。 こ の 機能 を 無効 に する た 
め に は 、COMPAQEGAROM:N を QEMM.SYS の コマ ンド ライ ン に 設 
定 す れ ば よい 。 
COMPAOFEATURES:Y/N (CFY/N) ee 
Compaq に 関す る 機能 を 有効 / 無 効 に する 
COMPAQEGAROM、 COMPAQHALFROM、COMPAQROMMEMO- 
RY の 機能 を 有効 、 あ る い は 無効 に する 。QEMM の 初期 設定 で は 、 
Compaqd コン ピュ ー タ 上 で は これ ら の 機能 は 有効 に な っ て いる 。 
COMPAOHALFROM:Y / N(CHR:Y / NM) teteeeeeeeeeeceeeeeeceeeeecdeeeeecceeeeeeeeeeeeeeedeeeeceeeeeeeeeeeeed 
Compaq の シス テム ROM を 半分 に 分 割 す る か どう か 指定 する 
多く の Compaq386 コン ピュ ー タ の シス テム ROM は 2 分 割 さ きれ て いる 。 
それ ら は 、 ア ドレ ス が F000-F7FF と F800-FFFF と な っ て いる 。 こ れ 
ら の アド レス に は 余分 な 情報 が 含ま れ て いる 。QEMM.SYS は 、 余 計 な 
部 分 を ハイ メモ リ と し て 使用 する た め に ROM を 分 割 す る 。 
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QEMM.SYS が Compaq386de あ る こと を 知る と 、QEMM.SYS は 
COMPAQHALFROM:Y を デフ ォ ル ト で 設定 する 。 こ の 機能 を 無効 に 
する た め に は 、COMPAQHALFROM:N を QEMM.SYS の コマ ンド ラ 
イン に 設定 すれ ば よい 。 
COMPAOROMMEMORY:Y / N(CRM:Y / N) <<<<<<<<<<<<<<<<<cccccccccccccccccccccccxccccdceecceecceeceeeeceeceeec 
Compaq の ROM メモ リ 使 用 を 設定 する 
金 Compaq Deskpro 386 コ ンピュータ は 、128K バイ ト の ハイ メモ リ を シ 
ステ ム ROM と EGA ROM の 速度 向上 の た め に 予約 し て いる 。QEMM. 
SYS は 、ROM パラ メー タ を 使用 する こと で シス テム ROM の 速度 向上 
を 行え 、LOADHI プロ グラ ム を 使用 する こと で 、 こ の ハイ メモ リア ド 
レス に TSR、 デ バイ ス ド ラ イ バ 、DOS リソー ス を ロー ド す る こと を 可 
能 に し て いる 。 
QEMM.SYS が Compaq386 で あ る こと を 知 る と 、QEMM は 
COMPAQROMMEMORY:Y を デフ ォ ル ト で 設定 する 。 こ の パラ メー 
タ を 使用 し た く な い 場 合 は 、COMPAQROMMEMOR Y:N を 設定 すれ 
ば よい 。 
使用 中 の PC を Compaq386S と し て 認識 する 
例 OQEMM は 通常 、Compaq の セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム の バー ジョ ン 6.02 
また は より 新しい バー ジョ ン の も の が 動作 し て いれ ば 、 自 動 的 に 
Compaq 386S を 認識 する 。 こ れ 以 下 の バ ー ジ ョ ン を 使用 し て いる 場合 、 
QEMM が 正しく 最適 化 を 行う) た め に 、 こ の スイ ッ チ を 指定 し な けれ ば 
な ら な い 。 
IBM の ROM BASIC エリ ア を High RAM に 割り 当て な い 
ROM BASIC を 使う た め 、ROM BASIC の エリ ア を High RAM ある 
い は 拡張 メモ リ に 割り 当て な いよ うに する 。 
SCSI| ディ スク ドラ イ バ を 扱う た め に 使用 する ディ スク バッ ファ の 大 き さ を K 
バイ ト 単 位 で 指定 する 
SCSI デバ イス が 特殊 な 方 法 で タメ モリ に アク セス する た め 、QEMM の 





480 


通常 DMA バッ ファ が 不足 を きた す 。QEMM は 、 問 題 の な い デ ィ ス ク 

アク セス を 行う た め に 、 オ プシ ョ ン で 別に SCSI バ ッ フ ァ を も つこ と が 

で きる 。 

この パラ メー タ は 、 バ ッ フ ァ サ イズ を 指定 する 。 バッファ が 大 きい ほど 、 
ディ スク の パフ ォ ー マ ンス が 向上 する が 、DOS メモ リ を 使う こと に も 

な る 。 

DISKBUFHAME 王 mm (DBF 三 mm) eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeteeeeteeeeeeeeeeeee 
EMS ペー ジフ レー ム を 直接 アク セス する INT 13 (ディ スク の 読み 書き ) 用 に 
バッ ファ リン グ を 行う 

SCSI ハード ディ スク を 使用 する 場合 の バッ ファ リン グ を 行う た め に 設 
定 す る 。 こ れ は 通常 の DMA バッ ファ リン グ を 行う ハー ド デ ィ スク に 
使用 し て も 意味 が な い 。 

FORCESTEALTHEOPY:Y (FTCS:Y) <<<<<c<<<<<<<<<ccccc<<cc<cc<<ccccccccccccccccccceccccccccccecccceececcceccceececcceecceee 
0EMM の アド レス ヘビ デオ ROM、 デ ィ ス ク ROM お よび シス テム ROM を 保存 
させ る 

例 STEALTHROM パラ メー タ が 設定 され た 場合 に 使用 する 。 

FRAMEBUFY / N (HB:Y / NM) ecc<cxccxxxcxccecccceectcxeeecceececceeeeeeeceeeeeeeeeeceeeeeerceeedeeeecerceee 
DOS の ディ スク 読み 込み と ディ スク の 書き 込み を EMS の ペー ジフ レー ム で 
行う 

人 Stealth メソ ッ ド また は フレ ー ム メソ ッ ド が 使用 きれ 、 他 の メソ ッ ド が 
使用 きれ て いな けれ ば 、 デ フォ ルト で この 機能 が 設定 され る 。 
Y 一 常時 機能 を オン に する 
N 一 常時 機能 を オフ に する 

DMA 三 mmn (DM 三 NN) <<<<<<<<<<<<<<<ccc<cccc<ccccccceccccccccccccccccccccccctcceeccccceccccceeckcccsccctectccescecscccece 

DMA バッ ファ の サイ ズ を 設定 する 
nnn は 12128 の 範囲 内 で な けれ ば な ら ず 、 こ れ は 最大 長 が 12K128 
K バイ ト と いう こと を 意味 する 。 

VS <<<<<<<<<<<<<<<x<<<x<<<kcc<kcc<ccc<cccccccccckcckcccccccccccccccccccccctcctccckcccceckecctccccccccctccc<cetccecccctce< 

仮想 DMA サー ビス の 使用 を 禁止 する 
例 仮 想 DMA サー ビス は 、386 メ モリ マネ ー ジ ャ と バス マス タデ バイ ス 間 
の 対話 を 定義 むせ る も の で ある 。 
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割り 込み を 有効 へ 変更 する 
全 OQEMM は 通常 、 で きる だ け 多 く の 割 り 込 み を 許可 し よう と する 。 こ の 
スイ ッ チ は 、DMA 転送 が 設定 を 行っ て いる 間 は それ ら の 割り 込み が 禁 
止 き れる 10 の ネッ トワ ー ク プロ グラ ム へ 提供 きれ て いる 。 
TRAP8042:Y (T8:Y) ccceeceeeeeeececeecceeeeedeeeeee <ccccccecccexceecceece rcccxcccccxecceectcexcesccexcccecee 
8042 キー ボー ドコ ント ロー ラ を トラ ッ プ する 
全 QEMM.SYS は A20 ライ ン の 状態 を 操作 し よう と する プロ グラ ム を 発 
見 する た め に 、 デ フォ ルト で 8042 ポー ト を トラ ッ プ する 。 プ ログ ラム 
は 、 プ ロ テ ク トメ モリ に アク セス する た め に これ を 行う が 、 結 果 的 に は 
キー ボー ド 関 係 の 問題 を よく 起こ す 。 
T8 パラ メー タ は HIMEM.SYS の サポ ー ト を 無効 に する が 、 キ ー ボ ー ド 
関係 の 問題 も 取り 除く 。QEMM は 、XMS を サポ ー ト し て いる の で 、 
HIMEM.SYS を ロー ド す る 必要 は な い 。 
FLLIN ecc<cc<cceeccccececcccceccccececc cececccccccccet< ccccccccccecceeccccec で ccccceccccecce cecececceeececcee 
640K バイ ト 以 下 の メ イン メモ リ を 補充 せ ず 、 そ の まま に する 
人 こ の オプ ショ ン は 、 マ シン が 640K バイ ト 以 下 し か も っ て いな いと き に 
し か 意味 が な い 。QEMM は 通常 、 プ ロ テ ク トメ モリ か ら 640K バイ ト 
に 満た な い 部 分 を 移行 きせ る 。 し か し 、FILL:N は これ を 行わ な い 。 
QEMM が DOS メモ リ を 640K バイ ト に し た 場合 、 初 期 状態 は 強制 的 に 
ON に され 、 変 更 き れる こと が な い 。FILL:N は ビデ オ 補 充 も 行わ な い 
よう に する 。 
SHADOWRAM:LEAP / NEAT / NEC / OPTI / PEMK / SEAT / TOPCAT / 386 / MONE (SH) <<<<< : 
シャ ドウ RAM を 設定 する 
金 Chips&Technologies の LEAP、NEAT、PEAK、SCAT あ る い は 386 
チッ プ セ ッ ト 、 ま た は NEC チ ッ プ セッ ト 、OPTI チ ッ プ セッ ト 、 
TOPCAT チッ プ セ ッ ト を 使っ て いる コン ピュ ー タ で は 384K バイ ト の 
予約 メモ リ を 基本 メモ リ 内 に セ モット し 、 シ ャ ドウ 化す る 。QEMM は 、 
コン ピュ ー タ が これ ら の チッ プ セ ッ ト を 搭載 し て いる か どう か を 、 自 動 
的 に 判定 する 。 し か し 、 自 動 判定 が うま くい か な い 場 合 、 ど の チッ プ セ ッ 
ト を 使っ て いる か を この パラ メー タ で 明示 的 に 指定 で きる 。 ま た 、 シ ャ 
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ドウ RAM を 使用 し た く な い 場 合 は 、SHADOWRAM:NONE パラ メー 
タ を 設定 し な けれ ば な ら な い 。 
トッ プ メ モリ を 検索 し な い 
PC は 16 メ ガバ イト の アド レス 空間 の 先頭 に 384K バイ ト 以 下 の メ モリ 
を も っ て いる 。QEMM.SYS は 、 メ モリ が ある か どう か を 決め る た め 
自動 的 に そこ を 検索 する 。QEMM.SYS は それ を 使う た め Sh る 。 
メモ リ 空 間 の 先頭 を 見 る と き に 不 和 を 起こ すこ と が ある が 、 こ れ は 何 か 
が その 領域 を 使用 し て いる 可能 性 や コン ピュ ー タ の ハー ドウ ェ ア 設 計 で 
ソフ トウ ェ ア に その 和 領域 ヘア クセ ス さ せな いと いう 可能 性 が ある 。 
この よう な 場合 、NT を 設定 する と QEMM.SYS は 、 メ モリ 空間 の 先頭 
を 使用 し た り 検 索 し な い 。 ブ ー ト 時 に ハン グ ア ッ プ す る よう な 場合 は 、 
NT を 設定 する 。 
UNUSUAL8042 (U8) <ccc<cccccc<tccccc<tcccccccccccc<K<<< く cc く tcc く cc くく cc く Kcccccc<ccccccccccc<<<< く CK で < くく <K く KK 
OEMM に 8042 キー ボー ドコ ント ロー ラ が 標準 の も の で な いと 設定 する 
全 OQEMM.SYS 8 ON に 設定 し た 場合 や 、DESQview を 実行 し て キー ボー 
ド を 使用 し な い 場 合 、UNUSUAL8042 スイ ッ チ を 設定 し な けれ ば な ら 
な い 。 
速度 を 落 さ な いた め に 、BIOS の ビデ オル ー チ ン を 他 の アド レス に 置き 換え 
な い 
STEALTHROM パラ メー タ が 使用 きれ て いる と き に 、 あ る ビデ オカ ー 
ド と の 互換 性 に 関す る 問題 を な くす た め に 使用 する 。 
OEMM が 監視 する |/0 ポー ト の アド レス を 変更 する 
SUSPENDRESUME (SUS) また は SUSPENDHESUME ニ mm (SUS:mm) < 
シス テム が SUSPEND/RESUME 機能 を も っ て いる 場合 に 指定 する 
nn は シス テム が 決定 する こと が で き な い の で 、 ユ ー ザ が 決定 し な けれ 
ば な ら な い 
トー クン リン グ ア ダ プ タ の 存在 を 見 つけ な いよ うに する 
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全 QEMM は 、 メ モリ を 除外 し よう と し て 、 何 ら か の 方 法 で トー クン リン 
グ ア ダ プ タ を 認識 し よう と する 。 


議 特定 の DOS バー ジョ ン に 関す る パラ メー マタ 
DOS4:Y (4:Y) ecceeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee <cc<ccxccdccceccecccextcceceeceecceetccccc tecxccccxeccceccectccecc 

DOS4 用 の EMS ペー ジ 命 令 に 切り 替え る 
PC DOS 4.0 を 使用 し 、/X 命令 を 使用 し て いる と き に の み 使 用 で きる 。 
DOS4 を 設定 する と 、QEMM.SYS は PC DOS 4.0 に ある バグ に 当たら 


な いよ うに EMS4.0 規格 を 切り 替え る 。 


議 マル チマ スク に 関す る パラ メー マ 
MAPREBOOTN (MR:N) <<<<<<<<<<<<<<<<<<<<cc<cccc<cc<ccccccccccxcccccccccccccccccecccdeeeecccdececceecceccceeccdeceecceeee 
System ROM の 4K バイ ト を RAM に 置き 換え な い 
人 初期 設定 で は QEMM は System ROM 中 の 特定 の 4K バ イト を シャ 
ドー 化し 、 ワ ー ム リブ ー ト の た め に ROM の その 部 分 の コー ド を 書き 換 
える が 、 こ れ に よっ て リプ ブー ト に 和 失敗 する 原因 と な る こと が ある 。System 
ROM が 制御 し て いる フロ ッ ピ ー ド ライ ブ や 他 の デバ イス の 問題 が 原因 
と な っ て リプ ブート に 和 失敗 する よう な 場合 、 こ の パラ メー タ を 設定 する 。 
MAPS 三 mm (MA 王 ) <<<<<c<c<cececeececcceeeccceccccecd <ececccccceccceccecee で ccctccctceccccecccccccvcecee 
切り 替え 可能 レジ スタ の 数 を 設定 する 
人 nnn は 0 へ 255 の 範囲 内 に な けれ ば な ら な い 。 そ れ ぞ れ の マッ プ は プロ 
テク トメ モリ を 4K バイ ト 消 費 す る 。 い ずれ か の マッ プ は 、 操 作 環 境 に 
より 使用 され 、 マ ル チ タ スク の 速度 向上 を 図る 。 同 時 に 実行 し た い プ ロ 
グラ ム に 応じ て 、 マ ッ プ を 増やし て いか な けれ ば な ら な い 。 デ フォ ルト 
の 値 は 8 で 、 マ ル チ タ スク を 行わ な い 場 合 は MAPS=0 を 設定 する 。 
OLDDV:Y (0DV:Y) <<<<<<<<<x<<ccxcccxccccccccccxcceccxccckecxccccxeccteckexcetccccecseeckkececekeeectkccetecteccecce 
OEMM が DESQview1.3 また は 2.00 を 実行 する よう に 設定 する 
人 DOS メモ リ か ら 4K-8K バイ ト の メモ リ を 消費 する 。DESQview2.01 
以上 で は この パラ メー タ は 必要 な い 。 
TASKS 三 mm (T 三 m) ecc ccccccxcccccccceccec <ccccc<cccc<ccccccccccc<c<cccc <cccccccteccccetccc ccctc 
割り 込み の ネス トレ ベル を 設定 する 
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す OQEMM.SYS が プロ テク トモ ー ド か ら 割 り 込み を 扱う と き に 使用 され る 
QEMM.SYS の 内 部 デー タ 構造 の 数 を 設定 する 。 デ フォ ルト で は 16 が 
設定 され て いる 。TASK=1 で 、384 バイ ト の プロ テク トメ モリ を 消費 
する 。 

VCPISHAHE:Y (VS:Y) <<<<<<<<tc<<c<c<ccccccccccxccccctccctcccceccecececcccccecccctccctceetcccc cccetcecccectsweccecc ccc 
VCPI クラ イア ント と へ 最初 の ペー ジテ ー ブ ル を 共有 する こと を 許可 する 

全 こ れ に より 、DOS エク ステ ンダ ソフ ト と 互換 性 を ち も た な く な る 。 こ の 

パラ メー タ は 通常 使用 きれ な い 。 


議 エラ ー 発 生 時 に 関す る パラ メー マツ 
PAUSE0MH 和 0 前 (PE 潮 ) ccc<qcccccceeccccccccccceeeeeeeceeeceeeeeeeceeeeceereede 0 
エラ ー 発 生 時 に 停止 し な いよ うに する 
ぐ QEMM は 、 コ マン ドラ イン 命令 の 解析 を 行っ た 後 で 、 パ ラメ ー タ に エ 
ラー が ある 場合 、「Press any key to continue, ESC to abort (続け る 場 
合 は 何 か の キー、 や め る 場合 は ll キー を 押す ) 」 と いう メッ セー ジ を 
表示 する 。 
QEMM.SYS に より エラ ー が 生じ た 場合 や 、 エ ラー に より シス テム に 生 
涯 を きた す 場 合 は 、NOPE 命令 を 使用 する 。 
PUSE.…:… <cccccccccctccctccctcctctcccecccccccc<cccccctccccccc<<cccccc<cccttccccct <cccccccc ccccccccceccccccc<c<<c<ccccccccc 
メッ セー ジ 出 力 時 に コマ ンド の 実行 を 停止 する 
PAUSE コマ ンド は 、 ユ ー ザ が [Es キー を 押さ な く て も QEMM.SYS を 
イン スト ー ル 中 に 停止 する 。 こ れ は 使っ た こと が な い パ ラメ ー タ を 試す 
と き に 有効 で 、 エ ラー が 発生 し た と き に ロー ド を 中 止 す る こと が で きる 。 
し か し 、QEMM.SYS の コマ ンド ライ ン に エラ ー が ある 場合 、QEMM 
は ユー ザ へ エラ ー の 内 容 を 表示 する た め に 、 自 動 的 に 一 時 停止 する の で 
注意 し な けれ ば な ら な い 。 
WATCH006 ニ 0 / 1 /2 (WU ニ 0 / 1 / 2) ccccccccccccccceeecceecceeccccceeeeceeeeeeeeeceeeceecececeeeeeeee 
ウォ ッ チ ドッ グ タ イマ の タイ プ を 設定 する 
何ら か の 問題 が 発生 し 、 そ れ を 検証 し て いる と き に QEMM.SYS の コマ 
ンド ライ ン パ ラメ ー タ と し て 指定 する 
DESQview 変更 プロ グラ ム の 「Protection level (0-3) (保護 レベ ル ) 」 
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の 設定 で は 、 レ ベル 1 は 、 長 期 に わた り 割 り 込 み を ロッ ク す る プロ グラ 
ム に 対し て の 保護 と いう 意味 を も つ 。 ロ ッ ク さ れ た 割り 込み を 監視 する 
た め に は 、 そ の ハー ドウ ェ ア が 確実 に な けれ ば な ら な い 。2 つの 異な る 
ハー ドウ ェ ア が 存在 し 、QEMM.SYS は WATCHDOG タイ マ 仕 様 を 実 
行 す る た め に サポ ー ト する 。 
1 つ は 、PS/2 で あり 、 も う 1 つ は 、Compaq Deskpro 386 コ ン ピ ュ ー 
タ で ある 。 デ フォ ルト で は 、QEMM.SYS は いずれ の ハー ドウ ェ ア を 使 
うか 試し て か ら 決 定 する 。 
人 WWD スイ ッ チ は 、 ク ロー ン 用 か また は 、 そ れ 以 上 の 仕様 を ちっ た も の 

に 使用 する 。 

WD=0 一 一 ウイ ッ チ ドッ グ タ イマ を 使用 し な い 

WD=1 一 PS/2 仕様 、 

WD=2 一 一 Compaq 仕様 


LLLI 
語 その 他 
OPTIMIZE コマ ンド で 使用 する 内 部 パラ メー タ 
INCLUDE385 (|386) cccccccccccccckcccccctccck<ccccccccccccccsccccccccccc<<cccc<cKcccccKccKceccccccc<&&eCGccKeeCG<Kc< 
MCA.ADL ファ イル で 使用 する INCLUDE の バリ エー ショ ン 


(1 cxeetkececceeteeedeeeteeeeteeeeeeeewweeeeeeeeeeeeetteeteeeeteeeeoeetteoeefeWettceeeeette 


OPTIMIZE コマ ンド で 合用 する 内 部 パラ メー タ 。 
HEGIUN:n (Rin) て cccccccccccccccccctccctcccccctcccccccccccccccccccccccccccccccccctcc<tcc<K<ccCCcc く cccKKccK<cctcccKcccttttcctcc 
High RAM の どの 領域 に 割り 当て る か を 設定 する 
例 OPTIMIZE コマ ンド で 使用 する 内 部 パラ メー タ 。 
VIRTUALHDIRO:N (VHI:N) <<<<<<c<<<<c<<c<c<cccc<cccccc<cccccccccecccceccecccccccccccceectcccecckeckeeeccteccteecetecece 
Steath オプ ショ ン で M お よび F を 設定 し て いる と き 、 デ ィ ス クキ ャ ッシュ 
機能 を 禁止 させ な い 






QEMM.COM に は 大 きく 分 け て 2 つの 使用 方 法 が ある 。 ま ず は 、QEMM の 
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状態 を ON、OFF お よび AUTO に 変更 する こと が 上 げ ら れる 。 次 に 、QEMM 
に 関す る 状態 を 報告 し 、 メ モリ の 最初 の IM バイ ト の 使用 状況 を 報告 する こと 
が 上 げ ら れる 。QEMM.COM は メモ リ 中 の 最初 の IM バイ ト を 図式 また は 一 
覧 の いずれ か で 表示 する こと が で きる 。 こ れ は QEMM に 付属 する Manifest 
が 行っ て いる こと と ほぼ ば 同等 の こと を 行っ て いる 。 

QEMM.COM の コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ は 次 に 上 げた と お り で ある が 、 
これ ら の 長い コマ ンド パラ メー タ を 入力 し て も よい し 、 省 略 型 を 入力 し て も よい 。 





だ 27 くく 2 く くく て く 7 くく くく 2 くく 7 くす くく く くく くく て く て 2 く て て 2 く て てく くく 2 くく て くそ くく くそ すく くく イズ くく て て くく て くく く て 2 て スイ 2 スイス くそ 2 て く 7 くく 7 くく る くく て ん くく くく て くく て て て ス く マイ て ッ て 
コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ の 名 称 と その 省略 型 を 表示 する 
QEMM ? 
GeeGxGCGCtGGCAKGXCGGKGCCGCCGCYKCGGEGNCGKCG6KGXGGGCCGZCGNRGGGGGCGXGVCKKCGGGGX2GKCXGCCKCRGSCGGU4G6GGCCKGKEGGKKGGX 
コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ の 名 称 と その 簡単 な 説明 を 表示 する 
QEMM HELP 
PAUS80 還 間 ( 間 ME) Goreteoeteeecctkeeeeeeeedeeeeeetedeeecdtdeeeeeefeeeeeedeeeeeeeddteeeeeeeeeee 
「Press any key to continue, ESC to abort.( 何 か キー を 押す と 継続 、 キー 
で 終了 ) 」 メ ッ セ ー ジ の 表示 を させ な い コ マン ド で ある 
この メッ セー ジ は 通常 、 ニ ユーザ が QEMM.COM の コマ ンド パラ メー タ 
を ミス 入力 し た と き に 表示 され る 。 
コマ ンド 実行 前 の キー 操作 を 一 時 停止 させ る も の で ある 
これ に より 、 表 示 が スク ロー ルアウ ト し な く な る 。 
開 上 cdckkcet(GtcdddGtGKGGGGSGCGACGKCGGC4GGGCGGGGCCGGGGGGGGNGGKGGG4GGKKKrGCCGGGGC6GGGG3YtGGKG66GGGvG62CGG6GGGGG8GKKKKGcKec1eeee 
コマ ンド ライ ン パ ラメ ー タ の 後ろ に 付け る も の 
殺 報 告 を 図式 化し て くれ る 
QEMM ACCESSED MAP 








QEMM.COM は メモ リ に 関し て $ つ の 報告 を 行う 。 次 に 上 げ る パラ メー タ 
を コマ ンド ライ ン に 入力 する こと に より 、 そ れ ぞ れ の 報告 見 る こと が で きる 。 
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0QEMM の 現在 の モー ド 、EMS が 現在 使用 可能 で ある か どう か 、 お よび ペー 
ジフ レー ム の アド レス を 表示 する 

メモ リ 中 の 最初 の IM バイ ト に どの よう な タイ プ の メモ リ が 存在 する か を 表 
示す る 

QEMM 起動 時 以降 、 ま た は OEMM RESET を 実行 時 以降 に アク セス され た メ 
モリ 領域 、 お よび アク セス され な か っ た メモ リ 領 域 を 表示 する 

ACCESSED お よび TYPE を 実行 し た と き の 両 方 の 報告 を 得 ら れる 

0QEMM.SYS が 組み 込ま れる 前 と 後 の 両 方 の 、 パ ソコ ン の すべ て の メモ リ に 関 
する 報告 を 見 る 






LOADHI は TSR、 デ バイ ス ド ラ イ バ お よび DOS リソー ス を High RAM 
へ ロー ド す る プロ グラ ム で ある 。LOADHI を 使用 する こと に より 、DOS メモ 
リ 内 に ロー ド す る は ず の プロ グラ ム を High RAM へ ヘ へ ロード する こと が で きる 
の で 、DOS メモ リ を 消費 し な く て すむ 。 

LOADHI に は デバ イス ドラ イ バ 形 式 の LOADHI.SYS と 、 実行 形式 の 
LOADHI.JCOM が ある 。 こ れ ら は 使う 対象 が 異な り 、LOADHI.SYS は デバ イ 
ス ド ラ イ バ を 、LOADHI.COM は 常駐 ソフ ト お よび DOS リソー ス を ロー ド す 
る 。 

イン スト ー ル 時 に OPTIMIZE プロ グラ ム を 実行 し て いれ ば 、CONFIG.SYS 
内 な ど で LOADHI が 使用 きれ て いる 。 こ こ で は OPTIMIZE を 使用 せ ず に 
LOADHI を 組み 込む 方 法 に つい て 解説 する 。 


誤 LOADHI.SYS の 使い 方 


LOADHI.SYS は CONFIG.SYS 内 で DEVICE コマ ンド を 使う 。 次 の 例 の 


よう に 書き 換え る と 、ANSI.SYS は DOS メモ リ で は な く High RAM へ 組み 
込ま れる 。 

X DEVICE=C:\DOS\ANSI.SYS 

〇 DEVICE=C:\QEMM\LOADHI.SYS C:\DOS\ANSI.SYS 


衣 LOADHI.COM の 使い 亡 

LOADHIJCOM は いつ で も 実行 で きる が 、 通 常 は AUTOEXEC.BAT 内 で 
実行 する 。 次 の 例 の よう に 書き 換え る と 、AUTOEXEC.BAT 内 の DOSKEY. 
COM は DOS メモ リ で は な く High RAM へ 常駐 させ られ る 。 


X C: ぎ DOS\DOSKEY 
〇 C:\QEMM\LOADHI /r:2 で C:\DOS\DOSKEY 


た だ し 、High RAM へ ヘ ロ ー ド また は 常 往 さ せら れる ファ イル の サイ ズ は 、64 
K バイ ト 以 下 で な けれ ば な ら な い 。 





LOADHI.COM の 使用 例 で 「/r:2」 と いう スイ ッ チ が 出 て きた 。LOADHI 
コマ ンド で は 、 こ れ ら の スイ ッ チ を うま く 使 うこ と に よっ て 多数 の プロ グラ ム 
を High RAM に ロー ド さ せ た り 、 常 駐 さ せ た り する こと が で きる 。 





/BESTFIT また は /B プロ グラ ム が 収まる 最小 サイ ズ の メモ 
リブ ロッ ク を 使用 

/HAPPIEST また は /H プロ グラ ム が 収まる 最小 サイ ズ の メモ 

リブ ロッ ク を 使用 。 入 ら な い 場 合 は 

DOS メモ リ ヘ ロー ド す る 




















| RW また は /Rin 領 城 番号 n ヘ ロ ー ド する 
/LARGEST[:n] また は /L[:n] n 番目 に 大 き な 領 域 ヘ ロー ド す る 
/SMALLEST[:n] また は /Sln] n 番目 に 小さ い 領 域 ヘ ロー ド す る 

















/EXCLUDEREGION:n また は /XR:n | 領域 番号 nm へ ヘ ロ ー ド し な い 
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/EXCLUDELARGEST[:n ] 
また か は /XLLnl 





n 番目 に 大 き な 領域 ヘ ロ ー ド し な い 





/EXCLUDESMALLEST[:n] 
また は /XS[:n] 






n 番目 に 小さ な 領域 ヘ ロ ー ド し な い 





/GETSIZE[:f] 
また は /GS[HH 










プロ グラ ム か が 必要 な メモ リ 容 量 を 満た す 領域 へ 
ロー ド す る 。 








/SHELL 








コマ ンド プロ セッ サ を ロー ド す る 








/LABEL:nn (LB:nn) 








内 部 パラ メー タ 








/LINKTOP (/LINK) 





High RAM の 空き メモ リ を DOS メ モリ 
チェ ー ン に リン ク す る 





/UNLINKTOP (/UNLINK) 





DOS メ モリ チェ ー ン か ら High RAM の 空き 
メモ リ の リン ク を 解除 する 





/SIZE:nnnn 
また は /SIZE:nnnnK 


プロ グラ ム が 必要 な メモ リ 容 量 を 指定 





/NOLO まだ た は /NL 


指定 し た プロ グラ ム の サイ ズ が 領域 より も 大 き | 
い 場合 に ロー ド し な い 。 た だ し 、 追 加 の ドラ イ 
バ 、TSR お よび DOS リソー ス の み に 有 効 





/LO 


High RAM の 代わ り に DOS メ モリ に ロー ド 
する 。 た だ し 、 一 時 的 に AUTOEXEC.BAT や 
CONFIG.SYS の 内 容 を 書き 換え る と き に 有効 





/QUIT (Q) 


LOADHI が プロ グラ ム を ロー ド し た と き に 発 
生 し た 非 致 命 的 エラ ー メ ッ セ ー ジ の 表示 を 抑制 
する 





| /RESIDENTSIZE 三 nnnn[K] 
(/RES=nnnn[K] ) 








High RAM に ロー ド さ れる プロ グラ ム の 常駐 
サイ ズ を 指示 する 。OPTIMIZE で 使わ れる 内 部 
パパ ラメ ー タ で ある 





@[:file | 





再 配置 され る プロ グラ ム て で 必要 な パラ メー タ を 
見 つけ 出す よう 、 参 照 フ ァイル を 調べ る よう に 
指示 する 
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EE ーー ーー デー 






































/SQEEZEF (/SQF) デバ イス ドラ イ バ や TSR プロ グラ ム が 初期 化 
する の に 十分 な 空き メモ リ を 得る た め 、 ペ ー ジ 
フレ ー ム を 一 時 的 に 使用 する 

/SQEEZET (/SQT) デバ イス ドラ イ バ や TSR プロ グラ ム が 初期 化 
する の に 十分 な 空き メモ リ を 得る た め 、High 

| RAM 領域 を 一 時 的 に 使用 する 

/TERMINATERESIDENT ロー ド す る も の が TSR で ある と いう 指定 

まだ は /ISR 

/NOPAUSEONERROR エラ ー 時 に 停止 し な いよ うに する 

また は /NOPE 

/PAUSE エラ ー 時 に 停止 する よう に する 

/HELP LOADHI の ヘル プス クリ ー ン を 表示 する 

7 | LOADHI の コマ ンド スイ ッ チ を 表示 する 。 | 








DOS リソー ス と は 、 メ モリ と ディ スク 領域 の こと を さす 。DOS リソー スプ 
ログ ラム と は 、DOS に よっ て 使用 きれ る デー タ 構 造 を 管理 する も の で ある 。 
High RAM で デー タ 保 持 で きる プロ グラ ム を 使っ て 、 フ リー エリ ア を 増やす 
こと が 可能 。 


DOS の バッ ファ リソー ス を 使用 する と 、 デ ィ ス ク |/0 の 反応 速度 が 速く な る 
人 DOS に ある ディ スク セク タ 用 の バッ ファ が 多く の 内 容 を 保持 する た め 

に は 多数 の メモ リ が 必要 に な る が 、 こ の た め DOS メモ リ が 圧迫 を 受け 
る 。 こ れ を 避け る た め に 、BUFFERS.COM は バッ ファ 内 容 を High 
RAM に 割り 当て る こと を 実現 し て いる 。 
@ BUFFERS パラ メー タ な し 現在 の BUFFERS= の 値 を 表示 
@LOADHI _BUFFERS 三 30 現在 の BUFFERS= の 値 を 30 に する 
@LOADHI BUFFERS 十 30 現在 の BUFFERS= の 値 を さら に 30 増やす 
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DOS は 、FILES= で 指定 され た だ け の ファ イル の トラ ッ ク 数 を オー プン する 
た くさ ん の ファ イル を オー プン する た め に は 、 大 き な 値 が 必要 と され 、 
多く の DOS メモ リ を 消費 する が 、FILES.COM を 使用 する こと に より 、 
FILES の 内 容 を High RAM に 割り 当て る こと を 実現 し て いる 。 
@FILES パラ メー タ な し 現在 の FILES= の 値 を 表示 
@ LOADHI FILES 王 40 現在 の FILES= の 値 を 40 に する 
@LOADHI FILES 十 40 現在 の FILES= の 値 を さら に 40 増やす 
DOS は 、LASTDRIVE= で 指定 され た ドラ イブ 番号 を 論理 ドラ イブ で 割り 当て 
られ る ドラ イブ の 最終 ドラ イブ と する 
LASTDRIVE は 80 バイ ト の メモ リ を 必要 と する 。LASTDRIVE で 物 
理 的 に 接続 され て いる ドラ イブ を 指定 する な どの 間違え を 起こ し や すい 
の で 、CONFIG.SYS で 設定 する か 、AUTOEXEC.BAT で 設定 し た 方 
が よい 。 
@LASTDRIVE パラ メー タ な し 現在 の 最終 ドラ イブ を 表示 
@LOADHI LASTDRIVE G 現在 の 最終 ドラ イブ を G に する 
@LOADHI LASTDRIVE 三 十 3 現在 の 論理 ドラ イブ を 3 つ 増 や す 
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デバ イス ドラ イー ドド に ooooeererenioo 261, 268 
ドラ イ バ の 最適 配置 … つ (の 会 …………… 458 
1 レア OUTEPEHDOTPYFTPPP 235 
AvAyAAy な AAAAPM 
日 本 語 環境 oe 24 
日 本 語 モ ECCECECEECEECEETEEEEEEEPOEPCECPECECEPR 24 
AA は AA 
ペック ゲッ リブ moeeeeeenitseessasaeaes 399 

















プロ グラ ム の 自動 実行 iii…t 
AgAyAyA。 ま AMAMAMA ッ 
ママ 234,248 
マウ スン の 設定 で eeeoeoeeoeeee 365 
が ば 項目 な enehsseeaoeeseeesesezenns 264 
ュー 設定 ブロック の 2 ムー の 264 


メモ リ 管 理 
メモ リ の 最適 化 … ド ーー…… 361 





アー トド akarstssshneseors2DKsaiaregncesrersii 24 
DOS リソー スプ ログ ラム ee 491 
LOADHICOM …… ド ドド 489 
LOADHI.SYS 人 … ゆ …iG(q{(ー ド ドド ee 488 
LOADHI に お ける スイ ッ チ ーー … の oo 489 


LOADHI プロ グラ ム 
Mainfest PTCCUCLLLCLLLLCULLKEE 










OPTIMIZE の 実行 エラ ー…………………… 466 
QEMM.COM 仕様 … 研 nnn 486 
QEMM.COM メモ リ に 関す る 報告 ……… 487 
QEMM 7.0.3 へ の バー ジョ ン ア ッ プ …… 466 
QEMM と メモ リ 管 理 ソ フト 
QEMM パラ メー クタ に に に ドー 

ト EMS 関連 全 oo 

} Stealth 関連 … 上 0 な 〇 の バ ……… ド ドド eee 







) ヘル プ 関 連 RET YYY や ルキ サイ トル) 
} マル チタ スク 関連 PCCCCLCLCLCLETEEEYTETYLETYI 
! メ モリ 関連 
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AAgAgAg 記号 AAgAM 
.EXE ファ イル の .COM ファ イル へ の 変換 <EXE2BIN> …… ei 
3.5 イン チ デ ィ ス ケッ ト の 1.2M バイ ト フ ォ ー マ ッ ト <〈FORMAT12〉 ー 
CD-ROM ドラ イプ へ の アク セス <MSCDEX フ ee 
Central Point スケ ジュ ー ラ の 設定 <SCHEDULE2 ee 
COMMAND.COM を 起動 し た プロ グラ ム へ の 復帰 <EXIT> ee 
DOS シェ ル の 起動 <DOSSHELL2 ドド 
英語 PCL プリ ンタ で の ESC/P 日 本 語 プ リン タ の エミ ュ レ ー ト <EPCLESCP〉 … 
英語 プリ ンタ で の ESC/P 日 本 語 プ リン タ の エミ ュ レ ー ト <EPRNESCP> 
IBMMKK 設定 の 変更 <SETUPMKK フ oo ・ 
英語 PCL プリ ンタ で の IBM 日 本 語 プ リン タ の エミ ュ レ ー ト <EPCLIBM> …… の tt 106 
英語 プリ ンタ で の IBM 日 本 語 プ リン タ の エミ ュ レ ー ト <EPRNIBM> … oon 108 
InterLnk ク に 2 イ ア レン ト の 設定 <INTERLNK> PCOCCCCCCCCCTCYYPCTEYYPTTEEYEETYEPYEPLYEEYYYEYYEYEKLECLKLETI 
MTD シェ ル 起 動 <PCMMTD フ ドド ドド 
PCMCIA カー ド で の ディ スケ ッ ト ド ライ ブ エ ミ ュ レ ーション 四 
PCMCIA カー ド の 使用 <PCMCS2 eee 
PCMCIA カー ド の フォ ー マ ッ ト <PCFORMAT>ー ……… … 
PCMCIA ソケット と カー ド の 情報 表示 <PCMINFO フ 2 oeoeoeennnnrnrerrrrrrrrrr 
PenDOS の 起動 く PENDOS> POPCCCCLUELCLLLLLKLLLLELLULLCULULLCLKLELCLLLLULULLLLLLLCLLLELLLULLUCLLLLCLCLD 
SuperStor/DS の 起動 <SSTOR> PCOCCPCLTTPLLCPPPPLCPLCLLCPLCLCCLCLPCCDCCUCCPPCLCUCLPCCUCCDCCCLLLKCLKKKLLI 
UDE デイ スケ ッ ト の マウ ン ト <〈 く UDEON> FCPLLLLLULULLLLLLLLLLLLCLLLLLLCLULLLDCULLLCCLLLCLCLLLLLLLI 
UDE ディ スケ ッ ト の マウ ント 解除 く UDEOFE2 eee ・ 
常駐 プロ グラ ム の UMB メモ リ へ の 組み 込み <LOADHIGH (LH) > … 
V-Text 画面 の 設定 く DSPX フ ee 
V-Text ドラ イ バ の 組み 込み <DSPXVGA> 

AAgAg 

ファ イル アク セス の 高速 化 <FASTOPEN> 
圧縮 され た ファ イ ル の 復元 <EXPAND フ oe 
圧縮 ディ スク の マウ ント <MOUNT〉 ……… ー 
圧縮 ドラ イブ の 圧縮 解除 <SSUNCOMP> … 
圧縮 ドラ イ プ の 保守 <SSUTIL2 eo im 
圧縮 ボリ ュー ム フ ァ イル 用 ドラ イブ の マウ ント 解除 <UNMOUNT> ee 221 
アン チ ウ ィ ル ス (コマ ンド ライ ン ユ ー テ ィ リ ティ ) <BMAVSP フ oe 130 
アン チ ウ ィ ル ス (フル スク リー ン ユ ー テ ィ リ ティ ) く BMAVD2 eonetretrtentn 128 
画面 の 印刷 <〈GRAPHICS> CCUECPEPPEPPPEPPEEPPCEEEEEEEEPEYEEPPEEEEEYYPPPPPEPEEEPPPEEEEEEPPPEEYYEEPPEES 125 
バッ ク グ ラウ ンド の 印刷 <PRINT> 
















リダイレクト の 印刷 <MODE @> ……… …151 
DOS の イン スト ー ル <SETUPE ーー ドー 194 
AAyAMAg 。 か AMAAMAe 
拡張 国 別 情報 の 利用 <NLSFUNOC フ oo 163 
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仮想 EMS メモ リマ ネー ジャ の オン / オ フ <EMM3862 ーーiinieininreenrerrerrrn 103 
他 の ドラ イブ の 仮想 ディ レク トリ 化 ON onetttttttt 
テキ スト ファ イル の 画面 単位 で の 表示 <MORE> 
画面 の 印刷 <GRAPHICS> 
画面 の 消 表 〈CLS2ー ………iiiomoeoonererrrrerrnnr 
仮 の DOS バー ジョ ン の 設定 / 削 除 / 表 示 <SETVER> teeeeooeooeoeoeererrrrrrrrrrr 197 
カレ ント ディ レク トリ の 変更 <CHDIR (CD フラ eo 46 
環境 変数 の 設定 / 削 除 / 表 示 <SET> 
キー ボー ド の タイ プ 速 度 の 設定 <MODE 6 の 2 べ … ド oo 
キー ボー ド 配 列 パ ター ン の 選択 KEYB> …… ド ionrerrt 
コー ド ペ ー ジ の 切り 替え / 表 示 CHCP フ oh 
コマ ンド イン タプ リタ の 再起 動 / バ ー ジ ョ ン 表 示 <COMMAND> 
コマ ンド ヒス トリ の 呼び 出し / 編 集 / マ クロ 作成 く DOSKEY> ………… 
コマ ジグ ロジ シン デ ト の 設定 <PROMPT ーー ドド ドド ドド 
AAAM。。 記 AMAMAMAg 
区 ク の 最適 化 DEFRAG フ 2 Oo 75 
メモ リ の 最適 化 <RAMSETUP フ 2 179 
ディ レク トリ ツリ ー の 全 削 除 <DELTREE フ 2 に oe 79 
ディ レク トリ の 削除 <RMDIR (RD) > 
ファ イル の 削除 <DEL (ERASE) > … 
ファ イル 削除 の 追跡 <DATAMON> 
削除 ファ イル の 復元 <UNDELETE2 moe 
サー バ の 設定 <INTERSRV tt 
ユー ザ 定 義文 字 と 辞書 の 管理 く USRFNT フ eee 222 






















シス テム 詳細 情報 の 表示 <QCONFIG フ 2 ooo 177 
シス テム 時 評 の 奏 示 / 設 定 <TIME2 か eeetererieteeraraessesrsesseetsteeesteetstreatsseres 211 
シス テム ファ イル の 転送 SYS 210 
省 電力 機能 の 提供 <POWER> 

ディ スク の 初期 化 <FORMAT> 

上 キー に よる 処理 の 中 断 に 関す る 設定 / 表 示 <BREAK> ini 44 
ボリ ュー ムラ ベル と シリ アル 番号 の 表示 < く VOL2 ooo 225 


シリ アル ポー ト の 設定 <MODE@2 ei 
スー パー クラ イア ント ドラ イ バ <PCMSCD> 
スケ ジュ ー ラ を メモ リ に 常駐 く CCPSCHED> 
ディ レク トリ ツリ ー の 全 削 除 <DELTREE> 
ファ イル に 設定 され た 属性 の 表示 / 変 更 く ATTRIB フ 2 ee 41 
ドラ イプ / ツ ケッ ト の ロッ グ DRWLOGRD 、 和 ookereekmaeeeraoeraneaesandaszsotreoescobid 
AAMAMAg 7 
ディ スク の 最適 化 く DEFRAG> CDUCCCLPLULLLCPLEYEYPPPCKKYTETPTEEYPYYPPPCKEKEKEEYPEKEYEYKYEPEYEEYPYYIYYYYYYYEYEI 
ディ スク の チェ ッ ク /( 修 復 く <CHKDSK> …………… 
ディ スク の 復元 / 復 元 情 報 の 央 合 く て UNFORMAT>〉 … 
ディ スケ ッ ト の 内 容 比 較 <DISKCOMP>  ……… バ … バ 
ディ スケ ッ ト の 丸ごと 複写 <DISKCOPY テ oe 
ディ スプ レイ モー ド の 設定 <MODE 2 oon 
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ディ レク トリ 構成 の ツリ ー 型 表示 <TREE> ……ー ド ine 212 
ディ レク トリ ツリ ー の 全 削 除 <DELTREE2 nii 79 
ディ レク トリ 単位 や 条件 付き の 複写 <XCOPY〉 … sm 
ディ レク トリ の 削除 <RMDIR (GRD) フ うー ee 189 
ディ レク トリ の 作成 MKDIR (MD rr 146 
ファ イル 移動 / デ ィ レ クト リ 名 の 変更 <MOVE2 io 160 
デー タフ ァイル 検索 パス の 設定 <APPEND> …… ド ドド ドド ieeerreerrrerern 36 
デバ イス コー ド ペ ー ジ の 設定 <MODE @> * 
デバ イス の 状態 の 表示 <MODE 2 
特定 ディ レク トリ の 仮想 ドラ イプ 化 <SUBST フ ii 
ドラ イプ / ソ ケッ ト の ロッ ク <DRVLOCK フ oo 
特定 の ドラ イブ に 対す る 操作 の 他 の ドラ イブ へ の 割り 当て <ASSIGN〉 
AAgAMAe。 な 
の 茨 : 和 の ッ ト の 内 容 比 較 < く DISKCOMP> PPUPPPPPPUHTPTTTTTTTYPPYYYTTPPTETTPPLTYYEYETPPCYYYETKYYYYLKYE 
テキ スト ファ イル の 内 容 表示 <〈TYPE2 eee 
2 つの ファ イル の 行 単位 の 詳細 な 内 容 比較 <FC> ー 
複数 ファ イル の 1 バイ ト 単 位 の 内 容 比 較 COMP2 noirennrrrrt 
日 本 語 / 英 語 モ ー ド の 切り 替え <SWITCH フ ie 
日 本 語 モ ー ド で の 日 本 語 環境 と 英語 環境 の 切り 替え <CHEV〉> … 
日 本 語 関連 ドラ イ バ 設 定 の 変更 SETUPV> 
DOS 上 の 入出 力 装 置 の 変更 <CTTY> ドド ooo 
AAgAgAM 
バー ジョ ン 表 示 く VER フー 
バッ クア ッ プ ディ スク の ディ レク トリ 表示 <CPBDIR> 
バッ クア ッ プ ファ イル の 復元 <RESTORE2> … eee 
バッ ク グ ラウ ンド の 印刷 <PRINT2 oe 
パッ ク フ ァ イル 破壊 対策 <LOADFIX> …… ひ ドー 
ハー ド デ ィ スク の パー ティ ショ ン 管 理 <FDISK> 
パラ レル ポー ト の 設定 <MODE⑯2 に の iii sue 
ファ イ ル 処 理 の 反復 実行 EEOR 
日 付 の 表示 / 設 定 DTE ii 
ファ イル アク セス の 高速 化 <FASTOPEN> 5 な 
ファ イル 移動 / デ ィ レ クト リ 名 の 変更 <MOVE2 ooo 
実行 可能 ファ イル 検索 パス の 設定 / 解 除 / 表 示 <PATH> 
ファ イル に 設定 され た 属性 の 表示 / 変 更 く ATTRIB> …… 
ファ イル の 置き 換え <REPLACE> … 
ファ イル の 共用 <SHARE> ………… ー 
ファ イ ル の 複写 / 結 合 CO ii 
ファ イル の 削除 <DEL (ERASE) フラ oe 
ファ イル の 修復 <KRECOVER> … 
2 つの ファ イル の 行 単位 の 詳細 な 内 容 比較 く FC フ 2 ooo 
複数 ファ イル の 1 バイ ト 単 位 の 内 容 比 較 <〈COMP フ 2 ee 
テキ スト ファ イル の 内 容 表 示 <TYPE> …… の の iii 
ハー ド デ ィ スク 内 の ファ イル の バッ クア ッ プ <CPBACKUP> 
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圧縮 され た ファ イル の 復元 EXPAND フ iri 111 
削除 ファ イル の 復元 く UNDELETE2 oo 
ファ イル の 複写 / 結 合 <COPY〉 …………… 5 
ファ イル 名 の 変更 <RENAME (REN) > 
ファ イル リス ト の 表示 <〈DIR2 … の oo sg 
ディ スケ ッ ト の 丸 ご と 複写 <DISKCOPY ーー ドド 87 
ディ レク トリ 単位 や 条件 付き の 複写 <XCOPY> eonet 227 
ディ スケ ッ ト の 丸ごと 複写 <DISKCOPY> Yse 
ファ イ ル の 複写 / 結 合 OPD 
フル スク リー ン エ ディ タ の 起動 く E フ ーー 
デー タ の 行 単位 で の 分 類 <SORT フ 2 oo 
ESC/P 対応 プリ ンタ ドラ イ バ <PRNESCP> 
IBM プリ ンタ ドラ イ バ <PRNIBM フ eoeooeoeorremeorroerorere ・ 
プロ グラ ム の テス ト / デ バッ グ <DEBUG フ 2 ooo 
ヘル プ 情 報 の 表示 く HELP フ 2 
ボリ ュー ムラ ベル の 作成 / 変 更 / 削 除 <LABEL> 
ボリ ュー ムラ ベル と シリ アル 番号 の 表示 く VOL フ 2 … ooo 225 
AAMAMAv 
マウ ス ド ラ イ バ の イン スト ー ル <MOUSE> 
メデ ィ ア の 取り 出し <EJECT> 
メモ リ 使 用 状況 の 表示 <MEM〉 … 



















メモ リ の 最適 化 <KRAMSETUPD フ 2 …… oe 

ファ イル 中 の 文字 列 の 検索 <FIND フ 2 

書き 込み デー タ と 元 デ ー タ の 賠 合 <VERIFY フ ot 224 
AA 。。 や ・ ら AMAvAAy 

ユー ザ 定 義文 字 と 辞書 の 管理 USRFNT フ 2 ooo 222 

ライ ン エ ディ タ の 起動 <EDLIN ジ 2 oe 99 

リダイレクト の 印刷 <MODE 2 151 


デバ イス ドラ イ バ 機 能 索 引 





AAAg 記号 AAAgAg 
3.5 イン チ 1.2M バイ トディ スケ ッ ト の サポ ー ト <$EDD12.SYS2 eeenrennrn 302 
DBLSPACE.BIN ファ イル の 移動 DBLSPACE.SYS> 
EMS メモ リ の UMB と し て の 利用 <UMBEMS.SYS> 












FAT フォ ー マ ッ トディ スク の サポ ー ト <PCMATA.SYS2 mie 
Hercules アダ プ タ メ モリ の UMB と し て の 利用 <UMBHERC.SYS> ・ 
MTD シェ ル <PCMMTD.EXE2 … ぐ reireireitt…tit…… > 
PenDOS API の 提供 <PENDEV.SYS> *…・ 
Phoenix PCMCIA カー ド の サポ ー ト <PCMSCD.EXE> …… eeeoeoeoneeneneeneoern 


RAM ディ スク の 作成 <RAMDRIVE.SYS ーー ドーmenererne… 
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UMB の 自動 割り 当て <RAMBOOST.EXE2 oe 293 
AA あ AAM 
拡張 メモ リ の 管理 <HIMEMSYS2 oo 281 
仮想 EMS メモ リマ ネー ジャ <EMM386.EXE フ oo 278 
仮想 ドラ イ プ の 設定 <DRIVERSYS2 
カー ドサ ービス の サポ ー ト <PCMCS.EXE> 
キー ボー ド と 画面 設定 の 変更 <ANSISYS ーー ドド iioTmmrmrhm 
キー ポー ド / 画 面 の 拡張 制御 <SANSI.SYS> ・ … 
画面 の 保存 と 復元 GASYS 
カラ ー ア ダ プ タメ モリ の UMB と し て の 利用 <UMBCGA.SYS> の eeeerrrrnrm 297 
キー ボー ド / 画 面 の 拡張 制御 <S$ANSLSYS> ーー 
キー ボー ド と 画面 設定 の 変更 <ANSI.SYS> … … 
コン ピュ ー タ の 接続 INTERLNKEXE フ 2 ii 
AA さ ・ た AA 
省 電力 機能 の 提供 <POWEREXE フ oo 
単 漢字 変換 プロ グラ ム <$IAESKK.SYS> ・ … 
代用 クロ ッ ク <CMOSCLKJSYS2 oo 
ディ スク キャ ッシュ の 作成 <SMARTDRVEXE2 ooeooeoeoeoeeee 
ディ スケ ッ ト エ ミュ レー ショ ンド ライ バ <PCMFDD.EXE> り 
ディ スプ レイ 上 の コー ド ペ ー ジ の 切り 替え <DISPLAY.SYS> 
・ AgAgAyAg 。 な AAMAMA ッ 
日 本 語 入 力 の 補助 プロ グラ ム <91ASSYS フ oo 305 
日 本 語 の 表示 <$DISPSYS フ 2 oo 301 
日 本 語 フ ォ ン ト の 使用 <$FONT.SYS2 oo 302 
AgAgAgAg 。 は ・ ま AMAMAgA ッ 

バー ジョ ン テ ー プ ブル の ロー ド <SETVER.EXE フ 2 … ド oo 
プリ ンタ で の コー ド ペ ー ジ 切り 替え <PRINTER.SYS> … … 
プリ ンタ ドラ イ バ 基 本 部 の 導入 <PRNJSYS2 oe 
モノ クロ アダ プ タ メ モリ の UMB と し て の 利用 <UMBMONO.SYS> 

























AAgAgAg 記号 AMAMAgAM 


HMA メモ リ /UMB メモ リ 使 用 の 設定 < く DOS2 oo 閣 7 
Num Lock キー 設定 <NUMLOCK フ 2 oo 327 
了 m| キー に よる 処理 の 中 断 に 関す る 設定 <BREAK> eonet 309 


AAAMA ッ あ ・ か AAAM 
オー プン 可能 な ファ イル 数 の 設定 <FILES> 
拡張 キー ボー ド の 設定 <SWITCHES>  ……… 
確認 メ ッ セ ー ジ 表示 <〈?> 和信 
国 別 情報 の 設定 <COUNTRY> 
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構成 プ ブロッ ク の 組み 込み INCLUDE フ 2 で 321 
コマ ンド イン タプ リン タ の 設定 <SHELL フ ooo 328 





AAMAg さ AAMAMAM 








始動 メニ ュー 項目 の 定義 人 (MENU] 2 hh 

始動 メニ ュー の サブ プ メ ニュ ー 項 目 の 定 義 <SUBMENU> 

始動 メニ ュ ー の 設定 <MENUITEM フ Do oo 

シス テム の 特性 リ 5 ト の 変更 <〈DRIVPARM> に 

スタ ッ ク 数 の 設定 STACKS2 oo 
AAgAgAg 。。 た AMAMAMA ッ 

デバ イス ドラ イ バ の UMB メモ リ へ の 組み 込み <DEVICEHIGH2 eeeeennnnrnnn 316 

デバ イス ドラ イ バ の 組み 込み DEVICE2 ooo 

デフ ォ ル トメ ニュ ー 項 目 <MENUDEFAULT〉> … 

最大 ドラ イブ 数 の 設定 <LASTDRIVE2 oo 
AsAgAgAg 。 は 

バッ プ フ ァ の 設定 <BUFFEERS2 …… ド ドド 

複数 CONFIG 共通 構成 プロ ッ ク 用 ヘッ ダ <[COMMON] > ooomenenrnnrnnrrrri 312 

ファ イル 制御 プ ブロック 数 の 設定 く <FCBS2 oo 320 
AAAAy 。 ま AA 

メニ ュー の 色 の 設定 <MENUCOLOR フ 2 ooo 
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